


芝浦工業大学

Thesaurus Universitatis
だいがくのたから

非科学的教育の提唱



「
実
学
重
視
の
技
術
者
教
育
」

　
　
　〜
社
会
に
学
び
、社
会
に
貢
献
す
る
技
術
者
の
育
成
〜

　
芝
浦
工
業
大
学
の
源
は
１
９
２
７
年
、
有
元
史
郎
に

よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
東
京
高
等
工
商
学
校
で
あ
る
。

　
有
元
史
郎
に
は
「
非
科
学
的
教
育
の
提
唱
」
と
題
し

た
論
文
が
あ
る
。
こ
の
論
文
は
実
学
重
視
の
教
育
理
念

と
気
概
を
高
ら
か
に
う
た
い
あ
げ
て
お
り
、
当
時
と
し

て
は
非
常
に
先
進
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
専
門
性
の
深
掘

り
に
特
化
し
て
、
社
会
と
学
問
を
関
連
付
け
る
全
人
的

な
視
点
を
失
う
傾
向
に
警
鐘
を
な
ら
し
て
い
る
。
有
元

の
い
う
「
非
科
学
的
教
育
」
と
は
教
育
の
科
学
的
研
究

を
否
認
す
る
も
の
で
は
な
く
、「
我
等
の
生
活
の
中
に
科

学
の
解
け
込
ん
だ
現
代
文
化
の
諸
相
を
教
材
と
し
、
社

会
の
一
員
た
る
個
人
に
社
会
的
活
動
の
意
義
を
体
得
せ

し
め
る
教
育
」
で
あ
っ
た
。

　
有
元
が
唱
え
た
実
学
重
視
の
技
術
者
育
成
の
理
念
は

「
本
邦
の
私
立
学
校
と
し
て
特
色
あ
る
専
門
教
育
を
施

し
も
っ
て
実
社
会
に
貢
献
せ
ん
と
す
る
」
と
宣
言
さ
れ
、

本
学
の
学
則
や
設
置
要
項
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
理
念
は
創
立
時
か
ら
今
日
ま
で
脈
々
と
伝
え
ら

れ
、
い
ま
芝
浦
工
業
大
学
は
「
社
会
に
学
び
、
社
会
に

貢
献
す
る
技
術
者
の
育
成
」
そ
し
て
「
世
界
に
学
び
世

界
に
貢
献
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
理
工
学
人
材
の
育
成
」
を
掲

げ
た
教
育
を
実
践
し
て
い
る
。
近
年
、
産
業
構
造
の
変

化
や
社
会
の
複
雑
化
に
よ
り
、
社
会
の
諸
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
複
数
の
分
野
の
専
門
知
識
が
必
要
と
な
っ

て
き
て
い
る
。
本
学
で
は
２
０
２
４
年
度
か
ら
工
学
部
を

「
学
科
制
」
か
ら
「
課
程
制
」
に
移
行
す
る
。
明
治
時

代
か
ら
続
く
「
学
科
」
教
育
の
枠
を
広
げ
て
、
さ
ら
に

分
野
を
横
断
的
に
学
べ
る
融
合
型
の
教
育
研
究
体
制
づ

く
り
へ
。
そ
し
て
研
究
を
主
軸
と
し
た
実
践
型
教
育
を

展
開
す
る
こ
と
で
、
現
代
社
会
が
抱
え
る
様
々
な
課
題

を
発
見
、
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
推
進
役
と
な
れ
る
人
材
を
育
て
て
い
く
。
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わ
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表 紙 ： ユズ
ミカン科の常緑高木。柑橘類の中でも寒さに強く、太陽の力
が弱まる10月から12月に太陽に似た黄色い実をつけること
から縁起が良いとされます。冬至には強い香りで邪気を祓う
ため、ゆず湯に入る風習がありますが、現代では薬湯として
さまざまな効能も期待できることが分かっています。

＊ 表紙デザインでは教育・成長・向上を植物になぞらえ、1年ごとに
さまざまな種・葉・花・実を紹介します。今年度は実のシリーズです。
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　順天堂大学は、8学部4研究科6附属病院からなる健康総合大学・大学院大学として、「教育」
「研究」「診療・実践」という3つの柱を通じた国際レベルでの社会貢献と人材育成を進めています。
　学是「仁」と理念「不断前進」に則り、出身校、国籍、性による差別無く優秀な人材を求め活躍の
機会を与えるという「三無主義」の学風を掲げ、「教育」「研究」「診療・実践」を柱に、グローバル社
会において医療やスポーツ、人々の健康を支える人材の育成・輩出に取り組んでいます。

　2022年度は、コロナ禍の影響が残る中、短期留学生178名を受入れました。
　また、ロシアによる軍事侵攻により、教育や研究の機会を安全に確保することができ
なくなったウクライナからの学生・研修医・研究者（計18名）を受入れ、渡日・帰国費用、居住施設、生活費等の支
援を実施しました。

不断前進
現状に満足せず、常に高い目標を目指して努力を続ける姿勢

〈 理 念 〉

三無主義
出身校・国籍・性別の差別なく、優秀な人材を求め、活躍の機会を与える

〈 学 風 〉

仁
「仁」は、順天堂大学の大学としてのあり方や、教育における考え方の基本になるキーワードです。

「仁」とは、自分本位に行動するのではなく、常に他人の気持ちを思いやり、慈しむ心です。

人は決して一人では生きていけません。

「人は誰かを助け、支えるために生まれ、生きていく」という考え方が、

自分の成長や幸福にもつながるのです。

〈 学 是 〉

人在りて我在り、他を思いやり、慈しむ心。
これ即ち「仁」

数字で見る順天堂大学

大学 学部 学科8 10

8金
メダル

銀
メダル

銅
メダル10 3

豊富な国際交流活動

学部生

都心型／郊外型キャンパスで学ぶ

つのキャンパス5

大学院生

オリンピック・
パラリンピックメダル数

出場選手数延べ
人99

健康総合大学・大学院大学として

大学院 研究科4

日本最古の医学教育機関

年の歴史185

外国籍の学生数
（含：留学生・短期留学生）

人（2023年度5月現在）1,210

人（2023年度5月現在）6,779

カ国／地域27 80 機関
（2022年度末現在）

人（2022年度末現在）395

順天堂大学
大学点描

【教育】 【研究】 【診療・実践】

順天堂大学は、８学部４研究科６附属病院からなる健康総合大学・大学院大学として、「教育」
「研究」「診療・実践」という３つの柱を通じた国際レベルでの社会貢献と人材育成を進めています。
学是「仁」と理念「不断前進」に則り、出身校、国籍、性による差別無く優秀な人材を求め活躍の
機会を与えるという「三無主義」の学風を掲げ、「教育」「研究」「診療・実践」を柱に、グローバル
社会において医学・医療やスポーツ、人々の健康を支える人材の育成・輩出に取り組んでいます。

2022年度は、コロナ禍の影響が残る中、短期留学生178名を受入れました。また、ロシアによる
軍事侵攻により、教育や研究の機会を安全に確保することができなくなったウクライナからの
学生・研修医・研究者（計18名）を受入れ、渡日・帰国費用、居住施設、生活費等の支援を実施
しました。

　順天堂大学は、8学部4研究科6附属病院からなる健康総合大学・大学院大学として、「教育」
「研究」「診療・実践」という3つの柱を通じた国際レベルでの社会貢献と人材育成を進めています。
　学是「仁」と理念「不断前進」に則り、出身校、国籍、性による差別無く優秀な人材を求め活躍の
機会を与えるという「三無主義」の学風を掲げ、「教育」「研究」「診療・実践」を柱に、グローバル社
会において医療やスポーツ、人々の健康を支える人材の育成・輩出に取り組んでいます。

　2022年度は、コロナ禍の影響が残る中、短期留学生178名を受入れました。
　また、ロシアによる軍事侵攻により、教育や研究の機会を安全に確保することができ
なくなったウクライナからの学生・研修医・研究者（計18名）を受入れ、渡日・帰国費用、居住施設、生活費等の支
援を実施しました。

不断前進
現状に満足せず、常に高い目標を目指して努力を続ける姿勢

〈 理 念 〉

三無主義
出身校・国籍・性別の差別なく、優秀な人材を求め、活躍の機会を与える

〈 学 風 〉

仁
「仁」は、順天堂大学の大学としてのあり方や、教育における考え方の基本になるキーワードです。

「仁」とは、自分本位に行動するのではなく、常に他人の気持ちを思いやり、慈しむ心です。

人は決して一人では生きていけません。

「人は誰かを助け、支えるために生まれ、生きていく」という考え方が、

自分の成長や幸福にもつながるのです。

〈 学 是 〉

人在りて我在り、他を思いやり、慈しむ心。
これ即ち「仁」
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将来の可能性が無限に広がる
健康とデータのプロフェッショナル
「健康データサイエンティスト」を養成します。

健康データサイエンス学部
■ 健康データサイエンス学科

2023年4月 開設

「仁」の精神を持ち、
グローバル時代に対応できる
国際性を身につけた臨床検査技師・
臨床工学技士を養成します。

医療科学部
■ 臨床検査学科
■ 臨床工学科

2022年4月 開設

「仁」の精神と「不断前進」の基本理念
地域医療に貢献できる看護職者を養成します。

保健看護学部
■ 看護学科

医療看護学部
■ 看護学科

身体のみならず「心を癒やす看護」を
実践できる看護職者を養成します。

■ スポーツ健康科学科
スポーツ健康科学部 「スポーツ」と「健康」をキーワードに、

新しい時代を共創します。

高度な専門知識と技術を持つ
理学療法士・診療放射線技師を養成します。

保健医療学部
■ 理学療法学科
■ 診療放射線学科

国際教養学部
■ 国際教養学科

豊かな教養と専門性を備え
国際社会の多様な価値観の中で
活躍できるグローバル市民を養成します。

医学部
■ 医学科

180年以上、受け継がれてきた
“医学”の歴史が医師としての
成長を後押しします。

三島キャンパス

浦安キャンパス

本郷・お茶の水キャンパス
※医学部は1年次さくらキャンパス

さくらキャンパス

浦安・日の出キャンパス

※ 薬学部（2024年4月開設予定）

教 育研 究

順天堂大学では、医学、スポーツ健康科学、看護学、理学療法学、診療
放射線学、臨床検査学、臨床工学、国際教養学及び健康データサイエンス学
の理論と実際を教授・研究致します。国際的な広い視野を持ち、高度な専門
知識とスキルを基盤に科学及び技術の水準を高め、文化の進展に寄与し、
地域社会や国際社会の発展と人類福祉の向上に貢献できる人材の養成を
目指しています。

研究は、大学に課せられている大きな使命の一つであり、その
成果を広く世の中に還元することが求められています。
順天堂大学における文部科学省科学研究費の採択件数・額
は年々増加しており2022年度には14億円の助成を受けました。
科学研究費のうち約３割が女性研究者であり、これは国公
私立大学中９年連続で最も高い比率となっています。
（採択件数400件以上の40大学中）
また、企業等と研究を進める共同研究講座や寄付講座は57
あり、最近では、教授のみならず、若手研究者が実質責任者と
なる共同研究講座の開設が増えています。
部門横断的な研究にも力を入れ、全学的な研究支援拠点とし
ての健康総合科学先端研究機構（JARIHES）によるサポート
やスポーツ健康医科学推進機構（JASMS）によるスポーツ
分野を中心とする学際的研究の推進など、本学の強みを活か
した取り組みを進めています。
更に研究者や企業の研究サポートも実施。オープンイノベー
ションプログラム「GAUDI」は、研究開発における様々な課題
解決へのサポートを通じ、研究開発を促進し、開発シーズの
社会実装に貢献することを目指して活動を行っています。
2020年順天堂医院は、厚生労働省から全国で13番目の
臨床研究中核病院に承認されました。臨床研究中核病院は
国際水準の臨床研究や医師主導治験の実施を中心的に担う
病院です。
このように各研究科における研究、研究科の組織を越えた
研究体制、病院における臨床研究など、順天堂大学の強みを
最大限に活かし、研究を通じ社会貢献に取り組んで参ります。

● 大学院医学研究科
● 大学院スポーツ健康科学研究科
● 大学院医療看護学研究科
● 大学院保健医療学研究科
● 大学院国際教養学研究科
   （2024年4月開設予定）

順天堂大学
大学院研究科
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臨床研究中核病院に承認されました。臨床研究中核病院は
国際水準の臨床研究や医師主導治験の実施を中心的に担う
病院です。
このように各研究科における研究、研究科の組織を越えた
研究体制、病院における臨床研究など、順天堂大学の強みを
最大限に活かし、研究を通じ社会貢献に取り組んで参ります。

● 大学院医学研究科
● 大学院スポーツ健康科学研究科
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将来の可能性が無限に広がる
健康とデータのプロフェッショナル
「健康データサイエンティスト」を養成します。

健康データサイエンス学部
■ 健康データサイエンス学科

2023年4月 開設

「仁」の精神を持ち、
グローバル時代に対応できる
国際性を身につけた臨床検査技師・
臨床工学技士を養成します。

医療科学部
■ 臨床検査学科
■ 臨床工学科

2022年4月 開設

「仁」の精神と「不断前進」の基本理念
地域医療に貢献できる看護職者を養成します。

保健看護学部
■ 看護学科

医療看護学部
■ 看護学科

身体のみならず「心を癒やす看護」を
実践できる看護職者を養成します。

■ スポーツ健康科学科
スポーツ健康科学部 「スポーツ」と「健康」をキーワードに、

新しい時代を共創します。

高度な専門知識と技術を持つ
理学療法士・診療放射線技師を養成します。

保健医療学部
■ 理学療法学科
■ 診療放射線学科

国際教養学部
■ 国際教養学科

豊かな教養と専門性を備え
国際社会の多様な価値観の中で
活躍できるグローバル市民を養成します。

医学部
■ 医学科

180年以上、受け継がれてきた
“医学”の歴史が医師としての
成長を後押しします。

三島キャンパス

浦安キャンパス

本郷・お茶の水キャンパス
※医学部は1年次さくらキャンパス

さくらキャンパス

浦安・日の出キャンパス

※ 薬学部（2024年4月開設予定）

教 育研 究

順天堂大学では、医学、スポーツ健康科学、看護学、理学療法学、診療
放射線学、臨床検査学、臨床工学、国際教養学及び健康データサイエンス学
の理論と実際を教授・研究致します。国際的な広い視野を持ち、高度な専門
知識とスキルを基盤に科学及び技術の水準を高め、文化の進展に寄与し、
地域社会や国際社会の発展と人類福祉の向上に貢献できる人材の養成を
目指しています。

研究は、大学に課せられている大きな使命の一つであり、その
成果を広く世の中に還元することが求められています。
順天堂大学における文部科学省科学研究費の採択件数・額
は年々増加しており2022年度には14億円の助成を受けました。
科学研究費のうち約３割が女性研究者であり、これは国公
私立大学中９年連続で最も高い比率となっています。
（採択件数400件以上の40大学中）
また、企業等と研究を進める共同研究講座や寄付講座は57
あり、最近では、教授のみならず、若手研究者が実質責任者と
なる共同研究講座の開設が増えています。
部門横断的な研究にも力を入れ、全学的な研究支援拠点とし
ての健康総合科学先端研究機構（JARIHES）によるサポート
やスポーツ健康医科学推進機構（JASMS）によるスポーツ
分野を中心とする学際的研究の推進など、本学の強みを活か
した取り組みを進めています。
更に研究者や企業の研究サポートも実施。オープンイノベー
ションプログラム「GAUDI」は、研究開発における様々な課題
解決へのサポートを通じ、研究開発を促進し、開発シーズの
社会実装に貢献することを目指して活動を行っています。
2020年順天堂医院は、厚生労働省から全国で13番目の
臨床研究中核病院に承認されました。臨床研究中核病院は
国際水準の臨床研究や医師主導治験の実施を中心的に担う
病院です。
このように各研究科における研究、研究科の組織を越えた
研究体制、病院における臨床研究など、順天堂大学の強みを
最大限に活かし、研究を通じ社会貢献に取り組んで参ります。

● 大学院医学研究科
● 大学院スポーツ健康科学研究科
● 大学院医療看護学研究科
● 大学院保健医療学研究科
● 大学院国際教養学研究科
   （2024年4月開設予定）
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グローバル時代に対応できる
国際性を身につけた臨床検査技師・
臨床工学技士を養成します。
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科学研究費のうち約３割が女性研究者であり、これは国公
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解決へのサポートを通じ、研究開発を促進し、開発シーズの
社会実装に貢献することを目指して活動を行っています。
2020年順天堂医院は、厚生労働省から全国で13番目の
臨床研究中核病院に承認されました。臨床研究中核病院は
国際水準の臨床研究や医師主導治験の実施を中心的に担う
病院です。
このように各研究科における研究、研究科の組織を越えた
研究体制、病院における臨床研究など、順天堂大学の強みを
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特定機能病院として最先端の知識と技術で
高度な医療を提供し、「仁」の精神で患者
一人ひとりに向き合い最善の医療・看護を
行う。（1,051床）

順天堂医院
ドクターヘリを配備し、救命救急センターや
総合周産期母子医療センターなどを設置。
災害拠点病院などにも指定され、救命救急
の拠点としての役割も担う。（633床）

静岡病院
千葉県の東葛南部地域における基幹病院
として、周辺住民の人々に寄り添い、高度な
医療とともに思いやりのある心温かい看護を
提供することを使命とする。（785床）

浦安病院

地域に根差した大学附属病院として精神医
療を中心に診療活動を実施。内科系診療を
拡大しながら関連病院と連携をとっている。
（226床）

順天堂越谷病院 順天堂東京江東高齢者医療センター
地域医療支援病院の承認を受け、地域の
医療機関との連携を密に行っている総合病
院。東京都西北部を中心とした地域医療の
充実を図る。（490床）

練馬病院

診療・実践
医療法では、20床以上の病床を持つ医療施設を「病院」と定義していますが順天堂医院
を「医院」と称しているのには理由があります。順天堂の創立者・佐藤泰然のあとを継いだ
佐藤尚中が、大学東校（東京大学医学部の前身）の開校を主宰していた1871（明治４）年に
文部省に対して「病院改称伺」を提出し、その中で「『病院』という言葉には、病人を治す
という意味は含まれず、ただ病人を集めておく所という意味合いがある」と指摘しました。
順天堂は尚中のこの見識を守り、いまでも本郷の本院を「順天堂医院」と称しています。
そして、静岡病院、浦安病院、順天堂越谷病院、順天堂東京江東高齢者医療センター、
練馬病院も、地域医療の中核地点施設としての役割を担っています。そこにおける医療実践、
診療が患者さんや地域住民の皆様から信頼を得ている背景には、順天堂の学是「仁」を
大切に育み、受け継いできたことが根幹としてあります。

各附属病院においては、市民公開講座を開催しております。
この様な取り組みを通じ、診療のみならず、地域住民の方をはじめとした
皆様の医療と健康に貢献できる身近な存在であり続けたいと考えております。

JUNTENDO
UNIVERSITY

順天堂大学

医療・福祉の複合施設の中核として、人生
100年時代を支える急性期病院。認知症病
棟を有し、地域と連携しながら人々のQOL
の向上を目指す。（404床）
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は
じ
め
に

『
大
学
時
報
』４
１
０
号
で
は
、立
教
大
学
の
西
原
廉
太
総
長
が

「
本
来
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
的
教
養
教
育
の
真
意
」に
つ
い
て
の
慧

眼
を
披
露
さ
れ
た
。本
号
で
は
そ
の
延
長
と
い
う
位
置
づ
け
で
、大・

学・

の・

研・

究・

成・

果・

の・

社・

会・

実・

装・

に
つ
い
て
議
論
す
る
。

１
．  

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
が
発
端
の
社
会
実
装

政
府
の
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
と
い
う
枠
組
み
に
お

い
て
、大
学
に
は
、研
究
成
果
を
社
会
実
装
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
づ

く
り
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。「
科
学
的
な
発
見
や
発
明
等

に
よ
る
新
た
な
知
識
を
基
に
し
た
知
的
・
文
化
的
価
値
の
創
造

と
、そ
れ
ら
の
知
識
を
発
展
さ
せ
て
経
済
的
、社
会
・
公
共
的
価

値
の
創
造
に
結
び
つ
け
る
革
新
」（
第
４
期
科
学
技
術
基
本
計
画
、

２
０
１
１
年
）を
求
め
る
の
が
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の

本
旨
で
あ
る
。筆
者
が
調
べ
た
限
り
で
は
、２
０
１
３
年
に
閣
議
決

定
さ
れ
た「
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
戦
略
～
新
次
元
日

本
創
造
へ
の
挑
戦
～
」に
お
い
て
社・

会・

実・

装・

と
い
う
単
語
が
多
用
さ

れ
て
い
る
の
が
発
端
の
よ
う
だ
。理
学
、工
学
、農
学
、医
学
と
い
っ

た
理
系
分
野
に
お
け
る
発
見
・
発
明
の
応
用
で
あ
る
。最
近
の「
統

合
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
」で
は
、「
総
合
知
の
活
用
」と
い
っ
た
具

合
に
理
系
以
外
の
重
要
性
も
謳
わ
れ
て
い
る
が
、本
質
は
変
わ
っ
て

い
な
い
。経
済
創
造
と
な
る
と
、発
見
・
発
明
に
基
づ
く
新
産
業
創

出
や
起
業
と
い
う
こ
と
に
な
る
。社
会
・
公
共
的
価
値
の
創
造
も

併
記
さ
れ
て
は
い
る
が
、経
済
面
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に

疑
い
は
な
い
。慶
應
義
塾
創
立
者
・
福
澤
諭
吉
は
、ビ
ジ
ネ
ス
を
蔑

む
傾
向
が
強
か
っ
た
幕
末
・
維
新
の
時
代
に
、当
時
の
自
分
の
利

2 

学
び
の
継
続

伊
藤 

公
平
　慶
應
義
塾
長

大
学
の
研
究
成
果
の
社
会
実
装
と
は
？
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益
の
み
を
追
求
す
る
商
人
の
限
界
を
指
摘
し
、社
会
全
体
を
発
展

さ
せ
る
実
業
家
の
育
成
に
励
ん
だ
。そ
の
成
果
が
福
澤
山
脈
と
称

さ
れ
る
近
代
日
本
の
発
展
を
支
え
た
実
業
家
た
ち
で
あ
っ
た
。最

近
の
経
済
産
業
省
の
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
実
態
等
調
査
に
よ
れ
ば

慶
應
義
塾
大
学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
数
は
、20
年
が
全
国
10
位
、21

年
が
５
位
、22
年
が
３
位
と
一
気
に
伸
び
て
い
る
。ま
た
大
学
発
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
資
金
調
達
の
総
額
で
は
全
国
１
位
で
あ
る
。ア
ン

ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
勢
い
が
増
す
こ
と
は
喜
ば
し
い
限
り
で
あ

る
が
、利
己
的
な
動
機
に
よ
っ
て
駆
り
立
て
ら
れ
が
ち
な
ビ
ジ
ネ
ス

を
、利
他
的
な
社
会
の
発
展
に
つ
な
げ
る
こ
と
こ
そ
が
重
要
で
あ

り
、そ
の
た
め
の
多
角
的
な
学
び
の
場
を
用
意
す
る
の
が
我
々
大
学

の
使
命
で
あ
る
。

2
． 

三
つ
の
プ
レ
ナ
ー

本
題
に
入
る
前
に
、ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
、イ
ン
ト
ラ
プ
レ
ナ
ー
、

イ
ン
タ
ー
プ
レ
ナ
ー
と
い
う
三
つ
の
プ
レ
ナ
ー
を
紹
介
す
る
。ア
ン

ト
レ
プ
レ
ナ
ー
は
ご
存
知
の
と
お
り
起
業
家
で
あ
り
、イ
ン
ト
ラ
プ

レ
ナ
ー
は
既
に
所
属
す
る
企
業
や
機
関
に
お
い
て
内
部
か
ら
そ
の

機
関
を
変
革
す
る
人
を
指
す
。二
つ
と
も
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
生
ま

れ
た
用
語
で
あ
る
。一
方
、イ
ン
タ
ー
プ
レ
ナ
ー
は
最
近
に
な
っ
て
か

ら
使
わ
れ
始
め
た
用
語
で
あ
り
、私
の
定
義
は
、異
な
る
団
体
、自

治
体
、国
な
ど
を
有
機
的
に
つ
な
げ
る
社
会
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、

社
会
全
体
の
幸
福
を
追
求
す
る
人
を
指
す
。機
関
と
し
て
は
国
連

な
ど
が
そ
の
例
で
あ
り
、個
人
と
し
て
は
、福
澤
諭
吉
が
そ
の
好
例

で
あ
る
こ
と
を
後
で
紹
介
す
る
。

3
． 

大
学
の
目
的
と
研
究
成
果
の
社
会
実
装

高
等
教
育
を
修
了
し
た
者
に
求
め
ら
れ
る
の
が
、人
間
本
来
の

利
己
的
な
側
面
と
、社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
い
う
利
他
的
な

側
面
の
自
制
的
な
バ
ラ
ン
ス
感
覚
で
あ
り
、想
像
力
と
創
造
力
と

を
も
っ
て
全
社
会
す
な
わ
ち
全
世
界
の
人
々
の
気
持
ち
や
文
化
を

理
解
し
、地
球
上
の
人
類
の
幸
せ
な
現
在
と
将
来
を
作
っ
て
い
く

こ
と
で
あ
る
。壮
大
す
ぎ
る
目
標
に
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、誰

も
が
経
験
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
高
等
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
学
生
に
と
っ
て
は
、こ
の
志
こ
そ
が
宝
で
あ
り
、こ
の
志
を
生

涯
持
ち
続
け
る
こ
と
が
、常
に
学
び
続
け
る
と
い
う
向
上
心
に
つ
な

が
る
。困
窮
学
生
が
い
る
こ
と
も
承
知
し
て
い
る
が
、大
学
に
通
う

と
い
う
こ
と
は
、利
己
的
な
側
面
と
そ
の
自
制
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
培

う
こ
と
が
で
き
る
環
境
に
お
か
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

学
問
を
駆
使
し
て
、平
和
や
幸
福
を
社
会
全
体
に
広
げ
る
イ
ン
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タ
ー
プ
レ
ナ
ー
に
な
る
こ
と
が
大
学
生
の
本
懐
で
あ
ろ
う
。

福
澤
諭
吉
は『
学
問
の
す
ゝ
め
』九
編
に
お
い
て
、あ
る
人
が
良
い

職
に
就
き
、家
を
構
え
、立
派
な
家
庭
を
築
い
た
と
し
て
も
、そ
れ
だ

け
で
は
国
民
と
し
て
務
め
を
果
た
し
て
い
な
い
と
断
じ
て
い
る
。そ

し
て
十
編
の
冒
頭
に
お
い
て「
人
た
る
も
の
は
唯
一
身
一
家
の
衣
食

を
給
し
、以
て
自
ら
満
足
す
べ
か
ら
ず
、人
の
天
性
に
は
尚
こ
れ
よ
り

も
高
き
約
束
あ
る
も
の
な
れ
ば
、人
間
交
際
の
仲
間
に
入
り
、そ
の

仲
間
た
る
身
分
を
以
て
世
の
た
め
に
勉
む
る
所
な
か
る
べ
か
ら
ず
」

と
九
編
の
内
容
を
ま
と
め
て
い
る
。利
己
的
な
部
分
に
加
え
て
、利

他
的
に
世
の
発
展
に
努
め
る
こ
と
こ
そ
が
大
切
と
い
う
こ
と
だ
。こ

の
一
文
で
注
目
す
べ
き
は
、「
人
間（
に
ん
げ
ん
）交
際
を
し
て
」と

い
っ
た
具
合
の
動
詞
形
で
は
な
く
、「
人
間（
じ
ん
か
ん
）交
際
の
仲

間
に
入
り
」と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。実
は
福
澤
は
英
語
の

「society

」と
い
う
名
詞
を「
人
間（
じ
ん
か
ん
）交
際
」と
訳
し

た
の
だ
。日
本
で
は
世
間
を
大
切
に
し
、近
所
付
き
合
い
、す
な
わ

ち
、狭
い
サ
ー
ク
ル
内
で
の
人
付
き
合
い
や
助
け
合
い
を
重
ん
じ
て

き
た
。こ
の
イ
ン
ナ
ー
サ
ー
ク
ル
活
動
は
人
間（
に
ん
げ
ん
）交
際
で

あ
り
、サ
ー
ク
ル
外
の
人
は
軽
ん
じ
る
傾
向
が
あ
る
。バ
ー
ゲ
ン
セ
ー

ル
で
周
り
の
人
へ
の
遠
慮
な
ど
一
切
な
く
我
先
と
欲
し
い
も
の
を
奪

い
合
い
な
が
ら
も
、取
り
合
って
い
る
相
手
が
知
り
合
い
だ
っ
た
と
わ

か
る
や
否
や
ど
う
ぞ
ど
う
ぞ
と
譲
り
合
う
。電
車
の
席
の
取
り
合

い
で
も
、知
ら
な
い
人
同
士
で
は
競
争
し
て
も
、知
っ
て
い
る
人
同
士

で
は
急
に
譲
り
合
う
。一
方
福
澤
は
、19
世
紀
の
欧
米
歴
訪
を
通
し

て
、知
ら
な
い
人
同
士
、異
な
る
サ
ー
ク
ル
、会
社
、地
域
な
ど
が
法

や
倫
理
観
に
基
づ
き
上
手
に
結
び
つ
き
、文
明
社
会
を
形
成
す
る
状

況
を
観
察
し
、そ
の
結
果
と
し
て
成
り
立
つ
好
ま
し
い
社
会
を「
人

間（
じ
ん
か
ん
）交
際
」と
訳
し
た
の
だ
。そ
の
上
で
、「
世
の
中
に
最

も
大
切
な
る
も
の
は
人
と
人
と
の
交
り
付
合
な
り
。是
即
ち
一
の
学

問
な
り
」（
豊
前
豊
後
道
普
請
の
説
）と
述
べ
、「
凡
そ
世
に
学
問
と

い
い
、工
業
と
い
い
、政
治
と
い
い
、法
律
と
い
う
も
、皆
人
間（
じ
ん

か
ん
）交
際
の
た
め
に
す
る
も
の
に
て
、人
間
の
交
際
あ
ら
ざ
れ
ば
何

れ
も
不
用
の
も
の
た
る
べ
し
。
…
交
際
愈い
よ

々い
よ

広
け
れ
ば
人
情
愈
々

和
ら
ぎ
、
…
戦
争
を
起
こ
す
こ
と
軽
率
な
ら
ず
」（
『
学
問
の
す
ゝ

め
』九
編
）と
説
い
て
い
る
。福
澤
は
、交
流
の
な
い
村
や
町
を
つ
な

ぎ
、文
明
的
な
社
会
、文
明
的
な
日
本
を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
た

イ
ン
タ
ー
プ
レ
ナ
ー
だ
っ
た
の
だ
。そ
こ
で
力
を
発
揮
す
る
の
が
学
問

で
あ
り
、こ
れ
こ
そ
が
学
術
成
果
の
社
会
実
装
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、異
な
る
世
間
や
組
織
、国
が
共
通
の
ル
ー
ル
に
則
り
、よ

り
よ
い
社
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
今
で
言
う
と
こ
ろ
の
社
会
科

学
と
い
う
学
問
の
社
会
実
装
な
の
だ
が
、人
間
関
係
の
す
べ
て
が
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社
会
科
学
の
理
論
通
り
に
進
む
わ
け
で
は
な
い
。論
理
的
思
考
に

基
づ
く
社
会
科
学
は
学
問
の
粋
で
あ
る
が
、現
実
に
お
い
て
は
、

様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
感
情
や
人
間
関
係
が
支
配
し
て
、

論
理
的
思
考
が
実
装
で
き
な
い
状
況
に
も
直
面
す
る
。福
澤
が

society
を「
社
会
」と
単
純
に
訳
さ
な
か
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
ま
さ

に
こ
こ
に
あ
る
と
筆
者
は
推
察
し
て
い
る
。科
学
的
な
思
考
に
加
え

て
必
要
と
な
る
の
は
人
間
力
で
あ
り
、人
間
だ
か
ら
こ
そ
の
価
値

観
や
拠
り
所
に
関
わ
る
文
学
、芸
術
、宗
教
、哲
学
、倫
理
学
と
いっ

た
人
文
学
な
の
で
あ
ろ
う
。ロ
シ
ア
に
よ
る
侵
攻
の
被
害
で
最
悪
な

状
況
に
お
か
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が
、そ
れ
で
も
生
き
続
け
る
意
味

を
文
学
に
見
出
し
た
と
い
う
記
事
を
最
近
読
ん
だ
。な
ぜ
生
き
る

か
と
い
う
最
も
基
本
的
な
問
い
に
現
代
科
学
は
答
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
。こ
の
よ
う
な
人
々
と
つ
な
が
る
た
め
に
は
現
代
科
学
だ
け

で
は
不
十
分
な
の
で
あ
る
。

４
１
０
号
で
西
原
総
長
が
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
重
要
性
を
論
じ
、

「
教
育
と
は
あ
く
ま
で
も
、『
ひ
と
』一
人
ひ
と
り
の
人
格
を
陶
冶

し
、そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
、世
界
に
福
利
を
も
た
ら
す
た
め
の

尊
い
働
き
」と
記
し
て
い
る
。さ
ら
に
そ
の
前
の
４
０
９
号
で
は
、駒

澤
大
学
の
各
務
洋
子
学
長
が「
い
か
な
る
状
況
下
に
お
い
て
も
本

質
を
見
極
め
、自
他（
自
利
・
利
他
）の
視
点
で
自
分
の
能
力
を
最

大
限
に
発
揮
で
き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
る
」と
述
べ
て
い
る
。立
教

大
学
は
キ
リ
ス
ト
教（
米
国
聖
公
会
）、駒
澤
大
学
は
仏
教（
曹
洞

宗
）、慶
應
義
塾
大
学
は
洋
学
と
い
っ
た
具
合
に
、建
学
の
精
神
は

異
な
る
が
、学
問
に
よ
っ
て
社
会
を
平
和
で
幸
せ
に
導
く
と
い
う
考

え
方
で
は
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。こ
れ
こ
そ
が
我
々
が
考
え
る
大

学
の
研
究
成
果
の
社
会
実
装
で
あ
り
、こ
れ
を
実
行
で
き
る
か
が

今
の
我
々
、大
学
人
に
問
わ
れ
て
い
る
。

慶
應
義
塾
と
し
て
は
、一
人
で
も
多
く
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
が

育
ち
、学
生
ら
が
社
会
全
体
の
平
和
と
幸
せ
を
実
現
す
る
実
業
家

と
し
て
飛
躍
す
る
教
育
体
制
の
発
展
を
常
に
心
が
け
る
。そ
し
て
、

様
々
な
事
業
体
に
お
い
て
自
ら
の
変
革
を
主
導
す
る
イ・

ン・

ト・

ラ・

プ
レ

ナ
ー
の
存
在
が
大
切
に
な
っ
て
い
る
の
と
同
様
、慶
應
義
塾
に
お
い

て
も
教
育
と
研
究
を
中
心
と
し
た
現
代
の
高
等
教
育
機
関
の
あ
る

べ
き
姿
を
的
確
に
追
い
求
め
る
イ・

ン・

ト・

ラ・

プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
大
切

に
し
、一
人
ひ
と
り
の
研
究
者
は
自
分
の
研
究
分
野
に
変
革
を
も

た
ら
す
イ・

ン・

ト・

ラ・

プ
レ
ナ
ー
と
し
て
の
志
を
高
く
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。た
だ
し
こ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
、社
会
全
体
を
平
和
で

幸
せ
に
導
く
活
動
、す
な
わ
ち
学
問
の
社
会
実
装
に
よ
る
イ・

ン・

タ・

ー・

プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
の
が
慶
應
義
塾
の
使
命
で
あ
り
、す

べて
の
大
学
と
一
緒
に
進
め
て
い
く
べ
き
共
同
作
業
だ
と
考
え
る
。
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大
学
は
い
か
に
自
然
災
害
と

向
き
合
う
べ
き
か

―
防
災
対
策
と
意
識
向
上
―

座
談
会



座 談 会 大学はいかに自然災害と向き合うべきか―防災対策と意識向上―
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節
目
の
年
を
迎
え
て

大
学
の
取
り
組
み
を
再
確
認
す
る

大
谷

　２
０
２
３
年
は
、関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年
と
い
う
重

要
な
節
目
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
30
年
間
に
は
、阪
神
・
淡
路
大

震
災
、東
日
本
大
震
災
、熊
本
地
震
な
ど
、日
本
各
地
で
大
地
震

が
相
次
ぎ
、そ
の
た
び
に
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
て
き
ま
し
た
。そ

し
て
近
い
将
来
、高
い
確
率
で
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生
し
、

太
平
洋
沿
岸
地
域
を
中
心
に
大
規
模
災
害
が
発
生
す
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、地
震
以
外
に
も
集
中
豪
雨
な
ど
の
異
常
気
象

に
よ
る
災
害
も
日
本
の
各
地
で
頻
発
し
て
い
ま
す
。

　大
学
は
学
生
・
教
職
員
な
ど
多
く
の
人
が
滞
在
す
る
場
所
で
あ

り
、大
災
害
発
生
時
に
は
学
生
た
ち
の
命
を
守
る
た
め
に
適
切
な

対
策
が
必
要
で
す
。一
方
、個
々
の
行
動
が
安
全
や
命
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
た
め
、学
生
・
教
職
員
一
人
一
人
が
災
害
時
に
適
切

な
行
動
を
と
れ
る
よ
う
、意
識
向
上
策
も
重
要
に
な
り
ま
す
。ま

た
、大
学
は
地
域
の
防
災
・
避
難
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て

お
り
、自
治
体
と
の
地
域
防
災
協
定
を
締
結
し
て
い
る
事
例
も
数

多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
多
く
の
大
学
が
災
害
マ
ニュ
ア
ル
の
制
定
や
避
難
訓
練

学
校
法
人
法
政
大
学
総
務
部
庶
務
課
課
長

学
校
法
人
関
西
学
院
総
務
部
総
務
課
課
長

熊
本
学
園
大
学
総
務
部
長

三
重
大
学
安
全
・
防
災
・
危
機
管
理
室

災
害
対
策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

東
洋
大
学
社
会
学
部
教
授
、

広
報
・
情
報
委
員
会
大
学
時
報
分
科
会
委
員

小
林 

光
広

城
山 

大
樹

井
上 

博
司

飯
田 

昌
美

司
会大

谷 

奈
緒
子

MEMBER
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の
実
施
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、以
前
に
も
増

し
て
災
害
が
身
近
な
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
今
、〝
防
災
対
策
〟を

各
大
学
が
地
域
や
規
模
に
応
じ
て
適
切
に
講
じ
る
こ
と
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　『大
学
時
報
』で
は
、こ
れ
ま
で
に
も
災
害
を
テ
ー
マ
と
し
て
取
り

上
げ
て
き
ま
し
た
が
、今
回
は
各
大
学
で
実
務
を
担
当
さ
れ
る
皆

さ
ん
に
、防
災
・
減
災
へ
の
取
り
組
み
や
、防
災
教
育
な
ど
意
識
向

上
に
関
し
て
意
見
を
交
わ
し
て
い
た
だ
き
、大
学
が
今
後
ど
の
よ

う
に
防
災
に
向
き
合
っ
て
い
く
べ
き
か
を
共
有
・
認
識
し
た
く
思
い

ま
す
。最
初
に
各
大
学
の
災
害
に
対
す
る
基
本
的
な
方
針
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ

（
事
業
継
続
計
画
）の
策
定
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。小
林
さ
ん
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

来
る
べ
き
時
に
向
け
た
方
針
の
策
定

小
林

　学
校
法
人
法
政
大
学
総
務
部
庶
務
課
の
小
林
と
申
し
ま

す
。本
学
は
東
京
都
内
に
、市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
・
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
・

小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
の
３
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
有
し
て
い
ま
す
。市
ケ

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、東
日
本
大
震
災
の
時
は
旧
耐
震
基
準
の
建
物

が
残
っ
て
い
た
た
め
、建
物
外
に
慌
て
て
避
難
す
る
学
生
が
多
く
い
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ま
し
た
が
、現
在
は
施
設
の
耐
震
化
率
は
１
０
０
％
と
な
り
、大
き

な
地
震
が
起
き
て
も
建
物
内
に
待
機
す
る
こ
と
を
初
動
対
応
の
基

本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、震
度
に
応
じ
た
対
応
を
定
め
て
お

り
、震
度
３
は
授
業
・
業
務
を
継
続
、震
度
４
で
は
そ
れ
に
加
え
て

係
員
に
よ
る
施
設
の
点
検
を
実
施
、震
度
５
弱
で
は
授
業
・
業
務

を
中
止
し
て
非
常
体
制
を
敷
き
、震
度
６
弱
以
上
で
災
害
対
策
本

部
を
立
ち
上
げ
る
と
い
う
の
が
基
本
方
針
と
な
って
い
ま
す
。ま
た
、

総
長
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、震
度
に
か
か
わ
ら
ず
災
害

対
策
本
部
の
設
置
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

　Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ
き
ま
し
て
は
、２
０
２
０
年
に
最
初
の
マ
ニュ
ア
ル
を

策
定
し
、２
０
２
２
年
に
感
染
症
対
策
も
踏
ま
え
た
第
２
版
を
策

定
し
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
も
そ
れ

が
ど
こ
ま
で
機
能
す
る
か
と
い
う
課
題
も
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

２
０
２
２
年
に
は
管
理
職
・
監
督
職
を
対
象
と
し
て
、理
解
を
深

め
る
た
め
に
外
部
の
講
師
を
招
い
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。

飯
田

　三
重
大
学
で
安
全
・
防
災
・
危
機
管
理
室
災
害
対
策
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
て
い
る
飯
田
で
す
。私
は
大
学
職
員
と
し
て

キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
き
た
の
で
は
な
く
、陸
上
自
衛
隊
に
所
属
し
て

お
り
ま
し
た
が
、定
年
退
職
後
に
三
重
大
学
の
防
災
室
長
に
採
用
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さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、大
学
職
員
と
し
て
も
定
年
を
迎
え
、現
在

の
職
務
に
就
い
て
い
ま
す
。本
学
は
伊
勢
湾
の
目
の
前
に
キ
ャ
ン
パ

ス
が
あ
り
、そ
れ
を
取
り
巻
く
よ
う
に
河
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。そ

の
た
め
、津
波
が
起
き
た
際
に
は
非
常
に
避
難
し
づ
ら
い
環
境
に
あ

り
ま
す
。そ
う
い
う
事
情
も
あ
り
、本
学
で
は
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
が
起
き
た
際
に
は
、ま
ず
高
所
に
避
難
し
て
津
波
か
ら
逃
れ
、次

に
津
波
警
報
が
解
除
さ
れ
て
か
ら
橋
を
渡
っ
て
安
全
な
場
所
に
移

動
す
る
と
い
う
よ
う
に
、避
難
の
仕
方
を
一
次
避
難
、二
次
避
難
と

分
け
て
考
え
て
い
ま
す
。そ
れ
が
ま
ず
本
学
の
災
害
対
策
の
大
き

な
特
色
と
な
り
ま
す
。

　災
害
対
策
の
方
針
は
単
純
で
、と
に
か
く
大
規
模
災
害
か
ら
学
生

と
教
職
員
の
命
を
守
る
こ
と
、こ
れ
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。本
学
の

場
合
は
今
お
話
し
し
た
よ
う
に
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
最
大
の

脅
威
に
な
り
ま
す
か
ら
、津
波
避
難
の
た
め
の
基
本
計
画
と
い
う
も

の
を
定
め
て
い
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
計
画
を
動
か
し
て
い
く
た
め
の

職
員
用
の
危
機
管
理
マ
ニュ
ア
ル
も
作
成
し
ま
し
た
。災
害
発
生
時

に
は
、そ
の
２
つ
を
も
って
対
応
す
る
体
制
と
な
って
い
ま
す
。

　Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
２
０
１
８
年
に
策
定
し
ま
し
た
が
、自
治
体
の
定
め
た

Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
参
考
に
し
た
た
め
か
、業
務
の
機
能
回
復
に
重
点
が
置

か
れ
て
お
り
、大
学
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
教
育
と
研
究
の
継
続

と
い
う
視
点
が
欠
落
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。そ
の
た

め
、現
在
は
、細
部
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

被
災
し
た
経
験
を
対
策
に
生
か
す

城
山

　学
校
法
人
関
西
学
院
総
務
部
総
務
課
の
城
山
と
申
し
ま

す
。本
学
は
、兵
庫
県
を
中
心
に
８
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
有
し
て
お
り
、 飯田 昌美氏
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私
は
現
在
、最
も
学
生
数
の
多
い
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
勤
務
し

て
お
り
ま
す
。西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
は
１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡

路
大
震
災
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。学
生
・
教
職
員
合

わ
せ
て
23
名
の
命
が
奪
わ
れ
、建
物
の
半
壊
や
壁
面
の
剥
落
等
に
よ

り
総
額
10
億
円
以
上
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。当
時
、私
は
小
学

生
で
他
県
に
住
ん
で
い
た
た
め
、実
際
の
被
害
を
目
の
当
た
り
に
し
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、当
時
の
記
録
や
被
災
者
の
体
験
談
か
ら

も
相
当
痛
ま
し
い
災
害
で
あ
っ
た
こ
と
が
伝
わ
って
き
ま
し
た
。こ
れ

を
契
機
に
本
学
内
に
お
い
て
防
災
・
減
災
に
対
す
る
関
心
や
意
識
が

高
ま
って
い
き
ま
し
た
。本
学
が
考
え
る
災
害
時
の
方
針
と
し
て
は
、

大
き
く
２
つ
あ
り
ま
す
。１
つ
目
は
、学
生
・
教
職
員
の
安
全
確
保
を

最
優
先
に
考
え
る
こ
と
。２
つ
目
は
、大
学
の
本
分
で
あ
る
教
育
・
研

究
活
動
を
維
持
・
継
続
し
て
い
く
こ
と
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、発
生

し
た
災
害
の
規
模
や
被
害
状
況
を
迅
速
に
把
握
し
、災
害
対
策
本
部

へ
情
報
集
約
を
行
う
と
と
も
に
、各
現
場
に
的
確
な
指
示
・
連
絡
を

送
れ
る
よ
う
、ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の
体
制
整
備
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
は
現
在
マ
ニュ
ア
ル
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、そ

の
中
に
は
、発
災
時
に
各
部
署
が
優
先
的
に
取
り
組
む
業
務
や
責

任
者
、復
旧
時
間
の
目
安
等
を
反
映
し
て
い
ま
す
。ま
た
、災
害
対

策
本
部
の
設
置
条
件
や
初
動
対
応
に
つ
い
て
も
細
か
く
記
載
し
、各

現
場
が
判
断
に
迷
う
こ
と
な
く
、安
全
か
つ
迅
速
に
行
動
す
る
こ
と

が
で
き
る
マ
ニュア
ル
を
策
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

井
上

　熊
本
学
園
大
学
総
務
部
長
の
井
上
と
申
し
ま
す
。私
は
、

２
０
１
６
年
４
月
１
日
付
の
人
事
異
動
で
総
務
課
長
に
な
り
、そ
の

２
週
間
後
に
熊
本
地
震
が
発
生
し
た
た
め
、異
動
し
て
す
ぐ
に
学
内

で
緊
急
事
態
の
陣
頭
指
揮
を
執
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。熊
本
地
震

の
被
害
は
、耐
震
補
強
工
事
が
進
ん
で
い
た
た
め
建
物
の
倒
壊
は
な

か
っ
た
も
の
の
、建
物
に
大
き
な
ヒ
ビ
が
入
っ
た
り
、棚
や
金
庫
が
倒
れ

た
り
す
る
な
ど
大
き
な
も
の
で
し
た
。本
学
の
危
機
管
理
マ
ニュア
ル

に
は
、震
度
５
弱
以
上
で
初
動
対
応
を
行
う
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。し
か
し
、新
耐
震
基
準
に
よ
る
耐
震
補
強
で
、震
度
６
以
上
で

も
学
内
の
建
物
倒
壊
の
危
険
は
な
い
こ
と
が
経
験
的
に
も
分
か
り
ま

し
た
の
で
、現
在
は
、震
度
に
応
じ
た
対
応
も
見
直
し
た
方
が
い
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　本
学
で
は
ま
だ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
が
で
き
て
お
ら
ず
、検
討
段
階
に
あ

り
ま
す
。熊
本
地
震
で
取
り
組
ん
だ
経
験
を
基
に
検
討
し
て
い
ま
す

が
、小
林
さ
ん
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、Ｂ
Ｃ
Ｐ
が
策
定
で
き
て
も
、い
ざ

地
震
が
起
き
た
際
に
マ
ニュア
ル
通
り
に
い
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
懸
念
も
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、あ
る
程
度
、柔
軟
性
を
持
た
せ
た
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り
、各
部
署
が
研
修
な
ど
を
通
し
て
実
践
力
を
高
め
る
こ
と
も
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

危
機
意
識
の
低
下
を
懸
念

大
谷

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。各
大
学
で
さ
ま
ざ
ま
に
防
災

対
策
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。皆
さ
ま
の
お

話
に
出
ま
し
た
よ
う
に
、大
学
に
は
学
生
・
教
職
員
を
守
る
責
務

が
あ
る
と
同
時
に
、地
域
の
中
の
大
学
と
し
て
の
役
割
も
求
め
ら
れ

ま
す
。そ
の
２
つ
の
観
点
で
何
か
具
体
的
な
対
策
が
あ
り
ま
し
た
ら

教
え
て
く
だ
さ
い
。

小
林

　学
生
・
教
職
員
を
守
る
取
り
組
み
と
し
て
実
施
し
て
い

る
の
は
、防
災
訓
練
で
す
。６
月
に
３
キ
ャ
ン
パ
ス
合
同
で
、11
月

に
キ
ャ
ン
パ
ス
ご
と
に
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、市
ケ
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、旧
耐
震
基
準
の
建
物
か
ら
新
耐
震
基
準
の
建
物

へ
避
難
誘
導
す
る
と
い
う
必
要
も
な
く
な
っ
た
た
め
、訓
練
時
の
危

機
意
識
も
低
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。ま
た
、

Ｗｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
た
安
否
確
認
訓
練
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、

実
際
に
学
生
や
教
員
を
し
っ
か
り
巻
き
込
み
な
が
ら
、訓
練
が
で
き

る
状
況
に
は
至
って
い
ま
せ
ん
。

　地
域
に
お
け
る
大
学
の
役
割
と
し
て
は
、市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に

つ
い
て
は
千
代
田
区
と
基
本
協
定
を
結
ん
で
お
り
、災
害
が
発
生

し
た
場
合
、大
学
関
係
者
だ
け
で
な
く
、千
代
田
区
へ
の
通
勤
者

や
観
光
客
な
ど
を
含
め
た
帰
宅
困
難
者
を
最
大
３
日
間
、受
け
入

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、区
の
避
難
所
に
は
指
定
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、地
域
住
民
の
方
が
避
難
す
る
際
に
は
、千
代

田
区
指
定
の
避
難
所
を
案
内
す
る
方
針
を
と
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

小林 光広氏
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２
０
２
３
年
か
ら
は
、大
規
模
水
害
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
、広

域
避
難
場
所
と
し
て
学
内
施
設
を
提
供
し
、大
学
所
在
地
以
外
の

住
民
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
協
定
も
結
ん
で
い
ま
す
。他
に
も
、千

代
田
区
の
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
加
盟
し
て
、近
隣
大
学
と
協
同

で
帰
宅
困
難
者
受
入
施
設
運
営
ゲ
ー
ム
を
利
用
し
た
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す
。

点
の
対
策
を

線
と
し
て
つ
な
げ
て
い
く

城
山

　本
学
で
は
、学
生
・
教
職
員
を
守
る
取
り
組
み
と
し
て
、一

部
の
建
物
、あ
る
い
は
部
署
単
位
で
の
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い

ま
す
。大
規
模
地
震
の
発
生
に
よ
る
大
き
な
揺
れ
か
ら
の
火
災
発

生
を
想
定
し
、各
部
署
単
位
で
編
成
さ
れ
た
自
衛
消
防
隊
員
と
総

務
課
を
中
心
に
、毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

は
、電
気
・
水
道
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
鉄
道
等
の
交
通
手
段

が
失
わ
れ
、キ
ャ
ン
パ
ス
が
陸
の
孤
島
の
よ
う
な
状
態
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
当
時
の
教
職
員
が
痛
感
し

た
の
は
、食
糧
と
通
信
手
段
の
重
要
性
で
し
た
。こ
れ
ら
の
経
験
に

よ
り
、食
糧
備
蓄
に
関
し
て
は
、徒
歩
で
の
帰
宅
が
困
難
な
キ
ャ
ン

パ
ス
か
ら
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
外
居
住
の
学
生（
全
学
生
数
の
お
お

よ
そ
30
～
40
％
）が
１
～
２
日
程
度
は
過
ご
せ
る
分
量
を
用
意
し
て

お
り
、５
年
ご
と
に
更
新
し
て
い
る
状
況
で
す
。通
信
に
つ
い
て
は
、

有
事
の
際
に
主
要
な
部
局
の
管
理
職
者
と
連
絡
を
取
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、危
機
管
理
用
の
携
帯
電
話
を
１
台
ず
つ
配
備
し
て
い
ま

す
。ま
た
、建
物
ご
と
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
、工
具
や
救

急
セ
ッ
ト
が
入
っ
た
防
災
ロッ
カ
ー
の
整
備
も
進
め
て
き
ま
し
た
。し城山 大樹氏
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か
し
な
が
ら
、そ
れ
ら
の
端
末
や
設
備
等
の
使
い
方
な
ど
に
つ
い
て

は
、ま
だ
ま
だ
各
現
場
へ
周
知
し
き
れ
て
お
ら
ず
、今
は
点
の
状
態

で
存
在
し
て
い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。今
後
は
こ
う
し
た
防
災
対
策
に

関
す
る
情
報
を
大
学
全
体
で
共
有
す
る
こ
と
で
、点
か
ら
線
へ
の
取

り
組
み
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、直
近
の

取
り
組
み
と
し
て
は
、本
年
９
月
１
日
に
、学
長
の
下
に「
南
海
ト
ラ

フ
地
震
等
対
策
本
部
」を
設
置
し
ま
し
た
。南
海
ト
ラ
フ
地
震
が

高
確
率
で
発
生
す
る
と
予
想
さ
れ
る
中
、発
災
前
に
対
策
本
部
を

設
置
し
、帰
宅
困
難
者
への
対
応
等
に
つ
い
て
、あ
ら
か
じ
め
体
制
を

整
え
て
お
く
こ
と
が
設
置
の
狙
い
で
す
。

　阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、多
く
の
近
隣
住
民
が
避
難
を
求
め

て
キ
ャ
ン
パ
ス
に
押
し
寄
せ
ま
し
た
。当
時
、事
前
の
取
り
決
め
が

あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、多
く
の
住
民
を
受
け
入
れ
、大

学
生
協
の
協
力
の
下
で
生
活
用
品
の
配
布
を
し
た
り
、炊
き
出
し

を
行
っ
た
り
し
て
対
応
に
当
た
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。現
状
で
は
地

域
住
民
を
想
定
し
た
備
蓄
や
避
難
場
所
が
な
い
な
ど
の
課
題
も
あ

り
、今
後
は
地
方
自
治
体
と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
、住
民
の
受
け

入
れ
体
制
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

近
隣
住
民
を
ど
う
受
け
入
れ
る
か

井
上

　熊
本
地
震
を
振
り
返
る
と
、４
月
14
日
の
前
震
か
ら
４
月

30
日
ま
で
の
半
月
間
だ
け
で
、震
度
５
弱
が
10
回
、震
度
５
強
が

５
回
、震
度
６
弱
が
３
回
、震
度
６
強
が
２
回
、そ
し
て
震
度
７
が

２
回
発
生
し
て
い
ま
す
。耐
震
補
強
を
し
た
と
は
い
え
、建
物
の
耐

久
性
に
大
き
な
不
安
を
覚
え
ま
し
た
。そ
の
た
め
、学
生
・
教
職
員

の
安
全
を
確
保
す
る
に
は
避
難
訓
練
の
実
施
は
欠
か
せ
な
い
と
考
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え
、震
災
が
あ
っ
た
２
０
１
６
年
以
来
、全
学
を
挙
げ
て
実
施
し
て

き
ま
し
た
。避
難
訓
練
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
し
て
い
ま
し
た
が
、今

年
度
再
開
し
ま
す
。訓
練
は
昼
休
み
を
使
い
、そ
の
日
に
履
修
し
て

い
る
約
３
千
人
の
学
生
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
避
難
さ
せ
ま
す
。ま
た
、

教
職
員
の
配
置
や
役
割
を
明
確
に
し
て
、ス
ム
ー
ズ
に
誘
導
で
き
る

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
熊
本
地
震
で
は
、学
生
の
安
否
確
認
の
重
要
性
も
認
識
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。幸
い
に
も
電
気
、電
話
は
使
え
ま
し
た
が
、学
内
の

サ
ー
バ
ー
が
ダ
ウ
ン
し
て
学
生
の
情
報
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
で
す
。し
か
し
、偶
然
に
も
前
震
の
際
に
全
学
生
の
連

絡
先
が
入
っ
た
リ
ス
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
部
署
が
あ
り
、

そ
れ
を
基
に
電
話
で
安
否
確
認
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。職

員
が
分
担
し
て
、約
５
千
人
の
学
生
に
電
話
を
か
け
、安
否
確
認

を
し
た
の
で
す
が
、何
度
も
電
話
を
か
け
な
い
と
出
て
く
れ
な
い
学

生
も
多
く
、全
て
が
完
了
す
る
ま
で
に
５
日
間
か
か
り
ま
し
た
。現

在
は
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
安
否
確
認
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
お
り
、そ
れ
と
は
別
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
迅
速
な
安
否
確

認
方
法
も
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。ま
た
、災
害
時
に
は
迅
速

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、危
機
管
理
委
員
会
で
は
学
内
の
理

事
会
や
教
授
会
を
経
ず
、委
員
長
を
務
め
る
学
長
の
裁
量
で
即
時

に
決
定
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
規
定
を
盛
り
込
ん
で
い
ま

す
。そ
れ
に
よ
り
、熊
本
地
震
が
起
き
た
際
に
も
建
物
の
復
旧
を
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
学
も
地
域
の
指
定
避
難
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、や
む
を
得

な
い
場
合
は
、地
域
に
根
差
し
た
大
学
と
し
て
避
難
所
の
設
置
は

行
う
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。た
だ
、気
を
付
け
た
い
の
は
避
難

所
閉
鎖
の
方
法
で
す
。熊
本
地
震
で
は
社
会
福
祉
学
部
の
教
員
と

井上 博司氏
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学
生
が
避
難
所
の
運
営
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、授
業
再
開
に
向
け

て
の
大
学
の
方
針
と
し
て
、避
難
者
が
い
る
限
り
は
避
難
所
を
閉

鎖
し
な
い
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。同
時
に
、避
難
所
運
営
チ
ー
ム

が
避
難
者
の
状
況
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、場
合
に
よ
っ
て
は
避
難
者
の

自
宅
の
片
付
け
を
手
伝
い
、帰
宅
が
難
し
い
場
合
は
、行
政
と
連
携

し
な
が
ら
帰
宅
の
障
壁
と
な
っ
て
い
る
課
題
を
解
消
す
る
支
援
も

行
い
ま
し
た
。そ
し
て
、45
日
か
け
て
避
難
者
全
員
の
行
き
先
が
確

保
で
き
た
段
階
で
避
難
所
を
閉
鎖
し
た
の
で
す
。避
難
所
は
緊
急

的
に
設
置
さ
れ
ま
す
が
、そ
の
後
の
こ
と
も
考
慮
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
で
し
ょ
う
。ま
た
、近
年
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
反

応
が
思
い
が
け
な
い
広
が
り
を
も
って
伝
わ
って
い
く
こ
と
も
、考
慮

が
必
要
で
す
。

飯
田

　災
害
か
ら
学
生
・
教
職
員
を
守
る
た
め
に
す
べ
き
こ
と
は
、

訓
練
に
尽
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、コ
ロ
ナ
禍
が
本
格

化
し
た
２
０
２
０
年
以
外
は
、毎
年
、全
学
で
津
波
避
難
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。基
本
的
に
垂
直
避
難
訓
練
を
学
生
に
体
験
し
て

も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
、揺
れ
が
起
き
た
ら
教
職
員
の
誘
導
に
従
っ

て
近
く
の
４
階
建
て
以
上
の
建
物
に
避
難
し
、学
生
証
を
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
に
か
ざ
し
て
避
難
場
所
を
記
録
す
る
と
い
う
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。安
否
確
認
に
関
し
て
は
、学
生
数
が
多
い
た
め
、電
話

で
は
な
く
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。訓

練
で
は
実
際
に
シ
ス
テ
ム
を
稼
働
さ
せ
て
い
ま
す
が
、72
時
間
返
答

が
な
い
学
生
に
徹
底
し
て
催
促
を
繰
り
返
す
こ
と
で
70
％
以
上
の

学
生
か
ら
回
答
を
得
ら
れ
る
状
況
と
な
って
い
ま
す
。

　先
ほ
ど
も
お
話
し
し
ま
し
た
が
、本
学
は
海
と
川
に
囲
ま
れ
て
お

り
、二
次
避
難
が
難
し
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。本
学
の
農
場
を
二
次

避
難
場
所
に
設
定
し
て
い
ま
す
が
、そ
こ
ま
で
の
移
動
方
法
も
検
討

せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、避
難
所
に
大
学
の
事
務
局
が
移
転
し
た
後

に
ど
の
よ
う
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
動
か
し
て
い
く
か
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。そ
の
た
め
、２
０
２
０
年
に
は
職
員
を
対
象
に
マ
ッ
プ
を
使
っ
た

図
上
訓
練
も
実
施
し
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
訓
練
を
軸
に
置
く
こ
と

で
、実
効
性
の
あ
る
対
策
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　災
害
時
の
地
域
貢
献
に
つ
い
て
も
、で
き
る
限
り
の
取
り
組
み

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
は
１
０
０
年

に
一
度
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、こ
こ
で
の
取
り
組
み
が
、地
域
に

お
け
る
そ
の
後
の
１
０
０
年
の
大
学
の
評
価
を
決
め
る
こ
と
に
も

な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。三
重
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は
海
沿
い

の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
り
、津
波
で
被
災
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
が
、災
害
拠
点
病
院
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、地
域
の

方
々
に
安
心
・
安
全
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
踏
ん
張
る
覚
悟
で
い
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ま
す
。キ
ャ
ン
パ
ス
は
危
険
な
立
地
に
あ
る
た
め
避
難
所
と
し
て
の

利
用
は
難
し
い
で
す
が
、津
波
か
ら
逃
れ
る
一
次
避
難
に
つ
い
て
は

誰
で
も
受
け
入
れ
る
体
制
に
し
て
い
ま
す
。夜
間
や
休
日
で
職
員
が

い
な
く
て
も
、守
衛
室
で
避
難
場
所
と
な
る
建
物
の
鍵
を
受
け
取

れ
る
シ
ス
テ
ム
に
し
て
お
り
、自
治
会
の
方
に
避
難
場
所
を
確
認
し

て
も
ら
う
訓
練
な
ど
も
行
って
い
ま
す
。

災
害
備
蓄
を
啓
発
活
動
に
活
用

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
つ
な
げ
る

大
谷

　災
害
対
策
を
行
う
に
は
、災
害
発
生
前
、そ
し
て
発
生
後

に
向
け
た
準
備
、そ
し
て
日
頃
の
啓
発
活
動
も
大
切
に
な
っ
て
く
る

か
と
思
い
ま
す
。ま
た
、近
年
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
観
点
か
ら
す
る
と
、災

害
備
蓄
品
の
入
れ
替
え
に
つ
い
て
も
配
慮
が
必
要
に
な
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。そ
れ
ら
の
点
に
関
す
る
、各
大
学
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

小
林

　市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、首
都
直
下
地
震
に
備
え
て
、災

害
時
に
活
動
で
き
る
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
組
織
化
さ
れ
て
い
ま

す
。学
生
た
ち
は
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
受
講
や
救
急

救
命
講
習
な
ど
の
受
講
に
取
り
組
ん
で
お
り
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
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を
作
っ
て
組
織
化
し
て
い
ま
す
。防
災
訓
練
の
時
な
ど
に
は
、「
備

蓄
品
の
運
搬
を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
」と
い
っ
た
要
請
を
、予
告
す
る

こ
と
な
く
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
流
し
、柔
軟
性
を
持
っ
て
対
応
で
き
る
力
を

身
に
付
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　災
害
備
蓄
品
に
関
し
て
は
、キ
ャ
ン
パ
ス
ご
と
に
在
学
生
の
約
７

割
が
帰
宅
困
難
者
に
な
る
と
想
定
し
、そ
の
人
数
が
３
日
間
過
ご

せ
る
だ
け
の
備
蓄
品
を
備
え
て
い
ま
す
。備
蓄
品
の
入
れ
替
え
に

関
し
て
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
考
慮
し
、入
れ
替
え
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ま
だ

消
費
期
限
が
残
っ
て
い
る
も
の
は
学
生
に
配
布
す
る
な
ど
、な
る
べ

く
無
駄
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

城
山

　本
学
で
は
、全
学
生
数
の
30
～
40
％
の
帰
宅
困
難
者
を
想
定

し
て
備
蓄
を
用
意
し
て
お
り
、５
年
に
１
回
の
頻
度
で
更
新
を
し
て

い
ま
す
が
、更
新
時
に
既
存
の
備
蓄
品
を
ど
う
取
り
扱
う
か
が
毎
年

の
課
題
に
な
って
い
ま
し
た
。単
純
に
廃
棄
と
な
る
と
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
の
面
で
問
題
が
あ
り
ま
す
し
、処
分
費
も
か
か
り
ま
す
。そ
こ
で

啓
発
を
兼
ね
て
在
学
生
に
無
料
配
布
す
る
こ
と
を
提
案
し
、今
夏
に

試
行
的
に
実
施
し
ま
し
た
。当
初
は
３
週
間
程
度
の
配
布
期
間
を

想
定
し
て
い
た
の
で
す
が
、予
想
以
上
に
人
気
が
高
か
っ
た
よ
う
で
、

数
日
の
う
ち
に
全
て
の
配
布
が
終
了
し
ま
し
た
。こ
の
取
り
組
み
に

よ
り
、環
境
負
荷
の
軽
減
、廃
棄
費
用
の
削
減
、災
害
に
対
す
る
啓

発
を
同
時
に
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　ま
た
、神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
は
、自
然
豊
か
な

郊
外
の
立
地
を
生
か
し
、キ
ャ
ン
プ
の
手
法
を
取
り
入
れ
た

「C
am

ping C
am

pus
®

」と
い
う
試
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、本
年
10
月
に
は
消
防
車
な
ど
の
特
殊
車
両
を
製
造
す

る
地
元
企
業
と
連
携
し
、防
災
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
。消
火
器
の
使
い

方
や
防
災
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
通
し
て
、学
生
た
ち
に
防

大谷 奈緒子氏
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災
に
関
す
る
取
り
組
み
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

任
務
を
意
識
す
る
こ
と
が

迅
速
な
判
断
に
つ
な
が
る

井
上

　４
月
14
日
に
熊
本
地
震
が
起
き
、本
学
は
休
校
と
な
り
ま

し
た
が
、被
災
か
ら
４
日
後
に
は
５
月
９
日
か
ら
の
授
業
再
開
を

決
定
し
ま
し
た
。ま
ず
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
て
か
ら
、逆
算
し
て

復
旧
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。早
い
段
階
で
対
策
を
打
ち
出
す
こ

と
は
、学
生
・
教
職
員
に
と
っ
て
も
大
き
な
安
心
感
に
つ
な
が
り
ま

す
。そ
し
て
、本
学
で
は
災
害
後
に
迅
速
に
取
り
組
む
べ
き
４
つ
の

優
先
事
項
を
定
め
ま
し
た
。１
つ
目
が
、授
業
継
続
を
は
じ
め
と
し

た
教
育
研
究
環
境
の
早
期
復
旧
。２
つ
目
が
、学
生
お
よ
び
教
職

員
の
ケ
ア
と
支
援
。学
生
相
談
室
が
中
心
と
な
っ
て
学
生
の
メ
ン

タ
ル
ケ
ア
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、本
学
の
学
生
は
85
％
が
県
内
出

身
で
す
の
で
、家
族
が
被
災
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。そ
の
た
め
、罹
災
証
明
を
基
に
授
業
料
を
免
除
す
る
と
い
う
方

針
を
い
ち
早
く
発
表
し
ま
し
た
。３
つ
目
が
、復
旧
財
源
の
確
保
。

災
害
で
の
大
き
な
被
害
に
よ
り
建
物
復
旧
と
授
業
料
減
免
に
莫
大



28

な
費
用
が
か
か
る
た
め
、自
己
資
金
だ
け
で
は
到
底
賄
い
き
れ
ま

せ
ん
。そ
の
た
め
、ど
の
よ
う
な
補
助
金
が
あ
る
の
か
、寄
付
金
は
ど

の
よ
う
に
募
る
の
か
、借
入
金
は
ど
う
す
る
の
か
な
ど
、財
源
を
検

討
し
ま
し
た
。Ｂ
Ｃ
Ｐ
や
研
修
な
ど
を
通
じ
て
資
金
調
達
手
段
を

事
前
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
る
か
と
思
い
ま

す
。そ
し
て
、４
つ
目
が
、地
域
復
旧
へ
の
協
力
で
す
。キ
ャ
ン
パ
ス
に

避
難
所
を
設
置
し
た
際
に
は
、教
職
員
の
マ
ン
パ
ワ
ー
で
現
場
の
対

応
に
当
た
り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
い
ざ
と
い
う
時
は
、自
分
た
ち

も
地
域
復
旧
の
当
事
者
に
な
る
と
い
う
意
識
を
醸
成
し
て
お
く
こ

と
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

飯
田

　災
害
に
対
す
る
備
え
に
関
し
て
は
、マ
ニュ
ア
ル
を
作
っ
た
り

備
蓄
を
し
た
り
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、常
日
頃
の
心
構
え
が

い
ざ
と
い
う
時
に
最
も
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。私
が
自
衛
隊
に

い
た
時
、常
に
叩
き
込
ま
れ
て
い
た
の
が
、任
務
分
析
と
い
う
も
の

で
す
。自
分
の
地
位
と
役
割
は
何
か
、目
の
前
に
あ
る
状
況
に
お
い

て
自
分
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
何
か
、そ
れ
を
い
つ
ま

で
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。そ
う
し
た
自
分
に
課
さ
れ
た
使

命
を
常
に
意
識
し
て
行
動
す
る
わ
け
で
す
。訓
練
で
体
験
し
て
い
な

く
て
も
、マ
ニュ
ア
ル
に
書
い
て
い
な
く
て
も
、課
長
や
部
長
と
いっ
た

肩
書
き
を
持
つ
教
職
員
は
、そ
れ
ぞ
れ
非
常
時
で
な
く
て
も
全
う
す
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べ
き
任
務
が
決
め
ら
れ
、求
め
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。た
と
え
災

害
が
起
き
て
環
境
が
変
わ
っ
た
と
し
て
も
、そ
の
任
務
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。自
分
の
任
務
を
常
に
意
識
し
て
い
れ
ば
、学
生
・
教
職
員
を

守
る
た
め
、大
学
の
運
営
を
継
続
す
る
た
め
に
す
べ
き
こ
と
は
す
ぐ

に
判
断
で
き
る
は
ず
で
す
。災
害
時
に
は
異
常
な
状
況
の
中
で
即

断
即
決
し
て
い
く
よ
う
な
仕
事
の
仕
方
が
求
め
ら
れ
ま
す
。で
す
か

ら
、物
事
を
複
雑
に
考
え
て
分
厚
い
マ
ニュ
ア
ル
を
作
る
こ
と
以
上

に
、自
分
の
任
務
を
全
う
す
る
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
考
え
方
が
重
要

で
あ
る
こ
と
を
広
く
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

大
谷

　皆
さ
ん
の
お
話
を
伺
っ
て
、災
害
が
起
き
た
時
の
み
な
ら

ず
、発
生
前
後
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
含
め
た
広
い
視
野
で
防
災

対
策
を
進
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、地
域
に
お
け
る
大
学
の
重
要
性
が
増
し
て
い
く
中
で
、災
害

時
に
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
も
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

い
つ
来
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
の
発
生
に
備
え
て
、今
回
の
座
談
会

で
共
有
さ
れ
た
経
験
と
対
策
が
、大
学
に
お
け
る
防
災
方
策
の
一

助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。



学
生
食
堂
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ

―
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
大
学
の
取
り
組
み―

Attractive student   cafeteria

C
O

N
T
E
N

T
S

学
食
改
革

―

コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
し
て―

早
川 

和
宏

東
洋
大
学
副
学
長
・
学
生
部
長

食
事
だ
け
で
は
な
い

食
堂
が
提
供
で
き
る
も
の

國
見 

憲
吾

学
校
法
人
近
畿
大
学
法
人
本
部
総
務
部
主
任

　コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
各
大
学
は
、人
件
費
や
原
材
料
費
の
高
騰
、

長
期
休
暇（
夏・冬・春
）に
よ
る
閑
散
期
な
ど
の
課
題
が
あ
る
中
、創

意
工
夫
を
凝
ら
し
て
学
食
の
運
営
を
行
っ
て
き
た
。し
か
し
そ
の
運

営
の
難
し
さ
に
拍
車
を
か
け
る
よ
う
に
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
キ
ャ
ン
パ

ス
を
訪
れ
る
学
生
が
減
り
、学
食
を
運
営
し
て
い
た
事
業
者
は
採
算

が
と
れ
ず
、全
国
各
地
の
大
学
の
学
食
で
は
相
次
い
で
閉
鎖
や
休
業

に
追
い
込
ま
れ
た
。

　し
か
し
、対
面
授
業
の
再
開
に
よ
っ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
に
学
生
が
戻

り
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
賑
わ
い
と
活
気
が
戻
っ
て
き
て
い
る
。学
食

は
、学
生
た
ち
に
低
価
格
で
栄
養
の
あ
る
食
事
を
提
供
す
る
と
い
う

学
生
生
活
支
援
の
一
環
だ
け
で
な
く
、対
面
で
の
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン

を
制
限
さ
れ
て
き
た
学
生
た
ち
へ
、コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
日
常
を
提
供

す
る
と
い
う
大
き
な
役
割
も
担
って
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　近
年
で
は
、カ
フ
ェ
の
よ
う
な
学
食
や
大
学
と
地
域
と
の
交
流
の

場
と
な
る
よ
う
な
学
食
な
ど
、従
来
に
も
増
し
て
多
様
化
し
魅
力
を

高
め
て
い
る
学
食
が
多
く
あ
る
。本
企
画
で
は
、各
大
学
の
取
り
組

み
事
例
を
取
り
上
げ
、今
後
の
学
食
の
在
り
方
を
考
え
る
機
会
と
し

た
い
。

特 集 Specia
l fea

ture

30



Attractive student   cafeteria

「
人
」と「
知
」の
交
流
を
生
み
出
す

キ
ャ
ン
パ
ス
内
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
の
挑
戦

村
川 

千
鶴

学
校
法
人
神
奈
川
大
学
み
な
と
み
ら
い
統
括
部
長

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
学
食
を
目
指
し
て

村
松 

航
平

東
海
大
学
学
長
室
総
務
担
当

学
生
の
ア
イ
デ
ア
が
学
食
メ
ニュ
ー
で
実
現

末
木 

由
紀

成
城
大
学
学
長
室
主
任

健
康
で
充
実
し
た
大
学
生
活
を

送
っ
て
も
ら
う
た
め
の

朝
食
バ
イ
キ
ン
グ
の
取
り
組
み

高
橋 

悠

松
山
大
学
生
活
協
同
組
合
専
務
理
事

　コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
各
大
学
は
、人
件
費
や
原
材
料
費
の
高
騰
、

長
期
休
暇（
夏・冬・春
）に
よ
る
閑
散
期
な
ど
の
課
題
が
あ
る
中
、創

意
工
夫
を
凝
ら
し
て
学
食
の
運
営
を
行
っ
て
き
た
。し
か
し
そ
の
運

営
の
難
し
さ
に
拍
車
を
か
け
る
よ
う
に
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
キ
ャ
ン
パ

ス
を
訪
れ
る
学
生
が
減
り
、学
食
を
運
営
し
て
い
た
事
業
者
は
採
算

が
と
れ
ず
、全
国
各
地
の
大
学
の
学
食
で
は
相
次
い
で
閉
鎖
や
休
業

に
追
い
込
ま
れ
た
。

　し
か
し
、対
面
授
業
の
再
開
に
よ
っ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
に
学
生
が
戻

り
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
賑
わ
い
と
活
気
が
戻
っ
て
き
て
い
る
。学
食

は
、学
生
た
ち
に
低
価
格
で
栄
養
の
あ
る
食
事
を
提
供
す
る
と
い
う

学
生
生
活
支
援
の
一
環
だ
け
で
な
く
、対
面
で
の
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン

を
制
限
さ
れ
て
き
た
学
生
た
ち
へ
、コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
日
常
を
提
供

す
る
と
い
う
大
き
な
役
割
も
担
って
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　近
年
で
は
、カ
フ
ェ
の
よ
う
な
学
食
や
大
学
と
地
域
と
の
交
流
の

場
と
な
る
よ
う
な
学
食
な
ど
、従
来
に
も
増
し
て
多
様
化
し
魅
力
を

高
め
て
い
る
学
食
が
多
く
あ
る
。本
企
画
で
は
、各
大
学
の
取
り
組

み
事
例
を
取
り
上
げ
、今
後
の
学
食
の
在
り
方
を
考
え
る
機
会
と
し

た
い
。
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学生食堂の新たなステージ

1 

東
洋
大
学
の
学
生
食
堂（
学
食
）事
情

東
洋
大
学
は
、東
京
都
に
２
キ
ャ
ン
パ
ス（
白
山
・
赤
羽
台
）、埼

玉
県
に
１
キ
ャ
ン
パ
ス（
川
越
）、群
馬
県
に
１
キ
ャ
ン
パ
ス（
板
倉
）

を
置
き
、３
万
人
を
超
え
る
学
生
が
在
籍
す
る
、い
わ
ゆ
る
マ
ン
モ

ス
大
学
で
あ
る
。２
０
２
４
年
度
か
ら
は
、板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
代

わ
っ
て
、再
開
発
を
終
え
た
埼
玉
県（
朝
霞
）の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
動
き

出
す
予
定
で
あ
る
。

当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、在
籍
学
生
数
・
近
隣
に
あ
る
飲
食

店
の
数
等
が
異
な
る
た
め
、学
食
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
キ
ャ
ン

パ
ス
に
よ
っ
て
異
な
る
。２
０
２
３
年
９
月
現
在
に
お
け
る
本
学
の

学
食
の
設
置
場
所
、店
舗
数
は［
表
１
］の
と
お
り
で
あ
る
。

白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
店
舗
数
が
突
出
し
て
い
る
が
、こ
れ
は
、学

部
第
１
部
、第
２
部
・
イ
ブ
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
、大
学
院
を
合
わ
せ
て

２
万
人
近
い
学
生
が
在
籍
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。学
生
数
が
多

く
、店
舗
数
も
多
い
と
い
う
と
、学
食
運
営
が
順
調
で
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。

学
食
改
革

―
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
し
て
―

早
川 

和
宏

東
洋
大
学
副
学
長
・
学
生
部
長

朝霞
※ 2 箇所 2 店舗

未定 学生食堂

未定 カフェ

キャンパス 場所 店舗数

白山
※５箇所１２店舗

3 号館地下 1 階 2 店舗（丸亀製麺 / 豚屋とん一）
4 号館 1 階 カフェ

6 号館地下 1 階 7 店舗（フードコート）
8 号館 1 階 SUBWAY

8 号館地下 1 階 学生食堂

川越
※３箇所４店舗

学生ホール食堂棟 2 店舗（学生食堂・カフェ）
7 号館 1 階 カフェ
福利厚生棟 学生食堂

板倉
※２箇所 2 店舗

食堂棟 学生食堂
2 号館 1 階 カフェ

赤羽台
※３箇所４店舗

INIAD HUB-1 カフェ
WELLB HUB-2 学生食堂

HELSPO HUB-3 2 店舗（学生食堂・カフェ）

［表１］学食の設置状況（２０２３年９月現在）

（参考）朝霞：2024.4～＜予定＞
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Special feature

既
知
の
よ
う
に
、学
食
は
決
し
て「
儲
か
る
商
売
」で
は
な
い
。一

見
す
る
と「
独
占
企
業
」で
あ
る
か
の
よ
う
に
も
思
え
る
が
、学
生

の
懐
事
情
へ
の
配
慮
か
ら
、安
易
な
値
上
げ
を
行
う
こ
と
は
で
き
な

い
。値
上
げ
に
際
し
て
は
、大
学
側
と
協
議
し
、そ
の
許
可
を
要
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
例
も
あ
ろ
う
。ま
た
、年
間
を
通
じ
て
安
定
的

に
営
業
で
き
る
わ
け
で
も
な
い
。一
般
的
に
は
、夏
・
冬
・
春
の
長

期
休
暇
を
合
わ
せ
、年
に
４
カ
月
ほ
ど
は
休
業
か
、大
幅
な
業
務
縮

小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。さ
ら
に
、時
間
割
の
縛
り

が
あ
る
た
め
昼
休
み
を
ず
ら
す
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、特
定
の
時

間
帯
に
利
用
が
集
中
し
て
し
ま
う
。こ
の
よ
う
な
一
般
の
飲
食
店

と
は
異
な
る
事
情
が
あ
る
た
め
か
、学
食
の
維
持
・
新
規
開
設
に

頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
大
学
関
係
者
は
多
い
と
思
わ
れ
る
し
、本
学

も
頭
を
悩
ま
せ
続
け
て
い
る
。

本
稿
で
は
、白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
近
年
実
施
し
た
学
食
改

革
を
題
材
と
し
て
、本
学
が
ど
の
よ
う
に
悩
み
、努
力
し
て
き
た
か

を
ご
紹
介
し
た
い
。な
お
、本
稿
に
お
け
る
記
述
は
、筆
者
の
個
人

的
見
解
に
と
ど
ま
り
、大
学
と
し
て
の
見
解
で
は
な
い
こ
と
を
あ
ら

か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。

2 

コ
ロ
ナ
禍
が
学
食
に
及
ぼ
し
た
影
響

２
０
２
０
年
春
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
我
が
国
で
猛

威
を
振
る
い
始
め
た
。本
学
で
は
、２
０
２
０
年
度
の
就
学
手
続
、

ガ
イ
ダ
ン
ス
等
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
す
る
と
と
も
に
、学
年
暦
を
変
更

し
て
４
月
２７
日
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
開
始
し
た
。こ
れ
に
よ

り
、キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
学
生
の
姿
が
消
え
、学
食
も
休
業
と
な
っ
た
。

２
０
２
０
年
度
の
秋
学
期
か
ら
、白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
所
属
す
る

７
学
部
を
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、そ
れ
ぞ
れ
週
２
日
の
対
面
授

業
実
施
日
を
設
け
た
。対
面
授
業
の
一
部
再
開
を
受
け
、学
食
再

開
の
声
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、同
年
１２
月
中
旬
に
は
、６
号
館
地

下
フ
ー
ド
コ
ー
ト
７
店
舗
中
、隣
接
し
な
い
２
店
舗
を
１1
時
30
分

～
１4
時
に
限
定
し
て
営
業
し
た
。そ
の
際
、感
染
症
対
策
と
し
て
、

座
席
数
の
減
少（
１
２
２
０
席
→
３
２
２
席
）の
他
、店
舗
側
に
は

検
温
、マ
ス
ク
・
手
袋
の
着
用
、利
用
者
と
の
間
の
ビ
ニ
ー
ル
間
仕

切
り
設
置
な
ど
を
お
願
い
し
た
。

２
０
２
１
年
度
の
春
学
期
か
ら
、白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、２
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
隔
週
対
面
授
業
と
な
っ
た
。こ
れ
に
伴
い
、６

号
館
地
下
フ
ー
ド
コ
ー
ト
を
２
店
舗
→
５
店
舗（
１0
時
～
１6
時
。１6

時
～
１9
時
は
２
店
舗
）、３
２
２
席
→
５
８
６
席
に
増
強
し
、ア
ク
リ
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ル
パ
ネ
ル
を
設
置
し
た（
設
置
費
用
は
大
学
負
担
。以
下
同
じ
）。

２
０
２
１
年
１２
月
に
は
、４
号
館
１
階
カ
フ
ェ
が
弁
当
・
軽
食
の
販

売（
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
）を
始
め
た
。ま
た
、同
月
か
ら
８
号
館
地
下
食

堂
が
座
席
数
を
減
ら
し（
６
２
２
席
→
３
２
２
席
）、ア
ク
リ
ル
パ
ネ

ル
を
設
置
し
た
上
で
１1
時
～
１4
時
の
営
業
を
再
開
し
た
も
の
の
、

１
月
に
再
び
営
業
を
中
止
し
た
。

２
０
２
２
年
度
の
春
学
期
か
ら
、よ
う
や
く
全
面
的
な
対
面
授

業
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
れ
に
よ
り
、学
食
利
用
者
数

が
急
増
し
、開
業
し
て
い
る
学
食
は
昼
食
時
等
に
大
混
雑
す
る
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

学
食
所
管
課
と
し
て
は
、こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
た
た
め
、休
業
中
・
時
間
短
縮
営
業
中
の
学
食
に
も
営

業
再
開
を
打
診
し
続
け
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、人
員
確
保
の

困
難
さ
や
物
価
上
昇
等
と
い
っ
た
事
情
か
ら
、交
渉
は
難
航
し
た
。

交
渉
を
続
け
た
結
果
、２
０
２
２
年
５
月
に
は
８
号
館
地
下
食
堂

が
座
席
数
減
、時
間
短
縮
の
ま
ま
営
業
を
再
開
し
た
。ま
た
、同
年

１０
月
に
は
、３
号
館
地
下
食
堂
が
座
席
数
を
減
ら
し（
３
２
６
席

→
３
０
０
席
）、ア
ク
リ
ル
パ
ネ
ル
を
設
置
し
た
上
で
１1
時
～
１4
時

の
営
業
を
再
開
、同
年
１１
月
に
は
、４
号
館
１
階
カ
フ
ェ
が
座
席
数

を
減
ら
し（
６０
席
→
４０
席
）、ア
ク
リ
ル
パ
ネ
ル
を
設
置
し
た
上
で

１1
時
30
分
～
１8
時
の
営
業
を
再
開
し
た
。

こ
の
よ
う
な
学
食
の
営
業
状
況
を
受
け
、学
食
所
管
課
内
で
は

学
食
改
革
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
な
る
。

3 

白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
学
食
改
革

営
業
再
開
や
営
業
時
間
延
長（
時
間
短
縮
営
業
を
止
め
、契
約
通

り
の
営
業
時
間
と
す
る
こ
と
）に
関
す
る
交
渉
の
過
程
で
、食
堂
運

営
会
社
側
か
ら
は
収
益
上
の
課
題
が
提
示
さ
れ
た
。学
食
は
決
し
て

「
儲
か
る
商
売
」で
は
な
い
こ
と
が
、明
ら
か
に
な
っ
た
と
も
い
え
る
。

食
堂
運
営
会
社
と
の
契
約
は
、契
約
期
間
を
４
月
１
日
～
３

月
３１
日
と
す
る
１
年
契
約
を
更
新
す
る
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い

た
。交
渉
の
過
程
で
、契
約
期
間
中
で
あ
っ
て
も
合
意
解
除
を
す
る

こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
の
感
触
を
得
た
こ
と
か
ら
、新
し
い
運
営

会
社
探
し
が
始
ま
っ
た
。学
食
所
管
課
の
若
手
職
員
が
中
心
と
な

り
、複
数
の
社
に
連
絡
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、多
く
の
社
か
ら
け
ん
も

ほ
ろ
ろ
に
断
ら
れ
た
り
、「
公
道
に
面
し
た
店
舗
入
り
口
を
作
っ
て

欲
し
い
」と
い
っ
た
実
現
困
難
な
要
望
が
示
さ
れ
た
り
し
た
。そ
れ

ら
に
も
め
げ
ず
に
連
絡
を
取
り
続
け
た
と
こ
ろ
、興
味
を
持
っ
て
く

れ
る
と
こ
ろ
が
何
社
か
現
れ
て
き
た
。
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教
職
員
も
利
用
す
る
と
は
い
う
も
の
の
、学
食
の
第
一
の
利
用

者
は
学
生
で
あ
る
。そ
こ
で
、学
食
所
管
課
で
は
運
営
会
社
探
し

と
並
行
し
て
、本
学
の
公
認
サ
ー
ク
ル
で
あ
る「
環
境
サ
ー
ク
ル

cueco
」の
協
力
を
得
て
、「
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
学
食

ア
ン
ケ
ー
ト
」を
２
０
２
２
年
１０
月
に
実
施
し
、１
６
４
９
件
の
回

答
を
得
た
。そ
こ
か
ら
は
、メ
ニュ
ー
の
内
容
、食
事
の
量
・
値
段
・

品
数
、営
業
時
間
、混
雑
度
等
に
つ
い
て
の
多
様
な
意
見
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
た
。幸
い
に
し
て
、多
く
の
学
生
が
学
食
に
求
め
て

い
る
事
項
を
実
現
で
き
そ
う
な
運
営
会
社
を
候
補
に
挙
げ
て
い
た

た
め
、ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
力
を
受
け
、交
渉
に
当
た
る
こ
と
が

で
き
た
。

交
渉
は
３
方
面
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
た
。①
既
存
運
営
会
社
、

②
新
規
運
営
会
社
、③
学
内
で
あ
る
。①
で
は
合
意
解
除
の
時
期
、

什
器
の
撤
去
期
限
、費
用
分
担
な
ど
が
、②
で
は
、工
事
の
時
期
、

費
用
分
担
、オ
ー
プ
ン
の
時
期
な
ど
が
交
渉
の
中
心
と
な
っ
た
。③

で
は
、学
内
の
関
係
部
署
と
の
詳
細
な
打
ち
合
わ
せ
が
繰
り
返
し

行
わ
れ
た
。年
度
途
中
で
の
運
営
会
社
変
更
と
い
う
前
例
の
な
い

事
態
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、法
人
役
員
へ
の
説
明
、常
務
理
事

会
・
理
事
会
の
承
認
、予
算
の
補
正
、入
試
や
講
義
に
影
響
を
与

え
な
い
工
事
日
時
の
調
整
、既
存
・
新
規
運
営
会
社
と
の
実
務
的

な
交
渉
な
ど
、学
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
を
巻
き
込
む
こ
と
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。特
に
、経
理
担
当
部
署
、管
財
担
当
部
署
に
は
大
変

な
苦
労
を
か
け
た
。紆
余
曲
折
は
あ
っ
た
も
の
の
、各
部
署
が
、「
学

生
の
た
め
に
、よ
り
良
い
学
食
に
し
た
い
」と
の
想
い
を
共
有
で
き

て
い
た
か
ら
こ
そ
、前
例
の
な
い
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
乗
り
越
え

る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。

関
係
各
位
の
献
身
的
な
協
力
の
下
、８
号
館
１
階
は
、２
０
２
２

年
１２
月
上
旬
に
工
事
を
開
始
し
、同
月
下
旬
に
プ
レ
オ
ー
プ
ン
す
る

こ
と
が
で
き
た
。３
号
館
地
下
１
階
は
、２
０
２
３
年
１
月
下
旬
に

工
事
を
開
始
し
、３
月
２３
日
に
プ
レ
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ち
な
み
に
、同
日
は
本
学
の
学
位
記
授
与
式
・
卒
業
式
で
あ
っ
た
。

本
学
で
は
、日
本
武
道
館
を
会
場
と
し
て
、午
前
・
午
後
の
２
部

制
で
式
典
を
挙
行
し
て
い
る
。卒
業
生
・
修
了
生
は
、式
典
の
前
あ

る
い
は
後
に
各
キ
ャ
ン
パ
ス
に
行
き
、学
位
記
を
受
け
取
る
。２
年

次
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
、通
常
と
は
異
な
る
学
生
生
活
を
送

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
卒
業
生
へ
の
は
な
む
け
の
一
つ
と
し
て
、新

規
に
オ
ー
プ
ン
し
た
３
店
舗
に
は
営
業
し
て
も
ら
っ
た
。多
く
の
卒

業
生
が
新
店
舗
に
列
を
な
し
、喜
ん
で
食
べ
て
く
れ
た
が
、「
下
の

学
年
は
い
い
な
あ
～
」と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

本
当
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
う
。今
後
は
卒
業
生
と
し
て
、来
校
・
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来
店
し
て
欲
し
い
。

学
食
改
革
を
経
て
、白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
食
は［
表
２
］の
よ
う

な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

4 
学
食
の
魅
力
度
を
高
め
る
た
め
に

先
述
の「
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
学
食
ア
ン
ケ
ー
ト
」か
ら

は
、イ
マ
ド
キ
の
学
生
が
学
食
に
何
を
求
め
て
い
る
か
が
よ
く
分

か
っ
た
。筆
者
は
５２
歳
で
あ
る
が
、３０
年
前
の
学
生
は
、「
学
食
は
、

安
く
て
量
が
あ
れ
ば
よ
い
。味
は
そ
ん
な
に
求
め
て
は
い
け
な
い
」

「
美
味
し
い
も
の
が
食
べ
た
け
れ
ば
、学
外
の
お
店
に
行
く
」と
い

う
感
覚
が
一
般
的
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

６
号
館
地
下
の
フ
ー
ド
コ
ー
ト
は
、学
食
ラ
ン
キ
ン
グ（
早
稲
田

大
学
学
食
研
究
会
）で
２
年
連
続
１
位
に
選
ば
れ
た
ほ
か
、そ
の
他

の
調
査
で
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。７
店
舗
が
繰
り
広
げ
る

多
様
で
個
性
的
な
メ
ニュ
ー
は
、値
段
・
量
・
味
の
３
拍
子
が
揃
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
た
だ
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、色
々
な
不
満
・
要
望
も
示
さ

れ
て
い
る
。自
由
記
述
で
あ
る「
学
食
の
量
に
関
し
て
ご
要
望
は
あ

り
ま
す
か
？
」「
学
食
全
般
に
対
し
て
ご
要
望
は
あ
り
ま
す
か
？
」

と
い
う
問
い
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
、

５
８
５
件
、６
９
６
件
の
書
き
込
み

が
あ
っ
た
。総
回
答
数
が
１
６
４
９

件
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
こ
れ

を
伝
え
た
い
！
」と
思
っ
た
学
生
が

多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。も

ち
ろ
ん
、好
意
的
な
コ
メ
ン
ト
も
多

数
あ
る
の
だ
が
、メ
ニ
ュ
ー
、値
段
、

量
、品
数
な
ど
を「
私
に
合
わ
せ
て

欲
し
い
」と
い
う
回
答
が
多
い
よ
う

に
感
じ
ら
れ
た
。「
学
食
だ
か
ら
こ
の

程
度
で
仕
方
が
な
い
」と
い
う
時
代

で
は
な
く
、「
学
食
で
あ
ろ
う
と
学
外

の
飲
食
店
並
み
に
」と
い
う
時
代
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
時
代
に
、学
食
の
魅

力
を
高
め
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

値
段
に
関
し
て
い
え
ば
、大
学
か

ら
の
補
助
に
よ
っ
て
下
げ
る
こ
と
は

場所 座席数 主なメニュー 主なメニューの価格帯 営業時間
３号館地下１階 326 讃岐うどん / とんかつ 300 円～ 650 円 平日 10:00-20:00 ／土曜日 10:00-17:00

４号館１階 60 ポテト/デザート/ドリンク 150 円～ 450 円 平日 11:00-18:00

６号館地下１階 1220 カレー / 洋食 /パスタ ほか 550 円～ 600 円 平日 10:00-20:00 ／土曜日 10:00-17:00

８号館１階 91 サンドウィッチ 450 円～ 700 円 平日 10:00-20:00 ／土曜日 10:00-17:00

８号館地下１階 627 定食 / 麺類 ほか 450 円～ 600 円 平日 10:00-20:00 ／土曜日 10:00-17:00

［表２］白山キャンパスの学食
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可
能
で
あ
る
。し
か
し
、補
助
の
原
資
が
学
納
金
で
あ
る
以
上
、そ

こ
に
は
限
界
が
あ
る
。学
食
の
値
段
を
下
げ
る
た
め
に
学
納
金
を

値
上
げ
す
る
の
で
は
、本
末
転
倒
で
あ
ろ
う
。そ
こ
で
、学
外
に
原

資
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
。

本
学
に
は
、甫
水
会（
い
わ
ゆ
る
父
母
会
）と
い
う
組
織
が
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
前
に
は
、「
１
０
０
円
朝
食
」を
実
施
す
る
た
め
に
援
助

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
る
。本
年
度
も
援
助
し
て
い
た
だ
け

る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、２
０
２
３
年
１０
月
か
ら
期
間
限
定
で
は

あ
る
も
の
の
、全
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
食
に
お
い
て
、特
別
メ
ニュ
ー
を

２
５
０
円
引
き
で
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。ま
た
、白
山

キ
ャ
ン
パ
ス
の
６
号
館
地
下
フ
ー
ド
コ
ー
ト
で
は
、ト
レ
ー
に
企
業

等
の
広
告
を
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、値
上
げ
を
回
避
し
て
も
ら

う
と
い
う
試
み
が
始
ま
る
。「
後
輩
の
お
な
か
を
満
た
そ
う
！
」と

い
う
呼
び
か
け
で
、卒
業
生
か
ら
寄
付
を
募
る
と
い
う
方
法
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、学
食
の
運
営
に
学
生
が
関
わ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、そ
の

魅
力
度
は
高
ま
る
か
も
し
れ
な
い
。本
学
で
は
、２
０
２
２
年
か
ら

経
営
学
部
の
蜂
巣
准
教
授
の
ゼ
ミ
が「
学
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を

行
っ
て
い
る
。こ
れ
は
、栃
木
県
大
田
原
市
で
の
農
業
体
験
ツ
ア
ー

を
企
画
実
施
し
、そ
こ
で
大
学
生
た
ち
が
収
穫
し
た
野
菜
や
、

と
ち
ぎ
農
業
女
子（
栃
木
県
内
で
農
業
を
営
む
女
性
た
ち
が
中
心

と
な
っ
て
活
動
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）が
生
産
し
た
食
材
を
用
い
た

「
ロ
コ
モ
コ
」を
、白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
食
で
期
間
・
数
量
限
定
で

販
売
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。「
学
び
×
学
食
」と
い
う
手
法
を

広
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、学
食
は
食
欲
だ
け
で
は
な
く
知
的

欲
求
を
も
満
た
す
場
に
な
れ
そ
う
で
あ
る
。

以
上
、本
稿
で
は
、白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
新
店
舗
誘
致

と
い
う
学
食
改
革
を
中
心
に
述
べ
て
き
た
が
、同
じ
運
営
会
社
に

お
願
い
す
れ
ば
川
越
・
赤
羽
台
・
板
倉（
朝
霞
）キ
ャ
ン
パ
ス
で
も

同
じ
よ
う
に
出
店
し
て
く
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。そ
の
意
味
で
は
、

２
万
人
近
い
学
生
が
在
籍
し
て
い
る
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
が
特
殊
な

例
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。そ
の
た
め
、全
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
学
食

の
魅
力
度
を
高
め
る
た
め
の
努
力
は
、こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
は
い
う
も
の
の
、値
段
を
抑
え
る
た
め
の
取
り
組
み
や
、「
学
び

×
学
食
」と
い
う
手
法
は
、ど
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
導
入
で
き
る
も
の

で
あ
る
。全
キ
ャ
ン
パ
ス
で
取
り
組
め
る
学
食
改
革
。学
食
の
魅
力

度
を
高
め
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
、ま
だ
ま
だ
あ
る
に
違
い
な
い

と
信
じ
て
い
る
。
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Attractive s  tudent cafeteria

学生食堂の新たなステージ

は
じ
め
に

近
畿
大
学
は「
実
学
教
育
」と「
人
格
の
陶
冶
」を
建
学
の
精
神

に
、「
人
に
愛
さ
れ
、信
頼
さ
れ
、尊
敬
さ
れ
る
」人
づ
く
り
と
い
う

教
育
の
目
的
の
も
と
、１
９
２
５（
大
正
１４
）年
創
立
の
大
阪
専
門

学
校
と
、１
９
４
３（
昭
和
１８
）年
創
立
の
大
阪
理
工
科
大
学
を
母

体
と
し
、１
９
４
９（
昭
和
２４
）年
に
設
立
さ
れ
た
。大
阪
・
関
西

万
博
が
開
催
さ
れ
る
２
０
２
５（
令
和
７
）年
に
創
立
１
０
０
周
年

を
迎
え
る
。

現
在
は
、東
大
阪
キ
ャ
ン
パ
ス
、奈
良
キ
ャ
ン
パ
ス
、大
阪
狭
山

キ
ャ
ン
パ
ス
、和
歌
山
キ
ャ
ン
パ
ス
、広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
、福
岡
キ
ャ
ン

パ
ス
の
６
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、１５
学
部
４９
学
科
・
短
期
大
学
部
・
通
信

教
育
部
を
有
し
て
お
り
、約
３
万
６
０
０
０
人
の
学
生
が
在
籍
し

て
い
る
。

こ
こ
で
は
、約
２
万
６
０
０
０
人
の
学
生
が
学
ぶ
東
大
阪
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
学
生
食
堂
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

1 

新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
提
供
す
る
食
堂

２
０
１
９（
令
和
元
）年
９
月
、７
号
館
に「
次
世
代
型
新
食
堂
」

と
し
て
、日
本
の
大
学
で
初
め
て
プ
ロ
テ
イ
ン
入
り
の
メ
ニュ
ー
等
を

提
供
す
る
Ｄ
Ｎ
Ｓ 

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ 

Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ［
写
真
１
］、近
大
発
食

材
を
使
っ
た
メ
ニュ
ー
な
ど
を
提
供
す
る
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｇ 

Ｐ
Ｉ
Ｔ
＆
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｒ［
写
真
２
］が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

こ
れ
ら
の
食
堂
で
は
、オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
、①
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
の
導
入
、②
専
用
ア
プ
リ
に
よ
る
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
商
品
の
時

間
指
定
予
約
を
導
入
し
て
い
る
。

当
時
、大
学
生
に
は
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
キ
ャッ
シ
ュレ
ス
決
済

に
つ
い
て
は
、セ
ル
フ
オ
ー
ダ
ー
機
の
大
半
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
専
用

と
す
る
こ
と
で
、学
生
へ
の
浸
透
を
図
り
、変
化
す
る
社
会
に
対
応

で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
実
学
教
育
の
場
と
い
う
機
能
も
兼
ね
備

え
た
。現
在
で
は
、キ
ャッ
シ
ュレ
ス
決
済
の
利
用
比
率
が
約
７
割
と

な
っ
て
い
る
。

食
事
だ
け
で
は
な
い

食
堂
が
提
供
で
き
る
も
の

國
見 

憲
吾

学
校
法
人
近
畿
大
学
法
人
本
部
総
務
部
主
任
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Attractive s  tudent cafeteria

Special feature

オ
ー
プ
ン
時
に
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
と
い

う
未
曽
有
の
事
態
が
起
き
よ
う
と
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
が
、キ
ャッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
や
ア
プ
リ
に
よ
る
オ
ー
ダ
ー
な
ど
、コ
ロ
ナ
禍
を
経
て

一
般
的
に
な
っ
た
技
術
を
先
行
し
て
取
り
入
れ
る
こ
と
と
な
り
、ま

さ
に「
次
世
代
型
新
食
堂
」と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

2 

教
育
の
場
に
な
っ
た
学
生
食
堂

２
０
２
１（
令
和
３
）年
１０
月
、本
学
学
生
が
飲
食
店
の
起
業

を
体
験
す
る
機
会
と
し
て
、学
生
飲
食
店
起
業
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト「
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｉ 

Ｒａｍｅｎ 

Ｖｅｎ
ｔｕｒｅ 

近
大
を
す
す
ら
ん

か
。」を
開
始
し
た
。こ
れ
に
伴
い
Ｅ
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｂ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｍ 

Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
内
に
、学
生
が
経
営
す
る
ラ
ー
メ
ン
店
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ

た［
写
真
３・４
］。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、本
学
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
実
際
に

ラ
ー
メ
ン
店
を
起
業
・
経
営
す
る
こ
と
に
よ
り
、実
践
的
な
飲
食

店
経
営
を
学
び
、卒
業
後
の
事
業
展
開
や
新
た
な
起
業
を
目
指
す

こ
と
を
支
援
し
、大
学
全
体
で
学
生
の
起
業
家
精
神
を
醸
成
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
応
募
の
条
件
は
近
畿
大
学

の
在
学
生
で
あ
る
こ
と
。採
択
さ
れ
た
場
合
は
、食
品
衛
生
責
任

者
や
営
業
許
可
の
取
得
、個
人
事
業
主
の
届
出
等
、開
店
に
必
要

な
準
備
を
学
生
自
身
が
行
う
。

大
学
は
、店
舗
の
初
期
設
備
及
び
今
後
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
継

続
的
に
使
用
す
る
備
品
の
用
意
、ガ
ス
・
水
道
料
等
を
負
担
す
る
。

学
生
は
、電
気
代
、共
益
費
、運
営
に
必
要
な
調
理
器
具
類
、消
耗

品
費
、原
材
料
費
、人
件
費
等
を
自
己
負
担
す
る
。出
店
期
間
は

最
長
１
年
間
と
し
、四
半
期
毎
に
決
算
報
告
を
実
施
し
、２
期
連

続
で
赤
字
経
営
と
な
っ
た
場
合
は
原
則
撤
退
と
な
る
。

初
代
店
舗
は
オ
ー
プ
ン
当
時
、農
学
部
水
産
学
科
３
年
生
の
学

生
が
、２
０
２
３（
令
和
５
）年
３
月
ま
で
営
業
し
、期
間
限
定
メ

［写真１］DNS POWER CAFE

［写真２］THE CHARGING PIT&DINER
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学生食堂の新たなステージ

ニュ
ー
の
開
発
や
経
営
学
部
生
と
の
連
携
に
よ
る
昼
食
受
け
取
り

サ
ー
ビ
ス
の
実
証
実
験
、企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
等
企
業
努
力
を
続
け
、２
０
２
１（
令
和
３
）年
度
の
総
売

上
は
６
４
８
万
９
２
５
０
円
、純
利
益
は
２
６
０
万
８
２
９
２
円
、

２
０
２
２（
令
和
４
）年
度
の
総
売
上
は
１
３
１
３
万
９
３
５
０

円
、純
利
益
は
３
６
９
万
８
１
２
２
円
で
あ
っ
た
。１
年
６
カ
月
で

３
万
１
６
２
２
杯
の
ラ
ー
メ
ン
を
提
供
し
、６
３
０
万
６
４
１
４
円

の
純
利
益
を
あ
げ
た
。

２
０
２
３（
令
和
５
）年
４
月
か
ら
は
、選
考
会
で
選
ば
れ
た
、総

合
社
会
学
部
４
年
生
の
学
生
が
、２
代
目
と
し
て
約
１
年
間
に
わ
た

る
店
舗
経
営
に
挑
戦
し
て
い
る
。昼
休
み
に
は
、多
く
の
学
生
が
行

列
を
成
し
て
お
り
、初
代
に
負
け
ず
劣
ら
ず
の
盛
況
ぶ
り
で
あ
る
。

3  

地
域
の
人
気
店
と
と
も
に
作
る
学
生
食
堂

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
学
生
食
堂
だ
け
で
な
く
、西
門
を
出
て
す
ぐ
の

近
大
前
商
店
街
に
も
、学
生
た
ち
が
足
繁
く
通
う
数
多
く
の
飲
食

店
が
軒
を
連
ね
て
い
る
。そ
の
中
で
も
、昼
休
み
に
一
際
多
く
の
学

生
が
訪
れ
て
い
る
の
が
、味
店
焼
マ
ン
で
あ
る
。

安
価
で
お
い
し
く
、ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の
メ
ニ
ュ
ー
が
学
生
に
人

気
で
あ
り
、お
笑
い
芸
人
・
霜
降
り
明
星
の
せ
い
や
さ
ん（
２
０
１
５

〈
平
成
２７
〉年
文
芸
学
部
卒
業
）や
、阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
佐
藤
輝

明
選
手（
２
０
１
９〈
令
和
元
〉年
経
営
学
部
卒
業
）も
フ
ァ
ン
を
公

言
す
る
な
ど
、多
く
の
卒
業
生
に
も
愛
さ
れ
て
い
る
名
店
で
あ
る
。そ

の
味
店
焼
マ
ン
の
２
号
店［
写
真
５
］が
、２
０
２
３（
令
和
５
）年
４

月
、Ｅ
キ
ャ
ン
パ
ス
情
報
処
理
教
育
棟（
Ｋ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
Ｓ
）１
階
に
オ
ー

プ
ン
し
た
。

２
０
２
０（
令
和
２
）年
１０
月
か
ら
１１
月
に
か
け
て
、学
生
食
堂

［写真３］BLOSSOM CAFE

［写真４］近大まぜそば（左）、近大魚介塩まぜそば（中）、
二代目近大ラーメン（右） 
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Special feature

の
満
足
度
向
上
を
目
的
と
し
て
、学
生
及
び
若
手
職
員
を
対
象
に
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
新
食
堂
誘
致
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
た
。結
果
、最
も
人
気
が
高
か
っ
た
の
が
味
店
焼
マ
ン
で
あ
っ
た
。こ

の
結
果
を
踏
ま
え
て
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
への
誘
致
を
決
定
し
た
。

開
業
後
は
、多
い
日
に
は
６
０
０
人
以
上
の
学
生
が
利
用
す
る

大
賑
わ
い
と
な
っ
て
お
り
、こ
れ
ま
で
学
部
校
舎
が
遠
く
同
店
を

利
用
で
き
な
か
っ
た
学
生
た
ち
の
食
を
満
た
す
店
舗
と
な
っ
て
い
る

［
写
真
６
］。

お
わ
り
に

以
上
、近
畿
大
学
東
大
阪
キ
ャ
ン
パ
ス
で
近
年
開
業
し
た
学
生

食
堂
に
関
す
る
概
況
を
記
し
て
き
た
。キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
や
ア

プ
リ
で
の
注
文
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
学
生
の
飲
食
店
経
営
を
通
じ

た
起
業
支
援
、近
隣
商
店
街
人
気
店
の
学
内
誘
致
等
、食
事
を
提

供
す
る
だ
け
の
学
生
食
堂
運
営
だ
け
で
な
く
、学
生
の
満
足
度
向

上
や
教
育
に
繋
が
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。

新
店
舗
の
開
業
を
立
て
続
け
に
行
っ
て
き
た
が
、残
念
な
が
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、閉
店
に
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
店
舗
も
あ
る
。

現
在
空
き
テ
ナ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
店
舗
に
つ
い
て
も
、近
畿
大
学

な
ら
で
は
の
店
舗
の
誘
致
を
進
め
て
い
き
た
い
。

［写真６］昼休みのピーク時には多くの学生が列を成している。

［写真５］「味店焼マン 近畿大学
Eキャンパス店」外観
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Attractive student   cafeteria 学生食堂の新たなステージ

1 

み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ
い
て

神
奈
川
大
学
は
２
０
２
１
年
４
月
に
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス

を
開
設
し
た
。こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
経
営
学
部
、外
国
語
学
部
、

国
際
日
本
学
部
の
グ
ロ
ー
バ
ル
系
３
学
部
が
集
結
し
、約
５
０
０
０

人
の
学
生
が
学
ぶ
。横
浜
は
開
港
と
同
時
に
世
界
に
開
か
れ
、現
在

の
み
な
と
み
ら
い
２１
地
区
は
新
た
な
中
心
エ
リ
ア
と
し
て
急
速
に

発
展
を
遂
げ
て
き
た
。シ
ョッ
ピ
ン
グ
や
観
光
施
設
に
留
ま
ら
ず
、

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
拠
点
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
、博
物
館
、美
術

館
等
が
立
ち
並
び
、国
内
で
も
有
数
の
最
先
端
の
情
報
や
技
術
が

集
結
す
る
地
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
環
境
を
最
大
限
に
活
か
し
て
、み
な
と
み
ら
い

キ
ャ
ン
パ
ス
は「
国
際
・
日
本
」の
交
流
す
る「
未
来
・
創
造
」交

流
キ
ャ
ン
パ
ス
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、低
層
階
を「
ソ
ー
シ
ャ
ル
コ
モ
ン

ズ
」と
呼
ぶ
市
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
設
え
と
し
た
。ガ
ラ
ス
張

り
で
開
放
感
あ
ふ
れ
る
４
０
０
名
収
容
の
ホ
ー
ル
や
観
光
ラ
ウ
ン

ジ
、フ
ァ
ブ
ラ
ボ
、エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
等
の
施
設
を
設
け

た
ほ
か
、企
業
や
団
体
、行
政
機
関
と
の
連
携
窓
口
を
担
う「
社
会

連
携
セ
ン
タ
ー
」を
新
設
し
、地
域
課
題
の
解
決
と
新
た
な
価
値

を
生
み
出
す
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
き
っ
か
け
づ
く
り
の
工

夫
を
随
所
に
盛
り
込
ん
で
い
る
の
が
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。

「
人
」と「
知
」の
交
流
を
生
み
出
す

キ
ャ
ン
パ
ス
内
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
の
挑
戦

村
川 

千
鶴

学
校
法
人
神
奈
川
大
学 

み
な
と
み
ら
い
統
括
部
長

［写真１］みなとみらいキャンパス全景

［写真２］キャンパス内を行きかう学生
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Attractive student   cafeteriaSpecial feature

2 

人
と
知
が
交
わ
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る

キ
ャ
ン
パ
ス
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現
す
る
た
め
、み
な
と
み
ら
い

キ
ャ
ン
パ
ス
１
階
の
ほ
ぼ
全
て
を「
人
」と「
知
」が
集
う
き
っ
か
け

と
な
る「
ソ
ー
シ
ャ
ル
コ
モ
ン
ズ
」フ
ロ
ア
と
し
て
い
る
。そ
の
中
で

も
５
０
０
㎡
以
上
を
レ
ス
ト
ラ
ン
空
間
と
し
、キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け

る
主
要
施
設
と
の
位
置
づ
け
で
計
画
を
進
め
た
。当
初
案
は
世
界

各
国
料
理
を
一
同
に
並
べ
る
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、検
討
を
重

ね
た
末
に
こ
れ
を
進
化
さ
せ
た「
グ
ロ
ー
カ
ル
」な
食
材
に
よ
る
メ

ニュ
ー
構
成
と
し
た
。さ
ら
に
、従
来
型
の〝
学
生
食
堂
〟に
留
ま
る

こ
と
な
く
、こ
れ
ま
で
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
常
識
を
超
え
た
幅
広

い
客
層
へ
の
ア
ピ
ー
ル
力
を
期
待
し
、世
界
の
ビ
ー
ル
と
地
元
神
奈

川
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
、そ
し
て
日
本
文
化
を
象
徴
す
る
江
戸
前

寿
司
を
目
玉
商
品
に
据
え
る
こ
と
と
し
た
。

２
０
２
１
年
８
月
、世
界
と
地
域
に
開
か
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
を
象

徴
す
る
施
設
と
し
て
、新
鮮
な
地
元
食
材
を
生
か
し
た
料
理
と
常

時
４０
種
類
以
上
の
品
揃
え
を
誇
る
ビ
ー
ル
を
主
力
と
す
る
レ
ス
ト

ラ
ン
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。店
内
に
は
広
い
メ
イ
ン
客
席
と
は
別

に
、隠
れ
家
的
空
間
と
し
て
ベ
テ
ラ
ン
職
人
の
握
る
江
戸
前
寿
司
が

味
わ
え
る
高
級
感
あ
る
カ
ウ
ン
タ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
併
設
し
て
い
る
。

ま
た
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
コ
モ
ン
ズ
」の
価
値
を
最
大
限
に
引
き
出
す

キ
ャ
ン
パ
ス
と
す
る
一
方
で
、低
価
格
か
つ
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ

た
毎
日
の
食
事
を
求
め
る
学
生
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
必
要
も
あ
る
こ

と
か
ら
、福
利
厚
生
を
目
的
と
す
る
２
施
設
に
つ
い
て
学
生
利
用

に
特
化
す
る
こ
と
と
し
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
コ
モ
ン
ズ
」の
一
角
を
な
す

１
階
の
施
設
と
は
明
確
に
性
格
を
分
け
た
。

な
お
、学
生
の
食
事
環
境
面
に
お
い
て
は
、２
つ
の
学
生
食
堂
に
加

え
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
弁
当
販
売
ブ
ー
ス
の
設
置
、昼
休
み
時
間
帯
の

講
義
室
を
喫き
っ

食し
ょ
く

可
能
と
し
て
運
用
す
る
こ
と
等
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
あ
る

メ
ニュ
ー
構
成
と
ゆ
と
り
あ
る
滞
在
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
の
１
階
中
心
部
に
位
置
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
の
名
称
は

Ｖ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｇ
Ｅ（
ボ
ヤ
ー
ジ
ュ
）。こ
れ
に
は
、訪
れ
る
全
て
の
お
客
様

に
対
し
、日
常
を
驚
き
の
旅
に
変
え
る
レ
ス
ト
ラ
ン
に
な
る
、と
の

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

 一
般
的
に
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
食
堂
運
営
は
、当
然
な
が
ら
メ

イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
学
生
で
あ
り
、い
か
に
学
生
の
ニ
ー
ズ
を
満
た

3
日
常
を
驚
き
の
旅
に
変
え
る
レ
ス
ト
ラ
ン
　

Ｖ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｇ
Ｅ
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学生食堂の新たなステージ

す
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
視
点
が
最
優
先
と
な
る
。本
学
を
例

に
と
れ
ば
、横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
で
提
供
す
る
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム「
神
大

ソ
フ
ト
」は
３０
年
以
上
に
わ
た
る
ロ
ン
グ
ヒ
ッ
ト
商
品
で
、そ
の
品
質

や
ト
ッ
ピ
ン
グ
の
豊
富
さ
が
学
内
外
で
話
題
と
な
り
、こ
れ
ま
で
に

も
テ
レ
ビ
等
で
数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、学
生
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
食
堂
運
営
と
い
う
面
で
は
、

本
学
に
お
い
て
も
一
定
の
経
験
が
あ
っ
た
。し
か
し
、み
な
と
み
ら
い

キ
ャ
ン
パ
ス
で
立
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ ［表］みなとみらいキャンパス内の飲食施設

位置付け 学生向け福利厚生

対象 学生、教職員に限り利用可能

種別 学生食堂 学生食堂 弁当販売

位置 7 階 21 階 3 階、4 階（計 2 か所）

店舗名 Skuld Lighthouse -

席数 279 席 268 席 -

主な
提供品目

[100 円朝食 ]
和定食
洋定食
学生限定￥100

[ ランチ ]
鉄板焼き定食
麺類
カレーライス等
￥290 ～ 630

[ ランチ ]
ランチプレート
神大バーガー
焼きたてピザ各種
焼きたてパン各種
季節のスイーツ
￥150 ～ 650

[ ランチ ]
丼、弁当、おにぎり、
パン等￥450 ～

備考 100 円朝食は後援会
補助による

各種パーティや、
イベント等を随時開催 教室飲食可

位置付け 「人」と「知」の交流拠点ソーシャルコモンズ

対象 どなたでも利用可能

種別 レストラン カフェ キッチンカー

位置 1 階 1 階 1 階屋外

店舗名 VOYAGE NORTH LINK 日替わり（各日 3 台）

席数 195 席 + 鮨処 35 席 専用 6 席 + 共用 60 席 -

主な
提供品目

[ ランチ ]
週替わりランチ 7 種
￥550 ～ 750
海鮮丼「海の玉手箱」
￥1,000

[ ディナー ]
世界のビール￥400 ～ 900
チキングリル
世界を旅するサラダ
自家製アランチーニ等
￥400 ～ 1,800

[ 鮨処 ]
ランチおまかせ 10 貫￥1,800
ディナーコース￥8,000 ～
※ 1 日 1 組限定

[ ドリンク ]
コーヒー￥380 ～

[ フード ]
クロワッサンサンド等
￥580 ～

[ ランチ ]
スイーツ
から揚げ
チキンオーバーライ
ス等￥500 ～ 800

（学生割引あり）

備考 平日ランチは
酒類提供無し ハラル対応あり
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ト
を
あ
え
て
学
生
に
絞
ら
ず
に
街
を
行
き
交
う
幅
広
い
客
層
を
取
り

込
み
、ラ
ン
チ
時
間
帯
と
デ
ィ
ナ
ー
時
間
帯
で
完
全
に
メ
ニュ
ー
を
切
り

替
え
、高
単
価
の
鮨
処
ま
で
併
設
す
る
と
い
う
高
い
目
標
を
掲
げ
た
も

の
で
、本
学
に
と
って
こ
の
よ
う
な
施
設
の
運
営
は
完
全
に
未
知
数
で

あ
っ
た
。オ
ー
プ
ン
以
来
、試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
き
た
が
、約
２
年

間
の
経
験
か
ら
現
在
で
は
次
の
よ
う
な
運
営
と
し
て
い
る
。

﹇
ラ
ン
チ
時
間
帯
﹈

主
要
顧
客
は
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
カ
ー
と
学
生
で
あ
り
、授
業
終
了

の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
１２
時
３０
分
を
境
に
客
層
が
入
れ
替
わ
る
。都

心
部
の
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
カ
ー
に
は
割
安
感
を
感
じ
さ
せ
、学
生
に
は

少
し
特
別
感
が
あ
り
な
が
ら
も
手
が
届
く
価
格
帯
を
意
識
し
、

５
５
０
～
７
５
０
円
の
セ
ッ
ト
を
提
供
し
た
結
果
、固
定
客
も
多
く

大
変
好
評
で
あ
る
。特
に
土
曜
日
ラ
ン
チ
時
間
帯
に
は
子
供
連
れ

の
家
族
の
姿
も
目
立
ち
、混
雑
す
る
商
業
施
設
と
は
対
照
的
な
、

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
指
向
す
る
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ら
で
は
の
安
心

感
を
評
価
い
た
だ
い
て
い
る
様
子
で
あ
る
。

﹇
デ
ィ
ナ
ー
時
間
帯
﹈

昼
と
は
雰
囲
気
を
一
変
し
、ビ
ー
ル
と
地
元
素
材
に
よ
る
料
理
を

提
供
す
る
上
質
な
レ
ス
ト
ラ
ン
と
な
る
。店
内
で
は
世
界
中
か
ら
集

ま
っ
た
ビ
ー
ル
を
手
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
産
地
に
ま
つ
わ
る
経
験
や
思
い

出
、人
と
の
出
会
い
等
の
会
話
が
弾
ん
で
い
る
。ま
た
、地
元
神
奈
川

の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
も
常
時
９
種
を
揃
え
る
。あ
る
醸
造
元
と
は
数

年
前
よ
り
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
通
じ
学
生
が
商
品
開
発
に
携
わ
って
い
る
こ
と

や
、豚
肉
の
仕
入
れ
を
接
点
に
関
係
が
深
ま
っ
た
県
内
若
手
起
業
家

の
方
に
学
生
と
の
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
の
ゲ
ス
ト
と
し
て
登
壇
い
た
だ
く

な
ど
、本
学
に
お
け
る
教
育
・
研
究
と
キ
ャ
ン
パ
ス
内
レ
ス
ト
ラ
ン
が

交
わ
る
こ
と
で
、思
い
も
よ
ら
な
い
交
流
を
生
み
出
し
、地
域
社
会

と
の
繋
が
り
を
深
め
る
き
っ
か
け
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

﹇
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
｜
Ｓ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
﹈

本
格
派
の
江
戸
前
寿
司
を
提
供
す
る
特
別
な
空
間
と
し
て
、檜

の
カ
ウ
ン
タ
ー
と
テ
ー
ブ
ル
席
を
設
け
た
。デ
ィ
ナ
ー
時
間
帯
は
完

全
予
約
制
か
つ
１
日
１
組
限
定
と
し
て
い
る
が
、オ
ー
プ
ン
以
来
１

か
月
先
の
予
約
ま
で
ほ
ぼ
埋
ま
っ
て
い
る
状
態
が
続
い
て
い
る
。母

校
の
新
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
を
待
ち
わ
び
て
い
た
卒
業
生
が
旧
交
を

温
め
る
場
と
し
て
来
店
さ
れ
る
場
面
を
し
ば
し
ば
見
か
け
る
が
、

そ
れ
以
外
に
も
、多
忙
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
静
か
に
会
食
で
き
る
隠

れ
家
的
な
利
用
や
、小
さ
な
お
子
様
を
中
心
に
３
世
代
で〝
回
ら
な

い
お
寿
司
〟を
周
囲
に
気
兼
ね
な
く
楽
し
む
場
と
し
て
な
ど
、当
初

想
定
し
て
い
た
以
上
に
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、幅
広
い
客
層
に
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。
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4 「
こ
の
街
す
べ
て
が
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
」

み
な
と
み
ら
い
２１
地
区
で
建
物
を
建
設
す
る
際
に
は
、建
物
外

観
に
お
け
る
色
や
形
状
、緑
化
や
水
景
の
設
置
、地
域
熱
供
給
等

の
都
市
イ
ン
フ
ラ
、看
板
の
大
き
さ
に
至
る
ま
で
様
々
な
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
存
在
し
、こ
れ
に
沿
っ
た
設
計
が
求
め
ら
れ
る
。こ
の
よ
う
に

都
市
の
中
心
に
立
地
す
る
う
え
で
は
、特
有
の
制
約
も
あ
る
。し
か

し
、こ
れ
ら
は
全
て
み
な
と
み
ら
い
２１
地
区
に
お
け
る
街
の
魅
力
を

高
め
、各
事
業
者
を
街
づ
く
り
の
主
体
と
す
る
仕
組
み
の
一
つ
と
し

て
機
能
し
て
お
り
、地
区
内
事
業
者
間
に
は
街
づ
く
り
の
価
値
観

を
共
有
す
る〝
ゆ
る
や
か
な
輪
〟が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

本
学
で
は
こ
の
よ
う
な
街
の
特
性
を
教
育
研
究
に
最
大
限
に
活

か
す
べ
く
、キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
に
納
ま
る
こ
と
な
く
街
全
体
を
キ
ャ
ン

パ
ス
と
し
て
見
立
て
、様
々
な
研
究
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、Ｐ
Ｂ
Ｌ

の
実
施
、学
生
イ
ベ
ン
ト
開
催
等
を
近
隣
企
業
や
行
政
、団
体
と

の
連
携
に
よ
り
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
。

み
な
と
み
ら
い
２１
地
区
の
街
づ
く
り
は
今
年
で
４０
年
を
迎
え
る

が
、事
業
者
誘
致
に
よ
る
ハ
ー
ド
的
な
開
発
が
完
了
に
向
か
う
一
方
、

「
人
」の
繋
が
り
を
強
化
し
事
業
者
間
の
ソ
フ
ト
的
連
携
を
活
性

化
さ
せ
、横
浜
の
地
域
性
を
活
か
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
テ
ィ
と

し
て
大
き
く
シ
フ
ト
し
よ
う
と
し
て
い
る
。こ
の
交
流
の
場
づ
く
り

と
い
う
課
題
に
対
し
、エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
中
心
的
存
在
を
担
う

（
一
社
）横
浜
み
な
と
み
ら
い
２１
を
主
体
に
、今
年
度
か
ら
異
業
種

交
流
の
ミ
ー
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
が
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
会
場
は
Ｖ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｇ
Ｅ
が
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。特
定
の
企
業

や
行
政
機
関
で
は
な
い
中
立
的
な
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
と
い
う
特
性
を

活
か
し
た
も
の
で
、所
属
の
垣
根
を
越
え
た
活
発
な
交
流
が
期
待

さ
れ
る
。

ま
た
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
コ
モ
ン
ズ
」の
一
角
を
担
い
、社
会
人
向
け

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
や
一
般
市
民
向
け
公
開
講
座
と
し
て
文
化
、

［写真３］VOYAGE店内

［写真４］GRAND｜SUSHI店内
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ビ
ジ
ネ
ス
分
野
で
年
間
４
０
０
以
上
の
講
座
を
開
講
す
る「
Ｋ
Ｕ

ポ
ー
ト
ス
ク
エ
ア
」は
既
に
約
２０
年
の
運
営
実
績
を
持
つ
が
、み
な

と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
を
機
に
大
き
く
規
模
を
拡
大
し
、過
去

最
高
と
な
る
年
間
５
０
０
０
人
以
上
の
受
講
者
を
迎
え
た
。横
浜

を
代
表
す
る
企
業
と
の
連
携
講
座
は
特
に
人
気
で
、自
動
車
メ
ー

カ
ー
に
よ
る
子
供
向
け
講
座
、受
講
者
だ
け
特
別
に
体
験
で
き
る

鉄
道
会
社
の
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
企
画
、横
浜
港
の
歴
史
を
学
ぶ

講
座
等
は
特
に
好
評
で
あ
る
。こ
れ
ら
に
混
じ
り
Ｖ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｇ
Ｅ
で

の
ビ
ー
ル
の
味
比
べ
体
験
が
売
り
の
特
別
講
座
も
定
期
的
に
開
講

し
て
お
り
、募
集
開
始
後
す
ぐ
に
満
席
に
な
る
人
気
ぶ
り
で
あ
る
。

さ
ら
に
、本
学
で
は
定
期
的
に
各
国
大
使
の
講
演
会
や
、語
学
だ
け

に
留
ま
ら
な
い
各
地
の
文
化
を
体
験
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
等
を
イ
ン

タ
ー
ナ
ショナ
ル
ウ
ィ
ー
ク
と
称
し
連
続
的
に
開
催
す
る
期
間
が
あ
る
。

当
然
、Ｖ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｇ
Ｅ
で
も
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
に
は
大
使
館
直
伝
の
レ

シ
ピ
に
よ
る
特
別
メ

ニ
ュ
ー
が
登
場
し
、食

を
通
じ
た
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

な
交
流
機
会
を
提
供

し
て
い
る
。

5 

今
後
に
向
け
て

Ｖ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｇ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、店
舗
運
営
の
現
場
ス
タ
ッ
フ

と
事
務
局
担
当
部
署
の
二
人
三
脚
体
制
に
よ
り
、キ
ャ
ン
パ
ス
コ
ン

セ
プ
ト
を
具
現
化
し
、従
来
に
は
な
い
新
し
い
価
値
を
提
供
す
る

取
り
組
み
を
始
め
て
約
２
年
が
経
過
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
で
の
オ
ー

プ
ン
で
あ
り
、感
染
防
止
対
策
と
し
て
取
ら
れ
た
様
々
な
制
限
も

加
わ
っ
た
こ
と
で
、思
う
よ
う
な
客
数
に
至
ら
ず
苦
労
し
た
時
期

も
続
い
た
。し
か
し
、２
０
２
３
年
５
月
の
５
類
移
行
を
起
点
に
大

人
数
で
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
続
々
再
開
し
、よ
う
や
く
本
領
発
揮
と

な
っ
た
。

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
レ
ス
ト
ラ
ン
に「
ソ
ー
シ
ャ
ル
コ
モ
ン
ズ
」機

能
の
一
角
を
持
た
せ
る
と
い
う
当
初
の
構
想
は
、現
在
で
は
食
の

提
供
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、多
様
な
人
が
訪
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
心

的
装
置
と
な
り
、街
全
体
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
き
っ
か
け
と
な
る

「
人
」と「
知
」が
交
わ
る
場
が
実
現
し
始
め
て
い
る
。

今
後
は
、レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
愛
さ
れ
る
店
舗
づ
く
り
を
目
指
す
の

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
コ
モ
ン
ズ
」全
体
で
連
携
し
な
が

ら
、高
度
化
す
る
社
会
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
の
場
と
し

て
、社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る
企
画
運
営
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

［写真５］メキシコウィークにあ
わせた特別メニュー例
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Attractive student   cafeteria 学生食堂の新たなステージ

は
じ
め
に

東
海
大
学
湘
南
キ
ャ
ン
パ
ス（
以
下
、本
学
）は
、校
地
面
積
約

５５
万
㎡
の
広
大
な
自
然
あ
ふ
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
る
。「
大
学
」と

い
う
よ
り
も
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
公
園
都
市
の
よ
う
な
キ
ャ
ン

パ
ス
で
、１６
学
部
約
２
万
人
の
学
生
が
在
籍
し
て
い
る
。今
回
は
本

学
の
魅
力
あ
る
学
生
食
堂（
以
下
、学
食
）と
し
て「
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

ス
ト
リ
ー
ト
」の
経
緯
と
現
状
を
紹
介
し
た
い
。キ
ッ
チ
ン
カ
ー
ス

ト
リ
ー
ト
と
は
、本
学
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
る
中
央
通
り
に

ず
ら
り
と
並
ぶ
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
様
子
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
だ

［
写
真
１
］。

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

学
食
を
目
指
し
て

村
松 

航
平

東
海
大
学
学
長
室
総
務
担
当

［写真１］キッチンカーストリートの様子

［写真２］50周年記念行事の様子
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Attractive student   cafeteriaSpecial feature

1 

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
は
じ
ま
り

本
学
に
お
け
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
始
ま
り
は
、平
成
２５（
２
０
１
３
）

年
同
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
５０
周
年
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
、よ
り
在

学
生
の「
食
」に
関
す
る
満
足
度
向
上
並
び
に
食
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

の
変
動
に
対
応
す
る
た
め
試
験
的
に
開
始
さ
れ
た［
写
真
２
］。当

時
学
内
で
は
、７
カ
所
の
学
食
を
擁
し
て
い
た
が
、約
２
万
人
の
学
生

が
在
籍
し
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、学
生
の
食
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に

十
分
対
応
し
て
い
る
と
は
、言
い
切
れ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。そ
こ
で
、

５０
周
年
記
念
行
事
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る
移

動
販
売
を
実
施
し
、食
に
対
す
る
満
足
度
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

翌
年
以
降
の
常
設
化
も
視
野
に
入
れ
、学
食
改
革
の
一
助
と
し
た
。

結
果
は
、大
盛
況
。目
新
し
さ
か
ら
か
、悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら

ず
、７
日
間
で
延
べ
３
６
０
０
食
、平
均
５
０
０
食
／
日
を
学
生
が
利

用
し
た［
表
１
］。中
で
も
、一
番
人
気
は
ケ
バ
ブ
で
約
３
０
０
食
／

日
を
学
生
が
利
用
し
た［
表
２
］。企
画
段
階
で
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の

高
め
の
価
格
帯
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
が
、あ
え
て
学
食
と
競
合
を
さ

せ
ず
、大
盛
や
ト
ッ
ピ
ン
グ
と
いっ
た
サ
ー
ビ
ス
で
学
生
へ
還
元
し
て
、

価
格
差
を
埋
め
た
こ
と
が
功
を
奏
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。こ
う
し
て

昼
食
と
し
て
、時
に
は
軽
食
と
し
て
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
は
、翌
年
か
ら
常
設
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

2 

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て

令
和
２（
２
０
２
０
）年
２
月
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

蔓
延
に
伴
い
、キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
入
構
が
制
限
さ
れ
、学
内
に
お
け
る

学
食
な
ら
び
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
は
相
次
い
で
休
業
に
追
い
込
ま
れ
た
。

翌
年
４
月
、面
接（
対
面
）授
業
が
再
開
さ
れ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
学

生
が
戻
り
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
賑
わ
い
と
活
気
が
出
て
き
た
。一
方

で
コ
ロ
ナ
禍
前
、学
内
に
７
店
舗
あ
っ
た
学
食
も
２
店
舗
と
な
り
、

出店数（店舗） 販売食数/日（食）
1日目* 6 782
2 日目 4 424
3 日目 4 307
4 日目 3 342
5 日目 6 602
6 日目 6 455
7日目 7 686

計 3598

［表１］５０周年記念行事 キッチンカー販売実績

出店社 販売品目 販売食数/日（食）
A社 ケバブ類 335
B 社 カレー類 104
C 社 海鮮類 24
D 社 惣菜パン類 148
E 社 ホットドック類 120
F 社 フライドチキン類 51

計 782

［表２］*１日目の販売実績
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学生食堂の新たなステージ

か
つ
大
幅
な
短
縮
営
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、昼
休
み

時
間
帯
に
お
け
る「
学
食
の
混
雑
」と
い
っ
た
、従
来
の
課
題
が
顕

著
に
現
れ
た
の
で
あ
る
。

同
年
９
月
、休
業
し
た
学
食
の
再
開
目
途
が
立
た
な
い
た
め
、

春
学
期
の
対
策
お
よ
び
学
生
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
う
と「
学

食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
、学
食
の
改
善
を
図
っ
た
。そ
こ
で
は

建
物
内
の「
学
食
」で
は
な
く
、地
域
の
集
い
の
場
を
目
的
と
し
て
、

近
隣
の
飲
食
店
と
協
力
し
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
・
お
弁
当
の
移
動
販
売

を
対
象
に
企
画
・
運
営
を
行
っ
た
。期
間
限
定
で
飲
食
無
料
配
布
イ

ベ
ン
ト
や
全
国
チ
ェ
ー
ン
店
の
出
店
、多
く
の
学
生
が
利
用
し
や
す
い

よ
う
学
食
へ
ア
ク
セ
ス
の
悪
い
建
物
付
近
に
出
店
を
す
る
な
ど
の
工

夫
を
凝
ら
し
、利
用
者
の
増
加
と
学
食
の
混
雑
解
消
を
図
っ
た
。

結
果
は
、約
３
週
間
実
施
し
、延
べ
１
万
２
６
６
０
食
、平
均

５
３
０
食
／
日
を
学
生
が
利
用
し
た
。企
画
後
の
利
用
者
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、約
２
２
０
０
名
か
ら
回
答
が
あ
り
、全
体
の
５７
％
が

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を「
今
後
も
利
用
し
た
い
」、６
％
が「
利
用
し
た

く
な
い
」、３７
％
が「
ど
ち
ら
で
も
よ
い
」と
回
答
す
る
結
果
と
な
っ

た
。長
期
間
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
安
定
し
て
利
用
者
が
い
た
こ
と
か

ら
、目
新
し
さ
や
一
過
性
の
も
の
で
は
な
く
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
身

近
な
存
在
へ
と
戻
っ
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。

3 

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
の
誕
生

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
感
染
症
へ
と
移
行
さ
れ
、

キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
程
度
の
学
生
が
戻
っ
て
き
た
。休

業
し
て
い
た
学
食
も
営
業
を
再
開
し
て
い
る
が
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の

人
気
は
衰
え
ず
、平
均
１０
店
舗
／
日
が
出
店
し
、約
５
０
０
食
／
日

が
利
用
さ
れ
て
い
る
。主
食
を
扱
う
店
舗
、軽
食
を
扱
う
店
舗
が
バ

ラ
ン
ス
良
く
設
置
さ

れ
、学
生
が
多
く
の

選
択
肢
の
中
か
ら

自
分
に
合
っ
た
店
舗

を
選
択
で
き
る
よ
う

工
夫
し
て
い
る
。そ

の
中
で
も
、一
番
人

気
は「
ビ
ビ
ン
バ
」で

約
１
５
０
食
／
日
も

利
用
す
る
ほ
ど
だ
。

こ
れ
も
や
は
り
、学

食
と
比
較
し
て
割
高

で
あ
る
こ
と
は
否
定

出店社※１ 出店数（店舗） 販売価格（円） 販売食数/日（食）※２
A社

主食

700 35
B 社 500 ～ 650 40
C 社 650 ～ 750 47
D 社 500 ～ 850 50
E 社 600 ～ 800 160
F 社

軽食

300 ～ 600 18
G 社 400 ～ 600 64
H 社 200 ～ 500 75
I 社 500 ～ 1,000 89
J 社 200 ～ 300 224

計 802［表３］キッチンカー販売実績 /日
※1 2023年４月から１日選択し、その日の出店社をA社～ J社とした。
※2 各社月間販売実績より平均 /日を算出し、１日の販売食数とした。
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Special feature

で
き
ず
懸
念
事
項
と
し
て
い
た
が
、

［
表
３
］の
と
お
り
価
格
に
よ
る
売

上
数
へ
の
影
響
は
少
な
く
、昨
今
の

物
価
高
か
ら
も
許
容
範
囲
で
あ
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
こ
で
、な
ぜ
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が

こ
れ
だ
け
人
気
を
博
し
た
の
か
、食

事
提
供
の
早
さ
、手
軽
さ
、味
や
量

と
い
っ
た
い
く
つ
か
の
要
因
も
考
え

ら
れ
る
が
、次
の
２
点
が
大
き
い
と

分
析
し
た
。

⑴
選
択
肢
の
増
加

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、ラ
ー
メ
ン
、ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
と
い
っ
た
主
食
か
ら
、

焼
き
芋
、カ
ス
テ
ラ
、ク
レ
ー
プ
な
ど
の
軽
食
も
あ
る
た
め
、選
択
肢

が
増
加
し
た
。価
格
帯
は
２
０
０
円
～
１
２
０
０
円
と
幅
が
広
い
た

め
、昼
食
が
マ
ン
ネ
リ
化
せ
ず
、予
算
や
気
分
に
合
わ
せ
て
選
ぶ
楽

し
さ
、食
べ
る
楽
し
さ
の
両
方
を
体
験
で
き
る
。ま
た
、事
前
に
食
事

場
所
を
確
保
す
る
必
要
が
な
く
、歩
き
な
が
ら
、屋
外
の
芝
生
広

場
、静
か
な
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
な
ど
食
事
場
所
を
自
由
に
選
べ
る
こ

と
も
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。

⑵
立
地

校
地
内
の
中
心
に
あ
る
た
め
、各
建
物
か
ら
短
時
間
で
ア
ク
セ

ス
し
や
す
く
、昼
休
み
時
間
は
当
然
の
こ
と
、授
業
の
合
間
や
帰
宅

時
に
気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る
。昼
休
み
時
間
は
大
変
賑

わ
い
、車
が
通
行
で
き
な
く
な
る
ほ
ど
だ［
写
真
３
］。

こ
れ
ま
で
授
業
期
間（
平
日
・
土
曜
日
）の
状
況
を
紹
介
し
て
き
た

が
、そ
の
汎
用
性
の
高
さ
か
ら
、近
年
本
学
で
は
大
学
行
事
で
も
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
。さ
ら
に
紹
介
を
し
た
い
と
こ

ろ
で
は
あ
る
が
、紙
幅
の
関
係
上
、こ
の
続
き
は
ま
た
の
機
会
と
し
た
い
。

4 

今
後
に
向
け
て

た
し
か
に
、本
学
で
は
学
食
の
定
義
に
と
ら
わ
れ
ず
、広
大
な
校

地
を
生
か
し
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
設
置
す
る
こ

と
で
新
た
な「
学
食
」と
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。昼
休
み
時
間
帯

の
学
食
混
雑
は
緩
和
さ
れ
、学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
満
足
度
は
向

上
し
て
い
る
。し
か
し
一
方
で
建
物
内
の
学
食
と
共
存
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。今
後
は
、多
様
化
す
る
学
生
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

べ
く
、建
物
内
の
学
食
も「
魅
力
あ
る
学
生
食
堂
」に
す
る
こ
と
が

本
学
の
責
務
と
考
え
る
。

［写真３］キッチンカーストリート
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学生食堂の新たなステージ

は
じ
め
に

成
城
大
学
で
は
、学
生
の
声
に
耳
を
傾
け
、よ
り
良
い
学
習
環
境

と
、よ
り
質
の
高
い
学
び
の
実
現
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

２
０
２
１
年
度
の
第
１
回
を
パ
イ
ロッ
ト
ケ
ー
ス
と
し
、２
０
２
２
年

度
以
降
、学
長
賞
懸
賞
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
継
続
実
施
し
て
い
る
。

２
０
２
２
年
度
は「
１
０
０
万
円
以
内
で
成
城
大
学
の
食
環
境

を
改
善
し
よ
う
」を
テ
ー
マ
に
、自
由
な
発
想
に
よ
る
斬
新
な
提

案
を
学
生
か
ら
募
集
し
た
と
こ
ろ
、１７
チ
ー
ム
か
ら
趣
向
を
凝
ら

し
た
様
々
な
企
画
案
が
提
出
さ
れ
た
。内
容
は
、学
食
の
混
雑
を

緩
和
す
る
た
め
の
ア
プ
リ
シ
ス
テ
ム
導
入
か
ら
、忙
し
さ
や
、一
人

暮
ら
し
で
満
足
な
自
炊
が
で
き
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
栄
養
が
不

足
し
が
ち
の
学
生
向
け
に
手
軽
に
栄
養
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
メ

ニュ
ー
販
売
提
案
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
た
。

2 

多
様
な
提
案
か
ら
学
生
の
要
望
が
見
え
て
く
る

１７
の
魅
力
的
な
提
案
が
そ
れ
ぞ
れ
５
分
以
内
の
動
画
に
ま
と
め

ら
れ
、在
学
生
と
大
学
教
職
員
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
投
票
の
結
果
、次

の
５
つ
の
提
案
を
行
っ
た
チ
ー
ム
が
２
次
審
査
と
な
る
対
面
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
進
ん
だ
。こ
の
中
に
は
引
き
続
き
学
食
改
善

に
向
け
て
学
内
で
検
討
を
進
め
る
際
に
参
考
と
し
て
い
き
た
い
も

の
や
、電
子
決
済
機
能
を
搭
載
し
た
食
券
機
の
新
規
導
入
な
ど
、

今
回
の
提
案
を
も
と
に
既
に
取
り
入
れ
た
も
の
も
あ
る
。

・・「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
成
城
大
学
の
食
堂
を
改
善
し
よ
う
」

内
容
：
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
、メ
ニュ
ー
予
約
や
座
席
管
理
の
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
て
来
客
予
定
数
を
把
握
し
た
り
、ア
ン
ケ
ー
ト
機
能

を
使
っ
て
学
生
の
意
見
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、食
堂
運

学
生
の
ア
イ
デ
ア
が

学
食
メ
ニュ
ー
で
実
現

末
木 

由
紀

成
城
大
学
学
長
室
主
任

1
大
学
食
環
境
の
改
善
を
テ
ー
マ
と
し
た

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
実
施
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Special feature

営
側
と
学
生
間
の
情
報
の
乖
離
を
埋
め
る
。

・・「
食
堂
の
混
雑
緩
和
」と「
食
堂
の
利
用
率
向
上
」

内
容
：
食
堂
が
混
雑
す
る
主
な
要
因
と
し
て
、食
券
を
買
う

た
め
に
並
ぶ
、席
の
確
保
に
時
間
が
か
か
る
と
い
っ
た
２
点
に
着

目
し
、電
子
決
済
機
能
を
搭
載
し
た
食
券
機
の
導
入
と
、短
時

間
利
用
に
限
定
し
た
ス
ピ
ー
ド
席
の
設
置
等
を
訴
え
た
。

・・「
成
城
コ
ン
セ
プ
ト
定
食
」

内
容
：
学
生
お
よ
び
教
職
員
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、栄
養
学
の

知
見
を
取
り
入
れ
た
５
種（
脳
の
活
性
化
を
促
す
、筋
肉
の
発

達
を
助
け
る
、美
容
に
良
い
効
果
を
も
た
ら
す
、メ
ン
タ
ル
を
安

定
さ
せ
る
、免
疫
力
を
高
め
る
）の
効
能
を
持
つ
定
食
開
発
。

・・「
未
来
志
向
・
未
体
験
の
美
味
し
さ
を
成
城
大
学
で
！
〜
プ

ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
フ
ー
ド
の
選
択
肢
を
導
入
〜
」

内
容
：
食
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
実
現
す
べ
く
、ア
レ
ル
ギ
ー
、

宗
教
、思
想
、ど
ん
な
食
生
活
の
方
で
も
一
緒
に
食
べ
ら
れ
る
プ

ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
フ
ー
ド
の
選
択
肢
を
学
食
へ
導
入
。

・・「
せ
た
が
や
フ
ー
ド
マ
ル
シ
ェ
」

内
容
：
学
食
や
周
辺
飲
食
店
の
混
雑
に
よ
り
、限
ら
れ
た
昼
休

み
の
時
間
の
中
で
満
足
に
昼
食
が
と
れ
な
い
学
生
が
多
い
こ
と

と
、地
元
世
田
谷
の
飲
食
店
の
活
性
化
の
両
課
題
を
取
り
上
げ
、

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
フ
ー
ド
を
取
り
扱
う
世
田
谷
の
飲
食
店
を
呼
び

込
み
、学
内
で
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
弁
当
の
形
で
販
売
す
る
も
の
。

２
次
審
査
で
は
ア
イ
デ
ア
の
実
現
性
や
革
新
性
に
加
え
、プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
も
評
価
対
象
に
加
わ
り
、各
チ
ー
ム
は
そ
れ

ぞ
れ
の
趣
向
を
凝
ら
し
て
、本
学
の
食
環
境
の
改
善
に
向
き
合
っ
た

説
得
力
の
あ
る
提
案
を
行
っ
た
が
、中
で
も
一
際
輝
き
、最
優
秀
賞

を
勝
ち
取
っ
た
の
が
、今
回
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
プ
ラ
ン
ト
ベ
ー

ス
フ
ー
ド
の
導
入
を
訴
え
た
、当
時
大
学
１
年
生
２
人
の
提
案
で
あ

る
。以
下
、彼
ら
に
応
募
に
至
っ
た
経
緯
、受
賞
後
の
活
動
や
今
後
の

学
食
改
善
に
向
け
た
抱
負
に
つ
い
て
寄
稿
し
て
も
ら
っ
た
。

「
成
城
大
学
プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

成
城
大
学
法
学
部
法
律
学
科
２
年

遠
藤 

海
凪
斗
、前
田 

み
づ
き

成
城
大
学
は
毎
年
、ヴ
ィ
ー
ガ
ン
や
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

3
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
最
優
秀
賞
受
賞
チ
ー
ム
に
よ
る

現
在
の
活
動
・
今
後
に
つ
い
て
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Attractive student   cafeteria 学生食堂の新たなステージ

ル
を
選
択
す
る
留
学
生
を
複
数
人
受
け
入
れ
て
い
る
も
の
の
、学
食
に

彼
ら
が
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
メ
ニュ
ー
が
一
つ
も
な
く
、い
つ
も
１
人

で
食
べて
い
た
。そ
こ
で
私
た
ち
は
こ
の
課
題
に
着
目
し
、本
コ
ン
ペテ
ィ

シ
ョンへの
参
加
を
決
意
。肉
や
魚
と
いっ
た
動
物
性
原
材
料
を
使
用

せ
ず
、植
物
由
来
の
原
材
料
の
み
で
作
る「
プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
メ
ニュ
ー

の
導
入
」を
提
案
し
た［
写
真
１
］。プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
フ
ー
ド
は
ヴ
ィ
ー

ガ
ン
や
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
だ
け
で
な
く
、乳
製
品
や
卵
と
いっ
た
動
物
性

食
品
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
方
で
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。食
の
多
様

性
・
食
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
観
点
か
ら
、学
内
外
で
も
多
く
の
支
持
を

受
け
、学
生
投
票
１
位
、最
優
秀
賞
並
び
に
東
京
農
業
大
学
特
別
賞

を
受
賞
。そ
の
後
、杉
本
義
行
学
長
の
判
断
の
も
と
、プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス

フ
ー
ド
の
導
入
を
叶
え
る
べ
く「
成
城
大
学
プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
プ
ロ
ジェ

ク
ト
」を
発
足
。団
体
や
企
業
か
ら
も
協
力
を
賜
り
、受
賞
後
は
、主
に

３
つ
の
活
動
を
中
心
に
行
って
き
た
。

ま
ず
、２
０
２
３
年
５
月
よ
り
、学

生
食
堂
に
て
週
２
回
、計
３
種
の
プ

ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
メ
ニュ
ー
の
販
売
を
開

始
。新
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
は
、本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
が
学
生
食
堂
の

シ
ェフ
と
何
度
も
相
談
し
、プ
ラ
ン
ト

ベ
ー
ス
の
食
品
を
初
め
て
食
べ
る
人
に

も
違
和
感
の
な
い
よ
う
味
付
け
に
工

夫
し
、特
に
大
豆
特
有
の
に
お
い
や
味

が
気
に
な
ら
な
い
よ
う
何
度
も
改
良
を

重
ね
な
が
ら
完
成
さ
せ
た［
写
真
２
・

３・４
］。ま
た
、学
内
の
売
店（
三
省

堂
書
店
成
城
学
園
売
店 

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｊ
Ｏ

×
10
）に
て
、自
由
が
丘
に
本
店
を
構

え
る
人
気
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
料
理
店 

T’s
レ

ス
ト
ラ
ン
監
修
の
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
カ
ッ
プ

ヌ
ー
ド
ル
３
種
類
を
販
売［
写
真
５
］。

わ
ず
か
３
カ
月
で
全
種
類
、約
２
０
０

個
全
て
完
売
を
記
録
し
た
ほ
ど
、好

評
を
博
し
て
い
る
。加
え
て
、本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
成
城
国
際
交
流
サ
ポ
ー

タ
ー
運
営
局（
Ｓ
Ｉ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
）と
の
共

同
主
催
で
、「
プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
フ
ー
ド

ピ
ク
ニッ
ク
」、「
コ
ー
ヒ
ー
ア
ワ
ー
」、

「Farew
ell Party

」な
ど
食
を
通
じ

た
留
学
生
と
の
交
流
が
で
き
る
イ
ベン

［写真１］第２回学長賞懸賞コンペティ
ションでのプレゼンテーション風景

［写真２］学生食堂を利用する留学
生

［写真３］新メニュー用のポスターや
メニューポップを作成

［写真４］プラントベースメニューを
学食で楽しむ学生たち

54



Attractive student   cafeteriaSpecial feature

ト
を
企
画
・
実
施［
写
真
６
］。当
イ

ベン
ト
の
際
に
は
、今
秋
に
学
食（
成
城

ラ
ウ
ン
ジ
）に
て
販
売
予
定
の
プ
ラ
ン
ト

ベ
ー
ス
キ
ー
マ
カ
レ
ー
を
一
足
早
く
試

食
で
き
る
機
会
を
設
け
た
り
、プ
ラ
ン

ト
ベ
ー
ス
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
実
施
し

た
り
と「
食
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」、「
食
の

多
様
性
」、「
環
境
問
題
」を
気
軽
に
楽

し
く
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
。さ
ら
に
、学

内
に
あ
る
ベ
ー
カ
リ
ー（
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｊ
Ｏ
ち

か
ぱ
ん
）と
協
力
を
し
、植
物
性
１
０
０

パ
ー
セ
ン
ト
の
ラ
ス
ク
を
提
供
。留
学
生

の
送
別
会
で
は
、Ｊ
Ａ
東
京
中
央
か
ら

世
田
谷
野
菜
・
規
格
外
野
菜
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、学
生
自
ら
考
案
・

調
理
し
た
プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
の
パ
ー
テ
ィ
ー
料
理
を
留
学
生
に
振
る
舞
っ

た
。学
生
で
あ
る
私
た
ち
自
ら
主
体
的
な
活
動
を
行
う
こ
と
で
、多
く
の

学
生
の
共
感
や
関
心
が
集
ま
り
、大
学
全
体
と
し
て
多
様
な
国
の
食
文

化
や
価
値
観
を
学
び
受
け
入
れ
る
校
風
が
創
造
さ
れ
る
と
感
じ
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、朝
日
新
聞
社
・
日
本
プ

ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
市
場
協
会
が
共
催
す
る JA

PA
N

 V
EG

A
N

 

A
W

A
RD

S 2023

に
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
、東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
て
挙
行
さ
れ
た
表
彰
式
に
、最
年
少
候
補
者

と
し
て
出
席
し
た
。

今
後
の
さ
ら
な
る
展
開
と
し
て
、今
秋
、プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
の「
成
城

キ
ー
マ
カ
レ
ー
」を
学
内
に
て
販
売
す
る
予
定
で
あ
る［
写
真
７・８
］。

ま
た
、ハ
ラ
ー
ル
の
食
品
を
日
々
食
べ
て
い
る
ム
ス
リ
ム
の
留
学
生
向

け
に
、ム
ス
リ
ム
フ
レ
ン
ド
リ
ー
の
メ
ニュ
ー
も
開
発
中
。加
え
て
、丸
の

内
に
あ
る
明
治
安
田
生
命
本
社
ビ
ル

に
て
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
監
修
し
た
プ

ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
弁
当
を
販
売
す
る
企
画

や
、他
大
学
の
学
生
と
連
携
し
て「
プ

ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
フ
ー
ド
マ
ル
シ
ェ
」を
開

催
す
る
計
画
が
進
行
し
て
い
る
。こ
れ

か
ら
も
企
業
・
団
体
や
他
大
学
と
連

携
し
学
内
の
枠
に
留
ま
ら
な
い
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
。

「
み
ん
な
が
同
じ
食
卓
を
囲
め

る
」そ
ん
な
優
し
い
食
の
未
来
を
成

城
大
学
か
ら
大
学
生
の
力
で
創
造
し

て
い
く
。

［写真５］学内売店で取り扱いを開
始したヴィーガンカップヌードル

［写真６］プラントベースピクニッ
クの様子

［写真８］今秋新たに販売予定の
「成城キーマカレー」 ［写真７］試作を重ねる様子
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Attractive s  tudent cafeteria

学生食堂の新たなステージ

は
じ
め
に

松
山
大
学
生
活
協
同
組
合（
以
下
、松
山
大
学
生
協
）は
、戦

前
の
松
山
高
等
商
業
学
校
の
学
生
消
費
組
合
を
源
流
と
す
る
。

１
９
２
７
年
に
初
代
校
長
で
あ
る
加
藤
彰
廉
先
生
が
組
合
長
に
就

任
さ
れ
、学
用
品
・
運
動
具
な
ど
を
安
く
購
入
し
て
組
合
員
の
便
宜

を
図
る
こ
と
と
、商
事
の
実
地
練
習
を
行
う
た
め
に
組
織
さ
れ
た
。

当
時
の
出
資
金
は
一
口
１
円
、学
生
数
は
２
６
３
名
だ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。そ
の
後
、戦
争
に
よ
り
一
時
解
散
し
た
が
、戦
後
、悲
惨
な
戦

争
経
験
か
ら
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
平
和
な
社
会
を
実
現
し
、お
互
い

に
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
１
９
５
７
年
10
月
29
日
の
創
立
総

会
を
経
て「
協
同
組
合
」と
な
っ
た
。２
０
２
７
年
に
は
協
同
組
合
と

な
っ
て
70
年
、学
生
消
費
組
合
の
時
代
か
ら
数
え
る
と
１
０
０
年
を

迎
え
、全
国
的
に
見
て
も
歴
史
の
長
い
大
学
生
協
の
一
つ
で
あ
る
。

現
在
の
組
合
員
数
は
約
６
１
０
０
人
で
シ
ョッ
プ
・
カ
フ
ェ
テ
リ

ア（
食
堂
）・
レ
ス
ト
ラ
ン
の
運
営
を
通
じ
て
学
内
の
福
利
厚
生
や

大
学
主
催
講
座
の
運
営
、一
人
暮
ら
し
学
生
の
住
生
活
環
境
の
提

供
、共
済
・
保
険
事
業
な
ど
を
担
当
し
て
い
る
。

1 

朝
食
バ
イ
キ
ン
グ
が
誕
生
し
た
背
景
と
現
状

松
山
大
学
生
協
で
の
朝
食
の
提
供
は
２
０
０
７
年
に
定
食
形
式

で
ス
タ
ー
ト
し
、２
０
０
８
年
５
月
に
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
に
リ
ニュ
ー

健
康
で
充
実
し
た
大
学
生
活
を

送
っ
て
も
ら
う
た
め
の

朝
食
バ
イ
キ
ン
グ
の
取
り
組
み

高
橋 

悠

松
山
大
学
生
活
協
同
組
合
専
務
理
事

［写真１］1957年 10月 29日の創立総会の様子

［写真２］生協店舗がある松山大学カルフール
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Attractive s  tudent cafeteria

Special feature

ア
ル
さ
れ
た
。

２
０
０
６
年
10
月
に
実
施
さ
れ
た「
第
42
回 

学
生
の
消
費
生
活

に
関
す
る
実
態
調
査
」に
よ
る
と
松
山
大
学
生
の
朝
食
摂
取
率
は

約
５
割
で
多
く
の
学
生
が
朝
食
を
食
べ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
お
り
、食
事
機
会
の
提
供
と
経
済
的
な
支
援
の
両
面
か
ら

松
山
大
学
生
協
で
朝
食
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。と
り
わ
け

２
０
０
８
年
の
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
移
行

後
は
焼
き
物
・
揚
げ
物
・
野
菜
・
惣

菜
・
フ
ル
ー
ツ
な
ど
約
20
種
類
か
ら
選

べ
る
お
か
ず（
３
０
０ｇ
ま
で
）、ご
は
ん

ま
た
は
パ
ン
、み
そ
汁
付
き
で
１
９
５
円

（
税
込
、ミ
ー
ル
カ
ー
ド
・
電
子
マ
ネ
ー

Ｐ
ｉｎｅ
※
支
払
時
）で
食
べ
ら
れ
る
こ

と
が
好
評
で
、コ
ロ
ナ
禍
前
に
は
一
日

あ
た
り
約
２
０
０
人
、年
間
で
約
３
万

人（
延
べ
人
数
）の
利
用
が
あ
っ
た
。お

か
ず
は
季
節
や
利
用
状
況
に
よ
り
不

定
期
に
更
新
し
て
お
り
、毎
日
継
続
し

て
利
用
し
て
も
飽
き
な
い
工
夫
を
し
て

い
る
。人
気
の
メ
ニュ
ー
は
鶏
の
か
ら
揚

げ
・
ハ
ン
バ
ー
グ
・
焼
き
そ
ば
・
ミ
ニ
グ
リ
ル
チ
キ
ン
・
白
身
魚
フ
ラ

イ
な
ど
学
生
ら
し
く
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
も
の
が
多
い
が
、煮
物
や
フ

ル
ー
ツ
・
生
野
菜
な
ど
も
多
く
の
利
用
が
あ
る
。さ
ら
に
、追
加
料

金
を
支
払
う
こ
と
で
牛
乳
・
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
取
る
こ
と
も
で
き
る
。

た
だ
し
、好
き
な
も
の
だ
け
を
た
く
さ
ん
食
べ
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な

い
の
で
何
を
ど
ん
な
組
み
合
わ
せ
で
食
べ
る
こ
と
で
バ
ラ
ン
ス
の
い
い

食
事
に
な
る
の
か
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
示
し
、選
食
力
の
向
上
も
狙
っ

て
い
る
。［
写
真
３・４・５
］

朝
食
バ
イ
キ
ン
グ
だ
け
を
見
る
と
事
業
的
に
は
赤
字
で
運
営
し
て

い
る
。例
え
ば
あ
る
一
日
で
は
、朝
食
バ
イ
キ
ン
グ
利
用
者
は
２
０
５

名
、供
給（
売
上
）金
額
が
３
万
６
４
３
５
円（
税
抜
）で
あ
る
の
に

対
し
て
食
材
費
の
合
計
は
約
３
万
８
千
円（
税
抜
）、さ
ら
に
人
件

費
や
物
件
費
が
か
か
る
た
め
一
日
あ
た
り
１
万
円
程
度
の
持
ち
出

し
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
な
る（
年
間
で
は
約
１
７
０
万
円
の
持

ち
出
し
）。そ
れ
で
も
朝
食
の
習
慣
を
つ
け
て
も
ら
う
意
義
は
大
き

い
と
考
え
て
お
り
、さ
ら
に
組
合
員
へ
の
利
用
還
元
の
一
環
と
し
て

も
位
置
付
け
て
い
る
た
め
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
２
０
２
０
年

度
は
朝
食
提
供
中
止
、２
０
２
１
～
２
０
２
２
年
度
は
定
食
ス
タ

イ
ル
で
の
提
供
を
余
儀
な
く
さ
れ
、利
用
は
大
き
く
減
少
し
た
。

朝食バイキング概要
提供時期 主に大学授業開講日の7:50 ～ 9:30（年間約 170日）

提供場所 松山大学カルフールカフェテリア

提供価格 195円（税込、ミールカード・Pine 支払時）
現金支払の場合は295円

メニュー内容
おかず 300gまでバイキング形式（超過分は1g＝1.5 円）
ライスSサイズまたはパン、みそ汁
牛乳・ヨーグルト（要別途料金）
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学生食堂の新たなステージ

２
０
２
３
年
４
月
か
ら
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
で
の
提
供
を
再
開
さ
せ

た
が
、利
用
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
３
～
４
割
程
度
ま
で
し
か
回
復
し
て

い
な
い
。３
年
間
に
わ
た
り
前
述
の
よ
う
な
変
更
を
し
た
こ
と
に
加

え
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
学
内
談
話
室
の
閉
鎖
・
利
用
制
限
に
よ

る
来
校
・
学
内
滞
留
機
会
の
喪
失
、食
堂
営
業
時
間
の
短
縮
や
食

堂
ホ
ー
ル
内
滞
留
の
制
限
、食
事
中
の
会
話
の
制
限
、給
茶
サ
ー

バ
ー
の
撤
去
な
ど
に
よ
り
朝
食
以
外
も
含
め
て
学
生
の
大
学
内
で

の
過
ご
し
方
や
食
堂
の
利
用
方
法
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も

大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

※ 

ミ
ー
ル
カ
ー
ド
…
松
山
大
学
生
協
食
堂
、レ
ス
ト
ラ
ン
で
利
用
で
き
る
食
事
専
用

の
年
間
利
用
券
。食
費
を
気
に
せ
ず
毎
日
食
事
が
と
り
続
け
ら
れ
る
こ
と
、仕
送

り
が
食
費
に
直
結
す
る
こ
と
、利
用
履
歴
を
扶
養
者
も
確
認
で
き
る
こ
と
な
ど
が

好
評
で
多
く
の
学
生
に
支
持
さ
れ
て
い
る
。

　 

電
子
マ
ネ
ー
Ｐ
ｉｎｅ（
パ
イ
ン
）…
松
山
大
学
内（
生
協
店
舗
、証
明
書
発
行
機
、

自
販
機
、コ
ピ
ー
機
、生
協
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョッ
ピ
ン
グ
な
ど
）で
利
用
で
き
る
電

子
マ
ネ
ー
の
名
称
。

2 

今
後
の
展
望

２
０
２
２
年
に
実
施
さ
れ
た「
第
58
回
学
生
生
活
実
態
調
査
」

に
よ
る
と
７
割
弱
の
学
生
が
朝
食
を
食
べ
て
い
る
と
回
答
し
て
い

る
。一
定
数
の
学
生
が
朝
食
を
食
べ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、簡

［写真３］朝食バイキングの様子

［写真４］選食のモデルケースに関する情報①

［写真５］選食のモデルケースに関する情報②
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Special feature

単
な
も
の
で
済
ま
せ
て
い
る
場
合
も
あ
り
バ
ラ
ン
ス
の
い
い
食
事
内

容
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
も
の
が
あ
る
。も
ち
ろ
ん
、

依
然
と
し
て
朝
食
を
食
べ
て
い
な
い
３
割
強
の
学
生
へ
の
対
応
も

課
題
で
あ
る
。生
協
は
社
会
に
出
る
直
前
で
あ
る
大
学
時
代
が
食

生
活
を
見
直
す
こ
と
の
で
き
る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
て
い
る
。

学
生
一
人
ひ
と
り
が
学
生
時
代
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
卒
業
後
も
健

康
に
生
活
す
る
た
め
、将
来
親
と
な
っ
た
と
き
に
健
康
な
子
供
を

産
み
育
て
る
た
め
さ
ら
な
る
朝
食
利
用
促
進
を
図
り
た
い
。と
り

わ
け
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
十
分
な
朝
食

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
な
か
っ
た
影
響
は
大
き
く
、コ
ロ
ナ
禍
前
に

作
り
上
げ
た「
学
食
で
朝
食
バ
イ
キ
ン
グ
」の
習
慣
は
崩
壊
し
て
し

ま
っ
て
お
り
、こ
れ
か
ら
朝
食
摂
取
習
慣
を
一
か
ら
作
り
上
げ
る
必

要
が
あ
る
。３
年
間
か
け
て
失
わ
れ
た
も
の
の
回
復
に
は
時
間
を

か
け
て
地
道
な
取
り
組
み
を
進
め
る
し
か
な
い
が
、利
用
が
回
復

し
な
い
と
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
維
持
が
難
し
い
こ
と
も
事

実
な
の
で
、で
き
る
だ
け
早
く
回
復
す
る
た
め
に
試
行
錯
誤
し
て
い

る
。ま
ず
は
あ
ら
た
め
て
大
学
内
で
価
値
の
高
い
朝
食
が
食
べ
ら
れ

る
こ
と
を
周
知
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
い
。

昨
今
は
物
価（
食
材
仕
入
費
用
、人
件
費
、物
流
費
、水
道
光
熱

費
な
ど
）の
高
騰
が
著
し
く
、提
供
価
格
を
据
え
置
く
こ
と
は
大
変

困
難
だ
が
、学
生
主
体
の
組
合
員
組
織
と
し
て
で
き
る
限
り
価
格

を
上
げ
ず
に
経
済
的
な
面
か
ら
も
支
援
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、こ
れ
は
朝
食
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、食
事
の
楽
し
さ

（
豊
富
な
メ
ニュ
ー
の
中
か
ら
選
ぶ
楽
し
さ
、仲
間
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
食
事
す
る
楽
し
さ
）や
居
心
地
の
い
い
空
間

の
提
供
、管
理
栄
養
士
に
よ
る
食
生
活
相
談
会
、現
在
の
野
菜
充

足
量
が
確
認
で
き
る
ベ
ジ
チ
ェッ
ク
な
ど
の
組
合
員
が
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

松
山
大
学
生
協
の
朝
食
バ
イ
キ
ン
グ
は
、豊
富
な
メ
ニュ
ー
数
、

コ
ン
ビ
ニ
や
外
食
よ
り
圧
倒
的
に
安
価
な
価
格
設
定
に
よ
り
利
用

者
か
ら
は
大
好
評
で
あ
る
。た
だ
し
、利
用
者
は
固
定
化
さ
れ
て
お

り
、全
学
生
数
を
母
数
と
す
る
と
ま
だ
ま
だ
利
用
が
少
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。あ
ら
ゆ
る
場
面
で
朝
食
の
必
要
性
を
説
く
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、食
の
楽
し
さ
や
生
協
食
堂
を
利
用
す
る
楽
し
さ
を
伝

え
る
面
か
ら
も
利
用
増
を
図
り
た
い
。健
康
な
食
生
活
を
基
盤
に

元
気
で
積
極
的
な
学
生
が
増
え
る
こ
と
は
松
山
大
学
の
発
展
に
も

貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、今
後
も
大
学
と
協
力
し
て
取
り
組

み
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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駒
澤
大
学
は
、昨
年
度
１
５
９
２
年
に
設
立
さ

れ
た「
学
林
」か
ら
数
え
れ
ば
４
３
０
年
、１
８
８
２

年
の「
曹
洞
宗
大
学
林
専
門
本
校
」か
ら
数
え
れ
ば

１
４
０
年
の
節
目
を
迎
え
た
。文
系
中
心
、学
生
数

１
万
４
０
０
０
人
の
総
合
大
学
で
あ
る
。建
学
の
理
念

は
永
年
、自
己
形
成
を
目
指
す「
行
」と
、学
問
研
究

で
あ
る「
学
」と
は
一
体
で
あ
る
と
い
う「
行
ぎ
ょ
う

学が
く
一い
ち

如に
ょ
」

で
具
現
さ
れ
て
き
た
。

半
世
紀
前
に
私
は
こ
の
大
学
で
学
び
、大
本
山

永
平
寺
で
修
行
し
、曹
洞
宗
僧
侶
と
し
て
今
日
に

至
る
。そ
し
て
、昨
年
秋
に
学
校
法
人
の
理
事
長
に

就
き
、社
会
の
変
化
の
渦
中
に
あ
る
大
学
の
重
責
を

担
い
１
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
が
よ
う
や
く
収
束
し
つ
つ
あ
り
、経
済

活
動
は
緩
や
か
に
改
善
し
賑
わ
い
、外
国
人
観
光
客

が
戻
っ
て
き
て
い
る
。大
学
も
対
面
講
義
に
戻
り
、

キ
ャ
ン
パ
ス
に
１
万
人
の
学
生
が
行
き
来
し
、教
室
、

図
書
館
で
学
ん
で
い
る
。情
報
通
信
技
術
が
い
か
に

発
達
し
よ
う
と
、人
と
人
が
直
接
接
す
る
に
優
る
も

の
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
先
生
方
も
学
生
の
反
応
を
肌

で
感
じ
つ
つ
講
義
を
行
い
、研
究
に
勤
し
ん
で
お
ら
れ

る
。職
員
も
こ
の
数
年
間
の
経
験
を
踏
ま
え
て
様
々

な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。皆
、日
々
の
こ
と
に
忙

し
い
。私
も
大
学
で
職
務
に
追
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、理
事
長
と
し
て
は
、中
長
期
的
な
こ
と

に
も
思
い
を
向
け
ざ
る
を
得
な
い
。私
立
学
校
法
の

改
正
を
受
け
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
善
に
取
り
組
ま
な

く
て
は
な
ら
な
い
。大
学
、特
に
私
立
大
学
は
多
様

で
あ
る
。建
学
の
理
念
、大
学
の
実
情
に
応
じ
た
ガ

バ
ナ
ン
ス
を
あ
ら
た
め
て
再
構
築
し
て
い
く
。

よ
り
長
期
的
な
こ
と
に
目
を
遣
れ
ば
、日
本
の
経
済

社
会
は
停
滞
し
、閉
塞
感
が
見
ら
れ
、大
学
に
お
い
て
は

日
本
全
体
で
進
学
す
る
学
生
数
は
減
少
し
、低
成
長
、

国
の
財
政
事
情
悪
化
な
ど
も
あ
って
、大
学
の
在
り
方

が
問
わ
れ
て
い
る
。少
子
高
齢
化
、人
口
減
少
は
変
え

ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、人
々
は
せ
め
て
今
の

状
態
を
守
ろ
う
と
す
る
。停
滞
、閉
塞
感
の
所ゆ
え
ん以
で
あ

る
。実
際
、大
学
の
中
で
職
務
に
従
事
し
て
い
る
と
、閉

塞
感
、あ
る
い
は
、今
の
ま
ま
で
い
い
、こ
の
程
度
で
あ
れ

修せざるにはあらわれず、証せざるにはうることなし
（正法眼蔵弁道話）

石川   順之
学校法人駒澤大学理事長
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ずいそう Occasional thoughts

ば
い
い
、と
い
う
空
気
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
。私
は
こ

の
よ
う
な
見
方
に
こ
れ
ま
で
も
違
和
感
を
覚
え
て
き
た

し
、今
、理
事
長
と
し
て
違
う
と
考
え
て
い
る
。経
済
成

長
率
も
他
の
先
進
国
に
比
し
て
低
め
で
あ
る
が
、労
働

時
間
の
減
少
を
勘
案
す
る
と
成
長
率
も
他
の
先
進
国

と
遜
色
な
い
。経
済
の
停
滞
は
、人
口
の
変
化
に
よ
る
と

い
う
よ
り
、不
良
債
権
問
題
へ
の
対
応
と
し
て
の
費
用

削
減
経
営
が
今
も
続
き
、投
資
、人
材
育
成
が
不
足
し

て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。さ
ら
に
は
、先
進
国
と
し
て
フ

ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
に
な
っ
た
の
に
、こ
れ
ま
で
他
国
を
参

考
に
し
て
き
た
た
め
、自
ら
将
来
展
望
を
描
け
な
い
か

ら
だ
と
聞
く
。停
滞
、閉
塞
感
は
企
業
も
大
学
も
現
状

維
持
で
よ
し
と
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
。

あ
ら
た
め
て
省
み
れ
ば
、大
学
は
様
々
な
課
題
に

直
面
し
て
い
る
。大
学
は
若
者
の
約
５
割
を
占
め
る

大
学
生
に
現
代
社
会
に
求
め
ら
れ
る
高
等
教
育
、

自
ら
の
将
来
を
描
け
る
よ
う
な
高
等
教
育
を
提
供

し
て
い
る
か
。残
り
約
５
割
の
若
者
の
職
業
人
と
し

て
の
学
び
や
、社
会
の
様
々
な
方
々
の
学
び
に
大
学

は
何
が
で
き
る
の
か
。海
外
か
ら
の
留
学
生
や
教
員

に
大
学
は
ど
の
よ
う
な
機
会
を
提
供
し
て
い
る
か
。

日
本
の
大
学
の
評
価
が
国
際
的
に
低
下
し
て
い
る

中
で
、学
術
、研
究
教
育
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。こ
の

よ
う
な
課
題
は
こ
れ
ま
で
新
聞
で
読
む
こ
と
で
あ
っ

た
が
、理
事
長
就
任
以
来
、彼
方
の
こ
と
で
は
な

く
、大
学
に
関
わ
る
全
て
の
者
に
と
っ
て
自
ら
の
問

題
な
の
だ
と
解
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。私
も
そ
の
一

人
と
し
て
、課
題
の
大
き
さ
に
比
し
て
理
事
長
と
し

て
の
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
と
し
て
も
、一
歩
で
も

進
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

大
学
で
学
ぶ
学
生
、教
員
、職
員
は
様
々
で
あ
る
。

自
分
が
学
ん
だ
頃
か
ら
半
世
紀
経
って
い
る
大
学
を

異
な
る
立
場
で
見
て
、あ
ら
た
め
て
体
感
す
る
。し
か

し
、大
学
の
使
命
、務
め
は
い
つ
の
世
も
変
わ
る
ま
い
。

学
生
が
学
び
、一
人
一
人
の
可
能
性
を
伸
ば
す
。教
員

が
研
究
、高
等
教
育
に
勤
し
む
。大
学
職
員
が
教
育
、

研
究
を
支
え
る
。さ
ら
に
は
社
会
への
貢
献
も
行
う
。

大
学
の
経
営
者
と
し
て
は
、社
会
の
変
化
の
中
で
、

大
学
の
務
め
を
果
た
す
べ
く
、経
営
し
て
い
く
。あ
ら

た
め
て
建
学
の
理
念「
行
学
一
如
」を
心
し
て
い
る
。
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２
０
２
２
年
４
月
か
ら
、成
人
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。こ
れ
に
伴
い
、保
護
者
と
い

う
呼
称
を
改
め
る
大
学
も
で
て
き
て
お
り
、学
生
父
母
等
保
証
人

（
以
下
、父
母
等
）の
名
称
も
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

　
学
生
父
母
等
組
織
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
歴
史
は
古
く
、半
世
紀
以

上
の
歴
史
を
持
つ
大
学
も
少
な
く
な
い
。こ
れ
ま
で
多
く
の
大
学

で
、大
学
と
父
母
等
の
情
報
交
換
や
交
流
を
目
的
と
し
た「
懇
談

会
」な
ど
が
、大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
や
全
国
各
地
に
お
い
て
定
期
的
に

開
催
さ
れ
て
き
た
。懇
談
会
は
、大
学
教
員・職
員
に
よ
る
個
人
面

談
が
行
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、大
学
か
ら
直
接
、日
常
生
活
や
修
学

状
況
、奨
学
金
や
留
学
、資
格
試
験
、進
路
や
就
職
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
得
る
場
、父
母
等
が
交
流
を
図
る
場
と
も
な
っ
て
い
る
。

大
学
側
に
と
っ
て
も
、懇
談
会
は
父
母
等
に
対
面
し
、理
解
や
支
援

を
直
接
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
と
し
て
重
要
さ
が
増
し
て
お
り
、

各
地
で
の
開
催
だ
け
で
な
く
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
や
オ
ン
デ
マ
ン

ド
配
信
、さ
ら
に
は
父
母
等
向
け
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
開
設
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
情
報
や
場
の
提
供
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
大
学
と
父
母
等
が
協
力
し
て
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
関
係

性
の
構
築
は
、父
母
等
の
満
足
度
を
高
め
、愛
校
心
の
涵
養
、各
地

域
で
の
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築・強
化
、少
子
化
が
進
む

中
で
の
入
学
希
望
者
の
確
保
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
要
素
に
繋
が
る

可
能
性
が
あ
り
、大
学
に
と
っ
て
、父
母
等
と
の
関
係
構
築
は
重
要

な
要
素
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
企
画
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
・
縮
小
化
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
、い
よ
い
よ
以
前
の
活
動
状
況
に
戻
り

つ
つ
あ
る
現
時
点
に
お
い
て
、各
大
学
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
共

有
し
、今
後
の
展
望
を
探
る
機
会
と
し
た
い
。
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保
護
者
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
家
庭
会

長
谷
川 

紹
子
　
神
戸
女
学
院
大
学
大
学
事
務
長

つ
な
が
る
喜
び
と
安
心
を
父
母
に

茂
木 

え
り
　
中
央
大
学
学
事・社
会
連
携
課
副
課
長

　
　
　
　
　
　（
父
母
連
絡
会
担
当
）

父
母
教
の
コ
ロ
ナ
禍
と
そ
の
後

阿
川 

修
三
　
文
教
大
学

　
　
　
　
　
　
父
母
と
教
職
員
の
会
事
務
局
長

父
母
教
育
後
援
会
の
取
り
組
み

井
上 

拓
也
　
立
命
館
大
学
校
友・父
母
課
課
長

　
２
０
２
２
年
４
月
か
ら
、成
人
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。こ
れ
に
伴
い
、保
護
者
と
い

う
呼
称
を
改
め
る
大
学
も
で
て
き
て
お
り
、学
生
父
母
等
保
証
人

（
以
下
、父
母
等
）の
名
称
も
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

　
学
生
父
母
等
組
織
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
歴
史
は
古
く
、半
世
紀
以

上
の
歴
史
を
持
つ
大
学
も
少
な
く
な
い
。こ
れ
ま
で
多
く
の
大
学

で
、大
学
と
父
母
等
の
情
報
交
換
や
交
流
を
目
的
と
し
た「
懇
談

会
」な
ど
が
、大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
や
全
国
各
地
に
お
い
て
定
期
的
に

開
催
さ
れ
て
き
た
。懇
談
会
は
、大
学
教
員・職
員
に
よ
る
個
人
面

談
が
行
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、大
学
か
ら
直
接
、日
常
生
活
や
修
学

状
況
、奨
学
金
や
留
学
、資
格
試
験
、進
路
や
就
職
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
得
る
場
、父
母
等
が
交
流
を
図
る
場
と
も
な
っ
て
い
る
。

大
学
側
に
と
っ
て
も
、懇
談
会
は
父
母
等
に
対
面
し
、理
解
や
支
援

を
直
接
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
と
し
て
重
要
さ
が
増
し
て
お
り
、

各
地
で
の
開
催
だ
け
で
な
く
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
や
オ
ン
デ
マ
ン

ド
配
信
、さ
ら
に
は
父
母
等
向
け
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
開
設
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
情
報
や
場
の
提
供
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
大
学
と
父
母
等
が
協
力
し
て
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
関
係

性
の
構
築
は
、父
母
等
の
満
足
度
を
高
め
、愛
校
心
の
涵
養
、各
地

域
で
の
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築・強
化
、少
子
化
が
進
む

中
で
の
入
学
希
望
者
の
確
保
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
要
素
に
繋
が
る

可
能
性
が
あ
り
、大
学
に
と
っ
て
、父
母
等
と
の
関
係
構
築
は
重
要

な
要
素
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
企
画
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
・
縮
小
化
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
、い
よ
い
よ
以
前
の
活
動
状
況
に
戻
り

つ
つ
あ
る
現
時
点
に
お
い
て
、各
大
学
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
共

有
し
、今
後
の
展
望
を
探
る
機
会
と
し
た
い
。
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は
じ
め
に

中
央
大
学
父
母
連
絡
会
は
、ご
父
母
の
み
な
さ
ま
と
大
学
と
の

情
報
交
換
を
行
う
恒
常
的
な
組
織
を
目
指
し
て
、１
９
８
３
年
に

設
立
さ
れ
た
。当
初
は
任
意
加
入
制
の
組
織
で
あ
っ
た
が
、そ
の

後
会
員
父
母
に
よ
る
全
国
的
な
支
部
づ
く
り
が
活
発
化
し
、父

母
連
絡
会
の
充
実
を
求
め
る
声
が
学
内
外
か
ら
高
ま
っ
た
た
め
、

１
９
８
８
年
か
ら
は
学
部
在
学
生
の
父
母
全
員
加
入
の
組
織
と

な
っ
た
。

父
母
連
絡
会
の
目
的
は
、父
母
と
大
学
と
の
連
携
を
密
に
し

て
、ご
子
女
の
学
生
生
活
が
充
実
し
た
有
意
義
な
も
の
と
な
る
よ

う
協
力
す
る
こ
と
に
あ
る
。そ
の
目
的
の
た
め
、父
母
懇
談
会
の
開

催
、機
関
誌
の
発
行
、地
域
支
部
活
動
支
援
、学
生
支
援
等
の
各

種
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

父
母
に
は
居
住
地
に
よ
り
全
国
54
の
地
域
支
部
の
い
ず
れ
か
に

所
属
し
て
い
た
だ
き
、各
支
部
に
は
父
母
会
員
相
互
の
情
報
交
換

や
親
睦
、在
学
生
の
活
動
の
応
援
の
場
と
し
て
、地
域
の
特
色
を

生
か
し
活
動
い
た
だ
い
て
い
る
。

1 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
父
母
連
絡
会
の
活
動

感
染
症
の
流
行
が
始
ま
っ
た
２
０
２
０
年
春
以
降
、学
生
活
動

だ
け
で
な
く
、父
母
連
絡
会
の
活
動
も
大
き
く
変
化
し
た
。

全
国
49
か
所
で
開
催
し
て
き
た
父
母
懇
談
会
は
２
０
２
０
年

度
・
２
０
２
１
年
度
と
２
年
連
続
中
止
と
な
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
と
な
っ
た
。対
面
形
式
の
活
動
が
で
き
な
い
た
め
、支
部
活
動
に

つ
い
て
も
全
く
で
き
な
い
状
況
が
続
い
た
。

⑴
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
課
題

　
―
事
業
中
止
に
伴
う
事
業
計
画
修
正
・
予
算
修
正
―

対
面
形
式
の
事
業
中
止
に
伴
い
、２
０
２
０
年
度
に
は
、コ
ロ
ナ

対
策
備
品（
学
生
食
堂
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
等
）の
大
学
へ
の
寄
贈
を

茂
木 

え
り

中
央
大
学
学
事
・
社
会
連
携
課
副
課
長

（
父
母
連
絡
会
担
当
）

つ
な
が
る
喜
び
と
安
心
を
父
母
に
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中
心
と
し
た
事
業
計
画
修
正
・
予
算
修
正
を
行
っ
た
。地
域
支
部

の
意
見
を
直
接
伺
う
機
会
が
激
減
し
て
い
る
状
況
の
中
で
議
論
の

進
め
方
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
た
め
、こ
の
寄
贈
に
つ
い
て
は
賛
同

さ
れ
た
一
方
で
、「
大
学
が
行
う
べ
き
取
り
組
み
で
あ
り
、父
母
連

絡
会
と
し
て
行
う
べ
き
取
り
組
み
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
」と
い

う
意
見
も
寄
せ
ら
れ
た
。

「
父
母
連
絡
会
が
行
う
べ
き
取
り
組
み
」と「
大
学
が
行
う
べ
き

取
り
組
み
」を
ど
う
定
義
す
る
か
は
、非
常
に
重
要
で
あ
る
、と
同

時
に
非
常
に
難
し
い
。「
父
母
連
絡
会
が
行
う
べ
き
取
り
組
み
」に

つ
い
て
、父
母
の
声
に
よ
り
耳
を
傾
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感

す
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。

２
０
２
０
年
度
の
反
省
を
踏
ま
え
、２
０
２
１
年
度
は
修
正
事
業

計
画
・
修
正
予
算
案
に
関
す
る
要
望
を
把
握
す
る
た
め
に
、全
国
５４

支
部
の
父
母
連
絡
会
地
域
支
部
長
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、取
り
組
み
を
希
望
す
る
上
位
３
事
業
は
、

①
食
支
援
事
業

②
キ
ャ
リ
ア
支
援
事
業

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
影
響
に
よ
る
経
済
困
窮
学
生
へ
の
支

援
事
業

で
あ
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
記
述
欄
に
は
、「
困
窮
す
る
学
生
を
助
け
た

い
」「
経
済
的
理
由
で
、勉
強
を
あ
き
ら
め
る
学
生
が
少
し
で
も
減

る
よ
う
な
支
援
を
し
た
い
」と
い
う
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
ら
の
意
見
を
反
映
し
、父
母
連
絡
会
事
務
局
に
お
い
て
は
、

・・
コ
ロ
ナ
禍
の
学
生
生
活
支
援

・・
コ
ロ
ナ
禍
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

に
資
す
る
修
正
事
業
計
画
を
策
定
し
た
。

支
部
長
会
議
で
の
承
認
を
経
て
、「
全
員
へ
の
支
援
」と「
通
学

時
の
食
事
に
困
窮
す
る
学
生
支
援
」の
両
面
で
学
生
生
活
支
援
を

行
う
た
め
に
、

・・
大
学
生
協
利
用
券（
７
０
０
円
分
）の
全
員
配
付

・・
１
０
０
円
弁
当
の
提
供

・・
１
０
０
円
保
存
食
の
提
供

を
実
施
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
と
し
て
は
、

・・
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
受
験
料
補
助

・・
国
際
セ
ン
タ
ー
主
催
の
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
講
座
受
講
料

補
助

・・
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
運
営
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
履
歴
書
シ

ス
テ
ム
改
修（
履
歴
書
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
入
力
・
出
力
で
き
る
よ
う
に
す
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る
改
修
）

を
実
施
し
た
。

⑵
父
母
へ
の
情
報
伝
達

コ
ロ
ナ
禍
で
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
学
で
き
な
い
状
況
が
続

き
、対
面
形
式
の
父
母
懇
談
会
が
中
止
に
な
る
中
で
、父
母
や
支

部
役
員
か
ら
、「
大
学
が
今
ど
う
い
っ
た
対
応
を
し
て
い
る
の
か
分

か
ら
な
い
」「
こ
れ
か
ら
学
生
生
活
は
ど
う
な
る
の
か
」「
大
学
か

ら
父
母
に
提
供
さ
れ
る
情
報
や
伝
達
が
不
十
分
で
あ
る
」と
い
っ

た
声
が
父
母
連
絡
会
に
寄
せ
ら
れ
た
。

大
学
か
ら
父
母
へ
の
情
報
伝
達
の
中
心
と
な
る
の
は
、大
学
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
あ
り
、学
内
の
各
部
署
が
随
時
情
報
を
発
信

し
て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
父
母
に
と
っ
て
は
、ど
ん
な
情
報
が
あ

り
ど
こ
に
何
が
載
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
状
況
で
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
父
母
自
身
で
情
報
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、必
要

な
情
報
を
必
要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
得
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
。

そ
こ
で
、大
学
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
情
報
を

父
母
連
絡
会
事
務
局
で
整
理
し
て
適
切
か
つ
速
や
か
に
情
報
提

供
し
、支
部
か
ら
の
情
報
を
随
時
メ
ー
ル
で
父
母
に
届
け
る
た
め
、

２
０
２
１
年
５
月
よ
り
父
母
向
け
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
た
。

メ
ー
ル
配
信
は
、父
母
連
絡
会
ニ
ュ
ー
ス
、大
学
ニ
ュ
ー
ス
、ス

ポ
ー
ツ
ニュ
ー
ス
、奨
学
金
、キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
、資
格
取
得
・
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
、特
色
あ
る
授
業
・
活
動
、相
談
窓
口
、大
学
院
進
学
、

大
学
広
報
誌
等
の
情
報
を
整
理
・
補
足
し
、月
２
回
配
信
し
て
い

る
。配
信
に
あ
た
っ
て
は
、各
学
期
の
初
め
に
学
生
相
談
窓
口
に
関

す
る
情
報
を
配
信
す
る
等
、そ
の
時
々
で
有
用
な
情
報
を
有
用
な

タ
イ
ミ
ン
グ
で
届
け
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
。

メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
へ
の
登
録
は
任
意
で
あ
る
が
、２
０
２
１

年
度
は
８
２
５
５
名
、２
０
２
２
年
度
は
１
万
１
２
９
０
名
、

２
０
２
３
年
度
は
９
月
時
点
で
１
万
１
１
３
４
名
の
父
母
に
登
録

い
た
だ
い
た
。２
０
２
３
年
度
の
登
録
率
は
、父
母
連
絡
会
全
会
員

の
実
に
43
・
９
％
に
あ
た
る
。今
や
、学
内
随
一
の
プ
ッ
シ
ュ
型
情

報
発
信
手
段
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
は
、大
学
と
父
母
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
導
入
し
た
が
、現
在
で
は
父
母

と
学
生
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
も
成
長
し
て
い
る
。

メ
ー
ル
配
信
を
通
じ
て
知
っ
た
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
父
母
が
学
生
に

伝
え
る
こ
と
で
会
話
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
、と
い
っ
た
感
想
を

父
母
か
ら
多
く
い
た
だ
い
て
い
る
。
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大
学
の
制
度
や
支
援
体
制
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
す
る
こ
と
は

本
学
へ
の
信
頼
に
、ゼ
ミ
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
で
活
躍
す

る
学
生
の
ニュ
ー
ス
を
紹
介
す
る
こ
と
は
本
学
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

大
学
か
ら
の
適
切
で
速
や
か
な
情
報
提
供
が
父
母
の
安
心
に
つ

な
が
る
た
め
、メ
ー
ル
配
信
に
つ
い
て
は
、今
後
ま
す
ま
す
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
。

2 

コ
ロ
ナ
禍
を
経
た
父
母
連
絡
会
の
活
動

⑴
父
母
懇
談
会

対
面
形
式
の
父
母
懇
談
会
は
、２
０
２
２
年
度
に
再
開
さ
れ
た
。

２
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、感
染
症
へ
の
警
戒
感

が
強
い
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、２
０
２
２
年
度
の
父
母
懇
談
会
参

加
者
数
は
、コ
ロ
ナ
禍
前
の
２
０
１
９
年
度
比
55
・
２
％
ま
で
落
ち

込
ん
だ
。

広
報
の
強
化
に
加
え
、地
域
支
部
活
動
が
徐
々
に
再
開
し
父
母

懇
談
会
の
認
知
度
が
父
母
間
の「
口
コ
ミ
」に
よ
り
高
ま
っ
た
こ
と

で
、２
０
２
３
年
度
の
父
母
懇
談
会
参
加
者
数
は
２
０
２
２
年
度

比
１
２
９・６
％
（
２
０
１
９
年
度
比
７１
・
５
％
）ま
で
回
復
し
た
。

２
０
２
３
年
度
父
母
懇
談
会
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、大
学

の
近
況
・
学
業
・
学
生
生
活
に
関
す
る
講
演
に
つ
い
て
は
８２
・
５
％

の
方
が
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
最
新
の
進
路
・
就
職
事
情
に

関
す
る
講
演
に
つ
い
て
は
８８
・
２
％
の
方
か
ら「
と
て
も
満
足
」「
満

足
」と
回
答
い
た
だ
い
た
。ま
た
、「
父
母
懇
談
会
の
懇
親
会
を
通

じ
て
保
護
者
と
も
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
、同
じ
大
学
の
立
場
か
ら

経
験
談
を
伺
え
る
こ
と
は
大
変
貴
重
だ
っ
た
」と
いっ
た
好
意
的
な

感
想
を
多
く
い
た
だ
い
た
。

⑵
地
域
支
部
活
動

地
域
支
部
の
活
動
に
つ
い
て
は
、２
０
２
０・２
０
２
１
年
度
は

ほ
と
ん
ど
実
施
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
が
、支
部
役
員
の
皆
様

の
ご
尽
力
に
よ
り
、２
０
２
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
３
割
程
度
、

２
０
２
３
年
度
は
７
割
程
度
ま
で
回
復
し
た
。

そ
の
地
域
を
試
合
や
合
宿
等
で
訪
れ
る
学
生
を
長
き
に
わ
た
り

応
援
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
支
部
が
、数
多
く
あ
る
。コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
交
流
が
再
開
し
た
こ
と
は
、地
域
支
部
の
父
母
に
と
っ
て
も
学

生
に
と
っ
て
も
大
き
な
喜
び
で
あ
る
。

例
え
ば
長
野
県
支
部
は
、菅
平
高
原
で
夏
合
宿
を
行
う
ラ
グ

ビ
ー
部
を
激
励
訪
問
い
た
だ
い
て
い
る
。高
知
県
支
部
は
、よ
さ
こ
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い
祭
に
参
加
す
る
学
生
団
体
を
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
。岐
阜
県

支
部
は
、岐
阜
開
催
の
全
日
本
学
生
落
語
選
手
権「
策
伝
大
賞
」

に
出
場
す
る
落
語
研
究
会
を
応
援
い
た
だ
い
て
い
る
。陸
上
競
技

部
が
出
場
す
る
全
日
本
駅
伝
は
中
部
・
近
畿
ブ
ロッ
ク
の
支
部
が
、

出
雲
駅
伝
は
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
支
部
が
、箱
根
駅
伝
は
全
国
の
支

部
が
応
援
に
駆
け
付
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。そ
の
他
に
も
多
く
の

地
域
支
部
が
学
生
を
我
が
子
の
よ
う
に
温
か
く
迎
え
、熱
い
エ
ー

ル
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。

ま
た
、第
98
回
箱
根
駅
伝
予
選
会（
２
０
２
１
年
10
月
開
催
）よ

り
、本
学
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
強
化
推
進
室
の
主
催
に
よ
り
、箱
根

駅
伝
に
参
加
す
る
中
大
選
手
を
、多
く
の
大
学
関
係
者
と
一
緒
に

応
援
す
る「
オ
ン
ラ
イ
ン
応
援
イ
ベ
ン
ト
」が
始
ま
っ
た
。

全
国
の
ど
の
地
域
か
ら
も
参
加
で
き
る「
オ
ン
ラ
イ
ン
応
援
イ

ベ
ン
ト
」は
、そ
の
反
響
に
よ
り
、現
在
は
大
学
三
大
駅
伝（
出
雲

駅
伝
・
全
日
本
大
学
駅
伝
・
箱
根
駅
伝
）で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

本
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
は
、父
母
連
絡
会
は
父
母
へ
の
イ
ベ
ン
ト
広

報
を
担
っ
て
い
る
。現
地
応
援
だ
け
で
な
く
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
、在

学
生
・
卒
業
生
と
と
も
に
父
母
か
ら
も
熱
い
応
援
を
い
た
だ
い
て

い
る
。

3 

今
後
の
課
題
と
展
望

﹇
学
部
４
キ
ャ
ン
パ
ス
体
制
へ
の
移
行
﹈

近
年
本
学
で
は
、国
際
経
営
学
部
及
び
国
際
情
報
学
部
の
新

設（
２
０
１
９
年
度
）、法
学
部
の
茗
荷
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
移
転

（
２
０
２
３
年
度
）と
い
っ
た
大
き
な
変
革
が
あ
っ
た
。こ
れ
に
よ
り

２
０
２
３
年
度
よ
り
、学
部
生
の
学
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
は
多
摩
キ
ャ
ン

パ
ス（
経
済
学
部
・
商
学
部
・
文
学
部
・
総
合
政
策
学
部
・
国

際
経
営
学
部
）、後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス（
理
工
学
部
）、市
ヶ
谷
田
町

キ
ャ
ン
パ
ス（
国
際
情
報
学
部
）、茗
荷
谷
キ
ャ
ン
パ
ス（
法
学
部
）の

４
キ
ャ
ン
パ
ス
体
制
と
な
っ
た
。

「
中
央
大
学
」と
し
て
の
一
体
感
を
ど
う
醸
成
し
て
い
く
か
は
、

父
母
連
絡
会
の
課
題
で
も
あ
る
。学
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
に
関

す
る
共
通
点
が
少
な
く
な
る
こ
と
は
、父
母
連
絡
会
事
務
局
が
主

催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
も
、地
域
支
部
が
企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト

に
お
い
て
も
影
響
が
大
き
い
。例
え
ば
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
す
る
場
合
、「
ど
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
す
る
の
か
」と
い
う

こ
と
が
課
題
に
な
る
。

父
母
連
絡
会
事
務
局
が
主
催
す
る
父
母
向
け
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
、あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
そ
の
企
画
内
容
が
実
施
可
能
で
あ
る
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が
、も
う
一
方
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
実
施
が
難
し
い
と
い
う
状
況
が

あ
っ
た
。「
実
施
で
き
る
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
け
で
も
実
施
し
た
方
が
良

い
」の
か
、「
４
キ
ャ
ン
パ
ス
す
べ
て
で
実
施
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

実
施
す
べ
き
で
は
な
い
」の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、事
務
局
内
で
も

意
見
が
分
か
れ
た
。結
果
的
に
は
、ど
の
会
員
に
と
っ
て
も
機
会
が

公
平
で
あ
る
こ
と
を
重
視
し
、４
キ
ャ
ン
パ
ス
す
べ
て
で
実
施
で
き

る
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

具
体
的
に
は
、子
女
の
所
属
キ
ャ
ン
パ
ス
や
会
員
の
居
住
地
を
問

わ
ず
に
、会
員
が
広
く
本
学
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
を
お
楽
し
み
い
た
だ

く
た
め
に
、２
０
２
３
年
度
か
ら
以
下
の
新
た
な
取
り
組
み
を
開

始
し
た
。

⑴「
Ａ
Ｒ
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
ア
プ
リ
」の
導
入

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
こ
と
で
利
用
で

き
る「
Ａ
Ｒ
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
ア
プ
リ
」を
導
入
し
た
。本
学
に
関
す

る
様
々
な
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
、入
学
式
や
父
母
懇

談
会
等
で
配
布
す
る
チ
ラ
シ
や
、号
替
わ
り
で
の
機
関
誌
へ
の
掲
載

に
よ
っ
て
会
員
に
提
供
す
る
こ
と
で
、本
学
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の

来
場
機
会
を
記
念
に
残
し
て
い
た
だ
く
。

⑵
父
母
連
絡
会
機
関
誌
へ
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
体
験
記
募
集

入
学
式
、父
母
懇
談
会
、各
部
活
の
応
援
等
の
体
験
記
を
広
く

会
員
に
募
集
し
、機
関
誌
の
各
号
に
掲
載
す
る
。寄
稿
い
た
だ
い
た

会
員
の
中
か
ら
抽
選
で
、中
央
大
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ

ズ
を
進
呈
す
る
。本
取
り
組
み
を
通
じ
て
、よ
り
多
く
の
会
員
に
対

し
て
本
学
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
来
場
を
促
進
す
る
。

前
述
の
２
点
は
父
母
向
け
の
取
り
組
み
で
あ
る
が
、食
支
援
や

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
受
験
料
補
助
等
の
学
生
支
援
に
お
い
て
も
、所
属
す

る
キ
ャ
ン
パ
ス
や
学
部
学
年
に
よ
っ
て
差
が
出
る
こ
と
が
な
い
よ
う

公
平
性
に
留
意
し
、支
援
を
行
っ
て
い
る
。

［写真１］2023年度入学式で配布した入学記
念撮影用 ARフォトフレームに関するチラシ
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4 

広
が
る
連
携

２
０
２
２
年
度
の
後
半
か
ら
地
域
支
部
活
動
が
活
発
化
し
、イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
支
部
が
近
隣
支
部
に
声
掛
け
し
、複
数
支
部

合
同
で
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
、と
い
う
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。

地
域
支
部
間
の
情
報
交
換
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
、エ

リ
ア
ご
と
の
支
部
長
に
お
集
ま
り
い
た
だ
く「
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
」と

い
う
会
議
を
全
国
６
か
所（
札
幌
・
仙
台
・
新
宿
・
京
都
・
岡
山
・

博
多
）で
開
催
し
て
い
る
。２
０
２
０
年
度
・
２
０
２
１
年
度
は
感

染
症
対
策
の
た
め
に
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
し
た
が
、２
０
２
２
年
度

か
ら
対
面
開
催
を
再
開
し
た
。こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
き
っ
か
け
に

し
て
地
域
支
部
の
横
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
、近
隣
の
支
部
で
一

緒
に
応
援
す
る
機
運
が
高
ま
り
、合
同
で
の
試
合
応
援
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

連
携
の
輪
は
、ス
ポ
ー
ツ
の
応
援
だ
け
で
は
な
く
、進
路
・
就
職

支
援
に
つ
い
て
も
広
が
っ
て
い
る
。福
岡
県
支
部
で
は
、福
岡
県
の

卒
業
生
組
織
と
連
携
し
、Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
を
支
援
す
る
た
め
に

地
元
企
業
を
招
い
た「
進
路
相
談
会
」を
開
催
し
て
い
る
。福
岡
県

支
部
は
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
の
他
支
部
に
も
イ
ベ
ン
ト
を
開
放
し
、九
州

ブ
ロッ
ク
全
体
を
盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
は
、単
独
支
部
で
の
支
部
活
動
が
多
か
っ
た
が
、コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
近
隣
支
部
で
の
合
同
企
画
や
、他
支
部
企
画
に
相
乗

り
参
加
す
る
機
会
が
増
え
た
。合
同
企
画
や
企
画
の
相
互
相
乗
り

は
、学
生
を
応
援
す
る
輪
と
支
部
活
動
の
発
展
だ
け
で
な
く
、支

部
役
員
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
。今
後
さ
ら
に
連
携
の
輪
が

広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

父
母
連
絡
会
の
存
在
意
義
は
、父
母
に
安
心
を
届
け
、大
学
を

［写真 2］父母連絡会機関誌『草のみどり』第
337号 (2023年 5月号 )
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応
援
い
た
だ
く
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、大
学
の
情
報
を
適
切
に
速
や
か
に
様
々
な
媒
体

を
通
じ
て
伝
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

父
母
連
絡
会
の
活
動
は
、地
域
支
部
役
員
の
皆
様
に
支
え
て
い

た
だ
い
て
る
。父
母
連
絡
会
事
務
局
と
し
て
、地
域
支
部
役
員
の

皆
様
の
負
担
を
減
ら
し
、支
部
活
動
へ
の
参
加
に
さ
ら
に
楽
し
み
と

喜
び
を
見
出
し
て
い
た
だ
け
る
仕
組
み
を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
は
、従
来
型
の
対
面
で
行
っ
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
の
あ
り

か
た
や
、支
部
役
員
の
負
担
軽
減
と
会
の
発
展
の
両
立
に
つ
い
て

問
い
直
す
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

そ
の
イ
ベ
ン
ト
は
対
面
で
な
い
と
で
き
な
い
の
か
、何
の
た
め
に

実
施
す
る
の
か
等
、イ
ベ
ン
ト
開
催
の
目
的
に
立
ち
戻
り
、ど
の
開

催
形
式
が
よ
り
効
果
的
で
あ
る
か
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
が
よ
い
の
か

等
、イ
ベ
ン
ト
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
新
た
な
方
法
を
模
索

し
、参
加
に
お
け
る
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
は
、コ
ロ
ナ
禍
を
経
た
成
果
で
あ
る
。

父
母
連
絡
会
は
、父
母
に
安
心
を
届
け
、在
学
生
の
活
動
に
対

す
る
応
援
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
く
た
め
に
、父
母
の
思
い
を

汲
ん
だ
取
り
組
み
を
通
じ
て
父
母
と
大
学
の「
架
け
橋
」と
な
り

た
い
。
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は
じ
め
に

立
命
館
大
学
の
父
母
教
育
後
援
会
は
、１
９
９
２
年
に「
立
命

館
大
学
の
教
育
方
針
に
則
り
、大
学
と
父
母
と
の
連
絡
を
密
に

し
、教
育
事
業
を
援
助
し
、併
せ
て
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る（
会

則
第
二
条
）」こ
と
を
目
的
と
し
て
大
学
内
に
設
置
さ
れ
、会
員

で
あ
る
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
総
意
で
運
営
さ
れ
て
い
る
組
織
で
あ

る
。会
員
は
学
部
学
生
の
保
護
者
で
あ
り
、入
会
は
任
意
で
あ
る

が
、本
年
９
月
現
在
の
入
会
者
数
は
３
万
３
８
８
９
名
で
、入
会

比
率
は
９９
・
５
％
を
超
え
る
。

1 

本
年
度
の
事
業
計
画

会
の
歴
史
は
３０
余
年
を
数
え
、時
を
経
る
ご
と
に
事
業
は
多
岐

に
わ
た
る
よ
う
に
な
っ
た
。同
会
で
は
各
都
道
府
県
か
ら
選
出
さ
れ

た
会
員
２
名
が
委
員（
以
下
、父
母
委
員
）と
な
り
、父
母
委
員
の

中
か
ら
京
都
近
府
県
の
委
員
を
常
任
委
員（
代
表
含
む
）に
任
命

し
、大
学
の
役
職
者
や
事
務
担
当
者
と
、委
員
は
年
２
回
、常
任
委

員
は
年
６
回
程
度
直
接
顔
を
合
わ
せ
て
委
員
会
を
開
催
し
、同
会

の
発
展
の
た
め
に
意
見
交
換
や
議
論
を
行
う
。コ
ロ
ナ
禍
３
年
間

の
経
験
を
経
て
、本
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
立
ち
返
り
、一
部
事

業
は
以
前
よ
り
発
展
さ
せ
て
、次
に
挙
げ
る
よ
う
な
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。

⑴
懇
談
会
事
業

　
会
員
向
け
の
事
業
で
以
下
の
６
つ
の
事
業
を
計
画
。①
総
会

（
年
１
回
）、②
委
員
懇
談
会（
年
２
回
）（
以
上
父
母
委
員
対

象
）、③
１
日
キ
ャ
ン
パ
ス（
旧
都
道
府
県
父
母
教
育
懇
談
会
、５

月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
ま
で
の
土
日
に
各
都
道
府
県
で
開
催
、

以
下
、１
日
キ
ャ
ン
パ
ス
）、④
１
日
キ
ャ
ン
パ
ス 

春
の
オ
ー
プ
ン

カ
レ
ッ
ジ（
６
月
１０
日（
土
）、立
命
館
大
学
３
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
、以
下
、春
の
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
）、お
よ
び
⑤
秋
の
オ
ー

井
上 

拓
也

立
命
館
大
学
校
友
・
父
母
課
課
長

父
母
教
育
後
援
会
の
取
り
組
み
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プ
ン
カ
レ
ッ
ジ（
３
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
る
学
園
祭
へ
の
招
待
）、

約
６
コ
ー
ス
の
公
募
制
で
京
都
や
滋
賀
の
名
所
を
巡
る
、⑥
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
ウ
ォッ
チ
ン
グ
。

⑵
学
生
教
育
支
援
事
業

　
全
て
の
学
生
が
平
等
か
つ
公
平
に
支
援
が
受
け
ら
れ
る
内
容

を
事
業
化
し
て
支
援
。①
正
課
等
教
育
支
援（
国
立
美
術
館

キ
ャ
ン
パ
ス
メ
ン
バ
ー
ズ
加
盟
費
支
援
）、②
課
外
活
動
支
援

（
応
援
グ
ッ
ズ
作
成
・
学
園
祭
企
画
へ
の
補
助
）、③
進
路
就
職

支
援（
履
歴
書
無
償
配
布
・
東
京
へ
の
早
朝
移
動
時
の
ラ
ウ
ン

ジ
利
用
費
補
助
）、④
国
際
交
流
支
援（
外
国
人
留
学
生
へ
の

国
民
健
康
保
険
料
補
助
）、⑤
奨
学
金
支
援（
家
計
急
変
奨
学

金
・
災
害
支
援
奨
学
金
・
留
学
生
支
援
奨
学
金
）、⑥
そ
の
他

（
１
０
０
円
朝
食（
出
食
数
制
限
な
し
）・
保
健
セ
ン
タ
ー
受

診
料
補
助
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
補
助
・
生
理
用

品
の
女
子
・
多
目
的
ト
イ
レ
へ
の
設
置
）。

⑶
広
報
・
通
信
事
業

　
①
父
母
教
育
後
援
会
だ
よ
り（
会
報
誌
）の
発
刊
、②
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
管
理
・
運
営
、③「
学
生
活
ガ
イ
ド
」（
学
生
オ
フ
ィ

ス
）・「
健
康
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」（
保
健
セ
ン
タ
ー
）の
印
刷
費
補

助
・
配
布
。

⑷
特
別
事
業

　
①
入
学
・
卒
業
記
念
品
作
成
、②
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
へ
の
支
援
、

③
災
害
見
舞
金
・
弔
慰
金
の
献
呈
、④
卒
業
見
守
り
共
済
の

提
供
、⑤
古
本
募
金
。

⑸
卒
業
生
父
母
の
会
へ
の
入
会
促
進

　
学
生
が
卒
業
し
て
も
、引
き
続
き
会
報
誌
の
購
読
や
特
別
企
画

な
ど
へ
の
参
画
を
通
じ
、会
の
活
動
を
支
援
し
た
い
と
い
う
方

は
、引
き
続
き
会
費
を
収
め
卒
業
生
父
母
の
会
会
員
と
し
て
在

籍
で
き
る
。本
年
９
月
現
在
の
会
員
数
は
６
４
８
名
。

2 

懇
談
会
事
業
の
コ
ロ
ナ
禍
以
前
へ
の
回
帰
、保
護
者
の
関
心

前
章
１
⑴
懇
談
会
事
業
に
つ
い
て
は
、計
画
す
る
す
べ
て
の
事
業

を
対
面
実
施
と
し
て
、主
力
事
業
の
③
１
日
キ
ャ
ン
パ
ス
、と
④
春

の
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
、に
つ
い
て
は
本
年
度
の
取
り
組
み
を
終
了

し
て
い
る
。本
年
度
の
１
日
キ
ャ
ン
パ
ス
は
京
都
・
大
阪
・
兵
庫
・

奈
良
を
除
く
全
国
４２
都
道
県
で
実
施
し
た
。各
都
道
県
の
交
通
の

要
衝
地
を
開
催
地
と
定
め
、午
後
の
時
間
帯（
約
４
時
間
）に
、教

員
に
よ
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
講
演
会
と
全
体
会
・
交
流
質
問
会
を
開

催
し
て
い
る
。春
の
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
は
、終
日
に
わ
た
り
、教
員
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に
よ
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
講
演
会
・
就
職
・
学
生
生
活
・
留
学
・
大

学
院
・
資
格
・
学
部
別
懇
談
会
・
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
主
な
項

目
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
て
い
る
も
の
で
、京
都
・
滋
賀
・
大
阪
の

３
キ
ャ
ン
パ
ス
で
６
月
に
開
催
し
た
。こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
参
加

者
総
数
は
、５
１
６
１
名（
２５
・
５
％
増
、２
０
１
９
年
度
４
１
１
１

名
）を
数
え
た
。個
別
で
は
、１
日
キ
ャ
ン
パ
ス（
全
体
会
の
４２
都

道
府
県
総
計
）が
１
４
２
７
名（
２３
・
４
％
減
、２
０
１
９
年
度

１
８
６
４
名
）、春
の
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
が
３
７
３
４
名（
６６
・
２
％

増
、２
０
１
９
年
度
２
２
４
７
名
）と
な
っ
て
お
り
、全
国
各
都
道

府
県
で
の
参
加
が
減
じ
た
一
方
で
、大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
参
加
が

増
え
る
結
果
を
示
し
た
。春
の
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、キ
ャ
ン
パ

ス
ツ
ア
ー
の
参
加
者
数
が
２
０
１
９
年
度
比
で
3.1
倍（
２
３
５
５

人
）と
な
り
、ご
子
息
ご
息
女
等
の
学
び
舎
を
見
学
し
た
い
と
い

う
関
心
の
高
さ
を
現
し
た
。参
加
者
か
ら
の
感
想
は
ア
ン
ケ
ー
ト

と
し
て
回
収（
１
日
キ
ャ
ン
パ
ス
４
４
３
名（
回
収
率
３１
・
０
％
）、春

の
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
４
５
０
名（
回
収
率
１２
・
１
％
））し
て
お
り
、

総
じ
て
対
面
に
よ
る
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験
は
高
評
価
を
得
た
。

１
日
キ
ャ
ン
パ
ス
と
春
の
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
は
、そ
の
前
身
と
な
る

（
旧
）都
道
府
県
父
母
教
育
懇
談
会（
か
つ
て
は
全
国
４７
都
道
府

県
で
現
在
の
１
日
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
た
る
取
り
組
み
を
実
施
）と
あ

わ
せ
２５
年
を
超
え
る
歴
史
を
持
つ
が
、４
年
ぶ
り
の
対
面
で
の
取

り
組
み
と
な
っ
た
本
年
は
、参
加
者
・
事
務
局
・
出
張
教
職
員
そ

れ
ぞ
れ
に
少
な
く
な
い
割
合
で
全
く
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
の

対
応
が
求
め
ら
れ
た
。し
か
し
な
が
ら
、こ
れ
ら
は
本
来
あ
る
べ
き

姿
を
取
り
戻
し
、今
後
の
発
展
に
資
す
る
礎
を
形
成
し
た
と
い
う

意
味
で
本
年
前
半
期
に
お
け
る
画
期
の
取
り
組
み
と
な
っ
た
と
い

え
る
。3 

今
後
さ
ら
に
強
化
す
る
取
り
組
み

本
年
度
の
事
業
計
画
お
よ
び
付
随
し
関
連
す
る
事
業
の
実
現

は
ど
れ
も
が
重
要
で
あ
る
が
、そ
の
う
ち
、と
り
わ
け
強
化
し
て
い

き
た
い
項
目
は
、次
の
三
つ
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

⑴
１
０
０
円
朝
食
の
充
実（
学
生
教
育
支
援
事
業
）

　
１
０
０
円
朝
食
は
２
０
１
４
年
に
始
め
た
取
り
組
み
で
あ
り
、

翌
２
０
１
５
年
に
は
そ
の
活
動
が
見
い
だ
さ
れ
て
、第
４
回
健
康

寿
命
を
の
ば
そ
う
ア
ワ
ー
ド
！
生
活
習
慣
予
防
分
野 

厚
生
労

働
大
臣
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。現
在
は
、３
キ
ャ
ン
パ
ス
の
生

協
食
堂
に
お
い
て
朝
の
８
時
か
ら
９
時
ま
で
の
１
時
間
、出
食
数

を
制
限
す
る
こ
と
な
く
提
供
し
て
い
る
。学
生
の
生
活
リ
ズ
ム
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を
守
る
目
的
で
始
め
た
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
学
生
の
登
校
数
が

減
少
し
た
た
め
、毎
月
１
週
間
、お
楽
し
み
企
画
を
実
施
す
る

な
ど
、学
生
の
登
校
を
促
す
こ
と
を
新
た
に
目
的
と
し
て
加
え
、

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
前
を
上
回
る
１１
万
２
千
人
の
利
用
者
数
と

な
っ
た
。

⑵
生
理
用
品
支
援
の
本
格
実
施（
学
生
教
育
支
援
事
業
）

　
本
学
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
推
進
室
で
は
、構

成
員
一
人
ひ
と
り
の
尊
厳
と
多
様
性
が
大
切
に
さ
れ
る
こ
と
を

目
指
し
て
、安
心
し
て
学
び
、研
究
し
、働
く
こ
と
が
で
き
る
環

境
整
備
を
学
園
全
体
で
進
め
て
い
る
。本
学
学
生
へ
の
生
理
用

品
支
援
の
取
り
組
み
は
、学
生
が
授
業
や
課
外
自
主
活
動
な
ど

の
学
び
や
成
長
の
機
会
を
逸
す
る
こ
と
な
く
、快
適
な
学
生
生

活
を
送
る
た
め
の
支
援
に
つ
な
が
り
、こ
の
広
報
が
男
子
学
生
に

も
意
識
・
無
意
識
の「
健
康
・
性
の
尊
厳
」に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、昨
年
度
秋
学
期
の
３
ヶ
月
間
試
験
設
置
を
行
っ
た
。そ
こ
で

得
ら
れ
た
経
験
や
学
生
か
ら
の
意
見
を
参
考
に
、会
が
独
自
に

完
全
個
包
装
の
特
注
品
を
調
達
す
る
な
ど
、衛
生
面
の
観
点
か

ら
工
夫
を
施
し
、本
年
９
月
か
ら
、４
キ
ャ
ン
パ
ス
97
ヶ
所
の
女

子
・
多
目
的
ト
イ
レ
に
お
け
る
生
理
用
品
の
購
入
設
置
費
用
を

支
援
す
る
こ
と
と
し
た
。

⑶
卒
業
見
守
り
共
済
の
拡
充（
特
別
事
業
）

　
卒
業
見
守
り
共
済
は
、１
ヶ
月
あ
た
り
８
０
０
円
の
掛
け
金
で

「
も
し
も
」の
場
合
に
、家
計
急
変
奨
学
金（
卒
業
ま
で
の
授

業
料
相
当
額
）と
合
わ
せ
、掛
け
金
の
１
０
０
倍
の
保
障
を
実
現

（
生
活
費
に
充
当
）す
る
共
済
事
業
で
あ
る
。９
月
現
在
加
入
者

数
は
１
９
８
５
名
で
あ
り
、さ
ら
な
る
裾
野
の
拡
充
を
は
か
る
。

紙
面
の
都
合
も
あ
り
、本
小
特
集
で
伝
え
た
い
諸
点
に
つ
い
て

端
折
り
紹
介
し
た
。会
で
は
、常
に
学
生
と
そ
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
で
あ
る
父
母
・
保
護
者
の
最
大
幸
福
と
は
何
か
を
考
え
、委

員
会
や
総
会
・
懇
談
会
・
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、戦
略
を
立
て
、限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
効
果
的
に
実
施
す
る

と
い
う
基
本
を
一
番
に
、大
切
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。そ
の
た

め
に
は
、今
後
同
じ
課
題
を
共
有
す
る
他
組
織
と
の
交
流
や
協
業

も
必
要
に
な
る
の
で
は
と
思
慮
し
て
い
る
。
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は
じ
め
に

神
戸
女
学
院
大
学
は
１
８
７
５
年（
明
治
８
年
）に
現
在
の
神

戸
市
中
央
区
に
開
校
し
た
女
子
寄
宿
学
校「
女
學
校
」を
起
源
と

す
る
。創
立
者
は
米
国
伝
道
会
か
ら
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
２
人
の

女
性
宣
教
師
イ
ラ
イ
ザ
・
タ
ル
カ
ッ
ト
と
ジ
ュ
リ
ア
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
・

ダ
ッ
ド
レ
ー
で
あ
っ
た
。当
時
の
日
本
に
お
け
る
女
子
教
育
へ
の
機

運
の
高
ま
り
と
、そ
れ
を
資
金
面
お
よ
び
人
的
に
支
え
る
米
国
伝

道
会
の
活
動
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
学
校
と
言
え
る
。

開
校
当
時
は
生
徒
26
名
で
始
ま
り
、財
政
的
に
も
幾
多
の
困
難
を

経
る
こ
と
に
な
る
が
、女
子
の
た
め
の
教
育
機
関
と
し
て
順
調
に
発
展

を
続
け
、１
９
４
８
年（
昭
和
23
年
）の
学
制
改
革
の
際
に
は
女
子
教

育
機
関
と
し
て
初
め
て
新
制
大
学
の
認
可
を
受
け
る
こ
と
に
なっ
た
。

２
０
２
５
年
に
は
創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え
る
長
い
歴
史
を
持

つ
本
学
で
あ
る
が
、今
回
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る「
家
庭
会
」の
歴

史
も
ま
た
古
い
。

1 

家
庭
会
の
歴
史

家
庭
会
自
体
が
組
織
さ
れ
た
の
は
１
９
２
５
年（
大
正
14
年
）、創

立
50
年
の
時
で
あ
る
。当
時
の
生
徒
数
は
６
６
４
名
だ
っ
た
が
、授
業

料
収
入
で
経
費
を
賄
う
に
は
ま
だ
遠
い
状
況
で
あ
っ
た
。こ
れ
に
対
し

て
、米
国
伝
道
会
は
も
と
よ
り
、既
に
学
校
内
で
組
織
さ
れ
て
い
た
同

窓
会
や
後
援
会
が
支
援
を
行
って
い
た
が
、そ
れ
に
加
え
て
保
護
者
に

よ
る
家
庭
会
設
立
が
提
案
さ
れ
た
の
で
あ
る
。『
神
戸
女
学
院
百
年

史
』に
よ
る
と「
父
兄
の
中
に
現
在
在
学
中
の
子
女
を
有
す
る
家
庭
の

有
志
者
及
び
学
院
に
縁
故
あ
る
家
庭
の
有
志
者
を
会
員
と
し
て
家
庭

会
を
組
織
し
、年
額
二
円
の
会
費
を
集
め
、学
院
と
連
絡
提
携
し
て

学
生
・
生
徒
の
教
育
の
進
運
を
図
ろ
う
と
す
る
議
が
あ
り
」と
あ
り
、

当
時
の
保
護
者
の
学
院
を
支
え
た
い
と
い
う
強
い
思
い
に
よって
家
庭

会
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
窺う
か
がえ
る
。ま
た
設
立
時
の
会
則
に
は
そ
の
目
的

に
つ
い
て「
学
院
と
連
絡
提
携
し
て
学
生
生
徒
教
育
の
進
運
を
図
る

長
谷
川 

紹
子

神
戸
女
学
院
大
学
大
学
事
務
長

保
護
者
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た

家
庭
会
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こ
と
」と
記
さ
れ
て
い
る
。実
際
の
活
動
と
し
て
は
、年
に
数
回
の
幹
事

会
と
年
に
１
回
の
総
会
が
定
例
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
た
。総
会
は
基

本
的
に
は
学
内
で
開
か
れ
、活
動
報
告
と
共
に
コ
ー
ラ
ス
部
な
ど
に
よ

る
、生
徒
の
活
動
発
表
も
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。ま
た
時
に
は

学
外
を
会
場
と
し
、講
師
を
招
い
て
の
講
演
会
や
音
楽
会
を
催
し
た

例
も
見
ら
れ
、会
則
に
記
さ
れ
た
目
的
に
沿
っ
た
学
院
と
の
連
携
お
よ

び
親
睦
の
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。

発
足
当
時
は
高
等
女
学
部（
現
在
の
中
学
部
・
高
等
学
部
に
当

た
る
）と
大
学
部
・
専
門
部
を
加
え
た
家
庭
会
と
し
て
組
織
さ
れ

て
い
た
が
、１
９
５
５
年（
昭
和
30
年
）に
は
大
学
部
会
が
誕
生
し

て
お
り
、そ
の
後
、家
庭
会
の
下
に
大
学
部
会
と
中
高
部
会
を
擁

す
る
現
在
の
形
に
至
っ
て
い
る
。因
み
に
１
９
５
５
年
に
は
学
報
の

刊
行
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、そ
の
第
一
号
に
は
家
庭
会
会
則
お
よ
び

家
庭
会
大
学
部
会
会
則
が
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

2 

家
庭
会
大
学
部
会
の
活
動

１
９
５
５
年
に
家
庭
会
大
学
部
会（
以
下
、家
庭
会（
大
学
）と
表

記
）が
発
足
し
た
後
も
、家
庭
会
と
合
同
で
活
動
し
総
会
を
実
施
し
て

い
た
が
、１
９
７
９
年
か
ら
は
家
庭
会
の
組
織
変
更
に
よ
り
、大
学
部

会
単
独
で
の
総
会
開
催
に
切
り
替
え
て
い
る
。そ
れ
を
機
会
に
家
庭
会

（
大
学
）の
総
会
で
は
教
員
に
よ
る
講
演
や
教
員
と
の
懇
談
を
織
り
込

む
こ
と
と
な
り
、そ
の
ス
タ
イ
ル
は
今
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。現
在
の

総
会
の
主
な
内
容
と
し
て
は
、ま
ず
学
事
報
告
、就
職
状
況
報
告
を
行

い
、続
い
て
当
年
度
の
幹
事
、役
員
等
の
選
出
、前
年
度
の
事
業
報
告
お

よ
び
決
算
、当
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
を
議
事
と
し
て
採
決
を
と

り
、最
後
に
大
学
教
員
に
よ
る
講
演
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
定
例
化
し

て
い
る
。ま
た
、コロ
ナ
禍
前
ま
で
は
総
会
終
了
後
に
１
年
生
の
保
護
者

に
向
け
た
全
体
説
明
会
お
よ
び
２
年
生
以
上
の
保
護
者
向
け
に
は
個

別
相
談
会
等
を
実
施
し
て
き
た
。

ま
た
家
庭
会（
大
学
）の
会
費
は
定
例
的
に
次
の
よ
う
な
項
目
を

［写真１］学報 1号
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主
な
用
途
と
し
て
い
る
。一
般
会
計
と
し
て
大
学
行
事
補
助
、学
生

行
事
補
助
、国
際
交
流
補
助
、教
職
員
研
修
、奨
学
金
基
金
へ
の
寄

付
、慶
弔
費
で
あ
る
が
、大
学
行
事
補
助
は
後
述
す
る
保
護
者
会
の

開
催
の
た
め
、ま
た
学
生
行
事
補
助
は
ク
ラ
ブ
活
動
や
大
学
祭
、新

入
生
の
親
睦
の
会
で
あ
るN

ew
 Student D

ay

等
の
実
施
の
た

め
、国
際
交
流
補
助
は
主
に
交
換
留
学
生
受
け
入
れ
の
た
め
の
寮
費

に
充
て
ら
れ
て
い
る
。ま
た
特
別
会
計
と
し
て
会
費
を
積
み
立
て
て

お
り
、こ
れ
に
つ
い
て
は
例
え
ば
食
堂
等
、学
生
が
使
用
す
る
施
設
の

什
器
の
更
新
と
いっ
た
大
き
な
支
出
が
必
要
と
な
っ
た
際
に
充
て
ら

れ
て
い
る
。こ
れ
ら
会
費
の
運
用
は
、そ
の
子
女
の
在
学
中
の
み
で
は

な
く
、将
来
の
学
生
の
た
め
に
も
供
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
の
下
に

立
っ
て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
特
に
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、大
学
行
事
や

留
学
等
の
学
生
活
動
が
休
止
さ
れ
た
状
況
の
中
で
は
、そ
の
用
途
に

つ
い
て
保
護
者
か
ら
ご
意
見
も
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た
が
、最
終
的

に
は
前
述
の
と
お
り
将
来
も
含
め
た
学
生
へ
の
支
援
と
い
う
形
で
ご

理
解
を
い
た
だ
け
た
こ
と
を
あ
り
が
た
く
思
って
い
る
。

3 

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況

こ
の
数
年
間
は
家
庭
会（
大
学
）に
お
い
て
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ

て
従
来
と
は
異
な
る
対
応
を
模
索
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。具
体
的

に
は
、２
０
２
０
年
度
の
総
会
は
、一
般
会
員
か
ら
の
委
任
を
受

け
て
幹
事
会
が
代
行
す
る
形
で
実
施
。続
く
２
０
２
１
年
度
の

総
会
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
活
用
し
、一
般
会
員
の
方
に
は
事
前
に
議
題

等
を
確
認
い
た
だ
き
賛
否
を
問
い
、当
日
は
幹
事
の
み
に
て
事
前

投
票
の
結
果
に
基
づ
い
た
審
議
を
行
う
と
い
う
形
式
を
取
っ
た
。

そ
の
経
験
を
経
た
こ
と
で
、保
護
者
の
方
に
大
学
に
来
て
い
た
だ

き
、教
員
と
顔
を
合
わ
せ
、本
学
の
環
境
を
実
際
に
見
て
い
た
だ

く
と
い
う
本
来
の
目
的
と
価
値
を
再
確
認
し
、２
０
２
２
年
度

以
降
は
感
染
対
策
に
留
意
し
な
が
ら
対
面
で
の
実
施
に
戻
し
て

い
る
。ま
た
今
年
度
は
、総
会
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、コロ

ナ
禍
前
は
個
別
相
談
だ
っ
た
も
の
を
学
科
別
集
会
と
し
た
。こ
の

数
年
間
、様
々
な
行
事
等
に
お
い
て
付
添
人
数
を
制
限
し
て
い
た

こ
と
に
よ
り
、保
護
者
の
方
に
大
学
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
を

減
ら
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、こ
の
機
会
に
学
生
が
学
ぶ

環
境
や
学
科
自
体
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
た

か
ら
で
あ
っ
た
。参
加
し
て
い
た
だ
い
た
保
護
者
か
ら
は
概
ね
好

評
を
得
ら
れ
た
が
、次
年
度
以
降
は
ま
た
社
会
環
境
の
変
化
に

合
わ
せ
た
企
画
が
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
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4 

保
護
者
会
の
開
催

本
学
で
は
家
庭
会（
大
学
）と
は
別
に
保
護
者
と
の
懇
談
の
場
と

し
て
、１
９
９
９
年
度
よ
り
保
護
者
会
を
実
施
し
て
い
る
。保
護
者

会
は
、学
生
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
発
案
で
始
ま
っ
た
も
の
で
あ

り
、毎
年
、本
学
に
加
え
て
学
外
会
場
で
も
開
催
、か
つ
学
外
会
場
は

年
度
に
よ
っ
て
地
域
を
変
え
て
実
施
し
て
い
る
。家
庭
会（
大
学
）と

は
違
っ
た
学
生
支
援
の
立
場
か
ら
、例
え
ば
１
年
生
の
保
護
者
に
は

学
校
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
、２
年
生
以
上
の
保
護
者
に
は
今
後

の
こ
と
を
考
え
て
も
ら
う
機
会
と
捉
え
る
等
、そ
の
時
々
に
応
じ
て

工
夫
を
凝
ら
し
た
内
容
を
企
画
し
て
き
た
。コロ
ナ
禍
前
に
は
学
生

や
卒
業
生
に
も
発
表
を
し
て
も
ら
う
等
、１
日
を
か
け
て
盛
り
だ
く

さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
た
例
も
見
ら
れ
た
。こ
ち
ら
も
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
２
０
２
０
年
度
の
開
催
中
止
、２
０
２
１
年
度
の
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
を
経
て
、２
０
２
２
年
度
か
ら
は
対
面
に
戻
し
て
い
る
。

今
年
度
は
既
に
学
外
会
場
で
の
実
施
を
終
え
て
お
り
、11
月
に
学
内

で
の
開
催
を
控
え
て
い
る
が
、学
生
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
紹

介
を
行
う
な
ど
、家
庭
会（
大
学
）と
は
ま
た
異
な
る
趣
向
で
実
施
し

て
い
る
。

5 

今
後
の
課
題

家
庭
会（
大
学
）、保
護
者
会
と
も
に
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、参
加
者
数

に
や
や
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
る
。開
催
時
期
や
場
所
等
の
制
約
と

いっ
た
要
因
に
加
え
て
、保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、

そ
れ
ぞ
れ
担
当
部
署
に
て
検
討
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

開
催
方
法
に
つ
い
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
保
護
者
の
方
も
、オ
ン

ラ
イ
ン
利
用
へ
の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
っ
て
お
り
、従
来
と
は
異
な
る
形

式
で
の
開
催
も
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、実
際
に
家
庭
会（
大
学
）

で
は
議
案
書
を
事
前
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
閲
覧
い
た
だ
き
質
問
を
い
た
だ

く
等
の
対
応
を
、ま
た
保
護
者
会
で
は
内
容
を
一
部
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
す
る
等
の
活
用
を
始
め
て
い
る
。

家
庭
会（
大
学
）、保
護
者
会
と
も
に
、大
学
の
理
念
や
方
針
を
直

接
聞
い
て
い
た
だ
き
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
同
時
に
、保
護
者

の
方
の
ご
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
相
互
理
解
・
信
頼

構
築
の
場
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。そ
の
充
実
を
図
る
こ
と

で
、学
生
が
よ
り
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
を
作
れ
る
よ
う
、こ
れ
か

ら
も
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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は
じ
め
に

父
母
教
は
文
教
大
学
父
母
と
教
職
員
の
会
の
通
称
で
あ
る（
以

下
、本
会
）。文
教
大
学
が
立
正
女
子
大
学
か
ら
今
の
文
教
大
学

に
校
名
を
変
更
し
、併
せ
て
共
学
化
し
た
１
９
７
６
年
に
、教
職

員
、父
母
の
有
志
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
。

大
学
か
ら
の
支
援
は
受
け
て
い
る
が
、大
学
か
ら
独
立
し
た
外

郭
団
体
で
あ
る
。

当
時
、文
教
大
学
は
建
学
し
て
10
年
ほ
ど
で
、ま
だ
日
が
浅
く
、

大
学
と
し
て
ま
だ
ま
だ
知
名
度
も
低
か
っ
た
。

学
生
も
父
母
も
心
細
い
中
、「
学
生
た
ち
の
よ
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
」「
父
母
と
大
学
と
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
」「
同
郷
の
父
母
、学

生
、卒
業
生
の
集
ま
り
の
場
と
し
て
」等
の
役
割
を
担
う
団
体
と
し
て

出
発
し
た
の
で
あ
る
。こ
の
趣
旨
は
今
日
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
　

本
会
誕
生
直
後
、大
学
の
あ
る
埼
玉
県
や
近
隣
の
東
京
都
、千

葉
県
等
に
、続
々
と
支
部
が
誕
生
し
て
、１
９
８
０
年
に
は
、全
国

を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
47
支
部
が
設
立
さ
れ
た
。

1 

父
母
教
の
組
織
・
運
営

本
会
に
は
現
在
全
国
47
都
道
府
県
を
網
羅
す
る
、一
部
複
数
の

府
県
を
ま
た
ぐ
支
部
を
含
め
て
、45
支
部
が
あ
り
、こ
の
全
国
に
張

り
巡
ら
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
本
会
に
と
っ
て
も
、大
学
に
と
っ
て

も
、大
学
と
父
母
を
む
す
ぶ
大
変
貴
重
な
資
源
と
な
っ
て
い
る
。

本
会
は
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
代
議
員
会
、そ
れ
に
次
ぐ
意

思
決
定
機
関
で
あ
る
運
営
委
員
会
、通
常
の
業
務
や
前
述
２
機
関
へ
上

程
す
る
議
案
の
精
査
等
を
行
う
３
役
会
に
よって
運
営
さ
れ
て
い
る
。
　

本
会
の
会
計
等
は
父
母
と
教
員
か
ら
選
出
さ
れ
た
監
査
委
員

に
よ
り
監
査
が
な
さ
れ
、代
議
員
会
の
決
算
審
議
時
に
は
監
査
報

告
も
審
査
の
対
象
と
な
る
。

ま
た
、事
務
局
が
以
上
の
本
部
、支
部
の
活
動
の
事
務
を
担
当

し
て
い
る
。

阿
川 

修
三

文
教
大
学
父
母
と
教
職
員
の
会
事
務
局
長

父
母
教
の
コ
ロ
ナ
禍
と
そ
の
後
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本
会
は
法
人
格
を
と
ら
な
い
任
意
団
体
で
は
あ
る
が
、公
正
に
運

営
す
る
た
め
に
、会
計
監
査
、業
務
検
査
を
は
じ
め
と
し
た
幾
重
も

の
チ
ェッ
ク
体
制
を
整
え
て
い
る
。

2 

父
母
教
の
活
動

ま
ず
は
学
生
支
援
が
そ
の
活
動
の
重
要
な
一
つ
で
あ
り
、学
生

団
体
及
び
個
人
の
課
外
活
動
の
援
助
、家
計
が
激
変
し
た
学
生
の

生
活
へ
の
援
助
や
、学
生
の
就
職
活
動
へ
の
支
援
等
多
岐
に
わ
た
っ

て
支
援
し
て
い
る
。

次
に
会
員
相
互
の
学
習
支
援
も
そ
の
活
動
の
重
要
な
一
つ
で

あ
る
。本
会
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る「
父
母
の
た
め
の
一
日
大
学
」

（
以
下
、一
日
大
学
）で
は
実
際
に
父
母
に
大
学
を
見
て
頂
い
て
、

併
せ
て
大
学
の
授
業
を
体
験
し
て
頂
く
機
会
を
設
け
て
い
る
。

本
会
の
も
う
一
つ
の
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る「
親
と
子
の
た
め
の
進

路
問
題
研
修
会
」で
も
進
路
の
動
向
や
就
職
対
策
に
つ
い
て
、講
演

や
学
部
単
位
で
教
職
員
と
の
懇
談
を
実
施
。さ
ら
に
全
国
の
各
支

部
で
は
、総
会
、研
修
会
で
教
職
員
に
よ
る
講
演
を
行
い
、専
門
的

学
習
へ
の
勧
誘
も
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
会
報
を
年
に
３
回
発
行
し
て
、本
会
の
本
部
イ
ベ
ン
ト
、支

部
の
活
動
の
み
な
ら
ず
、大
学
の
行
事
予
定
、学
生
活
動
の
紹
介
、

教
員
の
随
想
、学
園
祭
、入
試
の
状
況
等
の
大
学
の
情
報
も
併
せ

て
掲
載
。本
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
て
大
学
の
広
報
の
一
端
も

担
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
毎
年
、大
学
事
務
局
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
、大
学

に
か
か
わ
る
事
項（
学
生
生
活
の
実
際
、入
学
か
ら
卒
業
ま
で
の
教

学 

等
）を
簡
便
に
ま
と
め
た『
大
学
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク 

入
学
か
ら
卒

業
そ
し
て
就
職
へ
』を
、情
報
を
更
新
し
つ
つ
編
集
し
、そ
れ
を
、入

学
者
の
保
証
人
に
配
布
し
て
お
り
、今
年
度
か
ら
は
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
デ
ジ
タ
ル
で
載
せ
て
い
て
、い
つ
で
も
ど
こ
か
ら
で
も
見
る

［図1］文教大学父母と教職員の会組織図
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こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

3 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
下
で
の
会
の
活
動

２
０
１
９
年
中
国
に
端
を
発
し
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
は
、

２
０
２
０
年
に
は
日
本
に
も
及
び
、文
教
大
学
で
は
そ
の
感
染
拡
大

や
政
府
の
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
を
受
け
て
、４
月
初
旬
か
ら
学
生

の
大
学
構
内
へ
の
立
ち
入
り
禁
止
措
置
を
講
じ
、春
学
期
授
業
開

始
の
延
期
、春
学
期
授
業
の
全
面
的
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
と
な
っ

た
。こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
２
０
２
０
年
度
は
本
会
の
二
大
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る「
一
日
大
学
」［
図
２
］と「
親
と
子
の
た
め
の
進
路
問
題
研

修
会
」［
図
３
］を
大
学
事
務
局
や
情
報
系
の
業
者
の
サ
ポ
ー
ト
の

下
、ま
た
教
職
員
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
、前
者
は
Ｚｏｏｍ
を
使

い
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
、後
者
はYouTube

で
映
像
動
画
を
配
信

し
た
。一
日
大
学
の
各
学
科
、専
修
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
談
会
で
は
Ｚ

ｏｏｍ
の
待
機
室
機
能
等
を
活
用
し
て
、個
人
面
談
を
行
う
こ
と
が

で
き
た
が
、そ
こ
で
は
半
年
ほ
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
培
っ
た
先
生

方
の
技
能
が
寄
与
し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
イ
ベ
ン
ト
は
一
応
事
故

な
く
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、動
画
の
視
聴
者
数
も
そ
れ
な
り
で
は

あ
っ
た
が
、一
日
大
学
の
父
母
の
参
加
者
は
前
年
度
の
対
面
で
の
開

催
に
比
べ
、大
幅
に
減
少
し
、大
変
残
念
で
は
あ
っ
た
。２
０
２
１
年

度
も
、二
大
イ
ベ
ン
ト
の
前
者
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
を
、後
者
は

YouTube

で
の
配
信
を
行
っ
た
。一
日
大
学
の
参
加
は
前
年
度
よ

り
若
干
増
加
し
た
。

支
部
活
動
に
つ
い
て
は
、総
会
は
一
部
の
支
部
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
し
た
が
、ほ
と
ん
ど
の
支
部
で
は
資
料
を
会
員
に
郵
送
し
賛

否
を
返
送
し
て
も
ら
う
書
面
決
議
の
形
を
取
っ
た
。

す
で
に
述
べ
た
３
つ
の
会
議
体
も
オ
ン
ラ
イ
ン
に
切
り
替
え
た
。 ［図 2］父母のための一日大学内容
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い
ず
れ
に
し
て
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、本
会
は
大
学
、教
職
員
や
父
母

の
ご
協
力
を
得
て
対
応
し
、幸
い
に
も
ど
う
に
か
そ
の
組
織
、ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

4 

コ
ロ
ナ
禍
後
の
会
活
動
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
影
響

現
在
本
会
の
会
議
、イ
ベ
ン
ト
等
の
活
動
は
ほ
ぼ
旧
に
復
し
て
お

り
、対
面
で
行
っ
て
い
る
。

 

親
と
子
の
た
め
の
進
路
問
題
研
修
会
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
本
会
が

習
得
し
た
技
術
を
活
用
し
、全
て
の
分
科
会
の
映
像
を
、コ
ロ
ナ
禍

の
時
と
同
様
に
、オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
配
信
し
、対
面
で
参
加
で
き
な

い
遠
方
の
父
母
の
た
め
に
提
供
し
て
い
る
。

 

一
方
、コ
ロ
ナ
禍
が
本
会
に
与
え
た
負
の
遺
産
も
、決
し
て
小
さ

く
な
い
の
で
あ
る
。

 

一
部
の
支
部
、特
に
規
模
の
小
さ
い
支
部
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
も
一

因
と
な
っ
て
、そ
の
活
動
が
停
滞
し
支
部
機
能
が
不
全
に
陥
っ
て

い
っ
た
。そ
の
中
の
か
な
り
の
支
部
が
支
部
長
を
は
じ
め
と
す
る
役

員
が
決
ま
ら
ず
、本
部
預
か
り
と
な
っ
て
い
る
。本
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
一
部
で
不
全
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。本
会
と
し
て
は
早
急

に
手
を
打
た
な
い
と
い
け
な
い
大
問
題
で
あ
る
。
　

ま
た
入
学
式
に
お
け
る
本
会
の
広
報
活
動
が
数
年
の
間
滞
っ
た
影

響
も
あ
り
、会
費
納
入
が
任
意
で
あ
る
本
会
で
は
納
付
会
員
が
減
少
す

る
と
い
う
事
態
に
も
なって
い
る
。会
費
の
納
入
率
の
低
下
は
、会
費
を

原
資
と
し
て
い
る
本
会
と
し
て
は
活
動
への
影
響
が
大
き
く
、納
入
率

を
上
げ
る
た
め
に
現
在
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応
が
現
在
の
運
営
に
生
き
て

い
る
点
も
あ
る
が
、そ
の
一
方
で
、活
動
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
支
障

も
出
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

［図 3］親と子のための進路問題研修会内容



教
団
が
攻
撃
的
で
人
権
侵
害
を
犯
す
よ
う
な
活
動
を
続
け
て
い
く
こ

と
が
で
き
た
。そ
う
し
た
活
動
へ
の
規
制
が
進
め
ら
れ
る
の
は
１
９
９
０

年
代
に
な
って
か
ら
だ
っ
た
。

　
オ
ウ
ム
真
理
教
が
取
り
締
ま
ら
れ
た
の
は
、１
９
９
５
年
の
地
下
鉄

サ
リ
ン
事
件
以
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、そ
の
後
、取
り
締
ま
り
に
よ
っ
て

解
体
し
て
いっ
た
り
、解
散
命
令
を
受
け
た
り
す
る
団
体
が
続
出
し
た
。

明
覚
寺
に
解
散
命
令
請
求
が
出
さ
れ
た
の
が
１
９
９
９
年
、地
裁
が
解

散
の
決
定
を
出
し
た
の
が
そ
の
２
年
後
、法
の
華
三
法
行
の
破
産
宣
告

は
２
０
０
１
年
で
あ
る
。統
一
教
会
の
場
合
、１
９
９
４
年
５
月
２７
日
に

福
岡
地
裁
の
判
決
で
、「
統
一
教
会
へ
の
献
金
勧
誘
行
為
は〈
社
会
通

念
上
相
当
〉と
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
著
し
く
逸
脱
す
る
勧
誘
行
為
で
あ

り
、違
法
で
あ
る
」と
断
じ
ら
れ
た（
山
口
広「
統
一
教
会
の
被
害
と
法

的
救
済
」、島
薗
進
編『
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
統
一
教
会
問

題
』東
洋
経
済
新
報
社
、２
０
２
３
年
、所
収
）。そ
し
て
、よ
り
広
く
信

徒
の
心
の
自
由
を
奪
う
よ
う
な
伝
道
活
動
に
ま
で
及
ぶ
違
法
伝
道
訴

訟（
青
春
を
返
せ
訴
訟
、信
仰
の
自
由
回
復
訴
訟
な
ど
を
含
む
）で
、統

一
教
会
敗
訴
の
判
決
が
確
定
す
る
の
は
２
０
０
１
年
以
後
の
こ
と
で
あ

る（
櫻
井
義
秀『
カ
ル
ト
問
題
と
公
共
性―

―

裁
判・メ
デ
ィ
ア・宗
教

研
究
は
ど
う
論
じ
た
か
』北
海
道
大
学
出
版
、２
０
１
４
年
）。

　
統
一
教
会
の
場
合
、１
９
６
０
年
代
に
す
で
に
教
団
活
動
に
引
き
込

1
　日
本
の「
カ
ル
ト
」問
題
の
発
生
時
期

　
日
本
で「
カ
ル
ト
」問
題
が
大
き
く
注
目
さ
れ
た
の
は
、１
９
８
０

年
代
の
末
か
ら
１
９
９
０
年
代
の
半
ば
に
か
け
て
だ
が
、も
っ
と
も
注

目
さ
れ
た「
カ
ル
ト
」教
団
と
い
え
ば
オ
ウ
ム
真
理
教
、続
い
て
統
一
教

会
で
あ
る
。２
０
２
２
年
７
月
８
日
の
安
倍
元
首
相
殺
害
事
件
に
よ
っ

て
、統
一
教
会
は
再
び
注
目
を
浴
び
る
に
至
っ
た
が
、す
で
に
１
９
９
０

年
代
の
初
め
頃
の
段
階
で
統
一
教
会
は
オ
ウ
ム
真
理
教
に
ま
さ
る
と

も
劣
ら
ぬ
注
目
を
浴
び
て
い
た
。統
一
教
会
の
霊
感
商
法
に
厳
し
い
批

判
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
は
、オ
ウ
ム
真
理
教
は
ま
だ
生

ま
れ
た
て
の
小
集
団
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。 

　
で
は
、そ
れ
以
前
は
ど
う
か
と
い
う
と
、戦
前
に
は
天
理
教
や
大
本
、

ひ
と
の
み
ち
教
団
や
ほ
ん
み
ち
な
ど
が
厳
し
い
弾
圧
を
受
け
て
い
た
。戦

後
も
、霊
友
会
や
世
界
救
世
教
の
教
祖
は
、占
領
統
治
期
に
捕
ら
え
ら

れ
て
い
る
し
、立
正
佼
成
会
や
真
如
苑
も
メ
デ
ィ
ア
に
よ
り
邪
教
扱
い
を

受
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
。創
価
学
会
は
折
伏
と
い
う
攻
撃
的
布
教
と
、

他
の
宗
教
や
思
想
を
激
し
く
批
判
す
る
言
説
で
、多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
を

起
こ
し
た
。創
価
学
会
が
１
９
６
９
年
か
ら
７０
年
に
か
け
て
起
こ
し
た

言
論
出
版
妨
害
事
件
で
浴
び
た
非
難
は
激
し
い
も
の
だ
っ
た
。

　
だ
が
、こ
れ
ら
の
教
団
を「
カ
ル
ト
」と
よ
ぶ
人
は
あ
ま
り
い
な
い
。

以
上
に
あ
げ
た
諸
教
団
は
新
宗
教
に
類
別
さ
れ
る
が
、新
宗
教
の
歴

史
の
な
か
で「
カ
ル
ト
」と
よ
ば
れ
る
教
団
は
、統
一
教
会
以
後
で
あ

り
、多
く
の
信
徒
を
擁
し
大
き
な
社
会
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の

は
、統
一
教
会
と
オ
ウ
ム
真
理
教
で
あ
る
。

2
　若
者
が
多
い「
カ
ル
ト
」教
団

　
で
は
、こ
れ
ら
の
教
団
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
って
い
た
か
。ま
ず
、

若
者
の
参
加
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。オ
ウ
ム
真
理
教
は
１
９
８
６

年
ご
ろ
に
成
立
し
、１
９
９
４
年
に
松
本
サ
リ
ン
事
件
を
、１
９
９
５
年

に
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
を
起
こ
し
て
崩
壊
し
て
い
く
が
、そ
の
段
階
で
の

国
内
信
徒
は
約
１
万
人
、そ
の
う
ち
出
家
修
行
者
が
１
２
０
０
人
余
り

と
さ
れ
る（
島
薗
進『
オ
ウ
ム
真
理
教
の
軌
跡
』岩
波
書
店
、１
９
９
５

年
、同『
新
宗
教
を
問
う
』ち
く
ま
新
書
、２
０
２
０
年
）。警
察
が
発
見

し
た
信
徒
名
簿
の
集
計
に
よ
る
と
、出
家
者
の
う
ち
２０
代
が
４７・５
％
、

２０
代
と
３０
代
を
合
わ
せ
る
と
７５・４
％
と
な
る
。し
か
も
男
性
が
多
い
。

こ
れ
は
４０
代
、５０
代
の
女
性
信
徒
が
多
か
っ
た
従
来
の
新
宗
教
と
は
だ

い
ぶ
違
う
。か
な
り
高
学
歴
な
理
系
の
学
生
が
多
い
し
、大
学
院
で
学
ん

だ
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
こ
れ
は
１
９
７
０
年
代
の
統
一
教
会
に
も
見
ら
れ
た
傾
向
だ
。そ
し
て
、

従
来
の
新
宗
教
の
発
展
の
仕
方
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、仲
間
集
団
を
つ

く
り
、語
り
合
い
支
え
合
う
こ
と
に
そ
れ
ほ
ど
積
極
的
で
な
い
こ
と
だ
。た

と
え
ば
、１
９
３
０
年
代
に
成
立
し
、１
９
６
０
年
代
頃
ま
で
が
急
成
長

期
だ
っ
た
立
正
佼
成
会
で
は
、法
座
と
い
う
信
徒
ら
の
集
ま
り
が
あ
って
、

車
座
に
な
って
お
た
が
い
の
問
題
を
語
り
温
か
い
交
わ
り
の
な
か
か
ら
癒

や
し
や
人
間
的
成
長
を
求
め
る
と
い
う
場
が
あ
っ
た
。同
様
に
、創
価
学

会
で
は
座
談
会
と
い
う
集
い
が
あ
っ
た
。そ
れ
に
対
し
て
、統
一
教
会
や
オ

ウ
ム
真
理
教
で
は
若
い
信
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
に
資
金
集
め
や
入
信
者
勧
誘
、

あ
る
い
は
教
団
の
財
の
拡
充
の
た
め
に
多
く
の
時
間
を
費
や
す
の
だ
。

　
オ
ウ
ム
真
理
教
で
は
こ
う
し
た
活
動
を「
ワ
ー
ク
」と
よ
ん
で
い
た
。教

団
の
財
力
と
行
動
力
を
高
め
る
こ
と
に
貢
献
す
る
の
だ
が
、こ
れ
が
一
般

社
会
と
の
間
に
強
い
軋
轢
を
生
む
。し
か
し
、そ
れ
を
通
し
て
若
い
信
徒

は
自
ら
の
信
仰
を
固
め
る
こ
と
に
も
な
る
。軋
轢
を
通
し
て
、か
え
って
教

団
が
力
を
増
し
て
い
く
と
い
う
事
態
が
生
じ
る
。

3
　加
害
を
正
当
化
す
る
教
え

　
こ
う
し
た
過
程
で
、人
々
に
危
害
が
及
ん
だ
り
、大
き
く
自
由
が
侵
害

さ
れ
た
り
す
る
よ
う
な
攻
撃
的
な
活
動
を
正
当
化
す
る
教
え
が
広
め
ら
れ

て
いっ
た
の
は
、オ
ウ
ム
真
理
教
と
統
一
教
会
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
だ
。オ
ウ

ム
真
理
教
の
場
合
、外
部
と
の
葛
藤
が
強
ま
る
一
方
、教
団
内
で
暴
力
事

件
が
起
こ
る
が
、１
９
８
８
年
頃
か
ら
⑴「
マハ
ー
ム
ド
ラ
ー
」、⑵「
ヴ
ァ
ジ

ラ
ヤ
ー
ナ
」、⑶「
ポ
ア
」な
ど
の
暴
力
の
肯
定
に
つ
な
が
る
よ
う
な
教
え
が

説
か
れ
る
よ
う
に
な
る（
島
薗
進『
現
代
宗
教
の
可
能
性―

―

オ
ウ
ム
真

理
教
と
暴
力
』岩
波
書
店
、１
９
９
７
年
）。こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、⑴
修
行

を
進
め
る
た
め
に
た
と
え
理
不
尽
で
も
グ
ル
の
絶
対
的
な
権
威
に
自
発
的

に
従
う
よ
う
促
す
こ
と
、⑵
一
般
社
会
で
許
容
さ
れ
な
い
よ
う
な
暴
力
を

も
高
次
の
目
的
に
か
な
う
も
の
と
し
て
是
認
す
る
こ
と
、⑶
殺
す
こ
と
が

殺
さ
れ
る
人
を
救
う
こ
と
に
な
る
と
し
て
殺
人
を
肯
定
す
る
こ
と
、を
指

す
。つ
い
に
は
死
に
至
る
加
害
の
是
認
を
含
む
教
え
だ
。

　
統
一
教
会
の
場
合
、こ
の
世
が
悪
の
勢
力
を
代
表
す
る
サ
タ
ン
の
支
配

下
に
あ
る
と
し
て
、サ
タ
ン
の
影
響
下
に
あ
る
人
々
と
戦
う
こ
と
を
是
と
す

寄 稿

日
本
の﹁
カ
ル
ト
﹂問
題
と

対
策
の
あ
り
方

島
薗 

進

大
正
大
学
客
員
教
授

上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
客
員
所
員

東
京
大
学
名
誉
教
授

る
教
え
が
あ
る
。こ
の
世
に
サ
タ
ン
が
悪
を
も
た
ら
し
、広
め
て
い
く
は
じ

め
は
、エ
デ
ン
の
園
の
ア
ダ
ム
と
エ
バ（
イ
ブ
）の
う
ち
の
エ
バ
に
責
任
が
あ
っ

た
。エ
バ
が
サ
タ
ン
と
交
わっ
た
と
い
う
。そ
し
て
、日
本
は
エ
バ
の
影
響
下

に
あ
る
国
で
あ
り
、日
本
の
人
々
は
教
祖
と
韓
国
に
奉
仕
す
る
べ
き
も
の

だ
と
説
か
れ
た
。ま
た
、す
べて
の
も
の
は
元
来
、神
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、

神
の
意
思
を
地
上
で
担
って
い
る
文
鮮
明
と
統
一
教
会
に
財
が
集
積
さ
れ

る
の
は
理
に
か
な
っ
た
こ
と
だ
と
さ
れ
る
。こ
れ
を「
万
物
復
帰
」と
い
う
。

日
本
で
行
わ
れ
た
霊
感
商
法
や
信
徒
への
高
額
献
金
の
強
要
は
、し
ば
し

ば
偽
り
や
正
体
隠
し
な
ど
の
詐
欺
的
な
手
法
を
用
い
て
行
わ
れ
た
が
、そ

の
背
後
に
は
そ
う
し
た
行
為
も
正
当
化
さ
れ
る
と
い
う
教
え
が
あ
っ
た
。

4
　な
ぜ
、こ
の
時
期
に
多
く
出
て
き
た
の
か
？

　
で
は
、こ
う
し
た「
カ
ル
ト
」教
団
的
な
動
向
が
、な
ぜ
１
９
７
０
年

代
か
ら
１
９
８
０
年
代
と
い
う
こ
の
時
期
に
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。第
一
に
、長
期
に
わ
た
る
市
民
的
自
由
の
拡
充
の
潮
流
の
な
か

で
、宗
教
教
団
と
そ
の
信
徒
の
自
由
が
膨
張
し
、他
者
に
危
害
を
及
ぼ

す
よ
う
な
独
善
的
な
も
の
に
ま
で
及
ん
で
いっ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

資
本
主
義
が
是
認
す
る
私
的
利
益
の
追
求
だ
が
、２０
世
紀
の
後
半
に

至
って
、宗
教
集
団
に
も
集
団
の
利
益
を
極
大
化
し
、そ
れ
が
も
た
ら
す

負
の
作
用
に
目
を
つ
ぶ
る
姿
勢
が
及
ん
で
い
く
。多
数
の
死
者
を
生
む

よ
う
な「
カ
ル
ト
」に
よ
る
暴
力
事
件
は
、欧
米
の
１８
世
紀
以
後
の
歴
史

で
も
２０
世
紀
の
後
半
に
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

　
宗
教
集
団
も
か
つ
て
の
宗
教
的
共
同
体
と
は
だ
い
ぶ
趣
を
異
に
し
、

業
務
遂
行
組
織
の
よ
う
な
形
を
と
る
こ
と
が
増
え
て
き
た
。信
徒
を
増

や
す
と
か
、財
を
多
く
獲
得
す
る
こ
と
の
た
め
に
、成
員
が
最
大
限
貢

献
す
る
よ
う
な
組
織
と
活
動
の
あ
り
方
に
近
い
も
の
が
増
え
た（
島
薗

進「
聖
の
商
業
化―

宗
教
的
奉
仕
と
贈
与
の
変
容
」、島
薗
進・石
井

研
士
編『
消
費
さ
れ
る〈
宗
教
〉』春
秋
社
、１
９
９
６
年
、所
収
）。し
か

も
、宗
教
的
な
忠
節
が
求
め
ら
れ
る
た
め
に
、安
価
な
労
働
力
で
上
位

者
の
命
令
の
下
に
き
わ
め
て
効
率
よ
く
目
標
が
達
成
で
き
る
よ
う
な
組

織
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。こ
れ
は
統
一
教
会
が
先
例
を
作
り
、オ
ウ
ム
真

理
教
が
そ
の
傾
向
を
拡
充
し
た
も
の
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
宗
教
教
団
の
あ
り
方
は
被
害
を
も
た
ら
す
、あ
る
い
は
、

攻
撃
さ
れ
て
損
害
を
被
っ
た
と
感
じ
る
人
が
多
数
生
じ
る
。そ
こ
で
教

団
への
批
判
者
が
立
ち
上
が
り
、反
対
運
動
を
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。統

一
教
会
の
場
合
も
オ
ウ
ム
真
理
教
の
場
合
も
、早
い
段
階
で
入
信
し
た

子
ど
も
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
親
の
会
が
成
立
し
て
い
る
。だ
が
、こ
う

し
た
反
対
運
動
だ
け
で「
カ
ル
ト
」的
な
教
団
が
活
動
を
弱
め
る
こ
と

に
は
な
ら
な
い
。広
く
社
会
に
批
判
の
声
が
広
が
り
、マ
ス
コ
ミ
も
批
判

的
な
報
道
を
行
い
、行
政
や
政
治
家
が
抑
制
に
向
か
わ
な
け
れ
ば
、「
カ

ル
ト
」教
団
が
攻
撃
的
活
動
を
控
え
る
に
は
至
ら
な
い
。

　
他
方
、人
権
意
識
の
高
ま
り
や
集
団
に
よ
る
個
人
の
抑
圧
が
見
逃
さ
れ

な
く
な
っ
た
と
い
う
社
会
の
側
の
変
化
も
影
響
し
て
い
る
。人
類
の
、ま
た

宗
教
の
長
い
歴
史
を
見
渡
せ
ば
、現
代
的
な
基
準
か
ら
す
れ
ば
人
権
侵

害
と
な
る
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
き
た
が
見
逃
さ
れ
て
き
た
こ
と
は

多
々
あ
る
。だ
が
、今
や
日
本
国
憲
法
第
１３
条
に
、「
す
べて
国
民
は
、個
人

と
し
て
尊
重
さ
れ
る
。生
命
、自
由
及
び
幸
福
追
求
に
対
す
る
国
民
の
権

利
に
つ
い
て
は
、公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
、立
法
そ
の
他
の
国
政
の

上
で
、最
大
の
尊
重
を
必
要
と
す
る
」と
あ
る
。し
か
し
、宗
教
集
団
が
個

人
の
人
権
を
抑
圧
す
る
と
見
ら
れ
る
場
合
、宗
教
集
団
の
側
の
信
教
の
自

由
を
も
考
慮
し
つつ
ど
う
制
御
す
る
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
く
る
。

5
　問
題
の
認
識
と
対
応
の
鈍
さ

　
日
本
の
１
９
７
０
年
代
、１
９
８
０
年
代
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
は
、

こ
の
よ
う
に
し
て「
カ
ル
ト
」的
な
教
団
が
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
き
、そ

の
人
権
侵
害
を
問
う
声
が
増
大
す
る
は
ず
の
時
期
に
、教
団
に
よ
る
人

権
侵
害
を
抑
え
よ
う
と
す
る
社
会
の
動
き
が
鈍
か
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
。１
９
７
０
年
代
は
世
界
的
に「
カ
ル
ト
」問
題
が
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
時
期
だ
。そ
の
際
、世
界
各
国
で
カ
ル
ト
を
抑
え
る
た
め
の
対

策
が
と
ら
れ
て
い
っ
た
。と
こ
ろ
が
こ
の
時
期
に
日
本
で
は
、「
カ
ル
ト
」

ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
親
に
よ
る
反
対
運
動
が
あ
り
、霊
感
商
法
が
始

ま
っ
た
す
ぐ
後
の
１
９
７
８
年
に
は
被
害
情
報
が
寄
せ
ら
れ
始
め
、１
９

８
７
年
に
は
日
本
弁
護
士
連
合
会
が「
霊
感
商
法
被
害
実
態
と
そ
の

対
策
に
つ
い
て
」と
い
う
文
書
を
出
し
て
、行
政
や
警
察
当
局
に
適
切
な

対
策
を
と
る
よ
う
求
め
て
い
る
。そ
し
て
、同
年
、通
商
産
業
省
に
よ
る

関
連
企
業
への
聞
き
取
り
調
査
が
行
わ
れ
、警
視
庁
刑
事
局
保
安
部
経

済
課
長
が「
厳
正
な
取
り
締
ま
り
を
行
う
」と
の
答
弁
を
行
っ
て
も
い

る
。だ
が
、そ
の
後
も
統
一
教
会
教
団
組
織
への
取
り
締
ま
り
は
行
わ
れ

ず
、刑
事
事
件
が
教
団
に
及
ん
だ
の
は
、よ
う
や
く
２
０
０
７
年
以
降
の

こ
と
で
あ
る（
島
薗
、前
掲『
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
統
一
教
会

問
題
』、序
章
、第
５
章
）。

　
こ
の
よ
う
に
行
政（
税
務
署
等
）や
警
察
に
よ
る
規
制
が
行
わ
れ
な

い
ま
ま
で
１
９
７
０
年
代
か
ら
１
９
９
０
年
代
へ
と
至
っ
た
。そ
し
て
、

１
９
９
５
年
に
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
が
起
こ
っ
て
、統
一
教
会
側
は
霊

感
商
法
を
控
え
る
よ
う
に
指
示
を
出
し
、以
後
、信
徒
か
ら
の
収
奪

（「
先
祖
解
怨
」や
巨
額
の
聖
典
販
売
な
ど
）へ
と
方
針
を
転
換
し
た
。

だ
が
、そ
れ
は
信
徒
と
そ
の
家
族
へ
の
形
を
変
え
た
、は
な
は
だ
し
い
人

権
侵
害
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。こ
の
よ
う
に「
カ
ル
ト
」問
題
が
認
識

さ
れ
て
い
な
が
ら
、行
政
や
警
察
が
必
要
な
対
策
を
と
ら
ず
、被
害
を

拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

6
　批
判
と
対
策
を
遅
れ
さ
せ
た
要
因

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、マ
ス
コ
ミ
や
学
者
が
教
団
への
批
判
を
十
分
に
行
わ

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
作
用
し
て
い
る
。統
一
教
会
へ
の
批
判
的
な
報

道
や
発
信
は
、激
し
い
反
撃
を
招
く
こ
と
を
恐
れ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ

た
。１
９
８
４
年
か
ら
１
９
８
７
年
に
か
け
て『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』は
統

一
教
会
批
判
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
が
、こ
れ
に
対
し
て
は
無
言
電
話

や
つ
き
ま
と
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
い
や
が
ら
せ
が
あ
り
、銃
砲
店
を
も
つ

統
一
教
会
か
ら
の
攻
撃
や
脅
し
と
疑
わ
れ
る
事
柄
も
起
こ
り
、朝
日
新

聞
社
側
は
萎
縮
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
も
な
さ
れ
て
い
る（
樋
田

毅『
記
者
襲
撃
』岩
波
書
店
、２
０
１
８
年
）。冷
戦
崩
壊
後
の
１
９
９
２

年
に
至
る
ま
で
、他
の
マ
ス
コ
ミ
も
統
一
教
会
批
判
に
消
極
的
だ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
統
一
教
会
の「
カ
ル
ト
」的
な
人
権
侵
害
が
長
期
に
わ

た
っ
て
取
り
締
ま
り
を
受
け
ず
に
来
て
、よ
う
や
く
１
９
９
０
年
代
後

半
か
ら
２
０
０
０
年
代
に
か
け
て
民
事
訴
訟
に
よ
っ
て
そ
の
違
法
性
が

明
ら
か
に
さ
れ
る
に
至
っ
た
。統
一
教
会
に
対
す
る
厳
し
い
批
判
や
規

制
は
１
９
７
０
年
以
降
、多
く
の
国
々
で
行
わ
れ
て
き
た
。と
こ
ろ
が
、

日
本
で
は「
反
共
」を
掲
げ
る
統
一
教
会
に
対
す
る
有
力
政
治
家
の
支

持
が
続
き
、そ
う
し
た
要
因
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、マ
ス
コ
ミ
も
批
判

を
控
え
、警
察
等
の
取
り
締
ま
り
や
税
務
署
の
手
入
れ
等
も
行
わ
れ
な

い
ま
ま
に
来
た
。統
一
教
会
は
１
９
７
０
年
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

の
日
本
の
も
っ
と
も
力
の
あ
る「
カ
ル
ト
」教
団
だ
っ
た
。そ
の
団
体
が
モ

デ
ル
に
な
っ
て
、人
を
人
と
も
思
わ
な
い
か
の
よ
う
な
信
徒
集
め
、資
金

集
め
を
行
う
教
団
が
広
が
っ
た
と
い
う
捉
え
方
も
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、日
本
で「
カ
ル
ト
」対
策
が
十
分
で
な

か
っ
た
の
は
、被
害
者
の
声
を
受
け
て
、マ
ス
コ
ミ
や
学
者
が
そ
れ
を
世
に

知
ら
し
め
、行
政
が
そ
れ
に
応
じ
て
違
法
な
活
動
を
抑
え
、政
治
家
が

そ
れ
を
促
し
、警
察
を
含
め
た
行
政
機
関
に
必
要
な
対
策
を
と
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
と
言
え
る
。政
治
家
と
宗
教
教
団
の
歪
ん

だ
関
係
が
こ
う
し
た
事
態
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

（
島
薗
進
編『
政
治
と
宗
教―

―

統
一
教
会
問
題
と
危
機
に
直
面
す
る

公
共
空
間
』岩
波
新
書
、２
０
２
３
年
）。

7
　広
範
囲
に
及
ぶ
対
応
の
必
要
性

　
こ
う
し
た
事
情
が
あ
って
、全
国
霊
感
商
法
対
策
弁
襲
士
連
絡
会（
全

国
弁
連
）が
き
わ
め
て
大
き
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
、民
事
訴
訟
で

よ
う
や
く
違
法
性
が
明
確
に
な
る
こ
と
に
な
り
、つ
い
に
は
２
０
２
２
年

に
な
って
元
首
相
殺
害
事
件
が
起
こ
り
、そ
れ
に
よ
って
初
め
て
マ
ス
コ
ミ

が
厳
し
い「
カ
ル
ト
」教
団
批
判
を
長
期
に
わ
た
っ
て
続
け
る
こ
と
に
も

な
っ
た
。

　
政
治
家
と
行
政
の
行
動
や
マ
ス
コ
ミ
や
学
者
の
発
信
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
述
べ
て
き
た
が
、こ
れ
は
大
学
な
ど
の
教
育
機
関
や
子
ど
も
の

育
成
に
関
わ
る
機
関
が
重
要
な
役
割
を
果
た
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
。統
一
教
会
や
オ
ウ
ム
真
理
教
の
よ
う
に
は
な
は
だ
し
い
被
害
を

も
た
ら
す
の
で
は
な
い
が
、見
え
に
く
い
形
で
被
害
を
も
た
ら
す「
カ
ル

ト
」教
団
も
あ
る
。エ
ホ
バ
の
証
人
は
そ
の
よ
う
な
教
団
の
よ
い
例
だ
。

そ
う
し
た
教
団
の
被
害
を
防
ぎ
、危
う
い
団
体
の
情
報
を
共
有
す
る
た

め
に
多
く
の
努
力
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。全
国
の
大
学
で
カ
ル
ト

問
題
の
担
当
者
を
指
名
し
、全
国
弁
連
の
弁
護
士
ら
と
情
報
交
換
を

行
う
弁
連
大
学
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
有
効
な
活
動
を
積
み
重
ね
て
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
地
味
な
活
動
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
情
報
が
、マ
ス
コ
ミ
や
政

府
や
行
政
機
関
を
動
か
す
こ
と
に
も
な
る
。

　
そ
し
て
さ
ら
に
は
、「
カ
ル
ト
」に
つ
い
て
、ま
た
そ
も
そ
も
宗
教
と
は

何
か
、宗
教
が
ど
う
あ
る
は
ず
の
も
の
か
、そ
れ
が
歪
む
の
は
ど
の
よ
う

な
場
合
か
、こ
う
いっ
た
問
題
に
つ
い
て
の
理
解
を
、学
校
で
、ま
た
社
会

で
養
え
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。こ
れ
は「
宗
教
リ
テ
ラ
シ
ー
」の

問
題
と
言
え
る
。こ
れ
に
つ
い
て
は
、学
校
だ
け
で
な
く
マ
ス
コ
ミ
や
さ
ま

ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
が
果
た
す
役
割
も
大
き
い
。政
府
や
行
政
機
関
が
、学

校
教
育
や
社
会
教
育
の
課
題
と
し
て
こ
う
し
た
問
題
に
も
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
。

し
ゃ
く
ぶ
く
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教
団
が
攻
撃
的
で
人
権
侵
害
を
犯
す
よ
う
な
活
動
を
続
け
て
い
く
こ

と
が
で
き
た
。そ
う
し
た
活
動
へ
の
規
制
が
進
め
ら
れ
る
の
は
１
９
９
０

年
代
に
な
って
か
ら
だ
っ
た
。

　
オ
ウ
ム
真
理
教
が
取
り
締
ま
ら
れ
た
の
は
、１
９
９
５
年
の
地
下
鉄

サ
リ
ン
事
件
以
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、そ
の
後
、取
り
締
ま
り
に
よ
っ
て

解
体
し
て
いっ
た
り
、解
散
命
令
を
受
け
た
り
す
る
団
体
が
続
出
し
た
。

明
覚
寺
に
解
散
命
令
請
求
が
出
さ
れ
た
の
が
１
９
９
９
年
、地
裁
が
解

散
の
決
定
を
出
し
た
の
が
そ
の
２
年
後
、法
の
華
三
法
行
の
破
産
宣
告

は
２
０
０
１
年
で
あ
る
。統
一
教
会
の
場
合
、１
９
９
４
年
５
月
２７
日
に

福
岡
地
裁
の
判
決
で
、「
統
一
教
会
へ
の
献
金
勧
誘
行
為
は〈
社
会
通

念
上
相
当
〉と
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
著
し
く
逸
脱
す
る
勧
誘
行
為
で
あ

り
、違
法
で
あ
る
」と
断
じ
ら
れ
た（
山
口
広「
統
一
教
会
の
被
害
と
法

的
救
済
」、島
薗
進
編『
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
統
一
教
会
問

題
』東
洋
経
済
新
報
社
、２
０
２
３
年
、所
収
）。そ
し
て
、よ
り
広
く
信

徒
の
心
の
自
由
を
奪
う
よ
う
な
伝
道
活
動
に
ま
で
及
ぶ
違
法
伝
道
訴

訟（
青
春
を
返
せ
訴
訟
、信
仰
の
自
由
回
復
訴
訟
な
ど
を
含
む
）で
、統

一
教
会
敗
訴
の
判
決
が
確
定
す
る
の
は
２
０
０
１
年
以
後
の
こ
と
で
あ

る（
櫻
井
義
秀『
カ
ル
ト
問
題
と
公
共
性―

―

裁
判・メ
デ
ィ
ア・宗
教

研
究
は
ど
う
論
じ
た
か
』北
海
道
大
学
出
版
、２
０
１
４
年
）。

　
統
一
教
会
の
場
合
、１
９
６
０
年
代
に
す
で
に
教
団
活
動
に
引
き
込

1
　日
本
の「
カ
ル
ト
」問
題
の
発
生
時
期

　
日
本
で「
カ
ル
ト
」問
題
が
大
き
く
注
目
さ
れ
た
の
は
、１
９
８
０

年
代
の
末
か
ら
１
９
９
０
年
代
の
半
ば
に
か
け
て
だ
が
、も
っ
と
も
注

目
さ
れ
た「
カ
ル
ト
」教
団
と
い
え
ば
オ
ウ
ム
真
理
教
、続
い
て
統
一
教

会
で
あ
る
。２
０
２
２
年
７
月
８
日
の
安
倍
元
首
相
殺
害
事
件
に
よ
っ

て
、統
一
教
会
は
再
び
注
目
を
浴
び
る
に
至
っ
た
が
、す
で
に
１
９
９
０

年
代
の
初
め
頃
の
段
階
で
統
一
教
会
は
オ
ウ
ム
真
理
教
に
ま
さ
る
と

も
劣
ら
ぬ
注
目
を
浴
び
て
い
た
。統
一
教
会
の
霊
感
商
法
に
厳
し
い
批

判
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
は
、オ
ウ
ム
真
理
教
は
ま
だ
生

ま
れ
た
て
の
小
集
団
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。 

　
で
は
、そ
れ
以
前
は
ど
う
か
と
い
う
と
、戦
前
に
は
天
理
教
や
大
本
、

ひ
と
の
み
ち
教
団
や
ほ
ん
み
ち
な
ど
が
厳
し
い
弾
圧
を
受
け
て
い
た
。戦

後
も
、霊
友
会
や
世
界
救
世
教
の
教
祖
は
、占
領
統
治
期
に
捕
ら
え
ら

れ
て
い
る
し
、立
正
佼
成
会
や
真
如
苑
も
メ
デ
ィ
ア
に
よ
り
邪
教
扱
い
を

受
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
。創
価
学
会
は
折
伏
と
い
う
攻
撃
的
布
教
と
、

他
の
宗
教
や
思
想
を
激
し
く
批
判
す
る
言
説
で
、多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
を

起
こ
し
た
。創
価
学
会
が
１
９
６
９
年
か
ら
７０
年
に
か
け
て
起
こ
し
た

言
論
出
版
妨
害
事
件
で
浴
び
た
非
難
は
激
し
い
も
の
だ
っ
た
。

　
だ
が
、こ
れ
ら
の
教
団
を「
カ
ル
ト
」と
よ
ぶ
人
は
あ
ま
り
い
な
い
。

以
上
に
あ
げ
た
諸
教
団
は
新
宗
教
に
類
別
さ
れ
る
が
、新
宗
教
の
歴

史
の
な
か
で「
カ
ル
ト
」と
よ
ば
れ
る
教
団
は
、統
一
教
会
以
後
で
あ

り
、多
く
の
信
徒
を
擁
し
大
き
な
社
会
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の

は
、統
一
教
会
と
オ
ウ
ム
真
理
教
で
あ
る
。

2
　若
者
が
多
い「
カ
ル
ト
」教
団

　
で
は
、こ
れ
ら
の
教
団
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
って
い
た
か
。ま
ず
、

若
者
の
参
加
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。オ
ウ
ム
真
理
教
は
１
９
８
６

年
ご
ろ
に
成
立
し
、１
９
９
４
年
に
松
本
サ
リ
ン
事
件
を
、１
９
９
５
年

に
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
を
起
こ
し
て
崩
壊
し
て
い
く
が
、そ
の
段
階
で
の

国
内
信
徒
は
約
１
万
人
、そ
の
う
ち
出
家
修
行
者
が
１
２
０
０
人
余
り

と
さ
れ
る（
島
薗
進『
オ
ウ
ム
真
理
教
の
軌
跡
』岩
波
書
店
、１
９
９
５

年
、同『
新
宗
教
を
問
う
』ち
く
ま
新
書
、２
０
２
０
年
）。警
察
が
発
見

し
た
信
徒
名
簿
の
集
計
に
よ
る
と
、出
家
者
の
う
ち
２０
代
が
４７・５
％
、

２０
代
と
３０
代
を
合
わ
せ
る
と
７５・４
％
と
な
る
。し
か
も
男
性
が
多
い
。

こ
れ
は
４０
代
、５０
代
の
女
性
信
徒
が
多
か
っ
た
従
来
の
新
宗
教
と
は
だ

い
ぶ
違
う
。か
な
り
高
学
歴
な
理
系
の
学
生
が
多
い
し
、大
学
院
で
学
ん

だ
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
こ
れ
は
１
９
７
０
年
代
の
統
一
教
会
に
も
見
ら
れ
た
傾
向
だ
。そ
し
て
、

従
来
の
新
宗
教
の
発
展
の
仕
方
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、仲
間
集
団
を
つ

く
り
、語
り
合
い
支
え
合
う
こ
と
に
そ
れ
ほ
ど
積
極
的
で
な
い
こ
と
だ
。た

と
え
ば
、１
９
３
０
年
代
に
成
立
し
、１
９
６
０
年
代
頃
ま
で
が
急
成
長

期
だ
っ
た
立
正
佼
成
会
で
は
、法
座
と
い
う
信
徒
ら
の
集
ま
り
が
あ
って
、

車
座
に
な
って
お
た
が
い
の
問
題
を
語
り
温
か
い
交
わ
り
の
な
か
か
ら
癒

や
し
や
人
間
的
成
長
を
求
め
る
と
い
う
場
が
あ
っ
た
。同
様
に
、創
価
学

会
で
は
座
談
会
と
い
う
集
い
が
あ
っ
た
。そ
れ
に
対
し
て
、統
一
教
会
や
オ

ウ
ム
真
理
教
で
は
若
い
信
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
に
資
金
集
め
や
入
信
者
勧
誘
、

あ
る
い
は
教
団
の
財
の
拡
充
の
た
め
に
多
く
の
時
間
を
費
や
す
の
だ
。

　
オ
ウ
ム
真
理
教
で
は
こ
う
し
た
活
動
を「
ワ
ー
ク
」と
よ
ん
で
い
た
。教

団
の
財
力
と
行
動
力
を
高
め
る
こ
と
に
貢
献
す
る
の
だ
が
、こ
れ
が
一
般

社
会
と
の
間
に
強
い
軋
轢
を
生
む
。し
か
し
、そ
れ
を
通
し
て
若
い
信
徒

は
自
ら
の
信
仰
を
固
め
る
こ
と
に
も
な
る
。軋
轢
を
通
し
て
、か
え
って
教

団
が
力
を
増
し
て
い
く
と
い
う
事
態
が
生
じ
る
。

3
　加
害
を
正
当
化
す
る
教
え

　
こ
う
し
た
過
程
で
、人
々
に
危
害
が
及
ん
だ
り
、大
き
く
自
由
が
侵
害

さ
れ
た
り
す
る
よ
う
な
攻
撃
的
な
活
動
を
正
当
化
す
る
教
え
が
広
め
ら
れ

て
いっ
た
の
は
、オ
ウ
ム
真
理
教
と
統
一
教
会
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
だ
。オ
ウ

ム
真
理
教
の
場
合
、外
部
と
の
葛
藤
が
強
ま
る
一
方
、教
団
内
で
暴
力
事

件
が
起
こ
る
が
、１
９
８
８
年
頃
か
ら
⑴「
マハ
ー
ム
ド
ラ
ー
」、⑵「
ヴ
ァ
ジ

ラ
ヤ
ー
ナ
」、⑶「
ポ
ア
」な
ど
の
暴
力
の
肯
定
に
つ
な
が
る
よ
う
な
教
え
が

説
か
れ
る
よ
う
に
な
る（
島
薗
進『
現
代
宗
教
の
可
能
性―

―

オ
ウ
ム
真

理
教
と
暴
力
』岩
波
書
店
、１
９
９
７
年
）。こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、⑴
修
行

を
進
め
る
た
め
に
た
と
え
理
不
尽
で
も
グ
ル
の
絶
対
的
な
権
威
に
自
発
的

に
従
う
よ
う
促
す
こ
と
、⑵
一
般
社
会
で
許
容
さ
れ
な
い
よ
う
な
暴
力
を

も
高
次
の
目
的
に
か
な
う
も
の
と
し
て
是
認
す
る
こ
と
、⑶
殺
す
こ
と
が

殺
さ
れ
る
人
を
救
う
こ
と
に
な
る
と
し
て
殺
人
を
肯
定
す
る
こ
と
、を
指

す
。つ
い
に
は
死
に
至
る
加
害
の
是
認
を
含
む
教
え
だ
。

　
統
一
教
会
の
場
合
、こ
の
世
が
悪
の
勢
力
を
代
表
す
る
サ
タ
ン
の
支
配

下
に
あ
る
と
し
て
、サ
タ
ン
の
影
響
下
に
あ
る
人
々
と
戦
う
こ
と
を
是
と
す

る
教
え
が
あ
る
。こ
の
世
に
サ
タ
ン
が
悪
を
も
た
ら
し
、広
め
て
い
く
は
じ

め
は
、エ
デ
ン
の
園
の
ア
ダ
ム
と
エ
バ（
イ
ブ
）の
う
ち
の
エ
バ
に
責
任
が
あ
っ

た
。エ
バ
が
サ
タ
ン
と
交
わっ
た
と
い
う
。そ
し
て
、日
本
は
エ
バ
の
影
響
下

に
あ
る
国
で
あ
り
、日
本
の
人
々
は
教
祖
と
韓
国
に
奉
仕
す
る
べ
き
も
の

だ
と
説
か
れ
た
。ま
た
、す
べて
の
も
の
は
元
来
、神
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、

神
の
意
思
を
地
上
で
担
って
い
る
文
鮮
明
と
統
一
教
会
に
財
が
集
積
さ
れ

る
の
は
理
に
か
な
っ
た
こ
と
だ
と
さ
れ
る
。こ
れ
を「
万
物
復
帰
」と
い
う
。

日
本
で
行
わ
れ
た
霊
感
商
法
や
信
徒
への
高
額
献
金
の
強
要
は
、し
ば
し

ば
偽
り
や
正
体
隠
し
な
ど
の
詐
欺
的
な
手
法
を
用
い
て
行
わ
れ
た
が
、そ

の
背
後
に
は
そ
う
し
た
行
為
も
正
当
化
さ
れ
る
と
い
う
教
え
が
あ
っ
た
。

4
　な
ぜ
、こ
の
時
期
に
多
く
出
て
き
た
の
か
？

　
で
は
、こ
う
し
た「
カ
ル
ト
」教
団
的
な
動
向
が
、な
ぜ
１
９
７
０
年

代
か
ら
１
９
８
０
年
代
と
い
う
こ
の
時
期
に
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。第
一
に
、長
期
に
わ
た
る
市
民
的
自
由
の
拡
充
の
潮
流
の
な
か

で
、宗
教
教
団
と
そ
の
信
徒
の
自
由
が
膨
張
し
、他
者
に
危
害
を
及
ぼ

す
よ
う
な
独
善
的
な
も
の
に
ま
で
及
ん
で
いっ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

資
本
主
義
が
是
認
す
る
私
的
利
益
の
追
求
だ
が
、２０
世
紀
の
後
半
に

至
って
、宗
教
集
団
に
も
集
団
の
利
益
を
極
大
化
し
、そ
れ
が
も
た
ら
す

負
の
作
用
に
目
を
つ
ぶ
る
姿
勢
が
及
ん
で
い
く
。多
数
の
死
者
を
生
む

よ
う
な「
カ
ル
ト
」に
よ
る
暴
力
事
件
は
、欧
米
の
１８
世
紀
以
後
の
歴
史

で
も
２０
世
紀
の
後
半
に
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

　
宗
教
集
団
も
か
つ
て
の
宗
教
的
共
同
体
と
は
だ
い
ぶ
趣
を
異
に
し
、

業
務
遂
行
組
織
の
よ
う
な
形
を
と
る
こ
と
が
増
え
て
き
た
。信
徒
を
増

や
す
と
か
、財
を
多
く
獲
得
す
る
こ
と
の
た
め
に
、成
員
が
最
大
限
貢

献
す
る
よ
う
な
組
織
と
活
動
の
あ
り
方
に
近
い
も
の
が
増
え
た（
島
薗

進「
聖
の
商
業
化―

宗
教
的
奉
仕
と
贈
与
の
変
容
」、島
薗
進・石
井

研
士
編『
消
費
さ
れ
る〈
宗
教
〉』春
秋
社
、１
９
９
６
年
、所
収
）。し
か

も
、宗
教
的
な
忠
節
が
求
め
ら
れ
る
た
め
に
、安
価
な
労
働
力
で
上
位

者
の
命
令
の
下
に
き
わ
め
て
効
率
よ
く
目
標
が
達
成
で
き
る
よ
う
な
組

織
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。こ
れ
は
統
一
教
会
が
先
例
を
作
り
、オ
ウ
ム
真

理
教
が
そ
の
傾
向
を
拡
充
し
た
も
の
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
宗
教
教
団
の
あ
り
方
は
被
害
を
も
た
ら
す
、あ
る
い
は
、

攻
撃
さ
れ
て
損
害
を
被
っ
た
と
感
じ
る
人
が
多
数
生
じ
る
。そ
こ
で
教

団
への
批
判
者
が
立
ち
上
が
り
、反
対
運
動
を
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。統

一
教
会
の
場
合
も
オ
ウ
ム
真
理
教
の
場
合
も
、早
い
段
階
で
入
信
し
た

子
ど
も
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
親
の
会
が
成
立
し
て
い
る
。だ
が
、こ
う

し
た
反
対
運
動
だ
け
で「
カ
ル
ト
」的
な
教
団
が
活
動
を
弱
め
る
こ
と

に
は
な
ら
な
い
。広
く
社
会
に
批
判
の
声
が
広
が
り
、マ
ス
コ
ミ
も
批
判

的
な
報
道
を
行
い
、行
政
や
政
治
家
が
抑
制
に
向
か
わ
な
け
れ
ば
、「
カ

ル
ト
」教
団
が
攻
撃
的
活
動
を
控
え
る
に
は
至
ら
な
い
。

　
他
方
、人
権
意
識
の
高
ま
り
や
集
団
に
よ
る
個
人
の
抑
圧
が
見
逃
さ
れ

な
く
な
っ
た
と
い
う
社
会
の
側
の
変
化
も
影
響
し
て
い
る
。人
類
の
、ま
た

宗
教
の
長
い
歴
史
を
見
渡
せ
ば
、現
代
的
な
基
準
か
ら
す
れ
ば
人
権
侵

害
と
な
る
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
き
た
が
見
逃
さ
れ
て
き
た
こ
と
は

多
々
あ
る
。だ
が
、今
や
日
本
国
憲
法
第
１３
条
に
、「
す
べて
国
民
は
、個
人

と
し
て
尊
重
さ
れ
る
。生
命
、自
由
及
び
幸
福
追
求
に
対
す
る
国
民
の
権

利
に
つ
い
て
は
、公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
、立
法
そ
の
他
の
国
政
の

上
で
、最
大
の
尊
重
を
必
要
と
す
る
」と
あ
る
。し
か
し
、宗
教
集
団
が
個

人
の
人
権
を
抑
圧
す
る
と
見
ら
れ
る
場
合
、宗
教
集
団
の
側
の
信
教
の
自

由
を
も
考
慮
し
つつ
ど
う
制
御
す
る
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
く
る
。

5
　問
題
の
認
識
と
対
応
の
鈍
さ

　
日
本
の
１
９
７
０
年
代
、１
９
８
０
年
代
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
は
、

こ
の
よ
う
に
し
て「
カ
ル
ト
」的
な
教
団
が
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
き
、そ

の
人
権
侵
害
を
問
う
声
が
増
大
す
る
は
ず
の
時
期
に
、教
団
に
よ
る
人

権
侵
害
を
抑
え
よ
う
と
す
る
社
会
の
動
き
が
鈍
か
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
。１
９
７
０
年
代
は
世
界
的
に「
カ
ル
ト
」問
題
が
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
時
期
だ
。そ
の
際
、世
界
各
国
で
カ
ル
ト
を
抑
え
る
た
め
の
対

策
が
と
ら
れ
て
い
っ
た
。と
こ
ろ
が
こ
の
時
期
に
日
本
で
は
、「
カ
ル
ト
」

ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
親
に
よ
る
反
対
運
動
が
あ
り
、霊
感
商
法
が
始

ま
っ
た
す
ぐ
後
の
１
９
７
８
年
に
は
被
害
情
報
が
寄
せ
ら
れ
始
め
、１
９

８
７
年
に
は
日
本
弁
護
士
連
合
会
が「
霊
感
商
法
被
害
実
態
と
そ
の

対
策
に
つ
い
て
」と
い
う
文
書
を
出
し
て
、行
政
や
警
察
当
局
に
適
切
な

対
策
を
と
る
よ
う
求
め
て
い
る
。そ
し
て
、同
年
、通
商
産
業
省
に
よ
る

関
連
企
業
への
聞
き
取
り
調
査
が
行
わ
れ
、警
視
庁
刑
事
局
保
安
部
経

済
課
長
が「
厳
正
な
取
り
締
ま
り
を
行
う
」と
の
答
弁
を
行
っ
て
も
い

る
。だ
が
、そ
の
後
も
統
一
教
会
教
団
組
織
への
取
り
締
ま
り
は
行
わ
れ

ず
、刑
事
事
件
が
教
団
に
及
ん
だ
の
は
、よ
う
や
く
２
０
０
７
年
以
降
の

こ
と
で
あ
る（
島
薗
、前
掲『
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
統
一
教
会

問
題
』、序
章
、第
５
章
）。

　
こ
の
よ
う
に
行
政（
税
務
署
等
）や
警
察
に
よ
る
規
制
が
行
わ
れ
な

い
ま
ま
で
１
９
７
０
年
代
か
ら
１
９
９
０
年
代
へ
と
至
っ
た
。そ
し
て
、

１
９
９
５
年
に
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
が
起
こ
っ
て
、統
一
教
会
側
は
霊

感
商
法
を
控
え
る
よ
う
に
指
示
を
出
し
、以
後
、信
徒
か
ら
の
収
奪

（「
先
祖
解
怨
」や
巨
額
の
聖
典
販
売
な
ど
）へ
と
方
針
を
転
換
し
た
。

だ
が
、そ
れ
は
信
徒
と
そ
の
家
族
へ
の
形
を
変
え
た
、は
な
は
だ
し
い
人

権
侵
害
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。こ
の
よ
う
に「
カ
ル
ト
」問
題
が
認
識

さ
れ
て
い
な
が
ら
、行
政
や
警
察
が
必
要
な
対
策
を
と
ら
ず
、被
害
を

拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

6
　批
判
と
対
策
を
遅
れ
さ
せ
た
要
因

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、マ
ス
コ
ミ
や
学
者
が
教
団
への
批
判
を
十
分
に
行
わ

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
作
用
し
て
い
る
。統
一
教
会
へ
の
批
判
的
な
報

道
や
発
信
は
、激
し
い
反
撃
を
招
く
こ
と
を
恐
れ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ

た
。１
９
８
４
年
か
ら
１
９
８
７
年
に
か
け
て『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』は
統

一
教
会
批
判
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
が
、こ
れ
に
対
し
て
は
無
言
電
話

や
つ
き
ま
と
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
い
や
が
ら
せ
が
あ
り
、銃
砲
店
を
も
つ

統
一
教
会
か
ら
の
攻
撃
や
脅
し
と
疑
わ
れ
る
事
柄
も
起
こ
り
、朝
日
新

聞
社
側
は
萎
縮
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
も
な
さ
れ
て
い
る（
樋
田

毅『
記
者
襲
撃
』岩
波
書
店
、２
０
１
８
年
）。冷
戦
崩
壊
後
の
１
９
９
２

年
に
至
る
ま
で
、他
の
マ
ス
コ
ミ
も
統
一
教
会
批
判
に
消
極
的
だ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
統
一
教
会
の「
カ
ル
ト
」的
な
人
権
侵
害
が
長
期
に
わ

た
っ
て
取
り
締
ま
り
を
受
け
ず
に
来
て
、よ
う
や
く
１
９
９
０
年
代
後

半
か
ら
２
０
０
０
年
代
に
か
け
て
民
事
訴
訟
に
よ
っ
て
そ
の
違
法
性
が

明
ら
か
に
さ
れ
る
に
至
っ
た
。統
一
教
会
に
対
す
る
厳
し
い
批
判
や
規

制
は
１
９
７
０
年
以
降
、多
く
の
国
々
で
行
わ
れ
て
き
た
。と
こ
ろ
が
、

日
本
で
は「
反
共
」を
掲
げ
る
統
一
教
会
に
対
す
る
有
力
政
治
家
の
支

持
が
続
き
、そ
う
し
た
要
因
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、マ
ス
コ
ミ
も
批
判

を
控
え
、警
察
等
の
取
り
締
ま
り
や
税
務
署
の
手
入
れ
等
も
行
わ
れ
な

い
ま
ま
に
来
た
。統
一
教
会
は
１
９
７
０
年
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

の
日
本
の
も
っ
と
も
力
の
あ
る「
カ
ル
ト
」教
団
だ
っ
た
。そ
の
団
体
が
モ

デ
ル
に
な
っ
て
、人
を
人
と
も
思
わ
な
い
か
の
よ
う
な
信
徒
集
め
、資
金

集
め
を
行
う
教
団
が
広
が
っ
た
と
い
う
捉
え
方
も
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、日
本
で「
カ
ル
ト
」対
策
が
十
分
で
な

か
っ
た
の
は
、被
害
者
の
声
を
受
け
て
、マ
ス
コ
ミ
や
学
者
が
そ
れ
を
世
に

知
ら
し
め
、行
政
が
そ
れ
に
応
じ
て
違
法
な
活
動
を
抑
え
、政
治
家
が

そ
れ
を
促
し
、警
察
を
含
め
た
行
政
機
関
に
必
要
な
対
策
を
と
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
と
言
え
る
。政
治
家
と
宗
教
教
団
の
歪
ん

だ
関
係
が
こ
う
し
た
事
態
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

（
島
薗
進
編『
政
治
と
宗
教―

―

統
一
教
会
問
題
と
危
機
に
直
面
す
る

公
共
空
間
』岩
波
新
書
、２
０
２
３
年
）。

7
　広
範
囲
に
及
ぶ
対
応
の
必
要
性

　
こ
う
し
た
事
情
が
あ
って
、全
国
霊
感
商
法
対
策
弁
襲
士
連
絡
会（
全

国
弁
連
）が
き
わ
め
て
大
き
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
、民
事
訴
訟
で

よ
う
や
く
違
法
性
が
明
確
に
な
る
こ
と
に
な
り
、つ
い
に
は
２
０
２
２
年

に
な
って
元
首
相
殺
害
事
件
が
起
こ
り
、そ
れ
に
よ
って
初
め
て
マ
ス
コ
ミ

が
厳
し
い「
カ
ル
ト
」教
団
批
判
を
長
期
に
わ
た
っ
て
続
け
る
こ
と
に
も

な
っ
た
。

　
政
治
家
と
行
政
の
行
動
や
マ
ス
コ
ミ
や
学
者
の
発
信
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
述
べ
て
き
た
が
、こ
れ
は
大
学
な
ど
の
教
育
機
関
や
子
ど
も
の

育
成
に
関
わ
る
機
関
が
重
要
な
役
割
を
果
た
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
。統
一
教
会
や
オ
ウ
ム
真
理
教
の
よ
う
に
は
な
は
だ
し
い
被
害
を

も
た
ら
す
の
で
は
な
い
が
、見
え
に
く
い
形
で
被
害
を
も
た
ら
す「
カ
ル

ト
」教
団
も
あ
る
。エ
ホ
バ
の
証
人
は
そ
の
よ
う
な
教
団
の
よ
い
例
だ
。

そ
う
し
た
教
団
の
被
害
を
防
ぎ
、危
う
い
団
体
の
情
報
を
共
有
す
る
た

め
に
多
く
の
努
力
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。全
国
の
大
学
で
カ
ル
ト

問
題
の
担
当
者
を
指
名
し
、全
国
弁
連
の
弁
護
士
ら
と
情
報
交
換
を

行
う
弁
連
大
学
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
有
効
な
活
動
を
積
み
重
ね
て
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
地
味
な
活
動
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
情
報
が
、マ
ス
コ
ミ
や
政

府
や
行
政
機
関
を
動
か
す
こ
と
に
も
な
る
。

　
そ
し
て
さ
ら
に
は
、「
カ
ル
ト
」に
つ
い
て
、ま
た
そ
も
そ
も
宗
教
と
は

何
か
、宗
教
が
ど
う
あ
る
は
ず
の
も
の
か
、そ
れ
が
歪
む
の
は
ど
の
よ
う

な
場
合
か
、こ
う
いっ
た
問
題
に
つ
い
て
の
理
解
を
、学
校
で
、ま
た
社
会

で
養
え
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。こ
れ
は「
宗
教
リ
テ
ラ
シ
ー
」の

問
題
と
言
え
る
。こ
れ
に
つ
い
て
は
、学
校
だ
け
で
な
く
マ
ス
コ
ミ
や
さ
ま

ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
が
果
た
す
役
割
も
大
き
い
。政
府
や
行
政
機
関
が
、学

校
教
育
や
社
会
教
育
の
課
題
と
し
て
こ
う
し
た
問
題
に
も
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
。
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教
団
が
攻
撃
的
で
人
権
侵
害
を
犯
す
よ
う
な
活
動
を
続
け
て
い
く
こ

と
が
で
き
た
。そ
う
し
た
活
動
へ
の
規
制
が
進
め
ら
れ
る
の
は
１
９
９
０

年
代
に
な
って
か
ら
だ
っ
た
。

　
オ
ウ
ム
真
理
教
が
取
り
締
ま
ら
れ
た
の
は
、１
９
９
５
年
の
地
下
鉄

サ
リ
ン
事
件
以
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、そ
の
後
、取
り
締
ま
り
に
よ
っ
て

解
体
し
て
いっ
た
り
、解
散
命
令
を
受
け
た
り
す
る
団
体
が
続
出
し
た
。

明
覚
寺
に
解
散
命
令
請
求
が
出
さ
れ
た
の
が
１
９
９
９
年
、地
裁
が
解

散
の
決
定
を
出
し
た
の
が
そ
の
２
年
後
、法
の
華
三
法
行
の
破
産
宣
告

は
２
０
０
１
年
で
あ
る
。統
一
教
会
の
場
合
、１
９
９
４
年
５
月
２７
日
に

福
岡
地
裁
の
判
決
で
、「
統
一
教
会
へ
の
献
金
勧
誘
行
為
は〈
社
会
通

念
上
相
当
〉と
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
著
し
く
逸
脱
す
る
勧
誘
行
為
で
あ

り
、違
法
で
あ
る
」と
断
じ
ら
れ
た（
山
口
広「
統
一
教
会
の
被
害
と
法

的
救
済
」、島
薗
進
編『
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
統
一
教
会
問

題
』東
洋
経
済
新
報
社
、２
０
２
３
年
、所
収
）。そ
し
て
、よ
り
広
く
信

徒
の
心
の
自
由
を
奪
う
よ
う
な
伝
道
活
動
に
ま
で
及
ぶ
違
法
伝
道
訴

訟（
青
春
を
返
せ
訴
訟
、信
仰
の
自
由
回
復
訴
訟
な
ど
を
含
む
）で
、統

一
教
会
敗
訴
の
判
決
が
確
定
す
る
の
は
２
０
０
１
年
以
後
の
こ
と
で
あ

る（
櫻
井
義
秀『
カ
ル
ト
問
題
と
公
共
性―

―

裁
判・メ
デ
ィ
ア・宗
教

研
究
は
ど
う
論
じ
た
か
』北
海
道
大
学
出
版
、２
０
１
４
年
）。

　
統
一
教
会
の
場
合
、１
９
６
０
年
代
に
す
で
に
教
団
活
動
に
引
き
込

1
　日
本
の「
カ
ル
ト
」問
題
の
発
生
時
期

　
日
本
で「
カ
ル
ト
」問
題
が
大
き
く
注
目
さ
れ
た
の
は
、１
９
８
０

年
代
の
末
か
ら
１
９
９
０
年
代
の
半
ば
に
か
け
て
だ
が
、も
っ
と
も
注

目
さ
れ
た「
カ
ル
ト
」教
団
と
い
え
ば
オ
ウ
ム
真
理
教
、続
い
て
統
一
教

会
で
あ
る
。２
０
２
２
年
７
月
８
日
の
安
倍
元
首
相
殺
害
事
件
に
よ
っ

て
、統
一
教
会
は
再
び
注
目
を
浴
び
る
に
至
っ
た
が
、す
で
に
１
９
９
０

年
代
の
初
め
頃
の
段
階
で
統
一
教
会
は
オ
ウ
ム
真
理
教
に
ま
さ
る
と

も
劣
ら
ぬ
注
目
を
浴
び
て
い
た
。統
一
教
会
の
霊
感
商
法
に
厳
し
い
批

判
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
は
、オ
ウ
ム
真
理
教
は
ま
だ
生

ま
れ
た
て
の
小
集
団
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。 

　
で
は
、そ
れ
以
前
は
ど
う
か
と
い
う
と
、戦
前
に
は
天
理
教
や
大
本
、

ひ
と
の
み
ち
教
団
や
ほ
ん
み
ち
な
ど
が
厳
し
い
弾
圧
を
受
け
て
い
た
。戦

後
も
、霊
友
会
や
世
界
救
世
教
の
教
祖
は
、占
領
統
治
期
に
捕
ら
え
ら

れ
て
い
る
し
、立
正
佼
成
会
や
真
如
苑
も
メ
デ
ィ
ア
に
よ
り
邪
教
扱
い
を

受
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
。創
価
学
会
は
折
伏
と
い
う
攻
撃
的
布
教
と
、

他
の
宗
教
や
思
想
を
激
し
く
批
判
す
る
言
説
で
、多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
を

起
こ
し
た
。創
価
学
会
が
１
９
６
９
年
か
ら
７０
年
に
か
け
て
起
こ
し
た

言
論
出
版
妨
害
事
件
で
浴
び
た
非
難
は
激
し
い
も
の
だ
っ
た
。

　
だ
が
、こ
れ
ら
の
教
団
を「
カ
ル
ト
」と
よ
ぶ
人
は
あ
ま
り
い
な
い
。

以
上
に
あ
げ
た
諸
教
団
は
新
宗
教
に
類
別
さ
れ
る
が
、新
宗
教
の
歴

史
の
な
か
で「
カ
ル
ト
」と
よ
ば
れ
る
教
団
は
、統
一
教
会
以
後
で
あ

り
、多
く
の
信
徒
を
擁
し
大
き
な
社
会
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の

は
、統
一
教
会
と
オ
ウ
ム
真
理
教
で
あ
る
。

2
　若
者
が
多
い「
カ
ル
ト
」教
団

　
で
は
、こ
れ
ら
の
教
団
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
って
い
た
か
。ま
ず
、

若
者
の
参
加
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。オ
ウ
ム
真
理
教
は
１
９
８
６

年
ご
ろ
に
成
立
し
、１
９
９
４
年
に
松
本
サ
リ
ン
事
件
を
、１
９
９
５
年

に
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
を
起
こ
し
て
崩
壊
し
て
い
く
が
、そ
の
段
階
で
の

国
内
信
徒
は
約
１
万
人
、そ
の
う
ち
出
家
修
行
者
が
１
２
０
０
人
余
り

と
さ
れ
る（
島
薗
進『
オ
ウ
ム
真
理
教
の
軌
跡
』岩
波
書
店
、１
９
９
５

年
、同『
新
宗
教
を
問
う
』ち
く
ま
新
書
、２
０
２
０
年
）。警
察
が
発
見

し
た
信
徒
名
簿
の
集
計
に
よ
る
と
、出
家
者
の
う
ち
２０
代
が
４７・５
％
、

２０
代
と
３０
代
を
合
わ
せ
る
と
７５・４
％
と
な
る
。し
か
も
男
性
が
多
い
。

こ
れ
は
４０
代
、５０
代
の
女
性
信
徒
が
多
か
っ
た
従
来
の
新
宗
教
と
は
だ

い
ぶ
違
う
。か
な
り
高
学
歴
な
理
系
の
学
生
が
多
い
し
、大
学
院
で
学
ん

だ
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
こ
れ
は
１
９
７
０
年
代
の
統
一
教
会
に
も
見
ら
れ
た
傾
向
だ
。そ
し
て
、

従
来
の
新
宗
教
の
発
展
の
仕
方
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、仲
間
集
団
を
つ

く
り
、語
り
合
い
支
え
合
う
こ
と
に
そ
れ
ほ
ど
積
極
的
で
な
い
こ
と
だ
。た

と
え
ば
、１
９
３
０
年
代
に
成
立
し
、１
９
６
０
年
代
頃
ま
で
が
急
成
長

期
だ
っ
た
立
正
佼
成
会
で
は
、法
座
と
い
う
信
徒
ら
の
集
ま
り
が
あ
って
、

車
座
に
な
って
お
た
が
い
の
問
題
を
語
り
温
か
い
交
わ
り
の
な
か
か
ら
癒

や
し
や
人
間
的
成
長
を
求
め
る
と
い
う
場
が
あ
っ
た
。同
様
に
、創
価
学

会
で
は
座
談
会
と
い
う
集
い
が
あ
っ
た
。そ
れ
に
対
し
て
、統
一
教
会
や
オ

ウ
ム
真
理
教
で
は
若
い
信
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
に
資
金
集
め
や
入
信
者
勧
誘
、

あ
る
い
は
教
団
の
財
の
拡
充
の
た
め
に
多
く
の
時
間
を
費
や
す
の
だ
。

　
オ
ウ
ム
真
理
教
で
は
こ
う
し
た
活
動
を「
ワ
ー
ク
」と
よ
ん
で
い
た
。教

団
の
財
力
と
行
動
力
を
高
め
る
こ
と
に
貢
献
す
る
の
だ
が
、こ
れ
が
一
般

社
会
と
の
間
に
強
い
軋
轢
を
生
む
。し
か
し
、そ
れ
を
通
し
て
若
い
信
徒

は
自
ら
の
信
仰
を
固
め
る
こ
と
に
も
な
る
。軋
轢
を
通
し
て
、か
え
って
教

団
が
力
を
増
し
て
い
く
と
い
う
事
態
が
生
じ
る
。

3
　加
害
を
正
当
化
す
る
教
え

　
こ
う
し
た
過
程
で
、人
々
に
危
害
が
及
ん
だ
り
、大
き
く
自
由
が
侵
害

さ
れ
た
り
す
る
よ
う
な
攻
撃
的
な
活
動
を
正
当
化
す
る
教
え
が
広
め
ら
れ

て
いっ
た
の
は
、オ
ウ
ム
真
理
教
と
統
一
教
会
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
だ
。オ
ウ

ム
真
理
教
の
場
合
、外
部
と
の
葛
藤
が
強
ま
る
一
方
、教
団
内
で
暴
力
事

件
が
起
こ
る
が
、１
９
８
８
年
頃
か
ら
⑴「
マハ
ー
ム
ド
ラ
ー
」、⑵「
ヴ
ァ
ジ

ラ
ヤ
ー
ナ
」、⑶「
ポ
ア
」な
ど
の
暴
力
の
肯
定
に
つ
な
が
る
よ
う
な
教
え
が

説
か
れ
る
よ
う
に
な
る（
島
薗
進『
現
代
宗
教
の
可
能
性―

―

オ
ウ
ム
真

理
教
と
暴
力
』岩
波
書
店
、１
９
９
７
年
）。こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、⑴
修
行

を
進
め
る
た
め
に
た
と
え
理
不
尽
で
も
グ
ル
の
絶
対
的
な
権
威
に
自
発
的

に
従
う
よ
う
促
す
こ
と
、⑵
一
般
社
会
で
許
容
さ
れ
な
い
よ
う
な
暴
力
を

も
高
次
の
目
的
に
か
な
う
も
の
と
し
て
是
認
す
る
こ
と
、⑶
殺
す
こ
と
が

殺
さ
れ
る
人
を
救
う
こ
と
に
な
る
と
し
て
殺
人
を
肯
定
す
る
こ
と
、を
指

す
。つ
い
に
は
死
に
至
る
加
害
の
是
認
を
含
む
教
え
だ
。

　
統
一
教
会
の
場
合
、こ
の
世
が
悪
の
勢
力
を
代
表
す
る
サ
タ
ン
の
支
配

下
に
あ
る
と
し
て
、サ
タ
ン
の
影
響
下
に
あ
る
人
々
と
戦
う
こ
と
を
是
と
す

る
教
え
が
あ
る
。こ
の
世
に
サ
タ
ン
が
悪
を
も
た
ら
し
、広
め
て
い
く
は
じ

め
は
、エ
デ
ン
の
園
の
ア
ダ
ム
と
エ
バ（
イ
ブ
）の
う
ち
の
エ
バ
に
責
任
が
あ
っ

た
。エ
バ
が
サ
タ
ン
と
交
わっ
た
と
い
う
。そ
し
て
、日
本
は
エ
バ
の
影
響
下

に
あ
る
国
で
あ
り
、日
本
の
人
々
は
教
祖
と
韓
国
に
奉
仕
す
る
べ
き
も
の

だ
と
説
か
れ
た
。ま
た
、す
べて
の
も
の
は
元
来
、神
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、

神
の
意
思
を
地
上
で
担
って
い
る
文
鮮
明
と
統
一
教
会
に
財
が
集
積
さ
れ

る
の
は
理
に
か
な
っ
た
こ
と
だ
と
さ
れ
る
。こ
れ
を「
万
物
復
帰
」と
い
う
。

日
本
で
行
わ
れ
た
霊
感
商
法
や
信
徒
への
高
額
献
金
の
強
要
は
、し
ば
し

ば
偽
り
や
正
体
隠
し
な
ど
の
詐
欺
的
な
手
法
を
用
い
て
行
わ
れ
た
が
、そ

の
背
後
に
は
そ
う
し
た
行
為
も
正
当
化
さ
れ
る
と
い
う
教
え
が
あ
っ
た
。

4
　な
ぜ
、こ
の
時
期
に
多
く
出
て
き
た
の
か
？

　
で
は
、こ
う
し
た「
カ
ル
ト
」教
団
的
な
動
向
が
、な
ぜ
１
９
７
０
年

代
か
ら
１
９
８
０
年
代
と
い
う
こ
の
時
期
に
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。第
一
に
、長
期
に
わ
た
る
市
民
的
自
由
の
拡
充
の
潮
流
の
な
か

で
、宗
教
教
団
と
そ
の
信
徒
の
自
由
が
膨
張
し
、他
者
に
危
害
を
及
ぼ

す
よ
う
な
独
善
的
な
も
の
に
ま
で
及
ん
で
いっ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

資
本
主
義
が
是
認
す
る
私
的
利
益
の
追
求
だ
が
、２０
世
紀
の
後
半
に

至
って
、宗
教
集
団
に
も
集
団
の
利
益
を
極
大
化
し
、そ
れ
が
も
た
ら
す

負
の
作
用
に
目
を
つ
ぶ
る
姿
勢
が
及
ん
で
い
く
。多
数
の
死
者
を
生
む

よ
う
な「
カ
ル
ト
」に
よ
る
暴
力
事
件
は
、欧
米
の
１８
世
紀
以
後
の
歴
史

で
も
２０
世
紀
の
後
半
に
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

　
宗
教
集
団
も
か
つ
て
の
宗
教
的
共
同
体
と
は
だ
い
ぶ
趣
を
異
に
し
、

業
務
遂
行
組
織
の
よ
う
な
形
を
と
る
こ
と
が
増
え
て
き
た
。信
徒
を
増

や
す
と
か
、財
を
多
く
獲
得
す
る
こ
と
の
た
め
に
、成
員
が
最
大
限
貢

献
す
る
よ
う
な
組
織
と
活
動
の
あ
り
方
に
近
い
も
の
が
増
え
た（
島
薗

進「
聖
の
商
業
化―

宗
教
的
奉
仕
と
贈
与
の
変
容
」、島
薗
進・石
井

研
士
編『
消
費
さ
れ
る〈
宗
教
〉』春
秋
社
、１
９
９
６
年
、所
収
）。し
か

も
、宗
教
的
な
忠
節
が
求
め
ら
れ
る
た
め
に
、安
価
な
労
働
力
で
上
位

者
の
命
令
の
下
に
き
わ
め
て
効
率
よ
く
目
標
が
達
成
で
き
る
よ
う
な
組

織
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。こ
れ
は
統
一
教
会
が
先
例
を
作
り
、オ
ウ
ム
真

理
教
が
そ
の
傾
向
を
拡
充
し
た
も
の
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
宗
教
教
団
の
あ
り
方
は
被
害
を
も
た
ら
す
、あ
る
い
は
、

攻
撃
さ
れ
て
損
害
を
被
っ
た
と
感
じ
る
人
が
多
数
生
じ
る
。そ
こ
で
教

団
への
批
判
者
が
立
ち
上
が
り
、反
対
運
動
を
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。統

一
教
会
の
場
合
も
オ
ウ
ム
真
理
教
の
場
合
も
、早
い
段
階
で
入
信
し
た

子
ど
も
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
親
の
会
が
成
立
し
て
い
る
。だ
が
、こ
う

し
た
反
対
運
動
だ
け
で「
カ
ル
ト
」的
な
教
団
が
活
動
を
弱
め
る
こ
と

に
は
な
ら
な
い
。広
く
社
会
に
批
判
の
声
が
広
が
り
、マ
ス
コ
ミ
も
批
判

的
な
報
道
を
行
い
、行
政
や
政
治
家
が
抑
制
に
向
か
わ
な
け
れ
ば
、「
カ

ル
ト
」教
団
が
攻
撃
的
活
動
を
控
え
る
に
は
至
ら
な
い
。

　
他
方
、人
権
意
識
の
高
ま
り
や
集
団
に
よ
る
個
人
の
抑
圧
が
見
逃
さ
れ

な
く
な
っ
た
と
い
う
社
会
の
側
の
変
化
も
影
響
し
て
い
る
。人
類
の
、ま
た

宗
教
の
長
い
歴
史
を
見
渡
せ
ば
、現
代
的
な
基
準
か
ら
す
れ
ば
人
権
侵

害
と
な
る
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
き
た
が
見
逃
さ
れ
て
き
た
こ
と
は

多
々
あ
る
。だ
が
、今
や
日
本
国
憲
法
第
１３
条
に
、「
す
べて
国
民
は
、個
人

と
し
て
尊
重
さ
れ
る
。生
命
、自
由
及
び
幸
福
追
求
に
対
す
る
国
民
の
権

利
に
つ
い
て
は
、公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
、立
法
そ
の
他
の
国
政
の

上
で
、最
大
の
尊
重
を
必
要
と
す
る
」と
あ
る
。し
か
し
、宗
教
集
団
が
個

人
の
人
権
を
抑
圧
す
る
と
見
ら
れ
る
場
合
、宗
教
集
団
の
側
の
信
教
の
自

由
を
も
考
慮
し
つつ
ど
う
制
御
す
る
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
く
る
。

5
　問
題
の
認
識
と
対
応
の
鈍
さ

　
日
本
の
１
９
７
０
年
代
、１
９
８
０
年
代
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
は
、

こ
の
よ
う
に
し
て「
カ
ル
ト
」的
な
教
団
が
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
き
、そ

の
人
権
侵
害
を
問
う
声
が
増
大
す
る
は
ず
の
時
期
に
、教
団
に
よ
る
人

権
侵
害
を
抑
え
よ
う
と
す
る
社
会
の
動
き
が
鈍
か
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
。１
９
７
０
年
代
は
世
界
的
に「
カ
ル
ト
」問
題
が
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
時
期
だ
。そ
の
際
、世
界
各
国
で
カ
ル
ト
を
抑
え
る
た
め
の
対

策
が
と
ら
れ
て
い
っ
た
。と
こ
ろ
が
こ
の
時
期
に
日
本
で
は
、「
カ
ル
ト
」

ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
親
に
よ
る
反
対
運
動
が
あ
り
、霊
感
商
法
が
始

ま
っ
た
す
ぐ
後
の
１
９
７
８
年
に
は
被
害
情
報
が
寄
せ
ら
れ
始
め
、１
９

８
７
年
に
は
日
本
弁
護
士
連
合
会
が「
霊
感
商
法
被
害
実
態
と
そ
の

対
策
に
つ
い
て
」と
い
う
文
書
を
出
し
て
、行
政
や
警
察
当
局
に
適
切
な

対
策
を
と
る
よ
う
求
め
て
い
る
。そ
し
て
、同
年
、通
商
産
業
省
に
よ
る

関
連
企
業
への
聞
き
取
り
調
査
が
行
わ
れ
、警
視
庁
刑
事
局
保
安
部
経

済
課
長
が「
厳
正
な
取
り
締
ま
り
を
行
う
」と
の
答
弁
を
行
っ
て
も
い

る
。だ
が
、そ
の
後
も
統
一
教
会
教
団
組
織
への
取
り
締
ま
り
は
行
わ
れ

ず
、刑
事
事
件
が
教
団
に
及
ん
だ
の
は
、よ
う
や
く
２
０
０
７
年
以
降
の

こ
と
で
あ
る（
島
薗
、前
掲『
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
統
一
教
会

問
題
』、序
章
、第
５
章
）。

　
こ
の
よ
う
に
行
政（
税
務
署
等
）や
警
察
に
よ
る
規
制
が
行
わ
れ
な

い
ま
ま
で
１
９
７
０
年
代
か
ら
１
９
９
０
年
代
へ
と
至
っ
た
。そ
し
て
、

１
９
９
５
年
に
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
が
起
こ
っ
て
、統
一
教
会
側
は
霊

感
商
法
を
控
え
る
よ
う
に
指
示
を
出
し
、以
後
、信
徒
か
ら
の
収
奪

（「
先
祖
解
怨
」や
巨
額
の
聖
典
販
売
な
ど
）へ
と
方
針
を
転
換
し
た
。

だ
が
、そ
れ
は
信
徒
と
そ
の
家
族
へ
の
形
を
変
え
た
、は
な
は
だ
し
い
人

権
侵
害
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。こ
の
よ
う
に「
カ
ル
ト
」問
題
が
認
識

さ
れ
て
い
な
が
ら
、行
政
や
警
察
が
必
要
な
対
策
を
と
ら
ず
、被
害
を

拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

6
　批
判
と
対
策
を
遅
れ
さ
せ
た
要
因

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、マ
ス
コ
ミ
や
学
者
が
教
団
への
批
判
を
十
分
に
行
わ

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
作
用
し
て
い
る
。統
一
教
会
へ
の
批
判
的
な
報

道
や
発
信
は
、激
し
い
反
撃
を
招
く
こ
と
を
恐
れ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ

た
。１
９
８
４
年
か
ら
１
９
８
７
年
に
か
け
て『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』は
統

一
教
会
批
判
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
が
、こ
れ
に
対
し
て
は
無
言
電
話

や
つ
き
ま
と
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
い
や
が
ら
せ
が
あ
り
、銃
砲
店
を
も
つ

統
一
教
会
か
ら
の
攻
撃
や
脅
し
と
疑
わ
れ
る
事
柄
も
起
こ
り
、朝
日
新

聞
社
側
は
萎
縮
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
も
な
さ
れ
て
い
る（
樋
田

毅『
記
者
襲
撃
』岩
波
書
店
、２
０
１
８
年
）。冷
戦
崩
壊
後
の
１
９
９
２

年
に
至
る
ま
で
、他
の
マ
ス
コ
ミ
も
統
一
教
会
批
判
に
消
極
的
だ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
統
一
教
会
の「
カ
ル
ト
」的
な
人
権
侵
害
が
長
期
に
わ

た
っ
て
取
り
締
ま
り
を
受
け
ず
に
来
て
、よ
う
や
く
１
９
９
０
年
代
後

半
か
ら
２
０
０
０
年
代
に
か
け
て
民
事
訴
訟
に
よ
っ
て
そ
の
違
法
性
が

明
ら
か
に
さ
れ
る
に
至
っ
た
。統
一
教
会
に
対
す
る
厳
し
い
批
判
や
規

制
は
１
９
７
０
年
以
降
、多
く
の
国
々
で
行
わ
れ
て
き
た
。と
こ
ろ
が
、

日
本
で
は「
反
共
」を
掲
げ
る
統
一
教
会
に
対
す
る
有
力
政
治
家
の
支

持
が
続
き
、そ
う
し
た
要
因
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、マ
ス
コ
ミ
も
批
判

を
控
え
、警
察
等
の
取
り
締
ま
り
や
税
務
署
の
手
入
れ
等
も
行
わ
れ
な

い
ま
ま
に
来
た
。統
一
教
会
は
１
９
７
０
年
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

の
日
本
の
も
っ
と
も
力
の
あ
る「
カ
ル
ト
」教
団
だ
っ
た
。そ
の
団
体
が
モ

デ
ル
に
な
っ
て
、人
を
人
と
も
思
わ
な
い
か
の
よ
う
な
信
徒
集
め
、資
金

集
め
を
行
う
教
団
が
広
が
っ
た
と
い
う
捉
え
方
も
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、日
本
で「
カ
ル
ト
」対
策
が
十
分
で
な

か
っ
た
の
は
、被
害
者
の
声
を
受
け
て
、マ
ス
コ
ミ
や
学
者
が
そ
れ
を
世
に

知
ら
し
め
、行
政
が
そ
れ
に
応
じ
て
違
法
な
活
動
を
抑
え
、政
治
家
が

そ
れ
を
促
し
、警
察
を
含
め
た
行
政
機
関
に
必
要
な
対
策
を
と
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
と
言
え
る
。政
治
家
と
宗
教
教
団
の
歪
ん

だ
関
係
が
こ
う
し
た
事
態
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

（
島
薗
進
編『
政
治
と
宗
教―

―

統
一
教
会
問
題
と
危
機
に
直
面
す
る

公
共
空
間
』岩
波
新
書
、２
０
２
３
年
）。

7
　広
範
囲
に
及
ぶ
対
応
の
必
要
性

　
こ
う
し
た
事
情
が
あ
って
、全
国
霊
感
商
法
対
策
弁
襲
士
連
絡
会（
全

国
弁
連
）が
き
わ
め
て
大
き
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
、民
事
訴
訟
で

よ
う
や
く
違
法
性
が
明
確
に
な
る
こ
と
に
な
り
、つ
い
に
は
２
０
２
２
年

に
な
って
元
首
相
殺
害
事
件
が
起
こ
り
、そ
れ
に
よ
って
初
め
て
マ
ス
コ
ミ

が
厳
し
い「
カ
ル
ト
」教
団
批
判
を
長
期
に
わ
た
っ
て
続
け
る
こ
と
に
も

な
っ
た
。

　
政
治
家
と
行
政
の
行
動
や
マ
ス
コ
ミ
や
学
者
の
発
信
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
述
べ
て
き
た
が
、こ
れ
は
大
学
な
ど
の
教
育
機
関
や
子
ど
も
の

育
成
に
関
わ
る
機
関
が
重
要
な
役
割
を
果
た
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
。統
一
教
会
や
オ
ウ
ム
真
理
教
の
よ
う
に
は
な
は
だ
し
い
被
害
を

も
た
ら
す
の
で
は
な
い
が
、見
え
に
く
い
形
で
被
害
を
も
た
ら
す「
カ
ル

ト
」教
団
も
あ
る
。エ
ホ
バ
の
証
人
は
そ
の
よ
う
な
教
団
の
よ
い
例
だ
。

そ
う
し
た
教
団
の
被
害
を
防
ぎ
、危
う
い
団
体
の
情
報
を
共
有
す
る
た

め
に
多
く
の
努
力
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。全
国
の
大
学
で
カ
ル
ト

問
題
の
担
当
者
を
指
名
し
、全
国
弁
連
の
弁
護
士
ら
と
情
報
交
換
を

行
う
弁
連
大
学
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
有
効
な
活
動
を
積
み
重
ね
て
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
地
味
な
活
動
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
情
報
が
、マ
ス
コ
ミ
や
政

府
や
行
政
機
関
を
動
か
す
こ
と
に
も
な
る
。

　
そ
し
て
さ
ら
に
は
、「
カ
ル
ト
」に
つ
い
て
、ま
た
そ
も
そ
も
宗
教
と
は

何
か
、宗
教
が
ど
う
あ
る
は
ず
の
も
の
か
、そ
れ
が
歪
む
の
は
ど
の
よ
う

な
場
合
か
、こ
う
いっ
た
問
題
に
つ
い
て
の
理
解
を
、学
校
で
、ま
た
社
会

で
養
え
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。こ
れ
は「
宗
教
リ
テ
ラ
シ
ー
」の

問
題
と
言
え
る
。こ
れ
に
つ
い
て
は
、学
校
だ
け
で
な
く
マ
ス
コ
ミ
や
さ
ま

ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
が
果
た
す
役
割
も
大
き
い
。政
府
や
行
政
機
関
が
、学

校
教
育
や
社
会
教
育
の
課
題
と
し
て
こ
う
し
た
問
題
に
も
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
。
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教
団
が
攻
撃
的
で
人
権
侵
害
を
犯
す
よ
う
な
活
動
を
続
け
て
い
く
こ

と
が
で
き
た
。そ
う
し
た
活
動
へ
の
規
制
が
進
め
ら
れ
る
の
は
１
９
９
０

年
代
に
な
って
か
ら
だ
っ
た
。

　
オ
ウ
ム
真
理
教
が
取
り
締
ま
ら
れ
た
の
は
、１
９
９
５
年
の
地
下
鉄

サ
リ
ン
事
件
以
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、そ
の
後
、取
り
締
ま
り
に
よ
っ
て

解
体
し
て
いっ
た
り
、解
散
命
令
を
受
け
た
り
す
る
団
体
が
続
出
し
た
。

明
覚
寺
に
解
散
命
令
請
求
が
出
さ
れ
た
の
が
１
９
９
９
年
、地
裁
が
解

散
の
決
定
を
出
し
た
の
が
そ
の
２
年
後
、法
の
華
三
法
行
の
破
産
宣
告

は
２
０
０
１
年
で
あ
る
。統
一
教
会
の
場
合
、１
９
９
４
年
５
月
２７
日
に

福
岡
地
裁
の
判
決
で
、「
統
一
教
会
へ
の
献
金
勧
誘
行
為
は〈
社
会
通

念
上
相
当
〉と
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
著
し
く
逸
脱
す
る
勧
誘
行
為
で
あ

り
、違
法
で
あ
る
」と
断
じ
ら
れ
た（
山
口
広「
統
一
教
会
の
被
害
と
法

的
救
済
」、島
薗
進
編『
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
統
一
教
会
問

題
』東
洋
経
済
新
報
社
、２
０
２
３
年
、所
収
）。そ
し
て
、よ
り
広
く
信

徒
の
心
の
自
由
を
奪
う
よ
う
な
伝
道
活
動
に
ま
で
及
ぶ
違
法
伝
道
訴

訟（
青
春
を
返
せ
訴
訟
、信
仰
の
自
由
回
復
訴
訟
な
ど
を
含
む
）で
、統

一
教
会
敗
訴
の
判
決
が
確
定
す
る
の
は
２
０
０
１
年
以
後
の
こ
と
で
あ

る（
櫻
井
義
秀『
カ
ル
ト
問
題
と
公
共
性―

―

裁
判・メ
デ
ィ
ア・宗
教

研
究
は
ど
う
論
じ
た
か
』北
海
道
大
学
出
版
、２
０
１
４
年
）。

　
統
一
教
会
の
場
合
、１
９
６
０
年
代
に
す
で
に
教
団
活
動
に
引
き
込

1
　日
本
の「
カ
ル
ト
」問
題
の
発
生
時
期

　
日
本
で「
カ
ル
ト
」問
題
が
大
き
く
注
目
さ
れ
た
の
は
、１
９
８
０

年
代
の
末
か
ら
１
９
９
０
年
代
の
半
ば
に
か
け
て
だ
が
、も
っ
と
も
注

目
さ
れ
た「
カ
ル
ト
」教
団
と
い
え
ば
オ
ウ
ム
真
理
教
、続
い
て
統
一
教

会
で
あ
る
。２
０
２
２
年
７
月
８
日
の
安
倍
元
首
相
殺
害
事
件
に
よ
っ

て
、統
一
教
会
は
再
び
注
目
を
浴
び
る
に
至
っ
た
が
、す
で
に
１
９
９
０

年
代
の
初
め
頃
の
段
階
で
統
一
教
会
は
オ
ウ
ム
真
理
教
に
ま
さ
る
と

も
劣
ら
ぬ
注
目
を
浴
び
て
い
た
。統
一
教
会
の
霊
感
商
法
に
厳
し
い
批

判
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
は
、オ
ウ
ム
真
理
教
は
ま
だ
生

ま
れ
た
て
の
小
集
団
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。 

　
で
は
、そ
れ
以
前
は
ど
う
か
と
い
う
と
、戦
前
に
は
天
理
教
や
大
本
、

ひ
と
の
み
ち
教
団
や
ほ
ん
み
ち
な
ど
が
厳
し
い
弾
圧
を
受
け
て
い
た
。戦

後
も
、霊
友
会
や
世
界
救
世
教
の
教
祖
は
、占
領
統
治
期
に
捕
ら
え
ら

れ
て
い
る
し
、立
正
佼
成
会
や
真
如
苑
も
メ
デ
ィ
ア
に
よ
り
邪
教
扱
い
を

受
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
。創
価
学
会
は
折
伏
と
い
う
攻
撃
的
布
教
と
、

他
の
宗
教
や
思
想
を
激
し
く
批
判
す
る
言
説
で
、多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
を

起
こ
し
た
。創
価
学
会
が
１
９
６
９
年
か
ら
７０
年
に
か
け
て
起
こ
し
た

言
論
出
版
妨
害
事
件
で
浴
び
た
非
難
は
激
し
い
も
の
だ
っ
た
。

　
だ
が
、こ
れ
ら
の
教
団
を「
カ
ル
ト
」と
よ
ぶ
人
は
あ
ま
り
い
な
い
。

以
上
に
あ
げ
た
諸
教
団
は
新
宗
教
に
類
別
さ
れ
る
が
、新
宗
教
の
歴

史
の
な
か
で「
カ
ル
ト
」と
よ
ば
れ
る
教
団
は
、統
一
教
会
以
後
で
あ

り
、多
く
の
信
徒
を
擁
し
大
き
な
社
会
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の

は
、統
一
教
会
と
オ
ウ
ム
真
理
教
で
あ
る
。

2
　若
者
が
多
い「
カ
ル
ト
」教
団

　
で
は
、こ
れ
ら
の
教
団
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
って
い
た
か
。ま
ず
、

若
者
の
参
加
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。オ
ウ
ム
真
理
教
は
１
９
８
６

年
ご
ろ
に
成
立
し
、１
９
９
４
年
に
松
本
サ
リ
ン
事
件
を
、１
９
９
５
年

に
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
を
起
こ
し
て
崩
壊
し
て
い
く
が
、そ
の
段
階
で
の

国
内
信
徒
は
約
１
万
人
、そ
の
う
ち
出
家
修
行
者
が
１
２
０
０
人
余
り

と
さ
れ
る（
島
薗
進『
オ
ウ
ム
真
理
教
の
軌
跡
』岩
波
書
店
、１
９
９
５

年
、同『
新
宗
教
を
問
う
』ち
く
ま
新
書
、２
０
２
０
年
）。警
察
が
発
見

し
た
信
徒
名
簿
の
集
計
に
よ
る
と
、出
家
者
の
う
ち
２０
代
が
４７・５
％
、

２０
代
と
３０
代
を
合
わ
せ
る
と
７５・４
％
と
な
る
。し
か
も
男
性
が
多
い
。

こ
れ
は
４０
代
、５０
代
の
女
性
信
徒
が
多
か
っ
た
従
来
の
新
宗
教
と
は
だ

い
ぶ
違
う
。か
な
り
高
学
歴
な
理
系
の
学
生
が
多
い
し
、大
学
院
で
学
ん

だ
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
こ
れ
は
１
９
７
０
年
代
の
統
一
教
会
に
も
見
ら
れ
た
傾
向
だ
。そ
し
て
、

従
来
の
新
宗
教
の
発
展
の
仕
方
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、仲
間
集
団
を
つ

く
り
、語
り
合
い
支
え
合
う
こ
と
に
そ
れ
ほ
ど
積
極
的
で
な
い
こ
と
だ
。た

と
え
ば
、１
９
３
０
年
代
に
成
立
し
、１
９
６
０
年
代
頃
ま
で
が
急
成
長

期
だ
っ
た
立
正
佼
成
会
で
は
、法
座
と
い
う
信
徒
ら
の
集
ま
り
が
あ
って
、

車
座
に
な
って
お
た
が
い
の
問
題
を
語
り
温
か
い
交
わ
り
の
な
か
か
ら
癒

や
し
や
人
間
的
成
長
を
求
め
る
と
い
う
場
が
あ
っ
た
。同
様
に
、創
価
学

会
で
は
座
談
会
と
い
う
集
い
が
あ
っ
た
。そ
れ
に
対
し
て
、統
一
教
会
や
オ

ウ
ム
真
理
教
で
は
若
い
信
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
に
資
金
集
め
や
入
信
者
勧
誘
、

あ
る
い
は
教
団
の
財
の
拡
充
の
た
め
に
多
く
の
時
間
を
費
や
す
の
だ
。

　
オ
ウ
ム
真
理
教
で
は
こ
う
し
た
活
動
を「
ワ
ー
ク
」と
よ
ん
で
い
た
。教

団
の
財
力
と
行
動
力
を
高
め
る
こ
と
に
貢
献
す
る
の
だ
が
、こ
れ
が
一
般

社
会
と
の
間
に
強
い
軋
轢
を
生
む
。し
か
し
、そ
れ
を
通
し
て
若
い
信
徒

は
自
ら
の
信
仰
を
固
め
る
こ
と
に
も
な
る
。軋
轢
を
通
し
て
、か
え
って
教

団
が
力
を
増
し
て
い
く
と
い
う
事
態
が
生
じ
る
。

3
　加
害
を
正
当
化
す
る
教
え

　
こ
う
し
た
過
程
で
、人
々
に
危
害
が
及
ん
だ
り
、大
き
く
自
由
が
侵
害

さ
れ
た
り
す
る
よ
う
な
攻
撃
的
な
活
動
を
正
当
化
す
る
教
え
が
広
め
ら
れ

て
いっ
た
の
は
、オ
ウ
ム
真
理
教
と
統
一
教
会
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
だ
。オ
ウ

ム
真
理
教
の
場
合
、外
部
と
の
葛
藤
が
強
ま
る
一
方
、教
団
内
で
暴
力
事

件
が
起
こ
る
が
、１
９
８
８
年
頃
か
ら
⑴「
マハ
ー
ム
ド
ラ
ー
」、⑵「
ヴ
ァ
ジ

ラ
ヤ
ー
ナ
」、⑶「
ポ
ア
」な
ど
の
暴
力
の
肯
定
に
つ
な
が
る
よ
う
な
教
え
が

説
か
れ
る
よ
う
に
な
る（
島
薗
進『
現
代
宗
教
の
可
能
性―

―

オ
ウ
ム
真

理
教
と
暴
力
』岩
波
書
店
、１
９
９
７
年
）。こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、⑴
修
行

を
進
め
る
た
め
に
た
と
え
理
不
尽
で
も
グ
ル
の
絶
対
的
な
権
威
に
自
発
的

に
従
う
よ
う
促
す
こ
と
、⑵
一
般
社
会
で
許
容
さ
れ
な
い
よ
う
な
暴
力
を

も
高
次
の
目
的
に
か
な
う
も
の
と
し
て
是
認
す
る
こ
と
、⑶
殺
す
こ
と
が

殺
さ
れ
る
人
を
救
う
こ
と
に
な
る
と
し
て
殺
人
を
肯
定
す
る
こ
と
、を
指

す
。つ
い
に
は
死
に
至
る
加
害
の
是
認
を
含
む
教
え
だ
。

　
統
一
教
会
の
場
合
、こ
の
世
が
悪
の
勢
力
を
代
表
す
る
サ
タ
ン
の
支
配

下
に
あ
る
と
し
て
、サ
タ
ン
の
影
響
下
に
あ
る
人
々
と
戦
う
こ
と
を
是
と
す

る
教
え
が
あ
る
。こ
の
世
に
サ
タ
ン
が
悪
を
も
た
ら
し
、広
め
て
い
く
は
じ

め
は
、エ
デ
ン
の
園
の
ア
ダ
ム
と
エ
バ（
イ
ブ
）の
う
ち
の
エ
バ
に
責
任
が
あ
っ

た
。エ
バ
が
サ
タ
ン
と
交
わっ
た
と
い
う
。そ
し
て
、日
本
は
エ
バ
の
影
響
下

に
あ
る
国
で
あ
り
、日
本
の
人
々
は
教
祖
と
韓
国
に
奉
仕
す
る
べ
き
も
の

だ
と
説
か
れ
た
。ま
た
、す
べて
の
も
の
は
元
来
、神
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、

神
の
意
思
を
地
上
で
担
って
い
る
文
鮮
明
と
統
一
教
会
に
財
が
集
積
さ
れ

る
の
は
理
に
か
な
っ
た
こ
と
だ
と
さ
れ
る
。こ
れ
を「
万
物
復
帰
」と
い
う
。

日
本
で
行
わ
れ
た
霊
感
商
法
や
信
徒
への
高
額
献
金
の
強
要
は
、し
ば
し

ば
偽
り
や
正
体
隠
し
な
ど
の
詐
欺
的
な
手
法
を
用
い
て
行
わ
れ
た
が
、そ

の
背
後
に
は
そ
う
し
た
行
為
も
正
当
化
さ
れ
る
と
い
う
教
え
が
あ
っ
た
。

4
　な
ぜ
、こ
の
時
期
に
多
く
出
て
き
た
の
か
？

　
で
は
、こ
う
し
た「
カ
ル
ト
」教
団
的
な
動
向
が
、な
ぜ
１
９
７
０
年

代
か
ら
１
９
８
０
年
代
と
い
う
こ
の
時
期
に
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。第
一
に
、長
期
に
わ
た
る
市
民
的
自
由
の
拡
充
の
潮
流
の
な
か

で
、宗
教
教
団
と
そ
の
信
徒
の
自
由
が
膨
張
し
、他
者
に
危
害
を
及
ぼ

す
よ
う
な
独
善
的
な
も
の
に
ま
で
及
ん
で
いっ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

資
本
主
義
が
是
認
す
る
私
的
利
益
の
追
求
だ
が
、２０
世
紀
の
後
半
に

至
って
、宗
教
集
団
に
も
集
団
の
利
益
を
極
大
化
し
、そ
れ
が
も
た
ら
す

負
の
作
用
に
目
を
つ
ぶ
る
姿
勢
が
及
ん
で
い
く
。多
数
の
死
者
を
生
む

よ
う
な「
カ
ル
ト
」に
よ
る
暴
力
事
件
は
、欧
米
の
１８
世
紀
以
後
の
歴
史

で
も
２０
世
紀
の
後
半
に
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

　
宗
教
集
団
も
か
つ
て
の
宗
教
的
共
同
体
と
は
だ
い
ぶ
趣
を
異
に
し
、

業
務
遂
行
組
織
の
よ
う
な
形
を
と
る
こ
と
が
増
え
て
き
た
。信
徒
を
増

や
す
と
か
、財
を
多
く
獲
得
す
る
こ
と
の
た
め
に
、成
員
が
最
大
限
貢

献
す
る
よ
う
な
組
織
と
活
動
の
あ
り
方
に
近
い
も
の
が
増
え
た（
島
薗

進「
聖
の
商
業
化―

宗
教
的
奉
仕
と
贈
与
の
変
容
」、島
薗
進・石
井

研
士
編『
消
費
さ
れ
る〈
宗
教
〉』春
秋
社
、１
９
９
６
年
、所
収
）。し
か

も
、宗
教
的
な
忠
節
が
求
め
ら
れ
る
た
め
に
、安
価
な
労
働
力
で
上
位

者
の
命
令
の
下
に
き
わ
め
て
効
率
よ
く
目
標
が
達
成
で
き
る
よ
う
な
組

織
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。こ
れ
は
統
一
教
会
が
先
例
を
作
り
、オ
ウ
ム
真

理
教
が
そ
の
傾
向
を
拡
充
し
た
も
の
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
宗
教
教
団
の
あ
り
方
は
被
害
を
も
た
ら
す
、あ
る
い
は
、

攻
撃
さ
れ
て
損
害
を
被
っ
た
と
感
じ
る
人
が
多
数
生
じ
る
。そ
こ
で
教

団
への
批
判
者
が
立
ち
上
が
り
、反
対
運
動
を
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。統

一
教
会
の
場
合
も
オ
ウ
ム
真
理
教
の
場
合
も
、早
い
段
階
で
入
信
し
た

子
ど
も
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
親
の
会
が
成
立
し
て
い
る
。だ
が
、こ
う

し
た
反
対
運
動
だ
け
で「
カ
ル
ト
」的
な
教
団
が
活
動
を
弱
め
る
こ
と

に
は
な
ら
な
い
。広
く
社
会
に
批
判
の
声
が
広
が
り
、マ
ス
コ
ミ
も
批
判

的
な
報
道
を
行
い
、行
政
や
政
治
家
が
抑
制
に
向
か
わ
な
け
れ
ば
、「
カ

ル
ト
」教
団
が
攻
撃
的
活
動
を
控
え
る
に
は
至
ら
な
い
。

　
他
方
、人
権
意
識
の
高
ま
り
や
集
団
に
よ
る
個
人
の
抑
圧
が
見
逃
さ
れ

な
く
な
っ
た
と
い
う
社
会
の
側
の
変
化
も
影
響
し
て
い
る
。人
類
の
、ま
た

宗
教
の
長
い
歴
史
を
見
渡
せ
ば
、現
代
的
な
基
準
か
ら
す
れ
ば
人
権
侵

害
と
な
る
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
き
た
が
見
逃
さ
れ
て
き
た
こ
と
は

多
々
あ
る
。だ
が
、今
や
日
本
国
憲
法
第
１３
条
に
、「
す
べて
国
民
は
、個
人

と
し
て
尊
重
さ
れ
る
。生
命
、自
由
及
び
幸
福
追
求
に
対
す
る
国
民
の
権

利
に
つ
い
て
は
、公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
、立
法
そ
の
他
の
国
政
の

上
で
、最
大
の
尊
重
を
必
要
と
す
る
」と
あ
る
。し
か
し
、宗
教
集
団
が
個

人
の
人
権
を
抑
圧
す
る
と
見
ら
れ
る
場
合
、宗
教
集
団
の
側
の
信
教
の
自

由
を
も
考
慮
し
つつ
ど
う
制
御
す
る
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
く
る
。

5
　問
題
の
認
識
と
対
応
の
鈍
さ

　
日
本
の
１
９
７
０
年
代
、１
９
８
０
年
代
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
は
、

こ
の
よ
う
に
し
て「
カ
ル
ト
」的
な
教
団
が
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
き
、そ

の
人
権
侵
害
を
問
う
声
が
増
大
す
る
は
ず
の
時
期
に
、教
団
に
よ
る
人

権
侵
害
を
抑
え
よ
う
と
す
る
社
会
の
動
き
が
鈍
か
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
。１
９
７
０
年
代
は
世
界
的
に「
カ
ル
ト
」問
題
が
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
時
期
だ
。そ
の
際
、世
界
各
国
で
カ
ル
ト
を
抑
え
る
た
め
の
対

策
が
と
ら
れ
て
い
っ
た
。と
こ
ろ
が
こ
の
時
期
に
日
本
で
は
、「
カ
ル
ト
」

ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
親
に
よ
る
反
対
運
動
が
あ
り
、霊
感
商
法
が
始

ま
っ
た
す
ぐ
後
の
１
９
７
８
年
に
は
被
害
情
報
が
寄
せ
ら
れ
始
め
、１
９

８
７
年
に
は
日
本
弁
護
士
連
合
会
が「
霊
感
商
法
被
害
実
態
と
そ
の

対
策
に
つ
い
て
」と
い
う
文
書
を
出
し
て
、行
政
や
警
察
当
局
に
適
切
な

対
策
を
と
る
よ
う
求
め
て
い
る
。そ
し
て
、同
年
、通
商
産
業
省
に
よ
る

関
連
企
業
への
聞
き
取
り
調
査
が
行
わ
れ
、警
視
庁
刑
事
局
保
安
部
経

済
課
長
が「
厳
正
な
取
り
締
ま
り
を
行
う
」と
の
答
弁
を
行
っ
て
も
い

る
。だ
が
、そ
の
後
も
統
一
教
会
教
団
組
織
への
取
り
締
ま
り
は
行
わ
れ

ず
、刑
事
事
件
が
教
団
に
及
ん
だ
の
は
、よ
う
や
く
２
０
０
７
年
以
降
の

こ
と
で
あ
る（
島
薗
、前
掲『
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
統
一
教
会

問
題
』、序
章
、第
５
章
）。

　
こ
の
よ
う
に
行
政（
税
務
署
等
）や
警
察
に
よ
る
規
制
が
行
わ
れ
な

い
ま
ま
で
１
９
７
０
年
代
か
ら
１
９
９
０
年
代
へ
と
至
っ
た
。そ
し
て
、

１
９
９
５
年
に
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
が
起
こ
っ
て
、統
一
教
会
側
は
霊

感
商
法
を
控
え
る
よ
う
に
指
示
を
出
し
、以
後
、信
徒
か
ら
の
収
奪

（「
先
祖
解
怨
」や
巨
額
の
聖
典
販
売
な
ど
）へ
と
方
針
を
転
換
し
た
。

だ
が
、そ
れ
は
信
徒
と
そ
の
家
族
へ
の
形
を
変
え
た
、は
な
は
だ
し
い
人

権
侵
害
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。こ
の
よ
う
に「
カ
ル
ト
」問
題
が
認
識

さ
れ
て
い
な
が
ら
、行
政
や
警
察
が
必
要
な
対
策
を
と
ら
ず
、被
害
を

拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

6
　批
判
と
対
策
を
遅
れ
さ
せ
た
要
因

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、マ
ス
コ
ミ
や
学
者
が
教
団
への
批
判
を
十
分
に
行
わ

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
作
用
し
て
い
る
。統
一
教
会
へ
の
批
判
的
な
報

道
や
発
信
は
、激
し
い
反
撃
を
招
く
こ
と
を
恐
れ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ

た
。１
９
８
４
年
か
ら
１
９
８
７
年
に
か
け
て『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』は
統

一
教
会
批
判
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
が
、こ
れ
に
対
し
て
は
無
言
電
話

や
つ
き
ま
と
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
い
や
が
ら
せ
が
あ
り
、銃
砲
店
を
も
つ

統
一
教
会
か
ら
の
攻
撃
や
脅
し
と
疑
わ
れ
る
事
柄
も
起
こ
り
、朝
日
新

聞
社
側
は
萎
縮
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
も
な
さ
れ
て
い
る（
樋
田

毅『
記
者
襲
撃
』岩
波
書
店
、２
０
１
８
年
）。冷
戦
崩
壊
後
の
１
９
９
２

年
に
至
る
ま
で
、他
の
マ
ス
コ
ミ
も
統
一
教
会
批
判
に
消
極
的
だ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
統
一
教
会
の「
カ
ル
ト
」的
な
人
権
侵
害
が
長
期
に
わ

た
っ
て
取
り
締
ま
り
を
受
け
ず
に
来
て
、よ
う
や
く
１
９
９
０
年
代
後

半
か
ら
２
０
０
０
年
代
に
か
け
て
民
事
訴
訟
に
よ
っ
て
そ
の
違
法
性
が

明
ら
か
に
さ
れ
る
に
至
っ
た
。統
一
教
会
に
対
す
る
厳
し
い
批
判
や
規

制
は
１
９
７
０
年
以
降
、多
く
の
国
々
で
行
わ
れ
て
き
た
。と
こ
ろ
が
、

日
本
で
は「
反
共
」を
掲
げ
る
統
一
教
会
に
対
す
る
有
力
政
治
家
の
支

持
が
続
き
、そ
う
し
た
要
因
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、マ
ス
コ
ミ
も
批
判

を
控
え
、警
察
等
の
取
り
締
ま
り
や
税
務
署
の
手
入
れ
等
も
行
わ
れ
な

い
ま
ま
に
来
た
。統
一
教
会
は
１
９
７
０
年
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

の
日
本
の
も
っ
と
も
力
の
あ
る「
カ
ル
ト
」教
団
だ
っ
た
。そ
の
団
体
が
モ

デ
ル
に
な
っ
て
、人
を
人
と
も
思
わ
な
い
か
の
よ
う
な
信
徒
集
め
、資
金

集
め
を
行
う
教
団
が
広
が
っ
た
と
い
う
捉
え
方
も
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、日
本
で「
カ
ル
ト
」対
策
が
十
分
で
な

か
っ
た
の
は
、被
害
者
の
声
を
受
け
て
、マ
ス
コ
ミ
や
学
者
が
そ
れ
を
世
に

知
ら
し
め
、行
政
が
そ
れ
に
応
じ
て
違
法
な
活
動
を
抑
え
、政
治
家
が

そ
れ
を
促
し
、警
察
を
含
め
た
行
政
機
関
に
必
要
な
対
策
を
と
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
と
言
え
る
。政
治
家
と
宗
教
教
団
の
歪
ん

だ
関
係
が
こ
う
し
た
事
態
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

（
島
薗
進
編『
政
治
と
宗
教―

―

統
一
教
会
問
題
と
危
機
に
直
面
す
る

公
共
空
間
』岩
波
新
書
、２
０
２
３
年
）。

7
　広
範
囲
に
及
ぶ
対
応
の
必
要
性

　
こ
う
し
た
事
情
が
あ
って
、全
国
霊
感
商
法
対
策
弁
襲
士
連
絡
会（
全

国
弁
連
）が
き
わ
め
て
大
き
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
、民
事
訴
訟
で

よ
う
や
く
違
法
性
が
明
確
に
な
る
こ
と
に
な
り
、つ
い
に
は
２
０
２
２
年

に
な
って
元
首
相
殺
害
事
件
が
起
こ
り
、そ
れ
に
よ
って
初
め
て
マ
ス
コ
ミ

が
厳
し
い「
カ
ル
ト
」教
団
批
判
を
長
期
に
わ
た
っ
て
続
け
る
こ
と
に
も

な
っ
た
。

　
政
治
家
と
行
政
の
行
動
や
マ
ス
コ
ミ
や
学
者
の
発
信
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
述
べ
て
き
た
が
、こ
れ
は
大
学
な
ど
の
教
育
機
関
や
子
ど
も
の

育
成
に
関
わ
る
機
関
が
重
要
な
役
割
を
果
た
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
。統
一
教
会
や
オ
ウ
ム
真
理
教
の
よ
う
に
は
な
は
だ
し
い
被
害
を

も
た
ら
す
の
で
は
な
い
が
、見
え
に
く
い
形
で
被
害
を
も
た
ら
す「
カ
ル

ト
」教
団
も
あ
る
。エ
ホ
バ
の
証
人
は
そ
の
よ
う
な
教
団
の
よ
い
例
だ
。

そ
う
し
た
教
団
の
被
害
を
防
ぎ
、危
う
い
団
体
の
情
報
を
共
有
す
る
た

め
に
多
く
の
努
力
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。全
国
の
大
学
で
カ
ル
ト

問
題
の
担
当
者
を
指
名
し
、全
国
弁
連
の
弁
護
士
ら
と
情
報
交
換
を

行
う
弁
連
大
学
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
有
効
な
活
動
を
積
み
重
ね
て
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
地
味
な
活
動
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
情
報
が
、マ
ス
コ
ミ
や
政

府
や
行
政
機
関
を
動
か
す
こ
と
に
も
な
る
。

　
そ
し
て
さ
ら
に
は
、「
カ
ル
ト
」に
つ
い
て
、ま
た
そ
も
そ
も
宗
教
と
は

何
か
、宗
教
が
ど
う
あ
る
は
ず
の
も
の
か
、そ
れ
が
歪
む
の
は
ど
の
よ
う

な
場
合
か
、こ
う
いっ
た
問
題
に
つ
い
て
の
理
解
を
、学
校
で
、ま
た
社
会

で
養
え
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。こ
れ
は「
宗
教
リ
テ
ラ
シ
ー
」の

問
題
と
言
え
る
。こ
れ
に
つ
い
て
は
、学
校
だ
け
で
な
く
マ
ス
コ
ミ
や
さ
ま

ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
が
果
た
す
役
割
も
大
き
い
。政
府
や
行
政
機
関
が
、学

校
教
育
や
社
会
教
育
の
課
題
と
し
て
こ
う
し
た
問
題
に
も
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
。
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教
団
が
攻
撃
的
で
人
権
侵
害
を
犯
す
よ
う
な
活
動
を
続
け
て
い
く
こ

と
が
で
き
た
。そ
う
し
た
活
動
へ
の
規
制
が
進
め
ら
れ
る
の
は
１
９
９
０

年
代
に
な
って
か
ら
だ
っ
た
。

　
オ
ウ
ム
真
理
教
が
取
り
締
ま
ら
れ
た
の
は
、１
９
９
５
年
の
地
下
鉄

サ
リ
ン
事
件
以
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、そ
の
後
、取
り
締
ま
り
に
よ
っ
て

解
体
し
て
いっ
た
り
、解
散
命
令
を
受
け
た
り
す
る
団
体
が
続
出
し
た
。

明
覚
寺
に
解
散
命
令
請
求
が
出
さ
れ
た
の
が
１
９
９
９
年
、地
裁
が
解

散
の
決
定
を
出
し
た
の
が
そ
の
２
年
後
、法
の
華
三
法
行
の
破
産
宣
告

は
２
０
０
１
年
で
あ
る
。統
一
教
会
の
場
合
、１
９
９
４
年
５
月
２７
日
に

福
岡
地
裁
の
判
決
で
、「
統
一
教
会
へ
の
献
金
勧
誘
行
為
は〈
社
会
通

念
上
相
当
〉と
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
著
し
く
逸
脱
す
る
勧
誘
行
為
で
あ

り
、違
法
で
あ
る
」と
断
じ
ら
れ
た（
山
口
広「
統
一
教
会
の
被
害
と
法

的
救
済
」、島
薗
進
編『
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
統
一
教
会
問

題
』東
洋
経
済
新
報
社
、２
０
２
３
年
、所
収
）。そ
し
て
、よ
り
広
く
信

徒
の
心
の
自
由
を
奪
う
よ
う
な
伝
道
活
動
に
ま
で
及
ぶ
違
法
伝
道
訴

訟（
青
春
を
返
せ
訴
訟
、信
仰
の
自
由
回
復
訴
訟
な
ど
を
含
む
）で
、統

一
教
会
敗
訴
の
判
決
が
確
定
す
る
の
は
２
０
０
１
年
以
後
の
こ
と
で
あ

る（
櫻
井
義
秀『
カ
ル
ト
問
題
と
公
共
性―

―

裁
判・メ
デ
ィ
ア・宗
教

研
究
は
ど
う
論
じ
た
か
』北
海
道
大
学
出
版
、２
０
１
４
年
）。

　
統
一
教
会
の
場
合
、１
９
６
０
年
代
に
す
で
に
教
団
活
動
に
引
き
込

1
　日
本
の「
カ
ル
ト
」問
題
の
発
生
時
期

　
日
本
で「
カ
ル
ト
」問
題
が
大
き
く
注
目
さ
れ
た
の
は
、１
９
８
０

年
代
の
末
か
ら
１
９
９
０
年
代
の
半
ば
に
か
け
て
だ
が
、も
っ
と
も
注

目
さ
れ
た「
カ
ル
ト
」教
団
と
い
え
ば
オ
ウ
ム
真
理
教
、続
い
て
統
一
教

会
で
あ
る
。２
０
２
２
年
７
月
８
日
の
安
倍
元
首
相
殺
害
事
件
に
よ
っ

て
、統
一
教
会
は
再
び
注
目
を
浴
び
る
に
至
っ
た
が
、す
で
に
１
９
９
０

年
代
の
初
め
頃
の
段
階
で
統
一
教
会
は
オ
ウ
ム
真
理
教
に
ま
さ
る
と

も
劣
ら
ぬ
注
目
を
浴
び
て
い
た
。統
一
教
会
の
霊
感
商
法
に
厳
し
い
批

判
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
は
、オ
ウ
ム
真
理
教
は
ま
だ
生

ま
れ
た
て
の
小
集
団
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。 

　
で
は
、そ
れ
以
前
は
ど
う
か
と
い
う
と
、戦
前
に
は
天
理
教
や
大
本
、

ひ
と
の
み
ち
教
団
や
ほ
ん
み
ち
な
ど
が
厳
し
い
弾
圧
を
受
け
て
い
た
。戦

後
も
、霊
友
会
や
世
界
救
世
教
の
教
祖
は
、占
領
統
治
期
に
捕
ら
え
ら

れ
て
い
る
し
、立
正
佼
成
会
や
真
如
苑
も
メ
デ
ィ
ア
に
よ
り
邪
教
扱
い
を

受
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
。創
価
学
会
は
折
伏
と
い
う
攻
撃
的
布
教
と
、

他
の
宗
教
や
思
想
を
激
し
く
批
判
す
る
言
説
で
、多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
を

起
こ
し
た
。創
価
学
会
が
１
９
６
９
年
か
ら
７０
年
に
か
け
て
起
こ
し
た

言
論
出
版
妨
害
事
件
で
浴
び
た
非
難
は
激
し
い
も
の
だ
っ
た
。

　
だ
が
、こ
れ
ら
の
教
団
を「
カ
ル
ト
」と
よ
ぶ
人
は
あ
ま
り
い
な
い
。

以
上
に
あ
げ
た
諸
教
団
は
新
宗
教
に
類
別
さ
れ
る
が
、新
宗
教
の
歴

史
の
な
か
で「
カ
ル
ト
」と
よ
ば
れ
る
教
団
は
、統
一
教
会
以
後
で
あ

り
、多
く
の
信
徒
を
擁
し
大
き
な
社
会
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の

は
、統
一
教
会
と
オ
ウ
ム
真
理
教
で
あ
る
。

2
　若
者
が
多
い「
カ
ル
ト
」教
団

　
で
は
、こ
れ
ら
の
教
団
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
って
い
た
か
。ま
ず
、

若
者
の
参
加
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。オ
ウ
ム
真
理
教
は
１
９
８
６

年
ご
ろ
に
成
立
し
、１
９
９
４
年
に
松
本
サ
リ
ン
事
件
を
、１
９
９
５
年

に
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
を
起
こ
し
て
崩
壊
し
て
い
く
が
、そ
の
段
階
で
の

国
内
信
徒
は
約
１
万
人
、そ
の
う
ち
出
家
修
行
者
が
１
２
０
０
人
余
り

と
さ
れ
る（
島
薗
進『
オ
ウ
ム
真
理
教
の
軌
跡
』岩
波
書
店
、１
９
９
５

年
、同『
新
宗
教
を
問
う
』ち
く
ま
新
書
、２
０
２
０
年
）。警
察
が
発
見

し
た
信
徒
名
簿
の
集
計
に
よ
る
と
、出
家
者
の
う
ち
２０
代
が
４７・５
％
、

２０
代
と
３０
代
を
合
わ
せ
る
と
７５・４
％
と
な
る
。し
か
も
男
性
が
多
い
。

こ
れ
は
４０
代
、５０
代
の
女
性
信
徒
が
多
か
っ
た
従
来
の
新
宗
教
と
は
だ

い
ぶ
違
う
。か
な
り
高
学
歴
な
理
系
の
学
生
が
多
い
し
、大
学
院
で
学
ん

だ
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
こ
れ
は
１
９
７
０
年
代
の
統
一
教
会
に
も
見
ら
れ
た
傾
向
だ
。そ
し
て
、

従
来
の
新
宗
教
の
発
展
の
仕
方
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、仲
間
集
団
を
つ

く
り
、語
り
合
い
支
え
合
う
こ
と
に
そ
れ
ほ
ど
積
極
的
で
な
い
こ
と
だ
。た

と
え
ば
、１
９
３
０
年
代
に
成
立
し
、１
９
６
０
年
代
頃
ま
で
が
急
成
長

期
だ
っ
た
立
正
佼
成
会
で
は
、法
座
と
い
う
信
徒
ら
の
集
ま
り
が
あ
って
、

車
座
に
な
って
お
た
が
い
の
問
題
を
語
り
温
か
い
交
わ
り
の
な
か
か
ら
癒

や
し
や
人
間
的
成
長
を
求
め
る
と
い
う
場
が
あ
っ
た
。同
様
に
、創
価
学

会
で
は
座
談
会
と
い
う
集
い
が
あ
っ
た
。そ
れ
に
対
し
て
、統
一
教
会
や
オ

ウ
ム
真
理
教
で
は
若
い
信
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
に
資
金
集
め
や
入
信
者
勧
誘
、

あ
る
い
は
教
団
の
財
の
拡
充
の
た
め
に
多
く
の
時
間
を
費
や
す
の
だ
。

　
オ
ウ
ム
真
理
教
で
は
こ
う
し
た
活
動
を「
ワ
ー
ク
」と
よ
ん
で
い
た
。教

団
の
財
力
と
行
動
力
を
高
め
る
こ
と
に
貢
献
す
る
の
だ
が
、こ
れ
が
一
般

社
会
と
の
間
に
強
い
軋
轢
を
生
む
。し
か
し
、そ
れ
を
通
し
て
若
い
信
徒

は
自
ら
の
信
仰
を
固
め
る
こ
と
に
も
な
る
。軋
轢
を
通
し
て
、か
え
って
教

団
が
力
を
増
し
て
い
く
と
い
う
事
態
が
生
じ
る
。

3
　加
害
を
正
当
化
す
る
教
え

　
こ
う
し
た
過
程
で
、人
々
に
危
害
が
及
ん
だ
り
、大
き
く
自
由
が
侵
害

さ
れ
た
り
す
る
よ
う
な
攻
撃
的
な
活
動
を
正
当
化
す
る
教
え
が
広
め
ら
れ

て
いっ
た
の
は
、オ
ウ
ム
真
理
教
と
統
一
教
会
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
だ
。オ
ウ

ム
真
理
教
の
場
合
、外
部
と
の
葛
藤
が
強
ま
る
一
方
、教
団
内
で
暴
力
事

件
が
起
こ
る
が
、１
９
８
８
年
頃
か
ら
⑴「
マハ
ー
ム
ド
ラ
ー
」、⑵「
ヴ
ァ
ジ

ラ
ヤ
ー
ナ
」、⑶「
ポ
ア
」な
ど
の
暴
力
の
肯
定
に
つ
な
が
る
よ
う
な
教
え
が

説
か
れ
る
よ
う
に
な
る（
島
薗
進『
現
代
宗
教
の
可
能
性―

―

オ
ウ
ム
真

理
教
と
暴
力
』岩
波
書
店
、１
９
９
７
年
）。こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、⑴
修
行

を
進
め
る
た
め
に
た
と
え
理
不
尽
で
も
グ
ル
の
絶
対
的
な
権
威
に
自
発
的

に
従
う
よ
う
促
す
こ
と
、⑵
一
般
社
会
で
許
容
さ
れ
な
い
よ
う
な
暴
力
を

も
高
次
の
目
的
に
か
な
う
も
の
と
し
て
是
認
す
る
こ
と
、⑶
殺
す
こ
と
が

殺
さ
れ
る
人
を
救
う
こ
と
に
な
る
と
し
て
殺
人
を
肯
定
す
る
こ
と
、を
指

す
。つ
い
に
は
死
に
至
る
加
害
の
是
認
を
含
む
教
え
だ
。

　
統
一
教
会
の
場
合
、こ
の
世
が
悪
の
勢
力
を
代
表
す
る
サ
タ
ン
の
支
配

下
に
あ
る
と
し
て
、サ
タ
ン
の
影
響
下
に
あ
る
人
々
と
戦
う
こ
と
を
是
と
す

る
教
え
が
あ
る
。こ
の
世
に
サ
タ
ン
が
悪
を
も
た
ら
し
、広
め
て
い
く
は
じ

め
は
、エ
デ
ン
の
園
の
ア
ダ
ム
と
エ
バ（
イ
ブ
）の
う
ち
の
エ
バ
に
責
任
が
あ
っ

た
。エ
バ
が
サ
タ
ン
と
交
わっ
た
と
い
う
。そ
し
て
、日
本
は
エ
バ
の
影
響
下

に
あ
る
国
で
あ
り
、日
本
の
人
々
は
教
祖
と
韓
国
に
奉
仕
す
る
べ
き
も
の

だ
と
説
か
れ
た
。ま
た
、す
べて
の
も
の
は
元
来
、神
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、

神
の
意
思
を
地
上
で
担
って
い
る
文
鮮
明
と
統
一
教
会
に
財
が
集
積
さ
れ

る
の
は
理
に
か
な
っ
た
こ
と
だ
と
さ
れ
る
。こ
れ
を「
万
物
復
帰
」と
い
う
。

日
本
で
行
わ
れ
た
霊
感
商
法
や
信
徒
への
高
額
献
金
の
強
要
は
、し
ば
し

ば
偽
り
や
正
体
隠
し
な
ど
の
詐
欺
的
な
手
法
を
用
い
て
行
わ
れ
た
が
、そ

の
背
後
に
は
そ
う
し
た
行
為
も
正
当
化
さ
れ
る
と
い
う
教
え
が
あ
っ
た
。

4
　な
ぜ
、こ
の
時
期
に
多
く
出
て
き
た
の
か
？

　
で
は
、こ
う
し
た「
カ
ル
ト
」教
団
的
な
動
向
が
、な
ぜ
１
９
７
０
年

代
か
ら
１
９
８
０
年
代
と
い
う
こ
の
時
期
に
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。第
一
に
、長
期
に
わ
た
る
市
民
的
自
由
の
拡
充
の
潮
流
の
な
か

で
、宗
教
教
団
と
そ
の
信
徒
の
自
由
が
膨
張
し
、他
者
に
危
害
を
及
ぼ

す
よ
う
な
独
善
的
な
も
の
に
ま
で
及
ん
で
いっ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

資
本
主
義
が
是
認
す
る
私
的
利
益
の
追
求
だ
が
、２０
世
紀
の
後
半
に

至
って
、宗
教
集
団
に
も
集
団
の
利
益
を
極
大
化
し
、そ
れ
が
も
た
ら
す

負
の
作
用
に
目
を
つ
ぶ
る
姿
勢
が
及
ん
で
い
く
。多
数
の
死
者
を
生
む

よ
う
な「
カ
ル
ト
」に
よ
る
暴
力
事
件
は
、欧
米
の
１８
世
紀
以
後
の
歴
史

で
も
２０
世
紀
の
後
半
に
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

　
宗
教
集
団
も
か
つ
て
の
宗
教
的
共
同
体
と
は
だ
い
ぶ
趣
を
異
に
し
、

業
務
遂
行
組
織
の
よ
う
な
形
を
と
る
こ
と
が
増
え
て
き
た
。信
徒
を
増

や
す
と
か
、財
を
多
く
獲
得
す
る
こ
と
の
た
め
に
、成
員
が
最
大
限
貢

献
す
る
よ
う
な
組
織
と
活
動
の
あ
り
方
に
近
い
も
の
が
増
え
た（
島
薗

進「
聖
の
商
業
化―

宗
教
的
奉
仕
と
贈
与
の
変
容
」、島
薗
進・石
井

研
士
編『
消
費
さ
れ
る〈
宗
教
〉』春
秋
社
、１
９
９
６
年
、所
収
）。し
か

も
、宗
教
的
な
忠
節
が
求
め
ら
れ
る
た
め
に
、安
価
な
労
働
力
で
上
位

者
の
命
令
の
下
に
き
わ
め
て
効
率
よ
く
目
標
が
達
成
で
き
る
よ
う
な
組

織
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。こ
れ
は
統
一
教
会
が
先
例
を
作
り
、オ
ウ
ム
真

理
教
が
そ
の
傾
向
を
拡
充
し
た
も
の
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
宗
教
教
団
の
あ
り
方
は
被
害
を
も
た
ら
す
、あ
る
い
は
、

攻
撃
さ
れ
て
損
害
を
被
っ
た
と
感
じ
る
人
が
多
数
生
じ
る
。そ
こ
で
教

団
への
批
判
者
が
立
ち
上
が
り
、反
対
運
動
を
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。統

一
教
会
の
場
合
も
オ
ウ
ム
真
理
教
の
場
合
も
、早
い
段
階
で
入
信
し
た

子
ど
も
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
親
の
会
が
成
立
し
て
い
る
。だ
が
、こ
う

し
た
反
対
運
動
だ
け
で「
カ
ル
ト
」的
な
教
団
が
活
動
を
弱
め
る
こ
と

に
は
な
ら
な
い
。広
く
社
会
に
批
判
の
声
が
広
が
り
、マ
ス
コ
ミ
も
批
判

的
な
報
道
を
行
い
、行
政
や
政
治
家
が
抑
制
に
向
か
わ
な
け
れ
ば
、「
カ

ル
ト
」教
団
が
攻
撃
的
活
動
を
控
え
る
に
は
至
ら
な
い
。

　
他
方
、人
権
意
識
の
高
ま
り
や
集
団
に
よ
る
個
人
の
抑
圧
が
見
逃
さ
れ

な
く
な
っ
た
と
い
う
社
会
の
側
の
変
化
も
影
響
し
て
い
る
。人
類
の
、ま
た

宗
教
の
長
い
歴
史
を
見
渡
せ
ば
、現
代
的
な
基
準
か
ら
す
れ
ば
人
権
侵

害
と
な
る
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
き
た
が
見
逃
さ
れ
て
き
た
こ
と
は

多
々
あ
る
。だ
が
、今
や
日
本
国
憲
法
第
１３
条
に
、「
す
べて
国
民
は
、個
人

と
し
て
尊
重
さ
れ
る
。生
命
、自
由
及
び
幸
福
追
求
に
対
す
る
国
民
の
権

利
に
つ
い
て
は
、公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
、立
法
そ
の
他
の
国
政
の

上
で
、最
大
の
尊
重
を
必
要
と
す
る
」と
あ
る
。し
か
し
、宗
教
集
団
が
個

人
の
人
権
を
抑
圧
す
る
と
見
ら
れ
る
場
合
、宗
教
集
団
の
側
の
信
教
の
自

由
を
も
考
慮
し
つつ
ど
う
制
御
す
る
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
く
る
。

5
　問
題
の
認
識
と
対
応
の
鈍
さ

　
日
本
の
１
９
７
０
年
代
、１
９
８
０
年
代
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
は
、

こ
の
よ
う
に
し
て「
カ
ル
ト
」的
な
教
団
が
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
き
、そ

の
人
権
侵
害
を
問
う
声
が
増
大
す
る
は
ず
の
時
期
に
、教
団
に
よ
る
人

権
侵
害
を
抑
え
よ
う
と
す
る
社
会
の
動
き
が
鈍
か
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
。１
９
７
０
年
代
は
世
界
的
に「
カ
ル
ト
」問
題
が
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
時
期
だ
。そ
の
際
、世
界
各
国
で
カ
ル
ト
を
抑
え
る
た
め
の
対

策
が
と
ら
れ
て
い
っ
た
。と
こ
ろ
が
こ
の
時
期
に
日
本
で
は
、「
カ
ル
ト
」

ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
親
に
よ
る
反
対
運
動
が
あ
り
、霊
感
商
法
が
始

ま
っ
た
す
ぐ
後
の
１
９
７
８
年
に
は
被
害
情
報
が
寄
せ
ら
れ
始
め
、１
９

８
７
年
に
は
日
本
弁
護
士
連
合
会
が「
霊
感
商
法
被
害
実
態
と
そ
の

対
策
に
つ
い
て
」と
い
う
文
書
を
出
し
て
、行
政
や
警
察
当
局
に
適
切
な

対
策
を
と
る
よ
う
求
め
て
い
る
。そ
し
て
、同
年
、通
商
産
業
省
に
よ
る

関
連
企
業
への
聞
き
取
り
調
査
が
行
わ
れ
、警
視
庁
刑
事
局
保
安
部
経

済
課
長
が「
厳
正
な
取
り
締
ま
り
を
行
う
」と
の
答
弁
を
行
っ
て
も
い

る
。だ
が
、そ
の
後
も
統
一
教
会
教
団
組
織
への
取
り
締
ま
り
は
行
わ
れ

ず
、刑
事
事
件
が
教
団
に
及
ん
だ
の
は
、よ
う
や
く
２
０
０
７
年
以
降
の

こ
と
で
あ
る（
島
薗
、前
掲『
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
統
一
教
会

問
題
』、序
章
、第
５
章
）。

　
こ
の
よ
う
に
行
政（
税
務
署
等
）や
警
察
に
よ
る
規
制
が
行
わ
れ
な

い
ま
ま
で
１
９
７
０
年
代
か
ら
１
９
９
０
年
代
へ
と
至
っ
た
。そ
し
て
、

１
９
９
５
年
に
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
が
起
こ
っ
て
、統
一
教
会
側
は
霊

感
商
法
を
控
え
る
よ
う
に
指
示
を
出
し
、以
後
、信
徒
か
ら
の
収
奪

（「
先
祖
解
怨
」や
巨
額
の
聖
典
販
売
な
ど
）へ
と
方
針
を
転
換
し
た
。

だ
が
、そ
れ
は
信
徒
と
そ
の
家
族
へ
の
形
を
変
え
た
、は
な
は
だ
し
い
人

権
侵
害
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。こ
の
よ
う
に「
カ
ル
ト
」問
題
が
認
識

さ
れ
て
い
な
が
ら
、行
政
や
警
察
が
必
要
な
対
策
を
と
ら
ず
、被
害
を

拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

6
　批
判
と
対
策
を
遅
れ
さ
せ
た
要
因

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、マ
ス
コ
ミ
や
学
者
が
教
団
への
批
判
を
十
分
に
行
わ

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
作
用
し
て
い
る
。統
一
教
会
へ
の
批
判
的
な
報

道
や
発
信
は
、激
し
い
反
撃
を
招
く
こ
と
を
恐
れ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ

た
。１
９
８
４
年
か
ら
１
９
８
７
年
に
か
け
て『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』は
統

一
教
会
批
判
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
が
、こ
れ
に
対
し
て
は
無
言
電
話

や
つ
き
ま
と
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
い
や
が
ら
せ
が
あ
り
、銃
砲
店
を
も
つ

統
一
教
会
か
ら
の
攻
撃
や
脅
し
と
疑
わ
れ
る
事
柄
も
起
こ
り
、朝
日
新

聞
社
側
は
萎
縮
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
も
な
さ
れ
て
い
る（
樋
田

毅『
記
者
襲
撃
』岩
波
書
店
、２
０
１
８
年
）。冷
戦
崩
壊
後
の
１
９
９
２

年
に
至
る
ま
で
、他
の
マ
ス
コ
ミ
も
統
一
教
会
批
判
に
消
極
的
だ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
統
一
教
会
の「
カ
ル
ト
」的
な
人
権
侵
害
が
長
期
に
わ

た
っ
て
取
り
締
ま
り
を
受
け
ず
に
来
て
、よ
う
や
く
１
９
９
０
年
代
後

半
か
ら
２
０
０
０
年
代
に
か
け
て
民
事
訴
訟
に
よ
っ
て
そ
の
違
法
性
が

明
ら
か
に
さ
れ
る
に
至
っ
た
。統
一
教
会
に
対
す
る
厳
し
い
批
判
や
規

制
は
１
９
７
０
年
以
降
、多
く
の
国
々
で
行
わ
れ
て
き
た
。と
こ
ろ
が
、

日
本
で
は「
反
共
」を
掲
げ
る
統
一
教
会
に
対
す
る
有
力
政
治
家
の
支

持
が
続
き
、そ
う
し
た
要
因
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、マ
ス
コ
ミ
も
批
判

を
控
え
、警
察
等
の
取
り
締
ま
り
や
税
務
署
の
手
入
れ
等
も
行
わ
れ
な

い
ま
ま
に
来
た
。統
一
教
会
は
１
９
７
０
年
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

の
日
本
の
も
っ
と
も
力
の
あ
る「
カ
ル
ト
」教
団
だ
っ
た
。そ
の
団
体
が
モ

デ
ル
に
な
っ
て
、人
を
人
と
も
思
わ
な
い
か
の
よ
う
な
信
徒
集
め
、資
金

集
め
を
行
う
教
団
が
広
が
っ
た
と
い
う
捉
え
方
も
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、日
本
で「
カ
ル
ト
」対
策
が
十
分
で
な

か
っ
た
の
は
、被
害
者
の
声
を
受
け
て
、マ
ス
コ
ミ
や
学
者
が
そ
れ
を
世
に

知
ら
し
め
、行
政
が
そ
れ
に
応
じ
て
違
法
な
活
動
を
抑
え
、政
治
家
が

そ
れ
を
促
し
、警
察
を
含
め
た
行
政
機
関
に
必
要
な
対
策
を
と
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
と
言
え
る
。政
治
家
と
宗
教
教
団
の
歪
ん

だ
関
係
が
こ
う
し
た
事
態
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

（
島
薗
進
編『
政
治
と
宗
教―

―

統
一
教
会
問
題
と
危
機
に
直
面
す
る

公
共
空
間
』岩
波
新
書
、２
０
２
３
年
）。

7
　広
範
囲
に
及
ぶ
対
応
の
必
要
性

　
こ
う
し
た
事
情
が
あ
って
、全
国
霊
感
商
法
対
策
弁
襲
士
連
絡
会（
全

国
弁
連
）が
き
わ
め
て
大
き
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
、民
事
訴
訟
で

よ
う
や
く
違
法
性
が
明
確
に
な
る
こ
と
に
な
り
、つ
い
に
は
２
０
２
２
年

に
な
って
元
首
相
殺
害
事
件
が
起
こ
り
、そ
れ
に
よ
って
初
め
て
マ
ス
コ
ミ

が
厳
し
い「
カ
ル
ト
」教
団
批
判
を
長
期
に
わ
た
っ
て
続
け
る
こ
と
に
も

な
っ
た
。

　
政
治
家
と
行
政
の
行
動
や
マ
ス
コ
ミ
や
学
者
の
発
信
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
述
べ
て
き
た
が
、こ
れ
は
大
学
な
ど
の
教
育
機
関
や
子
ど
も
の

育
成
に
関
わ
る
機
関
が
重
要
な
役
割
を
果
た
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
。統
一
教
会
や
オ
ウ
ム
真
理
教
の
よ
う
に
は
な
は
だ
し
い
被
害
を

も
た
ら
す
の
で
は
な
い
が
、見
え
に
く
い
形
で
被
害
を
も
た
ら
す「
カ
ル

ト
」教
団
も
あ
る
。エ
ホ
バ
の
証
人
は
そ
の
よ
う
な
教
団
の
よ
い
例
だ
。

そ
う
し
た
教
団
の
被
害
を
防
ぎ
、危
う
い
団
体
の
情
報
を
共
有
す
る
た

め
に
多
く
の
努
力
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。全
国
の
大
学
で
カ
ル
ト

問
題
の
担
当
者
を
指
名
し
、全
国
弁
連
の
弁
護
士
ら
と
情
報
交
換
を

行
う
弁
連
大
学
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
有
効
な
活
動
を
積
み
重
ね
て
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
地
味
な
活
動
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
情
報
が
、マ
ス
コ
ミ
や
政

府
や
行
政
機
関
を
動
か
す
こ
と
に
も
な
る
。

　
そ
し
て
さ
ら
に
は
、「
カ
ル
ト
」に
つ
い
て
、ま
た
そ
も
そ
も
宗
教
と
は

何
か
、宗
教
が
ど
う
あ
る
は
ず
の
も
の
か
、そ
れ
が
歪
む
の
は
ど
の
よ
う

な
場
合
か
、こ
う
いっ
た
問
題
に
つ
い
て
の
理
解
を
、学
校
で
、ま
た
社
会

で
養
え
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。こ
れ
は「
宗
教
リ
テ
ラ
シ
ー
」の

問
題
と
言
え
る
。こ
れ
に
つ
い
て
は
、学
校
だ
け
で
な
く
マ
ス
コ
ミ
や
さ
ま

ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
が
果
た
す
役
割
も
大
き
い
。政
府
や
行
政
機
関
が
、学

校
教
育
や
社
会
教
育
の
課
題
と
し
て
こ
う
し
た
問
題
に
も
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
。

か
い
お
ん
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教
団
が
攻
撃
的
で
人
権
侵
害
を
犯
す
よ
う
な
活
動
を
続
け
て
い
く
こ

と
が
で
き
た
。そ
う
し
た
活
動
へ
の
規
制
が
進
め
ら
れ
る
の
は
１
９
９
０

年
代
に
な
って
か
ら
だ
っ
た
。

　
オ
ウ
ム
真
理
教
が
取
り
締
ま
ら
れ
た
の
は
、１
９
９
５
年
の
地
下
鉄

サ
リ
ン
事
件
以
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、そ
の
後
、取
り
締
ま
り
に
よ
っ
て

解
体
し
て
いっ
た
り
、解
散
命
令
を
受
け
た
り
す
る
団
体
が
続
出
し
た
。

明
覚
寺
に
解
散
命
令
請
求
が
出
さ
れ
た
の
が
１
９
９
９
年
、地
裁
が
解

散
の
決
定
を
出
し
た
の
が
そ
の
２
年
後
、法
の
華
三
法
行
の
破
産
宣
告

は
２
０
０
１
年
で
あ
る
。統
一
教
会
の
場
合
、１
９
９
４
年
５
月
２７
日
に

福
岡
地
裁
の
判
決
で
、「
統
一
教
会
へ
の
献
金
勧
誘
行
為
は〈
社
会
通

念
上
相
当
〉と
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
著
し
く
逸
脱
す
る
勧
誘
行
為
で
あ

り
、違
法
で
あ
る
」と
断
じ
ら
れ
た（
山
口
広「
統
一
教
会
の
被
害
と
法

的
救
済
」、島
薗
進
編『
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
統
一
教
会
問

題
』東
洋
経
済
新
報
社
、２
０
２
３
年
、所
収
）。そ
し
て
、よ
り
広
く
信

徒
の
心
の
自
由
を
奪
う
よ
う
な
伝
道
活
動
に
ま
で
及
ぶ
違
法
伝
道
訴

訟（
青
春
を
返
せ
訴
訟
、信
仰
の
自
由
回
復
訴
訟
な
ど
を
含
む
）で
、統

一
教
会
敗
訴
の
判
決
が
確
定
す
る
の
は
２
０
０
１
年
以
後
の
こ
と
で
あ

る（
櫻
井
義
秀『
カ
ル
ト
問
題
と
公
共
性―

―

裁
判・メ
デ
ィ
ア・宗
教

研
究
は
ど
う
論
じ
た
か
』北
海
道
大
学
出
版
、２
０
１
４
年
）。

　
統
一
教
会
の
場
合
、１
９
６
０
年
代
に
す
で
に
教
団
活
動
に
引
き
込

1
　日
本
の「
カ
ル
ト
」問
題
の
発
生
時
期

　
日
本
で「
カ
ル
ト
」問
題
が
大
き
く
注
目
さ
れ
た
の
は
、１
９
８
０

年
代
の
末
か
ら
１
９
９
０
年
代
の
半
ば
に
か
け
て
だ
が
、も
っ
と
も
注

目
さ
れ
た「
カ
ル
ト
」教
団
と
い
え
ば
オ
ウ
ム
真
理
教
、続
い
て
統
一
教

会
で
あ
る
。２
０
２
２
年
７
月
８
日
の
安
倍
元
首
相
殺
害
事
件
に
よ
っ

て
、統
一
教
会
は
再
び
注
目
を
浴
び
る
に
至
っ
た
が
、す
で
に
１
９
９
０

年
代
の
初
め
頃
の
段
階
で
統
一
教
会
は
オ
ウ
ム
真
理
教
に
ま
さ
る
と

も
劣
ら
ぬ
注
目
を
浴
び
て
い
た
。統
一
教
会
の
霊
感
商
法
に
厳
し
い
批

判
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
は
、オ
ウ
ム
真
理
教
は
ま
だ
生

ま
れ
た
て
の
小
集
団
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。 

　
で
は
、そ
れ
以
前
は
ど
う
か
と
い
う
と
、戦
前
に
は
天
理
教
や
大
本
、

ひ
と
の
み
ち
教
団
や
ほ
ん
み
ち
な
ど
が
厳
し
い
弾
圧
を
受
け
て
い
た
。戦

後
も
、霊
友
会
や
世
界
救
世
教
の
教
祖
は
、占
領
統
治
期
に
捕
ら
え
ら

れ
て
い
る
し
、立
正
佼
成
会
や
真
如
苑
も
メ
デ
ィ
ア
に
よ
り
邪
教
扱
い
を

受
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
。創
価
学
会
は
折
伏
と
い
う
攻
撃
的
布
教
と
、

他
の
宗
教
や
思
想
を
激
し
く
批
判
す
る
言
説
で
、多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
を

起
こ
し
た
。創
価
学
会
が
１
９
６
９
年
か
ら
７０
年
に
か
け
て
起
こ
し
た

言
論
出
版
妨
害
事
件
で
浴
び
た
非
難
は
激
し
い
も
の
だ
っ
た
。

　
だ
が
、こ
れ
ら
の
教
団
を「
カ
ル
ト
」と
よ
ぶ
人
は
あ
ま
り
い
な
い
。

以
上
に
あ
げ
た
諸
教
団
は
新
宗
教
に
類
別
さ
れ
る
が
、新
宗
教
の
歴

史
の
な
か
で「
カ
ル
ト
」と
よ
ば
れ
る
教
団
は
、統
一
教
会
以
後
で
あ

り
、多
く
の
信
徒
を
擁
し
大
き
な
社
会
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の

は
、統
一
教
会
と
オ
ウ
ム
真
理
教
で
あ
る
。

2
　若
者
が
多
い「
カ
ル
ト
」教
団

　
で
は
、こ
れ
ら
の
教
団
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
って
い
た
か
。ま
ず
、

若
者
の
参
加
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。オ
ウ
ム
真
理
教
は
１
９
８
６

年
ご
ろ
に
成
立
し
、１
９
９
４
年
に
松
本
サ
リ
ン
事
件
を
、１
９
９
５
年

に
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
を
起
こ
し
て
崩
壊
し
て
い
く
が
、そ
の
段
階
で
の

国
内
信
徒
は
約
１
万
人
、そ
の
う
ち
出
家
修
行
者
が
１
２
０
０
人
余
り

と
さ
れ
る（
島
薗
進『
オ
ウ
ム
真
理
教
の
軌
跡
』岩
波
書
店
、１
９
９
５

年
、同『
新
宗
教
を
問
う
』ち
く
ま
新
書
、２
０
２
０
年
）。警
察
が
発
見

し
た
信
徒
名
簿
の
集
計
に
よ
る
と
、出
家
者
の
う
ち
２０
代
が
４７・５
％
、

２０
代
と
３０
代
を
合
わ
せ
る
と
７５・４
％
と
な
る
。し
か
も
男
性
が
多
い
。

こ
れ
は
４０
代
、５０
代
の
女
性
信
徒
が
多
か
っ
た
従
来
の
新
宗
教
と
は
だ

い
ぶ
違
う
。か
な
り
高
学
歴
な
理
系
の
学
生
が
多
い
し
、大
学
院
で
学
ん

だ
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
こ
れ
は
１
９
７
０
年
代
の
統
一
教
会
に
も
見
ら
れ
た
傾
向
だ
。そ
し
て
、

従
来
の
新
宗
教
の
発
展
の
仕
方
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、仲
間
集
団
を
つ

く
り
、語
り
合
い
支
え
合
う
こ
と
に
そ
れ
ほ
ど
積
極
的
で
な
い
こ
と
だ
。た

と
え
ば
、１
９
３
０
年
代
に
成
立
し
、１
９
６
０
年
代
頃
ま
で
が
急
成
長

期
だ
っ
た
立
正
佼
成
会
で
は
、法
座
と
い
う
信
徒
ら
の
集
ま
り
が
あ
って
、

車
座
に
な
って
お
た
が
い
の
問
題
を
語
り
温
か
い
交
わ
り
の
な
か
か
ら
癒

や
し
や
人
間
的
成
長
を
求
め
る
と
い
う
場
が
あ
っ
た
。同
様
に
、創
価
学

会
で
は
座
談
会
と
い
う
集
い
が
あ
っ
た
。そ
れ
に
対
し
て
、統
一
教
会
や
オ

ウ
ム
真
理
教
で
は
若
い
信
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
に
資
金
集
め
や
入
信
者
勧
誘
、

あ
る
い
は
教
団
の
財
の
拡
充
の
た
め
に
多
く
の
時
間
を
費
や
す
の
だ
。

　
オ
ウ
ム
真
理
教
で
は
こ
う
し
た
活
動
を「
ワ
ー
ク
」と
よ
ん
で
い
た
。教

団
の
財
力
と
行
動
力
を
高
め
る
こ
と
に
貢
献
す
る
の
だ
が
、こ
れ
が
一
般

社
会
と
の
間
に
強
い
軋
轢
を
生
む
。し
か
し
、そ
れ
を
通
し
て
若
い
信
徒

は
自
ら
の
信
仰
を
固
め
る
こ
と
に
も
な
る
。軋
轢
を
通
し
て
、か
え
って
教

団
が
力
を
増
し
て
い
く
と
い
う
事
態
が
生
じ
る
。

3
　加
害
を
正
当
化
す
る
教
え

　
こ
う
し
た
過
程
で
、人
々
に
危
害
が
及
ん
だ
り
、大
き
く
自
由
が
侵
害

さ
れ
た
り
す
る
よ
う
な
攻
撃
的
な
活
動
を
正
当
化
す
る
教
え
が
広
め
ら
れ

て
いっ
た
の
は
、オ
ウ
ム
真
理
教
と
統
一
教
会
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
だ
。オ
ウ

ム
真
理
教
の
場
合
、外
部
と
の
葛
藤
が
強
ま
る
一
方
、教
団
内
で
暴
力
事

件
が
起
こ
る
が
、１
９
８
８
年
頃
か
ら
⑴「
マハ
ー
ム
ド
ラ
ー
」、⑵「
ヴ
ァ
ジ

ラ
ヤ
ー
ナ
」、⑶「
ポ
ア
」な
ど
の
暴
力
の
肯
定
に
つ
な
が
る
よ
う
な
教
え
が

説
か
れ
る
よ
う
に
な
る（
島
薗
進『
現
代
宗
教
の
可
能
性―

―

オ
ウ
ム
真

理
教
と
暴
力
』岩
波
書
店
、１
９
９
７
年
）。こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、⑴
修
行

を
進
め
る
た
め
に
た
と
え
理
不
尽
で
も
グ
ル
の
絶
対
的
な
権
威
に
自
発
的

に
従
う
よ
う
促
す
こ
と
、⑵
一
般
社
会
で
許
容
さ
れ
な
い
よ
う
な
暴
力
を

も
高
次
の
目
的
に
か
な
う
も
の
と
し
て
是
認
す
る
こ
と
、⑶
殺
す
こ
と
が

殺
さ
れ
る
人
を
救
う
こ
と
に
な
る
と
し
て
殺
人
を
肯
定
す
る
こ
と
、を
指

す
。つ
い
に
は
死
に
至
る
加
害
の
是
認
を
含
む
教
え
だ
。

　
統
一
教
会
の
場
合
、こ
の
世
が
悪
の
勢
力
を
代
表
す
る
サ
タ
ン
の
支
配

下
に
あ
る
と
し
て
、サ
タ
ン
の
影
響
下
に
あ
る
人
々
と
戦
う
こ
と
を
是
と
す

る
教
え
が
あ
る
。こ
の
世
に
サ
タ
ン
が
悪
を
も
た
ら
し
、広
め
て
い
く
は
じ

め
は
、エ
デ
ン
の
園
の
ア
ダ
ム
と
エ
バ（
イ
ブ
）の
う
ち
の
エ
バ
に
責
任
が
あ
っ

た
。エ
バ
が
サ
タ
ン
と
交
わっ
た
と
い
う
。そ
し
て
、日
本
は
エ
バ
の
影
響
下

に
あ
る
国
で
あ
り
、日
本
の
人
々
は
教
祖
と
韓
国
に
奉
仕
す
る
べ
き
も
の

だ
と
説
か
れ
た
。ま
た
、す
べて
の
も
の
は
元
来
、神
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、

神
の
意
思
を
地
上
で
担
って
い
る
文
鮮
明
と
統
一
教
会
に
財
が
集
積
さ
れ

る
の
は
理
に
か
な
っ
た
こ
と
だ
と
さ
れ
る
。こ
れ
を「
万
物
復
帰
」と
い
う
。

日
本
で
行
わ
れ
た
霊
感
商
法
や
信
徒
への
高
額
献
金
の
強
要
は
、し
ば
し

ば
偽
り
や
正
体
隠
し
な
ど
の
詐
欺
的
な
手
法
を
用
い
て
行
わ
れ
た
が
、そ

の
背
後
に
は
そ
う
し
た
行
為
も
正
当
化
さ
れ
る
と
い
う
教
え
が
あ
っ
た
。

4
　な
ぜ
、こ
の
時
期
に
多
く
出
て
き
た
の
か
？

　
で
は
、こ
う
し
た「
カ
ル
ト
」教
団
的
な
動
向
が
、な
ぜ
１
９
７
０
年

代
か
ら
１
９
８
０
年
代
と
い
う
こ
の
時
期
に
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。第
一
に
、長
期
に
わ
た
る
市
民
的
自
由
の
拡
充
の
潮
流
の
な
か

で
、宗
教
教
団
と
そ
の
信
徒
の
自
由
が
膨
張
し
、他
者
に
危
害
を
及
ぼ

す
よ
う
な
独
善
的
な
も
の
に
ま
で
及
ん
で
いっ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

資
本
主
義
が
是
認
す
る
私
的
利
益
の
追
求
だ
が
、２０
世
紀
の
後
半
に

至
って
、宗
教
集
団
に
も
集
団
の
利
益
を
極
大
化
し
、そ
れ
が
も
た
ら
す

負
の
作
用
に
目
を
つ
ぶ
る
姿
勢
が
及
ん
で
い
く
。多
数
の
死
者
を
生
む

よ
う
な「
カ
ル
ト
」に
よ
る
暴
力
事
件
は
、欧
米
の
１８
世
紀
以
後
の
歴
史

で
も
２０
世
紀
の
後
半
に
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

　
宗
教
集
団
も
か
つ
て
の
宗
教
的
共
同
体
と
は
だ
い
ぶ
趣
を
異
に
し
、

業
務
遂
行
組
織
の
よ
う
な
形
を
と
る
こ
と
が
増
え
て
き
た
。信
徒
を
増

や
す
と
か
、財
を
多
く
獲
得
す
る
こ
と
の
た
め
に
、成
員
が
最
大
限
貢

献
す
る
よ
う
な
組
織
と
活
動
の
あ
り
方
に
近
い
も
の
が
増
え
た（
島
薗

進「
聖
の
商
業
化―

宗
教
的
奉
仕
と
贈
与
の
変
容
」、島
薗
進・石
井

研
士
編『
消
費
さ
れ
る〈
宗
教
〉』春
秋
社
、１
９
９
６
年
、所
収
）。し
か

も
、宗
教
的
な
忠
節
が
求
め
ら
れ
る
た
め
に
、安
価
な
労
働
力
で
上
位

者
の
命
令
の
下
に
き
わ
め
て
効
率
よ
く
目
標
が
達
成
で
き
る
よ
う
な
組

織
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。こ
れ
は
統
一
教
会
が
先
例
を
作
り
、オ
ウ
ム
真

理
教
が
そ
の
傾
向
を
拡
充
し
た
も
の
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
宗
教
教
団
の
あ
り
方
は
被
害
を
も
た
ら
す
、あ
る
い
は
、

攻
撃
さ
れ
て
損
害
を
被
っ
た
と
感
じ
る
人
が
多
数
生
じ
る
。そ
こ
で
教

団
への
批
判
者
が
立
ち
上
が
り
、反
対
運
動
を
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。統

一
教
会
の
場
合
も
オ
ウ
ム
真
理
教
の
場
合
も
、早
い
段
階
で
入
信
し
た

子
ど
も
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
親
の
会
が
成
立
し
て
い
る
。だ
が
、こ
う

し
た
反
対
運
動
だ
け
で「
カ
ル
ト
」的
な
教
団
が
活
動
を
弱
め
る
こ
と

に
は
な
ら
な
い
。広
く
社
会
に
批
判
の
声
が
広
が
り
、マ
ス
コ
ミ
も
批
判

的
な
報
道
を
行
い
、行
政
や
政
治
家
が
抑
制
に
向
か
わ
な
け
れ
ば
、「
カ

ル
ト
」教
団
が
攻
撃
的
活
動
を
控
え
る
に
は
至
ら
な
い
。

　
他
方
、人
権
意
識
の
高
ま
り
や
集
団
に
よ
る
個
人
の
抑
圧
が
見
逃
さ
れ

な
く
な
っ
た
と
い
う
社
会
の
側
の
変
化
も
影
響
し
て
い
る
。人
類
の
、ま
た

宗
教
の
長
い
歴
史
を
見
渡
せ
ば
、現
代
的
な
基
準
か
ら
す
れ
ば
人
権
侵

害
と
な
る
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
き
た
が
見
逃
さ
れ
て
き
た
こ
と
は

多
々
あ
る
。だ
が
、今
や
日
本
国
憲
法
第
１３
条
に
、「
す
べて
国
民
は
、個
人

と
し
て
尊
重
さ
れ
る
。生
命
、自
由
及
び
幸
福
追
求
に
対
す
る
国
民
の
権

利
に
つ
い
て
は
、公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
、立
法
そ
の
他
の
国
政
の

上
で
、最
大
の
尊
重
を
必
要
と
す
る
」と
あ
る
。し
か
し
、宗
教
集
団
が
個

人
の
人
権
を
抑
圧
す
る
と
見
ら
れ
る
場
合
、宗
教
集
団
の
側
の
信
教
の
自

由
を
も
考
慮
し
つつ
ど
う
制
御
す
る
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
く
る
。

5
　問
題
の
認
識
と
対
応
の
鈍
さ

　
日
本
の
１
９
７
０
年
代
、１
９
８
０
年
代
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
は
、

こ
の
よ
う
に
し
て「
カ
ル
ト
」的
な
教
団
が
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
き
、そ

の
人
権
侵
害
を
問
う
声
が
増
大
す
る
は
ず
の
時
期
に
、教
団
に
よ
る
人

権
侵
害
を
抑
え
よ
う
と
す
る
社
会
の
動
き
が
鈍
か
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
。１
９
７
０
年
代
は
世
界
的
に「
カ
ル
ト
」問
題
が
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
時
期
だ
。そ
の
際
、世
界
各
国
で
カ
ル
ト
を
抑
え
る
た
め
の
対

策
が
と
ら
れ
て
い
っ
た
。と
こ
ろ
が
こ
の
時
期
に
日
本
で
は
、「
カ
ル
ト
」

ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
親
に
よ
る
反
対
運
動
が
あ
り
、霊
感
商
法
が
始

ま
っ
た
す
ぐ
後
の
１
９
７
８
年
に
は
被
害
情
報
が
寄
せ
ら
れ
始
め
、１
９

８
７
年
に
は
日
本
弁
護
士
連
合
会
が「
霊
感
商
法
被
害
実
態
と
そ
の

対
策
に
つ
い
て
」と
い
う
文
書
を
出
し
て
、行
政
や
警
察
当
局
に
適
切
な

対
策
を
と
る
よ
う
求
め
て
い
る
。そ
し
て
、同
年
、通
商
産
業
省
に
よ
る

関
連
企
業
への
聞
き
取
り
調
査
が
行
わ
れ
、警
視
庁
刑
事
局
保
安
部
経

済
課
長
が「
厳
正
な
取
り
締
ま
り
を
行
う
」と
の
答
弁
を
行
っ
て
も
い

る
。だ
が
、そ
の
後
も
統
一
教
会
教
団
組
織
への
取
り
締
ま
り
は
行
わ
れ

ず
、刑
事
事
件
が
教
団
に
及
ん
だ
の
は
、よ
う
や
く
２
０
０
７
年
以
降
の

こ
と
で
あ
る（
島
薗
、前
掲『
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
統
一
教
会

問
題
』、序
章
、第
５
章
）。

　
こ
の
よ
う
に
行
政（
税
務
署
等
）や
警
察
に
よ
る
規
制
が
行
わ
れ
な

い
ま
ま
で
１
９
７
０
年
代
か
ら
１
９
９
０
年
代
へ
と
至
っ
た
。そ
し
て
、

１
９
９
５
年
に
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
が
起
こ
っ
て
、統
一
教
会
側
は
霊

感
商
法
を
控
え
る
よ
う
に
指
示
を
出
し
、以
後
、信
徒
か
ら
の
収
奪

（「
先
祖
解
怨
」や
巨
額
の
聖
典
販
売
な
ど
）へ
と
方
針
を
転
換
し
た
。

だ
が
、そ
れ
は
信
徒
と
そ
の
家
族
へ
の
形
を
変
え
た
、は
な
は
だ
し
い
人

権
侵
害
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。こ
の
よ
う
に「
カ
ル
ト
」問
題
が
認
識

さ
れ
て
い
な
が
ら
、行
政
や
警
察
が
必
要
な
対
策
を
と
ら
ず
、被
害
を

拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

6
　批
判
と
対
策
を
遅
れ
さ
せ
た
要
因

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、マ
ス
コ
ミ
や
学
者
が
教
団
への
批
判
を
十
分
に
行
わ

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
作
用
し
て
い
る
。統
一
教
会
へ
の
批
判
的
な
報

道
や
発
信
は
、激
し
い
反
撃
を
招
く
こ
と
を
恐
れ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ

た
。１
９
８
４
年
か
ら
１
９
８
７
年
に
か
け
て『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』は
統

一
教
会
批
判
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
が
、こ
れ
に
対
し
て
は
無
言
電
話

や
つ
き
ま
と
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
い
や
が
ら
せ
が
あ
り
、銃
砲
店
を
も
つ

統
一
教
会
か
ら
の
攻
撃
や
脅
し
と
疑
わ
れ
る
事
柄
も
起
こ
り
、朝
日
新

聞
社
側
は
萎
縮
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
も
な
さ
れ
て
い
る（
樋
田

毅『
記
者
襲
撃
』岩
波
書
店
、２
０
１
８
年
）。冷
戦
崩
壊
後
の
１
９
９
２

年
に
至
る
ま
で
、他
の
マ
ス
コ
ミ
も
統
一
教
会
批
判
に
消
極
的
だ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
統
一
教
会
の「
カ
ル
ト
」的
な
人
権
侵
害
が
長
期
に
わ

た
っ
て
取
り
締
ま
り
を
受
け
ず
に
来
て
、よ
う
や
く
１
９
９
０
年
代
後

半
か
ら
２
０
０
０
年
代
に
か
け
て
民
事
訴
訟
に
よ
っ
て
そ
の
違
法
性
が

明
ら
か
に
さ
れ
る
に
至
っ
た
。統
一
教
会
に
対
す
る
厳
し
い
批
判
や
規

制
は
１
９
７
０
年
以
降
、多
く
の
国
々
で
行
わ
れ
て
き
た
。と
こ
ろ
が
、

日
本
で
は「
反
共
」を
掲
げ
る
統
一
教
会
に
対
す
る
有
力
政
治
家
の
支

持
が
続
き
、そ
う
し
た
要
因
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、マ
ス
コ
ミ
も
批
判

を
控
え
、警
察
等
の
取
り
締
ま
り
や
税
務
署
の
手
入
れ
等
も
行
わ
れ
な

い
ま
ま
に
来
た
。統
一
教
会
は
１
９
７
０
年
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

の
日
本
の
も
っ
と
も
力
の
あ
る「
カ
ル
ト
」教
団
だ
っ
た
。そ
の
団
体
が
モ

デ
ル
に
な
っ
て
、人
を
人
と
も
思
わ
な
い
か
の
よ
う
な
信
徒
集
め
、資
金

集
め
を
行
う
教
団
が
広
が
っ
た
と
い
う
捉
え
方
も
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、日
本
で「
カ
ル
ト
」対
策
が
十
分
で
な

か
っ
た
の
は
、被
害
者
の
声
を
受
け
て
、マ
ス
コ
ミ
や
学
者
が
そ
れ
を
世
に

知
ら
し
め
、行
政
が
そ
れ
に
応
じ
て
違
法
な
活
動
を
抑
え
、政
治
家
が

そ
れ
を
促
し
、警
察
を
含
め
た
行
政
機
関
に
必
要
な
対
策
を
と
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
と
言
え
る
。政
治
家
と
宗
教
教
団
の
歪
ん

だ
関
係
が
こ
う
し
た
事
態
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

（
島
薗
進
編『
政
治
と
宗
教―

―

統
一
教
会
問
題
と
危
機
に
直
面
す
る

公
共
空
間
』岩
波
新
書
、２
０
２
３
年
）。

7
　広
範
囲
に
及
ぶ
対
応
の
必
要
性

　
こ
う
し
た
事
情
が
あ
って
、全
国
霊
感
商
法
対
策
弁
襲
士
連
絡
会（
全

国
弁
連
）が
き
わ
め
て
大
き
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
、民
事
訴
訟
で

よ
う
や
く
違
法
性
が
明
確
に
な
る
こ
と
に
な
り
、つ
い
に
は
２
０
２
２
年

に
な
って
元
首
相
殺
害
事
件
が
起
こ
り
、そ
れ
に
よ
って
初
め
て
マ
ス
コ
ミ

が
厳
し
い「
カ
ル
ト
」教
団
批
判
を
長
期
に
わ
た
っ
て
続
け
る
こ
と
に
も

な
っ
た
。

　
政
治
家
と
行
政
の
行
動
や
マ
ス
コ
ミ
や
学
者
の
発
信
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
述
べ
て
き
た
が
、こ
れ
は
大
学
な
ど
の
教
育
機
関
や
子
ど
も
の

育
成
に
関
わ
る
機
関
が
重
要
な
役
割
を
果
た
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
。統
一
教
会
や
オ
ウ
ム
真
理
教
の
よ
う
に
は
な
は
だ
し
い
被
害
を

も
た
ら
す
の
で
は
な
い
が
、見
え
に
く
い
形
で
被
害
を
も
た
ら
す「
カ
ル

ト
」教
団
も
あ
る
。エ
ホ
バ
の
証
人
は
そ
の
よ
う
な
教
団
の
よ
い
例
だ
。

そ
う
し
た
教
団
の
被
害
を
防
ぎ
、危
う
い
団
体
の
情
報
を
共
有
す
る
た

め
に
多
く
の
努
力
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。全
国
の
大
学
で
カ
ル
ト

問
題
の
担
当
者
を
指
名
し
、全
国
弁
連
の
弁
護
士
ら
と
情
報
交
換
を

行
う
弁
連
大
学
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
有
効
な
活
動
を
積
み
重
ね
て
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
地
味
な
活
動
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
情
報
が
、マ
ス
コ
ミ
や
政

府
や
行
政
機
関
を
動
か
す
こ
と
に
も
な
る
。

　
そ
し
て
さ
ら
に
は
、「
カ
ル
ト
」に
つ
い
て
、ま
た
そ
も
そ
も
宗
教
と
は

何
か
、宗
教
が
ど
う
あ
る
は
ず
の
も
の
か
、そ
れ
が
歪
む
の
は
ど
の
よ
う

な
場
合
か
、こ
う
いっ
た
問
題
に
つ
い
て
の
理
解
を
、学
校
で
、ま
た
社
会

で
養
え
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。こ
れ
は「
宗
教
リ
テ
ラ
シ
ー
」の

問
題
と
言
え
る
。こ
れ
に
つ
い
て
は
、学
校
だ
け
で
な
く
マ
ス
コ
ミ
や
さ
ま

ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
が
果
た
す
役
割
も
大
き
い
。政
府
や
行
政
機
関
が
、学

校
教
育
や
社
会
教
育
の
課
題
と
し
て
こ
う
し
た
問
題
に
も
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
。

89



は
じ
め
に

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
端
は「
２
０
１
９
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン JW

U×
H
O
SEI×

C
H
IBA×

JS

」で
あ
る
。こ
の
コ
ン
ペ
は

２
０
１
４
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、６
回
目
と
な
る
２
０
１
９

年
は
、日
本
女
子
大
学
・
法
政
大
学
・
千
葉
大
学
と
日
本
総
合
住

生
活
株
式
会
社（
以
下
、Ｊ
Ｓ
）と
の
共
催
で
あ
っ
た
。最
大
の
特

徴
は
、最
優
秀
賞
作
品
の
設
計

案
を
実
際
の
住
戸
で
実
現
さ

せ
る
点
で
あ
る
。初
年
度
は
２

作
品
、そ
の
後
は
１
作
品
ず
つ
、

計
６
戸
の
住
戸
が
完
成
し
、賃

貸
住
宅
と
し
て
居
住
者
が
住

ん
だ
り
、モ
デ
ル
ル
ー
ム
と
し
て

利
用
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

1
　
２
０
１
９
年
の
最
優
秀
賞
作
品
の
実
現
に
む
け
て

　
２
０
１
９
年
の
テ
ー
マ
は「
多
様
な
世
代
が
生
き
生
き
と
暮
ら

し
続
け
る
団
地
」で
あ
っ
た
。東
京
都
と
埼
玉
県
の
境
目
に
位
置
す

る「
清
瀬
旭
が
丘
団
地
」の
２
Ｄ
Ｋ
の
１
階
住
戸
を
対
象
と
し
て
、

住
戸
と
住
棟
共
用
部
の
改
修
の
提
案
が
求
め
ら
れ
た
。最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
の
が
、「
団
地
に
浮
遊
す
る
エ
レ
メ
ン
ト―

『
知
』と

『
恕
』の
交
換
に
よ
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
広
が
り―

」日
本
女
子
大
学

大
学
院
修
士
１
年（
当
時
）２
名
だ
っ
た
。住
戸
の
一
部
で
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
な
ど
を
開
催
で
き
る
土
間
を
作
り
、住
戸
内
の
エ
レ
メ
ン

ト（
建
材
）が
、住
戸
内
外
を
移
動
す
る
こ
と
で
小
さ
な
交
流
が
団

地
全
体
に
広
が
り
つ
な
が
っ
て
い
く
、と
い
う
提
案
だ
。接
地
階
の

可
能
性
を
最
大
限
に
生
か
し
、な
お
か
つ
提
案
が
住
戸
単
体
に
と

ど
ま
ら
な
い
点
を
評
価
さ
れ
た
。

　
コ
ン
ペ
は
夏
休
み
前
に
出
題
さ
れ
、10
月
に
審
査
会
を
行
う
。例

年
、最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
学
生
と
Ｊ
Ｓ
側
の
設
計
事
務
所
で
打

ち
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
実
施
設
計
に
落
と
し
込
み
、年
度
内
に
竣

工
を
迎
え
る
。

　
し
か
し
、２
０
１
９
年
度
に
関
し
て
は
、提
案
さ
れ
た
最
優
秀
賞

作
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現
す
る
た
め
に
、住
戸
で
は
な
く
、団
地

内
の
共
用
施
設
で
実
施
し
な
い
か
、と
Ｊ
Ｓ
か
ら
提
案
を
い
た
だ

い
た
。２
０
２
０
年
２
月
に
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
も
含
め
た
三
者
で
打

合
せ
を
行
い
、団
地
居
住
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
行
い
な
が
ら
、時
間
を
か
け
て
進
め
る
方
針
を
立
て

た
。受
賞
し
た
学
生
も
私
も
、こ
の
コ
ン
ペ
の
立
ち
上
げ
か
ら
関

わ
っ
て
い
る
篠
原
聡
子
教
授
の
研
究
室
の
所
属
で
あ
り
、研
究
室

と
Ｊ
Ｓ
の
共
同
研
究
と
い
う
形
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

2
　「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」の
運
用
開
始
に
至
る
ま
で

　
活
動
を
始
め
る
は
ず
だ
っ
た
２
０
２
０
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、学
生
は
団
地
に
入
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。先
の
見
え
な
い
状
況
の
中
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
成

し
な
が
ら
活
動
で
き
る
時
期
を
待
っ
た
。11
月
に
よ
う
や
く
団
地
の

賃
貸
住
戸
全
戸
を
対
象
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
し
、２
０
０

件
あ
ま
り
の
回
答
を
得
た
。内
18
名
に
は
、電
話
ま
た
は
Ｚｏｏｍ
で

ヒ
ア
リ
ン
グ
も
行
っ
た
。

　
３
月
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告
会
が
、団
地
居
住
者

と
ほ
ぼ
初
め
て
の
対
面
だ
っ
た
。自
己
紹
介
の
後
、コ
ン
ペ
案
の
説

明
、ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告
と
、ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
導
い
た
居
場

所
の
提
案
を
発
表
し
た
。こ
の
時
に
掲
げ
た
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
様
々

な
人
が
交
じ
り
あ
う
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
」で
あ
る
。そ
の
た
め
の
空
間
と

し
て
、①
利
用
し
や
す
い
こ
と（
誰
で
も
利
用
で
き
、利
用
者
に
寄

り
添
っ
た
空
間
）、②
１
つ
の
機
能
に
固
定
し
な
い
こ
と（
多
用
途
で

あ
り
、異
な
る
目
的
を
持
っ
た
人
が
つ
な
が
れ
る
空
間
）、③
場
所
に

人
を
結
び
つ
け
る
こ
と（
み
ん
な
が
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、自

分
の
居
場
所
と
感
じ
ら
れ
る
空
間
）の
３
点
を
提
案
し
た
。こ
の
時

点
で
は
、実
施
場
所
が
決
定
し
て
お
ら
ず
、提
案
内
容
は
抽
象
的

に
し
か
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、参
加
者
か
ら
類
似
事
例
の
情
報
や

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、「
学
生
か
ら
の
提
案
を
期
待

し
て
い
る
」と
い
う
声
も
い
た
だ
い
た
。

　
２
０
２
１
年
度
は
、実
施
場
所
が
商
店
街
の
空
き
区
画
に
決
ま

寄 稿

﹇
私
大
連
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
２ ×

 

大
学
時
報
連
動
企
画
﹈

地
域
に
お
け
る

学
び
の
実
践
が
育
む
力

―

清
瀬
旭
が
丘
団
地
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

　
ス
ペ
ー
ス﹁
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
﹂の

　
企
画
・
運
営
を
通
じ
て―竹

内 

光
子

日
本
女
子
大
学
学
術
研
究
員

り
、３
月
の
報
告
会
で
掲
げ
た
３
点
を
設
計
案
に
落
と
し
込
ん
だ
。

ま
た
、団
地
の
サ
ロ
ン
や
、地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
会
議

に
出
席
し
、地
域
の
方
々
と
交
流
す
る
機
会
を
作
っ
た
。

　
12
月
に
は
設
計
を
あ
る
程
度
ま
と
め
、空
間
提
案
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
と
意
見
交
換
を
目
的
と
し
た
発
表
会
を
行
っ
た
。こ
の

時
に
は
、図
面
や
模
型
で
具
体
的
な
提
案
を
示
し
、設
置
予
定
の

イ
ス
を
持
ち
込
み
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」と
い
う
名
称
を
発
表
し

た
。学
生
が
意
見
を
出
し
合
い
、「
モ
ノ
や
空
間
を
通
じ
て
様
々
な

人
が
つ
な
が
る『
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
』で
あ
り
、誰
も
が
い
つ
で
も
気

軽
に『〝
ぷ
ら
っ
と
〞立
ち
寄
れ
る
空
間
』で
あ
っ
て
ほ
し
い
」と
い
う

想
い
を
込
め
た
こ
の
名
称
は
、地
域
の
方
に
も
お
お
む
ね
好
評
だ
っ

た
。学
生
自
身
も
、名
称
を
考
え
る
に
あ
た
り
、空
間
の
コ
ン
セ
プ

ト
が
よ
り
明
確
に
な
り
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
愛
着
も
強
ま
っ
た
よ
う

に
思
う
。内
部
は
格
子
戸
で
２
つ
の
空
間
に
分
け
ら
れ
、入
っ
て
す

ぐ
の
場
所
を「
い
つ
で
も
利
用
で
き
る『
ぷ
ら
っ
と
エ
リ
ア
』」、奥
を

「
イ
ベ
ン
ト
時
に
開
放
さ
れ
る『
き
っ
か
け
ヒ
ロ
バ
』」と
名
付
け
た
。

『
き
っ
か
け
ヒ
ロ
バ
』は
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
で
、小
さ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

や
、や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
人
の
背
中
を
ち
ょっ
と
後
押
し
で
き
る

よ
う
な
場
所
、を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

　
３
月
に
は
、「
現
地
見
学
会
＆
地
域
マ
ッ
プ
づ
く
り
」を
行
っ
た
。

対
象
区
画
の
シ
ャッ
タ
ー
を
開
け
、「
ぷ
ら
っ
と
」立
ち
寄
れ
る
場
所

を
実
際
に
体
験
で
き
る
よ
う
企
画
し
た
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
初

め
て
知
る
人
も
多
い
と
考
え
、こ
れ
ま
で
の
発
表
資
料
や
模
型
を

展
示
し
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
行
っ
た
。

　
運
用
に
つ
い
て
も
、設
計
と
並
行
し
て
検
討
を
進
め
た
。今
後
こ

の
よ
う
な
施
設
の
需
要
は
増
す
と
予
想
し
、「
無
人
管
理
」の
実
証

実
験
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
は
初
期
段
階
か
ら
想
定
し
て
い
た
。照

明
や
エ
ア
コ
ン
の
管
理
、施
錠
は
遠
隔
で
操
作
し
、「
き
っ
か
け
ヒ
ロ

バ
」の
予
約
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と
し
た
。利
用
規
約
を
検
討
し
懸
念
点

を
整
理
す
る
中
で
、運
用
開
始
後
は
学
生
が
週
１
回
現
地
で
活
動

し
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」の
利
用
促
進
、空
間
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、利

用
者
の
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
の
フ
ォロ
ー
な
ど
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
無
人
管
理
の
空
間
に
お
い
て
、動
く
も
の（
イ
ス
や
机
）の
設
置
、

掲
示
板
の
運
用
、飲
食
の
可
否
な
ど
、懸
念
点
は
多
か
っ
た
。し
か

し
、週
１
回
の
現
地
で
の
活
動
を
決
め
た
こ
と
で
、禁
止
事
項
は
最

小
限
と
し「
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
」方
向
で
話
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
た
。自
分
た
ち
が
提
案
し
た
空
間
が
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
る

の
か
、確
認
で
き
る
機
会
は
な
か
な
か
な
い
。

　
２
０
２
２
年
７
月
末
に
建
物
は
完
成
し
た
が
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や

遠
隔
操
作
な
ど
、ソ
フ
ト
面
の
整
備
に
１
か
月
程
度
か
か
る
た
め
、

そ
れ
が
整
う
ま
で
の
１
か
月
間
は「
プ
レ
オ
ー
プ
ン
」期
間
と
し

て
、週
２
回
現
地
に
行
き
、通
り
か
か
っ
た
人
に「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ

ひ
」の
紹
介
を
す
る
こ
と
に
し
た
。運
用
開
始
日
を
９
月
10
日
に
決

人
は
想
像
よ
り
も
は
る
か
に
少
な
か
っ
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ

ひ
」と
い
う
名
称
に
込
め
た
想
い
や
、利
用
案
内
を
ま
と
め
、場
所

の
説
明
は
プ
レ
オ
ー
プ
ン
期
間
の
受
け
答
え
で
少
し
ず
つ
言
語
化

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
言
葉
を
載
せ
た
。リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

た
こ
と
で
、「
こ
こ
は
何
？
」と
聞
か
れ
た
と
き
に
さ
っ
と
手
渡
し
、

図
を
示
し
な
が
ら
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
とInstagram

の
ア
カ
ウ
ン
ト
も
作
成
し
、オ
ン

ラ
イ
ン
で
も
情
報
発
信
で
き
る
体
制
を
整
え
た
。現
地
で
の
紙
媒

体
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、「
多
様
な
世
代
」に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
に

は
、両
方
の
発
信
が
必
要
だ
と
考
え
た
。

4
　
運
営
し
な
が
ら
続
け
る
試
行
錯
誤

　
私
た
ち
の
活
動
は
週
１
回
な
の
で
、ス
タ
ッ
フ
が
居
な
い
時
間
の

方
が
長
い
。中
が
見
え
て
イ
ス
と
机
が
置
い
て
あ
り「
中
に
ど
う

ぞ
」と
案
内
を
出
せ
ば
、も
う
少
し
人
は
入
っ
て
く
れ
る
と
考
え
て

い
た
が
、「
ぷ
ら
っ
と
」立
ち
寄
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、入
っ
て
み
よ

う
と
思
う
強
い
動
機
や
き
っ
か
け
が
必
要
だ
っ
た
。

　
ガ
ラ
ス
面
の
案
内
を
見
や
す
く
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、「
ぷ

ら
っ
と
エ
リ
ア
」の
棚
に
展
示
す
る
作
品
を
募
集
し
た
り
、本
を
置

い
た
り
、地
域
の
情
報
を
掲
示
し
た
り
し
た
。様
々
な
情
報
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
得
ら
れ
る
が
、高
齢
者
に
は
そ
れ
が
不
得
意
な
人
も
多

い
。「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」が
情
報
の
集
ま
る
場
所
に
な
れ
ば
、立
ち

寄
る
動
機
に
な
る
と
考
え
た
。子
ど
も
が
興
味
を
持
つ
よ
う
に
、折

り
紙
や
木
の
お
も
ち
ゃ
も
置
い
た
。

　「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」を
計
画
し
た
私
た
ち
が
運
営
に
も
関
わ
る

こ
と
で
、想
定
し
た
利
用
が
さ
れ
な
け
れ
ば
、そ
の
原
因
を
考
え
、

課
題
が
あ
れ
ば
コ
ン
セ
プ
ト
に
立
ち
戻
り
な
が
ら
解
決
す
る
こ
と

が
で
き
る
。地
域
の
人
か
ら
の
反
応
は
正
直
だ
。う
ま
く
い
っ
て
い

な
け
れ
ば
変
化
は
起
き
ず
、良
く
な
っ
て
い
れ
ば
利
用
が
増
え
る
。

学
ん
だ
知
識
に
創
意
工
夫
を
加
え
て
実
践
し
、評
価
を
受
け
取

り
、試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
。

　
オ
ー
プ
ン
し
て
１
年
を
迎
え
、最
近
で
は
、幼
稚
園
帰
り
の
親

子
、一
人
で
静
か
に
過
ご
す
人
、お
し
ゃべ
り
に
花
を
咲
か
せ
る
人
、

学
校
帰
り
に
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ
小
学
生
、展
示
や
案
内
を
見
に
来
る

中
学
生
、な
ど
、多
様
な
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
過
ご
し
方
を
す
る
姿

を
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。利
用
者
が
友
人
を
連
れ
て
き
た
り
、

居
合
わ
せ
た
人
に「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」の
コ
ン
セ
プ
ト
を
説
明
し

た
り
す
る
場
面
も
見
か
け
る
。「
き
っ
か
け
ヒ
ロ
バ
」の
利
用
も
、介

護
美
容
の
イ
ベ
ン
ト
、マ
ル
シ
ェ
、お
弁
当
販
売
、英
語
教
室
、工
芸

教
室
な
ど
、バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
何
よ
り
う
れ
し
い
の
は
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」や「
き
っ
か
け
ヒ
ロ

バ
」と
い
う
名
前
の
通
り
、こ
こ
で
活
動
を
新
た
に
始
め
る
人
、こ
の

場
所
を
通
じ
て
知
り
合
い
に
な
る
人
の
姿
を
見
か
け
る
時
だ
。伝

え
続
け
た
コ
ン
セ
プ
ト
、描
い
た
イ
ラ
ス
ト
に
、現
実
が
少
し
近
づ

い
て
き
た
。

お
わ
り
に

　
住
居
学
科
な
ど
、専
門
教
育
を
受
け
る
よ
う
な
進
路
を
選
択
し

た
学
生
は
、そ
の
分
野
の
知
識
を
学
び
探
究
し
、大
学
以
降
の
友

人
も
同
じ
専
門
分
野
の
人
が
多
く
な
る
。本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ

て
、学
生
は
、伝
え
る
た
め
に
は
努
力
が
必
要
な
こ
と
を
学
ん
だ
。

専
門
的
な
視
点
を
持
ち
な
が
ら
、年
齢
も
興
味
関
心
も
異
な
る

人
々
と「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」と
い
う
場
を
通
じ
て
接
点
を
持
ち
、会

話
を
重
ね
て
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
だ
経
験
が
、今
後
社
会
に
出

て
活
躍
す
る
彼
女
た
ち
の
糧
に
な
って
い
れ
ば
と
思
う
。

　
今
回
は
、「
大
学
の
学
び
に
お
け
る
地
域
連
携
の
教
育
の
価
値
」

と
い
う
テ
ー
マ
な
の
で
、学
生
の
成
長
に
つ
な
が
っ
た
点
に
つ
い
て
述

べ
た
が
、実
際
に
は
問
題
は
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
。

　
最
近
で
は
、利
用
者
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
課
題
も
顕
在
化
し

て
き
た
。設
計
段
階
で
検
討
し
て
お
く
べ
き
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
、「
だ
れ
で
も
使
え
る
」「
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
」と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
の
実
現
は
た
や
す
く
な
い
こ
と
を
学
生
共
々
改
め
て
認

識
し
た
。

　
そ
し
て
、運
営
の
継
続
性
に
つ
い
て
も
大
き
な
課
題
だ
。本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
今
年
度
を
活
動
期
限
と
し
て
い
て
、そ
の
後
に
つ
い
て

は
現
在
検
討
中
で
あ
る
。こ
の
場
所
で
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題

に
は
、よ
り
多
様
な
専
門
分
野
の
視
点
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
が
、多
様
な
分
野
の
人
々
が
関
わ
る
、そ
れ

こ
そ「
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」と
な
れ
な
い
も
の
か
。

　
も
し
、こ
の
記
事
を
読
ん
で
興
味
を
持
っ
た
方
が
い
た
ら
、ぜ
ひ

「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

き
た
い
。

【
参
考
】

ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://m
cm
-w
w
w
.jw
u.ac.jp/̃sinohara/project/kiyose/plat_

asahi.htm
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め
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」で
利
用

す
る
イ
ス
に
ペ
イ
ン
ト
を
施
す
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
企
画
し
た
。そ
れ

ま
で
高
齢
者
と
話
す
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、多
様
な
世
代
の
利
用

を
目
指
し
て
い
た
た
め
、あ
え
て
子
ど
も
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
と
し
た
。

　
運
用
開
始
後
は
、毎
週
金
曜
日
を「
き
っ
か
け
ラ
ウ
ン
ジ
」と
定

め
、週
１
回
、学
生
が
交
代
で
現
地
に
行
き
、活
動
し
て
い
る
。

　
学
生
は
順
次
卒
業
し
、こ
れ
ま
で
に
５
学
年
９
名
が
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
で
き
た
。在
籍
し
た
時
期
に
よ
り
活
動
内
容
は

異
な
る
が
、振
り
返
る
と
、そ
の
都
度
い
つ
も
悩
ん
で
き
た
の
は
、

「
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
」だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

3
　「
伝
え
る
」こ
と
の
難
し
さ
と
、「
伝
え
る
」工
夫

　
報
告
会
や
発
表
会
の
参
加
者
は
、地
域
で
何
か
し
ら
の
活
動
に

参
加
し
て
い
た
り
、現
状
に
問
題
意
識
を
持
っ
た
り
し
て
い
る
人
た

ち
で
、私
た
ち
の
活
動
に
興
味
を
持
っ
て「
聞
き
に
」来
て
く
れ
て
い

た
。そ
れ
で
も
、伝
わ
り
や
す
い
よ
う
に
言
葉
を
吟
味
し
、イ
ラ
ス
ト

や
図
を
作
成
し
て
、入
念
に
準
備
し
た
。

　
プ
レ
オ
ー
プ
ン
期
間
は
、な
る
べ
く
通
り
か
か
る
人
の
目
に
触
れ

る
と
こ
ろ
で
作
業
を
し
て
、少
し
で
も
足
を
と
め
れ
ば
話
し
か
け

た
。最
初
の
頃
は
、「
こ
こ
は
何
？
」と
聞
か
れ
る
と
、「
誰
で
も
使

え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
で
す
」と
答
え
て
い
た
。し
か
し
、

「
ふ
ー
ん
」と
言
っ
て
去
る
人
も
い
て
、あ
ま
り
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
な
い
。あ
る
時
、ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
時
か
ら
私
た
ち
の
取
り
組
み

に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
人
か
ら「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
スっ
て

な
ん
だ
か
分
か
り
に
く
い
よ
ね
」と
指
摘
さ
れ
た
。そ
こ
で
、試
し
に

「
誰
で
も
使
え
る
休
憩
ス
ペ
ー
ス
で
す
」と
伝
え
た
ら
、少
し
反
応

が
違
っ
た
。本
当
は
、た
だ
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
で
は
な
い
の
だ
け
ど
、

と
思
い
つ
つ
も
、ま
ず
は「
休
憩
ス
ペ
ー
ス
」と
し
て
説
明
す
る
こ
と

に
し
た
。

　「
こ
こ
の
目
的
は
？
」と
い
う
質
問
も
た
く
さ
ん
受
け
た
。こ
の

質
問
に
は
、い
ろ
い
ろ
な
答
え
方
が
あ
り
、伝
え
た
い
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
る
が
、相
手
の
知
り
た
い
こ
と
を
注
意
深
く
読
み
取
ら
な

い
と
、会
話
が
か
み
合
わ
な
か
っ
た
。こ
れ
に
つ
い
て
は
、私
た
ち
が

明
確
に
言
語
化
で
き
て
い
な
い
点
に
も
問
題
が
あ
っ
た
。

　
プ
レ
オ
ー
プ
ン
期
間
は
、そ
の
日
に
話
し
た
こ
と
、ど
の
よ
う
な

質
問
に
ど
の
よ
う
に
答
え
た
の
か
、ど
の
よ
う
に
答
え
れ
ば
伝
わ
っ

た
の
か
、な
ど
、日
報
を
作
っ
て
学
生
間
で
共
有
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト

や
、報
告
会・発
表
会
の
お
知
ら
せ
は
全
戸
に
配
布
し
、施
設
紹
介

の
ポ
ス
タ
ー
も
団
地
内
に
掲
示
し
て
い
た
が
、そ
れ
を
知
っ
て
い
る

「ぷらっとあさひ」のロゴ
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は
じ
め
に

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
端
は「
２
０
１
９
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン JW

U×
H
O
SEI×

C
H
IBA×

JS

」で
あ
る
。こ
の
コ
ン
ペ
は

２
０
１
４
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、６
回
目
と
な
る
２
０
１
９

年
は
、日
本
女
子
大
学
・
法
政
大
学
・
千
葉
大
学
と
日
本
総
合
住

生
活
株
式
会
社（
以
下
、Ｊ
Ｓ
）と
の
共
催
で
あ
っ
た
。最
大
の
特

徴
は
、最
優
秀
賞
作
品
の
設
計

案
を
実
際
の
住
戸
で
実
現
さ

せ
る
点
で
あ
る
。初
年
度
は
２

作
品
、そ
の
後
は
１
作
品
ず
つ
、

計
６
戸
の
住
戸
が
完
成
し
、賃

貸
住
宅
と
し
て
居
住
者
が
住

ん
だ
り
、モ
デ
ル
ル
ー
ム
と
し
て

利
用
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

1
　
２
０
１
９
年
の
最
優
秀
賞
作
品
の
実
現
に
む
け
て

　
２
０
１
９
年
の
テ
ー
マ
は「
多
様
な
世
代
が
生
き
生
き
と
暮
ら

し
続
け
る
団
地
」で
あ
っ
た
。東
京
都
と
埼
玉
県
の
境
目
に
位
置
す

る「
清
瀬
旭
が
丘
団
地
」の
２
Ｄ
Ｋ
の
１
階
住
戸
を
対
象
と
し
て
、

住
戸
と
住
棟
共
用
部
の
改
修
の
提
案
が
求
め
ら
れ
た
。最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
の
が
、「
団
地
に
浮
遊
す
る
エ
レ
メ
ン
ト―

『
知
』と

『
恕
』の
交
換
に
よ
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
広
が
り―

」日
本
女
子
大
学

大
学
院
修
士
１
年（
当
時
）２
名
だ
っ
た
。住
戸
の
一
部
で
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
な
ど
を
開
催
で
き
る
土
間
を
作
り
、住
戸
内
の
エ
レ
メ
ン

ト（
建
材
）が
、住
戸
内
外
を
移
動
す
る
こ
と
で
小
さ
な
交
流
が
団

地
全
体
に
広
が
り
つ
な
が
っ
て
い
く
、と
い
う
提
案
だ
。接
地
階
の

可
能
性
を
最
大
限
に
生
か
し
、な
お
か
つ
提
案
が
住
戸
単
体
に
と

ど
ま
ら
な
い
点
を
評
価
さ
れ
た
。

　
コ
ン
ペ
は
夏
休
み
前
に
出
題
さ
れ
、10
月
に
審
査
会
を
行
う
。例

年
、最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
学
生
と
Ｊ
Ｓ
側
の
設
計
事
務
所
で
打

ち
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
実
施
設
計
に
落
と
し
込
み
、年
度
内
に
竣

工
を
迎
え
る
。

　
し
か
し
、２
０
１
９
年
度
に
関
し
て
は
、提
案
さ
れ
た
最
優
秀
賞

作
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現
す
る
た
め
に
、住
戸
で
は
な
く
、団
地

内
の
共
用
施
設
で
実
施
し
な
い
か
、と
Ｊ
Ｓ
か
ら
提
案
を
い
た
だ

い
た
。２
０
２
０
年
２
月
に
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
も
含
め
た
三
者
で
打

合
せ
を
行
い
、団
地
居
住
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
行
い
な
が
ら
、時
間
を
か
け
て
進
め
る
方
針
を
立
て

た
。受
賞
し
た
学
生
も
私
も
、こ
の
コ
ン
ペ
の
立
ち
上
げ
か
ら
関

わ
っ
て
い
る
篠
原
聡
子
教
授
の
研
究
室
の
所
属
で
あ
り
、研
究
室

と
Ｊ
Ｓ
の
共
同
研
究
と
い
う
形
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

2
　「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」の
運
用
開
始
に
至
る
ま
で

　
活
動
を
始
め
る
は
ず
だ
っ
た
２
０
２
０
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、学
生
は
団
地
に
入
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。先
の
見
え
な
い
状
況
の
中
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
成

し
な
が
ら
活
動
で
き
る
時
期
を
待
っ
た
。11
月
に
よ
う
や
く
団
地
の

賃
貸
住
戸
全
戸
を
対
象
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
し
、２
０
０

件
あ
ま
り
の
回
答
を
得
た
。内
18
名
に
は
、電
話
ま
た
は
Ｚｏｏｍ
で

ヒ
ア
リ
ン
グ
も
行
っ
た
。

　
３
月
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告
会
が
、団
地
居
住
者

と
ほ
ぼ
初
め
て
の
対
面
だ
っ
た
。自
己
紹
介
の
後
、コ
ン
ペ
案
の
説

明
、ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告
と
、ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
導
い
た
居
場

所
の
提
案
を
発
表
し
た
。こ
の
時
に
掲
げ
た
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
様
々

な
人
が
交
じ
り
あ
う
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
」で
あ
る
。そ
の
た
め
の
空
間
と

し
て
、①
利
用
し
や
す
い
こ
と（
誰
で
も
利
用
で
き
、利
用
者
に
寄

り
添
っ
た
空
間
）、②
１
つ
の
機
能
に
固
定
し
な
い
こ
と（
多
用
途
で

あ
り
、異
な
る
目
的
を
持
っ
た
人
が
つ
な
が
れ
る
空
間
）、③
場
所
に

人
を
結
び
つ
け
る
こ
と（
み
ん
な
が
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、自

分
の
居
場
所
と
感
じ
ら
れ
る
空
間
）の
３
点
を
提
案
し
た
。こ
の
時

点
で
は
、実
施
場
所
が
決
定
し
て
お
ら
ず
、提
案
内
容
は
抽
象
的

に
し
か
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、参
加
者
か
ら
類
似
事
例
の
情
報
や

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、「
学
生
か
ら
の
提
案
を
期
待

し
て
い
る
」と
い
う
声
も
い
た
だ
い
た
。

　
２
０
２
１
年
度
は
、実
施
場
所
が
商
店
街
の
空
き
区
画
に
決
ま

り
、３
月
の
報
告
会
で
掲
げ
た
３
点
を
設
計
案
に
落
と
し
込
ん
だ
。

ま
た
、団
地
の
サ
ロ
ン
や
、地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
会
議

に
出
席
し
、地
域
の
方
々
と
交
流
す
る
機
会
を
作
っ
た
。

　
12
月
に
は
設
計
を
あ
る
程
度
ま
と
め
、空
間
提
案
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
と
意
見
交
換
を
目
的
と
し
た
発
表
会
を
行
っ
た
。こ
の

時
に
は
、図
面
や
模
型
で
具
体
的
な
提
案
を
示
し
、設
置
予
定
の

イ
ス
を
持
ち
込
み
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」と
い
う
名
称
を
発
表
し

た
。学
生
が
意
見
を
出
し
合
い
、「
モ
ノ
や
空
間
を
通
じ
て
様
々
な

人
が
つ
な
が
る『
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
』で
あ
り
、誰
も
が
い
つ
で
も
気

軽
に『〝
ぷ
ら
っ
と
〞立
ち
寄
れ
る
空
間
』で
あ
っ
て
ほ
し
い
」と
い
う

想
い
を
込
め
た
こ
の
名
称
は
、地
域
の
方
に
も
お
お
む
ね
好
評
だ
っ

た
。学
生
自
身
も
、名
称
を
考
え
る
に
あ
た
り
、空
間
の
コ
ン
セ
プ

ト
が
よ
り
明
確
に
な
り
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
愛
着
も
強
ま
っ
た
よ
う

に
思
う
。内
部
は
格
子
戸
で
２
つ
の
空
間
に
分
け
ら
れ
、入
っ
て
す

ぐ
の
場
所
を「
い
つ
で
も
利
用
で
き
る『
ぷ
ら
っ
と
エ
リ
ア
』」、奥
を

「
イ
ベ
ン
ト
時
に
開
放
さ
れ
る『
き
っ
か
け
ヒ
ロ
バ
』」と
名
付
け
た
。

『
き
っ
か
け
ヒ
ロ
バ
』は
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
で
、小
さ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

や
、や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
人
の
背
中
を
ち
ょっ
と
後
押
し
で
き
る

よ
う
な
場
所
、を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

　
３
月
に
は
、「
現
地
見
学
会
＆
地
域
マ
ッ
プ
づ
く
り
」を
行
っ
た
。

対
象
区
画
の
シ
ャッ
タ
ー
を
開
け
、「
ぷ
ら
っ
と
」立
ち
寄
れ
る
場
所

を
実
際
に
体
験
で
き
る
よ
う
企
画
し
た
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
初

め
て
知
る
人
も
多
い
と
考
え
、こ
れ
ま
で
の
発
表
資
料
や
模
型
を

展
示
し
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
行
っ
た
。

　
運
用
に
つ
い
て
も
、設
計
と
並
行
し
て
検
討
を
進
め
た
。今
後
こ

の
よ
う
な
施
設
の
需
要
は
増
す
と
予
想
し
、「
無
人
管
理
」の
実
証

実
験
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
は
初
期
段
階
か
ら
想
定
し
て
い
た
。照

明
や
エ
ア
コ
ン
の
管
理
、施
錠
は
遠
隔
で
操
作
し
、「
き
っ
か
け
ヒ
ロ

バ
」の
予
約
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と
し
た
。利
用
規
約
を
検
討
し
懸
念
点

を
整
理
す
る
中
で
、運
用
開
始
後
は
学
生
が
週
１
回
現
地
で
活
動

し
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」の
利
用
促
進
、空
間
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、利

用
者
の
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
の
フ
ォロ
ー
な
ど
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
無
人
管
理
の
空
間
に
お
い
て
、動
く
も
の（
イ
ス
や
机
）の
設
置
、

掲
示
板
の
運
用
、飲
食
の
可
否
な
ど
、懸
念
点
は
多
か
っ
た
。し
か

し
、週
１
回
の
現
地
で
の
活
動
を
決
め
た
こ
と
で
、禁
止
事
項
は
最

小
限
と
し「
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
」方
向
で
話
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
た
。自
分
た
ち
が
提
案
し
た
空
間
が
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
る

の
か
、確
認
で
き
る
機
会
は
な
か
な
か
な
い
。

　
２
０
２
２
年
７
月
末
に
建
物
は
完
成
し
た
が
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や

遠
隔
操
作
な
ど
、ソ
フ
ト
面
の
整
備
に
１
か
月
程
度
か
か
る
た
め
、

そ
れ
が
整
う
ま
で
の
１
か
月
間
は「
プ
レ
オ
ー
プ
ン
」期
間
と
し

て
、週
２
回
現
地
に
行
き
、通
り
か
か
っ
た
人
に「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ

ひ
」の
紹
介
を
す
る
こ
と
に
し
た
。運
用
開
始
日
を
９
月
10
日
に
決

人
は
想
像
よ
り
も
は
る
か
に
少
な
か
っ
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ

ひ
」と
い
う
名
称
に
込
め
た
想
い
や
、利
用
案
内
を
ま
と
め
、場
所

の
説
明
は
プ
レ
オ
ー
プ
ン
期
間
の
受
け
答
え
で
少
し
ず
つ
言
語
化

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
言
葉
を
載
せ
た
。リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

た
こ
と
で
、「
こ
こ
は
何
？
」と
聞
か
れ
た
と
き
に
さ
っ
と
手
渡
し
、

図
を
示
し
な
が
ら
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
とInstagram

の
ア
カ
ウ
ン
ト
も
作
成
し
、オ
ン

ラ
イ
ン
で
も
情
報
発
信
で
き
る
体
制
を
整
え
た
。現
地
で
の
紙
媒

体
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、「
多
様
な
世
代
」に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
に

は
、両
方
の
発
信
が
必
要
だ
と
考
え
た
。

4
　
運
営
し
な
が
ら
続
け
る
試
行
錯
誤

　
私
た
ち
の
活
動
は
週
１
回
な
の
で
、ス
タ
ッ
フ
が
居
な
い
時
間
の

方
が
長
い
。中
が
見
え
て
イ
ス
と
机
が
置
い
て
あ
り「
中
に
ど
う

ぞ
」と
案
内
を
出
せ
ば
、も
う
少
し
人
は
入
っ
て
く
れ
る
と
考
え
て

い
た
が
、「
ぷ
ら
っ
と
」立
ち
寄
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、入
っ
て
み
よ

う
と
思
う
強
い
動
機
や
き
っ
か
け
が
必
要
だ
っ
た
。

　
ガ
ラ
ス
面
の
案
内
を
見
や
す
く
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、「
ぷ

ら
っ
と
エ
リ
ア
」の
棚
に
展
示
す
る
作
品
を
募
集
し
た
り
、本
を
置

い
た
り
、地
域
の
情
報
を
掲
示
し
た
り
し
た
。様
々
な
情
報
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
得
ら
れ
る
が
、高
齢
者
に
は
そ
れ
が
不
得
意
な
人
も
多

い
。「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」が
情
報
の
集
ま
る
場
所
に
な
れ
ば
、立
ち

寄
る
動
機
に
な
る
と
考
え
た
。子
ど
も
が
興
味
を
持
つ
よ
う
に
、折

り
紙
や
木
の
お
も
ち
ゃ
も
置
い
た
。

　「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」を
計
画
し
た
私
た
ち
が
運
営
に
も
関
わ
る

こ
と
で
、想
定
し
た
利
用
が
さ
れ
な
け
れ
ば
、そ
の
原
因
を
考
え
、

課
題
が
あ
れ
ば
コ
ン
セ
プ
ト
に
立
ち
戻
り
な
が
ら
解
決
す
る
こ
と

が
で
き
る
。地
域
の
人
か
ら
の
反
応
は
正
直
だ
。う
ま
く
い
っ
て
い

な
け
れ
ば
変
化
は
起
き
ず
、良
く
な
っ
て
い
れ
ば
利
用
が
増
え
る
。

学
ん
だ
知
識
に
創
意
工
夫
を
加
え
て
実
践
し
、評
価
を
受
け
取

り
、試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
。

　
オ
ー
プ
ン
し
て
１
年
を
迎
え
、最
近
で
は
、幼
稚
園
帰
り
の
親

子
、一
人
で
静
か
に
過
ご
す
人
、お
し
ゃべ
り
に
花
を
咲
か
せ
る
人
、

学
校
帰
り
に
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ
小
学
生
、展
示
や
案
内
を
見
に
来
る

中
学
生
、な
ど
、多
様
な
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
過
ご
し
方
を
す
る
姿

を
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。利
用
者
が
友
人
を
連
れ
て
き
た
り
、

居
合
わ
せ
た
人
に「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」の
コ
ン
セ
プ
ト
を
説
明
し

た
り
す
る
場
面
も
見
か
け
る
。「
き
っ
か
け
ヒ
ロ
バ
」の
利
用
も
、介

護
美
容
の
イ
ベ
ン
ト
、マ
ル
シ
ェ
、お
弁
当
販
売
、英
語
教
室
、工
芸

教
室
な
ど
、バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
何
よ
り
う
れ
し
い
の
は
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」や「
き
っ
か
け
ヒ
ロ

バ
」と
い
う
名
前
の
通
り
、こ
こ
で
活
動
を
新
た
に
始
め
る
人
、こ
の

場
所
を
通
じ
て
知
り
合
い
に
な
る
人
の
姿
を
見
か
け
る
時
だ
。伝

え
続
け
た
コ
ン
セ
プ
ト
、描
い
た
イ
ラ
ス
ト
に
、現
実
が
少
し
近
づ

い
て
き
た
。

お
わ
り
に

　
住
居
学
科
な
ど
、専
門
教
育
を
受
け
る
よ
う
な
進
路
を
選
択
し

た
学
生
は
、そ
の
分
野
の
知
識
を
学
び
探
究
し
、大
学
以
降
の
友

人
も
同
じ
専
門
分
野
の
人
が
多
く
な
る
。本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ

て
、学
生
は
、伝
え
る
た
め
に
は
努
力
が
必
要
な
こ
と
を
学
ん
だ
。

専
門
的
な
視
点
を
持
ち
な
が
ら
、年
齢
も
興
味
関
心
も
異
な
る

人
々
と「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」と
い
う
場
を
通
じ
て
接
点
を
持
ち
、会

話
を
重
ね
て
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
だ
経
験
が
、今
後
社
会
に
出

て
活
躍
す
る
彼
女
た
ち
の
糧
に
な
って
い
れ
ば
と
思
う
。

　
今
回
は
、「
大
学
の
学
び
に
お
け
る
地
域
連
携
の
教
育
の
価
値
」

と
い
う
テ
ー
マ
な
の
で
、学
生
の
成
長
に
つ
な
が
っ
た
点
に
つ
い
て
述

べ
た
が
、実
際
に
は
問
題
は
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
。

　
最
近
で
は
、利
用
者
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
課
題
も
顕
在
化
し

て
き
た
。設
計
段
階
で
検
討
し
て
お
く
べ
き
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
、「
だ
れ
で
も
使
え
る
」「
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
」と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
の
実
現
は
た
や
す
く
な
い
こ
と
を
学
生
共
々
改
め
て
認

識
し
た
。

　
そ
し
て
、運
営
の
継
続
性
に
つ
い
て
も
大
き
な
課
題
だ
。本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
今
年
度
を
活
動
期
限
と
し
て
い
て
、そ
の
後
に
つ
い
て

は
現
在
検
討
中
で
あ
る
。こ
の
場
所
で
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題

に
は
、よ
り
多
様
な
専
門
分
野
の
視
点
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
が
、多
様
な
分
野
の
人
々
が
関
わ
る
、そ
れ

こ
そ「
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」と
な
れ
な
い
も
の
か
。

　
も
し
、こ
の
記
事
を
読
ん
で
興
味
を
持
っ
た
方
が
い
た
ら
、ぜ
ひ

「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

き
た
い
。

【
参
考
】

ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ 

ホ
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ジ
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asahi.htm
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め
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」で
利
用

す
る
イ
ス
に
ペ
イ
ン
ト
を
施
す
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
企
画
し
た
。そ
れ

ま
で
高
齢
者
と
話
す
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、多
様
な
世
代
の
利
用

を
目
指
し
て
い
た
た
め
、あ
え
て
子
ど
も
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
と
し
た
。

　
運
用
開
始
後
は
、毎
週
金
曜
日
を「
き
っ
か
け
ラ
ウ
ン
ジ
」と
定

め
、週
１
回
、学
生
が
交
代
で
現
地
に
行
き
、活
動
し
て
い
る
。

　
学
生
は
順
次
卒
業
し
、こ
れ
ま
で
に
５
学
年
９
名
が
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
で
き
た
。在
籍
し
た
時
期
に
よ
り
活
動
内
容
は

異
な
る
が
、振
り
返
る
と
、そ
の
都
度
い
つ
も
悩
ん
で
き
た
の
は
、

「
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
」だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

3
　「
伝
え
る
」こ
と
の
難
し
さ
と
、「
伝
え
る
」工
夫

　
報
告
会
や
発
表
会
の
参
加
者
は
、地
域
で
何
か
し
ら
の
活
動
に

参
加
し
て
い
た
り
、現
状
に
問
題
意
識
を
持
っ
た
り
し
て
い
る
人
た

ち
で
、私
た
ち
の
活
動
に
興
味
を
持
っ
て「
聞
き
に
」来
て
く
れ
て
い

た
。そ
れ
で
も
、伝
わ
り
や
す
い
よ
う
に
言
葉
を
吟
味
し
、イ
ラ
ス
ト

や
図
を
作
成
し
て
、入
念
に
準
備
し
た
。

　
プ
レ
オ
ー
プ
ン
期
間
は
、な
る
べ
く
通
り
か
か
る
人
の
目
に
触
れ

る
と
こ
ろ
で
作
業
を
し
て
、少
し
で
も
足
を
と
め
れ
ば
話
し
か
け

た
。最
初
の
頃
は
、「
こ
こ
は
何
？
」と
聞
か
れ
る
と
、「
誰
で
も
使

え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
で
す
」と
答
え
て
い
た
。し
か
し
、

「
ふ
ー
ん
」と
言
っ
て
去
る
人
も
い
て
、あ
ま
り
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
な
い
。あ
る
時
、ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
時
か
ら
私
た
ち
の
取
り
組
み

に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
人
か
ら「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
スっ
て

な
ん
だ
か
分
か
り
に
く
い
よ
ね
」と
指
摘
さ
れ
た
。そ
こ
で
、試
し
に

「
誰
で
も
使
え
る
休
憩
ス
ペ
ー
ス
で
す
」と
伝
え
た
ら
、少
し
反
応

が
違
っ
た
。本
当
は
、た
だ
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
で
は
な
い
の
だ
け
ど
、

と
思
い
つ
つ
も
、ま
ず
は「
休
憩
ス
ペ
ー
ス
」と
し
て
説
明
す
る
こ
と

に
し
た
。

　「
こ
こ
の
目
的
は
？
」と
い
う
質
問
も
た
く
さ
ん
受
け
た
。こ
の

質
問
に
は
、い
ろ
い
ろ
な
答
え
方
が
あ
り
、伝
え
た
い
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
る
が
、相
手
の
知
り
た
い
こ
と
を
注
意
深
く
読
み
取
ら
な

い
と
、会
話
が
か
み
合
わ
な
か
っ
た
。こ
れ
に
つ
い
て
は
、私
た
ち
が

明
確
に
言
語
化
で
き
て
い
な
い
点
に
も
問
題
が
あ
っ
た
。

　
プ
レ
オ
ー
プ
ン
期
間
は
、そ
の
日
に
話
し
た
こ
と
、ど
の
よ
う
な

質
問
に
ど
の
よ
う
に
答
え
た
の
か
、ど
の
よ
う
に
答
え
れ
ば
伝
わ
っ

た
の
か
、な
ど
、日
報
を
作
っ
て
学
生
間
で
共
有
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト

や
、報
告
会・発
表
会
の
お
知
ら
せ
は
全
戸
に
配
布
し
、施
設
紹
介

の
ポ
ス
タ
ー
も
団
地
内
に
掲
示
し
て
い
た
が
、そ
れ
を
知
っ
て
い
る
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は
じ
め
に

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
端
は「
２
０
１
９
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン JW

U×
H
O
SEI×

C
H
IBA×

JS

」で
あ
る
。こ
の
コ
ン
ペ
は

２
０
１
４
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、６
回
目
と
な
る
２
０
１
９

年
は
、日
本
女
子
大
学
・
法
政
大
学
・
千
葉
大
学
と
日
本
総
合
住

生
活
株
式
会
社（
以
下
、Ｊ
Ｓ
）と
の
共
催
で
あ
っ
た
。最
大
の
特

徴
は
、最
優
秀
賞
作
品
の
設
計

案
を
実
際
の
住
戸
で
実
現
さ

せ
る
点
で
あ
る
。初
年
度
は
２

作
品
、そ
の
後
は
１
作
品
ず
つ
、

計
６
戸
の
住
戸
が
完
成
し
、賃

貸
住
宅
と
し
て
居
住
者
が
住

ん
だ
り
、モ
デ
ル
ル
ー
ム
と
し
て

利
用
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

1
　
２
０
１
９
年
の
最
優
秀
賞
作
品
の
実
現
に
む
け
て

　
２
０
１
９
年
の
テ
ー
マ
は「
多
様
な
世
代
が
生
き
生
き
と
暮
ら

し
続
け
る
団
地
」で
あ
っ
た
。東
京
都
と
埼
玉
県
の
境
目
に
位
置
す

る「
清
瀬
旭
が
丘
団
地
」の
２
Ｄ
Ｋ
の
１
階
住
戸
を
対
象
と
し
て
、

住
戸
と
住
棟
共
用
部
の
改
修
の
提
案
が
求
め
ら
れ
た
。最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
の
が
、「
団
地
に
浮
遊
す
る
エ
レ
メ
ン
ト―

『
知
』と

『
恕
』の
交
換
に
よ
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
広
が
り―

」日
本
女
子
大
学

大
学
院
修
士
１
年（
当
時
）２
名
だ
っ
た
。住
戸
の
一
部
で
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
な
ど
を
開
催
で
き
る
土
間
を
作
り
、住
戸
内
の
エ
レ
メ
ン

ト（
建
材
）が
、住
戸
内
外
を
移
動
す
る
こ
と
で
小
さ
な
交
流
が
団

地
全
体
に
広
が
り
つ
な
が
っ
て
い
く
、と
い
う
提
案
だ
。接
地
階
の

可
能
性
を
最
大
限
に
生
か
し
、な
お
か
つ
提
案
が
住
戸
単
体
に
と

ど
ま
ら
な
い
点
を
評
価
さ
れ
た
。

　
コ
ン
ペ
は
夏
休
み
前
に
出
題
さ
れ
、10
月
に
審
査
会
を
行
う
。例

年
、最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
学
生
と
Ｊ
Ｓ
側
の
設
計
事
務
所
で
打

ち
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
実
施
設
計
に
落
と
し
込
み
、年
度
内
に
竣

工
を
迎
え
る
。

　
し
か
し
、２
０
１
９
年
度
に
関
し
て
は
、提
案
さ
れ
た
最
優
秀
賞

作
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現
す
る
た
め
に
、住
戸
で
は
な
く
、団
地

内
の
共
用
施
設
で
実
施
し
な
い
か
、と
Ｊ
Ｓ
か
ら
提
案
を
い
た
だ

い
た
。２
０
２
０
年
２
月
に
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
も
含
め
た
三
者
で
打

合
せ
を
行
い
、団
地
居
住
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
行
い
な
が
ら
、時
間
を
か
け
て
進
め
る
方
針
を
立
て

た
。受
賞
し
た
学
生
も
私
も
、こ
の
コ
ン
ペ
の
立
ち
上
げ
か
ら
関

わ
っ
て
い
る
篠
原
聡
子
教
授
の
研
究
室
の
所
属
で
あ
り
、研
究
室

と
Ｊ
Ｓ
の
共
同
研
究
と
い
う
形
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

2
　「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」の
運
用
開
始
に
至
る
ま
で

　
活
動
を
始
め
る
は
ず
だ
っ
た
２
０
２
０
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、学
生
は
団
地
に
入
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。先
の
見
え
な
い
状
況
の
中
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
成

し
な
が
ら
活
動
で
き
る
時
期
を
待
っ
た
。11
月
に
よ
う
や
く
団
地
の

賃
貸
住
戸
全
戸
を
対
象
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
し
、２
０
０

件
あ
ま
り
の
回
答
を
得
た
。内
18
名
に
は
、電
話
ま
た
は
Ｚｏｏｍ
で

ヒ
ア
リ
ン
グ
も
行
っ
た
。

　
３
月
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告
会
が
、団
地
居
住
者

と
ほ
ぼ
初
め
て
の
対
面
だ
っ
た
。自
己
紹
介
の
後
、コ
ン
ペ
案
の
説

明
、ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告
と
、ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
導
い
た
居
場

所
の
提
案
を
発
表
し
た
。こ
の
時
に
掲
げ
た
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
様
々

な
人
が
交
じ
り
あ
う
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
」で
あ
る
。そ
の
た
め
の
空
間
と

し
て
、①
利
用
し
や
す
い
こ
と（
誰
で
も
利
用
で
き
、利
用
者
に
寄

り
添
っ
た
空
間
）、②
１
つ
の
機
能
に
固
定
し
な
い
こ
と（
多
用
途
で

あ
り
、異
な
る
目
的
を
持
っ
た
人
が
つ
な
が
れ
る
空
間
）、③
場
所
に

人
を
結
び
つ
け
る
こ
と（
み
ん
な
が
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、自

分
の
居
場
所
と
感
じ
ら
れ
る
空
間
）の
３
点
を
提
案
し
た
。こ
の
時

点
で
は
、実
施
場
所
が
決
定
し
て
お
ら
ず
、提
案
内
容
は
抽
象
的

に
し
か
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、参
加
者
か
ら
類
似
事
例
の
情
報
や

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、「
学
生
か
ら
の
提
案
を
期
待

し
て
い
る
」と
い
う
声
も
い
た
だ
い
た
。

　
２
０
２
１
年
度
は
、実
施
場
所
が
商
店
街
の
空
き
区
画
に
決
ま

り
、３
月
の
報
告
会
で
掲
げ
た
３
点
を
設
計
案
に
落
と
し
込
ん
だ
。

ま
た
、団
地
の
サ
ロ
ン
や
、地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
会
議

に
出
席
し
、地
域
の
方
々
と
交
流
す
る
機
会
を
作
っ
た
。

　
12
月
に
は
設
計
を
あ
る
程
度
ま
と
め
、空
間
提
案
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
と
意
見
交
換
を
目
的
と
し
た
発
表
会
を
行
っ
た
。こ
の

時
に
は
、図
面
や
模
型
で
具
体
的
な
提
案
を
示
し
、設
置
予
定
の

イ
ス
を
持
ち
込
み
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」と
い
う
名
称
を
発
表
し

た
。学
生
が
意
見
を
出
し
合
い
、「
モ
ノ
や
空
間
を
通
じ
て
様
々
な

人
が
つ
な
が
る『
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
』で
あ
り
、誰
も
が
い
つ
で
も
気

軽
に『〝
ぷ
ら
っ
と
〞立
ち
寄
れ
る
空
間
』で
あ
っ
て
ほ
し
い
」と
い
う

想
い
を
込
め
た
こ
の
名
称
は
、地
域
の
方
に
も
お
お
む
ね
好
評
だ
っ

た
。学
生
自
身
も
、名
称
を
考
え
る
に
あ
た
り
、空
間
の
コ
ン
セ
プ

ト
が
よ
り
明
確
に
な
り
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
愛
着
も
強
ま
っ
た
よ
う

に
思
う
。内
部
は
格
子
戸
で
２
つ
の
空
間
に
分
け
ら
れ
、入
っ
て
す

ぐ
の
場
所
を「
い
つ
で
も
利
用
で
き
る『
ぷ
ら
っ
と
エ
リ
ア
』」、奥
を

「
イ
ベ
ン
ト
時
に
開
放
さ
れ
る『
き
っ
か
け
ヒ
ロ
バ
』」と
名
付
け
た
。

『
き
っ
か
け
ヒ
ロ
バ
』は
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
で
、小
さ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

や
、や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
人
の
背
中
を
ち
ょっ
と
後
押
し
で
き
る

よ
う
な
場
所
、を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

　
３
月
に
は
、「
現
地
見
学
会
＆
地
域
マ
ッ
プ
づ
く
り
」を
行
っ
た
。

対
象
区
画
の
シ
ャッ
タ
ー
を
開
け
、「
ぷ
ら
っ
と
」立
ち
寄
れ
る
場
所

を
実
際
に
体
験
で
き
る
よ
う
企
画
し
た
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
初

め
て
知
る
人
も
多
い
と
考
え
、こ
れ
ま
で
の
発
表
資
料
や
模
型
を

展
示
し
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
行
っ
た
。

　
運
用
に
つ
い
て
も
、設
計
と
並
行
し
て
検
討
を
進
め
た
。今
後
こ

の
よ
う
な
施
設
の
需
要
は
増
す
と
予
想
し
、「
無
人
管
理
」の
実
証

実
験
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
は
初
期
段
階
か
ら
想
定
し
て
い
た
。照

明
や
エ
ア
コ
ン
の
管
理
、施
錠
は
遠
隔
で
操
作
し
、「
き
っ
か
け
ヒ
ロ

バ
」の
予
約
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と
し
た
。利
用
規
約
を
検
討
し
懸
念
点

を
整
理
す
る
中
で
、運
用
開
始
後
は
学
生
が
週
１
回
現
地
で
活
動

し
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」の
利
用
促
進
、空
間
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、利

用
者
の
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
の
フ
ォロ
ー
な
ど
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
無
人
管
理
の
空
間
に
お
い
て
、動
く
も
の（
イ
ス
や
机
）の
設
置
、

掲
示
板
の
運
用
、飲
食
の
可
否
な
ど
、懸
念
点
は
多
か
っ
た
。し
か

し
、週
１
回
の
現
地
で
の
活
動
を
決
め
た
こ
と
で
、禁
止
事
項
は
最

小
限
と
し「
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
」方
向
で
話
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
た
。自
分
た
ち
が
提
案
し
た
空
間
が
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
る

の
か
、確
認
で
き
る
機
会
は
な
か
な
か
な
い
。

　
２
０
２
２
年
７
月
末
に
建
物
は
完
成
し
た
が
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や

遠
隔
操
作
な
ど
、ソ
フ
ト
面
の
整
備
に
１
か
月
程
度
か
か
る
た
め
、

そ
れ
が
整
う
ま
で
の
１
か
月
間
は「
プ
レ
オ
ー
プ
ン
」期
間
と
し

て
、週
２
回
現
地
に
行
き
、通
り
か
か
っ
た
人
に「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ

ひ
」の
紹
介
を
す
る
こ
と
に
し
た
。運
用
開
始
日
を
９
月
10
日
に
決

人
は
想
像
よ
り
も
は
る
か
に
少
な
か
っ
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ

ひ
」と
い
う
名
称
に
込
め
た
想
い
や
、利
用
案
内
を
ま
と
め
、場
所

の
説
明
は
プ
レ
オ
ー
プ
ン
期
間
の
受
け
答
え
で
少
し
ず
つ
言
語
化

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
言
葉
を
載
せ
た
。リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

た
こ
と
で
、「
こ
こ
は
何
？
」と
聞
か
れ
た
と
き
に
さ
っ
と
手
渡
し
、

図
を
示
し
な
が
ら
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
とInstagram

の
ア
カ
ウ
ン
ト
も
作
成
し
、オ
ン

ラ
イ
ン
で
も
情
報
発
信
で
き
る
体
制
を
整
え
た
。現
地
で
の
紙
媒

体
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、「
多
様
な
世
代
」に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
に

は
、両
方
の
発
信
が
必
要
だ
と
考
え
た
。

4
　
運
営
し
な
が
ら
続
け
る
試
行
錯
誤

　
私
た
ち
の
活
動
は
週
１
回
な
の
で
、ス
タ
ッ
フ
が
居
な
い
時
間
の

方
が
長
い
。中
が
見
え
て
イ
ス
と
机
が
置
い
て
あ
り「
中
に
ど
う

ぞ
」と
案
内
を
出
せ
ば
、も
う
少
し
人
は
入
っ
て
く
れ
る
と
考
え
て

い
た
が
、「
ぷ
ら
っ
と
」立
ち
寄
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、入
っ
て
み
よ

う
と
思
う
強
い
動
機
や
き
っ
か
け
が
必
要
だ
っ
た
。

　
ガ
ラ
ス
面
の
案
内
を
見
や
す
く
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、「
ぷ

ら
っ
と
エ
リ
ア
」の
棚
に
展
示
す
る
作
品
を
募
集
し
た
り
、本
を
置

い
た
り
、地
域
の
情
報
を
掲
示
し
た
り
し
た
。様
々
な
情
報
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
得
ら
れ
る
が
、高
齢
者
に
は
そ
れ
が
不
得
意
な
人
も
多

い
。「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」が
情
報
の
集
ま
る
場
所
に
な
れ
ば
、立
ち

寄
る
動
機
に
な
る
と
考
え
た
。子
ど
も
が
興
味
を
持
つ
よ
う
に
、折

り
紙
や
木
の
お
も
ち
ゃ
も
置
い
た
。

　「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」を
計
画
し
た
私
た
ち
が
運
営
に
も
関
わ
る

こ
と
で
、想
定
し
た
利
用
が
さ
れ
な
け
れ
ば
、そ
の
原
因
を
考
え
、

課
題
が
あ
れ
ば
コ
ン
セ
プ
ト
に
立
ち
戻
り
な
が
ら
解
決
す
る
こ
と

が
で
き
る
。地
域
の
人
か
ら
の
反
応
は
正
直
だ
。う
ま
く
い
っ
て
い

な
け
れ
ば
変
化
は
起
き
ず
、良
く
な
っ
て
い
れ
ば
利
用
が
増
え
る
。

学
ん
だ
知
識
に
創
意
工
夫
を
加
え
て
実
践
し
、評
価
を
受
け
取

り
、試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
。

　
オ
ー
プ
ン
し
て
１
年
を
迎
え
、最
近
で
は
、幼
稚
園
帰
り
の
親

子
、一
人
で
静
か
に
過
ご
す
人
、お
し
ゃべ
り
に
花
を
咲
か
せ
る
人
、

学
校
帰
り
に
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ
小
学
生
、展
示
や
案
内
を
見
に
来
る

中
学
生
、な
ど
、多
様
な
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
過
ご
し
方
を
す
る
姿

を
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。利
用
者
が
友
人
を
連
れ
て
き
た
り
、

居
合
わ
せ
た
人
に「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」の
コ
ン
セ
プ
ト
を
説
明
し

た
り
す
る
場
面
も
見
か
け
る
。「
き
っ
か
け
ヒ
ロ
バ
」の
利
用
も
、介

護
美
容
の
イ
ベ
ン
ト
、マ
ル
シ
ェ
、お
弁
当
販
売
、英
語
教
室
、工
芸

教
室
な
ど
、バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
何
よ
り
う
れ
し
い
の
は
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」や「
き
っ
か
け
ヒ
ロ

バ
」と
い
う
名
前
の
通
り
、こ
こ
で
活
動
を
新
た
に
始
め
る
人
、こ
の

場
所
を
通
じ
て
知
り
合
い
に
な
る
人
の
姿
を
見
か
け
る
時
だ
。伝

え
続
け
た
コ
ン
セ
プ
ト
、描
い
た
イ
ラ
ス
ト
に
、現
実
が
少
し
近
づ

い
て
き
た
。

お
わ
り
に

　
住
居
学
科
な
ど
、専
門
教
育
を
受
け
る
よ
う
な
進
路
を
選
択
し

た
学
生
は
、そ
の
分
野
の
知
識
を
学
び
探
究
し
、大
学
以
降
の
友

人
も
同
じ
専
門
分
野
の
人
が
多
く
な
る
。本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ

て
、学
生
は
、伝
え
る
た
め
に
は
努
力
が
必
要
な
こ
と
を
学
ん
だ
。

専
門
的
な
視
点
を
持
ち
な
が
ら
、年
齢
も
興
味
関
心
も
異
な
る

人
々
と「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」と
い
う
場
を
通
じ
て
接
点
を
持
ち
、会

話
を
重
ね
て
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
だ
経
験
が
、今
後
社
会
に
出

て
活
躍
す
る
彼
女
た
ち
の
糧
に
な
って
い
れ
ば
と
思
う
。

　
今
回
は
、「
大
学
の
学
び
に
お
け
る
地
域
連
携
の
教
育
の
価
値
」

と
い
う
テ
ー
マ
な
の
で
、学
生
の
成
長
に
つ
な
が
っ
た
点
に
つ
い
て
述

べ
た
が
、実
際
に
は
問
題
は
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
。

　
最
近
で
は
、利
用
者
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
課
題
も
顕
在
化
し

て
き
た
。設
計
段
階
で
検
討
し
て
お
く
べ
き
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
、「
だ
れ
で
も
使
え
る
」「
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
」と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
の
実
現
は
た
や
す
く
な
い
こ
と
を
学
生
共
々
改
め
て
認

識
し
た
。

　
そ
し
て
、運
営
の
継
続
性
に
つ
い
て
も
大
き
な
課
題
だ
。本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
今
年
度
を
活
動
期
限
と
し
て
い
て
、そ
の
後
に
つ
い
て

は
現
在
検
討
中
で
あ
る
。こ
の
場
所
で
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題

に
は
、よ
り
多
様
な
専
門
分
野
の
視
点
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
が
、多
様
な
分
野
の
人
々
が
関
わ
る
、そ
れ

こ
そ「
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」と
な
れ
な
い
も
の
か
。

　
も
し
、こ
の
記
事
を
読
ん
で
興
味
を
持
っ
た
方
が
い
た
ら
、ぜ
ひ

「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

き
た
い
。

【
参
考
】

ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://m
cm
-w
w
w
.jw
u.ac.jp/̃sinohara/project/kiyose/plat_

asahi.htm
l

め
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」で
利
用

す
る
イ
ス
に
ペ
イ
ン
ト
を
施
す
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
企
画
し
た
。そ
れ

ま
で
高
齢
者
と
話
す
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、多
様
な
世
代
の
利
用

を
目
指
し
て
い
た
た
め
、あ
え
て
子
ど
も
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
と
し
た
。

　
運
用
開
始
後
は
、毎
週
金
曜
日
を「
き
っ
か
け
ラ
ウ
ン
ジ
」と
定

め
、週
１
回
、学
生
が
交
代
で
現
地
に
行
き
、活
動
し
て
い
る
。

　
学
生
は
順
次
卒
業
し
、こ
れ
ま
で
に
５
学
年
９
名
が
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
で
き
た
。在
籍
し
た
時
期
に
よ
り
活
動
内
容
は

異
な
る
が
、振
り
返
る
と
、そ
の
都
度
い
つ
も
悩
ん
で
き
た
の
は
、

「
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
」だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

3
　「
伝
え
る
」こ
と
の
難
し
さ
と
、「
伝
え
る
」工
夫

　
報
告
会
や
発
表
会
の
参
加
者
は
、地
域
で
何
か
し
ら
の
活
動
に

参
加
し
て
い
た
り
、現
状
に
問
題
意
識
を
持
っ
た
り
し
て
い
る
人
た

ち
で
、私
た
ち
の
活
動
に
興
味
を
持
っ
て「
聞
き
に
」来
て
く
れ
て
い

た
。そ
れ
で
も
、伝
わ
り
や
す
い
よ
う
に
言
葉
を
吟
味
し
、イ
ラ
ス
ト

や
図
を
作
成
し
て
、入
念
に
準
備
し
た
。

　
プ
レ
オ
ー
プ
ン
期
間
は
、な
る
べ
く
通
り
か
か
る
人
の
目
に
触
れ

る
と
こ
ろ
で
作
業
を
し
て
、少
し
で
も
足
を
と
め
れ
ば
話
し
か
け

た
。最
初
の
頃
は
、「
こ
こ
は
何
？
」と
聞
か
れ
る
と
、「
誰
で
も
使

え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
で
す
」と
答
え
て
い
た
。し
か
し
、

「
ふ
ー
ん
」と
言
っ
て
去
る
人
も
い
て
、あ
ま
り
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
な
い
。あ
る
時
、ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
時
か
ら
私
た
ち
の
取
り
組
み

に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
人
か
ら「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
スっ
て

な
ん
だ
か
分
か
り
に
く
い
よ
ね
」と
指
摘
さ
れ
た
。そ
こ
で
、試
し
に

「
誰
で
も
使
え
る
休
憩
ス
ペ
ー
ス
で
す
」と
伝
え
た
ら
、少
し
反
応

が
違
っ
た
。本
当
は
、た
だ
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
で
は
な
い
の
だ
け
ど
、

と
思
い
つ
つ
も
、ま
ず
は「
休
憩
ス
ペ
ー
ス
」と
し
て
説
明
す
る
こ
と

に
し
た
。

　「
こ
こ
の
目
的
は
？
」と
い
う
質
問
も
た
く
さ
ん
受
け
た
。こ
の

質
問
に
は
、い
ろ
い
ろ
な
答
え
方
が
あ
り
、伝
え
た
い
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
る
が
、相
手
の
知
り
た
い
こ
と
を
注
意
深
く
読
み
取
ら
な

い
と
、会
話
が
か
み
合
わ
な
か
っ
た
。こ
れ
に
つ
い
て
は
、私
た
ち
が

明
確
に
言
語
化
で
き
て
い
な
い
点
に
も
問
題
が
あ
っ
た
。

　
プ
レ
オ
ー
プ
ン
期
間
は
、そ
の
日
に
話
し
た
こ
と
、ど
の
よ
う
な

質
問
に
ど
の
よ
う
に
答
え
た
の
か
、ど
の
よ
う
に
答
え
れ
ば
伝
わ
っ

た
の
か
、な
ど
、日
報
を
作
っ
て
学
生
間
で
共
有
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト

や
、報
告
会・発
表
会
の
お
知
ら
せ
は
全
戸
に
配
布
し
、施
設
紹
介

の
ポ
ス
タ
ー
も
団
地
内
に
掲
示
し
て
い
た
が
、そ
れ
を
知
っ
て
い
る
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は
じ
め
に

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
端
は「
２
０
１
９
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン JW

U×
H
O
SEI×

C
H
IBA×

JS

」で
あ
る
。こ
の
コ
ン
ペ
は

２
０
１
４
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、６
回
目
と
な
る
２
０
１
９

年
は
、日
本
女
子
大
学
・
法
政
大
学
・
千
葉
大
学
と
日
本
総
合
住

生
活
株
式
会
社（
以
下
、Ｊ
Ｓ
）と
の
共
催
で
あ
っ
た
。最
大
の
特

徴
は
、最
優
秀
賞
作
品
の
設
計

案
を
実
際
の
住
戸
で
実
現
さ

せ
る
点
で
あ
る
。初
年
度
は
２

作
品
、そ
の
後
は
１
作
品
ず
つ
、

計
６
戸
の
住
戸
が
完
成
し
、賃

貸
住
宅
と
し
て
居
住
者
が
住

ん
だ
り
、モ
デ
ル
ル
ー
ム
と
し
て

利
用
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

1
　
２
０
１
９
年
の
最
優
秀
賞
作
品
の
実
現
に
む
け
て

　
２
０
１
９
年
の
テ
ー
マ
は「
多
様
な
世
代
が
生
き
生
き
と
暮
ら

し
続
け
る
団
地
」で
あ
っ
た
。東
京
都
と
埼
玉
県
の
境
目
に
位
置
す

る「
清
瀬
旭
が
丘
団
地
」の
２
Ｄ
Ｋ
の
１
階
住
戸
を
対
象
と
し
て
、

住
戸
と
住
棟
共
用
部
の
改
修
の
提
案
が
求
め
ら
れ
た
。最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
の
が
、「
団
地
に
浮
遊
す
る
エ
レ
メ
ン
ト―

『
知
』と

『
恕
』の
交
換
に
よ
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
広
が
り―

」日
本
女
子
大
学

大
学
院
修
士
１
年（
当
時
）２
名
だ
っ
た
。住
戸
の
一
部
で
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
な
ど
を
開
催
で
き
る
土
間
を
作
り
、住
戸
内
の
エ
レ
メ
ン

ト（
建
材
）が
、住
戸
内
外
を
移
動
す
る
こ
と
で
小
さ
な
交
流
が
団

地
全
体
に
広
が
り
つ
な
が
っ
て
い
く
、と
い
う
提
案
だ
。接
地
階
の

可
能
性
を
最
大
限
に
生
か
し
、な
お
か
つ
提
案
が
住
戸
単
体
に
と

ど
ま
ら
な
い
点
を
評
価
さ
れ
た
。

　
コ
ン
ペ
は
夏
休
み
前
に
出
題
さ
れ
、10
月
に
審
査
会
を
行
う
。例

年
、最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
学
生
と
Ｊ
Ｓ
側
の
設
計
事
務
所
で
打

ち
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
実
施
設
計
に
落
と
し
込
み
、年
度
内
に
竣

工
を
迎
え
る
。

　
し
か
し
、２
０
１
９
年
度
に
関
し
て
は
、提
案
さ
れ
た
最
優
秀
賞

作
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現
す
る
た
め
に
、住
戸
で
は
な
く
、団
地

内
の
共
用
施
設
で
実
施
し
な
い
か
、と
Ｊ
Ｓ
か
ら
提
案
を
い
た
だ

い
た
。２
０
２
０
年
２
月
に
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
も
含
め
た
三
者
で
打

合
せ
を
行
い
、団
地
居
住
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
行
い
な
が
ら
、時
間
を
か
け
て
進
め
る
方
針
を
立
て

た
。受
賞
し
た
学
生
も
私
も
、こ
の
コ
ン
ペ
の
立
ち
上
げ
か
ら
関

わ
っ
て
い
る
篠
原
聡
子
教
授
の
研
究
室
の
所
属
で
あ
り
、研
究
室

と
Ｊ
Ｓ
の
共
同
研
究
と
い
う
形
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

2
　「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」の
運
用
開
始
に
至
る
ま
で

　
活
動
を
始
め
る
は
ず
だ
っ
た
２
０
２
０
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、学
生
は
団
地
に
入
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。先
の
見
え
な
い
状
況
の
中
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
成

し
な
が
ら
活
動
で
き
る
時
期
を
待
っ
た
。11
月
に
よ
う
や
く
団
地
の

賃
貸
住
戸
全
戸
を
対
象
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
し
、２
０
０

件
あ
ま
り
の
回
答
を
得
た
。内
18
名
に
は
、電
話
ま
た
は
Ｚｏｏｍ
で

ヒ
ア
リ
ン
グ
も
行
っ
た
。

　
３
月
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告
会
が
、団
地
居
住
者

と
ほ
ぼ
初
め
て
の
対
面
だ
っ
た
。自
己
紹
介
の
後
、コ
ン
ペ
案
の
説

明
、ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告
と
、ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
導
い
た
居
場

所
の
提
案
を
発
表
し
た
。こ
の
時
に
掲
げ
た
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
様
々

な
人
が
交
じ
り
あ
う
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
」で
あ
る
。そ
の
た
め
の
空
間
と

し
て
、①
利
用
し
や
す
い
こ
と（
誰
で
も
利
用
で
き
、利
用
者
に
寄

り
添
っ
た
空
間
）、②
１
つ
の
機
能
に
固
定
し
な
い
こ
と（
多
用
途
で

あ
り
、異
な
る
目
的
を
持
っ
た
人
が
つ
な
が
れ
る
空
間
）、③
場
所
に

人
を
結
び
つ
け
る
こ
と（
み
ん
な
が
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、自

分
の
居
場
所
と
感
じ
ら
れ
る
空
間
）の
３
点
を
提
案
し
た
。こ
の
時

点
で
は
、実
施
場
所
が
決
定
し
て
お
ら
ず
、提
案
内
容
は
抽
象
的

に
し
か
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、参
加
者
か
ら
類
似
事
例
の
情
報
や

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、「
学
生
か
ら
の
提
案
を
期
待

し
て
い
る
」と
い
う
声
も
い
た
だ
い
た
。

　
２
０
２
１
年
度
は
、実
施
場
所
が
商
店
街
の
空
き
区
画
に
決
ま

り
、３
月
の
報
告
会
で
掲
げ
た
３
点
を
設
計
案
に
落
と
し
込
ん
だ
。

ま
た
、団
地
の
サ
ロ
ン
や
、地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
会
議

に
出
席
し
、地
域
の
方
々
と
交
流
す
る
機
会
を
作
っ
た
。

　
12
月
に
は
設
計
を
あ
る
程
度
ま
と
め
、空
間
提
案
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
と
意
見
交
換
を
目
的
と
し
た
発
表
会
を
行
っ
た
。こ
の

時
に
は
、図
面
や
模
型
で
具
体
的
な
提
案
を
示
し
、設
置
予
定
の

イ
ス
を
持
ち
込
み
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」と
い
う
名
称
を
発
表
し

た
。学
生
が
意
見
を
出
し
合
い
、「
モ
ノ
や
空
間
を
通
じ
て
様
々
な

人
が
つ
な
が
る『
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
』で
あ
り
、誰
も
が
い
つ
で
も
気

軽
に『〝
ぷ
ら
っ
と
〞立
ち
寄
れ
る
空
間
』で
あ
っ
て
ほ
し
い
」と
い
う

想
い
を
込
め
た
こ
の
名
称
は
、地
域
の
方
に
も
お
お
む
ね
好
評
だ
っ

た
。学
生
自
身
も
、名
称
を
考
え
る
に
あ
た
り
、空
間
の
コ
ン
セ
プ

ト
が
よ
り
明
確
に
な
り
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
愛
着
も
強
ま
っ
た
よ
う

に
思
う
。内
部
は
格
子
戸
で
２
つ
の
空
間
に
分
け
ら
れ
、入
っ
て
す

ぐ
の
場
所
を「
い
つ
で
も
利
用
で
き
る『
ぷ
ら
っ
と
エ
リ
ア
』」、奥
を

「
イ
ベ
ン
ト
時
に
開
放
さ
れ
る『
き
っ
か
け
ヒ
ロ
バ
』」と
名
付
け
た
。

『
き
っ
か
け
ヒ
ロ
バ
』は
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
で
、小
さ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

や
、や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
人
の
背
中
を
ち
ょっ
と
後
押
し
で
き
る

よ
う
な
場
所
、を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

　
３
月
に
は
、「
現
地
見
学
会
＆
地
域
マ
ッ
プ
づ
く
り
」を
行
っ
た
。

対
象
区
画
の
シ
ャッ
タ
ー
を
開
け
、「
ぷ
ら
っ
と
」立
ち
寄
れ
る
場
所

を
実
際
に
体
験
で
き
る
よ
う
企
画
し
た
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
初

め
て
知
る
人
も
多
い
と
考
え
、こ
れ
ま
で
の
発
表
資
料
や
模
型
を

展
示
し
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
行
っ
た
。

　
運
用
に
つ
い
て
も
、設
計
と
並
行
し
て
検
討
を
進
め
た
。今
後
こ

の
よ
う
な
施
設
の
需
要
は
増
す
と
予
想
し
、「
無
人
管
理
」の
実
証

実
験
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
は
初
期
段
階
か
ら
想
定
し
て
い
た
。照

明
や
エ
ア
コ
ン
の
管
理
、施
錠
は
遠
隔
で
操
作
し
、「
き
っ
か
け
ヒ
ロ

バ
」の
予
約
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と
し
た
。利
用
規
約
を
検
討
し
懸
念
点

を
整
理
す
る
中
で
、運
用
開
始
後
は
学
生
が
週
１
回
現
地
で
活
動

し
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」の
利
用
促
進
、空
間
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、利

用
者
の
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
の
フ
ォロ
ー
な
ど
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
無
人
管
理
の
空
間
に
お
い
て
、動
く
も
の（
イ
ス
や
机
）の
設
置
、

掲
示
板
の
運
用
、飲
食
の
可
否
な
ど
、懸
念
点
は
多
か
っ
た
。し
か

し
、週
１
回
の
現
地
で
の
活
動
を
決
め
た
こ
と
で
、禁
止
事
項
は
最

小
限
と
し「
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
」方
向
で
話
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
た
。自
分
た
ち
が
提
案
し
た
空
間
が
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
る

の
か
、確
認
で
き
る
機
会
は
な
か
な
か
な
い
。

　
２
０
２
２
年
７
月
末
に
建
物
は
完
成
し
た
が
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や

遠
隔
操
作
な
ど
、ソ
フ
ト
面
の
整
備
に
１
か
月
程
度
か
か
る
た
め
、

そ
れ
が
整
う
ま
で
の
１
か
月
間
は「
プ
レ
オ
ー
プ
ン
」期
間
と
し

て
、週
２
回
現
地
に
行
き
、通
り
か
か
っ
た
人
に「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ

ひ
」の
紹
介
を
す
る
こ
と
に
し
た
。運
用
開
始
日
を
９
月
10
日
に
決

人
は
想
像
よ
り
も
は
る
か
に
少
な
か
っ
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ

ひ
」と
い
う
名
称
に
込
め
た
想
い
や
、利
用
案
内
を
ま
と
め
、場
所

の
説
明
は
プ
レ
オ
ー
プ
ン
期
間
の
受
け
答
え
で
少
し
ず
つ
言
語
化

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
言
葉
を
載
せ
た
。リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

た
こ
と
で
、「
こ
こ
は
何
？
」と
聞
か
れ
た
と
き
に
さ
っ
と
手
渡
し
、

図
を
示
し
な
が
ら
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
とInstagram

の
ア
カ
ウ
ン
ト
も
作
成
し
、オ
ン

ラ
イ
ン
で
も
情
報
発
信
で
き
る
体
制
を
整
え
た
。現
地
で
の
紙
媒

体
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、「
多
様
な
世
代
」に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
に

は
、両
方
の
発
信
が
必
要
だ
と
考
え
た
。

4
　
運
営
し
な
が
ら
続
け
る
試
行
錯
誤

　
私
た
ち
の
活
動
は
週
１
回
な
の
で
、ス
タ
ッ
フ
が
居
な
い
時
間
の

方
が
長
い
。中
が
見
え
て
イ
ス
と
机
が
置
い
て
あ
り「
中
に
ど
う

ぞ
」と
案
内
を
出
せ
ば
、も
う
少
し
人
は
入
っ
て
く
れ
る
と
考
え
て

い
た
が
、「
ぷ
ら
っ
と
」立
ち
寄
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、入
っ
て
み
よ

う
と
思
う
強
い
動
機
や
き
っ
か
け
が
必
要
だ
っ
た
。

　
ガ
ラ
ス
面
の
案
内
を
見
や
す
く
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、「
ぷ

ら
っ
と
エ
リ
ア
」の
棚
に
展
示
す
る
作
品
を
募
集
し
た
り
、本
を
置

い
た
り
、地
域
の
情
報
を
掲
示
し
た
り
し
た
。様
々
な
情
報
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
得
ら
れ
る
が
、高
齢
者
に
は
そ
れ
が
不
得
意
な
人
も
多

い
。「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」が
情
報
の
集
ま
る
場
所
に
な
れ
ば
、立
ち

寄
る
動
機
に
な
る
と
考
え
た
。子
ど
も
が
興
味
を
持
つ
よ
う
に
、折

り
紙
や
木
の
お
も
ち
ゃ
も
置
い
た
。

　「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」を
計
画
し
た
私
た
ち
が
運
営
に
も
関
わ
る

こ
と
で
、想
定
し
た
利
用
が
さ
れ
な
け
れ
ば
、そ
の
原
因
を
考
え
、

課
題
が
あ
れ
ば
コ
ン
セ
プ
ト
に
立
ち
戻
り
な
が
ら
解
決
す
る
こ
と

が
で
き
る
。地
域
の
人
か
ら
の
反
応
は
正
直
だ
。う
ま
く
い
っ
て
い

な
け
れ
ば
変
化
は
起
き
ず
、良
く
な
っ
て
い
れ
ば
利
用
が
増
え
る
。

学
ん
だ
知
識
に
創
意
工
夫
を
加
え
て
実
践
し
、評
価
を
受
け
取

り
、試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
。

　
オ
ー
プ
ン
し
て
１
年
を
迎
え
、最
近
で
は
、幼
稚
園
帰
り
の
親

子
、一
人
で
静
か
に
過
ご
す
人
、お
し
ゃべ
り
に
花
を
咲
か
せ
る
人
、

学
校
帰
り
に
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ
小
学
生
、展
示
や
案
内
を
見
に
来
る

中
学
生
、な
ど
、多
様
な
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
過
ご
し
方
を
す
る
姿

を
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。利
用
者
が
友
人
を
連
れ
て
き
た
り
、

居
合
わ
せ
た
人
に「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」の
コ
ン
セ
プ
ト
を
説
明
し

た
り
す
る
場
面
も
見
か
け
る
。「
き
っ
か
け
ヒ
ロ
バ
」の
利
用
も
、介

護
美
容
の
イ
ベ
ン
ト
、マ
ル
シ
ェ
、お
弁
当
販
売
、英
語
教
室
、工
芸

教
室
な
ど
、バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
何
よ
り
う
れ
し
い
の
は
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」や「
き
っ
か
け
ヒ
ロ

バ
」と
い
う
名
前
の
通
り
、こ
こ
で
活
動
を
新
た
に
始
め
る
人
、こ
の

場
所
を
通
じ
て
知
り
合
い
に
な
る
人
の
姿
を
見
か
け
る
時
だ
。伝

え
続
け
た
コ
ン
セ
プ
ト
、描
い
た
イ
ラ
ス
ト
に
、現
実
が
少
し
近
づ

い
て
き
た
。

お
わ
り
に

　
住
居
学
科
な
ど
、専
門
教
育
を
受
け
る
よ
う
な
進
路
を
選
択
し

た
学
生
は
、そ
の
分
野
の
知
識
を
学
び
探
究
し
、大
学
以
降
の
友

人
も
同
じ
専
門
分
野
の
人
が
多
く
な
る
。本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ

て
、学
生
は
、伝
え
る
た
め
に
は
努
力
が
必
要
な
こ
と
を
学
ん
だ
。

専
門
的
な
視
点
を
持
ち
な
が
ら
、年
齢
も
興
味
関
心
も
異
な
る

人
々
と「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」と
い
う
場
を
通
じ
て
接
点
を
持
ち
、会

話
を
重
ね
て
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
だ
経
験
が
、今
後
社
会
に
出

て
活
躍
す
る
彼
女
た
ち
の
糧
に
な
って
い
れ
ば
と
思
う
。

　
今
回
は
、「
大
学
の
学
び
に
お
け
る
地
域
連
携
の
教
育
の
価
値
」

と
い
う
テ
ー
マ
な
の
で
、学
生
の
成
長
に
つ
な
が
っ
た
点
に
つ
い
て
述

べ
た
が
、実
際
に
は
問
題
は
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
。

　
最
近
で
は
、利
用
者
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
課
題
も
顕
在
化
し

て
き
た
。設
計
段
階
で
検
討
し
て
お
く
べ
き
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
、「
だ
れ
で
も
使
え
る
」「
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
」と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
の
実
現
は
た
や
す
く
な
い
こ
と
を
学
生
共
々
改
め
て
認

識
し
た
。

　
そ
し
て
、運
営
の
継
続
性
に
つ
い
て
も
大
き
な
課
題
だ
。本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
今
年
度
を
活
動
期
限
と
し
て
い
て
、そ
の
後
に
つ
い
て

は
現
在
検
討
中
で
あ
る
。こ
の
場
所
で
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題

に
は
、よ
り
多
様
な
専
門
分
野
の
視
点
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
が
、多
様
な
分
野
の
人
々
が
関
わ
る
、そ
れ

こ
そ「
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」と
な
れ
な
い
も
の
か
。

　
も
し
、こ
の
記
事
を
読
ん
で
興
味
を
持
っ
た
方
が
い
た
ら
、ぜ
ひ

「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

き
た
い
。

【
参
考
】

ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://m
cm
-w
w
w
.jw
u.ac.jp/̃sinohara/project/kiyose/plat_

asahi.htm
l

め
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」で
利
用

す
る
イ
ス
に
ペ
イ
ン
ト
を
施
す
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
企
画
し
た
。そ
れ

ま
で
高
齢
者
と
話
す
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、多
様
な
世
代
の
利
用

を
目
指
し
て
い
た
た
め
、あ
え
て
子
ど
も
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
と
し
た
。

　
運
用
開
始
後
は
、毎
週
金
曜
日
を「
き
っ
か
け
ラ
ウ
ン
ジ
」と
定

め
、週
１
回
、学
生
が
交
代
で
現
地
に
行
き
、活
動
し
て
い
る
。

　
学
生
は
順
次
卒
業
し
、こ
れ
ま
で
に
５
学
年
９
名
が
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
で
き
た
。在
籍
し
た
時
期
に
よ
り
活
動
内
容
は

異
な
る
が
、振
り
返
る
と
、そ
の
都
度
い
つ
も
悩
ん
で
き
た
の
は
、

「
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
」だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

3
　「
伝
え
る
」こ
と
の
難
し
さ
と
、「
伝
え
る
」工
夫

　
報
告
会
や
発
表
会
の
参
加
者
は
、地
域
で
何
か
し
ら
の
活
動
に

参
加
し
て
い
た
り
、現
状
に
問
題
意
識
を
持
っ
た
り
し
て
い
る
人
た

ち
で
、私
た
ち
の
活
動
に
興
味
を
持
っ
て「
聞
き
に
」来
て
く
れ
て
い

た
。そ
れ
で
も
、伝
わ
り
や
す
い
よ
う
に
言
葉
を
吟
味
し
、イ
ラ
ス
ト

や
図
を
作
成
し
て
、入
念
に
準
備
し
た
。

　
プ
レ
オ
ー
プ
ン
期
間
は
、な
る
べ
く
通
り
か
か
る
人
の
目
に
触
れ

る
と
こ
ろ
で
作
業
を
し
て
、少
し
で
も
足
を
と
め
れ
ば
話
し
か
け

た
。最
初
の
頃
は
、「
こ
こ
は
何
？
」と
聞
か
れ
る
と
、「
誰
で
も
使

え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
で
す
」と
答
え
て
い
た
。し
か
し
、

「
ふ
ー
ん
」と
言
っ
て
去
る
人
も
い
て
、あ
ま
り
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
な
い
。あ
る
時
、ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
時
か
ら
私
た
ち
の
取
り
組
み

に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
人
か
ら「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
スっ
て

な
ん
だ
か
分
か
り
に
く
い
よ
ね
」と
指
摘
さ
れ
た
。そ
こ
で
、試
し
に

「
誰
で
も
使
え
る
休
憩
ス
ペ
ー
ス
で
す
」と
伝
え
た
ら
、少
し
反
応

が
違
っ
た
。本
当
は
、た
だ
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
で
は
な
い
の
だ
け
ど
、

と
思
い
つ
つ
も
、ま
ず
は「
休
憩
ス
ペ
ー
ス
」と
し
て
説
明
す
る
こ
と

に
し
た
。

　「
こ
こ
の
目
的
は
？
」と
い
う
質
問
も
た
く
さ
ん
受
け
た
。こ
の

質
問
に
は
、い
ろ
い
ろ
な
答
え
方
が
あ
り
、伝
え
た
い
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
る
が
、相
手
の
知
り
た
い
こ
と
を
注
意
深
く
読
み
取
ら
な

い
と
、会
話
が
か
み
合
わ
な
か
っ
た
。こ
れ
に
つ
い
て
は
、私
た
ち
が

明
確
に
言
語
化
で
き
て
い
な
い
点
に
も
問
題
が
あ
っ
た
。

　
プ
レ
オ
ー
プ
ン
期
間
は
、そ
の
日
に
話
し
た
こ
と
、ど
の
よ
う
な

質
問
に
ど
の
よ
う
に
答
え
た
の
か
、ど
の
よ
う
に
答
え
れ
ば
伝
わ
っ

た
の
か
、な
ど
、日
報
を
作
っ
て
学
生
間
で
共
有
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト

や
、報
告
会・発
表
会
の
お
知
ら
せ
は
全
戸
に
配
布
し
、施
設
紹
介

の
ポ
ス
タ
ー
も
団
地
内
に
掲
示
し
て
い
た
が
、そ
れ
を
知
っ
て
い
る
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は
じ
め
に

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
端
は「
２
０
１
９
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン JW

U×
H
O
SEI×

C
H
IBA×

JS

」で
あ
る
。こ
の
コ
ン
ペ
は

２
０
１
４
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、６
回
目
と
な
る
２
０
１
９

年
は
、日
本
女
子
大
学
・
法
政
大
学
・
千
葉
大
学
と
日
本
総
合
住

生
活
株
式
会
社（
以
下
、Ｊ
Ｓ
）と
の
共
催
で
あ
っ
た
。最
大
の
特

徴
は
、最
優
秀
賞
作
品
の
設
計

案
を
実
際
の
住
戸
で
実
現
さ

せ
る
点
で
あ
る
。初
年
度
は
２

作
品
、そ
の
後
は
１
作
品
ず
つ
、

計
６
戸
の
住
戸
が
完
成
し
、賃

貸
住
宅
と
し
て
居
住
者
が
住

ん
だ
り
、モ
デ
ル
ル
ー
ム
と
し
て

利
用
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

1
　
２
０
１
９
年
の
最
優
秀
賞
作
品
の
実
現
に
む
け
て

　
２
０
１
９
年
の
テ
ー
マ
は「
多
様
な
世
代
が
生
き
生
き
と
暮
ら

し
続
け
る
団
地
」で
あ
っ
た
。東
京
都
と
埼
玉
県
の
境
目
に
位
置
す

る「
清
瀬
旭
が
丘
団
地
」の
２
Ｄ
Ｋ
の
１
階
住
戸
を
対
象
と
し
て
、

住
戸
と
住
棟
共
用
部
の
改
修
の
提
案
が
求
め
ら
れ
た
。最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
の
が
、「
団
地
に
浮
遊
す
る
エ
レ
メ
ン
ト―

『
知
』と

『
恕
』の
交
換
に
よ
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
広
が
り―

」日
本
女
子
大
学

大
学
院
修
士
１
年（
当
時
）２
名
だ
っ
た
。住
戸
の
一
部
で
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
な
ど
を
開
催
で
き
る
土
間
を
作
り
、住
戸
内
の
エ
レ
メ
ン

ト（
建
材
）が
、住
戸
内
外
を
移
動
す
る
こ
と
で
小
さ
な
交
流
が
団

地
全
体
に
広
が
り
つ
な
が
っ
て
い
く
、と
い
う
提
案
だ
。接
地
階
の

可
能
性
を
最
大
限
に
生
か
し
、な
お
か
つ
提
案
が
住
戸
単
体
に
と

ど
ま
ら
な
い
点
を
評
価
さ
れ
た
。

　
コ
ン
ペ
は
夏
休
み
前
に
出
題
さ
れ
、10
月
に
審
査
会
を
行
う
。例

年
、最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
学
生
と
Ｊ
Ｓ
側
の
設
計
事
務
所
で
打

ち
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
実
施
設
計
に
落
と
し
込
み
、年
度
内
に
竣

工
を
迎
え
る
。

　
し
か
し
、２
０
１
９
年
度
に
関
し
て
は
、提
案
さ
れ
た
最
優
秀
賞

作
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現
す
る
た
め
に
、住
戸
で
は
な
く
、団
地

内
の
共
用
施
設
で
実
施
し
な
い
か
、と
Ｊ
Ｓ
か
ら
提
案
を
い
た
だ

い
た
。２
０
２
０
年
２
月
に
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
も
含
め
た
三
者
で
打

合
せ
を
行
い
、団
地
居
住
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
行
い
な
が
ら
、時
間
を
か
け
て
進
め
る
方
針
を
立
て

た
。受
賞
し
た
学
生
も
私
も
、こ
の
コ
ン
ペ
の
立
ち
上
げ
か
ら
関

わ
っ
て
い
る
篠
原
聡
子
教
授
の
研
究
室
の
所
属
で
あ
り
、研
究
室

と
Ｊ
Ｓ
の
共
同
研
究
と
い
う
形
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

2
　「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」の
運
用
開
始
に
至
る
ま
で

　
活
動
を
始
め
る
は
ず
だ
っ
た
２
０
２
０
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、学
生
は
団
地
に
入
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。先
の
見
え
な
い
状
況
の
中
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
成

し
な
が
ら
活
動
で
き
る
時
期
を
待
っ
た
。11
月
に
よ
う
や
く
団
地
の

賃
貸
住
戸
全
戸
を
対
象
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
し
、２
０
０

件
あ
ま
り
の
回
答
を
得
た
。内
18
名
に
は
、電
話
ま
た
は
Ｚｏｏｍ
で

ヒ
ア
リ
ン
グ
も
行
っ
た
。

　
３
月
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告
会
が
、団
地
居
住
者

と
ほ
ぼ
初
め
て
の
対
面
だ
っ
た
。自
己
紹
介
の
後
、コ
ン
ペ
案
の
説

明
、ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告
と
、ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
導
い
た
居
場

所
の
提
案
を
発
表
し
た
。こ
の
時
に
掲
げ
た
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
様
々

な
人
が
交
じ
り
あ
う
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
」で
あ
る
。そ
の
た
め
の
空
間
と

し
て
、①
利
用
し
や
す
い
こ
と（
誰
で
も
利
用
で
き
、利
用
者
に
寄

り
添
っ
た
空
間
）、②
１
つ
の
機
能
に
固
定
し
な
い
こ
と（
多
用
途
で

あ
り
、異
な
る
目
的
を
持
っ
た
人
が
つ
な
が
れ
る
空
間
）、③
場
所
に

人
を
結
び
つ
け
る
こ
と（
み
ん
な
が
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、自

分
の
居
場
所
と
感
じ
ら
れ
る
空
間
）の
３
点
を
提
案
し
た
。こ
の
時

点
で
は
、実
施
場
所
が
決
定
し
て
お
ら
ず
、提
案
内
容
は
抽
象
的

に
し
か
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、参
加
者
か
ら
類
似
事
例
の
情
報
や

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、「
学
生
か
ら
の
提
案
を
期
待

し
て
い
る
」と
い
う
声
も
い
た
だ
い
た
。

　
２
０
２
１
年
度
は
、実
施
場
所
が
商
店
街
の
空
き
区
画
に
決
ま

り
、３
月
の
報
告
会
で
掲
げ
た
３
点
を
設
計
案
に
落
と
し
込
ん
だ
。

ま
た
、団
地
の
サ
ロ
ン
や
、地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
会
議

に
出
席
し
、地
域
の
方
々
と
交
流
す
る
機
会
を
作
っ
た
。

　
12
月
に
は
設
計
を
あ
る
程
度
ま
と
め
、空
間
提
案
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
と
意
見
交
換
を
目
的
と
し
た
発
表
会
を
行
っ
た
。こ
の

時
に
は
、図
面
や
模
型
で
具
体
的
な
提
案
を
示
し
、設
置
予
定
の

イ
ス
を
持
ち
込
み
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」と
い
う
名
称
を
発
表
し

た
。学
生
が
意
見
を
出
し
合
い
、「
モ
ノ
や
空
間
を
通
じ
て
様
々
な

人
が
つ
な
が
る『
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
』で
あ
り
、誰
も
が
い
つ
で
も
気

軽
に『〝
ぷ
ら
っ
と
〞立
ち
寄
れ
る
空
間
』で
あ
っ
て
ほ
し
い
」と
い
う

想
い
を
込
め
た
こ
の
名
称
は
、地
域
の
方
に
も
お
お
む
ね
好
評
だ
っ

た
。学
生
自
身
も
、名
称
を
考
え
る
に
あ
た
り
、空
間
の
コ
ン
セ
プ

ト
が
よ
り
明
確
に
な
り
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
愛
着
も
強
ま
っ
た
よ
う

に
思
う
。内
部
は
格
子
戸
で
２
つ
の
空
間
に
分
け
ら
れ
、入
っ
て
す

ぐ
の
場
所
を「
い
つ
で
も
利
用
で
き
る『
ぷ
ら
っ
と
エ
リ
ア
』」、奥
を

「
イ
ベ
ン
ト
時
に
開
放
さ
れ
る『
き
っ
か
け
ヒ
ロ
バ
』」と
名
付
け
た
。

『
き
っ
か
け
ヒ
ロ
バ
』は
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
で
、小
さ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

や
、や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
人
の
背
中
を
ち
ょっ
と
後
押
し
で
き
る

よ
う
な
場
所
、を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

　
３
月
に
は
、「
現
地
見
学
会
＆
地
域
マ
ッ
プ
づ
く
り
」を
行
っ
た
。

対
象
区
画
の
シ
ャッ
タ
ー
を
開
け
、「
ぷ
ら
っ
と
」立
ち
寄
れ
る
場
所

を
実
際
に
体
験
で
き
る
よ
う
企
画
し
た
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
初

め
て
知
る
人
も
多
い
と
考
え
、こ
れ
ま
で
の
発
表
資
料
や
模
型
を

展
示
し
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
行
っ
た
。

　
運
用
に
つ
い
て
も
、設
計
と
並
行
し
て
検
討
を
進
め
た
。今
後
こ

の
よ
う
な
施
設
の
需
要
は
増
す
と
予
想
し
、「
無
人
管
理
」の
実
証

実
験
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
は
初
期
段
階
か
ら
想
定
し
て
い
た
。照

明
や
エ
ア
コ
ン
の
管
理
、施
錠
は
遠
隔
で
操
作
し
、「
き
っ
か
け
ヒ
ロ

バ
」の
予
約
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と
し
た
。利
用
規
約
を
検
討
し
懸
念
点

を
整
理
す
る
中
で
、運
用
開
始
後
は
学
生
が
週
１
回
現
地
で
活
動

し
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」の
利
用
促
進
、空
間
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、利

用
者
の
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
の
フ
ォロ
ー
な
ど
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
無
人
管
理
の
空
間
に
お
い
て
、動
く
も
の（
イ
ス
や
机
）の
設
置
、

掲
示
板
の
運
用
、飲
食
の
可
否
な
ど
、懸
念
点
は
多
か
っ
た
。し
か

し
、週
１
回
の
現
地
で
の
活
動
を
決
め
た
こ
と
で
、禁
止
事
項
は
最

小
限
と
し「
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
」方
向
で
話
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
た
。自
分
た
ち
が
提
案
し
た
空
間
が
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
る

の
か
、確
認
で
き
る
機
会
は
な
か
な
か
な
い
。

　
２
０
２
２
年
７
月
末
に
建
物
は
完
成
し
た
が
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や

遠
隔
操
作
な
ど
、ソ
フ
ト
面
の
整
備
に
１
か
月
程
度
か
か
る
た
め
、

そ
れ
が
整
う
ま
で
の
１
か
月
間
は「
プ
レ
オ
ー
プ
ン
」期
間
と
し

て
、週
２
回
現
地
に
行
き
、通
り
か
か
っ
た
人
に「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ

ひ
」の
紹
介
を
す
る
こ
と
に
し
た
。運
用
開
始
日
を
９
月
10
日
に
決

人
は
想
像
よ
り
も
は
る
か
に
少
な
か
っ
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ

ひ
」と
い
う
名
称
に
込
め
た
想
い
や
、利
用
案
内
を
ま
と
め
、場
所

の
説
明
は
プ
レ
オ
ー
プ
ン
期
間
の
受
け
答
え
で
少
し
ず
つ
言
語
化

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
言
葉
を
載
せ
た
。リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

た
こ
と
で
、「
こ
こ
は
何
？
」と
聞
か
れ
た
と
き
に
さ
っ
と
手
渡
し
、

図
を
示
し
な
が
ら
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
とInstagram

の
ア
カ
ウ
ン
ト
も
作
成
し
、オ
ン

ラ
イ
ン
で
も
情
報
発
信
で
き
る
体
制
を
整
え
た
。現
地
で
の
紙
媒

体
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、「
多
様
な
世
代
」に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
に

は
、両
方
の
発
信
が
必
要
だ
と
考
え
た
。

4
　
運
営
し
な
が
ら
続
け
る
試
行
錯
誤

　
私
た
ち
の
活
動
は
週
１
回
な
の
で
、ス
タ
ッ
フ
が
居
な
い
時
間
の

方
が
長
い
。中
が
見
え
て
イ
ス
と
机
が
置
い
て
あ
り「
中
に
ど
う

ぞ
」と
案
内
を
出
せ
ば
、も
う
少
し
人
は
入
っ
て
く
れ
る
と
考
え
て

い
た
が
、「
ぷ
ら
っ
と
」立
ち
寄
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、入
っ
て
み
よ

う
と
思
う
強
い
動
機
や
き
っ
か
け
が
必
要
だ
っ
た
。

　
ガ
ラ
ス
面
の
案
内
を
見
や
す
く
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、「
ぷ

ら
っ
と
エ
リ
ア
」の
棚
に
展
示
す
る
作
品
を
募
集
し
た
り
、本
を
置

い
た
り
、地
域
の
情
報
を
掲
示
し
た
り
し
た
。様
々
な
情
報
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
得
ら
れ
る
が
、高
齢
者
に
は
そ
れ
が
不
得
意
な
人
も
多

い
。「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」が
情
報
の
集
ま
る
場
所
に
な
れ
ば
、立
ち

寄
る
動
機
に
な
る
と
考
え
た
。子
ど
も
が
興
味
を
持
つ
よ
う
に
、折

り
紙
や
木
の
お
も
ち
ゃ
も
置
い
た
。

　「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」を
計
画
し
た
私
た
ち
が
運
営
に
も
関
わ
る

こ
と
で
、想
定
し
た
利
用
が
さ
れ
な
け
れ
ば
、そ
の
原
因
を
考
え
、

課
題
が
あ
れ
ば
コ
ン
セ
プ
ト
に
立
ち
戻
り
な
が
ら
解
決
す
る
こ
と

が
で
き
る
。地
域
の
人
か
ら
の
反
応
は
正
直
だ
。う
ま
く
い
っ
て
い

な
け
れ
ば
変
化
は
起
き
ず
、良
く
な
っ
て
い
れ
ば
利
用
が
増
え
る
。

学
ん
だ
知
識
に
創
意
工
夫
を
加
え
て
実
践
し
、評
価
を
受
け
取

り
、試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
。

　
オ
ー
プ
ン
し
て
１
年
を
迎
え
、最
近
で
は
、幼
稚
園
帰
り
の
親

子
、一
人
で
静
か
に
過
ご
す
人
、お
し
ゃべ
り
に
花
を
咲
か
せ
る
人
、

学
校
帰
り
に
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ
小
学
生
、展
示
や
案
内
を
見
に
来
る

中
学
生
、な
ど
、多
様
な
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
過
ご
し
方
を
す
る
姿

を
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。利
用
者
が
友
人
を
連
れ
て
き
た
り
、

居
合
わ
せ
た
人
に「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」の
コ
ン
セ
プ
ト
を
説
明
し

た
り
す
る
場
面
も
見
か
け
る
。「
き
っ
か
け
ヒ
ロ
バ
」の
利
用
も
、介

護
美
容
の
イ
ベ
ン
ト
、マ
ル
シ
ェ
、お
弁
当
販
売
、英
語
教
室
、工
芸

教
室
な
ど
、バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
何
よ
り
う
れ
し
い
の
は
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」や「
き
っ
か
け
ヒ
ロ

バ
」と
い
う
名
前
の
通
り
、こ
こ
で
活
動
を
新
た
に
始
め
る
人
、こ
の

場
所
を
通
じ
て
知
り
合
い
に
な
る
人
の
姿
を
見
か
け
る
時
だ
。伝

え
続
け
た
コ
ン
セ
プ
ト
、描
い
た
イ
ラ
ス
ト
に
、現
実
が
少
し
近
づ

い
て
き
た
。

お
わ
り
に

　
住
居
学
科
な
ど
、専
門
教
育
を
受
け
る
よ
う
な
進
路
を
選
択
し

た
学
生
は
、そ
の
分
野
の
知
識
を
学
び
探
究
し
、大
学
以
降
の
友

人
も
同
じ
専
門
分
野
の
人
が
多
く
な
る
。本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ

て
、学
生
は
、伝
え
る
た
め
に
は
努
力
が
必
要
な
こ
と
を
学
ん
だ
。

専
門
的
な
視
点
を
持
ち
な
が
ら
、年
齢
も
興
味
関
心
も
異
な
る

人
々
と「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」と
い
う
場
を
通
じ
て
接
点
を
持
ち
、会

話
を
重
ね
て
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
だ
経
験
が
、今
後
社
会
に
出

て
活
躍
す
る
彼
女
た
ち
の
糧
に
な
って
い
れ
ば
と
思
う
。

　
今
回
は
、「
大
学
の
学
び
に
お
け
る
地
域
連
携
の
教
育
の
価
値
」

と
い
う
テ
ー
マ
な
の
で
、学
生
の
成
長
に
つ
な
が
っ
た
点
に
つ
い
て
述

べ
た
が
、実
際
に
は
問
題
は
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
。

　
最
近
で
は
、利
用
者
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
課
題
も
顕
在
化
し

て
き
た
。設
計
段
階
で
検
討
し
て
お
く
べ
き
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
、「
だ
れ
で
も
使
え
る
」「
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
」と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
の
実
現
は
た
や
す
く
な
い
こ
と
を
学
生
共
々
改
め
て
認

識
し
た
。

　
そ
し
て
、運
営
の
継
続
性
に
つ
い
て
も
大
き
な
課
題
だ
。本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
今
年
度
を
活
動
期
限
と
し
て
い
て
、そ
の
後
に
つ
い
て

は
現
在
検
討
中
で
あ
る
。こ
の
場
所
で
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題

に
は
、よ
り
多
様
な
専
門
分
野
の
視
点
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
が
、多
様
な
分
野
の
人
々
が
関
わ
る
、そ
れ

こ
そ「
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」と
な
れ
な
い
も
の
か
。

　
も
し
、こ
の
記
事
を
読
ん
で
興
味
を
持
っ
た
方
が
い
た
ら
、ぜ
ひ

「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

き
た
い
。

【
参
考
】

ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://m
cm
-w
w
w
.jw
u.ac.jp/̃sinohara/project/kiyose/plat_

asahi.htm
l

め
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」で
利
用

す
る
イ
ス
に
ペ
イ
ン
ト
を
施
す
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
企
画
し
た
。そ
れ

ま
で
高
齢
者
と
話
す
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、多
様
な
世
代
の
利
用

を
目
指
し
て
い
た
た
め
、あ
え
て
子
ど
も
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
と
し
た
。

　
運
用
開
始
後
は
、毎
週
金
曜
日
を「
き
っ
か
け
ラ
ウ
ン
ジ
」と
定

め
、週
１
回
、学
生
が
交
代
で
現
地
に
行
き
、活
動
し
て
い
る
。

　
学
生
は
順
次
卒
業
し
、こ
れ
ま
で
に
５
学
年
９
名
が
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
で
き
た
。在
籍
し
た
時
期
に
よ
り
活
動
内
容
は

異
な
る
が
、振
り
返
る
と
、そ
の
都
度
い
つ
も
悩
ん
で
き
た
の
は
、

「
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
」だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

3
　「
伝
え
る
」こ
と
の
難
し
さ
と
、「
伝
え
る
」工
夫

　
報
告
会
や
発
表
会
の
参
加
者
は
、地
域
で
何
か
し
ら
の
活
動
に

参
加
し
て
い
た
り
、現
状
に
問
題
意
識
を
持
っ
た
り
し
て
い
る
人
た

ち
で
、私
た
ち
の
活
動
に
興
味
を
持
っ
て「
聞
き
に
」来
て
く
れ
て
い

た
。そ
れ
で
も
、伝
わ
り
や
す
い
よ
う
に
言
葉
を
吟
味
し
、イ
ラ
ス
ト

や
図
を
作
成
し
て
、入
念
に
準
備
し
た
。

　
プ
レ
オ
ー
プ
ン
期
間
は
、な
る
べ
く
通
り
か
か
る
人
の
目
に
触
れ

る
と
こ
ろ
で
作
業
を
し
て
、少
し
で
も
足
を
と
め
れ
ば
話
し
か
け

た
。最
初
の
頃
は
、「
こ
こ
は
何
？
」と
聞
か
れ
る
と
、「
誰
で
も
使

え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
で
す
」と
答
え
て
い
た
。し
か
し
、

「
ふ
ー
ん
」と
言
っ
て
去
る
人
も
い
て
、あ
ま
り
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
な
い
。あ
る
時
、ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
時
か
ら
私
た
ち
の
取
り
組
み

に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
人
か
ら「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
スっ
て

な
ん
だ
か
分
か
り
に
く
い
よ
ね
」と
指
摘
さ
れ
た
。そ
こ
で
、試
し
に

「
誰
で
も
使
え
る
休
憩
ス
ペ
ー
ス
で
す
」と
伝
え
た
ら
、少
し
反
応

が
違
っ
た
。本
当
は
、た
だ
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
で
は
な
い
の
だ
け
ど
、

と
思
い
つ
つ
も
、ま
ず
は「
休
憩
ス
ペ
ー
ス
」と
し
て
説
明
す
る
こ
と

に
し
た
。

　「
こ
こ
の
目
的
は
？
」と
い
う
質
問
も
た
く
さ
ん
受
け
た
。こ
の

質
問
に
は
、い
ろ
い
ろ
な
答
え
方
が
あ
り
、伝
え
た
い
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
る
が
、相
手
の
知
り
た
い
こ
と
を
注
意
深
く
読
み
取
ら
な

い
と
、会
話
が
か
み
合
わ
な
か
っ
た
。こ
れ
に
つ
い
て
は
、私
た
ち
が

明
確
に
言
語
化
で
き
て
い
な
い
点
に
も
問
題
が
あ
っ
た
。

　
プ
レ
オ
ー
プ
ン
期
間
は
、そ
の
日
に
話
し
た
こ
と
、ど
の
よ
う
な

質
問
に
ど
の
よ
う
に
答
え
た
の
か
、ど
の
よ
う
に
答
え
れ
ば
伝
わ
っ

た
の
か
、な
ど
、日
報
を
作
っ
て
学
生
間
で
共
有
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト

や
、報
告
会・発
表
会
の
お
知
ら
せ
は
全
戸
に
配
布
し
、施
設
紹
介

の
ポ
ス
タ
ー
も
団
地
内
に
掲
示
し
て
い
た
が
、そ
れ
を
知
っ
て
い
る
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は
じ
め
に

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
端
は「
２
０
１
９
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン JW

U×
H
O
SEI×

C
H
IBA×

JS

」で
あ
る
。こ
の
コ
ン
ペ
は

２
０
１
４
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、６
回
目
と
な
る
２
０
１
９

年
は
、日
本
女
子
大
学
・
法
政
大
学
・
千
葉
大
学
と
日
本
総
合
住

生
活
株
式
会
社（
以
下
、Ｊ
Ｓ
）と
の
共
催
で
あ
っ
た
。最
大
の
特

徴
は
、最
優
秀
賞
作
品
の
設
計

案
を
実
際
の
住
戸
で
実
現
さ

せ
る
点
で
あ
る
。初
年
度
は
２

作
品
、そ
の
後
は
１
作
品
ず
つ
、

計
６
戸
の
住
戸
が
完
成
し
、賃

貸
住
宅
と
し
て
居
住
者
が
住

ん
だ
り
、モ
デ
ル
ル
ー
ム
と
し
て

利
用
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

1
　
２
０
１
９
年
の
最
優
秀
賞
作
品
の
実
現
に
む
け
て

　
２
０
１
９
年
の
テ
ー
マ
は「
多
様
な
世
代
が
生
き
生
き
と
暮
ら

し
続
け
る
団
地
」で
あ
っ
た
。東
京
都
と
埼
玉
県
の
境
目
に
位
置
す

る「
清
瀬
旭
が
丘
団
地
」の
２
Ｄ
Ｋ
の
１
階
住
戸
を
対
象
と
し
て
、

住
戸
と
住
棟
共
用
部
の
改
修
の
提
案
が
求
め
ら
れ
た
。最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
の
が
、「
団
地
に
浮
遊
す
る
エ
レ
メ
ン
ト―

『
知
』と

『
恕
』の
交
換
に
よ
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
広
が
り―

」日
本
女
子
大
学

大
学
院
修
士
１
年（
当
時
）２
名
だ
っ
た
。住
戸
の
一
部
で
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
な
ど
を
開
催
で
き
る
土
間
を
作
り
、住
戸
内
の
エ
レ
メ
ン

ト（
建
材
）が
、住
戸
内
外
を
移
動
す
る
こ
と
で
小
さ
な
交
流
が
団

地
全
体
に
広
が
り
つ
な
が
っ
て
い
く
、と
い
う
提
案
だ
。接
地
階
の

可
能
性
を
最
大
限
に
生
か
し
、な
お
か
つ
提
案
が
住
戸
単
体
に
と

ど
ま
ら
な
い
点
を
評
価
さ
れ
た
。

　
コ
ン
ペ
は
夏
休
み
前
に
出
題
さ
れ
、10
月
に
審
査
会
を
行
う
。例

年
、最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
学
生
と
Ｊ
Ｓ
側
の
設
計
事
務
所
で
打

ち
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
実
施
設
計
に
落
と
し
込
み
、年
度
内
に
竣

工
を
迎
え
る
。

　
し
か
し
、２
０
１
９
年
度
に
関
し
て
は
、提
案
さ
れ
た
最
優
秀
賞

作
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現
す
る
た
め
に
、住
戸
で
は
な
く
、団
地

内
の
共
用
施
設
で
実
施
し
な
い
か
、と
Ｊ
Ｓ
か
ら
提
案
を
い
た
だ

い
た
。２
０
２
０
年
２
月
に
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
も
含
め
た
三
者
で
打

合
せ
を
行
い
、団
地
居
住
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
行
い
な
が
ら
、時
間
を
か
け
て
進
め
る
方
針
を
立
て

た
。受
賞
し
た
学
生
も
私
も
、こ
の
コ
ン
ペ
の
立
ち
上
げ
か
ら
関

わ
っ
て
い
る
篠
原
聡
子
教
授
の
研
究
室
の
所
属
で
あ
り
、研
究
室

と
Ｊ
Ｓ
の
共
同
研
究
と
い
う
形
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

2
　「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」の
運
用
開
始
に
至
る
ま
で

　
活
動
を
始
め
る
は
ず
だ
っ
た
２
０
２
０
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、学
生
は
団
地
に
入
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。先
の
見
え
な
い
状
況
の
中
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
成

し
な
が
ら
活
動
で
き
る
時
期
を
待
っ
た
。11
月
に
よ
う
や
く
団
地
の

賃
貸
住
戸
全
戸
を
対
象
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
し
、２
０
０

件
あ
ま
り
の
回
答
を
得
た
。内
18
名
に
は
、電
話
ま
た
は
Ｚｏｏｍ
で

ヒ
ア
リ
ン
グ
も
行
っ
た
。

　
３
月
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告
会
が
、団
地
居
住
者

と
ほ
ぼ
初
め
て
の
対
面
だ
っ
た
。自
己
紹
介
の
後
、コ
ン
ペ
案
の
説

明
、ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告
と
、ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
導
い
た
居
場

所
の
提
案
を
発
表
し
た
。こ
の
時
に
掲
げ
た
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
様
々

な
人
が
交
じ
り
あ
う
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
」で
あ
る
。そ
の
た
め
の
空
間
と

し
て
、①
利
用
し
や
す
い
こ
と（
誰
で
も
利
用
で
き
、利
用
者
に
寄

り
添
っ
た
空
間
）、②
１
つ
の
機
能
に
固
定
し
な
い
こ
と（
多
用
途
で

あ
り
、異
な
る
目
的
を
持
っ
た
人
が
つ
な
が
れ
る
空
間
）、③
場
所
に

人
を
結
び
つ
け
る
こ
と（
み
ん
な
が
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、自

分
の
居
場
所
と
感
じ
ら
れ
る
空
間
）の
３
点
を
提
案
し
た
。こ
の
時

点
で
は
、実
施
場
所
が
決
定
し
て
お
ら
ず
、提
案
内
容
は
抽
象
的

に
し
か
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、参
加
者
か
ら
類
似
事
例
の
情
報
や

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、「
学
生
か
ら
の
提
案
を
期
待

し
て
い
る
」と
い
う
声
も
い
た
だ
い
た
。

　
２
０
２
１
年
度
は
、実
施
場
所
が
商
店
街
の
空
き
区
画
に
決
ま

り
、３
月
の
報
告
会
で
掲
げ
た
３
点
を
設
計
案
に
落
と
し
込
ん
だ
。

ま
た
、団
地
の
サ
ロ
ン
や
、地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
会
議

に
出
席
し
、地
域
の
方
々
と
交
流
す
る
機
会
を
作
っ
た
。

　
12
月
に
は
設
計
を
あ
る
程
度
ま
と
め
、空
間
提
案
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
と
意
見
交
換
を
目
的
と
し
た
発
表
会
を
行
っ
た
。こ
の

時
に
は
、図
面
や
模
型
で
具
体
的
な
提
案
を
示
し
、設
置
予
定
の

イ
ス
を
持
ち
込
み
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」と
い
う
名
称
を
発
表
し

た
。学
生
が
意
見
を
出
し
合
い
、「
モ
ノ
や
空
間
を
通
じ
て
様
々
な

人
が
つ
な
が
る『
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
』で
あ
り
、誰
も
が
い
つ
で
も
気

軽
に『〝
ぷ
ら
っ
と
〞立
ち
寄
れ
る
空
間
』で
あ
っ
て
ほ
し
い
」と
い
う

想
い
を
込
め
た
こ
の
名
称
は
、地
域
の
方
に
も
お
お
む
ね
好
評
だ
っ

た
。学
生
自
身
も
、名
称
を
考
え
る
に
あ
た
り
、空
間
の
コ
ン
セ
プ

ト
が
よ
り
明
確
に
な
り
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
愛
着
も
強
ま
っ
た
よ
う

に
思
う
。内
部
は
格
子
戸
で
２
つ
の
空
間
に
分
け
ら
れ
、入
っ
て
す

ぐ
の
場
所
を「
い
つ
で
も
利
用
で
き
る『
ぷ
ら
っ
と
エ
リ
ア
』」、奥
を

「
イ
ベ
ン
ト
時
に
開
放
さ
れ
る『
き
っ
か
け
ヒ
ロ
バ
』」と
名
付
け
た
。

『
き
っ
か
け
ヒ
ロ
バ
』は
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
で
、小
さ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

や
、や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
人
の
背
中
を
ち
ょっ
と
後
押
し
で
き
る

よ
う
な
場
所
、を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

　
３
月
に
は
、「
現
地
見
学
会
＆
地
域
マ
ッ
プ
づ
く
り
」を
行
っ
た
。

対
象
区
画
の
シ
ャッ
タ
ー
を
開
け
、「
ぷ
ら
っ
と
」立
ち
寄
れ
る
場
所

を
実
際
に
体
験
で
き
る
よ
う
企
画
し
た
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
初

め
て
知
る
人
も
多
い
と
考
え
、こ
れ
ま
で
の
発
表
資
料
や
模
型
を

展
示
し
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
行
っ
た
。

　
運
用
に
つ
い
て
も
、設
計
と
並
行
し
て
検
討
を
進
め
た
。今
後
こ

の
よ
う
な
施
設
の
需
要
は
増
す
と
予
想
し
、「
無
人
管
理
」の
実
証

実
験
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
は
初
期
段
階
か
ら
想
定
し
て
い
た
。照

明
や
エ
ア
コ
ン
の
管
理
、施
錠
は
遠
隔
で
操
作
し
、「
き
っ
か
け
ヒ
ロ

バ
」の
予
約
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と
し
た
。利
用
規
約
を
検
討
し
懸
念
点

を
整
理
す
る
中
で
、運
用
開
始
後
は
学
生
が
週
１
回
現
地
で
活
動

し
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」の
利
用
促
進
、空
間
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、利

用
者
の
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
の
フ
ォロ
ー
な
ど
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
無
人
管
理
の
空
間
に
お
い
て
、動
く
も
の（
イ
ス
や
机
）の
設
置
、

掲
示
板
の
運
用
、飲
食
の
可
否
な
ど
、懸
念
点
は
多
か
っ
た
。し
か

し
、週
１
回
の
現
地
で
の
活
動
を
決
め
た
こ
と
で
、禁
止
事
項
は
最

小
限
と
し「
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
」方
向
で
話
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
た
。自
分
た
ち
が
提
案
し
た
空
間
が
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
る

の
か
、確
認
で
き
る
機
会
は
な
か
な
か
な
い
。

　
２
０
２
２
年
７
月
末
に
建
物
は
完
成
し
た
が
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や

遠
隔
操
作
な
ど
、ソ
フ
ト
面
の
整
備
に
１
か
月
程
度
か
か
る
た
め
、

そ
れ
が
整
う
ま
で
の
１
か
月
間
は「
プ
レ
オ
ー
プ
ン
」期
間
と
し

て
、週
２
回
現
地
に
行
き
、通
り
か
か
っ
た
人
に「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ

ひ
」の
紹
介
を
す
る
こ
と
に
し
た
。運
用
開
始
日
を
９
月
10
日
に
決

人
は
想
像
よ
り
も
は
る
か
に
少
な
か
っ
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ

ひ
」と
い
う
名
称
に
込
め
た
想
い
や
、利
用
案
内
を
ま
と
め
、場
所

の
説
明
は
プ
レ
オ
ー
プ
ン
期
間
の
受
け
答
え
で
少
し
ず
つ
言
語
化

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
言
葉
を
載
せ
た
。リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

た
こ
と
で
、「
こ
こ
は
何
？
」と
聞
か
れ
た
と
き
に
さ
っ
と
手
渡
し
、

図
を
示
し
な
が
ら
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
とInstagram

の
ア
カ
ウ
ン
ト
も
作
成
し
、オ
ン

ラ
イ
ン
で
も
情
報
発
信
で
き
る
体
制
を
整
え
た
。現
地
で
の
紙
媒

体
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、「
多
様
な
世
代
」に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
に

は
、両
方
の
発
信
が
必
要
だ
と
考
え
た
。

4
　
運
営
し
な
が
ら
続
け
る
試
行
錯
誤

　
私
た
ち
の
活
動
は
週
１
回
な
の
で
、ス
タ
ッ
フ
が
居
な
い
時
間
の

方
が
長
い
。中
が
見
え
て
イ
ス
と
机
が
置
い
て
あ
り「
中
に
ど
う

ぞ
」と
案
内
を
出
せ
ば
、も
う
少
し
人
は
入
っ
て
く
れ
る
と
考
え
て

い
た
が
、「
ぷ
ら
っ
と
」立
ち
寄
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、入
っ
て
み
よ

う
と
思
う
強
い
動
機
や
き
っ
か
け
が
必
要
だ
っ
た
。

　
ガ
ラ
ス
面
の
案
内
を
見
や
す
く
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、「
ぷ

ら
っ
と
エ
リ
ア
」の
棚
に
展
示
す
る
作
品
を
募
集
し
た
り
、本
を
置

い
た
り
、地
域
の
情
報
を
掲
示
し
た
り
し
た
。様
々
な
情
報
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
得
ら
れ
る
が
、高
齢
者
に
は
そ
れ
が
不
得
意
な
人
も
多

い
。「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」が
情
報
の
集
ま
る
場
所
に
な
れ
ば
、立
ち

寄
る
動
機
に
な
る
と
考
え
た
。子
ど
も
が
興
味
を
持
つ
よ
う
に
、折

り
紙
や
木
の
お
も
ち
ゃ
も
置
い
た
。

　「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」を
計
画
し
た
私
た
ち
が
運
営
に
も
関
わ
る

こ
と
で
、想
定
し
た
利
用
が
さ
れ
な
け
れ
ば
、そ
の
原
因
を
考
え
、

課
題
が
あ
れ
ば
コ
ン
セ
プ
ト
に
立
ち
戻
り
な
が
ら
解
決
す
る
こ
と

が
で
き
る
。地
域
の
人
か
ら
の
反
応
は
正
直
だ
。う
ま
く
い
っ
て
い

な
け
れ
ば
変
化
は
起
き
ず
、良
く
な
っ
て
い
れ
ば
利
用
が
増
え
る
。

学
ん
だ
知
識
に
創
意
工
夫
を
加
え
て
実
践
し
、評
価
を
受
け
取

り
、試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
。

　
オ
ー
プ
ン
し
て
１
年
を
迎
え
、最
近
で
は
、幼
稚
園
帰
り
の
親

子
、一
人
で
静
か
に
過
ご
す
人
、お
し
ゃべ
り
に
花
を
咲
か
せ
る
人
、

学
校
帰
り
に
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ
小
学
生
、展
示
や
案
内
を
見
に
来
る

中
学
生
、な
ど
、多
様
な
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
過
ご
し
方
を
す
る
姿

を
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。利
用
者
が
友
人
を
連
れ
て
き
た
り
、

居
合
わ
せ
た
人
に「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」の
コ
ン
セ
プ
ト
を
説
明
し

た
り
す
る
場
面
も
見
か
け
る
。「
き
っ
か
け
ヒ
ロ
バ
」の
利
用
も
、介

護
美
容
の
イ
ベ
ン
ト
、マ
ル
シ
ェ
、お
弁
当
販
売
、英
語
教
室
、工
芸

教
室
な
ど
、バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
何
よ
り
う
れ
し
い
の
は
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」や「
き
っ
か
け
ヒ
ロ

バ
」と
い
う
名
前
の
通
り
、こ
こ
で
活
動
を
新
た
に
始
め
る
人
、こ
の

場
所
を
通
じ
て
知
り
合
い
に
な
る
人
の
姿
を
見
か
け
る
時
だ
。伝

え
続
け
た
コ
ン
セ
プ
ト
、描
い
た
イ
ラ
ス
ト
に
、現
実
が
少
し
近
づ

い
て
き
た
。

お
わ
り
に

　
住
居
学
科
な
ど
、専
門
教
育
を
受
け
る
よ
う
な
進
路
を
選
択
し

た
学
生
は
、そ
の
分
野
の
知
識
を
学
び
探
究
し
、大
学
以
降
の
友

人
も
同
じ
専
門
分
野
の
人
が
多
く
な
る
。本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ

て
、学
生
は
、伝
え
る
た
め
に
は
努
力
が
必
要
な
こ
と
を
学
ん
だ
。

専
門
的
な
視
点
を
持
ち
な
が
ら
、年
齢
も
興
味
関
心
も
異
な
る

人
々
と「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」と
い
う
場
を
通
じ
て
接
点
を
持
ち
、会

話
を
重
ね
て
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
だ
経
験
が
、今
後
社
会
に
出

て
活
躍
す
る
彼
女
た
ち
の
糧
に
な
って
い
れ
ば
と
思
う
。

　
今
回
は
、「
大
学
の
学
び
に
お
け
る
地
域
連
携
の
教
育
の
価
値
」

と
い
う
テ
ー
マ
な
の
で
、学
生
の
成
長
に
つ
な
が
っ
た
点
に
つ
い
て
述

べ
た
が
、実
際
に
は
問
題
は
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
。

　
最
近
で
は
、利
用
者
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
課
題
も
顕
在
化
し

て
き
た
。設
計
段
階
で
検
討
し
て
お
く
べ
き
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
、「
だ
れ
で
も
使
え
る
」「
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
」と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
の
実
現
は
た
や
す
く
な
い
こ
と
を
学
生
共
々
改
め
て
認

識
し
た
。

　
そ
し
て
、運
営
の
継
続
性
に
つ
い
て
も
大
き
な
課
題
だ
。本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
今
年
度
を
活
動
期
限
と
し
て
い
て
、そ
の
後
に
つ
い
て

は
現
在
検
討
中
で
あ
る
。こ
の
場
所
で
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題

に
は
、よ
り
多
様
な
専
門
分
野
の
視
点
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
が
、多
様
な
分
野
の
人
々
が
関
わ
る
、そ
れ

こ
そ「
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」と
な
れ
な
い
も
の
か
。

　
も
し
、こ
の
記
事
を
読
ん
で
興
味
を
持
っ
た
方
が
い
た
ら
、ぜ
ひ

「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

き
た
い
。

【
参
考
】

ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://m
cm
-w
w
w
.jw
u.ac.jp/̃sinohara/project/kiyose/plat_

asahi.htm
l

め
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」で
利
用

す
る
イ
ス
に
ペ
イ
ン
ト
を
施
す
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
企
画
し
た
。そ
れ

ま
で
高
齢
者
と
話
す
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、多
様
な
世
代
の
利
用

を
目
指
し
て
い
た
た
め
、あ
え
て
子
ど
も
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
と
し
た
。

　
運
用
開
始
後
は
、毎
週
金
曜
日
を「
き
っ
か
け
ラ
ウ
ン
ジ
」と
定

め
、週
１
回
、学
生
が
交
代
で
現
地
に
行
き
、活
動
し
て
い
る
。

　
学
生
は
順
次
卒
業
し
、こ
れ
ま
で
に
５
学
年
９
名
が
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
で
き
た
。在
籍
し
た
時
期
に
よ
り
活
動
内
容
は

異
な
る
が
、振
り
返
る
と
、そ
の
都
度
い
つ
も
悩
ん
で
き
た
の
は
、

「
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
」だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

3
　「
伝
え
る
」こ
と
の
難
し
さ
と
、「
伝
え
る
」工
夫

　
報
告
会
や
発
表
会
の
参
加
者
は
、地
域
で
何
か
し
ら
の
活
動
に

参
加
し
て
い
た
り
、現
状
に
問
題
意
識
を
持
っ
た
り
し
て
い
る
人
た

ち
で
、私
た
ち
の
活
動
に
興
味
を
持
っ
て「
聞
き
に
」来
て
く
れ
て
い

た
。そ
れ
で
も
、伝
わ
り
や
す
い
よ
う
に
言
葉
を
吟
味
し
、イ
ラ
ス
ト

や
図
を
作
成
し
て
、入
念
に
準
備
し
た
。

　
プ
レ
オ
ー
プ
ン
期
間
は
、な
る
べ
く
通
り
か
か
る
人
の
目
に
触
れ

る
と
こ
ろ
で
作
業
を
し
て
、少
し
で
も
足
を
と
め
れ
ば
話
し
か
け

た
。最
初
の
頃
は
、「
こ
こ
は
何
？
」と
聞
か
れ
る
と
、「
誰
で
も
使

え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
で
す
」と
答
え
て
い
た
。し
か
し
、

「
ふ
ー
ん
」と
言
っ
て
去
る
人
も
い
て
、あ
ま
り
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
な
い
。あ
る
時
、ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
時
か
ら
私
た
ち
の
取
り
組
み

に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
人
か
ら「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
スっ
て

な
ん
だ
か
分
か
り
に
く
い
よ
ね
」と
指
摘
さ
れ
た
。そ
こ
で
、試
し
に

「
誰
で
も
使
え
る
休
憩
ス
ペ
ー
ス
で
す
」と
伝
え
た
ら
、少
し
反
応

が
違
っ
た
。本
当
は
、た
だ
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
で
は
な
い
の
だ
け
ど
、

と
思
い
つ
つ
も
、ま
ず
は「
休
憩
ス
ペ
ー
ス
」と
し
て
説
明
す
る
こ
と

に
し
た
。

　「
こ
こ
の
目
的
は
？
」と
い
う
質
問
も
た
く
さ
ん
受
け
た
。こ
の

質
問
に
は
、い
ろ
い
ろ
な
答
え
方
が
あ
り
、伝
え
た
い
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
る
が
、相
手
の
知
り
た
い
こ
と
を
注
意
深
く
読
み
取
ら
な

い
と
、会
話
が
か
み
合
わ
な
か
っ
た
。こ
れ
に
つ
い
て
は
、私
た
ち
が

明
確
に
言
語
化
で
き
て
い
な
い
点
に
も
問
題
が
あ
っ
た
。

　
プ
レ
オ
ー
プ
ン
期
間
は
、そ
の
日
に
話
し
た
こ
と
、ど
の
よ
う
な

質
問
に
ど
の
よ
う
に
答
え
た
の
か
、ど
の
よ
う
に
答
え
れ
ば
伝
わ
っ

た
の
か
、な
ど
、日
報
を
作
っ
て
学
生
間
で
共
有
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト

や
、報
告
会・発
表
会
の
お
知
ら
せ
は
全
戸
に
配
布
し
、施
設
紹
介

の
ポ
ス
タ
ー
も
団
地
内
に
掲
示
し
て
い
た
が
、そ
れ
を
知
っ
て
い
る

「ぷらっとあさひ」のリーフレット
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は
じ
め
に

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
端
は「
２
０
１
９
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン JW

U×
H
O
SEI×

C
H
IBA×

JS

」で
あ
る
。こ
の
コ
ン
ペ
は

２
０
１
４
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、６
回
目
と
な
る
２
０
１
９

年
は
、日
本
女
子
大
学
・
法
政
大
学
・
千
葉
大
学
と
日
本
総
合
住

生
活
株
式
会
社（
以
下
、Ｊ
Ｓ
）と
の
共
催
で
あ
っ
た
。最
大
の
特

徴
は
、最
優
秀
賞
作
品
の
設
計

案
を
実
際
の
住
戸
で
実
現
さ

せ
る
点
で
あ
る
。初
年
度
は
２

作
品
、そ
の
後
は
１
作
品
ず
つ
、

計
６
戸
の
住
戸
が
完
成
し
、賃

貸
住
宅
と
し
て
居
住
者
が
住

ん
だ
り
、モ
デ
ル
ル
ー
ム
と
し
て

利
用
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

1
　
２
０
１
９
年
の
最
優
秀
賞
作
品
の
実
現
に
む
け
て

　
２
０
１
９
年
の
テ
ー
マ
は「
多
様
な
世
代
が
生
き
生
き
と
暮
ら

し
続
け
る
団
地
」で
あ
っ
た
。東
京
都
と
埼
玉
県
の
境
目
に
位
置
す

る「
清
瀬
旭
が
丘
団
地
」の
２
Ｄ
Ｋ
の
１
階
住
戸
を
対
象
と
し
て
、

住
戸
と
住
棟
共
用
部
の
改
修
の
提
案
が
求
め
ら
れ
た
。最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
の
が
、「
団
地
に
浮
遊
す
る
エ
レ
メ
ン
ト―

『
知
』と

『
恕
』の
交
換
に
よ
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
広
が
り―

」日
本
女
子
大
学

大
学
院
修
士
１
年（
当
時
）２
名
だ
っ
た
。住
戸
の
一
部
で
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
な
ど
を
開
催
で
き
る
土
間
を
作
り
、住
戸
内
の
エ
レ
メ
ン

ト（
建
材
）が
、住
戸
内
外
を
移
動
す
る
こ
と
で
小
さ
な
交
流
が
団

地
全
体
に
広
が
り
つ
な
が
っ
て
い
く
、と
い
う
提
案
だ
。接
地
階
の

可
能
性
を
最
大
限
に
生
か
し
、な
お
か
つ
提
案
が
住
戸
単
体
に
と

ど
ま
ら
な
い
点
を
評
価
さ
れ
た
。

　
コ
ン
ペ
は
夏
休
み
前
に
出
題
さ
れ
、10
月
に
審
査
会
を
行
う
。例

年
、最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
学
生
と
Ｊ
Ｓ
側
の
設
計
事
務
所
で
打

ち
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
実
施
設
計
に
落
と
し
込
み
、年
度
内
に
竣

工
を
迎
え
る
。

　
し
か
し
、２
０
１
９
年
度
に
関
し
て
は
、提
案
さ
れ
た
最
優
秀
賞

作
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現
す
る
た
め
に
、住
戸
で
は
な
く
、団
地

内
の
共
用
施
設
で
実
施
し
な
い
か
、と
Ｊ
Ｓ
か
ら
提
案
を
い
た
だ

い
た
。２
０
２
０
年
２
月
に
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
も
含
め
た
三
者
で
打

合
せ
を
行
い
、団
地
居
住
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
行
い
な
が
ら
、時
間
を
か
け
て
進
め
る
方
針
を
立
て

た
。受
賞
し
た
学
生
も
私
も
、こ
の
コ
ン
ペ
の
立
ち
上
げ
か
ら
関

わ
っ
て
い
る
篠
原
聡
子
教
授
の
研
究
室
の
所
属
で
あ
り
、研
究
室

と
Ｊ
Ｓ
の
共
同
研
究
と
い
う
形
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

2
　「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」の
運
用
開
始
に
至
る
ま
で

　
活
動
を
始
め
る
は
ず
だ
っ
た
２
０
２
０
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、学
生
は
団
地
に
入
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。先
の
見
え
な
い
状
況
の
中
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
成

し
な
が
ら
活
動
で
き
る
時
期
を
待
っ
た
。11
月
に
よ
う
や
く
団
地
の

賃
貸
住
戸
全
戸
を
対
象
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
し
、２
０
０

件
あ
ま
り
の
回
答
を
得
た
。内
18
名
に
は
、電
話
ま
た
は
Ｚｏｏｍ
で

ヒ
ア
リ
ン
グ
も
行
っ
た
。

　
３
月
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告
会
が
、団
地
居
住
者

と
ほ
ぼ
初
め
て
の
対
面
だ
っ
た
。自
己
紹
介
の
後
、コ
ン
ペ
案
の
説

明
、ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告
と
、ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
導
い
た
居
場

所
の
提
案
を
発
表
し
た
。こ
の
時
に
掲
げ
た
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
様
々

な
人
が
交
じ
り
あ
う
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
」で
あ
る
。そ
の
た
め
の
空
間
と

し
て
、①
利
用
し
や
す
い
こ
と（
誰
で
も
利
用
で
き
、利
用
者
に
寄

り
添
っ
た
空
間
）、②
１
つ
の
機
能
に
固
定
し
な
い
こ
と（
多
用
途
で

あ
り
、異
な
る
目
的
を
持
っ
た
人
が
つ
な
が
れ
る
空
間
）、③
場
所
に

人
を
結
び
つ
け
る
こ
と（
み
ん
な
が
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、自

分
の
居
場
所
と
感
じ
ら
れ
る
空
間
）の
３
点
を
提
案
し
た
。こ
の
時

点
で
は
、実
施
場
所
が
決
定
し
て
お
ら
ず
、提
案
内
容
は
抽
象
的

に
し
か
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、参
加
者
か
ら
類
似
事
例
の
情
報
や

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、「
学
生
か
ら
の
提
案
を
期
待

し
て
い
る
」と
い
う
声
も
い
た
だ
い
た
。

　
２
０
２
１
年
度
は
、実
施
場
所
が
商
店
街
の
空
き
区
画
に
決
ま

り
、３
月
の
報
告
会
で
掲
げ
た
３
点
を
設
計
案
に
落
と
し
込
ん
だ
。

ま
た
、団
地
の
サ
ロ
ン
や
、地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
会
議

に
出
席
し
、地
域
の
方
々
と
交
流
す
る
機
会
を
作
っ
た
。

　
12
月
に
は
設
計
を
あ
る
程
度
ま
と
め
、空
間
提
案
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
と
意
見
交
換
を
目
的
と
し
た
発
表
会
を
行
っ
た
。こ
の

時
に
は
、図
面
や
模
型
で
具
体
的
な
提
案
を
示
し
、設
置
予
定
の

イ
ス
を
持
ち
込
み
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」と
い
う
名
称
を
発
表
し

た
。学
生
が
意
見
を
出
し
合
い
、「
モ
ノ
や
空
間
を
通
じ
て
様
々
な

人
が
つ
な
が
る『
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
』で
あ
り
、誰
も
が
い
つ
で
も
気

軽
に『〝
ぷ
ら
っ
と
〞立
ち
寄
れ
る
空
間
』で
あ
っ
て
ほ
し
い
」と
い
う

想
い
を
込
め
た
こ
の
名
称
は
、地
域
の
方
に
も
お
お
む
ね
好
評
だ
っ

た
。学
生
自
身
も
、名
称
を
考
え
る
に
あ
た
り
、空
間
の
コ
ン
セ
プ

ト
が
よ
り
明
確
に
な
り
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
愛
着
も
強
ま
っ
た
よ
う

に
思
う
。内
部
は
格
子
戸
で
２
つ
の
空
間
に
分
け
ら
れ
、入
っ
て
す

ぐ
の
場
所
を「
い
つ
で
も
利
用
で
き
る『
ぷ
ら
っ
と
エ
リ
ア
』」、奥
を

「
イ
ベ
ン
ト
時
に
開
放
さ
れ
る『
き
っ
か
け
ヒ
ロ
バ
』」と
名
付
け
た
。

『
き
っ
か
け
ヒ
ロ
バ
』は
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
で
、小
さ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

や
、や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
人
の
背
中
を
ち
ょっ
と
後
押
し
で
き
る

よ
う
な
場
所
、を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

　
３
月
に
は
、「
現
地
見
学
会
＆
地
域
マ
ッ
プ
づ
く
り
」を
行
っ
た
。

対
象
区
画
の
シ
ャッ
タ
ー
を
開
け
、「
ぷ
ら
っ
と
」立
ち
寄
れ
る
場
所

を
実
際
に
体
験
で
き
る
よ
う
企
画
し
た
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
初

め
て
知
る
人
も
多
い
と
考
え
、こ
れ
ま
で
の
発
表
資
料
や
模
型
を

展
示
し
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
行
っ
た
。

　
運
用
に
つ
い
て
も
、設
計
と
並
行
し
て
検
討
を
進
め
た
。今
後
こ

の
よ
う
な
施
設
の
需
要
は
増
す
と
予
想
し
、「
無
人
管
理
」の
実
証

実
験
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
は
初
期
段
階
か
ら
想
定
し
て
い
た
。照

明
や
エ
ア
コ
ン
の
管
理
、施
錠
は
遠
隔
で
操
作
し
、「
き
っ
か
け
ヒ
ロ

バ
」の
予
約
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と
し
た
。利
用
規
約
を
検
討
し
懸
念
点

を
整
理
す
る
中
で
、運
用
開
始
後
は
学
生
が
週
１
回
現
地
で
活
動

し
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」の
利
用
促
進
、空
間
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、利

用
者
の
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
の
フ
ォロ
ー
な
ど
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
無
人
管
理
の
空
間
に
お
い
て
、動
く
も
の（
イ
ス
や
机
）の
設
置
、

掲
示
板
の
運
用
、飲
食
の
可
否
な
ど
、懸
念
点
は
多
か
っ
た
。し
か

し
、週
１
回
の
現
地
で
の
活
動
を
決
め
た
こ
と
で
、禁
止
事
項
は
最

小
限
と
し「
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
」方
向
で
話
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
た
。自
分
た
ち
が
提
案
し
た
空
間
が
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
る

の
か
、確
認
で
き
る
機
会
は
な
か
な
か
な
い
。

　
２
０
２
２
年
７
月
末
に
建
物
は
完
成
し
た
が
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や

遠
隔
操
作
な
ど
、ソ
フ
ト
面
の
整
備
に
１
か
月
程
度
か
か
る
た
め
、

そ
れ
が
整
う
ま
で
の
１
か
月
間
は「
プ
レ
オ
ー
プ
ン
」期
間
と
し

て
、週
２
回
現
地
に
行
き
、通
り
か
か
っ
た
人
に「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ

ひ
」の
紹
介
を
す
る
こ
と
に
し
た
。運
用
開
始
日
を
９
月
10
日
に
決

人
は
想
像
よ
り
も
は
る
か
に
少
な
か
っ
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ

ひ
」と
い
う
名
称
に
込
め
た
想
い
や
、利
用
案
内
を
ま
と
め
、場
所

の
説
明
は
プ
レ
オ
ー
プ
ン
期
間
の
受
け
答
え
で
少
し
ず
つ
言
語
化

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
言
葉
を
載
せ
た
。リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

た
こ
と
で
、「
こ
こ
は
何
？
」と
聞
か
れ
た
と
き
に
さ
っ
と
手
渡
し
、

図
を
示
し
な
が
ら
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
とInstagram
の
ア
カ
ウ
ン
ト
も
作
成
し
、オ
ン

ラ
イ
ン
で
も
情
報
発
信
で
き
る
体
制
を
整
え
た
。現
地
で
の
紙
媒

体
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、「
多
様
な
世
代
」に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
に

は
、両
方
の
発
信
が
必
要
だ
と
考
え
た
。

4
　
運
営
し
な
が
ら
続
け
る
試
行
錯
誤

　
私
た
ち
の
活
動
は
週
１
回
な
の
で
、ス
タ
ッ
フ
が
居
な
い
時
間
の

方
が
長
い
。中
が
見
え
て
イ
ス
と
机
が
置
い
て
あ
り「
中
に
ど
う

ぞ
」と
案
内
を
出
せ
ば
、も
う
少
し
人
は
入
っ
て
く
れ
る
と
考
え
て

い
た
が
、「
ぷ
ら
っ
と
」立
ち
寄
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、入
っ
て
み
よ

う
と
思
う
強
い
動
機
や
き
っ
か
け
が
必
要
だ
っ
た
。

　
ガ
ラ
ス
面
の
案
内
を
見
や
す
く
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、「
ぷ

ら
っ
と
エ
リ
ア
」の
棚
に
展
示
す
る
作
品
を
募
集
し
た
り
、本
を
置

い
た
り
、地
域
の
情
報
を
掲
示
し
た
り
し
た
。様
々
な
情
報
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
得
ら
れ
る
が
、高
齢
者
に
は
そ
れ
が
不
得
意
な
人
も
多

い
。「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」が
情
報
の
集
ま
る
場
所
に
な
れ
ば
、立
ち

寄
る
動
機
に
な
る
と
考
え
た
。子
ど
も
が
興
味
を
持
つ
よ
う
に
、折

り
紙
や
木
の
お
も
ち
ゃ
も
置
い
た
。

　「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」を
計
画
し
た
私
た
ち
が
運
営
に
も
関
わ
る

こ
と
で
、想
定
し
た
利
用
が
さ
れ
な
け
れ
ば
、そ
の
原
因
を
考
え
、

課
題
が
あ
れ
ば
コ
ン
セ
プ
ト
に
立
ち
戻
り
な
が
ら
解
決
す
る
こ
と

が
で
き
る
。地
域
の
人
か
ら
の
反
応
は
正
直
だ
。う
ま
く
い
っ
て
い

な
け
れ
ば
変
化
は
起
き
ず
、良
く
な
っ
て
い
れ
ば
利
用
が
増
え
る
。

学
ん
だ
知
識
に
創
意
工
夫
を
加
え
て
実
践
し
、評
価
を
受
け
取

り
、試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
。

　
オ
ー
プ
ン
し
て
１
年
を
迎
え
、最
近
で
は
、幼
稚
園
帰
り
の
親

子
、一
人
で
静
か
に
過
ご
す
人
、お
し
ゃべ
り
に
花
を
咲
か
せ
る
人
、

学
校
帰
り
に
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ
小
学
生
、展
示
や
案
内
を
見
に
来
る

中
学
生
、な
ど
、多
様
な
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
過
ご
し
方
を
す
る
姿

を
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。利
用
者
が
友
人
を
連
れ
て
き
た
り
、

居
合
わ
せ
た
人
に「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」の
コ
ン
セ
プ
ト
を
説
明
し

た
り
す
る
場
面
も
見
か
け
る
。「
き
っ
か
け
ヒ
ロ
バ
」の
利
用
も
、介

護
美
容
の
イ
ベ
ン
ト
、マ
ル
シ
ェ
、お
弁
当
販
売
、英
語
教
室
、工
芸

教
室
な
ど
、バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
何
よ
り
う
れ
し
い
の
は
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」や「
き
っ
か
け
ヒ
ロ

バ
」と
い
う
名
前
の
通
り
、こ
こ
で
活
動
を
新
た
に
始
め
る
人
、こ
の

場
所
を
通
じ
て
知
り
合
い
に
な
る
人
の
姿
を
見
か
け
る
時
だ
。伝

え
続
け
た
コ
ン
セ
プ
ト
、描
い
た
イ
ラ
ス
ト
に
、現
実
が
少
し
近
づ

い
て
き
た
。

お
わ
り
に

　
住
居
学
科
な
ど
、専
門
教
育
を
受
け
る
よ
う
な
進
路
を
選
択
し

た
学
生
は
、そ
の
分
野
の
知
識
を
学
び
探
究
し
、大
学
以
降
の
友

人
も
同
じ
専
門
分
野
の
人
が
多
く
な
る
。本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ

て
、学
生
は
、伝
え
る
た
め
に
は
努
力
が
必
要
な
こ
と
を
学
ん
だ
。

専
門
的
な
視
点
を
持
ち
な
が
ら
、年
齢
も
興
味
関
心
も
異
な
る

人
々
と「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」と
い
う
場
を
通
じ
て
接
点
を
持
ち
、会

話
を
重
ね
て
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
だ
経
験
が
、今
後
社
会
に
出

て
活
躍
す
る
彼
女
た
ち
の
糧
に
な
って
い
れ
ば
と
思
う
。

　
今
回
は
、「
大
学
の
学
び
に
お
け
る
地
域
連
携
の
教
育
の
価
値
」

と
い
う
テ
ー
マ
な
の
で
、学
生
の
成
長
に
つ
な
が
っ
た
点
に
つ
い
て
述

べ
た
が
、実
際
に
は
問
題
は
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
。

　
最
近
で
は
、利
用
者
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
課
題
も
顕
在
化
し

て
き
た
。設
計
段
階
で
検
討
し
て
お
く
べ
き
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
、「
だ
れ
で
も
使
え
る
」「
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
」と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
の
実
現
は
た
や
す
く
な
い
こ
と
を
学
生
共
々
改
め
て
認

識
し
た
。

　
そ
し
て
、運
営
の
継
続
性
に
つ
い
て
も
大
き
な
課
題
だ
。本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
今
年
度
を
活
動
期
限
と
し
て
い
て
、そ
の
後
に
つ
い
て

は
現
在
検
討
中
で
あ
る
。こ
の
場
所
で
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題

に
は
、よ
り
多
様
な
専
門
分
野
の
視
点
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
が
、多
様
な
分
野
の
人
々
が
関
わ
る
、そ
れ

こ
そ「
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」と
な
れ
な
い
も
の
か
。

　
も
し
、こ
の
記
事
を
読
ん
で
興
味
を
持
っ
た
方
が
い
た
ら
、ぜ
ひ

「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

き
た
い
。

【
参
考
】

ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://m
cm
-w
w
w
.jw
u.ac.jp/̃sinohara/project/kiyose/plat_

asahi.htm
l

め
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」で
利
用

す
る
イ
ス
に
ペ
イ
ン
ト
を
施
す
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
企
画
し
た
。そ
れ

ま
で
高
齢
者
と
話
す
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、多
様
な
世
代
の
利
用

を
目
指
し
て
い
た
た
め
、あ
え
て
子
ど
も
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
と
し
た
。

　
運
用
開
始
後
は
、毎
週
金
曜
日
を「
き
っ
か
け
ラ
ウ
ン
ジ
」と
定

め
、週
１
回
、学
生
が
交
代
で
現
地
に
行
き
、活
動
し
て
い
る
。

　
学
生
は
順
次
卒
業
し
、こ
れ
ま
で
に
５
学
年
９
名
が
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
で
き
た
。在
籍
し
た
時
期
に
よ
り
活
動
内
容
は

異
な
る
が
、振
り
返
る
と
、そ
の
都
度
い
つ
も
悩
ん
で
き
た
の
は
、

「
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
」だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

3
　「
伝
え
る
」こ
と
の
難
し
さ
と
、「
伝
え
る
」工
夫

　
報
告
会
や
発
表
会
の
参
加
者
は
、地
域
で
何
か
し
ら
の
活
動
に

参
加
し
て
い
た
り
、現
状
に
問
題
意
識
を
持
っ
た
り
し
て
い
る
人
た

ち
で
、私
た
ち
の
活
動
に
興
味
を
持
っ
て「
聞
き
に
」来
て
く
れ
て
い

た
。そ
れ
で
も
、伝
わ
り
や
す
い
よ
う
に
言
葉
を
吟
味
し
、イ
ラ
ス
ト

や
図
を
作
成
し
て
、入
念
に
準
備
し
た
。

　
プ
レ
オ
ー
プ
ン
期
間
は
、な
る
べ
く
通
り
か
か
る
人
の
目
に
触
れ

る
と
こ
ろ
で
作
業
を
し
て
、少
し
で
も
足
を
と
め
れ
ば
話
し
か
け

た
。最
初
の
頃
は
、「
こ
こ
は
何
？
」と
聞
か
れ
る
と
、「
誰
で
も
使

え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
で
す
」と
答
え
て
い
た
。し
か
し
、

「
ふ
ー
ん
」と
言
っ
て
去
る
人
も
い
て
、あ
ま
り
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
な
い
。あ
る
時
、ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
時
か
ら
私
た
ち
の
取
り
組
み

に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
人
か
ら「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
スっ
て

な
ん
だ
か
分
か
り
に
く
い
よ
ね
」と
指
摘
さ
れ
た
。そ
こ
で
、試
し
に

「
誰
で
も
使
え
る
休
憩
ス
ペ
ー
ス
で
す
」と
伝
え
た
ら
、少
し
反
応

が
違
っ
た
。本
当
は
、た
だ
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
で
は
な
い
の
だ
け
ど
、

と
思
い
つ
つ
も
、ま
ず
は「
休
憩
ス
ペ
ー
ス
」と
し
て
説
明
す
る
こ
と

に
し
た
。

　「
こ
こ
の
目
的
は
？
」と
い
う
質
問
も
た
く
さ
ん
受
け
た
。こ
の

質
問
に
は
、い
ろ
い
ろ
な
答
え
方
が
あ
り
、伝
え
た
い
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
る
が
、相
手
の
知
り
た
い
こ
と
を
注
意
深
く
読
み
取
ら
な

い
と
、会
話
が
か
み
合
わ
な
か
っ
た
。こ
れ
に
つ
い
て
は
、私
た
ち
が

明
確
に
言
語
化
で
き
て
い
な
い
点
に
も
問
題
が
あ
っ
た
。

　
プ
レ
オ
ー
プ
ン
期
間
は
、そ
の
日
に
話
し
た
こ
と
、ど
の
よ
う
な

質
問
に
ど
の
よ
う
に
答
え
た
の
か
、ど
の
よ
う
に
答
え
れ
ば
伝
わ
っ

た
の
か
、な
ど
、日
報
を
作
っ
て
学
生
間
で
共
有
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト

や
、報
告
会・発
表
会
の
お
知
ら
せ
は
全
戸
に
配
布
し
、施
設
紹
介

の
ポ
ス
タ
ー
も
団
地
内
に
掲
示
し
て
い
た
が
、そ
れ
を
知
っ
て
い
る
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は
じ
め
に

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
端
は「
２
０
１
９
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン JW

U×
H
O
SEI×

C
H
IBA×

JS

」で
あ
る
。こ
の
コ
ン
ペ
は

２
０
１
４
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、６
回
目
と
な
る
２
０
１
９

年
は
、日
本
女
子
大
学
・
法
政
大
学
・
千
葉
大
学
と
日
本
総
合
住

生
活
株
式
会
社（
以
下
、Ｊ
Ｓ
）と
の
共
催
で
あ
っ
た
。最
大
の
特

徴
は
、最
優
秀
賞
作
品
の
設
計

案
を
実
際
の
住
戸
で
実
現
さ

せ
る
点
で
あ
る
。初
年
度
は
２

作
品
、そ
の
後
は
１
作
品
ず
つ
、

計
６
戸
の
住
戸
が
完
成
し
、賃

貸
住
宅
と
し
て
居
住
者
が
住

ん
だ
り
、モ
デ
ル
ル
ー
ム
と
し
て

利
用
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

1
　
２
０
１
９
年
の
最
優
秀
賞
作
品
の
実
現
に
む
け
て

　
２
０
１
９
年
の
テ
ー
マ
は「
多
様
な
世
代
が
生
き
生
き
と
暮
ら

し
続
け
る
団
地
」で
あ
っ
た
。東
京
都
と
埼
玉
県
の
境
目
に
位
置
す

る「
清
瀬
旭
が
丘
団
地
」の
２
Ｄ
Ｋ
の
１
階
住
戸
を
対
象
と
し
て
、

住
戸
と
住
棟
共
用
部
の
改
修
の
提
案
が
求
め
ら
れ
た
。最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
の
が
、「
団
地
に
浮
遊
す
る
エ
レ
メ
ン
ト―

『
知
』と

『
恕
』の
交
換
に
よ
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
広
が
り―

」日
本
女
子
大
学

大
学
院
修
士
１
年（
当
時
）２
名
だ
っ
た
。住
戸
の
一
部
で
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
な
ど
を
開
催
で
き
る
土
間
を
作
り
、住
戸
内
の
エ
レ
メ
ン

ト（
建
材
）が
、住
戸
内
外
を
移
動
す
る
こ
と
で
小
さ
な
交
流
が
団

地
全
体
に
広
が
り
つ
な
が
っ
て
い
く
、と
い
う
提
案
だ
。接
地
階
の

可
能
性
を
最
大
限
に
生
か
し
、な
お
か
つ
提
案
が
住
戸
単
体
に
と

ど
ま
ら
な
い
点
を
評
価
さ
れ
た
。

　
コ
ン
ペ
は
夏
休
み
前
に
出
題
さ
れ
、10
月
に
審
査
会
を
行
う
。例

年
、最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
学
生
と
Ｊ
Ｓ
側
の
設
計
事
務
所
で
打

ち
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
実
施
設
計
に
落
と
し
込
み
、年
度
内
に
竣

工
を
迎
え
る
。

　
し
か
し
、２
０
１
９
年
度
に
関
し
て
は
、提
案
さ
れ
た
最
優
秀
賞

作
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現
す
る
た
め
に
、住
戸
で
は
な
く
、団
地

内
の
共
用
施
設
で
実
施
し
な
い
か
、と
Ｊ
Ｓ
か
ら
提
案
を
い
た
だ

い
た
。２
０
２
０
年
２
月
に
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
も
含
め
た
三
者
で
打

合
せ
を
行
い
、団
地
居
住
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
行
い
な
が
ら
、時
間
を
か
け
て
進
め
る
方
針
を
立
て

た
。受
賞
し
た
学
生
も
私
も
、こ
の
コ
ン
ペ
の
立
ち
上
げ
か
ら
関

わ
っ
て
い
る
篠
原
聡
子
教
授
の
研
究
室
の
所
属
で
あ
り
、研
究
室

と
Ｊ
Ｓ
の
共
同
研
究
と
い
う
形
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

2
　「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」の
運
用
開
始
に
至
る
ま
で

　
活
動
を
始
め
る
は
ず
だ
っ
た
２
０
２
０
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、学
生
は
団
地
に
入
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。先
の
見
え
な
い
状
況
の
中
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
成

し
な
が
ら
活
動
で
き
る
時
期
を
待
っ
た
。11
月
に
よ
う
や
く
団
地
の

賃
貸
住
戸
全
戸
を
対
象
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
し
、２
０
０

件
あ
ま
り
の
回
答
を
得
た
。内
18
名
に
は
、電
話
ま
た
は
Ｚｏｏｍ
で

ヒ
ア
リ
ン
グ
も
行
っ
た
。

　
３
月
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告
会
が
、団
地
居
住
者

と
ほ
ぼ
初
め
て
の
対
面
だ
っ
た
。自
己
紹
介
の
後
、コ
ン
ペ
案
の
説

明
、ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告
と
、ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
導
い
た
居
場

所
の
提
案
を
発
表
し
た
。こ
の
時
に
掲
げ
た
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
様
々

な
人
が
交
じ
り
あ
う
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
」で
あ
る
。そ
の
た
め
の
空
間
と

し
て
、①
利
用
し
や
す
い
こ
と（
誰
で
も
利
用
で
き
、利
用
者
に
寄

り
添
っ
た
空
間
）、②
１
つ
の
機
能
に
固
定
し
な
い
こ
と（
多
用
途
で

あ
り
、異
な
る
目
的
を
持
っ
た
人
が
つ
な
が
れ
る
空
間
）、③
場
所
に

人
を
結
び
つ
け
る
こ
と（
み
ん
な
が
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、自

分
の
居
場
所
と
感
じ
ら
れ
る
空
間
）の
３
点
を
提
案
し
た
。こ
の
時

点
で
は
、実
施
場
所
が
決
定
し
て
お
ら
ず
、提
案
内
容
は
抽
象
的

に
し
か
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、参
加
者
か
ら
類
似
事
例
の
情
報
や

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、「
学
生
か
ら
の
提
案
を
期
待

し
て
い
る
」と
い
う
声
も
い
た
だ
い
た
。

　
２
０
２
１
年
度
は
、実
施
場
所
が
商
店
街
の
空
き
区
画
に
決
ま

り
、３
月
の
報
告
会
で
掲
げ
た
３
点
を
設
計
案
に
落
と
し
込
ん
だ
。

ま
た
、団
地
の
サ
ロ
ン
や
、地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
会
議

に
出
席
し
、地
域
の
方
々
と
交
流
す
る
機
会
を
作
っ
た
。

　
12
月
に
は
設
計
を
あ
る
程
度
ま
と
め
、空
間
提
案
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
と
意
見
交
換
を
目
的
と
し
た
発
表
会
を
行
っ
た
。こ
の

時
に
は
、図
面
や
模
型
で
具
体
的
な
提
案
を
示
し
、設
置
予
定
の

イ
ス
を
持
ち
込
み
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」と
い
う
名
称
を
発
表
し

た
。学
生
が
意
見
を
出
し
合
い
、「
モ
ノ
や
空
間
を
通
じ
て
様
々
な

人
が
つ
な
が
る『
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
』で
あ
り
、誰
も
が
い
つ
で
も
気

軽
に『〝
ぷ
ら
っ
と
〞立
ち
寄
れ
る
空
間
』で
あ
っ
て
ほ
し
い
」と
い
う

想
い
を
込
め
た
こ
の
名
称
は
、地
域
の
方
に
も
お
お
む
ね
好
評
だ
っ

た
。学
生
自
身
も
、名
称
を
考
え
る
に
あ
た
り
、空
間
の
コ
ン
セ
プ

ト
が
よ
り
明
確
に
な
り
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
愛
着
も
強
ま
っ
た
よ
う

に
思
う
。内
部
は
格
子
戸
で
２
つ
の
空
間
に
分
け
ら
れ
、入
っ
て
す

ぐ
の
場
所
を「
い
つ
で
も
利
用
で
き
る『
ぷ
ら
っ
と
エ
リ
ア
』」、奥
を

「
イ
ベ
ン
ト
時
に
開
放
さ
れ
る『
き
っ
か
け
ヒ
ロ
バ
』」と
名
付
け
た
。

『
き
っ
か
け
ヒ
ロ
バ
』は
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
で
、小
さ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

や
、や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
人
の
背
中
を
ち
ょっ
と
後
押
し
で
き
る

よ
う
な
場
所
、を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

　
３
月
に
は
、「
現
地
見
学
会
＆
地
域
マ
ッ
プ
づ
く
り
」を
行
っ
た
。

対
象
区
画
の
シ
ャッ
タ
ー
を
開
け
、「
ぷ
ら
っ
と
」立
ち
寄
れ
る
場
所

を
実
際
に
体
験
で
き
る
よ
う
企
画
し
た
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
初

め
て
知
る
人
も
多
い
と
考
え
、こ
れ
ま
で
の
発
表
資
料
や
模
型
を

展
示
し
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
行
っ
た
。

　
運
用
に
つ
い
て
も
、設
計
と
並
行
し
て
検
討
を
進
め
た
。今
後
こ

の
よ
う
な
施
設
の
需
要
は
増
す
と
予
想
し
、「
無
人
管
理
」の
実
証

実
験
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
は
初
期
段
階
か
ら
想
定
し
て
い
た
。照

明
や
エ
ア
コ
ン
の
管
理
、施
錠
は
遠
隔
で
操
作
し
、「
き
っ
か
け
ヒ
ロ

バ
」の
予
約
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と
し
た
。利
用
規
約
を
検
討
し
懸
念
点

を
整
理
す
る
中
で
、運
用
開
始
後
は
学
生
が
週
１
回
現
地
で
活
動

し
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」の
利
用
促
進
、空
間
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、利

用
者
の
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
の
フ
ォロ
ー
な
ど
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
無
人
管
理
の
空
間
に
お
い
て
、動
く
も
の（
イ
ス
や
机
）の
設
置
、

掲
示
板
の
運
用
、飲
食
の
可
否
な
ど
、懸
念
点
は
多
か
っ
た
。し
か

し
、週
１
回
の
現
地
で
の
活
動
を
決
め
た
こ
と
で
、禁
止
事
項
は
最

小
限
と
し「
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
」方
向
で
話
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
た
。自
分
た
ち
が
提
案
し
た
空
間
が
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
る

の
か
、確
認
で
き
る
機
会
は
な
か
な
か
な
い
。

　
２
０
２
２
年
７
月
末
に
建
物
は
完
成
し
た
が
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や

遠
隔
操
作
な
ど
、ソ
フ
ト
面
の
整
備
に
１
か
月
程
度
か
か
る
た
め
、

そ
れ
が
整
う
ま
で
の
１
か
月
間
は「
プ
レ
オ
ー
プ
ン
」期
間
と
し

て
、週
２
回
現
地
に
行
き
、通
り
か
か
っ
た
人
に「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ

ひ
」の
紹
介
を
す
る
こ
と
に
し
た
。運
用
開
始
日
を
９
月
10
日
に
決

人
は
想
像
よ
り
も
は
る
か
に
少
な
か
っ
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ

ひ
」と
い
う
名
称
に
込
め
た
想
い
や
、利
用
案
内
を
ま
と
め
、場
所

の
説
明
は
プ
レ
オ
ー
プ
ン
期
間
の
受
け
答
え
で
少
し
ず
つ
言
語
化

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
言
葉
を
載
せ
た
。リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

た
こ
と
で
、「
こ
こ
は
何
？
」と
聞
か
れ
た
と
き
に
さ
っ
と
手
渡
し
、

図
を
示
し
な
が
ら
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
とInstagram

の
ア
カ
ウ
ン
ト
も
作
成
し
、オ
ン

ラ
イ
ン
で
も
情
報
発
信
で
き
る
体
制
を
整
え
た
。現
地
で
の
紙
媒

体
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、「
多
様
な
世
代
」に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
に

は
、両
方
の
発
信
が
必
要
だ
と
考
え
た
。

4
　
運
営
し
な
が
ら
続
け
る
試
行
錯
誤

　
私
た
ち
の
活
動
は
週
１
回
な
の
で
、ス
タ
ッ
フ
が
居
な
い
時
間
の

方
が
長
い
。中
が
見
え
て
イ
ス
と
机
が
置
い
て
あ
り「
中
に
ど
う

ぞ
」と
案
内
を
出
せ
ば
、も
う
少
し
人
は
入
っ
て
く
れ
る
と
考
え
て

い
た
が
、「
ぷ
ら
っ
と
」立
ち
寄
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、入
っ
て
み
よ

う
と
思
う
強
い
動
機
や
き
っ
か
け
が
必
要
だ
っ
た
。

　
ガ
ラ
ス
面
の
案
内
を
見
や
す
く
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、「
ぷ

ら
っ
と
エ
リ
ア
」の
棚
に
展
示
す
る
作
品
を
募
集
し
た
り
、本
を
置

い
た
り
、地
域
の
情
報
を
掲
示
し
た
り
し
た
。様
々
な
情
報
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
得
ら
れ
る
が
、高
齢
者
に
は
そ
れ
が
不
得
意
な
人
も
多

い
。「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」が
情
報
の
集
ま
る
場
所
に
な
れ
ば
、立
ち

寄
る
動
機
に
な
る
と
考
え
た
。子
ど
も
が
興
味
を
持
つ
よ
う
に
、折

り
紙
や
木
の
お
も
ち
ゃ
も
置
い
た
。

　「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」を
計
画
し
た
私
た
ち
が
運
営
に
も
関
わ
る

こ
と
で
、想
定
し
た
利
用
が
さ
れ
な
け
れ
ば
、そ
の
原
因
を
考
え
、

課
題
が
あ
れ
ば
コ
ン
セ
プ
ト
に
立
ち
戻
り
な
が
ら
解
決
す
る
こ
と

が
で
き
る
。地
域
の
人
か
ら
の
反
応
は
正
直
だ
。う
ま
く
い
っ
て
い

な
け
れ
ば
変
化
は
起
き
ず
、良
く
な
っ
て
い
れ
ば
利
用
が
増
え
る
。

学
ん
だ
知
識
に
創
意
工
夫
を
加
え
て
実
践
し
、評
価
を
受
け
取

り
、試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
。

　
オ
ー
プ
ン
し
て
１
年
を
迎
え
、最
近
で
は
、幼
稚
園
帰
り
の
親

子
、一
人
で
静
か
に
過
ご
す
人
、お
し
ゃべ
り
に
花
を
咲
か
せ
る
人
、

学
校
帰
り
に
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ
小
学
生
、展
示
や
案
内
を
見
に
来
る

中
学
生
、な
ど
、多
様
な
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
過
ご
し
方
を
す
る
姿

を
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。利
用
者
が
友
人
を
連
れ
て
き
た
り
、

居
合
わ
せ
た
人
に「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」の
コ
ン
セ
プ
ト
を
説
明
し

た
り
す
る
場
面
も
見
か
け
る
。「
き
っ
か
け
ヒ
ロ
バ
」の
利
用
も
、介

護
美
容
の
イ
ベ
ン
ト
、マ
ル
シ
ェ
、お
弁
当
販
売
、英
語
教
室
、工
芸

教
室
な
ど
、バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
何
よ
り
う
れ
し
い
の
は
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」や「
き
っ
か
け
ヒ
ロ

バ
」と
い
う
名
前
の
通
り
、こ
こ
で
活
動
を
新
た
に
始
め
る
人
、こ
の

場
所
を
通
じ
て
知
り
合
い
に
な
る
人
の
姿
を
見
か
け
る
時
だ
。伝

え
続
け
た
コ
ン
セ
プ
ト
、描
い
た
イ
ラ
ス
ト
に
、現
実
が
少
し
近
づ

い
て
き
た
。

お
わ
り
に

　
住
居
学
科
な
ど
、専
門
教
育
を
受
け
る
よ
う
な
進
路
を
選
択
し

た
学
生
は
、そ
の
分
野
の
知
識
を
学
び
探
究
し
、大
学
以
降
の
友

人
も
同
じ
専
門
分
野
の
人
が
多
く
な
る
。本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ

て
、学
生
は
、伝
え
る
た
め
に
は
努
力
が
必
要
な
こ
と
を
学
ん
だ
。

専
門
的
な
視
点
を
持
ち
な
が
ら
、年
齢
も
興
味
関
心
も
異
な
る

人
々
と「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」と
い
う
場
を
通
じ
て
接
点
を
持
ち
、会

話
を
重
ね
て
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
だ
経
験
が
、今
後
社
会
に
出

て
活
躍
す
る
彼
女
た
ち
の
糧
に
な
って
い
れ
ば
と
思
う
。

　
今
回
は
、「
大
学
の
学
び
に
お
け
る
地
域
連
携
の
教
育
の
価
値
」

と
い
う
テ
ー
マ
な
の
で
、学
生
の
成
長
に
つ
な
が
っ
た
点
に
つ
い
て
述

べ
た
が
、実
際
に
は
問
題
は
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
。

　
最
近
で
は
、利
用
者
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
課
題
も
顕
在
化
し

て
き
た
。設
計
段
階
で
検
討
し
て
お
く
べ
き
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
、「
だ
れ
で
も
使
え
る
」「
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
」と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
の
実
現
は
た
や
す
く
な
い
こ
と
を
学
生
共
々
改
め
て
認

識
し
た
。

　
そ
し
て
、運
営
の
継
続
性
に
つ
い
て
も
大
き
な
課
題
だ
。本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
今
年
度
を
活
動
期
限
と
し
て
い
て
、そ
の
後
に
つ
い
て

は
現
在
検
討
中
で
あ
る
。こ
の
場
所
で
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題

に
は
、よ
り
多
様
な
専
門
分
野
の
視
点
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
が
、多
様
な
分
野
の
人
々
が
関
わ
る
、そ
れ

こ
そ「
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」と
な
れ
な
い
も
の
か
。

　
も
し
、こ
の
記
事
を
読
ん
で
興
味
を
持
っ
た
方
が
い
た
ら
、ぜ
ひ

「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

き
た
い
。

【
参
考
】

ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ 

ホ
ー
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ー
ジ
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め
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」で
利
用

す
る
イ
ス
に
ペ
イ
ン
ト
を
施
す
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
企
画
し
た
。そ
れ

ま
で
高
齢
者
と
話
す
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、多
様
な
世
代
の
利
用

を
目
指
し
て
い
た
た
め
、あ
え
て
子
ど
も
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
と
し
た
。

　
運
用
開
始
後
は
、毎
週
金
曜
日
を「
き
っ
か
け
ラ
ウ
ン
ジ
」と
定

め
、週
１
回
、学
生
が
交
代
で
現
地
に
行
き
、活
動
し
て
い
る
。

　
学
生
は
順
次
卒
業
し
、こ
れ
ま
で
に
５
学
年
９
名
が
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
で
き
た
。在
籍
し
た
時
期
に
よ
り
活
動
内
容
は

異
な
る
が
、振
り
返
る
と
、そ
の
都
度
い
つ
も
悩
ん
で
き
た
の
は
、

「
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
」だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

3
　「
伝
え
る
」こ
と
の
難
し
さ
と
、「
伝
え
る
」工
夫

　
報
告
会
や
発
表
会
の
参
加
者
は
、地
域
で
何
か
し
ら
の
活
動
に

参
加
し
て
い
た
り
、現
状
に
問
題
意
識
を
持
っ
た
り
し
て
い
る
人
た

ち
で
、私
た
ち
の
活
動
に
興
味
を
持
っ
て「
聞
き
に
」来
て
く
れ
て
い

た
。そ
れ
で
も
、伝
わ
り
や
す
い
よ
う
に
言
葉
を
吟
味
し
、イ
ラ
ス
ト

や
図
を
作
成
し
て
、入
念
に
準
備
し
た
。

　
プ
レ
オ
ー
プ
ン
期
間
は
、な
る
べ
く
通
り
か
か
る
人
の
目
に
触
れ

る
と
こ
ろ
で
作
業
を
し
て
、少
し
で
も
足
を
と
め
れ
ば
話
し
か
け

た
。最
初
の
頃
は
、「
こ
こ
は
何
？
」と
聞
か
れ
る
と
、「
誰
で
も
使

え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
で
す
」と
答
え
て
い
た
。し
か
し
、

「
ふ
ー
ん
」と
言
っ
て
去
る
人
も
い
て
、あ
ま
り
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
な
い
。あ
る
時
、ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
時
か
ら
私
た
ち
の
取
り
組
み

に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
人
か
ら「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
スっ
て

な
ん
だ
か
分
か
り
に
く
い
よ
ね
」と
指
摘
さ
れ
た
。そ
こ
で
、試
し
に

「
誰
で
も
使
え
る
休
憩
ス
ペ
ー
ス
で
す
」と
伝
え
た
ら
、少
し
反
応

が
違
っ
た
。本
当
は
、た
だ
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
で
は
な
い
の
だ
け
ど
、

と
思
い
つ
つ
も
、ま
ず
は「
休
憩
ス
ペ
ー
ス
」と
し
て
説
明
す
る
こ
と

に
し
た
。

　「
こ
こ
の
目
的
は
？
」と
い
う
質
問
も
た
く
さ
ん
受
け
た
。こ
の

質
問
に
は
、い
ろ
い
ろ
な
答
え
方
が
あ
り
、伝
え
た
い
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
る
が
、相
手
の
知
り
た
い
こ
と
を
注
意
深
く
読
み
取
ら
な

い
と
、会
話
が
か
み
合
わ
な
か
っ
た
。こ
れ
に
つ
い
て
は
、私
た
ち
が

明
確
に
言
語
化
で
き
て
い
な
い
点
に
も
問
題
が
あ
っ
た
。

　
プ
レ
オ
ー
プ
ン
期
間
は
、そ
の
日
に
話
し
た
こ
と
、ど
の
よ
う
な

質
問
に
ど
の
よ
う
に
答
え
た
の
か
、ど
の
よ
う
に
答
え
れ
ば
伝
わ
っ

た
の
か
、な
ど
、日
報
を
作
っ
て
学
生
間
で
共
有
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト

や
、報
告
会・発
表
会
の
お
知
ら
せ
は
全
戸
に
配
布
し
、施
設
紹
介

の
ポ
ス
タ
ー
も
団
地
内
に
掲
示
し
て
い
た
が
、そ
れ
を
知
っ
て
い
る
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猛
威
を
振
る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
落
ち
着
き
、２
０
２

３
年
５
月
に
は
、感
染
症
法
上
の
取
扱
い
が
５
類
と
な
っ
た
。こ
れ

に
伴
い
、本
学
で
も
こ
れ
ま
で
の
感
染
対
策
を
緩
和
し
、徐
々
に
コ

ロ
ナ
禍
以
前
の
授
業
実
践
が
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
私
が
本
学
で
担
当
し
て
い
る
の
は
主
に
社
会
学
で
あ
り
、特
に
多

文
化
共
生
や
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も※
の
貧
困
、国
際
移
住

に
関
す
る
講
義・演
習
が
中
心
で
あ
る
。コ
ロ
ナ
禍
で
の
着
任
と
な
っ

た
た
め
、初
年
度
に
は
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
制
限
が
あ
っ
た
り
、授

業
が
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
と
な
っ
た
り
も
し
た
。多
文
化
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
た
授
業
で
は
、様
々
な
立
場
の
学
生
と
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
な
い
こ
と
や
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
や
り
取

り
が
で
き
な
い
こ
と
は
大
き
な
痛
手
に
感
じ
た
。他
方
で
、予
想
外

に
長
引
い
た
コ
ロ
ナ
生
活
の
中
で
、若
者
た
ち
が
身
に
つ
け
た
ス
キ
ル

に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ
た
。制
限
の
中
で
学
生
た
ち
が
磨
い

た
能
力
や
、教
員
が
四
苦
八
苦
し
つ
つ
、ど
う
に
か
獲
得
し
た
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
特
殊
な
授
業
ス
キ
ル
は
、感
染
が
落
ち
着
き
、日
常
を

取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
大
学
の
授
業
を
進
化
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
思

う
。本
稿
で
は
、コ
ロ
ナ
が
収
束
し
か
け
て
い
る
現
在
に
お
け
る
、い

わ
ば
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
大
学
の
授
業
実
践
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
大
学
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
運
営
で
は
、Google 

C
lassroom

やG
oogle Form

s

な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム

を
活
用
す
る
こ
と
が
多
く
み
ら
れ
た
。感
染
が
落
ち
着
い
た
現
在
で

も
、私
はG

oogle Form
s

を
利
用
し
て
授
業
内
で
学
生
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
る
と
い
う
こ
と
を
よ
く
実
施
し
て
い
る
。例
え
ば
、日

本
の
多
文
化
的
状
況
に
つ
い
て
の
前
提
知
識
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る

の
か
を
知
り
た
け
れ
ば
、「
日
本
の
外
国
人
比
率
は
何
％
だ
と
思

う
？
」、社
会
保
障
に
関
す
る
前
提
知
識
を
知
り
た
け
れ
ば
、「
み

な
さ
ん
は
医
療
機
関
で
医
療
費
を
何
割
負
担
し
て
い
ま
す
か
？
」

と
授
業
内
で
聞
い
て
み
る
。事
前
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
用
意
し
て
お
き

ス
ク
リ
ー
ン
に
大
き
く
映
し
出
せ
ば
、学
生
は
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し

サ
ッ
と
読
み
こ
み
、も
の
の
１
、２
分
で
答
え
て
く
れ
る
の
で
、あ
っ
と

い
う
ま
に
ス
ク
リ
ー
ン
上
で
履
修
学
生
の
答
え
の
グ
ラ
フ
を
示
す
こ

と
が
で
き
る
。国
際
社
会
に
関
心
の
あ
る
学
生
が
多
い
た
め
か
、日

本
の
外
国
人
比
率
に
関
す
る
知
識
は
想
定
し
て
い
た
よ
り
も
前
提

知
識
の
あ
る
様
子
が
窺
え
た
も
の
の
、医
療
機
関
を
受
診
す
る
際

の
医
療
費
負
担
に
関
す
る
知
識
は
、こ
ち
ら
が
前
提
と
し
て
い
た
よ

り
も
ず
っ
と
正
解
率
が
低
く
驚
い
た
。10
割
負
担
だ
と
思
っ
て
い
る

学
生
も
い
れ
ば
、負
担
は
な
い
と
答
え
る
学
生
も
か
な
り
の
割
合
で

い
た
。コ
ロ
ナ
禍
で
医
療
費
の
公
費
負
担
が
例
外
的
な
運
用
と
な
っ

た
期
間
が
長
か
っ
た
た
め
の
混
乱
だ
ろ
う
か
。ま
ず
は
社
会
保
障
に

つ
い
て
の
一
般
的
な
知
識
を
身
に
付
け
さ
せ
て
か
ら
で
な
け
れ
ば
、

外
国
籍
の
場
合
の
社
会
保
障
の
説
明
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
判
断

し
、次
の
週
に
は
少
し
時
間
を
か
け
て
社
会
保
障
に
関
す
る
一
般

的
な
説
明
を
授
業
に
取
り
込
ん
だ
。こ
の
よ
う
に
、学
生
の
認
識
が

実
際
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
れ
ば
、丁
寧
に
説
明
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
し
、学
生
も
自
分
自
身
の
反
応
を
も
と
に
授
業
が
進
め
ら
れ

て
い
く
の
で
主
体
的
に
参
加
し
て
い
る
感
覚
が
あ
る
よ
う
だ
。こ
う

し
た
授
業
内
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
グ
ラ
フ
は
、他
の
す
べて

の
授
業
資
料
と
一
緒
にG

oogle C
lassroom

内
の
授
業
ペ
ー
ジ

に
保
存
し
て
お
く
。熱
心
な
学
生
は
、事
前
の
予
習
に
加
え
て
、何

度
も
過
去
の
授
業
内
容
を
読
み
返
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
る
。

　
社
会
調
査
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
教
え
る
身
と
し
て
、学
問
と

は
机
の
上
だ
け
で
は
な
く
、フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
て
、見
て
感
じ
る
こ
と

か
ら
多
く
を
学
ぶ
も
の
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
再
び
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。コ
ロ
ナ
禍
で
は
、ド

キ
ュメ
ン
タ
リ
ー
映
像
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
を
見
せ
る
と
い
う
こ
と

が
精
一
杯
の
実
践
で
あ
っ
た
が
、感
染
状
況
が
落
ち
着
き
を
見
せ
始

め
た
今
年
度
の
演
習
の
授
業
で
は
、実
際
に
外
国
人
集
住
地
域
に

赴
き
、地
域
を
歩
い
て
み
る
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
る
。本
学
は
日
本

の
中
で
も
特
に
外
国
人
住
民
が
多
い
横
浜
市
に
位
置
し
て
お
り
、大

学
周
辺
に
は
イ
ン
ド
人
の
集
住
エ
リ
ア
が
あ
る
。授
業
の
一
貫
と
し

て
、実
際
に
イ
ン
ド
人
住
民
の
多
い
エ
リ
ア
を
散
策
し
た
。コ
ロ
ナ
禍

で
、ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
の
動
画
を
通
し
て
し
か「
大
学
」を
感
じ
ら
れ

な
い
期
間
が
長
か
っ
た
学
生
達
は
、教
室
の
外
に
出
て
、社
会
の
状

況
を
実
際
に
感
じ
る
こ
と
、人
と
触
れ
合
う
こ
と
に
飢
え
て
い
る
よ

う
に
感
じ
た
。文
献
か
ら
の
知
識
の
み
で
は
わ
か
ら
な
い
実
際
の
状

況
を
目
で
見
て
、耳
で
聞
き
、香
り
を
感
じ
た
後
、学
生
の
授
業
に

向
き
合
う
態
度
は
目
に
見
え
て
真
剣
に
な
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
失
わ
れ
た
も
の
の
中
か
ら
、必
要
な
学
び
の
在
り
方

を
取
り
戻
し
つ
つ
、新
た
に
得
た
ス
キ
ル
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
な

が
ら
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
教
育
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
授
業
実
践

山
本 

直
子

東
洋
英
和
女
学
院
大
学

国
際
社
会
学
部 

専
任
講
師

私の授業実践 ～教育現場の最前線から～
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猛
威
を
振
る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
落
ち
着
き
、２
０
２

３
年
５
月
に
は
、感
染
症
法
上
の
取
扱
い
が
５
類
と
な
っ
た
。こ
れ

に
伴
い
、本
学
で
も
こ
れ
ま
で
の
感
染
対
策
を
緩
和
し
、徐
々
に
コ

ロ
ナ
禍
以
前
の
授
業
実
践
が
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
私
が
本
学
で
担
当
し
て
い
る
の
は
主
に
社
会
学
で
あ
り
、特
に
多

文
化
共
生
や
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も※

の
貧
困
、国
際
移
住

に
関
す
る
講
義・演
習
が
中
心
で
あ
る
。コ
ロ
ナ
禍
で
の
着
任
と
な
っ

た
た
め
、初
年
度
に
は
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
制
限
が
あ
っ
た
り
、授

業
が
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
と
な
っ
た
り
も
し
た
。多
文
化
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
た
授
業
で
は
、様
々
な
立
場
の
学
生
と
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
な
い
こ
と
や
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
や
り
取

り
が
で
き
な
い
こ
と
は
大
き
な
痛
手
に
感
じ
た
。他
方
で
、予
想
外

に
長
引
い
た
コ
ロ
ナ
生
活
の
中
で
、若
者
た
ち
が
身
に
つ
け
た
ス
キ
ル

に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ
た
。制
限
の
中
で
学
生
た
ち
が
磨
い

た
能
力
や
、教
員
が
四
苦
八
苦
し
つ
つ
、ど
う
に
か
獲
得
し
た
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
特
殊
な
授
業
ス
キ
ル
は
、感
染
が
落
ち
着
き
、日
常
を

取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
大
学
の
授
業
を
進
化
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
思

う
。本
稿
で
は
、コ
ロ
ナ
が
収
束
し
か
け
て
い
る
現
在
に
お
け
る
、い

わ
ば
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
大
学
の
授
業
実
践
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
大
学
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
運
営
で
は
、Google 

C
lassroom

やG
oogle Form

s

な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム

を
活
用
す
る
こ
と
が
多
く
み
ら
れ
た
。感
染
が
落
ち
着
い
た
現
在
で

も
、私
はG

oogle Form
s

を
利
用
し
て
授
業
内
で
学
生
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
る
と
い
う
こ
と
を
よ
く
実
施
し
て
い
る
。例
え
ば
、日

本
の
多
文
化
的
状
況
に
つ
い
て
の
前
提
知
識
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る

の
か
を
知
り
た
け
れ
ば
、「
日
本
の
外
国
人
比
率
は
何
％
だ
と
思

う
？
」、社
会
保
障
に
関
す
る
前
提
知
識
を
知
り
た
け
れ
ば
、「
み

な
さ
ん
は
医
療
機
関
で
医
療
費
を
何
割
負
担
し
て
い
ま
す
か
？
」

と
授
業
内
で
聞
い
て
み
る
。事
前
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
用
意
し
て
お
き

ス
ク
リ
ー
ン
に
大
き
く
映
し
出
せ
ば
、学
生
は
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し

サ
ッ
と
読
み
こ
み
、も
の
の
１
、２
分
で
答
え
て
く
れ
る
の
で
、あ
っ
と

い
う
ま
に
ス
ク
リ
ー
ン
上
で
履
修
学
生
の
答
え
の
グ
ラ
フ
を
示
す
こ

と
が
で
き
る
。国
際
社
会
に
関
心
の
あ
る
学
生
が
多
い
た
め
か
、日

本
の
外
国
人
比
率
に
関
す
る
知
識
は
想
定
し
て
い
た
よ
り
も
前
提

知
識
の
あ
る
様
子
が
窺
え
た
も
の
の
、医
療
機
関
を
受
診
す
る
際

の
医
療
費
負
担
に
関
す
る
知
識
は
、こ
ち
ら
が
前
提
と
し
て
い
た
よ

り
も
ず
っ
と
正
解
率
が
低
く
驚
い
た
。10
割
負
担
だ
と
思
っ
て
い
る

学
生
も
い
れ
ば
、負
担
は
な
い
と
答
え
る
学
生
も
か
な
り
の
割
合
で

い
た
。コ
ロ
ナ
禍
で
医
療
費
の
公
費
負
担
が
例
外
的
な
運
用
と
な
っ

た
期
間
が
長
か
っ
た
た
め
の
混
乱
だ
ろ
う
か
。ま
ず
は
社
会
保
障
に

つ
い
て
の
一
般
的
な
知
識
を
身
に
付
け
さ
せ
て
か
ら
で
な
け
れ
ば
、

外
国
籍
の
場
合
の
社
会
保
障
の
説
明
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
判
断

し
、次
の
週
に
は
少
し
時
間
を
か
け
て
社
会
保
障
に
関
す
る
一
般

的
な
説
明
を
授
業
に
取
り
込
ん
だ
。こ
の
よ
う
に
、学
生
の
認
識
が

実
際
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
れ
ば
、丁
寧
に
説
明
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
し
、学
生
も
自
分
自
身
の
反
応
を
も
と
に
授
業
が
進
め
ら
れ

て
い
く
の
で
主
体
的
に
参
加
し
て
い
る
感
覚
が
あ
る
よ
う
だ
。こ
う

し
た
授
業
内
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
グ
ラ
フ
は
、他
の
す
べて

の
授
業
資
料
と
一
緒
にG

oogle C
lassroom

内
の
授
業
ペ
ー
ジ

に
保
存
し
て
お
く
。熱
心
な
学
生
は
、事
前
の
予
習
に
加
え
て
、何

度
も
過
去
の
授
業
内
容
を
読
み
返
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
る
。

　
社
会
調
査
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
教
え
る
身
と
し
て
、学
問
と

は
机
の
上
だ
け
で
は
な
く
、フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
て
、見
て
感
じ
る
こ
と

か
ら
多
く
を
学
ぶ
も
の
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
再
び
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。コ
ロ
ナ
禍
で
は
、ド

キ
ュメ
ン
タ
リ
ー
映
像
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
を
見
せ
る
と
い
う
こ
と

が
精
一
杯
の
実
践
で
あ
っ
た
が
、感
染
状
況
が
落
ち
着
き
を
見
せ
始

め
た
今
年
度
の
演
習
の
授
業
で
は
、実
際
に
外
国
人
集
住
地
域
に

赴
き
、地
域
を
歩
い
て
み
る
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
る
。本
学
は
日
本

の
中
で
も
特
に
外
国
人
住
民
が
多
い
横
浜
市
に
位
置
し
て
お
り
、大

学
周
辺
に
は
イ
ン
ド
人
の
集
住
エ
リ
ア
が
あ
る
。授
業
の
一
貫
と
し

て
、実
際
に
イ
ン
ド
人
住
民
の
多
い
エ
リ
ア
を
散
策
し
た
。コ
ロ
ナ
禍

で
、ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
の
動
画
を
通
し
て
し
か「
大
学
」を
感
じ
ら
れ

な
い
期
間
が
長
か
っ
た
学
生
達
は
、教
室
の
外
に
出
て
、社
会
の
状

況
を
実
際
に
感
じ
る
こ
と
、人
と
触
れ
合
う
こ
と
に
飢
え
て
い
る
よ

う
に
感
じ
た
。文
献
か
ら
の
知
識
の
み
で
は
わ
か
ら
な
い
実
際
の
状

況
を
目
で
見
て
、耳
で
聞
き
、香
り
を
感
じ
た
後
、学
生
の
授
業
に

向
き
合
う
態
度
は
目
に
見
え
て
真
剣
に
な
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
失
わ
れ
た
も
の
の
中
か
ら
、必
要
な
学
び
の
在
り
方

を
取
り
戻
し
つ
つ
、新
た
に
得
た
ス
キ
ル
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
な

が
ら
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
教
育
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
。

※
日
本
に
暮
ら
す
外
国
籍
の
子
ど
も
の
ほ
か
、本
人
は
日
本
国
籍
で
も
、外
国
育
ち
で

あ
っ
た
り
親
が
外
国
籍
で
あ
っ
た
り
す
る
な
ど
、様
々
な
形
で
外
国
と
の
つ
な
が
り
を

持
つ
子
ど
も
の
こ
と
を
指
す
。
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１
０
６
カ
国
・
地
域
か
ら
の
国
際
学
生
が
お
よ
そ
半
数
を
占
め
、

日
・
英
２
言
語
教
学
と
い
う
世
界
で
も
稀
有
な
国
際
大
学
で
あ
る

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学（
略
称
：
Ａ
Ｐ
Ｕ
／
大
分
県
別
府

市
）は
、２
０
２
３
年
４
月
に
、開
学（
２
０
０
０
年
）以
来
の
新
学
部

「
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
観
光
学
部
」（
英
語
名
：C

ollege of 
Sustainability and T

ourism

、略
称
：
Ｓ
Ｔ
）を
開
設
し
、

「
第
２
の
開
学
」を
迎
え
た
。本
稿
で
は
、Ｓ
Ｔ
の
設
立
背
景
・
教

育
理
念
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
の
特
徴
を
紹
介
す
る
。

1

社
会
課
題
解
決
の
使
命

国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、

21
世
紀
の
人
類
社
会
は
持
続
可
能
性（
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
）の

問
題
に
直
面
し
て
い
る
。最
も
喫
緊
の
社
会
課
題
と
し
て
、１
つ
目

は
、環
境
汚
染
、資
源
の
枯
渇
、気
候
変
動
な
ど
の
地
球
規
模
に

及
ぶ
環
境
問
題
、２
つ
目
は
、グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
弊
害
と
し

て
生
ま
れ
て
い
る
地
域
文
化
の
消
滅
・
格
差
問
題
、３
つ
目
は
、持

続
可
能
性
の
問
題
を
も
た
ら
す
現
在
の
社
会
・
経
済
の
仕
組
み
で

あ
る
。Ａ
Ｐ
Ｕ
が
教
育
と
研
究
を
通
じ
、こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向

か
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
実
践
し
て
い
く
人
材
を
育
成

し
輩
出
し
て
い
く
こ
と
が
、社
会
的
な
役
割
・
使
命
で
あ
る
と
考

は
じ
め
に

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
観
光
学
部
　
・
　
李リ 

燕エ
ン ﹇

サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
観
光
学
部
学
部
長
﹈

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を

世
界
で
実
践
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
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え
て
い
る
。

2

学
ぶ
領
域
の
独
自
性
：
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
×

観
光
で
文
理
融
合
の
ア
プ
ロ
ー
チ

そ
も
そ
も
、サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
自
体
が
先
進
的
な
学
問

で
あ
る
。世
界
の
ト
ッ
プ
校
に
お
い
て
、大
学
院
レ
ベ
ル
で
は
サ
ス
テ

イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
学
位
を
与
え
る
も
の
は
見
ら
れ
る
が
、学
部
レ
ベ

ル
の
教
育
は
少
な
い
。ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
が
２
０
２
２
年
秋
に

70
年
ぶ
り
に
新
し
く
設
立
し
た
学
部
も“Sustainability”

を

冠
す
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、こ
れ
か
ら
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
学
を
テ
ー
マ
と
す
る
学
部
は
多
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。

従
来
の
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
は〝
環
境
〟を
主
軸
に
、環
境
変

化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
そ
れ
ら
を
克
服
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
開
発
、

す
な
わ
ち
理
工
系
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
主
流
で
あ
る
が
、Ｓ
Ｔ
は
観
光

学
と
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
持
続
可
能
な
開
発
の〝
環
境
〟

以
外
の
３
要
素
、〝
社
会
〟〝
経
済
〟〝
文
化
〟に
つ
い
て
も
学
び
、文

系
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
に
な
る
。

サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
と
観
光
学
、一
見
そ
の
関
係
性
が
分
か

り
に
く
い
が
、実
際
、〝
観
光
学（T

ourism

）〟の
対
象
は
レ
ジ
ャ
ー

だ
け
で
な
く
、人
の
移
動
、物
流
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
、地
域
活

性
な
ど
を
含
ん
で
い
る
。観
光
は
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
存
在
す
る

産
業
で
あ
り
、観
光
客
は
地
域
特
有
の
環
境
・
歴
史
・
文
化
を
楽

し
む
も
の
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
資
源
を
発
見
し
、保
護
し
な
が
ら
、

そ
の
価
値
を
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
で
観
光
客
を
呼
び
、地
域
の

個
性
・
環
境
の
持
続
性
、文
化
の
保
護
、経
済
の
発
展
、社
会
の
安

定
、さ
ら
に
相
互
理
解
を
通
じ
て
世
界
平
和
へ
も
貢
献
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。こ
の
よ
う
に
、持
続
可
能
な
地
域
を
つ
く
る

に
は
、観
光
は
極
め
て
重
要
な
手
法
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

さ
ら
に
発
展
途
上
国
に
と
っ
て
は
、今
ま
で
先
進
国
が
通
っ
て
き

た
工
業
化
・
環
境
破
壊
を
も
た
ら
す
開
発
の
道
を
避
け
、観
光
を

通
じ
て
、地
域
の
環
境
や
社
会
、歴
史
文
化
資
源
を
保
護
し
な
が

ら
、経
済
発
展
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

3

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
体
設
計
：
基
礎
を
築
き
、理
論
を

纏ま
と

い
、実
践
で
磨
く

Ｓ
Ｔ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、［
図
１
］の
よ
う
に
、調
査
・
分
析
の
ス

キ
ル
を
し
っ
か
り
学
ん
だ
上
で
、９
つ
の
専
門
領
域
・
ゼ
ミ
演
習
、

現
場
で
の
実
習
と
の
往
復
で
学
び
を
深
化
さ
せ
る
設
計
に
な
っ
て

い
る
。調
査
・
分
析
ス
キ
ル
向
上
の
た
め
に
、１
回
生
に
は
言
語
、
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Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
、社
会
調
査
法
、統
計
学
、２
回
生
に
は
文
献
講

読
Ｉ
・
Ⅱ
、３
回
生
に
は
ゼ
ミ
、４
回
生
に
は
卒
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／

キ
ャッ
プ
ス
ト
ー
ン
が
系
統
的
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。

4

特
徴
１
：
９
つ
の
専
門
科
目
群
で
主
体
的
に
学
ぶ

［
図
２
］の
よ
う
に
Ｓ
Ｔ
で
は
、持
続
可
能
な
社
会
と
観
光
の
２
つ

の
分
野
を
中
心
に
、９
つ
の
科
目
群
を
用
意
し
て
い
る
。学
生
は
自

分
の
興
味
・
キ
ャ
リ
ア
に
基
づ
い
て
、目
安
と
し
て
そ
の
中
の
３
つ
を

選
び
、学
ん
で
い
く
。必
ず
３
つ
選
ぶ
と
い
う
固
い
構
造
で
は
な
い

が
、こ
の
よ
う
に
考
え
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、学
生
の
能
動
的
な
学

修
を
促
す
の
み
な
ら
ず
、幅
広
い
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
可
能
に
な
る
。

特
筆
す
べ
き
は「
社
会
起
業
」や「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
情
報

シ
ス
テ
ム
」の
科
目
群
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
科
目
群
を
設
け
る
こ
と

で
、イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
こ
と
を
自
ら
実
現
し
て
い
く
こ
と
や
、Ｄ
Ｘ

社
会
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

5

特
徴
２
：
産
学
官
連
携
の
リ
ア
ル
な
社
会
課
題
解
決

型
学
修

社
会
課
題
解
決
の
実
践
を
重
視
す
る
と
い
う
新
学
部
の
構
想

［図１］サステイナビリティ観光学部のカリキュラム全体設計
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を
発
表
し
て
以
来
、社
会
か
ら
大
き
な
関
心
を
頂
き
、多
く
の
協

力
の
オ
フ
ァ
ー
も
頂
い
て
い
る
。こ
れ
ら
の
自
治
体
、団
体
、企
業
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、教
学
・
研
究
を
通
じ
て
互
い
に
メ
リ
ッ
ト
の

あ
る
方
法
を
模
索
中
で
あ
る
。

教
学
に
お
い
て
は
、現
場
で
の
実
践
科
目
を
３
種
類
用
意
し
て
い

る
。１
つ
目
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
で
あ
る
。こ
れ
は
教
員
が
十
数

名
の
学
生
を
連
れ
て
、国
内
外
の
現
場
へ
行
き
、学
修
す
る
タ
イ
プ

で
あ
る
。２
つ
目
は
半
分
座
学
・
半
分
現
場
の
学
修
で
あ
り
、別
府

や
大
分
な
ど
１
日
で
往
復
で
き
る
現
場
を
利
用
す
る
。３
つ
目
は

専
門
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
あ
る
。本
学
と
企
業
・
団
体
等
で
協
働

開
発
を
行
っ
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
加
え
、世
界
中
に
存
在
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
教
育
的
効
果
の
高
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
学
生
が

参
加
す
る
。本
学
教
員
に
よ
る
授
業
や
指
導
と
組
み
合
わ
せ
て
実

践
的
に
学
ぶ
こ
と
で
、単
位
修
得
が
で
き
る
仕
組
み
も
設
け
る
。学

生
は
教
室
で
の
学
び
を
実
際
問
題
と
結
び
付
け
、将
来
の
キ
ャ
リ
ア

で
必
要
な
思
考
力
・
行
動
力
・
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
・
問
題

解
決
力
を
磨
く
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
さ
れ
る
。

［図２］９つの専門領域からなる専門科目群
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明
日
へ
の
試
み

［写真］阿蘇くじゅう国立公園でのミニフィールドスタディの様子
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6

特
徴
３
：
学
問
的
実
務
家
を
育
て
る
多
様
性
と
実
践

力
あ
る
教
授
陣

環
境
開
発
、観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は
元
々
、Ａ
Ｐ
Ｕ
に
強
み
の
あ

る
２
つ
の
学
修
分
野
で
あ
る
が
、既
存
の
教
員
を
核
に
さ
ら
に
世
界

中
か
ら
教
員
募
集
を
し
た
。現
在
は
13
カ
国
・
地
域
か
ら
の
約
30

名
の
教
員
が
Ｓ
Ｔ
に
所
属
し
て
い
る（
な
お
、言
語
や
教
養
科
目
担

当
は
含
ま
れ
な
い
）。中
に
は
学
術
ト
ッ
プ
の
国
際
誌
の
編
集
者
や
、

Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
、Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
、国
や
地
方
の
専
門
委
員
会
で
活
躍
す
る

理
論
と
実
践
両
方
を
受
け
持
つ
教
員
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。ま

た
、Ｊ
Ａ
Ｌ
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
と
協
定
を
結
び
、実
践
力
豊

富
な
教
員
を
数
年
単
位
で
Ｓ
Ｔ
に
招
き
、ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
教
員
と

一
緒
に
教
壇
に
立
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

7

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
学
ん
だ
人
た
ち
が
世
界
を
変
え
る

以
上
の
理
念
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
デ
ザ
イ
ン
の
下
で
、Ｓ
Ｔ
に
お
い
て

学
生
に
は
、学
ぶ
方
法
を
学
び
、持
続
可
能
な
開
発
を
深
く
理
解

し
実
践
に
応
用
で
き
る「
社
会
の
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
」・「
地
域
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
」に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。卒
業
後
の
進
路
と

し
て
は
、環
境
と
観
光
に
直
接
関
わ
る
国
際
・
国
内
の
機
関
、企

業
、団
体
の
他
、あ
ら
ゆ
る
企
業
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
推
進
部
門
、公
務
員
、

不
動
産
開
発
業
者
、地
域
づ
く
り
法
人
、起
業
家
な
ど
、国
内
外

の
地
域
レ
ベ
ル
で
活
躍
す
る
人
材
を
想
定
し
て
い
る
。

Ａ
Ｐ
Ｕ
は
開
学
以
来
、グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
で
活
躍
す
る
人

材
を
２
万
人
以
上
輩
出
し
て
き
た
。現
在
は「
Ａ
Ｐ
Ｕ
で
学
ん
だ

人
た
ち
が
世
界
を
変
え
る
。」と
い
う
２
０
３
０
ビ
ジ
ョ
ン
に
向
け

て
着
実
に
進
ん
で
い
る
。世
界
の
地
域
を
持
続
可
能
な
地
域
に
す

る
こ
の
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
観
光
学
部
の
学
生
は
、ま
さ
に
そ
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
具
現
化
す
る
人
に
な
る
で
あ
ろ
う
。



泉
は
地
下
水
を
浄
水
し
た
水
で
満
た
さ
れ
、中
で
は
１
５
０
匹
ほ

ど
の
鯉
が
飼
育
さ
れ
て
い
る
。泉
の
周
辺
に
は
樹
齢
７０
年
を
超
え

る
大
木
や
中
低
木
の
木
々
、下
草
が
生
い
茂
り
、毎
年
春
か
ら
初

　　
創
立
１
０
３
年
を
迎
え
た
昭
和
女

子
大
学
は
東
急
田
園
都
市
線
で
渋
谷

駅
か
ら
２
駅
の
三
軒
茶
屋
駅
徒
歩
７

分
、国
道
２
４
６
号
線
に
面
し
、都
心

へ
の
ア
ク
セ
ス
も
良
好
な
世
田
谷
区

太
子
堂
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
構
え
る
。構

内
に
は
６０
本
ほ
ど
の
保
存
樹
が
あ
り
、

正
門
通
り
の
並
木
を
抜
け
る
と
左
手

に
は
、「
昭
和
之
泉
」を
中
心
と
す
る

日
本
庭
園
が
広
が
る
。こ
ど
も
園
か

ら
大
学
院
ま
で
が
ワ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に

集
う
緑
豊
か
な
学
園
で
あ
る
。

　
昭
和
之
泉
は
、本
学
創
立
７０
周
年

を
記
念
し
て
整
備
さ
れ
た
日
本
庭
園

だ
。自
然
の
湧
き
水
を
利
用
し
た
滝

が
流
れ
る
ほ
か
、広
さ
約
５
０
０
㎡
の

夏
に
か
け
て
、カ
ル
ガ
モ
が
営
巣
す
る
貴
重
な
場
所
に
も
な
っ
て
い

る
。カ
ル
ガ
モ
の
ヒ
ナ
が
よ
ち
よ
ち
と
親
鳥
を
追
い
か
け
る
よ
う
に

行
進
し
、泉
に
ダ
イ
ビ
ン
グ
す
る
光
景
を
、昭
和
学
園
の
学
生・生

徒・児
童・教
職
員
、時
に
は
泉
に
隣
接
す
る
光
葉
博
物
館
を
訪
れ

た
人
た
ち
も
一
緒
に
な
っ
て
温
か
く
見
守
っ
て
い
る
。入
構
に
は
制

限
を
設
け
て
い
る
が
、昭
和
之
泉
は
地
域
交
流
の
場
、憩
い
の
場
と

し
て
一
般
に
も
開
放
し
て
お
り
、訪
れ
る
人
は
絶
え
な
い
。

　
昭
和
之
泉
は
単
に
景
観
を
め
で
る
憩
い
の
場
と
し
て
だ
け
で
な

く
、自
然
の
営
み
を
体
験
で
き
る
学
び
の
場
で
も
あ
る
。春
は
満
開

の
桜
の
下
で
お
弁
当
を
広
げ
た
り
、梅
の
果
実
を
収
穫
し
た
り
。夏

は
昆
虫
採
集
や
、果
実
が
オ
レ
ン
ジ
色
に
色
づ
い
て
柔
ら
か
く
な
っ

た
ビ
ワ
や
ザ
ク
ロ
、プ
ル
ー
ン
の
シ
ー
ズ
ン
だ
。秋
が
深
ま
る
と
紅
葉

が
見
頃
と
な
る
。完
熟
し
た
花
梨
を
収
穫
し
た
り
、学
寮
研
修
で

収
穫
し
た
芋
で
焼
き
芋
を
作
っ
た
り
と
、都
内
で
も
四
季
を
身
近

に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、泉
は
幼
魚
か
ら
成
魚
に
成
長
す

る
鯉
や
、そ
こ
に
集
ま
る
野
鳥
の
観
察
場
に
も
な
っ
て
い
る
。泉
の

魚
を
狙
う
ア
オ
サ
ギ
や
、カ
モ
の
ヒ
ナ
を
狙
う
カ
ラ
ス
な
ど
の
大
型

の
鳥
か
ら
、小
鳩
や
オ
ナ
ガ
、野
生
化
し
た
ワ
カ
ケ
ホ
ン
セ
イ
イ
ン

コ
、ヒ
ヨ
ド
リ
、ツ
バ
メ
、ス
ズ
メ
や
メ
ジ
ロ
、シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
等
多
く
の

野
鳥
が
生
息
す
る
。昭
和
之
泉
は
、昆
虫
を
食
す
小
鳥
、そ
の
小
鳥

を
狙
う
大
型
の
鳥
、は
た
ま
た
ト
カ
ゲ
や
小
動
物
を
狙
う
ハ
ク
ビ
シ
ン

ま
で
、食
物
連
鎖
を
垣
間
見
る
自
然
を
学
ぶ
場
で
も
あ
る
の
だ
。

　
多
く
の
水
を
蓄
え
る
こ
の
泉
は
、災
害
時
に
は
生
活
用
水
供
給

源
と
な
る
。そ
の
た
め
学
園
で
は
停
電
時
に
も
使
用
で
き
る
手
漕

ぎ
ポ
ン
プ
を
準
備
し
、万
一
の
場
合
に
も
備
え
て
い
る
。泉
は
四
季

を
め
で
、自
然
を
体
感
し
、緊
急
時
に
は
命
を
繋
ぐ
貴
重
な
水
源

と
な
っ
て
い
る
。

　「
泉
は
、泉
に
し
て
泉
に
あ
ら
ず
」で
あ
る
。 

緑
豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス

憩
い
の
場

［昭和女子大学］

泉は、泉にして泉にあらず
―昭和之泉―

比嘉 秀之　学校法人昭和女子大学 総務部部長代理渉外担当

加盟校の幸福度ランキングアップ 《水面編》

豊かな水をたたえる昭和之泉
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泉
は
地
下
水
を
浄
水
し
た
水
で
満
た
さ
れ
、中
で
は
１
５
０
匹
ほ

ど
の
鯉
が
飼
育
さ
れ
て
い
る
。泉
の
周
辺
に
は
樹
齢
７０
年
を
超
え

る
大
木
や
中
低
木
の
木
々
、下
草
が
生
い
茂
り
、毎
年
春
か
ら
初

　　
創
立
１
０
３
年
を
迎
え
た
昭
和
女

子
大
学
は
東
急
田
園
都
市
線
で
渋
谷

駅
か
ら
２
駅
の
三
軒
茶
屋
駅
徒
歩
７

分
、国
道
２
４
６
号
線
に
面
し
、都
心

へ
の
ア
ク
セ
ス
も
良
好
な
世
田
谷
区

太
子
堂
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
構
え
る
。構

内
に
は
６０
本
ほ
ど
の
保
存
樹
が
あ
り
、

正
門
通
り
の
並
木
を
抜
け
る
と
左
手

に
は
、「
昭
和
之
泉
」を
中
心
と
す
る

日
本
庭
園
が
広
が
る
。こ
ど
も
園
か

ら
大
学
院
ま
で
が
ワ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に

集
う
緑
豊
か
な
学
園
で
あ
る
。

　
昭
和
之
泉
は
、本
学
創
立
７０
周
年

を
記
念
し
て
整
備
さ
れ
た
日
本
庭
園

だ
。自
然
の
湧
き
水
を
利
用
し
た
滝

が
流
れ
る
ほ
か
、広
さ
約
５
０
０
㎡
の

夏
に
か
け
て
、カ
ル
ガ
モ
が
営
巣
す
る
貴
重
な
場
所
に
も
な
っ
て
い

る
。カ
ル
ガ
モ
の
ヒ
ナ
が
よ
ち
よ
ち
と
親
鳥
を
追
い
か
け
る
よ
う
に

行
進
し
、泉
に
ダ
イ
ビ
ン
グ
す
る
光
景
を
、昭
和
学
園
の
学
生・生

徒・児
童・教
職
員
、時
に
は
泉
に
隣
接
す
る
光
葉
博
物
館
を
訪
れ

た
人
た
ち
も
一
緒
に
な
っ
て
温
か
く
見
守
っ
て
い
る
。入
構
に
は
制

限
を
設
け
て
い
る
が
、昭
和
之
泉
は
地
域
交
流
の
場
、憩
い
の
場
と

し
て
一
般
に
も
開
放
し
て
お
り
、訪
れ
る
人
は
絶
え
な
い
。

　
昭
和
之
泉
は
単
に
景
観
を
め
で
る
憩
い
の
場
と
し
て
だ
け
で
な

く
、自
然
の
営
み
を
体
験
で
き
る
学
び
の
場
で
も
あ
る
。春
は
満
開

の
桜
の
下
で
お
弁
当
を
広
げ
た
り
、梅
の
果
実
を
収
穫
し
た
り
。夏

は
昆
虫
採
集
や
、果
実
が
オ
レ
ン
ジ
色
に
色
づ
い
て
柔
ら
か
く
な
っ

た
ビ
ワ
や
ザ
ク
ロ
、プ
ル
ー
ン
の
シ
ー
ズ
ン
だ
。秋
が
深
ま
る
と
紅
葉

が
見
頃
と
な
る
。完
熟
し
た
花
梨
を
収
穫
し
た
り
、学
寮
研
修
で

収
穫
し
た
芋
で
焼
き
芋
を
作
っ
た
り
と
、都
内
で
も
四
季
を
身
近

に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、泉
は
幼
魚
か
ら
成
魚
に
成
長
す

る
鯉
や
、そ
こ
に
集
ま
る
野
鳥
の
観
察
場
に
も
な
っ
て
い
る
。泉
の

魚
を
狙
う
ア
オ
サ
ギ
や
、カ
モ
の
ヒ
ナ
を
狙
う
カ
ラ
ス
な
ど
の
大
型

の
鳥
か
ら
、小
鳩
や
オ
ナ
ガ
、野
生
化
し
た
ワ
カ
ケ
ホ
ン
セ
イ
イ
ン

コ
、ヒ
ヨ
ド
リ
、ツ
バ
メ
、ス
ズ
メ
や
メ
ジ
ロ
、シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
等
多
く
の

野
鳥
が
生
息
す
る
。昭
和
之
泉
は
、昆
虫
を
食
す
小
鳥
、そ
の
小
鳥

を
狙
う
大
型
の
鳥
、は
た
ま
た
ト
カ
ゲ
や
小
動
物
を
狙
う
ハ
ク
ビ
シ
ン

ま
で
、食
物
連
鎖
を
垣
間
見
る
自
然
を
学
ぶ
場
で
も
あ
る
の
だ
。

　
多
く
の
水
を
蓄
え
る
こ
の
泉
は
、災
害
時
に
は
生
活
用
水
供
給

源
と
な
る
。そ
の
た
め
学
園
で
は
停
電
時
に
も
使
用
で
き
る
手
漕

ぎ
ポ
ン
プ
を
準
備
し
、万
一
の
場
合
に
も
備
え
て
い
る
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は
四
季

を
め
で
、自
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を
体
感
し
、緊
急
時
に
は
命
を
繋
ぐ
貴
重
な
水
源

と
な
っ
て
い
る
。

　「
泉
は
、泉
に
し
て
泉
に
あ
ら
ず
」で
あ
る
。 

学
び
の
場

命
を
繋
ぐ

水辺でくつろぐカルガモの親子
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関
西
学
院
大
学
の
西
宮
上
ケ
原

キ
ャ
ン
パ
ス
は
、海
と
山
に
挟
ま
れ
た
阪

神
間
に
位
置
し
て
い
る
。そ
の
地
形
ゆ

え
に
、大
阪
と
神
戸
か
ら
ほ
ど
近
い
場

所
に
あ
り
な
が
ら
、六
甲
山
系
の
清
流

が
キ
ャ
ン
パ
ス
の
特
色
と
なって
い
る
。

　
ウ
ィ
リ
ア
ム・メ
レ
ル・ヴ
ォ
ー
リ
ズ

が
設
計
し
た
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、時
計
台
と
中
央
芝
生
に
よ
って
知

ら
れ
て
い
る
。中
央
に
は
芝
生
の
空
間

が
広
が
り
、ス
パ
ニッ
シ
ュ・ミ
ッ
シ
ョン・

ス
タ
イ
ル
の
建
築
が
並
ん
で
い
る
。

　
そ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
う
る
お
い
を
与

え
て
い
る
の
が
、六
甲
の
清
流
で
あ

る
。時
計
台
の
向
こ
う
に
み
え
る
甲
山

か
ら
流
れ
て
く
る
澄
ん
だ
水
が
、キ
ャ
ン

パ
ス
内
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
石
張

り
の
水
路
を
流
れ
て
い
る
。

　
関
西
学
院
は
１
８
８
９
年
に
神
戸
市
郊
外
の
原
田
の
森（
現
在

の
神
戸
市
灘
区
、王
子
動
物
園
周
辺
）で
創
設
さ
れ
、１
９
２
９
年

に
現
在
の
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
と
移
転
し
て
い
る
。

　
上
ケ
原
台
地
は
、も
と
は
１７
世
紀
半
ば
に
開
発
さ
れ
た
新
田
で

あ
り
、甲
山
周
辺
の
源
流
か
ら
の
用
水
路
と
た
め
池
が
農
業
用
に

整
備
さ
れ
て
き
た
。現
在
も
キ
ャ
ン
パ
ス
の
な
か
を
２
つ
の
用
水
溝

が
通
っ
て
お
り
、そ
の
水
が
た
め
池
を
満
た
し
て
い
る
。

　
上
ケ
原
移
転
後
の
初
期
に
は
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
少
な
く
と
も

４
つ
の
池
が
存
在
し
て
い
た
。そ
の
う
ち
２
つ
の
池
は
す
で
に
姿
を

消
し
て
い
る
。ま
ず
、時
計
台
の
背
後（
西
側
）の
池
が
埋
め
立
て
ら

れ
、１
９
６
０
年
に
社
会
学
部
校
舎
、１
９
６
３
年
に
図
書
館
新
館

が
建
て
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、上
ケ
原
移
転
時
の
配
置
図
に
は
英
語

で「
ス
イ
ミ
ン
グ・プ
ー
ル
」と
記
さ
れ
た
池
が
み
ら
れ
る
が
、そ
の

場
所
に
は
１
９
５
９
年
に
体
育
館
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　
現
在
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、正
門
近
く
の
新
月
池
と
、日
本
庭
園

池
泉
と
い
う
２
つ
の
池
が
あ
る
。西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
正
門

か
ら
入
っ
て
、中
央
芝
生
の
手
前
で
左
に
向
か
う
と
、す
ぐ
左
側
に

み
え
て
く
る
の
が
新
月
池
で
あ
る
。

　
新
月
池
と
そ
の
周
辺
は
、２
０
０
４
年
に
大
規
模
な
整
備
が
行

わ
れ
、水
と
緑
の
豊
か
な
空
間
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。春
は
桜
の
見

ど
こ
ろ
で
も
あ
る
。

　
新
月
池
か
ら
西
に
少
し
歩
く
と
、も
う
１
つ
の
池
が
あ
る
。日
本

庭
園
の
池
泉
で
、亀
島
が
浮
か
び
、サ
ク
ラ
、カ
エ
デ
、ク
ロ
マ
ツ
な
ど

が
取
り
囲
ん
で
い
る
。阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
翌
１
９
９
６
年
に

は
、池
に
張
り
だ
す
デ
ッ
キ
と
、庭
園
内
を
回
遊
で
き
る
遊
歩
道
が

整
備
さ
れ
た
。池
の
そ
ば
に
は
四
阿
と
ベ
ン
チ
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、キ
ャ
ン
パ
ス
が
賑
わ
っ
て
い
る
と
き
で
も
、静
か
な
場
所
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
日
本
庭
園
か
ら
西
に
で
る
と
、大
学
図
書
館
の
南
側
に

は
サ
ン
ク
ン
ガ
ー
デ
ン
が
あ
り
、清
流
の
水
路
が
続
い
て
い
る
。図

書
館
と
時
計
台
の
北
側
に
ま
わ
る
と
、社
会
学
部
と
文
学
部
の
間

に
も
水
路
で
囲
ま
れ
た
公
園
の
よ
う
な
空
間
が
あ
る
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
の
魅
力
の
ひ
と
つ
は
、こ
う
し
た
水
辺
の
空
間
で
あ

る
。キ
ャ
ン
パ
ス
を
流
れ
る
水
路
を
た
ど
り
、池
畔
の
ベ
ン
チ
で
水
面

を
な
が
め
る
時
間
は
、キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に

し
て
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

時
計
台
と
中
央
芝
生
を

ふ
ち
ど
る
水
路

キ
ャ
ン
パ
ス
の
な
か
の
池

新
月
池
か
ら
日
本
庭
園
池
泉
へ

［関西学院大学］

水辺を歩く 
―関西学院大学と六甲の清流―

赤江 達也　関西学院大学社会学部教授 学院史編纂室長

加盟校の幸福度ランキングアップ 《水面編》

か
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関
西
学
院
大
学
の
西
宮
上
ケ
原

キ
ャ
ン
パ
ス
は
、海
と
山
に
挟
ま
れ
た
阪

神
間
に
位
置
し
て
い
る
。そ
の
地
形
ゆ

え
に
、大
阪
と
神
戸
か
ら
ほ
ど
近
い
場

所
に
あ
り
な
が
ら
、六
甲
山
系
の
清
流

が
キ
ャ
ン
パ
ス
の
特
色
と
なって
い
る
。

　
ウ
ィ
リ
ア
ム・メ
レ
ル・ヴ
ォ
ー
リ
ズ

が
設
計
し
た
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、時
計
台
と
中
央
芝
生
に
よ
って
知

ら
れ
て
い
る
。中
央
に
は
芝
生
の
空
間

が
広
が
り
、ス
パ
ニッ
シ
ュ・ミ
ッ
シ
ョン・

ス
タ
イ
ル
の
建
築
が
並
ん
で
い
る
。

　
そ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
う
る
お
い
を
与

え
て
い
る
の
が
、六
甲
の
清
流
で
あ

る
。時
計
台
の
向
こ
う
に
み
え
る
甲
山

か
ら
流
れ
て
く
る
澄
ん
だ
水
が
、キ
ャ
ン

パ
ス
内
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
石
張

り
の
水
路
を
流
れ
て
い
る
。

　
関
西
学
院
は
１
８
８
９
年
に
神
戸
市
郊
外
の
原
田
の
森（
現
在

の
神
戸
市
灘
区
、王
子
動
物
園
周
辺
）で
創
設
さ
れ
、１
９
２
９
年

に
現
在
の
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
と
移
転
し
て
い
る
。

　
上
ケ
原
台
地
は
、も
と
は
１７
世
紀
半
ば
に
開
発
さ
れ
た
新
田
で

あ
り
、甲
山
周
辺
の
源
流
か
ら
の
用
水
路
と
た
め
池
が
農
業
用
に

整
備
さ
れ
て
き
た
。現
在
も
キ
ャ
ン
パ
ス
の
な
か
を
２
つ
の
用
水
溝

が
通
っ
て
お
り
、そ
の
水
が
た
め
池
を
満
た
し
て
い
る
。

　
上
ケ
原
移
転
後
の
初
期
に
は
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
少
な
く
と
も

４
つ
の
池
が
存
在
し
て
い
た
。そ
の
う
ち
２
つ
の
池
は
す
で
に
姿
を

消
し
て
い
る
。ま
ず
、時
計
台
の
背
後（
西
側
）の
池
が
埋
め
立
て
ら

れ
、１
９
６
０
年
に
社
会
学
部
校
舎
、１
９
６
３
年
に
図
書
館
新
館

が
建
て
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、上
ケ
原
移
転
時
の
配
置
図
に
は
英
語

で「
ス
イ
ミ
ン
グ・プ
ー
ル
」と
記
さ
れ
た
池
が
み
ら
れ
る
が
、そ
の

場
所
に
は
１
９
５
９
年
に
体
育
館
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　
現
在
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、正
門
近
く
の
新
月
池
と
、日
本
庭
園

池
泉
と
い
う
２
つ
の
池
が
あ
る
。西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
正
門

か
ら
入
っ
て
、中
央
芝
生
の
手
前
で
左
に
向
か
う
と
、す
ぐ
左
側
に

み
え
て
く
る
の
が
新
月
池
で
あ
る
。

　
新
月
池
と
そ
の
周
辺
は
、２
０
０
４
年
に
大
規
模
な
整
備
が
行

わ
れ
、水
と
緑
の
豊
か
な
空
間
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。春
は
桜
の
見

ど
こ
ろ
で
も
あ
る
。

　
新
月
池
か
ら
西
に
少
し
歩
く
と
、も
う
１
つ
の
池
が
あ
る
。日
本

庭
園
の
池
泉
で
、亀
島
が
浮
か
び
、サ
ク
ラ
、カ
エ
デ
、ク
ロ
マ
ツ
な
ど

が
取
り
囲
ん
で
い
る
。阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
翌
１
９
９
６
年
に

は
、池
に
張
り
だ
す
デ
ッ
キ
と
、庭
園
内
を
回
遊
で
き
る
遊
歩
道
が

整
備
さ
れ
た
。池
の
そ
ば
に
は
四
阿
と
ベ
ン
チ
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、キ
ャ
ン
パ
ス
が
賑
わ
っ
て
い
る
と
き
で
も
、静
か
な
場
所
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
日
本
庭
園
か
ら
西
に
で
る
と
、大
学
図
書
館
の
南
側
に

は
サ
ン
ク
ン
ガ
ー
デ
ン
が
あ
り
、清
流
の
水
路
が
続
い
て
い
る
。図

書
館
と
時
計
台
の
北
側
に
ま
わ
る
と
、社
会
学
部
と
文
学
部
の
間

に
も
水
路
で
囲
ま
れ
た
公
園
の
よ
う
な
空
間
が
あ
る
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
の
魅
力
の
ひ
と
つ
は
、こ
う
し
た
水
辺
の
空
間
で
あ

る
。キ
ャ
ン
パ
ス
を
流
れ
る
水
路
を
た
ど
り
、池
畔
の
ベ
ン
チ
で
水
面

を
な
が
め
る
時
間
は
、キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に

し
て
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

あ
ず
ま 

や

新月池と水面に映る大学院２号館
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る
エ
リ
ア
は
少
な
く
な
っ
た
が
、も

と
も
と
崖
斜
面
は
豊
か
な
緑
地

帯
を
蓄
え
て
い
た
。そ
ん
な
国
分

寺
崖
線
の
一
角
が
、国
分
寺
の
東

経
大
メ
イ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
保

全
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
る
に
国
分
寺
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、国
分
寺
崖
線
を
挟
む
南
北
の

台
地
上
に
位
置
し
、北
側
の
校
舎

な
ど
の
建
物
を
配
置
し
て
い
る

「
武
蔵
野
面
」と
、崖
斜
面
及
び

崖
線
下
の「
立
川
面
」に
あ
る
緑
地
帯
に
分
け
ら
れ
る（
図
参
照
）。

こ
の
緑
地
帯
は
学
生
た
ち
が
愛
称
し
て
い
た「
東
経
の
森
」と
名
付

け
ら
れ
、多
種
多
様
な
動
植
物
の
宝
庫
と
な
って
い
る
。

　
大
岡
昇
平
の
小
説『
武
蔵
野
夫
人
』（※

の
ち
に
溝
口
健
二
監
督

に
よ
っ
て
映
画
化
）に
も
描
か
れ
た
こ
の
地
域
の「
は
け
」は
、東
経

の
森
の
中
に
も
見
ら
れ
、そ
こ
か
ら
浸
み
出
る
豊
か
な
湧
き
水
に

よ
っ
て
水
面
を
湛
え
て
い
る
。か
つ
て
そ
の
湧
き
水
を
使
っ
て
ワ
サ
ビ

栽
培
も
さ
れ
て
い
た
と
聞
く
水
辺
は
、１
９
６
６
年
に
学
内
の
日
本

庭
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、の
ち
に
当
時
の
学
長
の
名
を
と
っ
て「
新

　
Ｊ
Ｒ
国
分
寺
駅
を
南
口
に
降
り
る

と
、ま
ず
は
下
り
坂
で
線
路
の
高
さ
よ

り
だ
い
ぶ
下
り
、そ
し
て
ふ
た
た
び
線

路
の
高
さ
ま
で
上
り
坂
を
歩
い
て
東

京
経
済
大
学（
東
経
大
）の
正
門
に
着

く
、と
い
う
な
ん
と
も
不
思
議
な
道

筋
を
辿
る
こ
と
を
経
験
し
た
人
も
い

る
だ
ろ
う
。連
日
学
生
た
ち
が
歩
く

通
学
路
が
こ
の
よ
う
な
地
形
で
あ
る

の
は
、じ
つ
は「
国
分
寺
崖
線
」と
い
わ

れ
る
河
岸
段
丘
を
縦
走
し
な
が
ら
、

「
は
け
」と
呼
ば
れ
る
入
り
組
ん
だ
窪

地
に
沿
って
歩
い
て
い
た
か
ら
だ
。

　
国
分
寺
崖
線
を
つ
く
っ
た
の
は
太

古
の
多
摩
川（
一
級
河
川
）で
あ
り
、

多
摩
川
が
削
っ
て
形
成
さ
れ
た
最
大

20
ｍ
の
高
低
差
に
及
ぶ
段
丘
は
、東

京
西
部
の
立
川
か
ら
大
田
区
田
園

調
布
付
近
ま
で
続
く
。今
や
宅
地
化

で
こ
の
高
低
差
の
意
味
を
感
じ
ら
れ

次
郎
池
」と
名
付
け
ら
れ
て
今
日
に
至
る
。２
０
０
３
年
に
は「
東

京
の
名
湧
水
57
選
」に
選
ば
れ
た
実
績
も
あ
る
。

　
新
次
郎
池
周
辺
は
、高
木
の
ケ
ヤ
キ
、ミ
ズ
キ
、シ
ラ
カ
シ
、ス
ギ
な

ど
の
針
広
混
交
林
が
囲
ん
で
涼
し
い
日
陰
を
つ
く
り
、水
辺
を
好
む

植
物
の
群
落
と
と
も
に
、都
会
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
貴
重
な
オ
ア

シ
ス
と
な
って
い
る
。大
学
の
周
辺
四
方
は
住
宅
地
に
囲
ま
れ
て
い
る

こ
と
を
考
え
れ
ば
、新
次
郎
池
を
含
む
東
経
の
森
は
、地
元
住
民
に

と
って
も
憩
い
の
場
、自
然
観
察
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
る
資
源
で
あ

り
、大
学
と
地
域
が
つ
な
が
る「
縁
結
び
」ゾ
ー
ン
と
も
い
え
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、新
次
郎
池
も
整
備
さ
れ
て
か
ら
50
年
以
上
が

経
過
し
、周
辺
の
散
策
道
も
老
朽
化
が
激
し
く
、宅
地
化
の
進
行
で

湧
水
も
徐
々
に
減
少
し
て
、現
在
の
学
生
た
ち
に
と
っ
て
あ
ま
り
魅

力
的
な
環
境
と
は
い
い
が
た
い
状
況
に
あ
っ
た
。そ
こ
で
、東
経
大
創

立
１
２
０
周
年（
２
０
２
０
年
）事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
新
次
郎
池

周
辺
整
備
と
持
続
的
な
湧
水
確
保
の
計
画
が
位
置
づ
け
ら
れ
、最

新
の
造
園
技
術
を
駆
使
し
て
、自
然
の
景
観
や
生
態
系
を
損
ね
な

い
範
囲
で
の
大
幅
リ
ニュ
ー
ア
ル
が
実
行
さ
れ
た
の
だ
。

　
本
事
業
で
は
、来
訪
者
の「
歩
く
楽
し
さ・快
適
性
」と「
安
全

性
」に
と
く
に
留
意
す
る
と
と
も
に
、湧
水・池
周
り
の
親
水
化
に

よ
っ
て
、訪
れ
る
人
は
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
ゆ
っ
た
り
池

を
眺
め
て
、「
湧
水
ポ
イ
ン
ト
」で
直
接
水
に
触
れ
る
こ
と
も
で
き

る
。池
そ
の
も
の
の
持
続
可
能
性
と
い
う
課
題
に
も
挑
戦
し
て
、超

音
波
測
定
装
置
を
使
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の「
水
み
ち
」の
探
索
、地

下
水
の
湧
出
ポ
イ
ン
ト
と
池
の
深
さ
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
改
善
、護
岸

か
ら
の
漏
水
の
防
止
な
ど
数
々
の
工
夫
を
凝
ら
し
、豊
か
な
湧
水
と

満
水
の
池
の
風
景
を
取
り
戻
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
今
日
的
に
生
ま
れ
変
わっ
た
池
と
親
水
空
間
は
、

野
鳥
た
ち
に
も
憩
い
の
場
に
な
って
い
る
。こ
の
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
に
座
れ

ば
、野
鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
や
大
合
唱
、湧
き
水
の
音
色
、木
々
を
通

る
風
の
柔
ら
か
さ
が
お
の
ず
と
感
じ
取
れ
る
は
ず
。訪
れ
る
人
の
五

感
を
心
地
よ
く
く
す
ぐ
る
癒
し
の
空
間
は
、き
っ
と
こ
こ
が
都
会
の

キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
だ
と
い
う
こ
と
す
ら
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

［東京経済大学］

人と自然の営みが織りなす
豊かな水辺空間

尾崎 寛直　東京経済大学経済学部教授

加盟校の幸福度ランキングアップ 《水面編》

国分寺崖線の断面図
（出典）堀田進「多摩の地形と地質」東京経済大学多摩学研究会編
（1991）『多摩学のすすめ（Ⅰ）』けやき出版、238頁

が
い 

せ
ん
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る
エ
リ
ア
は
少
な
く
な
っ
た
が
、も

と
も
と
崖
斜
面
は
豊
か
な
緑
地

帯
を
蓄
え
て
い
た
。そ
ん
な
国
分

寺
崖
線
の
一
角
が
、国
分
寺
の
東

経
大
メ
イ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
保

全
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
る
に
国
分
寺
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、国
分
寺
崖
線
を
挟
む
南
北
の

台
地
上
に
位
置
し
、北
側
の
校
舎

な
ど
の
建
物
を
配
置
し
て
い
る

「
武
蔵
野
面
」と
、崖
斜
面
及
び

崖
線
下
の「
立
川
面
」に
あ
る
緑
地
帯
に
分
け
ら
れ
る（
図
参
照
）。

こ
の
緑
地
帯
は
学
生
た
ち
が
愛
称
し
て
い
た「
東
経
の
森
」と
名
付

け
ら
れ
、多
種
多
様
な
動
植
物
の
宝
庫
と
な
って
い
る
。

　
大
岡
昇
平
の
小
説『
武
蔵
野
夫
人
』（※

の
ち
に
溝
口
健
二
監
督

に
よ
っ
て
映
画
化
）に
も
描
か
れ
た
こ
の
地
域
の「
は
け
」は
、東
経

の
森
の
中
に
も
見
ら
れ
、そ
こ
か
ら
浸
み
出
る
豊
か
な
湧
き
水
に

よ
っ
て
水
面
を
湛
え
て
い
る
。か
つ
て
そ
の
湧
き
水
を
使
っ
て
ワ
サ
ビ

栽
培
も
さ
れ
て
い
た
と
聞
く
水
辺
は
、１
９
６
６
年
に
学
内
の
日
本

庭
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、の
ち
に
当
時
の
学
長
の
名
を
と
っ
て「
新

　
Ｊ
Ｒ
国
分
寺
駅
を
南
口
に
降
り
る

と
、ま
ず
は
下
り
坂
で
線
路
の
高
さ
よ

り
だ
い
ぶ
下
り
、そ
し
て
ふ
た
た
び
線

路
の
高
さ
ま
で
上
り
坂
を
歩
い
て
東

京
経
済
大
学（
東
経
大
）の
正
門
に
着

く
、と
い
う
な
ん
と
も
不
思
議
な
道

筋
を
辿
る
こ
と
を
経
験
し
た
人
も
い

る
だ
ろ
う
。連
日
学
生
た
ち
が
歩
く

通
学
路
が
こ
の
よ
う
な
地
形
で
あ
る

の
は
、じ
つ
は「
国
分
寺
崖
線
」と
い
わ

れ
る
河
岸
段
丘
を
縦
走
し
な
が
ら
、

「
は
け
」と
呼
ば
れ
る
入
り
組
ん
だ
窪

地
に
沿
って
歩
い
て
い
た
か
ら
だ
。

　
国
分
寺
崖
線
を
つ
く
っ
た
の
は
太

古
の
多
摩
川（
一
級
河
川
）で
あ
り
、

多
摩
川
が
削
っ
て
形
成
さ
れ
た
最
大

20
ｍ
の
高
低
差
に
及
ぶ
段
丘
は
、東

京
西
部
の
立
川
か
ら
大
田
区
田
園

調
布
付
近
ま
で
続
く
。今
や
宅
地
化

で
こ
の
高
低
差
の
意
味
を
感
じ
ら
れ

次
郎
池
」と
名
付
け
ら
れ
て
今
日
に
至
る
。２
０
０
３
年
に
は「
東

京
の
名
湧
水
57
選
」に
選
ば
れ
た
実
績
も
あ
る
。

　
新
次
郎
池
周
辺
は
、高
木
の
ケ
ヤ
キ
、ミ
ズ
キ
、シ
ラ
カ
シ
、ス
ギ
な

ど
の
針
広
混
交
林
が
囲
ん
で
涼
し
い
日
陰
を
つ
く
り
、水
辺
を
好
む

植
物
の
群
落
と
と
も
に
、都
会
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
貴
重
な
オ
ア

シ
ス
と
な
って
い
る
。大
学
の
周
辺
四
方
は
住
宅
地
に
囲
ま
れ
て
い
る

こ
と
を
考
え
れ
ば
、新
次
郎
池
を
含
む
東
経
の
森
は
、地
元
住
民
に

と
って
も
憩
い
の
場
、自
然
観
察
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
る
資
源
で
あ

り
、大
学
と
地
域
が
つ
な
が
る「
縁
結
び
」ゾ
ー
ン
と
も
い
え
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、新
次
郎
池
も
整
備
さ
れ
て
か
ら
50
年
以
上
が

経
過
し
、周
辺
の
散
策
道
も
老
朽
化
が
激
し
く
、宅
地
化
の
進
行
で

湧
水
も
徐
々
に
減
少
し
て
、現
在
の
学
生
た
ち
に
と
っ
て
あ
ま
り
魅

力
的
な
環
境
と
は
い
い
が
た
い
状
況
に
あ
っ
た
。そ
こ
で
、東
経
大
創

立
１
２
０
周
年（
２
０
２
０
年
）事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
新
次
郎
池

周
辺
整
備
と
持
続
的
な
湧
水
確
保
の
計
画
が
位
置
づ
け
ら
れ
、最

新
の
造
園
技
術
を
駆
使
し
て
、自
然
の
景
観
や
生
態
系
を
損
ね
な

い
範
囲
で
の
大
幅
リ
ニュ
ー
ア
ル
が
実
行
さ
れ
た
の
だ
。

　
本
事
業
で
は
、来
訪
者
の「
歩
く
楽
し
さ・快
適
性
」と「
安
全

性
」に
と
く
に
留
意
す
る
と
と
も
に
、湧
水・池
周
り
の
親
水
化
に

よ
っ
て
、訪
れ
る
人
は
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
ゆ
っ
た
り
池

を
眺
め
て
、「
湧
水
ポ
イ
ン
ト
」で
直
接
水
に
触
れ
る
こ
と
も
で
き

る
。池
そ
の
も
の
の
持
続
可
能
性
と
い
う
課
題
に
も
挑
戦
し
て
、超

音
波
測
定
装
置
を
使
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の「
水
み
ち
」の
探
索
、地

下
水
の
湧
出
ポ
イ
ン
ト
と
池
の
深
さ
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
改
善
、護
岸

か
ら
の
漏
水
の
防
止
な
ど
数
々
の
工
夫
を
凝
ら
し
、豊
か
な
湧
水
と

満
水
の
池
の
風
景
を
取
り
戻
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
今
日
的
に
生
ま
れ
変
わっ
た
池
と
親
水
空
間
は
、

野
鳥
た
ち
に
も
憩
い
の
場
に
な
って
い
る
。こ
の
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
に
座
れ

ば
、野
鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
や
大
合
唱
、湧
き
水
の
音
色
、木
々
を
通

る
風
の
柔
ら
か
さ
が
お
の
ず
と
感
じ
取
れ
る
は
ず
。訪
れ
る
人
の
五

感
を
心
地
よ
く
く
す
ぐ
る
癒
し
の
空
間
は
、き
っ
と
こ
こ
が
都
会
の

キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
だ
と
い
う
こ
と
す
ら
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

新次郎池とウッドデッキの親水空間

池につながるウッド調階段と見晴らしデッキ
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とのいけ・だいすけ
1975年生まれ、神奈川県出身。早稲
田実業学校高等部卒業後、早稲田大
学へ進学。早稲田大学ア式蹴球部で
活動後、1997年にＪリーグのベル
マーレ平塚に加入。横浜Ｆ・マリノス
などへの移籍を経て2007年に現役
を引退。電通、スカパー！に勤務後、
早稲田大学ア式蹴球部監督に就任。
2023年より横浜マリノス株式会社
経営企画部。
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ポジショニングを重視して
積み重ねてきた
セカンドキャリア
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現
在
は
、そ
の
中
で
僕
は〝
フ
リ
ー
マ
ン
〞と
し
て
、そ
こ
に
あ
る
状
況

を
広
く
深
く
見
て
感
じ
て
捉
え
、そ
し
て
考
え
て
、必
要
で
あ
れ
ば

手
伝
って
い
ま
す
。サ
ッ
カ
ー
の
練
習
で
も
少
人
数
で
敵
と
味
方
に
分

か
れ
て
戦
う
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、そ
こ
に
刺
激
を
与
え
る
た
め
に

中
立
的
に
ど
ち
ら
に
も
関
与
す
る
フ
リ
ー
マ
ン
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が

あ
り
ま
す
。僕
は
そ
の
フ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
の
本
物
を
ま
ず
目
指
し
た

い
。も
ち
ろ
ん
、明
確
に
担
う
べ
き
こ
と
も
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
し
、

だ
か
ら
こ
そ
今
は
、そ
の
ポ
ジ
シ
ョン
を
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

外
川
　
働
き
方
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
か
、ジ
ェ
ネ
ラ

リ
ス
ト
か
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、私
は
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
的
な
部
分

が
な
い
と
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
に
は

な
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ

の
点
、外
池
さ
ん
は
サ
ッ
カ
ー
と

い
う
軸
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、着
地

点
が
見
え
て
い
て
、フ
リ
ー
マ
ン

と
し
て
目
が
行
き
届
く
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

と
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
点
で
は
、監
督
と
し
て
持
ち
続

け
て
き
た
ポ
リ
シ
ー
と
相
通
じ
る
も
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。

外
川
　「
人
々
や
社
会
に〝
夢
〞と〝
活
力
〞を
も
た
ら
す
存
在
に
な

る
。」と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、外
池
さ
ん
は
そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
具
現
化
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
は
、「
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
り
た
い
」と

い
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
夢
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。で
す
か

ら
、ピ
ッ
チ
で
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、試
合

後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
練
習
し
て
い
る
姿
か
ら
も
、子
ど
も
た
ち
に

夢
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
う
し
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
、

ま
ず
は
選
手
が
自
覚
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

一
番
表
に
立
つ
選
手
や
監
督
だ
け
で
は
な
く
、現
場
の
ス
タ
ッ
フ
も

含
め
た
ク
ラ
ブ
全
体
で
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
を
伝
え
て
い
く
こ
と
、

さ
ら
に
は
フ
ァ
ン・サ
ポ
ー
タ
ー
や
パ
ー
ト
ナ
ー・ス
ポ
ン
サ
ー
、地

域
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

方
々
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
な
が
ら
一
つ
一
つ
の
業
務
を
行
う

こ
と
が
、ビ
ジ
ョ
ン
の
具
現
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

外
川
　
２
０
２
３
年
４
月
か
ら
横
浜
マ
リ
ノ
ス
株
式
会
社
に
入
社

さ
れ
て
ま
だ
半
年
ほ
ど
で
す
が
、す
で
に
ク
ラ
ブ
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
が

な
じ
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

外
池
　
そ
う
言
っ
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。実
際
に
は
ま

だ
試
行
錯
誤
の
連
続
で
す
が
、ク
ラ
ブ
の
歴
史
や
文
化
を
し
っ
か
り

学
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。入
社
し
た
ば
か
り
と
は
い
え
、

僕
は
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
と
は
深
い
縁
が
あ
る
ん
で
す
。１
９
８
５
年

に
、横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
の
前
身
で
あ
る
日
産
自
動
車
サ
ッ
カ
ー
部

が
、日
産
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
を
創
設
し
た
の
で
す
が
、僕
は
小
学

生
の
時
、選
抜
コ
ー
ス「
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
」の
１
期
生
だ
っ
た
ん
で

す
。そ
れ
ま
で
地
元
の
ク
ラ
ブ
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、

日
産
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
で
初
め
て
自
分
の
テ
リ
ト
リ
ー
外
の
指
導

者
や
選
手
た
ち
と
出
会
い
、サ
ッ
カ
ー
観
が
大
き
く
広
が
り
ま
し

た
。プ
ロ
に
な
っ
て
か
ら
も
、２
０
０
０
年
か
ら
３
年
間
、横
浜
Ｆ・マ

リ
ノ
ス
に
在
籍
し
て
プ
レ
ー
し
た
こ
と
も
あ
り
、僕
に
と
っ
て
は
特

別
な
ク
ラ
ブ
な
ん
で
す
。

外
川
　
選
手
と
し
て
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ

ス
に
所
属
し
て
い
た
時
も
、や
は
り
特

別
な
ク
ラ
ブ
だ
と
感
じ
て
い
ら
し
た

の
で
す
か
。

外
池
　
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
は
当
時
か

ら
常
に
優
勝
争
い
を
し
て
い
る
よ
う

な
強
い
チ
ー
ム
で
、日
本
代
表
に
選
ば

れ
る
選
手
も
多
く
所
属
し
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な
中
で
、自
分
は

付
い
て
い
く
の
に
精
一
杯
で
し
た
が
、そ
の
分
、鍛
え
ら
れ
ま
し
た

し
、視
野
が
大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。

外
川
　
Ｊ
リ
ー
グ
で
活
躍
さ
れ
、現
在
も
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
で

サ
ッ
カ
ー
に
関
わ
る
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、子
ど
も
の
頃
、

プ
ロ
選
手
に
な
り
た
い
と
夢
見
た
り
、サ
ッ
カ
ー
で
生
き
て
い
け
る

と
い
う
感
覚
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
小
学
生
の
頃
は
、ま
だ
Ｊ
リ
ー
グ
も
発
足
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
か
ら
、将
来
の
夢
も
、「
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
り
た
い
」

で
は
な
く
て
、「
サ
ッ
カ
ー
が
も
っ
と
う
ま
く
な
り
た
い
」く
ら
い
の

も
の
で
し
た
。ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
存
在
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、日

本
は
一
度
も
出
場
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、そ
も
そ
も

プ
ロ
リ
ー
グ
も
な
か
っ
た
の
で
、想
像
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、

無
縁
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。サ
ッ
カ
ー
で
生
き
て
い
け
る
と

は
全
く
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。む
し
ろ
親
か
ら
は「
サ
ッ
カ
ー

や
って
い
て
も
生
活
を
し
て
い
け
な
い
」と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

外
川
　
将
来
を
本
格
的
に
考
え
る
時
期
、高
校
３
年
生
の
時
に
Ｊ

リ
ー
グ
が
発
足
し
ま
し
た
が
、Ｊ
リ
ー
ガ
ー
を
目
指
そ
う
と
思
わ

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
そ
れ
も
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。僕
が
い
た
早
稲
田
実
業
学
校

高
等
部
は
、サ
ッ
カ
ー
で
一
度
も
全
国

大
会
に
出
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
か
ら
。た
だ
、早
稲
田
大
学
の

サ
ッ
カ
ー
部
と
同
じ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練

習
す
る
機
会
が
あ
り
、全
国
か
ら
集

ま
っ
た
優
秀
な
選
手
た
ち
の
プ
レ
ー
を
目
の
当
た
り
に
で
き
た
の

で
、さ
ら
に
上
の
レ
ベ
ル
の
サ
ッ
カ
ー
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

外
川
　
で
は
、サ
ッ
カ
ー
を
職
業
に
で
き
る
、Ｊ
リ
ー
ガ
ー
に
な
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
手
応
え
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い

つ
で
す
か
。

外
池
　
正
直
な
と
こ
ろ
、大
学
４
年
生
の
時
、ベ
ル
マ
ー
レ
平
塚
か

ら
オ
フ
ァ
ー
を
も
ら
う
ま
で
は
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
に
な
れ
る
と
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。１
年
生
の
時
か
ら
試
合
に
は
出
て
い
ま
し
た

が
、全
国
か
ら
素
晴
ら
し
い
選
手
が
毎
年
入
部
し
て
き
ま
す
か
ら
、

常
に
誰
か
に
追
い
抜
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
で
し
た
。危
機

感
か
ら
来
る
学
び
や
成
長
も
あ
り
ま
し
た
が
、そ
ん
な
状
況
で
し

た
か
ら
選
択
肢
と
し
て
就
職
活
動
も
し
て
い
た
ん
で
す
。オ
フ
ァ
ー

を
頂
い
て
初
め
て
、プ
ロへ
の
扉
が
開
い
た
と
感
じ
ま
し
た
。

外
川
　
プ
ロ
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
努
力
さ
れ
て
き
た
と
思
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、就
職
活
動
を
し
て
い
た
と
は
驚
き
で
す
。

外
池
　
も
ち
ろ
ん
、サ
ッ
カ
ー
が
大
好
き
で
、も
っ
と
う
ま
く
な
り

た
い
、試
合
で
勝
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
努
力
し
て
き
ま
し
た

が
、単
純
に
プ
ロ
に
な
る
こ
と
を
夢
に
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。な

ぜ
な
ら
、Ｊ
リ
ー
グ
の
盛
り
上
が
り
の
裏
で
、試
合
に
出
ら
れ
な

か
っ
た
り
、伸
び
悩
ん
だ
り
し
て
苦
し
ん
で
い
る
先
輩
の
姿
も
見
て

い
た
か
ら
で
す
。Ｊ
リ
ー
グ
は
華
や
か
な
世
界
に
見
え
ま
す
が
、や

は
り
光
の
部
分
と
影
の
部
分
が
あ
る
。で
す
か
ら
、プ
ロ
に
な
る
こ

と
に
対
し
て
も
慎
重
に
考
え
て
い
ま
し
た
。

外
川
　
大
学
生
の
頃
か
ら
サ
ッ
カ
ー
と
真
摯
に
向
き
合
わ
れ
て
い

た
の
で
す
ね
。

外
池
　
僕
は
早
稲
田
大
学
を
卒
業
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、ベ

ル
マ
ー
レ
平
塚
で
も
選
手
会
長
を
任
さ
れ
る
な
ど
、優
等
生
的
な

姿
を
求
め
ら
れ
る
立
場
に
い
ま
し
た
。し
か
し
、所
属
３
年
目
に

チ
ー
ム
の
成
績
が
思
わ
し
く
な
く
な
っ
た
時
、も
う
こ
の
悪
い
意
味

で
の
優
等
生
キ
ャ
ラ
か
ら
脱
却
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。そ
こ
で
、髪
を
脱
色
し
て
金
髪
に
し
た
ん
で
す
。す
る
と
自
分

の
中
で
何
か
が
吹
っ
切
れ
た
の
か
、す
ご
く
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。た
だ
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
真
面
目
に
や
る
だ
け
で
は
な

く
、自
ら
何
か
突
き
破
っ
て
い
く
こ
と
も
大
事
な
の
だ
と
プ
ロ
に

な
っ
て
か
ら
実
感
し
ま
し
た
。

　
ベ
ル
マ
ー
レ
平
塚
に
同
時
期
に
加
入
し
た
中
田
英
寿
さ
ん
は
、

監
督
か
ら
休
む
よ
う
に
言
わ
れ
て
も「
僕
は
世
界
を
目
指
し
て
い

る
か
ら
」と
簡
単
に
は
ね
の
け
る
。そ
う
し
て
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を

続
け
て
い
っ
た
。上
下
関
係
や
チ
ー
ム
プ
レ
ー
も
大
事
で
す
が
、突

き
抜
け
る
に
は
そ
う
し
た
姿
勢
も
必
要
な
の
だ
と
学
び
ま
し
た
。

外
川
　
早
稲
田
大
学
ア
式
蹴
球
部
の
監
督
と
し
て
、そ
う
し
た
現

役
時
代
の
経
験
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
Ｊ
リ
ー
グ
の
経
験
も
そ
う
で
す
が
、現
役
時
代
に
オ
フ
シ
ー

ズ
ン
を
利
用
し
て
、企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
た
り
、

そ
の
後
、電
通
や
ス
カ
パ
ー
！
と
い
っ
た
企
業
に
勤
め
た
経
験
も
指

導
に
反
映
さ
せ
ま
し
た
。大
学
時
代
は
、そ
の
先
に
あ
る
長
い
社
会

人
生
活
に
入
る
前
の
最
後
の
環
境
で
す
。だ
か
ら
こ
そ
、大
学
に
お

い
て
社
会
と
の
接
点
を
ど
の
よ
う
に
作
っ
て
い
く
か
が
大
事
に
な
り

ま
す
。そ
こ
で
、僕
が
取
り
組
ん
だ
こ
と
の
一
つ
が
、情
報
発
信
力
の

強
化
で
す
。昔
と
違
って
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
ツ
ー
ル
が
発
達
し
て
い
る
の

で
、部
活
動
で
の
取
り
組
み
や
試
合
の
情
報
な
ど
を
ど
ん
ど
ん
自
分

た
ち
で
発
信
し
て
い
け
る
。そ
う
す
る
こ
と
で
ま
る
で
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
よ
う
に
サ
ッ
カ
ー
界
や
社
会
と
の
接
点
が
生
ま
れ
ま
す
し
、

自
分
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
も
で
き
る
。大
学
サ
ッ
カ
ー
か
ら
プ
ロ

選
手
や
日
本
代
表
選
手
を
よ
り
多
く
輩
出
す
る
こ
と
も
目
標
に
し

て
い
た
の
で
す
が
、そ
の
点
で
も
情
報
発
信
力
を
高
め
る
こ
と
は
重

要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

外
川
　
外
池
さ
ん
な
ら
で
は
の
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
で

す
ね
。

外
池
　
監
督
就
任
当
時
、世
の
中
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿
が
炎
上
す
る

な
ど
、情
報
発
信
に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
と
い
う
空
気
が
ま
ん
延
し

て
い
ま
し
た
が
、そ
う
す
る
と
ど
ん
ど
ん
萎
縮
し
て
いって
、大
学
サ
ッ

カ
ー
界
が
村
社
会
化
し
て
し
ま
う
。だ
か
ら
こ
そ
、学
生
が
主
体
的
に

情
報
発
信
し
、状
況
を
打
ち
破
って
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
た
の

で
す
。そ
こ
か
ら
得
た
経
験
は
必
ず
大
き
な
糧
に
な
り
ま
す
か
ら
。

外
川
　
私
自
身
の
経
験
か
ら
し
て
も
、学
生
が
主
体
性
を
持
つ
こ
と

は
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
、受
動
性
を
持
た
せ
る
こ
と
と
の

バ
ラ
ン
ス
が
と
て
も
難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。外
池
さ
ん
は
そ
こ
を

ど
の
よ
う
に
指
導
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
僕
自
身
も
難
し
さ
を
痛
感
し
て
き
ま
し
た
。確
か
に
主
体

性
を
履
き
違
え
る
学
生
も
い
ま
し
た
が
、そ
の
場
で「
そ
れ
は
間
違
っ

て
い
る
」と
正
す
よ
う
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
は
極
力
避
け

る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。「
ど
う
し
て
そ
う
い
う
判
断
を
し
た
の

か
」、「
別
の
考
え
方
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」と
い
う
こ
と
を
尋
ね
、

最
終
的
に
は
学
生
本
人
が
決
断
を
下
せ
る
よ
う
な
流
れ
を
作
っ
て

いっ
た
の
で
す
。監
督
在
任
中
に
は
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
、学
生
も
苦
し

い
中
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。僕
自
身
、コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
で
果
た

し
て
こ
れ
が
正
解
な
の
か
と
悩
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。た
だ
、そ
う

し
た
中
で
こ
そ
、失
敗
し
て
も
そ
れ
を
生
か
し
て
挑
戦
す
る
姿
勢
を

大
人
が
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。僕
が
学
生
を
見

て
い
る
一
方
で
、僕
も
学
生
か
ら
見
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。横
浜

マ
リ
ノ
ス
に
転
職
す
る
こ
と
も
大
き
な
挑
戦
で
し
た
が
、学
生
た
ち
に

新
た
な
道
へ
進
む
姿
を
見
せ
る
こ
と
も
、僕
に
と
って
は
大
事
な
こ
と

で
し
た
。

外
川
　
外
池
さ
ん
自
身
、そ
う
し
て
引
退
後
の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア

を
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、新
し
い
世
界
に
飛
び
込
む

こ
と
に
対
し
て
迷
い
や
悩
み
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
僕
は
サ
ッ
カ
ー
で
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
大
切
に
し
て
き
ま
し

た
。サ
ッ
カ
ー
で
得
点
で
き
た
り
、失
点
し
た
り
す
る
の
は
、本
来
そ

こ
に
い
る
は
ず
の
人
が
い
な
い
と
い
う
よ
う
に
、ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
が

崩
れ
て
隙
が
で
き
た
時
な
の
で
す
。ス
タ
メ
ン
か
サ
ブ
だ
け
で
は
な

く
メ
ン
バ
ー
外
と
い
う
立
ち
位
置
も
含
め
て
、サ
ッ
カ
ー
で
は
い
ろ
い

ろ
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
が
、僕
は
決
し
て
特
段
ス

ピ
ー
ド
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、ま
た
ド
リ
ブ
ル
な
ど
ボ
ー
ル
扱
い

に
優
れ
た
選
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、常
に
ポ
ジ
シ
ョ

ニ
ン
グ
を
考
え
て
チ
ャ
ン
ス
を
作
る
こ
と
を
意
識
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
生
じ
る
局
面
の
変
化
や
意
外
性
に
、サ
ッ
カ
ー
の
醍
醐
味

を
感
じ
て
い
た
ん
で
す
。サ
ッ
カ
ー
の
世
界
か
ら
離
れ
て
も
そ
の
ス

タ
ン
ス
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
た
時
、企
業
で
社
会
経
験
を
積
ん
で

こ
な
か
っ
た
こ
と
は
弱
み
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、11
年
間
、Ｊ
リ
ー

ガ
ー
と
し
て
プ
レ
ー
を
し
て
き
た
経
験
は
、他
の
人
に
は
な
い
強
み

に
な
る
。そ
れ
を
使
って
、社
会
の
ど
う
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、ど
ん
な

ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
く
の
か
。こ
の
会
社
で
仕
事
を
す
れ
ば
、も

し
か
し
た
ら
す
ご
い
パ
ス
が
飛
ん
で
く
る
か
も
し
れ
な
い
。そ
う
考

え
る
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
ま
し
た
ね
。早
稲
田
大
学
の
監
督
の
話
が

来
た
時
も
そ
う
で
す
。サ
ッ
カ
ー
以
外
に
社
会
で
広
く
経
験
を

積
ん
だ
こ
と
は
、必
ず
大
き
な
武
器
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

外
川
　
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
さ
れ
て
、あ
ら
た
め
て
今
、〝
大
学
〞に

対
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

外
池
　
早
稲
田
大
学
で
サ
ッ
カ
ー
に
励
む
中
で
、自
分
の
フ
ィ
ー
ル

ド
が
地
元
と
い
う
狭
い
世
界
か
ら
日
本
全
国
に
広
が
って
い
き
ま
し

た
。Ｊ
リ
ー
グ
に
入
っ
て
か
ら
の
広
が
り
も
そ
の
延
長
上
に
あ
っ
た

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。し
か
し
、一
時
期
は
早
稲
田
大
学
と
い
う

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
縛
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
息
苦
し
さ
を
感
じ
て
い
た
こ

と
も
事
実
で
す
。早
く
そ
こ
か
ら
脱
却
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り

ま
し
た
。で
も
、ア
式
蹴
球
部
の
監
督
に
就
任
し
て
か
ら
早
稲
田
大

学
に
つ
い
て
熱
心
に
学
ん
だ
ん
で
す
。創
設
者
の
大
隈
重
信
の
足
跡

を
た
ど
っ
た
り
、学
生
街
の
い
ろ
い
ろ
な
お
店
を
食
べ
歩
い
た
り
。

そ
ん
な
中
で
印
象
に
残
っ
た
の
が
、早
稲
田
大
学
の
校
歌
に
あ
っ
た

一
つ
の
フ
レ
ー
ズ
で
し
た
。「
集
り
散
じ
て 

人
は
変
れ
ど 

仰
ぐ
は
同

じ
き 

理
想
の
光
」。僕
自
身
も
歌
詞
の
通
り
、早
稲
田
大
学
に
集

ま
って
、散
じ
て
いっ
た
わ
け
で
す
。

　
監
督
に
就
任
し
て
間
も
な
い
頃
に
、田
中
総
長
に
お
会
い
す
る
機

会
が
あ
り
、「
僕
は
早
稲
田
が
嫌
に
な
っ
て
出
て
い
き
ま
し
た
。そ
ん

な
人
間
が
監
督
を
務
め
て
い
て
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
？
」と
尋
ね
た

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。す
る
と
田
中
総
長
か
ら「
そ
う
い
う
人
間

が
、一
番
、早
稲
田
っ
ぽ
い
ん
だ
よ
ね
」と
返
さ
れ
ま
し
た
。そ
う
し

た
経
験
が
あ
っ
て
、早
稲
田
大
学
っ
て
懐
が
深
い
の
だ
な
と
感
じ
ま

し
た
。大
学
に
入
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、み
ん
な
方
々
に
散
っ
て
挑

戦
し
て
い
く
。早
稲
田
大
学
は
そ
う
い
う
場
な
の
だ
ろ
う
と
。だ
か

ら
こ
そ
社
会
に
出
て
、組
織
の
枠
や
利
害
関
係
に
縛
ら
れ
た
り
す
る

中
で
、視
野
が
狭
く
な
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。学
生
時
代
も

監
督
に
な
っ
て
か
ら
も
、そ
う
い
う
環
境
で
学
べて
い
た
の
だ
と
あ
ら

た
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

外
川
　
サ
ッ
カ
ー
で
、社
会
で
、さ
ま
ざ
ま
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
経
験
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、自
分
に
一
番
し
っ
く
り
く
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
見
い

だ
せ
ま
し
た
か
。

外
池
　
難
し
い
質
問
で
す
ね
。や
る
べ
き
こ
と
は
見
え
て
い
ま
す
が
、

ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、い
ま
だ
に
模
索
中
で
す
か
ね
。例
え
ば
、ホ
ー

ム
で
試
合
が
あ
る
時
は
ス
タ
ッ
フ
総
出
で
運
営
に
当
た
る
の
で
す
が
、

そ
の
際
、発
券
や
設
営
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
が
発
生
し
ま
す
。今

身
に
付
け
ら
れ
て
い
る
社
員
証
の
裏
側
に
は
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
の

ク
ラ
ブ・フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
が
書
か
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

外
池
　
僕
が
入
社
す
る
前
の
２
０
２
２
年
に
、ク
ラ
ブ
創
設
30
周

年
を
機
に
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
を
作
り
ま
し
た
。Ｊ
リ
ー
グ
に
所
属
す

る
一
つ
の
ク
ラ
ブ
と
し
て
、横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
に
関
わ
る
人
た
ち
が

共
有
し
、定
着
す
べ
き
考
え
方
と
し
て
、ミ
ッ
シ
ョ
ン
、ビ
ジ
ョ
ン
、バ

リ
ュ
ー
、カ
ル
チ
ャ
ー
の
４
つ
を
明
文
化
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

外
川
　
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、「〝
喜
怒
哀
楽
〞に
あ
ふ
れ
る
豊
か
な

体
験
を
提
供
し
続
け
る
。」と
あ
り
ま
す
。

外
池
　
ス
ポ
ー
ツ
に
は
勝
つ
喜
び
も
あ
り
ま
す
が
、当
然
、負
け
て

悲
し
む
時
も
あ
り
ま
す
。勝
つ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
目
指
し
ま
す
が
、

そ
こ
に
は
楽
し
い
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、喜
怒
哀
楽
全
て
を
含
む

体
験
を
、サ
ッ
カ
ー
を
中
心
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通

じ
て
共
有
、共
感
し
、提
供
し
て
い
く
こ
と
に
価
値
を
置
い
て
い
る

の
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

外
川
　
喜
怒
哀
楽
の
全
て
を
感
じ
る
こ
と
で
人
生
が
豊
か
に
な

り
、人
と
し
て
成
長
で
き
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

外
池
　
５
年
間
、早
稲
田
大
学
ア
式
蹴
球
部
の
監
督
を
務
め
ま

し
た
が
、頑
張
っ
て
挑
戦
し
て
も
エ
ラ
ー
が
出
て
し
ま
う
こ
と
は
当

然
あ
り
ま
す
。し
か
し
、そ
こ
か
ら
学
ん
で
次
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

外
川
　
本
日
は
、新
横
浜
に
あ
る
横
浜
マ
リ
ノ
ス
株
式
会
社
に
来

て
い
ま
す
。お
話
を
伺
う
の
は
、経
営
企
画
部
の
外
池
大
亮
さ
ん
。

早
稲
田
大
学
を
卒
業
後
、１
９
９
７
年
に
Ｊ
リ
ー
グ
の
ベ
ル
マ
ー

レ
平
塚
に
所
属
し
て
活
躍
。そ
の
後
、横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
な
ど
を

経
て
、現
役
引
退
後
は
、電
通
と
ス
カ
パ
ー
！
で
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ

ア
を
積
み
、現
在
に
至
り
ま
す
。ま
た
、２
０
１
８
年
か
ら
は
出
身

大
学
で
あ
る
早
稲
田
大
学
ア
式
蹴
球
部
の
監
督
も
務
め
ま
し
た
。

今
回
は
外
池
さ
ん
に
、学
生
時
代
か
ら
今
の
お
仕
事
ま
で
幅
広
く

お
話
を
伺
い
ま
す
。今
日
は
爽
や
か
な
ブ
ル
ー
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着

ら
れ
て
い
ま
す
ね
。お
仕
事
を
さ
れ
る
時
は
こ
う
い
う
ス
タ
イ
ル
が

多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
の
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
が
、赤
・
白
・
青
の
ト

リ
コ
ロ
ー
ル
な
の
で
、ブ
ル
ー
系
の
色
の
服
を
着
る
こ
と
が
多
い
で

す
ね
。あ
ら
た
め
て
、チ
ー
ム
カ
ラ
ー
と
い
う
も
の
を
意
識
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
し
、こ
の
色
を
濁
ら
せ
る
こ
と
な
く
、よ
り
輝
か

せ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
気
を
引
き
締
め
て
い
ま
す
。

外
川
　
組
織
に
な
じ
む
こ
と
を
大
切
に
さ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

ク
ラ
ブ
の
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
を

具
現
化
す
る
た
め
に
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現
在
は
、そ
の
中
で
僕
は〝
フ
リ
ー
マ
ン
〞と
し
て
、そ
こ
に
あ
る
状
況

を
広
く
深
く
見
て
感
じ
て
捉
え
、そ
し
て
考
え
て
、必
要
で
あ
れ
ば

手
伝
って
い
ま
す
。サ
ッ
カ
ー
の
練
習
で
も
少
人
数
で
敵
と
味
方
に
分

か
れ
て
戦
う
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、そ
こ
に
刺
激
を
与
え
る
た
め
に

中
立
的
に
ど
ち
ら
に
も
関
与
す
る
フ
リ
ー
マ
ン
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が

あ
り
ま
す
。僕
は
そ
の
フ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
の
本
物
を
ま
ず
目
指
し
た

い
。も
ち
ろ
ん
、明
確
に
担
う
べ
き
こ
と
も
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
し
、

だ
か
ら
こ
そ
今
は
、そ
の
ポ
ジ
シ
ョン
を
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

外
川
　
働
き
方
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
か
、ジ
ェ
ネ
ラ

リ
ス
ト
か
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、私
は
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
的
な
部
分

が
な
い
と
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
に
は

な
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ

の
点
、外
池
さ
ん
は
サ
ッ
カ
ー
と

い
う
軸
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、着
地

点
が
見
え
て
い
て
、フ
リ
ー
マ
ン

と
し
て
目
が
行
き
届
く
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

と
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
点
で
は
、監
督
と
し
て
持
ち
続

け
て
き
た
ポ
リ
シ
ー
と
相
通
じ
る
も
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。

外
川
　「
人
々
や
社
会
に〝
夢
〞と〝
活
力
〞を
も
た
ら
す
存
在
に
な

る
。」と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、外
池
さ
ん
は
そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
具
現
化
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
は
、「
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
り
た
い
」と

い
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
夢
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。で
す
か

ら
、ピ
ッ
チ
で
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、試
合

後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
練
習
し
て
い
る
姿
か
ら
も
、子
ど
も
た
ち
に

夢
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
う
し
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
、

ま
ず
は
選
手
が
自
覚
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

一
番
表
に
立
つ
選
手
や
監
督
だ
け
で
は
な
く
、現
場
の
ス
タ
ッ
フ
も

含
め
た
ク
ラ
ブ
全
体
で
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
を
伝
え
て
い
く
こ
と
、

さ
ら
に
は
フ
ァ
ン・サ
ポ
ー
タ
ー
や
パ
ー
ト
ナ
ー・ス
ポ
ン
サ
ー
、地

域
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

方
々
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
な
が
ら
一
つ
一
つ
の
業
務
を
行
う

こ
と
が
、ビ
ジ
ョ
ン
の
具
現
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

外
川
　
２
０
２
３
年
４
月
か
ら
横
浜
マ
リ
ノ
ス
株
式
会
社
に
入
社

さ
れ
て
ま
だ
半
年
ほ
ど
で
す
が
、す
で
に
ク
ラ
ブ
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
が

な
じ
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

外
池
　
そ
う
言
っ
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。実
際
に
は
ま

だ
試
行
錯
誤
の
連
続
で
す
が
、ク
ラ
ブ
の
歴
史
や
文
化
を
し
っ
か
り

学
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。入
社
し
た
ば
か
り
と
は
い
え
、

僕
は
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
と
は
深
い
縁
が
あ
る
ん
で
す
。１
９
８
５
年

に
、横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
の
前
身
で
あ
る
日
産
自
動
車
サ
ッ
カ
ー
部

が
、日
産
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
を
創
設
し
た
の
で
す
が
、僕
は
小
学

生
の
時
、選
抜
コ
ー
ス「
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
」の
１
期
生
だ
っ
た
ん
で

す
。そ
れ
ま
で
地
元
の
ク
ラ
ブ
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、

日
産
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
で
初
め
て
自
分
の
テ
リ
ト
リ
ー
外
の
指
導

者
や
選
手
た
ち
と
出
会
い
、サ
ッ
カ
ー
観
が
大
き
く
広
が
り
ま
し

た
。プ
ロ
に
な
っ
て
か
ら
も
、２
０
０
０
年
か
ら
３
年
間
、横
浜
Ｆ・マ

リ
ノ
ス
に
在
籍
し
て
プ
レ
ー
し
た
こ
と
も
あ
り
、僕
に
と
っ
て
は
特

別
な
ク
ラ
ブ
な
ん
で
す
。

外
川
　
選
手
と
し
て
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ

ス
に
所
属
し
て
い
た
時
も
、や
は
り
特

別
な
ク
ラ
ブ
だ
と
感
じ
て
い
ら
し
た

の
で
す
か
。

外
池
　
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
は
当
時
か

ら
常
に
優
勝
争
い
を
し
て
い
る
よ
う

な
強
い
チ
ー
ム
で
、日
本
代
表
に
選
ば

れ
る
選
手
も
多
く
所
属
し
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な
中
で
、自
分
は

付
い
て
い
く
の
に
精
一
杯
で
し
た
が
、そ
の
分
、鍛
え
ら
れ
ま
し
た

し
、視
野
が
大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。

外
川
　
Ｊ
リ
ー
グ
で
活
躍
さ
れ
、現
在
も
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
で

サ
ッ
カ
ー
に
関
わ
る
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、子
ど
も
の
頃
、

プ
ロ
選
手
に
な
り
た
い
と
夢
見
た
り
、サ
ッ
カ
ー
で
生
き
て
い
け
る

と
い
う
感
覚
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
小
学
生
の
頃
は
、ま
だ
Ｊ
リ
ー
グ
も
発
足
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
か
ら
、将
来
の
夢
も
、「
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
り
た
い
」

で
は
な
く
て
、「
サ
ッ
カ
ー
が
も
っ
と
う
ま
く
な
り
た
い
」く
ら
い
の

も
の
で
し
た
。ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
存
在
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、日

本
は
一
度
も
出
場
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、そ
も
そ
も

プ
ロ
リ
ー
グ
も
な
か
っ
た
の
で
、想
像
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、

無
縁
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。サ
ッ
カ
ー
で
生
き
て
い
け
る
と

は
全
く
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。む
し
ろ
親
か
ら
は「
サ
ッ
カ
ー

や
って
い
て
も
生
活
を
し
て
い
け
な
い
」と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

外
川
　
将
来
を
本
格
的
に
考
え
る
時
期
、高
校
３
年
生
の
時
に
Ｊ

リ
ー
グ
が
発
足
し
ま
し
た
が
、Ｊ
リ
ー
ガ
ー
を
目
指
そ
う
と
思
わ

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
そ
れ
も
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。僕
が
い
た
早
稲
田
実
業
学
校

高
等
部
は
、サ
ッ
カ
ー
で
一
度
も
全
国

大
会
に
出
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
か
ら
。た
だ
、早
稲
田
大
学
の

サ
ッ
カ
ー
部
と
同
じ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練

習
す
る
機
会
が
あ
り
、全
国
か
ら
集

ま
っ
た
優
秀
な
選
手
た
ち
の
プ
レ
ー
を
目
の
当
た
り
に
で
き
た
の

で
、さ
ら
に
上
の
レ
ベ
ル
の
サ
ッ
カ
ー
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

外
川
　
で
は
、サ
ッ
カ
ー
を
職
業
に
で
き
る
、Ｊ
リ
ー
ガ
ー
に
な
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
手
応
え
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い

つ
で
す
か
。

外
池
　
正
直
な
と
こ
ろ
、大
学
４
年
生
の
時
、ベ
ル
マ
ー
レ
平
塚
か

ら
オ
フ
ァ
ー
を
も
ら
う
ま
で
は
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
に
な
れ
る
と
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。１
年
生
の
時
か
ら
試
合
に
は
出
て
い
ま
し
た

が
、全
国
か
ら
素
晴
ら
し
い
選
手
が
毎
年
入
部
し
て
き
ま
す
か
ら
、

常
に
誰
か
に
追
い
抜
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
で
し
た
。危
機

感
か
ら
来
る
学
び
や
成
長
も
あ
り
ま
し
た
が
、そ
ん
な
状
況
で
し

た
か
ら
選
択
肢
と
し
て
就
職
活
動
も
し
て
い
た
ん
で
す
。オ
フ
ァ
ー

を
頂
い
て
初
め
て
、プ
ロへ
の
扉
が
開
い
た
と
感
じ
ま
し
た
。

外
川
　
プ
ロ
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
努
力
さ
れ
て
き
た
と
思
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、就
職
活
動
を
し
て
い
た
と
は
驚
き
で
す
。

外
池
　
も
ち
ろ
ん
、サ
ッ
カ
ー
が
大
好
き
で
、も
っ
と
う
ま
く
な
り

た
い
、試
合
で
勝
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
努
力
し
て
き
ま
し
た

が
、単
純
に
プ
ロ
に
な
る
こ
と
を
夢
に
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。な

ぜ
な
ら
、Ｊ
リ
ー
グ
の
盛
り
上
が
り
の
裏
で
、試
合
に
出
ら
れ
な

か
っ
た
り
、伸
び
悩
ん
だ
り
し
て
苦
し
ん
で
い
る
先
輩
の
姿
も
見
て

い
た
か
ら
で
す
。Ｊ
リ
ー
グ
は
華
や
か
な
世
界
に
見
え
ま
す
が
、や

は
り
光
の
部
分
と
影
の
部
分
が
あ
る
。で
す
か
ら
、プ
ロ
に
な
る
こ

と
に
対
し
て
も
慎
重
に
考
え
て
い
ま
し
た
。

外
川
　
大
学
生
の
頃
か
ら
サ
ッ
カ
ー
と
真
摯
に
向
き
合
わ
れ
て
い

た
の
で
す
ね
。

外
池
　
僕
は
早
稲
田
大
学
を
卒
業
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、ベ

ル
マ
ー
レ
平
塚
で
も
選
手
会
長
を
任
さ
れ
る
な
ど
、優
等
生
的
な

姿
を
求
め
ら
れ
る
立
場
に
い
ま
し
た
。し
か
し
、所
属
３
年
目
に

チ
ー
ム
の
成
績
が
思
わ
し
く
な
く
な
っ
た
時
、も
う
こ
の
悪
い
意
味

で
の
優
等
生
キ
ャ
ラ
か
ら
脱
却
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。そ
こ
で
、髪
を
脱
色
し
て
金
髪
に
し
た
ん
で
す
。す
る
と
自
分

の
中
で
何
か
が
吹
っ
切
れ
た
の
か
、す
ご
く
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。た
だ
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
真
面
目
に
や
る
だ
け
で
は
な

く
、自
ら
何
か
突
き
破
っ
て
い
く
こ
と
も
大
事
な
の
だ
と
プ
ロ
に

な
っ
て
か
ら
実
感
し
ま
し
た
。

　
ベ
ル
マ
ー
レ
平
塚
に
同
時
期
に
加
入
し
た
中
田
英
寿
さ
ん
は
、

監
督
か
ら
休
む
よ
う
に
言
わ
れ
て
も「
僕
は
世
界
を
目
指
し
て
い

る
か
ら
」と
簡
単
に
は
ね
の
け
る
。そ
う
し
て
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を

続
け
て
い
っ
た
。上
下
関
係
や
チ
ー
ム
プ
レ
ー
も
大
事
で
す
が
、突

き
抜
け
る
に
は
そ
う
し
た
姿
勢
も
必
要
な
の
だ
と
学
び
ま
し
た
。

外
川
　
早
稲
田
大
学
ア
式
蹴
球
部
の
監
督
と
し
て
、そ
う
し
た
現

役
時
代
の
経
験
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
Ｊ
リ
ー
グ
の
経
験
も
そ
う
で
す
が
、現
役
時
代
に
オ
フ
シ
ー

ズ
ン
を
利
用
し
て
、企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
た
り
、

そ
の
後
、電
通
や
ス
カ
パ
ー
！
と
い
っ
た
企
業
に
勤
め
た
経
験
も
指

導
に
反
映
さ
せ
ま
し
た
。大
学
時
代
は
、そ
の
先
に
あ
る
長
い
社
会

人
生
活
に
入
る
前
の
最
後
の
環
境
で
す
。だ
か
ら
こ
そ
、大
学
に
お

い
て
社
会
と
の
接
点
を
ど
の
よ
う
に
作
っ
て
い
く
か
が
大
事
に
な
り

ま
す
。そ
こ
で
、僕
が
取
り
組
ん
だ
こ
と
の
一
つ
が
、情
報
発
信
力
の

強
化
で
す
。昔
と
違
って
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
ツ
ー
ル
が
発
達
し
て
い
る
の

で
、部
活
動
で
の
取
り
組
み
や
試
合
の
情
報
な
ど
を
ど
ん
ど
ん
自
分

た
ち
で
発
信
し
て
い
け
る
。そ
う
す
る
こ
と
で
ま
る
で
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
よ
う
に
サ
ッ
カ
ー
界
や
社
会
と
の
接
点
が
生
ま
れ
ま
す
し
、

自
分
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
も
で
き
る
。大
学
サ
ッ
カ
ー
か
ら
プ
ロ

選
手
や
日
本
代
表
選
手
を
よ
り
多
く
輩
出
す
る
こ
と
も
目
標
に
し

て
い
た
の
で
す
が
、そ
の
点
で
も
情
報
発
信
力
を
高
め
る
こ
と
は
重

要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

外
川
　
外
池
さ
ん
な
ら
で
は
の
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
で

す
ね
。

外
池
　
監
督
就
任
当
時
、世
の
中
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿
が
炎
上
す
る

な
ど
、情
報
発
信
に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
と
い
う
空
気
が
ま
ん
延
し

て
い
ま
し
た
が
、そ
う
す
る
と
ど
ん
ど
ん
萎
縮
し
て
いって
、大
学
サ
ッ

カ
ー
界
が
村
社
会
化
し
て
し
ま
う
。だ
か
ら
こ
そ
、学
生
が
主
体
的
に

情
報
発
信
し
、状
況
を
打
ち
破
って
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
た
の

で
す
。そ
こ
か
ら
得
た
経
験
は
必
ず
大
き
な
糧
に
な
り
ま
す
か
ら
。

外
川
　
私
自
身
の
経
験
か
ら
し
て
も
、学
生
が
主
体
性
を
持
つ
こ
と

は
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
、受
動
性
を
持
た
せ
る
こ
と
と
の

バ
ラ
ン
ス
が
と
て
も
難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。外
池
さ
ん
は
そ
こ
を

ど
の
よ
う
に
指
導
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
僕
自
身
も
難
し
さ
を
痛
感
し
て
き
ま
し
た
。確
か
に
主
体

性
を
履
き
違
え
る
学
生
も
い
ま
し
た
が
、そ
の
場
で「
そ
れ
は
間
違
っ

て
い
る
」と
正
す
よ
う
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
は
極
力
避
け

る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。「
ど
う
し
て
そ
う
い
う
判
断
を
し
た
の

か
」、「
別
の
考
え
方
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」と
い
う
こ
と
を
尋
ね
、

最
終
的
に
は
学
生
本
人
が
決
断
を
下
せ
る
よ
う
な
流
れ
を
作
っ
て

いっ
た
の
で
す
。監
督
在
任
中
に
は
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
、学
生
も
苦
し

い
中
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。僕
自
身
、コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
で
果
た

し
て
こ
れ
が
正
解
な
の
か
と
悩
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。た
だ
、そ
う

し
た
中
で
こ
そ
、失
敗
し
て
も
そ
れ
を
生
か
し
て
挑
戦
す
る
姿
勢
を

大
人
が
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。僕
が
学
生
を
見

て
い
る
一
方
で
、僕
も
学
生
か
ら
見
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。横
浜

マ
リ
ノ
ス
に
転
職
す
る
こ
と
も
大
き
な
挑
戦
で
し
た
が
、学
生
た
ち
に

新
た
な
道
へ
進
む
姿
を
見
せ
る
こ
と
も
、僕
に
と
って
は
大
事
な
こ
と

で
し
た
。

外
川
　
外
池
さ
ん
自
身
、そ
う
し
て
引
退
後
の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア

を
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、新
し
い
世
界
に
飛
び
込
む

こ
と
に
対
し
て
迷
い
や
悩
み
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
僕
は
サ
ッ
カ
ー
で
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
大
切
に
し
て
き
ま
し

た
。サ
ッ
カ
ー
で
得
点
で
き
た
り
、失
点
し
た
り
す
る
の
は
、本
来
そ

こ
に
い
る
は
ず
の
人
が
い
な
い
と
い
う
よ
う
に
、ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
が

崩
れ
て
隙
が
で
き
た
時
な
の
で
す
。ス
タ
メ
ン
か
サ
ブ
だ
け
で
は
な

く
メ
ン
バ
ー
外
と
い
う
立
ち
位
置
も
含
め
て
、サ
ッ
カ
ー
で
は
い
ろ
い

ろ
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
が
、僕
は
決
し
て
特
段
ス

ピ
ー
ド
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、ま
た
ド
リ
ブ
ル
な
ど
ボ
ー
ル
扱
い

に
優
れ
た
選
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、常
に
ポ
ジ
シ
ョ

ニ
ン
グ
を
考
え
て
チ
ャ
ン
ス
を
作
る
こ
と
を
意
識
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
生
じ
る
局
面
の
変
化
や
意
外
性
に
、サ
ッ
カ
ー
の
醍
醐
味

を
感
じ
て
い
た
ん
で
す
。サ
ッ
カ
ー
の
世
界
か
ら
離
れ
て
も
そ
の
ス

タ
ン
ス
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
た
時
、企
業
で
社
会
経
験
を
積
ん
で

こ
な
か
っ
た
こ
と
は
弱
み
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、11
年
間
、Ｊ
リ
ー

ガ
ー
と
し
て
プ
レ
ー
を
し
て
き
た
経
験
は
、他
の
人
に
は
な
い
強
み

に
な
る
。そ
れ
を
使
って
、社
会
の
ど
う
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、ど
ん
な

ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
く
の
か
。こ
の
会
社
で
仕
事
を
す
れ
ば
、も

し
か
し
た
ら
す
ご
い
パ
ス
が
飛
ん
で
く
る
か
も
し
れ
な
い
。そ
う
考

え
る
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
ま
し
た
ね
。早
稲
田
大
学
の
監
督
の
話
が

来
た
時
も
そ
う
で
す
。サ
ッ
カ
ー
以
外
に
社
会
で
広
く
経
験
を

積
ん
だ
こ
と
は
、必
ず
大
き
な
武
器
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

外
川
　
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
さ
れ
て
、あ
ら
た
め
て
今
、〝
大
学
〞に

対
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

外
池
　
早
稲
田
大
学
で
サ
ッ
カ
ー
に
励
む
中
で
、自
分
の
フ
ィ
ー
ル

ド
が
地
元
と
い
う
狭
い
世
界
か
ら
日
本
全
国
に
広
が
って
い
き
ま
し

た
。Ｊ
リ
ー
グ
に
入
っ
て
か
ら
の
広
が
り
も
そ
の
延
長
上
に
あ
っ
た

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。し
か
し
、一
時
期
は
早
稲
田
大
学
と
い
う

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
縛
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
息
苦
し
さ
を
感
じ
て
い
た
こ

と
も
事
実
で
す
。早
く
そ
こ
か
ら
脱
却
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り

ま
し
た
。で
も
、ア
式
蹴
球
部
の
監
督
に
就
任
し
て
か
ら
早
稲
田
大

学
に
つ
い
て
熱
心
に
学
ん
だ
ん
で
す
。創
設
者
の
大
隈
重
信
の
足
跡

を
た
ど
っ
た
り
、学
生
街
の
い
ろ
い
ろ
な
お
店
を
食
べ
歩
い
た
り
。

そ
ん
な
中
で
印
象
に
残
っ
た
の
が
、早
稲
田
大
学
の
校
歌
に
あ
っ
た

一
つ
の
フ
レ
ー
ズ
で
し
た
。「
集
り
散
じ
て 

人
は
変
れ
ど 

仰
ぐ
は
同

じ
き 

理
想
の
光
」。僕
自
身
も
歌
詞
の
通
り
、早
稲
田
大
学
に
集

ま
って
、散
じ
て
いっ
た
わ
け
で
す
。

　
監
督
に
就
任
し
て
間
も
な
い
頃
に
、田
中
総
長
に
お
会
い
す
る
機

会
が
あ
り
、「
僕
は
早
稲
田
が
嫌
に
な
っ
て
出
て
い
き
ま
し
た
。そ
ん

な
人
間
が
監
督
を
務
め
て
い
て
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
？
」と
尋
ね
た

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。す
る
と
田
中
総
長
か
ら「
そ
う
い
う
人
間

が
、一
番
、早
稲
田
っ
ぽ
い
ん
だ
よ
ね
」と
返
さ
れ
ま
し
た
。そ
う
し

た
経
験
が
あ
っ
て
、早
稲
田
大
学
っ
て
懐
が
深
い
の
だ
な
と
感
じ
ま

し
た
。大
学
に
入
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、み
ん
な
方
々
に
散
っ
て
挑

戦
し
て
い
く
。早
稲
田
大
学
は
そ
う
い
う
場
な
の
だ
ろ
う
と
。だ
か

ら
こ
そ
社
会
に
出
て
、組
織
の
枠
や
利
害
関
係
に
縛
ら
れ
た
り
す
る

中
で
、視
野
が
狭
く
な
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。学
生
時
代
も

監
督
に
な
っ
て
か
ら
も
、そ
う
い
う
環
境
で
学
べて
い
た
の
だ
と
あ
ら

た
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

外
川
　
サ
ッ
カ
ー
で
、社
会
で
、さ
ま
ざ
ま
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
経
験
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、自
分
に
一
番
し
っ
く
り
く
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
見
い

だ
せ
ま
し
た
か
。

外
池
　
難
し
い
質
問
で
す
ね
。や
る
べ
き
こ
と
は
見
え
て
い
ま
す
が
、

ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、い
ま
だ
に
模
索
中
で
す
か
ね
。例
え
ば
、ホ
ー

ム
で
試
合
が
あ
る
時
は
ス
タ
ッ
フ
総
出
で
運
営
に
当
た
る
の
で
す
が
、

そ
の
際
、発
券
や
設
営
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
が
発
生
し
ま
す
。今

　イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

クローズアップ

身
に
付
け
ら
れ
て
い
る
社
員
証
の
裏
側
に
は
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
の

ク
ラ
ブ・フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
が
書
か
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

外
池
　
僕
が
入
社
す
る
前
の
２
０
２
２
年
に
、ク
ラ
ブ
創
設
30
周

年
を
機
に
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
を
作
り
ま
し
た
。Ｊ
リ
ー
グ
に
所
属
す

る
一
つ
の
ク
ラ
ブ
と
し
て
、横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
に
関
わ
る
人
た
ち
が

共
有
し
、定
着
す
べ
き
考
え
方
と
し
て
、ミ
ッ
シ
ョ
ン
、ビ
ジ
ョ
ン
、バ

リ
ュ
ー
、カ
ル
チ
ャ
ー
の
４
つ
を
明
文
化
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

外
川
　
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、「〝
喜
怒
哀
楽
〞に
あ
ふ
れ
る
豊
か
な

体
験
を
提
供
し
続
け
る
。」と
あ
り
ま
す
。

外
池
　
ス
ポ
ー
ツ
に
は
勝
つ
喜
び
も
あ
り
ま
す
が
、当
然
、負
け
て

悲
し
む
時
も
あ
り
ま
す
。勝
つ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
目
指
し
ま
す
が
、

そ
こ
に
は
楽
し
い
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、喜
怒
哀
楽
全
て
を
含
む

体
験
を
、サ
ッ
カ
ー
を
中
心
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通

じ
て
共
有
、共
感
し
、提
供
し
て
い
く
こ
と
に
価
値
を
置
い
て
い
る

の
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

外
川
　
喜
怒
哀
楽
の
全
て
を
感
じ
る
こ
と
で
人
生
が
豊
か
に
な

り
、人
と
し
て
成
長
で
き
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

外
池
　
５
年
間
、早
稲
田
大
学
ア
式
蹴
球
部
の
監
督
を
務
め
ま

し
た
が
、頑
張
っ
て
挑
戦
し
て
も
エ
ラ
ー
が
出
て
し
ま
う
こ
と
は
当

然
あ
り
ま
す
。し
か
し
、そ
こ
か
ら
学
ん
で
次
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

外
川
　
本
日
は
、新
横
浜
に
あ
る
横
浜
マ
リ
ノ
ス
株
式
会
社
に
来

て
い
ま
す
。お
話
を
伺
う
の
は
、経
営
企
画
部
の
外
池
大
亮
さ
ん
。

早
稲
田
大
学
を
卒
業
後
、１
９
９
７
年
に
Ｊ
リ
ー
グ
の
ベ
ル
マ
ー

レ
平
塚
に
所
属
し
て
活
躍
。そ
の
後
、横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
な
ど
を

経
て
、現
役
引
退
後
は
、電
通
と
ス
カ
パ
ー
！
で
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ

ア
を
積
み
、現
在
に
至
り
ま
す
。ま
た
、２
０
１
８
年
か
ら
は
出
身

大
学
で
あ
る
早
稲
田
大
学
ア
式
蹴
球
部
の
監
督
も
務
め
ま
し
た
。

今
回
は
外
池
さ
ん
に
、学
生
時
代
か
ら
今
の
お
仕
事
ま
で
幅
広
く

お
話
を
伺
い
ま
す
。今
日
は
爽
や
か
な
ブ
ル
ー
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着

ら
れ
て
い
ま
す
ね
。お
仕
事
を
さ
れ
る
時
は
こ
う
い
う
ス
タ
イ
ル
が

多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
の
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
が
、赤
・
白
・
青
の
ト

リ
コ
ロ
ー
ル
な
の
で
、ブ
ル
ー
系
の
色
の
服
を
着
る
こ
と
が
多
い
で

す
ね
。あ
ら
た
め
て
、チ
ー
ム
カ
ラ
ー
と
い
う
も
の
を
意
識
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
し
、こ
の
色
を
濁
ら
せ
る
こ
と
な
く
、よ
り
輝
か

せ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
気
を
引
き
締
め
て
い
ま
す
。

外
川
　
組
織
に
な
じ
む
こ
と
を
大
切
に
さ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

外川 智恵さん
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現
在
は
、そ
の
中
で
僕
は〝
フ
リ
ー
マ
ン
〞と
し
て
、そ
こ
に
あ
る
状
況

を
広
く
深
く
見
て
感
じ
て
捉
え
、そ
し
て
考
え
て
、必
要
で
あ
れ
ば

手
伝
って
い
ま
す
。サ
ッ
カ
ー
の
練
習
で
も
少
人
数
で
敵
と
味
方
に
分

か
れ
て
戦
う
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、そ
こ
に
刺
激
を
与
え
る
た
め
に

中
立
的
に
ど
ち
ら
に
も
関
与
す
る
フ
リ
ー
マ
ン
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が

あ
り
ま
す
。僕
は
そ
の
フ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
の
本
物
を
ま
ず
目
指
し
た

い
。も
ち
ろ
ん
、明
確
に
担
う
べ
き
こ
と
も
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
し
、

だ
か
ら
こ
そ
今
は
、そ
の
ポ
ジ
シ
ョン
を
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

外
川
　
働
き
方
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
か
、ジ
ェ
ネ
ラ

リ
ス
ト
か
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、私
は
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
的
な
部
分

が
な
い
と
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
に
は

な
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ

の
点
、外
池
さ
ん
は
サ
ッ
カ
ー
と

い
う
軸
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、着
地

点
が
見
え
て
い
て
、フ
リ
ー
マ
ン

と
し
て
目
が
行
き
届
く
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

と
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
点
で
は
、監
督
と
し
て
持
ち
続

け
て
き
た
ポ
リ
シ
ー
と
相
通
じ
る
も
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。

外
川
　「
人
々
や
社
会
に〝
夢
〞と〝
活
力
〞を
も
た
ら
す
存
在
に
な

る
。」と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、外
池
さ
ん
は
そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
具
現
化
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
は
、「
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
り
た
い
」と

い
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
夢
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。で
す
か

ら
、ピ
ッ
チ
で
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、試
合

後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
練
習
し
て
い
る
姿
か
ら
も
、子
ど
も
た
ち
に

夢
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
う
し
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
、

ま
ず
は
選
手
が
自
覚
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

一
番
表
に
立
つ
選
手
や
監
督
だ
け
で
は
な
く
、現
場
の
ス
タ
ッ
フ
も

含
め
た
ク
ラ
ブ
全
体
で
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
を
伝
え
て
い
く
こ
と
、

さ
ら
に
は
フ
ァ
ン・サ
ポ
ー
タ
ー
や
パ
ー
ト
ナ
ー・ス
ポ
ン
サ
ー
、地

域
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

方
々
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
な
が
ら
一
つ
一
つ
の
業
務
を
行
う

こ
と
が
、ビ
ジ
ョ
ン
の
具
現
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

外
川
　
２
０
２
３
年
４
月
か
ら
横
浜
マ
リ
ノ
ス
株
式
会
社
に
入
社

さ
れ
て
ま
だ
半
年
ほ
ど
で
す
が
、す
で
に
ク
ラ
ブ
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
が

な
じ
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

外
池
　
そ
う
言
っ
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。実
際
に
は
ま

だ
試
行
錯
誤
の
連
続
で
す
が
、ク
ラ
ブ
の
歴
史
や
文
化
を
し
っ
か
り

学
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。入
社
し
た
ば
か
り
と
は
い
え
、

僕
は
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
と
は
深
い
縁
が
あ
る
ん
で
す
。１
９
８
５
年

に
、横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
の
前
身
で
あ
る
日
産
自
動
車
サ
ッ
カ
ー
部

が
、日
産
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
を
創
設
し
た
の
で
す
が
、僕
は
小
学

生
の
時
、選
抜
コ
ー
ス「
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
」の
１
期
生
だ
っ
た
ん
で

す
。そ
れ
ま
で
地
元
の
ク
ラ
ブ
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、

日
産
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
で
初
め
て
自
分
の
テ
リ
ト
リ
ー
外
の
指
導

者
や
選
手
た
ち
と
出
会
い
、サ
ッ
カ
ー
観
が
大
き
く
広
が
り
ま
し

た
。プ
ロ
に
な
っ
て
か
ら
も
、２
０
０
０
年
か
ら
３
年
間
、横
浜
Ｆ・マ

リ
ノ
ス
に
在
籍
し
て
プ
レ
ー
し
た
こ
と
も
あ
り
、僕
に
と
っ
て
は
特

別
な
ク
ラ
ブ
な
ん
で
す
。

外
川
　
選
手
と
し
て
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ

ス
に
所
属
し
て
い
た
時
も
、や
は
り
特

別
な
ク
ラ
ブ
だ
と
感
じ
て
い
ら
し
た

の
で
す
か
。

外
池
　
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
は
当
時
か

ら
常
に
優
勝
争
い
を
し
て
い
る
よ
う

な
強
い
チ
ー
ム
で
、日
本
代
表
に
選
ば

れ
る
選
手
も
多
く
所
属
し
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な
中
で
、自
分
は

付
い
て
い
く
の
に
精
一
杯
で
し
た
が
、そ
の
分
、鍛
え
ら
れ
ま
し
た

し
、視
野
が
大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。

外
川
　
Ｊ
リ
ー
グ
で
活
躍
さ
れ
、現
在
も
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
で

サ
ッ
カ
ー
に
関
わ
る
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、子
ど
も
の
頃
、

プ
ロ
選
手
に
な
り
た
い
と
夢
見
た
り
、サ
ッ
カ
ー
で
生
き
て
い
け
る

と
い
う
感
覚
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
小
学
生
の
頃
は
、ま
だ
Ｊ
リ
ー
グ
も
発
足
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
か
ら
、将
来
の
夢
も
、「
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
り
た
い
」

で
は
な
く
て
、「
サ
ッ
カ
ー
が
も
っ
と
う
ま
く
な
り
た
い
」く
ら
い
の

も
の
で
し
た
。ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
存
在
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、日

本
は
一
度
も
出
場
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、そ
も
そ
も

プ
ロ
リ
ー
グ
も
な
か
っ
た
の
で
、想
像
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、

無
縁
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。サ
ッ
カ
ー
で
生
き
て
い
け
る
と

は
全
く
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。む
し
ろ
親
か
ら
は「
サ
ッ
カ
ー

や
って
い
て
も
生
活
を
し
て
い
け
な
い
」と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

外
川
　
将
来
を
本
格
的
に
考
え
る
時
期
、高
校
３
年
生
の
時
に
Ｊ

リ
ー
グ
が
発
足
し
ま
し
た
が
、Ｊ
リ
ー
ガ
ー
を
目
指
そ
う
と
思
わ

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
そ
れ
も
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。僕
が
い
た
早
稲
田
実
業
学
校

高
等
部
は
、サ
ッ
カ
ー
で
一
度
も
全
国

大
会
に
出
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
か
ら
。た
だ
、早
稲
田
大
学
の

サ
ッ
カ
ー
部
と
同
じ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練

習
す
る
機
会
が
あ
り
、全
国
か
ら
集

ま
っ
た
優
秀
な
選
手
た
ち
の
プ
レ
ー
を
目
の
当
た
り
に
で
き
た
の

で
、さ
ら
に
上
の
レ
ベ
ル
の
サ
ッ
カ
ー
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

外
川
　
で
は
、サ
ッ
カ
ー
を
職
業
に
で
き
る
、Ｊ
リ
ー
ガ
ー
に
な
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
手
応
え
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い

つ
で
す
か
。

外
池
　
正
直
な
と
こ
ろ
、大
学
４
年
生
の
時
、ベ
ル
マ
ー
レ
平
塚
か

ら
オ
フ
ァ
ー
を
も
ら
う
ま
で
は
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
に
な
れ
る
と
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。１
年
生
の
時
か
ら
試
合
に
は
出
て
い
ま
し
た

が
、全
国
か
ら
素
晴
ら
し
い
選
手
が
毎
年
入
部
し
て
き
ま
す
か
ら
、

常
に
誰
か
に
追
い
抜
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
で
し
た
。危
機

感
か
ら
来
る
学
び
や
成
長
も
あ
り
ま
し
た
が
、そ
ん
な
状
況
で
し

た
か
ら
選
択
肢
と
し
て
就
職
活
動
も
し
て
い
た
ん
で
す
。オ
フ
ァ
ー

を
頂
い
て
初
め
て
、プ
ロへ
の
扉
が
開
い
た
と
感
じ
ま
し
た
。

外
川
　
プ
ロ
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
努
力
さ
れ
て
き
た
と
思
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、就
職
活
動
を
し
て
い
た
と
は
驚
き
で
す
。

外
池
　
も
ち
ろ
ん
、サ
ッ
カ
ー
が
大
好
き
で
、も
っ
と
う
ま
く
な
り

た
い
、試
合
で
勝
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
努
力
し
て
き
ま
し
た

が
、単
純
に
プ
ロ
に
な
る
こ
と
を
夢
に
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。な

ぜ
な
ら
、Ｊ
リ
ー
グ
の
盛
り
上
が
り
の
裏
で
、試
合
に
出
ら
れ
な

か
っ
た
り
、伸
び
悩
ん
だ
り
し
て
苦
し
ん
で
い
る
先
輩
の
姿
も
見
て

い
た
か
ら
で
す
。Ｊ
リ
ー
グ
は
華
や
か
な
世
界
に
見
え
ま
す
が
、や

は
り
光
の
部
分
と
影
の
部
分
が
あ
る
。で
す
か
ら
、プ
ロ
に
な
る
こ

と
に
対
し
て
も
慎
重
に
考
え
て
い
ま
し
た
。

外
川
　
大
学
生
の
頃
か
ら
サ
ッ
カ
ー
と
真
摯
に
向
き
合
わ
れ
て
い

た
の
で
す
ね
。

外
池
　
僕
は
早
稲
田
大
学
を
卒
業
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、ベ

ル
マ
ー
レ
平
塚
で
も
選
手
会
長
を
任
さ
れ
る
な
ど
、優
等
生
的
な

姿
を
求
め
ら
れ
る
立
場
に
い
ま
し
た
。し
か
し
、所
属
３
年
目
に

チ
ー
ム
の
成
績
が
思
わ
し
く
な
く
な
っ
た
時
、も
う
こ
の
悪
い
意
味

で
の
優
等
生
キ
ャ
ラ
か
ら
脱
却
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。そ
こ
で
、髪
を
脱
色
し
て
金
髪
に
し
た
ん
で
す
。す
る
と
自
分

の
中
で
何
か
が
吹
っ
切
れ
た
の
か
、す
ご
く
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。た
だ
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
真
面
目
に
や
る
だ
け
で
は
な

く
、自
ら
何
か
突
き
破
っ
て
い
く
こ
と
も
大
事
な
の
だ
と
プ
ロ
に

な
っ
て
か
ら
実
感
し
ま
し
た
。

　
ベ
ル
マ
ー
レ
平
塚
に
同
時
期
に
加
入
し
た
中
田
英
寿
さ
ん
は
、

監
督
か
ら
休
む
よ
う
に
言
わ
れ
て
も「
僕
は
世
界
を
目
指
し
て
い

る
か
ら
」と
簡
単
に
は
ね
の
け
る
。そ
う
し
て
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を

続
け
て
い
っ
た
。上
下
関
係
や
チ
ー
ム
プ
レ
ー
も
大
事
で
す
が
、突

き
抜
け
る
に
は
そ
う
し
た
姿
勢
も
必
要
な
の
だ
と
学
び
ま
し
た
。

外
川
　
早
稲
田
大
学
ア
式
蹴
球
部
の
監
督
と
し
て
、そ
う
し
た
現

役
時
代
の
経
験
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
Ｊ
リ
ー
グ
の
経
験
も
そ
う
で
す
が
、現
役
時
代
に
オ
フ
シ
ー

ズ
ン
を
利
用
し
て
、企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
た
り
、

そ
の
後
、電
通
や
ス
カ
パ
ー
！
と
い
っ
た
企
業
に
勤
め
た
経
験
も
指

導
に
反
映
さ
せ
ま
し
た
。大
学
時
代
は
、そ
の
先
に
あ
る
長
い
社
会

人
生
活
に
入
る
前
の
最
後
の
環
境
で
す
。だ
か
ら
こ
そ
、大
学
に
お

い
て
社
会
と
の
接
点
を
ど
の
よ
う
に
作
っ
て
い
く
か
が
大
事
に
な
り

ま
す
。そ
こ
で
、僕
が
取
り
組
ん
だ
こ
と
の
一
つ
が
、情
報
発
信
力
の

強
化
で
す
。昔
と
違
って
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
ツ
ー
ル
が
発
達
し
て
い
る
の

で
、部
活
動
で
の
取
り
組
み
や
試
合
の
情
報
な
ど
を
ど
ん
ど
ん
自
分

た
ち
で
発
信
し
て
い
け
る
。そ
う
す
る
こ
と
で
ま
る
で
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
よ
う
に
サ
ッ
カ
ー
界
や
社
会
と
の
接
点
が
生
ま
れ
ま
す
し
、

自
分
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
も
で
き
る
。大
学
サ
ッ
カ
ー
か
ら
プ
ロ

選
手
や
日
本
代
表
選
手
を
よ
り
多
く
輩
出
す
る
こ
と
も
目
標
に
し

て
い
た
の
で
す
が
、そ
の
点
で
も
情
報
発
信
力
を
高
め
る
こ
と
は
重

要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

外
川
　
外
池
さ
ん
な
ら
で
は
の
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
で

す
ね
。

外
池
　
監
督
就
任
当
時
、世
の
中
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿
が
炎
上
す
る

な
ど
、情
報
発
信
に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
と
い
う
空
気
が
ま
ん
延
し

て
い
ま
し
た
が
、そ
う
す
る
と
ど
ん
ど
ん
萎
縮
し
て
いって
、大
学
サ
ッ

カ
ー
界
が
村
社
会
化
し
て
し
ま
う
。だ
か
ら
こ
そ
、学
生
が
主
体
的
に

情
報
発
信
し
、状
況
を
打
ち
破
って
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
た
の

で
す
。そ
こ
か
ら
得
た
経
験
は
必
ず
大
き
な
糧
に
な
り
ま
す
か
ら
。

外
川
　
私
自
身
の
経
験
か
ら
し
て
も
、学
生
が
主
体
性
を
持
つ
こ
と

は
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
、受
動
性
を
持
た
せ
る
こ
と
と
の

バ
ラ
ン
ス
が
と
て
も
難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。外
池
さ
ん
は
そ
こ
を

ど
の
よ
う
に
指
導
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
僕
自
身
も
難
し
さ
を
痛
感
し
て
き
ま
し
た
。確
か
に
主
体

性
を
履
き
違
え
る
学
生
も
い
ま
し
た
が
、そ
の
場
で「
そ
れ
は
間
違
っ

て
い
る
」と
正
す
よ
う
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
は
極
力
避
け

る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。「
ど
う
し
て
そ
う
い
う
判
断
を
し
た
の

か
」、「
別
の
考
え
方
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」と
い
う
こ
と
を
尋
ね
、

最
終
的
に
は
学
生
本
人
が
決
断
を
下
せ
る
よ
う
な
流
れ
を
作
っ
て

いっ
た
の
で
す
。監
督
在
任
中
に
は
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
、学
生
も
苦
し

い
中
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。僕
自
身
、コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
で
果
た

し
て
こ
れ
が
正
解
な
の
か
と
悩
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。た
だ
、そ
う

し
た
中
で
こ
そ
、失
敗
し
て
も
そ
れ
を
生
か
し
て
挑
戦
す
る
姿
勢
を

大
人
が
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。僕
が
学
生
を
見

て
い
る
一
方
で
、僕
も
学
生
か
ら
見
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。横
浜

マ
リ
ノ
ス
に
転
職
す
る
こ
と
も
大
き
な
挑
戦
で
し
た
が
、学
生
た
ち
に

新
た
な
道
へ
進
む
姿
を
見
せ
る
こ
と
も
、僕
に
と
って
は
大
事
な
こ
と

で
し
た
。

外
川
　
外
池
さ
ん
自
身
、そ
う
し
て
引
退
後
の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア

を
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、新
し
い
世
界
に
飛
び
込
む

こ
と
に
対
し
て
迷
い
や
悩
み
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
僕
は
サ
ッ
カ
ー
で
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
大
切
に
し
て
き
ま
し

た
。サ
ッ
カ
ー
で
得
点
で
き
た
り
、失
点
し
た
り
す
る
の
は
、本
来
そ

こ
に
い
る
は
ず
の
人
が
い
な
い
と
い
う
よ
う
に
、ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
が

崩
れ
て
隙
が
で
き
た
時
な
の
で
す
。ス
タ
メ
ン
か
サ
ブ
だ
け
で
は
な

く
メ
ン
バ
ー
外
と
い
う
立
ち
位
置
も
含
め
て
、サ
ッ
カ
ー
で
は
い
ろ
い

ろ
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
が
、僕
は
決
し
て
特
段
ス

ピ
ー
ド
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、ま
た
ド
リ
ブ
ル
な
ど
ボ
ー
ル
扱
い

に
優
れ
た
選
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、常
に
ポ
ジ
シ
ョ

ニ
ン
グ
を
考
え
て
チ
ャ
ン
ス
を
作
る
こ
と
を
意
識
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
生
じ
る
局
面
の
変
化
や
意
外
性
に
、サ
ッ
カ
ー
の
醍
醐
味

を
感
じ
て
い
た
ん
で
す
。サ
ッ
カ
ー
の
世
界
か
ら
離
れ
て
も
そ
の
ス

タ
ン
ス
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
た
時
、企
業
で
社
会
経
験
を
積
ん
で

こ
な
か
っ
た
こ
と
は
弱
み
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、11
年
間
、Ｊ
リ
ー

ガ
ー
と
し
て
プ
レ
ー
を
し
て
き
た
経
験
は
、他
の
人
に
は
な
い
強
み

に
な
る
。そ
れ
を
使
って
、社
会
の
ど
う
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、ど
ん
な

ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
く
の
か
。こ
の
会
社
で
仕
事
を
す
れ
ば
、も

し
か
し
た
ら
す
ご
い
パ
ス
が
飛
ん
で
く
る
か
も
し
れ
な
い
。そ
う
考

え
る
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
ま
し
た
ね
。早
稲
田
大
学
の
監
督
の
話
が

来
た
時
も
そ
う
で
す
。サ
ッ
カ
ー
以
外
に
社
会
で
広
く
経
験
を

積
ん
だ
こ
と
は
、必
ず
大
き
な
武
器
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

外
川
　
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
さ
れ
て
、あ
ら
た
め
て
今
、〝
大
学
〞に

対
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

外
池
　
早
稲
田
大
学
で
サ
ッ
カ
ー
に
励
む
中
で
、自
分
の
フ
ィ
ー
ル

ド
が
地
元
と
い
う
狭
い
世
界
か
ら
日
本
全
国
に
広
が
って
い
き
ま
し

た
。Ｊ
リ
ー
グ
に
入
っ
て
か
ら
の
広
が
り
も
そ
の
延
長
上
に
あ
っ
た

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。し
か
し
、一
時
期
は
早
稲
田
大
学
と
い
う

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
縛
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
息
苦
し
さ
を
感
じ
て
い
た
こ

と
も
事
実
で
す
。早
く
そ
こ
か
ら
脱
却
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り

ま
し
た
。で
も
、ア
式
蹴
球
部
の
監
督
に
就
任
し
て
か
ら
早
稲
田
大

学
に
つ
い
て
熱
心
に
学
ん
だ
ん
で
す
。創
設
者
の
大
隈
重
信
の
足
跡

を
た
ど
っ
た
り
、学
生
街
の
い
ろ
い
ろ
な
お
店
を
食
べ
歩
い
た
り
。

そ
ん
な
中
で
印
象
に
残
っ
た
の
が
、早
稲
田
大
学
の
校
歌
に
あ
っ
た

一
つ
の
フ
レ
ー
ズ
で
し
た
。「
集
り
散
じ
て 

人
は
変
れ
ど 

仰
ぐ
は
同

じ
き 

理
想
の
光
」。僕
自
身
も
歌
詞
の
通
り
、早
稲
田
大
学
に
集

ま
って
、散
じ
て
いっ
た
わ
け
で
す
。

　
監
督
に
就
任
し
て
間
も
な
い
頃
に
、田
中
総
長
に
お
会
い
す
る
機

会
が
あ
り
、「
僕
は
早
稲
田
が
嫌
に
な
っ
て
出
て
い
き
ま
し
た
。そ
ん

な
人
間
が
監
督
を
務
め
て
い
て
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
？
」と
尋
ね
た

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。す
る
と
田
中
総
長
か
ら「
そ
う
い
う
人
間

が
、一
番
、早
稲
田
っ
ぽ
い
ん
だ
よ
ね
」と
返
さ
れ
ま
し
た
。そ
う
し

た
経
験
が
あ
っ
て
、早
稲
田
大
学
っ
て
懐
が
深
い
の
だ
な
と
感
じ
ま

し
た
。大
学
に
入
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、み
ん
な
方
々
に
散
っ
て
挑

戦
し
て
い
く
。早
稲
田
大
学
は
そ
う
い
う
場
な
の
だ
ろ
う
と
。だ
か

ら
こ
そ
社
会
に
出
て
、組
織
の
枠
や
利
害
関
係
に
縛
ら
れ
た
り
す
る

中
で
、視
野
が
狭
く
な
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。学
生
時
代
も

監
督
に
な
っ
て
か
ら
も
、そ
う
い
う
環
境
で
学
べて
い
た
の
だ
と
あ
ら

た
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

外
川
　
サ
ッ
カ
ー
で
、社
会
で
、さ
ま
ざ
ま
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
経
験
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、自
分
に
一
番
し
っ
く
り
く
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
見
い

だ
せ
ま
し
た
か
。

外
池
　
難
し
い
質
問
で
す
ね
。や
る
べ
き
こ
と
は
見
え
て
い
ま
す
が
、

ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、い
ま
だ
に
模
索
中
で
す
か
ね
。例
え
ば
、ホ
ー

ム
で
試
合
が
あ
る
時
は
ス
タ
ッ
フ
総
出
で
運
営
に
当
た
る
の
で
す
が
、

そ
の
際
、発
券
や
設
営
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
が
発
生
し
ま
す
。今

身
に
付
け
ら
れ
て
い
る
社
員
証
の
裏
側
に
は
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
の

ク
ラ
ブ・フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
が
書
か
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

外
池
　
僕
が
入
社
す
る
前
の
２
０
２
２
年
に
、ク
ラ
ブ
創
設
30
周

年
を
機
に
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
を
作
り
ま
し
た
。Ｊ
リ
ー
グ
に
所
属
す

る
一
つ
の
ク
ラ
ブ
と
し
て
、横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
に
関
わ
る
人
た
ち
が

共
有
し
、定
着
す
べ
き
考
え
方
と
し
て
、ミ
ッ
シ
ョ
ン
、ビ
ジ
ョ
ン
、バ

リ
ュ
ー
、カ
ル
チ
ャ
ー
の
４
つ
を
明
文
化
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

外
川
　
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、「〝
喜
怒
哀
楽
〞に
あ
ふ
れ
る
豊
か
な

体
験
を
提
供
し
続
け
る
。」と
あ
り
ま
す
。

外
池
　
ス
ポ
ー
ツ
に
は
勝
つ
喜
び
も
あ
り
ま
す
が
、当
然
、負
け
て

悲
し
む
時
も
あ
り
ま
す
。勝
つ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
目
指
し
ま
す
が
、

そ
こ
に
は
楽
し
い
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、喜
怒
哀
楽
全
て
を
含
む

体
験
を
、サ
ッ
カ
ー
を
中
心
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通

じ
て
共
有
、共
感
し
、提
供
し
て
い
く
こ
と
に
価
値
を
置
い
て
い
る

の
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

外
川
　
喜
怒
哀
楽
の
全
て
を
感
じ
る
こ
と
で
人
生
が
豊
か
に
な

り
、人
と
し
て
成
長
で
き
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

外
池
　
５
年
間
、早
稲
田
大
学
ア
式
蹴
球
部
の
監
督
を
務
め
ま

し
た
が
、頑
張
っ
て
挑
戦
し
て
も
エ
ラ
ー
が
出
て
し
ま
う
こ
と
は
当

然
あ
り
ま
す
。し
か
し
、そ
こ
か
ら
学
ん
で
次
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

外
川
　
本
日
は
、新
横
浜
に
あ
る
横
浜
マ
リ
ノ
ス
株
式
会
社
に
来

て
い
ま
す
。お
話
を
伺
う
の
は
、経
営
企
画
部
の
外
池
大
亮
さ
ん
。

早
稲
田
大
学
を
卒
業
後
、１
９
９
７
年
に
Ｊ
リ
ー
グ
の
ベ
ル
マ
ー

レ
平
塚
に
所
属
し
て
活
躍
。そ
の
後
、横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
な
ど
を

経
て
、現
役
引
退
後
は
、電
通
と
ス
カ
パ
ー
！
で
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ

ア
を
積
み
、現
在
に
至
り
ま
す
。ま
た
、２
０
１
８
年
か
ら
は
出
身

大
学
で
あ
る
早
稲
田
大
学
ア
式
蹴
球
部
の
監
督
も
務
め
ま
し
た
。

今
回
は
外
池
さ
ん
に
、学
生
時
代
か
ら
今
の
お
仕
事
ま
で
幅
広
く

お
話
を
伺
い
ま
す
。今
日
は
爽
や
か
な
ブ
ル
ー
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着

ら
れ
て
い
ま
す
ね
。お
仕
事
を
さ
れ
る
時
は
こ
う
い
う
ス
タ
イ
ル
が

多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
の
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
が
、赤
・
白
・
青
の
ト

リ
コ
ロ
ー
ル
な
の
で
、ブ
ル
ー
系
の
色
の
服
を
着
る
こ
と
が
多
い
で

す
ね
。あ
ら
た
め
て
、チ
ー
ム
カ
ラ
ー
と
い
う
も
の
を
意
識
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
し
、こ
の
色
を
濁
ら
せ
る
こ
と
な
く
、よ
り
輝
か

せ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
気
を
引
き
締
め
て
い
ま
す
。

外
川
　
組
織
に
な
じ
む
こ
と
を
大
切
に
さ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

外池 大亮さん

プ
ロ
へ
の
扉
が
開
い
た
と
感
じ
た
瞬
間
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現
在
は
、そ
の
中
で
僕
は〝
フ
リ
ー
マ
ン
〞と
し
て
、そ
こ
に
あ
る
状
況

を
広
く
深
く
見
て
感
じ
て
捉
え
、そ
し
て
考
え
て
、必
要
で
あ
れ
ば

手
伝
って
い
ま
す
。サ
ッ
カ
ー
の
練
習
で
も
少
人
数
で
敵
と
味
方
に
分

か
れ
て
戦
う
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、そ
こ
に
刺
激
を
与
え
る
た
め
に

中
立
的
に
ど
ち
ら
に
も
関
与
す
る
フ
リ
ー
マ
ン
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が

あ
り
ま
す
。僕
は
そ
の
フ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
の
本
物
を
ま
ず
目
指
し
た

い
。も
ち
ろ
ん
、明
確
に
担
う
べ
き
こ
と
も
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
し
、

だ
か
ら
こ
そ
今
は
、そ
の
ポ
ジ
シ
ョン
を
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

外
川
　
働
き
方
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
か
、ジ
ェ
ネ
ラ

リ
ス
ト
か
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、私
は
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
的
な
部
分

が
な
い
と
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
に
は

な
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ

の
点
、外
池
さ
ん
は
サ
ッ
カ
ー
と

い
う
軸
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、着
地

点
が
見
え
て
い
て
、フ
リ
ー
マ
ン

と
し
て
目
が
行
き
届
く
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

と
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
点
で
は
、監
督
と
し
て
持
ち
続

け
て
き
た
ポ
リ
シ
ー
と
相
通
じ
る
も
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。

外
川
　「
人
々
や
社
会
に〝
夢
〞と〝
活
力
〞を
も
た
ら
す
存
在
に
な

る
。」と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、外
池
さ
ん
は
そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
具
現
化
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
は
、「
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
り
た
い
」と

い
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
夢
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。で
す
か

ら
、ピ
ッ
チ
で
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、試
合

後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
練
習
し
て
い
る
姿
か
ら
も
、子
ど
も
た
ち
に

夢
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
う
し
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
、

ま
ず
は
選
手
が
自
覚
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

一
番
表
に
立
つ
選
手
や
監
督
だ
け
で
は
な
く
、現
場
の
ス
タ
ッ
フ
も

含
め
た
ク
ラ
ブ
全
体
で
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
を
伝
え
て
い
く
こ
と
、

さ
ら
に
は
フ
ァ
ン・サ
ポ
ー
タ
ー
や
パ
ー
ト
ナ
ー・ス
ポ
ン
サ
ー
、地

域
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

方
々
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
な
が
ら
一
つ
一
つ
の
業
務
を
行
う

こ
と
が
、ビ
ジ
ョ
ン
の
具
現
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

外
川
　
２
０
２
３
年
４
月
か
ら
横
浜
マ
リ
ノ
ス
株
式
会
社
に
入
社

さ
れ
て
ま
だ
半
年
ほ
ど
で
す
が
、す
で
に
ク
ラ
ブ
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
が

な
じ
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

外
池
　
そ
う
言
っ
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。実
際
に
は
ま

だ
試
行
錯
誤
の
連
続
で
す
が
、ク
ラ
ブ
の
歴
史
や
文
化
を
し
っ
か
り

学
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。入
社
し
た
ば
か
り
と
は
い
え
、

僕
は
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
と
は
深
い
縁
が
あ
る
ん
で
す
。１
９
８
５
年

に
、横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
の
前
身
で
あ
る
日
産
自
動
車
サ
ッ
カ
ー
部

が
、日
産
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
を
創
設
し
た
の
で
す
が
、僕
は
小
学

生
の
時
、選
抜
コ
ー
ス「
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
」の
１
期
生
だ
っ
た
ん
で

す
。そ
れ
ま
で
地
元
の
ク
ラ
ブ
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、

日
産
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
で
初
め
て
自
分
の
テ
リ
ト
リ
ー
外
の
指
導

者
や
選
手
た
ち
と
出
会
い
、サ
ッ
カ
ー
観
が
大
き
く
広
が
り
ま
し

た
。プ
ロ
に
な
っ
て
か
ら
も
、２
０
０
０
年
か
ら
３
年
間
、横
浜
Ｆ・マ

リ
ノ
ス
に
在
籍
し
て
プ
レ
ー
し
た
こ
と
も
あ
り
、僕
に
と
っ
て
は
特

別
な
ク
ラ
ブ
な
ん
で
す
。

外
川
　
選
手
と
し
て
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ

ス
に
所
属
し
て
い
た
時
も
、や
は
り
特

別
な
ク
ラ
ブ
だ
と
感
じ
て
い
ら
し
た

の
で
す
か
。

外
池
　
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
は
当
時
か

ら
常
に
優
勝
争
い
を
し
て
い
る
よ
う

な
強
い
チ
ー
ム
で
、日
本
代
表
に
選
ば

れ
る
選
手
も
多
く
所
属
し
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な
中
で
、自
分
は

付
い
て
い
く
の
に
精
一
杯
で
し
た
が
、そ
の
分
、鍛
え
ら
れ
ま
し
た

し
、視
野
が
大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。

外
川
　
Ｊ
リ
ー
グ
で
活
躍
さ
れ
、現
在
も
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
で

サ
ッ
カ
ー
に
関
わ
る
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、子
ど
も
の
頃
、

プ
ロ
選
手
に
な
り
た
い
と
夢
見
た
り
、サ
ッ
カ
ー
で
生
き
て
い
け
る

と
い
う
感
覚
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
小
学
生
の
頃
は
、ま
だ
Ｊ
リ
ー
グ
も
発
足
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
か
ら
、将
来
の
夢
も
、「
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
り
た
い
」

で
は
な
く
て
、「
サ
ッ
カ
ー
が
も
っ
と
う
ま
く
な
り
た
い
」く
ら
い
の

も
の
で
し
た
。ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
存
在
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、日

本
は
一
度
も
出
場
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、そ
も
そ
も

プ
ロ
リ
ー
グ
も
な
か
っ
た
の
で
、想
像
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、

無
縁
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。サ
ッ
カ
ー
で
生
き
て
い
け
る
と

は
全
く
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。む
し
ろ
親
か
ら
は「
サ
ッ
カ
ー

や
って
い
て
も
生
活
を
し
て
い
け
な
い
」と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

外
川
　
将
来
を
本
格
的
に
考
え
る
時
期
、高
校
３
年
生
の
時
に
Ｊ

リ
ー
グ
が
発
足
し
ま
し
た
が
、Ｊ
リ
ー
ガ
ー
を
目
指
そ
う
と
思
わ

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
そ
れ
も
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。僕
が
い
た
早
稲
田
実
業
学
校

高
等
部
は
、サ
ッ
カ
ー
で
一
度
も
全
国

大
会
に
出
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
か
ら
。た
だ
、早
稲
田
大
学
の

サ
ッ
カ
ー
部
と
同
じ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練

習
す
る
機
会
が
あ
り
、全
国
か
ら
集

ま
っ
た
優
秀
な
選
手
た
ち
の
プ
レ
ー
を
目
の
当
た
り
に
で
き
た
の

で
、さ
ら
に
上
の
レ
ベ
ル
の
サ
ッ
カ
ー
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

外
川
　
で
は
、サ
ッ
カ
ー
を
職
業
に
で
き
る
、Ｊ
リ
ー
ガ
ー
に
な
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
手
応
え
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い

つ
で
す
か
。

外
池
　
正
直
な
と
こ
ろ
、大
学
４
年
生
の
時
、ベ
ル
マ
ー
レ
平
塚
か

ら
オ
フ
ァ
ー
を
も
ら
う
ま
で
は
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
に
な
れ
る
と
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。１
年
生
の
時
か
ら
試
合
に
は
出
て
い
ま
し
た

が
、全
国
か
ら
素
晴
ら
し
い
選
手
が
毎
年
入
部
し
て
き
ま
す
か
ら
、

常
に
誰
か
に
追
い
抜
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
で
し
た
。危
機

感
か
ら
来
る
学
び
や
成
長
も
あ
り
ま
し
た
が
、そ
ん
な
状
況
で
し

た
か
ら
選
択
肢
と
し
て
就
職
活
動
も
し
て
い
た
ん
で
す
。オ
フ
ァ
ー

を
頂
い
て
初
め
て
、プ
ロへ
の
扉
が
開
い
た
と
感
じ
ま
し
た
。

外
川
　
プ
ロ
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
努
力
さ
れ
て
き
た
と
思
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、就
職
活
動
を
し
て
い
た
と
は
驚
き
で
す
。

外
池
　
も
ち
ろ
ん
、サ
ッ
カ
ー
が
大
好
き
で
、も
っ
と
う
ま
く
な
り

た
い
、試
合
で
勝
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
努
力
し
て
き
ま
し
た

が
、単
純
に
プ
ロ
に
な
る
こ
と
を
夢
に
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。な

ぜ
な
ら
、Ｊ
リ
ー
グ
の
盛
り
上
が
り
の
裏
で
、試
合
に
出
ら
れ
な

か
っ
た
り
、伸
び
悩
ん
だ
り
し
て
苦
し
ん
で
い
る
先
輩
の
姿
も
見
て

い
た
か
ら
で
す
。Ｊ
リ
ー
グ
は
華
や
か
な
世
界
に
見
え
ま
す
が
、や

は
り
光
の
部
分
と
影
の
部
分
が
あ
る
。で
す
か
ら
、プ
ロ
に
な
る
こ

と
に
対
し
て
も
慎
重
に
考
え
て
い
ま
し
た
。

外
川
　
大
学
生
の
頃
か
ら
サ
ッ
カ
ー
と
真
摯
に
向
き
合
わ
れ
て
い

た
の
で
す
ね
。

外
池
　
僕
は
早
稲
田
大
学
を
卒
業
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、ベ

ル
マ
ー
レ
平
塚
で
も
選
手
会
長
を
任
さ
れ
る
な
ど
、優
等
生
的
な

姿
を
求
め
ら
れ
る
立
場
に
い
ま
し
た
。し
か
し
、所
属
３
年
目
に

チ
ー
ム
の
成
績
が
思
わ
し
く
な
く
な
っ
た
時
、も
う
こ
の
悪
い
意
味

で
の
優
等
生
キ
ャ
ラ
か
ら
脱
却
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。そ
こ
で
、髪
を
脱
色
し
て
金
髪
に
し
た
ん
で
す
。す
る
と
自
分

の
中
で
何
か
が
吹
っ
切
れ
た
の
か
、す
ご
く
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。た
だ
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
真
面
目
に
や
る
だ
け
で
は
な

く
、自
ら
何
か
突
き
破
っ
て
い
く
こ
と
も
大
事
な
の
だ
と
プ
ロ
に

な
っ
て
か
ら
実
感
し
ま
し
た
。

　
ベ
ル
マ
ー
レ
平
塚
に
同
時
期
に
加
入
し
た
中
田
英
寿
さ
ん
は
、

監
督
か
ら
休
む
よ
う
に
言
わ
れ
て
も「
僕
は
世
界
を
目
指
し
て
い

る
か
ら
」と
簡
単
に
は
ね
の
け
る
。そ
う
し
て
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を

続
け
て
い
っ
た
。上
下
関
係
や
チ
ー
ム
プ
レ
ー
も
大
事
で
す
が
、突

き
抜
け
る
に
は
そ
う
し
た
姿
勢
も
必
要
な
の
だ
と
学
び
ま
し
た
。

外
川
　
早
稲
田
大
学
ア
式
蹴
球
部
の
監
督
と
し
て
、そ
う
し
た
現

役
時
代
の
経
験
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
Ｊ
リ
ー
グ
の
経
験
も
そ
う
で
す
が
、現
役
時
代
に
オ
フ
シ
ー

ズ
ン
を
利
用
し
て
、企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
た
り
、

そ
の
後
、電
通
や
ス
カ
パ
ー
！
と
い
っ
た
企
業
に
勤
め
た
経
験
も
指

導
に
反
映
さ
せ
ま
し
た
。大
学
時
代
は
、そ
の
先
に
あ
る
長
い
社
会

人
生
活
に
入
る
前
の
最
後
の
環
境
で
す
。だ
か
ら
こ
そ
、大
学
に
お

い
て
社
会
と
の
接
点
を
ど
の
よ
う
に
作
っ
て
い
く
か
が
大
事
に
な
り

ま
す
。そ
こ
で
、僕
が
取
り
組
ん
だ
こ
と
の
一
つ
が
、情
報
発
信
力
の

強
化
で
す
。昔
と
違
って
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
ツ
ー
ル
が
発
達
し
て
い
る
の

で
、部
活
動
で
の
取
り
組
み
や
試
合
の
情
報
な
ど
を
ど
ん
ど
ん
自
分

た
ち
で
発
信
し
て
い
け
る
。そ
う
す
る
こ
と
で
ま
る
で
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
よ
う
に
サ
ッ
カ
ー
界
や
社
会
と
の
接
点
が
生
ま
れ
ま
す
し
、

自
分
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
も
で
き
る
。大
学
サ
ッ
カ
ー
か
ら
プ
ロ

選
手
や
日
本
代
表
選
手
を
よ
り
多
く
輩
出
す
る
こ
と
も
目
標
に
し

て
い
た
の
で
す
が
、そ
の
点
で
も
情
報
発
信
力
を
高
め
る
こ
と
は
重

要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

外
川
　
外
池
さ
ん
な
ら
で
は
の
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
で

す
ね
。

外
池
　
監
督
就
任
当
時
、世
の
中
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿
が
炎
上
す
る

な
ど
、情
報
発
信
に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
と
い
う
空
気
が
ま
ん
延
し

て
い
ま
し
た
が
、そ
う
す
る
と
ど
ん
ど
ん
萎
縮
し
て
いって
、大
学
サ
ッ

カ
ー
界
が
村
社
会
化
し
て
し
ま
う
。だ
か
ら
こ
そ
、学
生
が
主
体
的
に

情
報
発
信
し
、状
況
を
打
ち
破
って
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
た
の

で
す
。そ
こ
か
ら
得
た
経
験
は
必
ず
大
き
な
糧
に
な
り
ま
す
か
ら
。

外
川
　
私
自
身
の
経
験
か
ら
し
て
も
、学
生
が
主
体
性
を
持
つ
こ
と

は
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
、受
動
性
を
持
た
せ
る
こ
と
と
の

バ
ラ
ン
ス
が
と
て
も
難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。外
池
さ
ん
は
そ
こ
を

ど
の
よ
う
に
指
導
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
僕
自
身
も
難
し
さ
を
痛
感
し
て
き
ま
し
た
。確
か
に
主
体

性
を
履
き
違
え
る
学
生
も
い
ま
し
た
が
、そ
の
場
で「
そ
れ
は
間
違
っ

て
い
る
」と
正
す
よ
う
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
は
極
力
避
け

る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。「
ど
う
し
て
そ
う
い
う
判
断
を
し
た
の

か
」、「
別
の
考
え
方
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」と
い
う
こ
と
を
尋
ね
、

最
終
的
に
は
学
生
本
人
が
決
断
を
下
せ
る
よ
う
な
流
れ
を
作
っ
て

いっ
た
の
で
す
。監
督
在
任
中
に
は
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
、学
生
も
苦
し

い
中
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。僕
自
身
、コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
で
果
た

し
て
こ
れ
が
正
解
な
の
か
と
悩
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。た
だ
、そ
う

し
た
中
で
こ
そ
、失
敗
し
て
も
そ
れ
を
生
か
し
て
挑
戦
す
る
姿
勢
を

大
人
が
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。僕
が
学
生
を
見

て
い
る
一
方
で
、僕
も
学
生
か
ら
見
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。横
浜

マ
リ
ノ
ス
に
転
職
す
る
こ
と
も
大
き
な
挑
戦
で
し
た
が
、学
生
た
ち
に

新
た
な
道
へ
進
む
姿
を
見
せ
る
こ
と
も
、僕
に
と
って
は
大
事
な
こ
と

で
し
た
。

外
川
　
外
池
さ
ん
自
身
、そ
う
し
て
引
退
後
の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア

を
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、新
し
い
世
界
に
飛
び
込
む

こ
と
に
対
し
て
迷
い
や
悩
み
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
僕
は
サ
ッ
カ
ー
で
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
大
切
に
し
て
き
ま
し

た
。サ
ッ
カ
ー
で
得
点
で
き
た
り
、失
点
し
た
り
す
る
の
は
、本
来
そ

こ
に
い
る
は
ず
の
人
が
い
な
い
と
い
う
よ
う
に
、ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
が

崩
れ
て
隙
が
で
き
た
時
な
の
で
す
。ス
タ
メ
ン
か
サ
ブ
だ
け
で
は
な

く
メ
ン
バ
ー
外
と
い
う
立
ち
位
置
も
含
め
て
、サ
ッ
カ
ー
で
は
い
ろ
い

ろ
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
が
、僕
は
決
し
て
特
段
ス

ピ
ー
ド
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、ま
た
ド
リ
ブ
ル
な
ど
ボ
ー
ル
扱
い

に
優
れ
た
選
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、常
に
ポ
ジ
シ
ョ

ニ
ン
グ
を
考
え
て
チ
ャ
ン
ス
を
作
る
こ
と
を
意
識
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
生
じ
る
局
面
の
変
化
や
意
外
性
に
、サ
ッ
カ
ー
の
醍
醐
味

を
感
じ
て
い
た
ん
で
す
。サ
ッ
カ
ー
の
世
界
か
ら
離
れ
て
も
そ
の
ス

タ
ン
ス
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
た
時
、企
業
で
社
会
経
験
を
積
ん
で

こ
な
か
っ
た
こ
と
は
弱
み
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、11
年
間
、Ｊ
リ
ー

ガ
ー
と
し
て
プ
レ
ー
を
し
て
き
た
経
験
は
、他
の
人
に
は
な
い
強
み

に
な
る
。そ
れ
を
使
って
、社
会
の
ど
う
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、ど
ん
な

ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
く
の
か
。こ
の
会
社
で
仕
事
を
す
れ
ば
、も

し
か
し
た
ら
す
ご
い
パ
ス
が
飛
ん
で
く
る
か
も
し
れ
な
い
。そ
う
考

え
る
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
ま
し
た
ね
。早
稲
田
大
学
の
監
督
の
話
が

来
た
時
も
そ
う
で
す
。サ
ッ
カ
ー
以
外
に
社
会
で
広
く
経
験
を

積
ん
だ
こ
と
は
、必
ず
大
き
な
武
器
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

外
川
　
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
さ
れ
て
、あ
ら
た
め
て
今
、〝
大
学
〞に

対
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

外
池
　
早
稲
田
大
学
で
サ
ッ
カ
ー
に
励
む
中
で
、自
分
の
フ
ィ
ー
ル

ド
が
地
元
と
い
う
狭
い
世
界
か
ら
日
本
全
国
に
広
が
って
い
き
ま
し

た
。Ｊ
リ
ー
グ
に
入
っ
て
か
ら
の
広
が
り
も
そ
の
延
長
上
に
あ
っ
た

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。し
か
し
、一
時
期
は
早
稲
田
大
学
と
い
う

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
縛
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
息
苦
し
さ
を
感
じ
て
い
た
こ

と
も
事
実
で
す
。早
く
そ
こ
か
ら
脱
却
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り

ま
し
た
。で
も
、ア
式
蹴
球
部
の
監
督
に
就
任
し
て
か
ら
早
稲
田
大

学
に
つ
い
て
熱
心
に
学
ん
だ
ん
で
す
。創
設
者
の
大
隈
重
信
の
足
跡

を
た
ど
っ
た
り
、学
生
街
の
い
ろ
い
ろ
な
お
店
を
食
べ
歩
い
た
り
。

そ
ん
な
中
で
印
象
に
残
っ
た
の
が
、早
稲
田
大
学
の
校
歌
に
あ
っ
た

一
つ
の
フ
レ
ー
ズ
で
し
た
。「
集
り
散
じ
て 

人
は
変
れ
ど 

仰
ぐ
は
同

じ
き 

理
想
の
光
」。僕
自
身
も
歌
詞
の
通
り
、早
稲
田
大
学
に
集

ま
って
、散
じ
て
いっ
た
わ
け
で
す
。

　
監
督
に
就
任
し
て
間
も
な
い
頃
に
、田
中
総
長
に
お
会
い
す
る
機

会
が
あ
り
、「
僕
は
早
稲
田
が
嫌
に
な
っ
て
出
て
い
き
ま
し
た
。そ
ん

な
人
間
が
監
督
を
務
め
て
い
て
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
？
」と
尋
ね
た

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。す
る
と
田
中
総
長
か
ら「
そ
う
い
う
人
間

が
、一
番
、早
稲
田
っ
ぽ
い
ん
だ
よ
ね
」と
返
さ
れ
ま
し
た
。そ
う
し

た
経
験
が
あ
っ
て
、早
稲
田
大
学
っ
て
懐
が
深
い
の
だ
な
と
感
じ
ま

し
た
。大
学
に
入
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、み
ん
な
方
々
に
散
っ
て
挑

戦
し
て
い
く
。早
稲
田
大
学
は
そ
う
い
う
場
な
の
だ
ろ
う
と
。だ
か

ら
こ
そ
社
会
に
出
て
、組
織
の
枠
や
利
害
関
係
に
縛
ら
れ
た
り
す
る

中
で
、視
野
が
狭
く
な
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。学
生
時
代
も

監
督
に
な
っ
て
か
ら
も
、そ
う
い
う
環
境
で
学
べて
い
た
の
だ
と
あ
ら

た
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

外
川
　
サ
ッ
カ
ー
で
、社
会
で
、さ
ま
ざ
ま
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
経
験
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、自
分
に
一
番
し
っ
く
り
く
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
見
い

だ
せ
ま
し
た
か
。

外
池
　
難
し
い
質
問
で
す
ね
。や
る
べ
き
こ
と
は
見
え
て
い
ま
す
が
、

ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、い
ま
だ
に
模
索
中
で
す
か
ね
。例
え
ば
、ホ
ー

ム
で
試
合
が
あ
る
時
は
ス
タ
ッ
フ
総
出
で
運
営
に
当
た
る
の
で
す
が
、

そ
の
際
、発
券
や
設
営
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
が
発
生
し
ま
す
。今

　イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

クローズアップ

身
に
付
け
ら
れ
て
い
る
社
員
証
の
裏
側
に
は
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
の

ク
ラ
ブ・フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
が
書
か
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

外
池
　
僕
が
入
社
す
る
前
の
２
０
２
２
年
に
、ク
ラ
ブ
創
設
30
周

年
を
機
に
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
を
作
り
ま
し
た
。Ｊ
リ
ー
グ
に
所
属
す

る
一
つ
の
ク
ラ
ブ
と
し
て
、横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
に
関
わ
る
人
た
ち
が

共
有
し
、定
着
す
べ
き
考
え
方
と
し
て
、ミ
ッ
シ
ョ
ン
、ビ
ジ
ョ
ン
、バ

リ
ュ
ー
、カ
ル
チ
ャ
ー
の
４
つ
を
明
文
化
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

外
川
　
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、「〝
喜
怒
哀
楽
〞に
あ
ふ
れ
る
豊
か
な

体
験
を
提
供
し
続
け
る
。」と
あ
り
ま
す
。

外
池
　
ス
ポ
ー
ツ
に
は
勝
つ
喜
び
も
あ
り
ま
す
が
、当
然
、負
け
て

悲
し
む
時
も
あ
り
ま
す
。勝
つ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
目
指
し
ま
す
が
、

そ
こ
に
は
楽
し
い
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、喜
怒
哀
楽
全
て
を
含
む

体
験
を
、サ
ッ
カ
ー
を
中
心
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通

じ
て
共
有
、共
感
し
、提
供
し
て
い
く
こ
と
に
価
値
を
置
い
て
い
る

の
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

外
川
　
喜
怒
哀
楽
の
全
て
を
感
じ
る
こ
と
で
人
生
が
豊
か
に
な

り
、人
と
し
て
成
長
で
き
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

外
池
　
５
年
間
、早
稲
田
大
学
ア
式
蹴
球
部
の
監
督
を
務
め
ま

し
た
が
、頑
張
っ
て
挑
戦
し
て
も
エ
ラ
ー
が
出
て
し
ま
う
こ
と
は
当

然
あ
り
ま
す
。し
か
し
、そ
こ
か
ら
学
ん
で
次
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

外
川
　
本
日
は
、新
横
浜
に
あ
る
横
浜
マ
リ
ノ
ス
株
式
会
社
に
来

て
い
ま
す
。お
話
を
伺
う
の
は
、経
営
企
画
部
の
外
池
大
亮
さ
ん
。

早
稲
田
大
学
を
卒
業
後
、１
９
９
７
年
に
Ｊ
リ
ー
グ
の
ベ
ル
マ
ー

レ
平
塚
に
所
属
し
て
活
躍
。そ
の
後
、横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
な
ど
を

経
て
、現
役
引
退
後
は
、電
通
と
ス
カ
パ
ー
！
で
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ

ア
を
積
み
、現
在
に
至
り
ま
す
。ま
た
、２
０
１
８
年
か
ら
は
出
身

大
学
で
あ
る
早
稲
田
大
学
ア
式
蹴
球
部
の
監
督
も
務
め
ま
し
た
。

今
回
は
外
池
さ
ん
に
、学
生
時
代
か
ら
今
の
お
仕
事
ま
で
幅
広
く

お
話
を
伺
い
ま
す
。今
日
は
爽
や
か
な
ブ
ル
ー
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着

ら
れ
て
い
ま
す
ね
。お
仕
事
を
さ
れ
る
時
は
こ
う
い
う
ス
タ
イ
ル
が

多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
の
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
が
、赤
・
白
・
青
の
ト

リ
コ
ロ
ー
ル
な
の
で
、ブ
ル
ー
系
の
色
の
服
を
着
る
こ
と
が
多
い
で

す
ね
。あ
ら
た
め
て
、チ
ー
ム
カ
ラ
ー
と
い
う
も
の
を
意
識
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
し
、こ
の
色
を
濁
ら
せ
る
こ
と
な
く
、よ
り
輝
か

せ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
気
を
引
き
締
め
て
い
ま
す
。

外
川
　
組
織
に
な
じ
む
こ
と
を
大
切
に
さ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

学
生
の
主
体
性
と
発
信
力
を
育
む
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現
在
は
、そ
の
中
で
僕
は〝
フ
リ
ー
マ
ン
〞と
し
て
、そ
こ
に
あ
る
状
況

を
広
く
深
く
見
て
感
じ
て
捉
え
、そ
し
て
考
え
て
、必
要
で
あ
れ
ば

手
伝
って
い
ま
す
。サ
ッ
カ
ー
の
練
習
で
も
少
人
数
で
敵
と
味
方
に
分

か
れ
て
戦
う
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、そ
こ
に
刺
激
を
与
え
る
た
め
に

中
立
的
に
ど
ち
ら
に
も
関
与
す
る
フ
リ
ー
マ
ン
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が

あ
り
ま
す
。僕
は
そ
の
フ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
の
本
物
を
ま
ず
目
指
し
た

い
。も
ち
ろ
ん
、明
確
に
担
う
べ
き
こ
と
も
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
し
、

だ
か
ら
こ
そ
今
は
、そ
の
ポ
ジ
シ
ョン
を
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

外
川
　
働
き
方
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
か
、ジ
ェ
ネ
ラ

リ
ス
ト
か
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、私
は
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
的
な
部
分

が
な
い
と
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
に
は

な
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ

の
点
、外
池
さ
ん
は
サ
ッ
カ
ー
と

い
う
軸
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、着
地

点
が
見
え
て
い
て
、フ
リ
ー
マ
ン

と
し
て
目
が
行
き
届
く
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

と
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
点
で
は
、監
督
と
し
て
持
ち
続

け
て
き
た
ポ
リ
シ
ー
と
相
通
じ
る
も
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。

外
川
　「
人
々
や
社
会
に〝
夢
〞と〝
活
力
〞を
も
た
ら
す
存
在
に
な

る
。」と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、外
池
さ
ん
は
そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
具
現
化
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
は
、「
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
り
た
い
」と

い
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
夢
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。で
す
か

ら
、ピ
ッ
チ
で
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、試
合

後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
練
習
し
て
い
る
姿
か
ら
も
、子
ど
も
た
ち
に

夢
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
う
し
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
、

ま
ず
は
選
手
が
自
覚
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

一
番
表
に
立
つ
選
手
や
監
督
だ
け
で
は
な
く
、現
場
の
ス
タ
ッ
フ
も

含
め
た
ク
ラ
ブ
全
体
で
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
を
伝
え
て
い
く
こ
と
、

さ
ら
に
は
フ
ァ
ン・サ
ポ
ー
タ
ー
や
パ
ー
ト
ナ
ー・ス
ポ
ン
サ
ー
、地

域
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

方
々
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
な
が
ら
一
つ
一
つ
の
業
務
を
行
う

こ
と
が
、ビ
ジ
ョ
ン
の
具
現
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

外
川
　
２
０
２
３
年
４
月
か
ら
横
浜
マ
リ
ノ
ス
株
式
会
社
に
入
社

さ
れ
て
ま
だ
半
年
ほ
ど
で
す
が
、す
で
に
ク
ラ
ブ
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
が

な
じ
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

外
池
　
そ
う
言
っ
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。実
際
に
は
ま

だ
試
行
錯
誤
の
連
続
で
す
が
、ク
ラ
ブ
の
歴
史
や
文
化
を
し
っ
か
り

学
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。入
社
し
た
ば
か
り
と
は
い
え
、

僕
は
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
と
は
深
い
縁
が
あ
る
ん
で
す
。１
９
８
５
年

に
、横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
の
前
身
で
あ
る
日
産
自
動
車
サ
ッ
カ
ー
部

が
、日
産
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
を
創
設
し
た
の
で
す
が
、僕
は
小
学

生
の
時
、選
抜
コ
ー
ス「
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
」の
１
期
生
だ
っ
た
ん
で

す
。そ
れ
ま
で
地
元
の
ク
ラ
ブ
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、

日
産
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
で
初
め
て
自
分
の
テ
リ
ト
リ
ー
外
の
指
導

者
や
選
手
た
ち
と
出
会
い
、サ
ッ
カ
ー
観
が
大
き
く
広
が
り
ま
し

た
。プ
ロ
に
な
っ
て
か
ら
も
、２
０
０
０
年
か
ら
３
年
間
、横
浜
Ｆ・マ

リ
ノ
ス
に
在
籍
し
て
プ
レ
ー
し
た
こ
と
も
あ
り
、僕
に
と
っ
て
は
特

別
な
ク
ラ
ブ
な
ん
で
す
。

外
川
　
選
手
と
し
て
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ

ス
に
所
属
し
て
い
た
時
も
、や
は
り
特

別
な
ク
ラ
ブ
だ
と
感
じ
て
い
ら
し
た

の
で
す
か
。

外
池
　
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
は
当
時
か

ら
常
に
優
勝
争
い
を
し
て
い
る
よ
う

な
強
い
チ
ー
ム
で
、日
本
代
表
に
選
ば

れ
る
選
手
も
多
く
所
属
し
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な
中
で
、自
分
は

付
い
て
い
く
の
に
精
一
杯
で
し
た
が
、そ
の
分
、鍛
え
ら
れ
ま
し
た

し
、視
野
が
大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。

外
川
　
Ｊ
リ
ー
グ
で
活
躍
さ
れ
、現
在
も
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
で

サ
ッ
カ
ー
に
関
わ
る
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、子
ど
も
の
頃
、

プ
ロ
選
手
に
な
り
た
い
と
夢
見
た
り
、サ
ッ
カ
ー
で
生
き
て
い
け
る

と
い
う
感
覚
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
小
学
生
の
頃
は
、ま
だ
Ｊ
リ
ー
グ
も
発
足
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
か
ら
、将
来
の
夢
も
、「
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
り
た
い
」

で
は
な
く
て
、「
サ
ッ
カ
ー
が
も
っ
と
う
ま
く
な
り
た
い
」く
ら
い
の

も
の
で
し
た
。ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
存
在
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、日

本
は
一
度
も
出
場
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、そ
も
そ
も

プ
ロ
リ
ー
グ
も
な
か
っ
た
の
で
、想
像
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、

無
縁
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。サ
ッ
カ
ー
で
生
き
て
い
け
る
と

は
全
く
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。む
し
ろ
親
か
ら
は「
サ
ッ
カ
ー

や
って
い
て
も
生
活
を
し
て
い
け
な
い
」と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

外
川
　
将
来
を
本
格
的
に
考
え
る
時
期
、高
校
３
年
生
の
時
に
Ｊ

リ
ー
グ
が
発
足
し
ま
し
た
が
、Ｊ
リ
ー
ガ
ー
を
目
指
そ
う
と
思
わ

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
そ
れ
も
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。僕
が
い
た
早
稲
田
実
業
学
校

高
等
部
は
、サ
ッ
カ
ー
で
一
度
も
全
国

大
会
に
出
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
か
ら
。た
だ
、早
稲
田
大
学
の

サ
ッ
カ
ー
部
と
同
じ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練

習
す
る
機
会
が
あ
り
、全
国
か
ら
集

ま
っ
た
優
秀
な
選
手
た
ち
の
プ
レ
ー
を
目
の
当
た
り
に
で
き
た
の

で
、さ
ら
に
上
の
レ
ベ
ル
の
サ
ッ
カ
ー
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

外
川
　
で
は
、サ
ッ
カ
ー
を
職
業
に
で
き
る
、Ｊ
リ
ー
ガ
ー
に
な
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
手
応
え
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い

つ
で
す
か
。

外
池
　
正
直
な
と
こ
ろ
、大
学
４
年
生
の
時
、ベ
ル
マ
ー
レ
平
塚
か

ら
オ
フ
ァ
ー
を
も
ら
う
ま
で
は
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
に
な
れ
る
と
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。１
年
生
の
時
か
ら
試
合
に
は
出
て
い
ま
し
た

が
、全
国
か
ら
素
晴
ら
し
い
選
手
が
毎
年
入
部
し
て
き
ま
す
か
ら
、

常
に
誰
か
に
追
い
抜
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
で
し
た
。危
機

感
か
ら
来
る
学
び
や
成
長
も
あ
り
ま
し
た
が
、そ
ん
な
状
況
で
し

た
か
ら
選
択
肢
と
し
て
就
職
活
動
も
し
て
い
た
ん
で
す
。オ
フ
ァ
ー

を
頂
い
て
初
め
て
、プ
ロへ
の
扉
が
開
い
た
と
感
じ
ま
し
た
。

外
川
　
プ
ロ
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
努
力
さ
れ
て
き
た
と
思
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、就
職
活
動
を
し
て
い
た
と
は
驚
き
で
す
。

外
池
　
も
ち
ろ
ん
、サ
ッ
カ
ー
が
大
好
き
で
、も
っ
と
う
ま
く
な
り

た
い
、試
合
で
勝
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
努
力
し
て
き
ま
し
た

が
、単
純
に
プ
ロ
に
な
る
こ
と
を
夢
に
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。な

ぜ
な
ら
、Ｊ
リ
ー
グ
の
盛
り
上
が
り
の
裏
で
、試
合
に
出
ら
れ
な

か
っ
た
り
、伸
び
悩
ん
だ
り
し
て
苦
し
ん
で
い
る
先
輩
の
姿
も
見
て

い
た
か
ら
で
す
。Ｊ
リ
ー
グ
は
華
や
か
な
世
界
に
見
え
ま
す
が
、や

は
り
光
の
部
分
と
影
の
部
分
が
あ
る
。で
す
か
ら
、プ
ロ
に
な
る
こ

と
に
対
し
て
も
慎
重
に
考
え
て
い
ま
し
た
。

外
川
　
大
学
生
の
頃
か
ら
サ
ッ
カ
ー
と
真
摯
に
向
き
合
わ
れ
て
い

た
の
で
す
ね
。

外
池
　
僕
は
早
稲
田
大
学
を
卒
業
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、ベ

ル
マ
ー
レ
平
塚
で
も
選
手
会
長
を
任
さ
れ
る
な
ど
、優
等
生
的
な

姿
を
求
め
ら
れ
る
立
場
に
い
ま
し
た
。し
か
し
、所
属
３
年
目
に

チ
ー
ム
の
成
績
が
思
わ
し
く
な
く
な
っ
た
時
、も
う
こ
の
悪
い
意
味

で
の
優
等
生
キ
ャ
ラ
か
ら
脱
却
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。そ
こ
で
、髪
を
脱
色
し
て
金
髪
に
し
た
ん
で
す
。す
る
と
自
分

の
中
で
何
か
が
吹
っ
切
れ
た
の
か
、す
ご
く
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。た
だ
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
真
面
目
に
や
る
だ
け
で
は
な

く
、自
ら
何
か
突
き
破
っ
て
い
く
こ
と
も
大
事
な
の
だ
と
プ
ロ
に

な
っ
て
か
ら
実
感
し
ま
し
た
。

　
ベ
ル
マ
ー
レ
平
塚
に
同
時
期
に
加
入
し
た
中
田
英
寿
さ
ん
は
、

監
督
か
ら
休
む
よ
う
に
言
わ
れ
て
も「
僕
は
世
界
を
目
指
し
て
い

る
か
ら
」と
簡
単
に
は
ね
の
け
る
。そ
う
し
て
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を

続
け
て
い
っ
た
。上
下
関
係
や
チ
ー
ム
プ
レ
ー
も
大
事
で
す
が
、突

き
抜
け
る
に
は
そ
う
し
た
姿
勢
も
必
要
な
の
だ
と
学
び
ま
し
た
。

外
川
　
早
稲
田
大
学
ア
式
蹴
球
部
の
監
督
と
し
て
、そ
う
し
た
現

役
時
代
の
経
験
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
Ｊ
リ
ー
グ
の
経
験
も
そ
う
で
す
が
、現
役
時
代
に
オ
フ
シ
ー

ズ
ン
を
利
用
し
て
、企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
た
り
、

そ
の
後
、電
通
や
ス
カ
パ
ー
！
と
い
っ
た
企
業
に
勤
め
た
経
験
も
指

導
に
反
映
さ
せ
ま
し
た
。大
学
時
代
は
、そ
の
先
に
あ
る
長
い
社
会

人
生
活
に
入
る
前
の
最
後
の
環
境
で
す
。だ
か
ら
こ
そ
、大
学
に
お

い
て
社
会
と
の
接
点
を
ど
の
よ
う
に
作
っ
て
い
く
か
が
大
事
に
な
り

ま
す
。そ
こ
で
、僕
が
取
り
組
ん
だ
こ
と
の
一
つ
が
、情
報
発
信
力
の

強
化
で
す
。昔
と
違
って
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
ツ
ー
ル
が
発
達
し
て
い
る
の

で
、部
活
動
で
の
取
り
組
み
や
試
合
の
情
報
な
ど
を
ど
ん
ど
ん
自
分

た
ち
で
発
信
し
て
い
け
る
。そ
う
す
る
こ
と
で
ま
る
で
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
よ
う
に
サ
ッ
カ
ー
界
や
社
会
と
の
接
点
が
生
ま
れ
ま
す
し
、

自
分
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
も
で
き
る
。大
学
サ
ッ
カ
ー
か
ら
プ
ロ

選
手
や
日
本
代
表
選
手
を
よ
り
多
く
輩
出
す
る
こ
と
も
目
標
に
し

て
い
た
の
で
す
が
、そ
の
点
で
も
情
報
発
信
力
を
高
め
る
こ
と
は
重

要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

外
川
　
外
池
さ
ん
な
ら
で
は
の
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
で

す
ね
。

外
池
　
監
督
就
任
当
時
、世
の
中
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿
が
炎
上
す
る

な
ど
、情
報
発
信
に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
と
い
う
空
気
が
ま
ん
延
し

て
い
ま
し
た
が
、そ
う
す
る
と
ど
ん
ど
ん
萎
縮
し
て
いって
、大
学
サ
ッ

カ
ー
界
が
村
社
会
化
し
て
し
ま
う
。だ
か
ら
こ
そ
、学
生
が
主
体
的
に

情
報
発
信
し
、状
況
を
打
ち
破
って
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
た
の

で
す
。そ
こ
か
ら
得
た
経
験
は
必
ず
大
き
な
糧
に
な
り
ま
す
か
ら
。

外
川
　
私
自
身
の
経
験
か
ら
し
て
も
、学
生
が
主
体
性
を
持
つ
こ
と

は
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
、受
動
性
を
持
た
せ
る
こ
と
と
の

バ
ラ
ン
ス
が
と
て
も
難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。外
池
さ
ん
は
そ
こ
を

ど
の
よ
う
に
指
導
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
僕
自
身
も
難
し
さ
を
痛
感
し
て
き
ま
し
た
。確
か
に
主
体

性
を
履
き
違
え
る
学
生
も
い
ま
し
た
が
、そ
の
場
で「
そ
れ
は
間
違
っ

て
い
る
」と
正
す
よ
う
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
は
極
力
避
け

る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。「
ど
う
し
て
そ
う
い
う
判
断
を
し
た
の

か
」、「
別
の
考
え
方
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」と
い
う
こ
と
を
尋
ね
、

最
終
的
に
は
学
生
本
人
が
決
断
を
下
せ
る
よ
う
な
流
れ
を
作
っ
て

いっ
た
の
で
す
。監
督
在
任
中
に
は
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
、学
生
も
苦
し

い
中
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。僕
自
身
、コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
で
果
た

し
て
こ
れ
が
正
解
な
の
か
と
悩
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。た
だ
、そ
う

し
た
中
で
こ
そ
、失
敗
し
て
も
そ
れ
を
生
か
し
て
挑
戦
す
る
姿
勢
を

大
人
が
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。僕
が
学
生
を
見

て
い
る
一
方
で
、僕
も
学
生
か
ら
見
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。横
浜

マ
リ
ノ
ス
に
転
職
す
る
こ
と
も
大
き
な
挑
戦
で
し
た
が
、学
生
た
ち
に

新
た
な
道
へ
進
む
姿
を
見
せ
る
こ
と
も
、僕
に
と
って
は
大
事
な
こ
と

で
し
た
。

外
川
　
外
池
さ
ん
自
身
、そ
う
し
て
引
退
後
の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア

を
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、新
し
い
世
界
に
飛
び
込
む

こ
と
に
対
し
て
迷
い
や
悩
み
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
僕
は
サ
ッ
カ
ー
で
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
大
切
に
し
て
き
ま
し

た
。サ
ッ
カ
ー
で
得
点
で
き
た
り
、失
点
し
た
り
す
る
の
は
、本
来
そ

こ
に
い
る
は
ず
の
人
が
い
な
い
と
い
う
よ
う
に
、ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
が

崩
れ
て
隙
が
で
き
た
時
な
の
で
す
。ス
タ
メ
ン
か
サ
ブ
だ
け
で
は
な

く
メ
ン
バ
ー
外
と
い
う
立
ち
位
置
も
含
め
て
、サ
ッ
カ
ー
で
は
い
ろ
い

ろ
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
が
、僕
は
決
し
て
特
段
ス

ピ
ー
ド
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、ま
た
ド
リ
ブ
ル
な
ど
ボ
ー
ル
扱
い

に
優
れ
た
選
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、常
に
ポ
ジ
シ
ョ

ニ
ン
グ
を
考
え
て
チ
ャ
ン
ス
を
作
る
こ
と
を
意
識
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
生
じ
る
局
面
の
変
化
や
意
外
性
に
、サ
ッ
カ
ー
の
醍
醐
味

を
感
じ
て
い
た
ん
で
す
。サ
ッ
カ
ー
の
世
界
か
ら
離
れ
て
も
そ
の
ス

タ
ン
ス
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
た
時
、企
業
で
社
会
経
験
を
積
ん
で

こ
な
か
っ
た
こ
と
は
弱
み
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、11
年
間
、Ｊ
リ
ー

ガ
ー
と
し
て
プ
レ
ー
を
し
て
き
た
経
験
は
、他
の
人
に
は
な
い
強
み

に
な
る
。そ
れ
を
使
って
、社
会
の
ど
う
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、ど
ん
な

ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
く
の
か
。こ
の
会
社
で
仕
事
を
す
れ
ば
、も

し
か
し
た
ら
す
ご
い
パ
ス
が
飛
ん
で
く
る
か
も
し
れ
な
い
。そ
う
考

え
る
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
ま
し
た
ね
。早
稲
田
大
学
の
監
督
の
話
が

来
た
時
も
そ
う
で
す
。サ
ッ
カ
ー
以
外
に
社
会
で
広
く
経
験
を

積
ん
だ
こ
と
は
、必
ず
大
き
な
武
器
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

外
川
　
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
さ
れ
て
、あ
ら
た
め
て
今
、〝
大
学
〞に

対
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

外
池
　
早
稲
田
大
学
で
サ
ッ
カ
ー
に
励
む
中
で
、自
分
の
フ
ィ
ー
ル

ド
が
地
元
と
い
う
狭
い
世
界
か
ら
日
本
全
国
に
広
が
って
い
き
ま
し

た
。Ｊ
リ
ー
グ
に
入
っ
て
か
ら
の
広
が
り
も
そ
の
延
長
上
に
あ
っ
た

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。し
か
し
、一
時
期
は
早
稲
田
大
学
と
い
う

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
縛
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
息
苦
し
さ
を
感
じ
て
い
た
こ

と
も
事
実
で
す
。早
く
そ
こ
か
ら
脱
却
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り

ま
し
た
。で
も
、ア
式
蹴
球
部
の
監
督
に
就
任
し
て
か
ら
早
稲
田
大

学
に
つ
い
て
熱
心
に
学
ん
だ
ん
で
す
。創
設
者
の
大
隈
重
信
の
足
跡

を
た
ど
っ
た
り
、学
生
街
の
い
ろ
い
ろ
な
お
店
を
食
べ
歩
い
た
り
。

そ
ん
な
中
で
印
象
に
残
っ
た
の
が
、早
稲
田
大
学
の
校
歌
に
あ
っ
た

一
つ
の
フ
レ
ー
ズ
で
し
た
。「
集
り
散
じ
て 

人
は
変
れ
ど 

仰
ぐ
は
同

じ
き 

理
想
の
光
」。僕
自
身
も
歌
詞
の
通
り
、早
稲
田
大
学
に
集

ま
って
、散
じ
て
いっ
た
わ
け
で
す
。

　
監
督
に
就
任
し
て
間
も
な
い
頃
に
、田
中
総
長
に
お
会
い
す
る
機

会
が
あ
り
、「
僕
は
早
稲
田
が
嫌
に
な
っ
て
出
て
い
き
ま
し
た
。そ
ん

な
人
間
が
監
督
を
務
め
て
い
て
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
？
」と
尋
ね
た

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。す
る
と
田
中
総
長
か
ら「
そ
う
い
う
人
間

が
、一
番
、早
稲
田
っ
ぽ
い
ん
だ
よ
ね
」と
返
さ
れ
ま
し
た
。そ
う
し

た
経
験
が
あ
っ
て
、早
稲
田
大
学
っ
て
懐
が
深
い
の
だ
な
と
感
じ
ま

し
た
。大
学
に
入
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、み
ん
な
方
々
に
散
っ
て
挑

戦
し
て
い
く
。早
稲
田
大
学
は
そ
う
い
う
場
な
の
だ
ろ
う
と
。だ
か

ら
こ
そ
社
会
に
出
て
、組
織
の
枠
や
利
害
関
係
に
縛
ら
れ
た
り
す
る

中
で
、視
野
が
狭
く
な
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。学
生
時
代
も

監
督
に
な
っ
て
か
ら
も
、そ
う
い
う
環
境
で
学
べて
い
た
の
だ
と
あ
ら

た
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

外
川
　
サ
ッ
カ
ー
で
、社
会
で
、さ
ま
ざ
ま
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
経
験
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、自
分
に
一
番
し
っ
く
り
く
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
見
い

だ
せ
ま
し
た
か
。

外
池
　
難
し
い
質
問
で
す
ね
。や
る
べ
き
こ
と
は
見
え
て
い
ま
す
が
、

ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、い
ま
だ
に
模
索
中
で
す
か
ね
。例
え
ば
、ホ
ー

ム
で
試
合
が
あ
る
時
は
ス
タ
ッ
フ
総
出
で
運
営
に
当
た
る
の
で
す
が
、

そ
の
際
、発
券
や
設
営
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
が
発
生
し
ま
す
。今

身
に
付
け
ら
れ
て
い
る
社
員
証
の
裏
側
に
は
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
の

ク
ラ
ブ・フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
が
書
か
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

外
池
　
僕
が
入
社
す
る
前
の
２
０
２
２
年
に
、ク
ラ
ブ
創
設
30
周

年
を
機
に
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
を
作
り
ま
し
た
。Ｊ
リ
ー
グ
に
所
属
す

る
一
つ
の
ク
ラ
ブ
と
し
て
、横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
に
関
わ
る
人
た
ち
が

共
有
し
、定
着
す
べ
き
考
え
方
と
し
て
、ミ
ッ
シ
ョ
ン
、ビ
ジ
ョ
ン
、バ

リ
ュ
ー
、カ
ル
チ
ャ
ー
の
４
つ
を
明
文
化
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

外
川
　
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、「〝
喜
怒
哀
楽
〞に
あ
ふ
れ
る
豊
か
な

体
験
を
提
供
し
続
け
る
。」と
あ
り
ま
す
。

外
池
　
ス
ポ
ー
ツ
に
は
勝
つ
喜
び
も
あ
り
ま
す
が
、当
然
、負
け
て

悲
し
む
時
も
あ
り
ま
す
。勝
つ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
目
指
し
ま
す
が
、

そ
こ
に
は
楽
し
い
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、喜
怒
哀
楽
全
て
を
含
む

体
験
を
、サ
ッ
カ
ー
を
中
心
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通

じ
て
共
有
、共
感
し
、提
供
し
て
い
く
こ
と
に
価
値
を
置
い
て
い
る

の
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

外
川
　
喜
怒
哀
楽
の
全
て
を
感
じ
る
こ
と
で
人
生
が
豊
か
に
な

り
、人
と
し
て
成
長
で
き
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

外
池
　
５
年
間
、早
稲
田
大
学
ア
式
蹴
球
部
の
監
督
を
務
め
ま

し
た
が
、頑
張
っ
て
挑
戦
し
て
も
エ
ラ
ー
が
出
て
し
ま
う
こ
と
は
当

然
あ
り
ま
す
。し
か
し
、そ
こ
か
ら
学
ん
で
次
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

外
川
　
本
日
は
、新
横
浜
に
あ
る
横
浜
マ
リ
ノ
ス
株
式
会
社
に
来

て
い
ま
す
。お
話
を
伺
う
の
は
、経
営
企
画
部
の
外
池
大
亮
さ
ん
。

早
稲
田
大
学
を
卒
業
後
、１
９
９
７
年
に
Ｊ
リ
ー
グ
の
ベ
ル
マ
ー

レ
平
塚
に
所
属
し
て
活
躍
。そ
の
後
、横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
な
ど
を

経
て
、現
役
引
退
後
は
、電
通
と
ス
カ
パ
ー
！
で
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ

ア
を
積
み
、現
在
に
至
り
ま
す
。ま
た
、２
０
１
８
年
か
ら
は
出
身

大
学
で
あ
る
早
稲
田
大
学
ア
式
蹴
球
部
の
監
督
も
務
め
ま
し
た
。

今
回
は
外
池
さ
ん
に
、学
生
時
代
か
ら
今
の
お
仕
事
ま
で
幅
広
く

お
話
を
伺
い
ま
す
。今
日
は
爽
や
か
な
ブ
ル
ー
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着

ら
れ
て
い
ま
す
ね
。お
仕
事
を
さ
れ
る
時
は
こ
う
い
う
ス
タ
イ
ル
が

多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
の
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
が
、赤
・
白
・
青
の
ト

リ
コ
ロ
ー
ル
な
の
で
、ブ
ル
ー
系
の
色
の
服
を
着
る
こ
と
が
多
い
で

す
ね
。あ
ら
た
め
て
、チ
ー
ム
カ
ラ
ー
と
い
う
も
の
を
意
識
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
し
、こ
の
色
を
濁
ら
せ
る
こ
と
な
く
、よ
り
輝
か

せ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
気
を
引
き
締
め
て
い
ま
す
。

外
川
　
組
織
に
な
じ
む
こ
と
を
大
切
に
さ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

独
自
の
経
験
を
糧
に

見
い
だ
し
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
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現
在
は
、そ
の
中
で
僕
は〝
フ
リ
ー
マ
ン
〞と
し
て
、そ
こ
に
あ
る
状
況

を
広
く
深
く
見
て
感
じ
て
捉
え
、そ
し
て
考
え
て
、必
要
で
あ
れ
ば

手
伝
って
い
ま
す
。サ
ッ
カ
ー
の
練
習
で
も
少
人
数
で
敵
と
味
方
に
分

か
れ
て
戦
う
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、そ
こ
に
刺
激
を
与
え
る
た
め
に

中
立
的
に
ど
ち
ら
に
も
関
与
す
る
フ
リ
ー
マ
ン
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が

あ
り
ま
す
。僕
は
そ
の
フ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
の
本
物
を
ま
ず
目
指
し
た

い
。も
ち
ろ
ん
、明
確
に
担
う
べ
き
こ
と
も
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
し
、

だ
か
ら
こ
そ
今
は
、そ
の
ポ
ジ
シ
ョン
を
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

外
川
　
働
き
方
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
か
、ジ
ェ
ネ
ラ

リ
ス
ト
か
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、私
は
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
的
な
部
分

が
な
い
と
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
に
は

な
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ

の
点
、外
池
さ
ん
は
サ
ッ
カ
ー
と

い
う
軸
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、着
地

点
が
見
え
て
い
て
、フ
リ
ー
マ
ン

と
し
て
目
が
行
き
届
く
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

と
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
点
で
は
、監
督
と
し
て
持
ち
続

け
て
き
た
ポ
リ
シ
ー
と
相
通
じ
る
も
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。

外
川
　「
人
々
や
社
会
に〝
夢
〞と〝
活
力
〞を
も
た
ら
す
存
在
に
な

る
。」と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、外
池
さ
ん
は
そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
具
現
化
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
は
、「
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
り
た
い
」と

い
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
夢
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。で
す
か

ら
、ピ
ッ
チ
で
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、試
合

後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
練
習
し
て
い
る
姿
か
ら
も
、子
ど
も
た
ち
に

夢
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
う
し
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
、

ま
ず
は
選
手
が
自
覚
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

一
番
表
に
立
つ
選
手
や
監
督
だ
け
で
は
な
く
、現
場
の
ス
タ
ッ
フ
も

含
め
た
ク
ラ
ブ
全
体
で
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
を
伝
え
て
い
く
こ
と
、

さ
ら
に
は
フ
ァ
ン・サ
ポ
ー
タ
ー
や
パ
ー
ト
ナ
ー・ス
ポ
ン
サ
ー
、地

域
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

方
々
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
な
が
ら
一
つ
一
つ
の
業
務
を
行
う

こ
と
が
、ビ
ジ
ョ
ン
の
具
現
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

外
川
　
２
０
２
３
年
４
月
か
ら
横
浜
マ
リ
ノ
ス
株
式
会
社
に
入
社

さ
れ
て
ま
だ
半
年
ほ
ど
で
す
が
、す
で
に
ク
ラ
ブ
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
が

な
じ
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

外
池
　
そ
う
言
っ
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。実
際
に
は
ま

だ
試
行
錯
誤
の
連
続
で
す
が
、ク
ラ
ブ
の
歴
史
や
文
化
を
し
っ
か
り

学
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。入
社
し
た
ば
か
り
と
は
い
え
、

僕
は
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
と
は
深
い
縁
が
あ
る
ん
で
す
。１
９
８
５
年

に
、横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
の
前
身
で
あ
る
日
産
自
動
車
サ
ッ
カ
ー
部

が
、日
産
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
を
創
設
し
た
の
で
す
が
、僕
は
小
学

生
の
時
、選
抜
コ
ー
ス「
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
」の
１
期
生
だ
っ
た
ん
で

す
。そ
れ
ま
で
地
元
の
ク
ラ
ブ
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、

日
産
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
で
初
め
て
自
分
の
テ
リ
ト
リ
ー
外
の
指
導

者
や
選
手
た
ち
と
出
会
い
、サ
ッ
カ
ー
観
が
大
き
く
広
が
り
ま
し

た
。プ
ロ
に
な
っ
て
か
ら
も
、２
０
０
０
年
か
ら
３
年
間
、横
浜
Ｆ・マ

リ
ノ
ス
に
在
籍
し
て
プ
レ
ー
し
た
こ
と
も
あ
り
、僕
に
と
っ
て
は
特

別
な
ク
ラ
ブ
な
ん
で
す
。

外
川
　
選
手
と
し
て
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ

ス
に
所
属
し
て
い
た
時
も
、や
は
り
特

別
な
ク
ラ
ブ
だ
と
感
じ
て
い
ら
し
た

の
で
す
か
。

外
池
　
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
は
当
時
か

ら
常
に
優
勝
争
い
を
し
て
い
る
よ
う

な
強
い
チ
ー
ム
で
、日
本
代
表
に
選
ば

れ
る
選
手
も
多
く
所
属
し
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な
中
で
、自
分
は

付
い
て
い
く
の
に
精
一
杯
で
し
た
が
、そ
の
分
、鍛
え
ら
れ
ま
し
た

し
、視
野
が
大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。

外
川
　
Ｊ
リ
ー
グ
で
活
躍
さ
れ
、現
在
も
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
で

サ
ッ
カ
ー
に
関
わ
る
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、子
ど
も
の
頃
、

プ
ロ
選
手
に
な
り
た
い
と
夢
見
た
り
、サ
ッ
カ
ー
で
生
き
て
い
け
る

と
い
う
感
覚
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
小
学
生
の
頃
は
、ま
だ
Ｊ
リ
ー
グ
も
発
足
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
か
ら
、将
来
の
夢
も
、「
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
り
た
い
」

で
は
な
く
て
、「
サ
ッ
カ
ー
が
も
っ
と
う
ま
く
な
り
た
い
」く
ら
い
の

も
の
で
し
た
。ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
存
在
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、日

本
は
一
度
も
出
場
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、そ
も
そ
も

プ
ロ
リ
ー
グ
も
な
か
っ
た
の
で
、想
像
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、

無
縁
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。サ
ッ
カ
ー
で
生
き
て
い
け
る
と

は
全
く
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。む
し
ろ
親
か
ら
は「
サ
ッ
カ
ー

や
って
い
て
も
生
活
を
し
て
い
け
な
い
」と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

外
川
　
将
来
を
本
格
的
に
考
え
る
時
期
、高
校
３
年
生
の
時
に
Ｊ

リ
ー
グ
が
発
足
し
ま
し
た
が
、Ｊ
リ
ー
ガ
ー
を
目
指
そ
う
と
思
わ

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
そ
れ
も
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。僕
が
い
た
早
稲
田
実
業
学
校

高
等
部
は
、サ
ッ
カ
ー
で
一
度
も
全
国

大
会
に
出
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
か
ら
。た
だ
、早
稲
田
大
学
の

サ
ッ
カ
ー
部
と
同
じ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練

習
す
る
機
会
が
あ
り
、全
国
か
ら
集

ま
っ
た
優
秀
な
選
手
た
ち
の
プ
レ
ー
を
目
の
当
た
り
に
で
き
た
の

で
、さ
ら
に
上
の
レ
ベ
ル
の
サ
ッ
カ
ー
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

外
川
　
で
は
、サ
ッ
カ
ー
を
職
業
に
で
き
る
、Ｊ
リ
ー
ガ
ー
に
な
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
手
応
え
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い

つ
で
す
か
。

外
池
　
正
直
な
と
こ
ろ
、大
学
４
年
生
の
時
、ベ
ル
マ
ー
レ
平
塚
か

ら
オ
フ
ァ
ー
を
も
ら
う
ま
で
は
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
に
な
れ
る
と
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。１
年
生
の
時
か
ら
試
合
に
は
出
て
い
ま
し
た

が
、全
国
か
ら
素
晴
ら
し
い
選
手
が
毎
年
入
部
し
て
き
ま
す
か
ら
、

常
に
誰
か
に
追
い
抜
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
で
し
た
。危
機

感
か
ら
来
る
学
び
や
成
長
も
あ
り
ま
し
た
が
、そ
ん
な
状
況
で
し

た
か
ら
選
択
肢
と
し
て
就
職
活
動
も
し
て
い
た
ん
で
す
。オ
フ
ァ
ー

を
頂
い
て
初
め
て
、プ
ロへ
の
扉
が
開
い
た
と
感
じ
ま
し
た
。

外
川
　
プ
ロ
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
努
力
さ
れ
て
き
た
と
思
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、就
職
活
動
を
し
て
い
た
と
は
驚
き
で
す
。

外
池
　
も
ち
ろ
ん
、サ
ッ
カ
ー
が
大
好
き
で
、も
っ
と
う
ま
く
な
り

た
い
、試
合
で
勝
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
努
力
し
て
き
ま
し
た

が
、単
純
に
プ
ロ
に
な
る
こ
と
を
夢
に
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。な

ぜ
な
ら
、Ｊ
リ
ー
グ
の
盛
り
上
が
り
の
裏
で
、試
合
に
出
ら
れ
な

か
っ
た
り
、伸
び
悩
ん
だ
り
し
て
苦
し
ん
で
い
る
先
輩
の
姿
も
見
て

い
た
か
ら
で
す
。Ｊ
リ
ー
グ
は
華
や
か
な
世
界
に
見
え
ま
す
が
、や

は
り
光
の
部
分
と
影
の
部
分
が
あ
る
。で
す
か
ら
、プ
ロ
に
な
る
こ

と
に
対
し
て
も
慎
重
に
考
え
て
い
ま
し
た
。

外
川
　
大
学
生
の
頃
か
ら
サ
ッ
カ
ー
と
真
摯
に
向
き
合
わ
れ
て
い

た
の
で
す
ね
。

外
池
　
僕
は
早
稲
田
大
学
を
卒
業
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、ベ

ル
マ
ー
レ
平
塚
で
も
選
手
会
長
を
任
さ
れ
る
な
ど
、優
等
生
的
な

姿
を
求
め
ら
れ
る
立
場
に
い
ま
し
た
。し
か
し
、所
属
３
年
目
に

チ
ー
ム
の
成
績
が
思
わ
し
く
な
く
な
っ
た
時
、も
う
こ
の
悪
い
意
味

で
の
優
等
生
キ
ャ
ラ
か
ら
脱
却
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。そ
こ
で
、髪
を
脱
色
し
て
金
髪
に
し
た
ん
で
す
。す
る
と
自
分

の
中
で
何
か
が
吹
っ
切
れ
た
の
か
、す
ご
く
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。た
だ
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
真
面
目
に
や
る
だ
け
で
は
な

く
、自
ら
何
か
突
き
破
っ
て
い
く
こ
と
も
大
事
な
の
だ
と
プ
ロ
に

な
っ
て
か
ら
実
感
し
ま
し
た
。

　
ベ
ル
マ
ー
レ
平
塚
に
同
時
期
に
加
入
し
た
中
田
英
寿
さ
ん
は
、

監
督
か
ら
休
む
よ
う
に
言
わ
れ
て
も「
僕
は
世
界
を
目
指
し
て
い

る
か
ら
」と
簡
単
に
は
ね
の
け
る
。そ
う
し
て
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を

続
け
て
い
っ
た
。上
下
関
係
や
チ
ー
ム
プ
レ
ー
も
大
事
で
す
が
、突

き
抜
け
る
に
は
そ
う
し
た
姿
勢
も
必
要
な
の
だ
と
学
び
ま
し
た
。

外
川
　
早
稲
田
大
学
ア
式
蹴
球
部
の
監
督
と
し
て
、そ
う
し
た
現

役
時
代
の
経
験
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
Ｊ
リ
ー
グ
の
経
験
も
そ
う
で
す
が
、現
役
時
代
に
オ
フ
シ
ー

ズ
ン
を
利
用
し
て
、企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
た
り
、

そ
の
後
、電
通
や
ス
カ
パ
ー
！
と
い
っ
た
企
業
に
勤
め
た
経
験
も
指

導
に
反
映
さ
せ
ま
し
た
。大
学
時
代
は
、そ
の
先
に
あ
る
長
い
社
会

人
生
活
に
入
る
前
の
最
後
の
環
境
で
す
。だ
か
ら
こ
そ
、大
学
に
お

い
て
社
会
と
の
接
点
を
ど
の
よ
う
に
作
っ
て
い
く
か
が
大
事
に
な
り

ま
す
。そ
こ
で
、僕
が
取
り
組
ん
だ
こ
と
の
一
つ
が
、情
報
発
信
力
の

強
化
で
す
。昔
と
違
って
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
ツ
ー
ル
が
発
達
し
て
い
る
の

で
、部
活
動
で
の
取
り
組
み
や
試
合
の
情
報
な
ど
を
ど
ん
ど
ん
自
分

た
ち
で
発
信
し
て
い
け
る
。そ
う
す
る
こ
と
で
ま
る
で
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
よ
う
に
サ
ッ
カ
ー
界
や
社
会
と
の
接
点
が
生
ま
れ
ま
す
し
、

自
分
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
も
で
き
る
。大
学
サ
ッ
カ
ー
か
ら
プ
ロ

選
手
や
日
本
代
表
選
手
を
よ
り
多
く
輩
出
す
る
こ
と
も
目
標
に
し

て
い
た
の
で
す
が
、そ
の
点
で
も
情
報
発
信
力
を
高
め
る
こ
と
は
重

要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

外
川
　
外
池
さ
ん
な
ら
で
は
の
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
で

す
ね
。

外
池
　
監
督
就
任
当
時
、世
の
中
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿
が
炎
上
す
る

な
ど
、情
報
発
信
に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
と
い
う
空
気
が
ま
ん
延
し

て
い
ま
し
た
が
、そ
う
す
る
と
ど
ん
ど
ん
萎
縮
し
て
いって
、大
学
サ
ッ

カ
ー
界
が
村
社
会
化
し
て
し
ま
う
。だ
か
ら
こ
そ
、学
生
が
主
体
的
に

情
報
発
信
し
、状
況
を
打
ち
破
って
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
た
の

で
す
。そ
こ
か
ら
得
た
経
験
は
必
ず
大
き
な
糧
に
な
り
ま
す
か
ら
。

外
川
　
私
自
身
の
経
験
か
ら
し
て
も
、学
生
が
主
体
性
を
持
つ
こ
と

は
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
、受
動
性
を
持
た
せ
る
こ
と
と
の

バ
ラ
ン
ス
が
と
て
も
難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。外
池
さ
ん
は
そ
こ
を

ど
の
よ
う
に
指
導
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
僕
自
身
も
難
し
さ
を
痛
感
し
て
き
ま
し
た
。確
か
に
主
体

性
を
履
き
違
え
る
学
生
も
い
ま
し
た
が
、そ
の
場
で「
そ
れ
は
間
違
っ

て
い
る
」と
正
す
よ
う
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
は
極
力
避
け

る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。「
ど
う
し
て
そ
う
い
う
判
断
を
し
た
の

か
」、「
別
の
考
え
方
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」と
い
う
こ
と
を
尋
ね
、

最
終
的
に
は
学
生
本
人
が
決
断
を
下
せ
る
よ
う
な
流
れ
を
作
っ
て

いっ
た
の
で
す
。監
督
在
任
中
に
は
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
、学
生
も
苦
し

い
中
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。僕
自
身
、コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
で
果
た

し
て
こ
れ
が
正
解
な
の
か
と
悩
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。た
だ
、そ
う

し
た
中
で
こ
そ
、失
敗
し
て
も
そ
れ
を
生
か
し
て
挑
戦
す
る
姿
勢
を

大
人
が
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。僕
が
学
生
を
見

て
い
る
一
方
で
、僕
も
学
生
か
ら
見
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。横
浜

マ
リ
ノ
ス
に
転
職
す
る
こ
と
も
大
き
な
挑
戦
で
し
た
が
、学
生
た
ち
に

新
た
な
道
へ
進
む
姿
を
見
せ
る
こ
と
も
、僕
に
と
って
は
大
事
な
こ
と

で
し
た
。

外
川
　
外
池
さ
ん
自
身
、そ
う
し
て
引
退
後
の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア

を
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、新
し
い
世
界
に
飛
び
込
む

こ
と
に
対
し
て
迷
い
や
悩
み
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
僕
は
サ
ッ
カ
ー
で
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
大
切
に
し
て
き
ま
し

た
。サ
ッ
カ
ー
で
得
点
で
き
た
り
、失
点
し
た
り
す
る
の
は
、本
来
そ

こ
に
い
る
は
ず
の
人
が
い
な
い
と
い
う
よ
う
に
、ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
が

崩
れ
て
隙
が
で
き
た
時
な
の
で
す
。ス
タ
メ
ン
か
サ
ブ
だ
け
で
は
な

く
メ
ン
バ
ー
外
と
い
う
立
ち
位
置
も
含
め
て
、サ
ッ
カ
ー
で
は
い
ろ
い

ろ
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
が
、僕
は
決
し
て
特
段
ス

ピ
ー
ド
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、ま
た
ド
リ
ブ
ル
な
ど
ボ
ー
ル
扱
い

に
優
れ
た
選
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、常
に
ポ
ジ
シ
ョ

ニ
ン
グ
を
考
え
て
チ
ャ
ン
ス
を
作
る
こ
と
を
意
識
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
生
じ
る
局
面
の
変
化
や
意
外
性
に
、サ
ッ
カ
ー
の
醍
醐
味

を
感
じ
て
い
た
ん
で
す
。サ
ッ
カ
ー
の
世
界
か
ら
離
れ
て
も
そ
の
ス

タ
ン
ス
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
た
時
、企
業
で
社
会
経
験
を
積
ん
で

こ
な
か
っ
た
こ
と
は
弱
み
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、11
年
間
、Ｊ
リ
ー

ガ
ー
と
し
て
プ
レ
ー
を
し
て
き
た
経
験
は
、他
の
人
に
は
な
い
強
み

に
な
る
。そ
れ
を
使
って
、社
会
の
ど
う
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、ど
ん
な

ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
く
の
か
。こ
の
会
社
で
仕
事
を
す
れ
ば
、も

し
か
し
た
ら
す
ご
い
パ
ス
が
飛
ん
で
く
る
か
も
し
れ
な
い
。そ
う
考

え
る
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
ま
し
た
ね
。早
稲
田
大
学
の
監
督
の
話
が

来
た
時
も
そ
う
で
す
。サ
ッ
カ
ー
以
外
に
社
会
で
広
く
経
験
を

積
ん
だ
こ
と
は
、必
ず
大
き
な
武
器
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

外
川
　
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
さ
れ
て
、あ
ら
た
め
て
今
、〝
大
学
〞に

対
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

外
池
　
早
稲
田
大
学
で
サ
ッ
カ
ー
に
励
む
中
で
、自
分
の
フ
ィ
ー
ル

ド
が
地
元
と
い
う
狭
い
世
界
か
ら
日
本
全
国
に
広
が
って
い
き
ま
し

た
。Ｊ
リ
ー
グ
に
入
っ
て
か
ら
の
広
が
り
も
そ
の
延
長
上
に
あ
っ
た

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。し
か
し
、一
時
期
は
早
稲
田
大
学
と
い
う

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
縛
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
息
苦
し
さ
を
感
じ
て
い
た
こ

と
も
事
実
で
す
。早
く
そ
こ
か
ら
脱
却
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り

ま
し
た
。で
も
、ア
式
蹴
球
部
の
監
督
に
就
任
し
て
か
ら
早
稲
田
大

学
に
つ
い
て
熱
心
に
学
ん
だ
ん
で
す
。創
設
者
の
大
隈
重
信
の
足
跡

を
た
ど
っ
た
り
、学
生
街
の
い
ろ
い
ろ
な
お
店
を
食
べ
歩
い
た
り
。

そ
ん
な
中
で
印
象
に
残
っ
た
の
が
、早
稲
田
大
学
の
校
歌
に
あ
っ
た

一
つ
の
フ
レ
ー
ズ
で
し
た
。「
集
り
散
じ
て 

人
は
変
れ
ど 

仰
ぐ
は
同

じ
き 
理
想
の
光
」。僕
自
身
も
歌
詞
の
通
り
、早
稲
田
大
学
に
集

ま
って
、散
じ
て
いっ
た
わ
け
で
す
。

　
監
督
に
就
任
し
て
間
も
な
い
頃
に
、田
中
総
長
に
お
会
い
す
る
機

会
が
あ
り
、「
僕
は
早
稲
田
が
嫌
に
な
っ
て
出
て
い
き
ま
し
た
。そ
ん

な
人
間
が
監
督
を
務
め
て
い
て
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
？
」と
尋
ね
た

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。す
る
と
田
中
総
長
か
ら「
そ
う
い
う
人
間

が
、一
番
、早
稲
田
っ
ぽ
い
ん
だ
よ
ね
」と
返
さ
れ
ま
し
た
。そ
う
し

た
経
験
が
あ
っ
て
、早
稲
田
大
学
っ
て
懐
が
深
い
の
だ
な
と
感
じ
ま

し
た
。大
学
に
入
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、み
ん
な
方
々
に
散
っ
て
挑

戦
し
て
い
く
。早
稲
田
大
学
は
そ
う
い
う
場
な
の
だ
ろ
う
と
。だ
か

ら
こ
そ
社
会
に
出
て
、組
織
の
枠
や
利
害
関
係
に
縛
ら
れ
た
り
す
る

中
で
、視
野
が
狭
く
な
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。学
生
時
代
も

監
督
に
な
っ
て
か
ら
も
、そ
う
い
う
環
境
で
学
べて
い
た
の
だ
と
あ
ら

た
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

外
川
　
サ
ッ
カ
ー
で
、社
会
で
、さ
ま
ざ
ま
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
経
験
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、自
分
に
一
番
し
っ
く
り
く
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
見
い

だ
せ
ま
し
た
か
。

外
池
　
難
し
い
質
問
で
す
ね
。や
る
べ
き
こ
と
は
見
え
て
い
ま
す
が
、

ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、い
ま
だ
に
模
索
中
で
す
か
ね
。例
え
ば
、ホ
ー

ム
で
試
合
が
あ
る
時
は
ス
タ
ッ
フ
総
出
で
運
営
に
当
た
る
の
で
す
が
、

そ
の
際
、発
券
や
設
営
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
が
発
生
し
ま
す
。今

　イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

クローズアップ

身
に
付
け
ら
れ
て
い
る
社
員
証
の
裏
側
に
は
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
の

ク
ラ
ブ・フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
が
書
か
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

外
池
　
僕
が
入
社
す
る
前
の
２
０
２
２
年
に
、ク
ラ
ブ
創
設
30
周

年
を
機
に
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
を
作
り
ま
し
た
。Ｊ
リ
ー
グ
に
所
属
す

る
一
つ
の
ク
ラ
ブ
と
し
て
、横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
に
関
わ
る
人
た
ち
が

共
有
し
、定
着
す
べ
き
考
え
方
と
し
て
、ミ
ッ
シ
ョ
ン
、ビ
ジ
ョ
ン
、バ

リ
ュ
ー
、カ
ル
チ
ャ
ー
の
４
つ
を
明
文
化
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

外
川
　
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、「〝
喜
怒
哀
楽
〞に
あ
ふ
れ
る
豊
か
な

体
験
を
提
供
し
続
け
る
。」と
あ
り
ま
す
。

外
池
　
ス
ポ
ー
ツ
に
は
勝
つ
喜
び
も
あ
り
ま
す
が
、当
然
、負
け
て

悲
し
む
時
も
あ
り
ま
す
。勝
つ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
目
指
し
ま
す
が
、

そ
こ
に
は
楽
し
い
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、喜
怒
哀
楽
全
て
を
含
む

体
験
を
、サ
ッ
カ
ー
を
中
心
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通

じ
て
共
有
、共
感
し
、提
供
し
て
い
く
こ
と
に
価
値
を
置
い
て
い
る

の
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

外
川
　
喜
怒
哀
楽
の
全
て
を
感
じ
る
こ
と
で
人
生
が
豊
か
に
な

り
、人
と
し
て
成
長
で
き
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

外
池
　
５
年
間
、早
稲
田
大
学
ア
式
蹴
球
部
の
監
督
を
務
め
ま

し
た
が
、頑
張
っ
て
挑
戦
し
て
も
エ
ラ
ー
が
出
て
し
ま
う
こ
と
は
当

然
あ
り
ま
す
。し
か
し
、そ
こ
か
ら
学
ん
で
次
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

外
川
　
本
日
は
、新
横
浜
に
あ
る
横
浜
マ
リ
ノ
ス
株
式
会
社
に
来

て
い
ま
す
。お
話
を
伺
う
の
は
、経
営
企
画
部
の
外
池
大
亮
さ
ん
。

早
稲
田
大
学
を
卒
業
後
、１
９
９
７
年
に
Ｊ
リ
ー
グ
の
ベ
ル
マ
ー

レ
平
塚
に
所
属
し
て
活
躍
。そ
の
後
、横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
な
ど
を

経
て
、現
役
引
退
後
は
、電
通
と
ス
カ
パ
ー
！
で
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ

ア
を
積
み
、現
在
に
至
り
ま
す
。ま
た
、２
０
１
８
年
か
ら
は
出
身

大
学
で
あ
る
早
稲
田
大
学
ア
式
蹴
球
部
の
監
督
も
務
め
ま
し
た
。

今
回
は
外
池
さ
ん
に
、学
生
時
代
か
ら
今
の
お
仕
事
ま
で
幅
広
く

お
話
を
伺
い
ま
す
。今
日
は
爽
や
か
な
ブ
ル
ー
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着

ら
れ
て
い
ま
す
ね
。お
仕
事
を
さ
れ
る
時
は
こ
う
い
う
ス
タ
イ
ル
が

多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
の
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
が
、赤
・
白
・
青
の
ト

リ
コ
ロ
ー
ル
な
の
で
、ブ
ル
ー
系
の
色
の
服
を
着
る
こ
と
が
多
い
で

す
ね
。あ
ら
た
め
て
、チ
ー
ム
カ
ラ
ー
と
い
う
も
の
を
意
識
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
し
、こ
の
色
を
濁
ら
せ
る
こ
と
な
く
、よ
り
輝
か

せ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
気
を
引
き
締
め
て
い
ま
す
。

外
川
　
組
織
に
な
じ
む
こ
と
を
大
切
に
さ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

監
督
と
し
て
戻
っ
た
早
稲
田
大
学
で
の
学
び

「
集
り
散
じ
て 

人
は
変
れ
ど 
 

仰
ぐ
は
同
じ
き 

理
想
の
光
」
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現
在
は
、そ
の
中
で
僕
は〝
フ
リ
ー
マ
ン
〞と
し
て
、そ
こ
に
あ
る
状
況

を
広
く
深
く
見
て
感
じ
て
捉
え
、そ
し
て
考
え
て
、必
要
で
あ
れ
ば

手
伝
って
い
ま
す
。サ
ッ
カ
ー
の
練
習
で
も
少
人
数
で
敵
と
味
方
に
分

か
れ
て
戦
う
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、そ
こ
に
刺
激
を
与
え
る
た
め
に

中
立
的
に
ど
ち
ら
に
も
関
与
す
る
フ
リ
ー
マ
ン
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が

あ
り
ま
す
。僕
は
そ
の
フ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
の
本
物
を
ま
ず
目
指
し
た

い
。も
ち
ろ
ん
、明
確
に
担
う
べ
き
こ
と
も
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
し
、

だ
か
ら
こ
そ
今
は
、そ
の
ポ
ジ
シ
ョン
を
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

外
川
　
働
き
方
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
か
、ジ
ェ
ネ
ラ

リ
ス
ト
か
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、私
は
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
的
な
部
分

が
な
い
と
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
に
は

な
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ

の
点
、外
池
さ
ん
は
サ
ッ
カ
ー
と

い
う
軸
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、着
地

点
が
見
え
て
い
て
、フ
リ
ー
マ
ン

と
し
て
目
が
行
き
届
く
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

と
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
点
で
は
、監
督
と
し
て
持
ち
続

け
て
き
た
ポ
リ
シ
ー
と
相
通
じ
る
も
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。

外
川
　「
人
々
や
社
会
に〝
夢
〞と〝
活
力
〞を
も
た
ら
す
存
在
に
な

る
。」と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、外
池
さ
ん
は
そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
具
現
化
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
は
、「
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
り
た
い
」と

い
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
夢
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。で
す
か

ら
、ピ
ッ
チ
で
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、試
合

後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
練
習
し
て
い
る
姿
か
ら
も
、子
ど
も
た
ち
に

夢
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
う
し
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
、

ま
ず
は
選
手
が
自
覚
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

一
番
表
に
立
つ
選
手
や
監
督
だ
け
で
は
な
く
、現
場
の
ス
タ
ッ
フ
も

含
め
た
ク
ラ
ブ
全
体
で
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
を
伝
え
て
い
く
こ
と
、

さ
ら
に
は
フ
ァ
ン・サ
ポ
ー
タ
ー
や
パ
ー
ト
ナ
ー・ス
ポ
ン
サ
ー
、地

域
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

方
々
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
な
が
ら
一
つ
一
つ
の
業
務
を
行
う

こ
と
が
、ビ
ジ
ョ
ン
の
具
現
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

外
川
　
２
０
２
３
年
４
月
か
ら
横
浜
マ
リ
ノ
ス
株
式
会
社
に
入
社

さ
れ
て
ま
だ
半
年
ほ
ど
で
す
が
、す
で
に
ク
ラ
ブ
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
が

な
じ
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

外
池
　
そ
う
言
っ
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。実
際
に
は
ま

だ
試
行
錯
誤
の
連
続
で
す
が
、ク
ラ
ブ
の
歴
史
や
文
化
を
し
っ
か
り

学
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。入
社
し
た
ば
か
り
と
は
い
え
、

僕
は
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
と
は
深
い
縁
が
あ
る
ん
で
す
。１
９
８
５
年

に
、横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
の
前
身
で
あ
る
日
産
自
動
車
サ
ッ
カ
ー
部

が
、日
産
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
を
創
設
し
た
の
で
す
が
、僕
は
小
学

生
の
時
、選
抜
コ
ー
ス「
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
」の
１
期
生
だ
っ
た
ん
で

す
。そ
れ
ま
で
地
元
の
ク
ラ
ブ
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、

日
産
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
で
初
め
て
自
分
の
テ
リ
ト
リ
ー
外
の
指
導

者
や
選
手
た
ち
と
出
会
い
、サ
ッ
カ
ー
観
が
大
き
く
広
が
り
ま
し

た
。プ
ロ
に
な
っ
て
か
ら
も
、２
０
０
０
年
か
ら
３
年
間
、横
浜
Ｆ・マ

リ
ノ
ス
に
在
籍
し
て
プ
レ
ー
し
た
こ
と
も
あ
り
、僕
に
と
っ
て
は
特

別
な
ク
ラ
ブ
な
ん
で
す
。

外
川
　
選
手
と
し
て
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ

ス
に
所
属
し
て
い
た
時
も
、や
は
り
特

別
な
ク
ラ
ブ
だ
と
感
じ
て
い
ら
し
た

の
で
す
か
。

外
池
　
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
は
当
時
か

ら
常
に
優
勝
争
い
を
し
て
い
る
よ
う

な
強
い
チ
ー
ム
で
、日
本
代
表
に
選
ば

れ
る
選
手
も
多
く
所
属
し
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な
中
で
、自
分
は

付
い
て
い
く
の
に
精
一
杯
で
し
た
が
、そ
の
分
、鍛
え
ら
れ
ま
し
た

し
、視
野
が
大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。

外
川
　
Ｊ
リ
ー
グ
で
活
躍
さ
れ
、現
在
も
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
で

サ
ッ
カ
ー
に
関
わ
る
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、子
ど
も
の
頃
、

プ
ロ
選
手
に
な
り
た
い
と
夢
見
た
り
、サ
ッ
カ
ー
で
生
き
て
い
け
る

と
い
う
感
覚
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
小
学
生
の
頃
は
、ま
だ
Ｊ
リ
ー
グ
も
発
足
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
か
ら
、将
来
の
夢
も
、「
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
り
た
い
」

で
は
な
く
て
、「
サ
ッ
カ
ー
が
も
っ
と
う
ま
く
な
り
た
い
」く
ら
い
の

も
の
で
し
た
。ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
存
在
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、日

本
は
一
度
も
出
場
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、そ
も
そ
も

プ
ロ
リ
ー
グ
も
な
か
っ
た
の
で
、想
像
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、

無
縁
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。サ
ッ
カ
ー
で
生
き
て
い
け
る
と

は
全
く
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。む
し
ろ
親
か
ら
は「
サ
ッ
カ
ー

や
って
い
て
も
生
活
を
し
て
い
け
な
い
」と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

外
川
　
将
来
を
本
格
的
に
考
え
る
時
期
、高
校
３
年
生
の
時
に
Ｊ

リ
ー
グ
が
発
足
し
ま
し
た
が
、Ｊ
リ
ー
ガ
ー
を
目
指
そ
う
と
思
わ

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
そ
れ
も
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。僕
が
い
た
早
稲
田
実
業
学
校

高
等
部
は
、サ
ッ
カ
ー
で
一
度
も
全
国

大
会
に
出
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
か
ら
。た
だ
、早
稲
田
大
学
の

サ
ッ
カ
ー
部
と
同
じ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練

習
す
る
機
会
が
あ
り
、全
国
か
ら
集

ま
っ
た
優
秀
な
選
手
た
ち
の
プ
レ
ー
を
目
の
当
た
り
に
で
き
た
の

で
、さ
ら
に
上
の
レ
ベ
ル
の
サ
ッ
カ
ー
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

外
川
　
で
は
、サ
ッ
カ
ー
を
職
業
に
で
き
る
、Ｊ
リ
ー
ガ
ー
に
な
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
手
応
え
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い

つ
で
す
か
。

外
池
　
正
直
な
と
こ
ろ
、大
学
４
年
生
の
時
、ベ
ル
マ
ー
レ
平
塚
か

ら
オ
フ
ァ
ー
を
も
ら
う
ま
で
は
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
に
な
れ
る
と
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。１
年
生
の
時
か
ら
試
合
に
は
出
て
い
ま
し
た

が
、全
国
か
ら
素
晴
ら
し
い
選
手
が
毎
年
入
部
し
て
き
ま
す
か
ら
、

常
に
誰
か
に
追
い
抜
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
で
し
た
。危
機

感
か
ら
来
る
学
び
や
成
長
も
あ
り
ま
し
た
が
、そ
ん
な
状
況
で
し

た
か
ら
選
択
肢
と
し
て
就
職
活
動
も
し
て
い
た
ん
で
す
。オ
フ
ァ
ー

を
頂
い
て
初
め
て
、プ
ロへ
の
扉
が
開
い
た
と
感
じ
ま
し
た
。

外
川
　
プ
ロ
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
努
力
さ
れ
て
き
た
と
思
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、就
職
活
動
を
し
て
い
た
と
は
驚
き
で
す
。

外
池
　
も
ち
ろ
ん
、サ
ッ
カ
ー
が
大
好
き
で
、も
っ
と
う
ま
く
な
り

た
い
、試
合
で
勝
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
努
力
し
て
き
ま
し
た

が
、単
純
に
プ
ロ
に
な
る
こ
と
を
夢
に
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。な

ぜ
な
ら
、Ｊ
リ
ー
グ
の
盛
り
上
が
り
の
裏
で
、試
合
に
出
ら
れ
な

か
っ
た
り
、伸
び
悩
ん
だ
り
し
て
苦
し
ん
で
い
る
先
輩
の
姿
も
見
て

い
た
か
ら
で
す
。Ｊ
リ
ー
グ
は
華
や
か
な
世
界
に
見
え
ま
す
が
、や

は
り
光
の
部
分
と
影
の
部
分
が
あ
る
。で
す
か
ら
、プ
ロ
に
な
る
こ

と
に
対
し
て
も
慎
重
に
考
え
て
い
ま
し
た
。

外
川
　
大
学
生
の
頃
か
ら
サ
ッ
カ
ー
と
真
摯
に
向
き
合
わ
れ
て
い

た
の
で
す
ね
。

外
池
　
僕
は
早
稲
田
大
学
を
卒
業
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、ベ

ル
マ
ー
レ
平
塚
で
も
選
手
会
長
を
任
さ
れ
る
な
ど
、優
等
生
的
な

姿
を
求
め
ら
れ
る
立
場
に
い
ま
し
た
。し
か
し
、所
属
３
年
目
に

チ
ー
ム
の
成
績
が
思
わ
し
く
な
く
な
っ
た
時
、も
う
こ
の
悪
い
意
味

で
の
優
等
生
キ
ャ
ラ
か
ら
脱
却
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。そ
こ
で
、髪
を
脱
色
し
て
金
髪
に
し
た
ん
で
す
。す
る
と
自
分

の
中
で
何
か
が
吹
っ
切
れ
た
の
か
、す
ご
く
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。た
だ
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
真
面
目
に
や
る
だ
け
で
は
な

く
、自
ら
何
か
突
き
破
っ
て
い
く
こ
と
も
大
事
な
の
だ
と
プ
ロ
に

な
っ
て
か
ら
実
感
し
ま
し
た
。

　
ベ
ル
マ
ー
レ
平
塚
に
同
時
期
に
加
入
し
た
中
田
英
寿
さ
ん
は
、

監
督
か
ら
休
む
よ
う
に
言
わ
れ
て
も「
僕
は
世
界
を
目
指
し
て
い

る
か
ら
」と
簡
単
に
は
ね
の
け
る
。そ
う
し
て
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を

続
け
て
い
っ
た
。上
下
関
係
や
チ
ー
ム
プ
レ
ー
も
大
事
で
す
が
、突

き
抜
け
る
に
は
そ
う
し
た
姿
勢
も
必
要
な
の
だ
と
学
び
ま
し
た
。

外
川
　
早
稲
田
大
学
ア
式
蹴
球
部
の
監
督
と
し
て
、そ
う
し
た
現

役
時
代
の
経
験
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
Ｊ
リ
ー
グ
の
経
験
も
そ
う
で
す
が
、現
役
時
代
に
オ
フ
シ
ー

ズ
ン
を
利
用
し
て
、企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
た
り
、

そ
の
後
、電
通
や
ス
カ
パ
ー
！
と
い
っ
た
企
業
に
勤
め
た
経
験
も
指

導
に
反
映
さ
せ
ま
し
た
。大
学
時
代
は
、そ
の
先
に
あ
る
長
い
社
会

人
生
活
に
入
る
前
の
最
後
の
環
境
で
す
。だ
か
ら
こ
そ
、大
学
に
お

い
て
社
会
と
の
接
点
を
ど
の
よ
う
に
作
っ
て
い
く
か
が
大
事
に
な
り

ま
す
。そ
こ
で
、僕
が
取
り
組
ん
だ
こ
と
の
一
つ
が
、情
報
発
信
力
の

強
化
で
す
。昔
と
違
って
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
ツ
ー
ル
が
発
達
し
て
い
る
の

で
、部
活
動
で
の
取
り
組
み
や
試
合
の
情
報
な
ど
を
ど
ん
ど
ん
自
分

た
ち
で
発
信
し
て
い
け
る
。そ
う
す
る
こ
と
で
ま
る
で
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
よ
う
に
サ
ッ
カ
ー
界
や
社
会
と
の
接
点
が
生
ま
れ
ま
す
し
、

自
分
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
も
で
き
る
。大
学
サ
ッ
カ
ー
か
ら
プ
ロ

選
手
や
日
本
代
表
選
手
を
よ
り
多
く
輩
出
す
る
こ
と
も
目
標
に
し

て
い
た
の
で
す
が
、そ
の
点
で
も
情
報
発
信
力
を
高
め
る
こ
と
は
重

要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

外
川
　
外
池
さ
ん
な
ら
で
は
の
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
で

す
ね
。

外
池
　
監
督
就
任
当
時
、世
の
中
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿
が
炎
上
す
る

な
ど
、情
報
発
信
に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
と
い
う
空
気
が
ま
ん
延
し

て
い
ま
し
た
が
、そ
う
す
る
と
ど
ん
ど
ん
萎
縮
し
て
いって
、大
学
サ
ッ

カ
ー
界
が
村
社
会
化
し
て
し
ま
う
。だ
か
ら
こ
そ
、学
生
が
主
体
的
に

情
報
発
信
し
、状
況
を
打
ち
破
って
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
た
の

で
す
。そ
こ
か
ら
得
た
経
験
は
必
ず
大
き
な
糧
に
な
り
ま
す
か
ら
。

外
川
　
私
自
身
の
経
験
か
ら
し
て
も
、学
生
が
主
体
性
を
持
つ
こ
と

は
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
、受
動
性
を
持
た
せ
る
こ
と
と
の

バ
ラ
ン
ス
が
と
て
も
難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。外
池
さ
ん
は
そ
こ
を

ど
の
よ
う
に
指
導
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
僕
自
身
も
難
し
さ
を
痛
感
し
て
き
ま
し
た
。確
か
に
主
体

性
を
履
き
違
え
る
学
生
も
い
ま
し
た
が
、そ
の
場
で「
そ
れ
は
間
違
っ

て
い
る
」と
正
す
よ
う
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
は
極
力
避
け

る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。「
ど
う
し
て
そ
う
い
う
判
断
を
し
た
の

か
」、「
別
の
考
え
方
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」と
い
う
こ
と
を
尋
ね
、

最
終
的
に
は
学
生
本
人
が
決
断
を
下
せ
る
よ
う
な
流
れ
を
作
っ
て

いっ
た
の
で
す
。監
督
在
任
中
に
は
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
、学
生
も
苦
し

い
中
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。僕
自
身
、コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
で
果
た

し
て
こ
れ
が
正
解
な
の
か
と
悩
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。た
だ
、そ
う

し
た
中
で
こ
そ
、失
敗
し
て
も
そ
れ
を
生
か
し
て
挑
戦
す
る
姿
勢
を

大
人
が
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。僕
が
学
生
を
見

て
い
る
一
方
で
、僕
も
学
生
か
ら
見
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。横
浜

マ
リ
ノ
ス
に
転
職
す
る
こ
と
も
大
き
な
挑
戦
で
し
た
が
、学
生
た
ち
に

新
た
な
道
へ
進
む
姿
を
見
せ
る
こ
と
も
、僕
に
と
って
は
大
事
な
こ
と

で
し
た
。

外
川
　
外
池
さ
ん
自
身
、そ
う
し
て
引
退
後
の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア

を
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、新
し
い
世
界
に
飛
び
込
む

こ
と
に
対
し
て
迷
い
や
悩
み
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
僕
は
サ
ッ
カ
ー
で
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
大
切
に
し
て
き
ま
し

た
。サ
ッ
カ
ー
で
得
点
で
き
た
り
、失
点
し
た
り
す
る
の
は
、本
来
そ

こ
に
い
る
は
ず
の
人
が
い
な
い
と
い
う
よ
う
に
、ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
が

崩
れ
て
隙
が
で
き
た
時
な
の
で
す
。ス
タ
メ
ン
か
サ
ブ
だ
け
で
は
な

く
メ
ン
バ
ー
外
と
い
う
立
ち
位
置
も
含
め
て
、サ
ッ
カ
ー
で
は
い
ろ
い

ろ
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
が
、僕
は
決
し
て
特
段
ス

ピ
ー
ド
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、ま
た
ド
リ
ブ
ル
な
ど
ボ
ー
ル
扱
い

に
優
れ
た
選
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、常
に
ポ
ジ
シ
ョ

ニ
ン
グ
を
考
え
て
チ
ャ
ン
ス
を
作
る
こ
と
を
意
識
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
生
じ
る
局
面
の
変
化
や
意
外
性
に
、サ
ッ
カ
ー
の
醍
醐
味

を
感
じ
て
い
た
ん
で
す
。サ
ッ
カ
ー
の
世
界
か
ら
離
れ
て
も
そ
の
ス

タ
ン
ス
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
た
時
、企
業
で
社
会
経
験
を
積
ん
で

こ
な
か
っ
た
こ
と
は
弱
み
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、11
年
間
、Ｊ
リ
ー

ガ
ー
と
し
て
プ
レ
ー
を
し
て
き
た
経
験
は
、他
の
人
に
は
な
い
強
み

に
な
る
。そ
れ
を
使
って
、社
会
の
ど
う
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、ど
ん
な

ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
く
の
か
。こ
の
会
社
で
仕
事
を
す
れ
ば
、も

し
か
し
た
ら
す
ご
い
パ
ス
が
飛
ん
で
く
る
か
も
し
れ
な
い
。そ
う
考

え
る
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
ま
し
た
ね
。早
稲
田
大
学
の
監
督
の
話
が

来
た
時
も
そ
う
で
す
。サ
ッ
カ
ー
以
外
に
社
会
で
広
く
経
験
を

積
ん
だ
こ
と
は
、必
ず
大
き
な
武
器
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

外
川
　
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
さ
れ
て
、あ
ら
た
め
て
今
、〝
大
学
〞に

対
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

外
池
　
早
稲
田
大
学
で
サ
ッ
カ
ー
に
励
む
中
で
、自
分
の
フ
ィ
ー
ル

ド
が
地
元
と
い
う
狭
い
世
界
か
ら
日
本
全
国
に
広
が
って
い
き
ま
し

た
。Ｊ
リ
ー
グ
に
入
っ
て
か
ら
の
広
が
り
も
そ
の
延
長
上
に
あ
っ
た

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。し
か
し
、一
時
期
は
早
稲
田
大
学
と
い
う

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
縛
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
息
苦
し
さ
を
感
じ
て
い
た
こ

と
も
事
実
で
す
。早
く
そ
こ
か
ら
脱
却
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り

ま
し
た
。で
も
、ア
式
蹴
球
部
の
監
督
に
就
任
し
て
か
ら
早
稲
田
大

学
に
つ
い
て
熱
心
に
学
ん
だ
ん
で
す
。創
設
者
の
大
隈
重
信
の
足
跡

を
た
ど
っ
た
り
、学
生
街
の
い
ろ
い
ろ
な
お
店
を
食
べ
歩
い
た
り
。

そ
ん
な
中
で
印
象
に
残
っ
た
の
が
、早
稲
田
大
学
の
校
歌
に
あ
っ
た

一
つ
の
フ
レ
ー
ズ
で
し
た
。「
集
り
散
じ
て 

人
は
変
れ
ど 

仰
ぐ
は
同

じ
き 

理
想
の
光
」。僕
自
身
も
歌
詞
の
通
り
、早
稲
田
大
学
に
集

ま
って
、散
じ
て
いっ
た
わ
け
で
す
。

　
監
督
に
就
任
し
て
間
も
な
い
頃
に
、田
中
総
長
に
お
会
い
す
る
機

会
が
あ
り
、「
僕
は
早
稲
田
が
嫌
に
な
っ
て
出
て
い
き
ま
し
た
。そ
ん

な
人
間
が
監
督
を
務
め
て
い
て
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
？
」と
尋
ね
た

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。す
る
と
田
中
総
長
か
ら「
そ
う
い
う
人
間

が
、一
番
、早
稲
田
っ
ぽ
い
ん
だ
よ
ね
」と
返
さ
れ
ま
し
た
。そ
う
し

た
経
験
が
あ
っ
て
、早
稲
田
大
学
っ
て
懐
が
深
い
の
だ
な
と
感
じ
ま

し
た
。大
学
に
入
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、み
ん
な
方
々
に
散
っ
て
挑

戦
し
て
い
く
。早
稲
田
大
学
は
そ
う
い
う
場
な
の
だ
ろ
う
と
。だ
か

ら
こ
そ
社
会
に
出
て
、組
織
の
枠
や
利
害
関
係
に
縛
ら
れ
た
り
す
る

中
で
、視
野
が
狭
く
な
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。学
生
時
代
も

監
督
に
な
っ
て
か
ら
も
、そ
う
い
う
環
境
で
学
べて
い
た
の
だ
と
あ
ら

た
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

外
川
　
サ
ッ
カ
ー
で
、社
会
で
、さ
ま
ざ
ま
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
経
験
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、自
分
に
一
番
し
っ
く
り
く
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
見
い

だ
せ
ま
し
た
か
。

外
池
　
難
し
い
質
問
で
す
ね
。や
る
べ
き
こ
と
は
見
え
て
い
ま
す
が
、

ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、い
ま
だ
に
模
索
中
で
す
か
ね
。例
え
ば
、ホ
ー

ム
で
試
合
が
あ
る
時
は
ス
タ
ッ
フ
総
出
で
運
営
に
当
た
る
の
で
す
が
、

そ
の
際
、発
券
や
設
営
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
が
発
生
し
ま
す
。今

身
に
付
け
ら
れ
て
い
る
社
員
証
の
裏
側
に
は
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
の

ク
ラ
ブ・フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
が
書
か
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

外
池
　
僕
が
入
社
す
る
前
の
２
０
２
２
年
に
、ク
ラ
ブ
創
設
30
周

年
を
機
に
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
を
作
り
ま
し
た
。Ｊ
リ
ー
グ
に
所
属
す

る
一
つ
の
ク
ラ
ブ
と
し
て
、横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
に
関
わ
る
人
た
ち
が

共
有
し
、定
着
す
べ
き
考
え
方
と
し
て
、ミ
ッ
シ
ョ
ン
、ビ
ジ
ョ
ン
、バ

リ
ュ
ー
、カ
ル
チ
ャ
ー
の
４
つ
を
明
文
化
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

外
川
　
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、「〝
喜
怒
哀
楽
〞に
あ
ふ
れ
る
豊
か
な

体
験
を
提
供
し
続
け
る
。」と
あ
り
ま
す
。

外
池
　
ス
ポ
ー
ツ
に
は
勝
つ
喜
び
も
あ
り
ま
す
が
、当
然
、負
け
て

悲
し
む
時
も
あ
り
ま
す
。勝
つ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
目
指
し
ま
す
が
、

そ
こ
に
は
楽
し
い
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、喜
怒
哀
楽
全
て
を
含
む

体
験
を
、サ
ッ
カ
ー
を
中
心
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通

じ
て
共
有
、共
感
し
、提
供
し
て
い
く
こ
と
に
価
値
を
置
い
て
い
る

の
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

外
川
　
喜
怒
哀
楽
の
全
て
を
感
じ
る
こ
と
で
人
生
が
豊
か
に
な

り
、人
と
し
て
成
長
で
き
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

外
池
　
５
年
間
、早
稲
田
大
学
ア
式
蹴
球
部
の
監
督
を
務
め
ま

し
た
が
、頑
張
っ
て
挑
戦
し
て
も
エ
ラ
ー
が
出
て
し
ま
う
こ
と
は
当

然
あ
り
ま
す
。し
か
し
、そ
こ
か
ら
学
ん
で
次
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

外
川
　
本
日
は
、新
横
浜
に
あ
る
横
浜
マ
リ
ノ
ス
株
式
会
社
に
来

て
い
ま
す
。お
話
を
伺
う
の
は
、経
営
企
画
部
の
外
池
大
亮
さ
ん
。

早
稲
田
大
学
を
卒
業
後
、１
９
９
７
年
に
Ｊ
リ
ー
グ
の
ベ
ル
マ
ー

レ
平
塚
に
所
属
し
て
活
躍
。そ
の
後
、横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
な
ど
を

経
て
、現
役
引
退
後
は
、電
通
と
ス
カ
パ
ー
！
で
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ

ア
を
積
み
、現
在
に
至
り
ま
す
。ま
た
、２
０
１
８
年
か
ら
は
出
身

大
学
で
あ
る
早
稲
田
大
学
ア
式
蹴
球
部
の
監
督
も
務
め
ま
し
た
。

今
回
は
外
池
さ
ん
に
、学
生
時
代
か
ら
今
の
お
仕
事
ま
で
幅
広
く

お
話
を
伺
い
ま
す
。今
日
は
爽
や
か
な
ブ
ル
ー
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着

ら
れ
て
い
ま
す
ね
。お
仕
事
を
さ
れ
る
時
は
こ
う
い
う
ス
タ
イ
ル
が

多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

外
池
　
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス
の
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
が
、赤
・
白
・
青
の
ト

リ
コ
ロ
ー
ル
な
の
で
、ブ
ル
ー
系
の
色
の
服
を
着
る
こ
と
が
多
い
で

す
ね
。あ
ら
た
め
て
、チ
ー
ム
カ
ラ
ー
と
い
う
も
の
を
意
識
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
し
、こ
の
色
を
濁
ら
せ
る
こ
と
な
く
、よ
り
輝
か

せ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
気
を
引
き
締
め
て
い
ま
す
。

外
川
　
組
織
に
な
じ
む
こ
と
を
大
切
に
さ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。
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加
盟
大
学
か
ら
は
、「
情
報
提
供
の
方
法
や
公
募
要
領
の
掲
載
時

期
が
分
か
り
に
く
か
っ
た
」「
公
募
要
領
掲
載
後
に
も
未
定
事
項
が

あ
り
、学
内
で
の
検
討
に
支
障
が
あ
っ
た
」と
い
う
声
が
聞
か
れ
て
い

ま
す
。本
支
援
事
業
が
対
象
と
す
る
取
組
は
設
置
認
可
申
請
を
伴

う
大
掛
か
り
な
改
組
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、各
大
学
が
正
確
な

情
報
に
基
づ
き
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
に
な
り
ま
す
の

で
、次
回
公
募
に
つ
い
て
は
、①
正
確
か
つ
詳
細
な
情
報
の
早
期
公
表

と
②
十
分
な
受
付
期
間
の
確
保
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
12
】本
支
援
事
業
に
対
す
る
相
談
体
制
の
強
化

　
本
支
援
事
業
を
契
機
と
し
て
改
革
に
取
り
組
む
大
学
は
、新
た
な
教

育
組
織
の
構
築
に
向
け
た
検
討
と
学
内
で
の
合
意
形
成
、ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
への
丁
寧
な
説
明
な
ど
、十
分
な
準
備
期
間
を
経
て
申
請
に
至

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
私
立
大
学
の
場
合
、学
部
転
換
や
定

員
増
と
いっ
た
取
組
は
学
校
法
人
経
営
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
こ
と

か
ら
、国
公
立
大
学
に
比
べて
よ
り
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
各
大
学
が
改
革
に
向
け
て
円
滑
な
検
討
を
行
う
た
め
、本
支
援
事

　
10
月
10
日
、日
本
私
立
大
学
連
盟
に
令
和
５
年
度
か
ら
設
置
さ

れ
た「
理
工
系
分
野
の
充
実・推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
担
当
理
事
：

伊
藤
公
平
　
慶
應
義
塾
長
）が
中
心
と
な
っ
て
と
り
ま
と
め
た「
大

学・高
専
機
能
強
化
支
援
事
業
」へ
の
要
望
書
を
、文
部
科
学
省
へ

提
出
し
た
。

　
要
望
は
、「
大
学・高
専
機
能
強
化
支
援
事
業
」が
支
援
す
る
成

長
分
野
へ
の
転
換・強
化
や
高
度
情
報
専
門
人
材
育
成
に
向
け
た

機
能
強
化
に
意
欲
の
あ
る
加
盟
大
学
が
こ
の
支
援
事
業
を
最
大

限
活
用
で
き
る
よ
う
、加
盟
大
学
か
ら
の
ご
意
見
等
も
踏
ま
え
て

と
り
ま
と
め
た
も
の
で
、以
下
の
全
12
項
目
で
構
成
し
て
い
る
。

　「
大
学・高
専
機
能
強
化
支
援
事
業
」へ
の
要
望

令
和
５
年
１０
月

一
般
社
団
法
人
日
本
私
立
大
学
連
盟 

　

理
工
系
分
野
の
充
実・推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
令
和
４
年
度
第
２
次
補
正
予
算
に
お
い
て「
大
学・高
専
機
能

強
化
支
援
事
業
」（
以
下
、「
本
支
援
事
業
」と
い
う
。）が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。日
本
私
立
大
学
連
盟
で
は
、本
支
援
事
業
を
私
立
大

学
が
成
長
分
野
を
支
え
る
人
材
の
育
成
を
通
じ
て
日
本
の
国
際

競
争
力
強
化
の
一
翼
を
担
う
機
会
と
捉
え
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う

な
考
え
の
も
と
、令
和
５
年
度
に「
理
工
系
分
野
の
充
実・推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
、加
盟
大
学
が
本
支
援
事
業
を
活
用
し

大
学
改
革
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
先
般
、初
回
公
募
の
選
定
結
果
が
公
表
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

よ
り
多
く
の
私
立
大
学
が
本
支
援
事
業
に
参
加
し
、さ
ら
な
る
成
長

分
野
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、次
回
公
募
に
向
け
て
、制
度
設

計
及
び
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
に
関
す
る
下
記
12
項
目
の
改
善

を
要
望
し
ま
す
。

〈

　要

　望

　〉

１
． 私
立
大
学
に
お
け
る
理
工
農
系
学
部
の

確
実
な
定
着
に
向
け
た
支
援

【
要
望
１
】学
部
転
換（
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
）時
の

人
件
費
支
援

【
要
望
２
】「
メ
ニ
ュ
ー
１
」フ
ェ
ー
ズ
３
に
お
け
る
支
援
の
拡
充

【
要
望
３
】本
支
援
事
業
終
了
後
の
自
走
化
支
援

2
． 本
支
援
事
業
を
通
じ
た
私
立
大
学
の
改
革
を

後
押
し
す
る
た
め
の
支
援

⑴
メ
ニ
ュ
ー
１「
学
部
再
編
等
に
よ
る
特
定
成
長
分
野
へ
の
転
換

等
支
援
」

【
要
望
４
】外
部
資
金
獲
得
額
水
準
の
算
定
要
件
の
緩
和

【
要
望
５
】実
態
に
即
し
た
助
成
対
象
経
費
の
算
定
・
交
付

【
要
望
６
】教
員
確
保
と
教
育
体
制
強
化
に
向
け
た
設
置
計
画

履
行
期
間
の
柔
軟
な
設
定

【
要
望
７
】学
部
設
置
等
初
年
度
か
ら
の
私
立
大
学
等
経
常
費

補
助
金
の
早
期
交
付

【
要
望
８
】東
京
23
区
内
に
設
置
す
る
大
学
の
取
組
に
お
け
る

要
件
緩
和

⑵
メ
ニ
ュ
ー
２「
高
度
情
報
人
材
の
確
保
に
向
け
た
機
能
強
化
支
援
」

【
要
望
９
】選
定
件
数
の
拡
充
と
公
募
期
間
３
年
間
の
厳
守（
短

縮
し
な
い
）

⑶
メ
ニ
ュ
ー
１
及
び
メ
ニ
ュ
ー
２
共
通
事
項

【
要
望
10
】設
置
認
可
に
係
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し

【
要
望
11
】公
募
情
報
の
確
実
な
周
知
と
十
分
な
申
請
期
間
の

確
保

【
要
望
12
】本
支
援
事
業
に
対
す
る
相
談
体
制
の
強
化

「
大
学
・
高
専
機
能
強
化
支
援
事
業
」へ
の
要
望
書
を
文
部
科
学
省
へ
提
出

「
建
学
の
精
神
に
基
づ
く
各
会
員
大
学
の
独
自
性
と
私
立
大
学
の
多
様

性
を
保
証
し
、人
類
の
未
来
に
貢
献
す
る
人
間
を
育
成
す
る
た
め
基
盤
強

化
に
資
す
る
。」と
い
う
目
的
を
踏
ま
え
、日
本
私
立
大
学
連
盟（
以
下
、

「
私
大
連
」と
い
う
）が
直
近
で
行
っ
た
提
言・主
張
に
つ
い
て
ご
紹
介
す
る
。

提
言
・
主
張

日
本
私
立
大
学
連
盟
の 

１
． 私
立
大
学
に
お
け
る
理
工
農
系
学
部
の

確
実
な
定
着
に
向
け
た
支
援

【
要
望
１
】学
部
転
換（
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
）時
の
人
件

費
支
援

　
本
支
援
事
業
の
メ
ニュ
ー
１
で
は
、理
工
農
系
学
部
の
学
生
定
員

を
効
率
的
に
拡
大
す
る
た
め
、学
部
転
換
が
主
な
支
援
対
象
と
さ

れ
て
い
ま
す
。私
立
大
学
が
学
部
転
換
を
し
た
場
合
、新
設
学
部
で

は
、当
該
学
部
で
取
り
扱
う
学
問
分
野
を
専
門
と
す
る
教
員
を
新

た
に
雇
用
す
る
た
め
、完
成
年
度
を
ピ
ー
ク
と
し
て
人
件
費
が
漸
増

し
て
い
き
ま
す
。一
方
、廃
止
学
部
で
は
、若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で

幅
広
い
年
齢
層
の
教
員
を
有
し
て
い
る
の
が
通
常
で
、こ
れ
ら
の
教

員
が
退
職
す
る
ま
で
雇
用
は
継
続
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、人
件
費
の
増

減
が
相
殺
す
る
ま
で
に
は
一
定
程
度
の
年
月
が
か
か
り
ま
す
。こ
の

よ
う
な
人
件
費
の
増
加
に
よ
る
資
金
的
な
負
担
が
、改
革
意
欲
の

高
い
私
立
大
学
の
学
部
転
換
への
挑
戦
の
障
壁
と
な
って
い
ま
す
。

　
学
部
転
換
への
取
組
が
資
金
的
な
制
約
の
み
を
理
由
に
断
念
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、学
部
転
換
に
伴
う
人
件
費
増
分
を
補
填
す
る

仕
組
み
が
不
可
欠
で
す
。そ
の
た
め
、①
本
支
援
事
業
に
よ
る
メ
ニュ
ー

１
選
定
大
学
への
人
件
費
の
追
加
支
援
、②
本
支
援
事
業
メ
ニュ
ー
１

への
選
定
を
条
件
と
し
た
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
に
よ
る
人
件

費
支
援
の
う
ち
、少
な
く
と
も
い
ず
れ
か
の
実
現
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
２
】「
メ
ニ
ュ
ー
１
」フ
ェ
ー
ズ
３
に
お
け
る
支
援
の
拡
充

　
メ
ニュ
ー
１
で
は
支
援
が
３
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、

フェ
ー
ズ
２（
１
校
当
た
り
上
限
約
20
億
円
）と
比
較
し
て
フェ
ー
ズ
３

（
４
年
間
で
上
限
４
０
０
０
万
円
）の
支
援
金
額
は
か
な
り
安
価
に
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。フェー
ズ
３
は
、メ
ニュ
ー
１
に
選
定
さ
れ
た
大
学
が

成
長
分
野
で
活
躍
し
う
る
人
材
育
成
の
機
能
を
最
大
限
発
揮
す
る
た

め
、改
組
後
の
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
課
題
等
が
な
い
か
実
際
の
教
育
活

動
を
通
じ
て
検
証
し
、教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
期
間
で
す
。

　
こ
の
フェ
ー
ズへの
支
援
は
、人
材
育
成
機
能
の
強
化
や
教
育
の
質

向
上
に
直
接
的
に
働
き
か
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、現
行
の
支

援
額
を
下
限
額
と
し
た
上
で
、改
組
の
規
模
や
挑
戦
の
大
き
さ
に

応
じ
て
支
援
金
額
が
積
み
上
が
る
仕
組
み
の
構
築
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
３
】本
支
援
事
業
終
了
後
の
自
走
化
支
援

　
理
工
農
系
学
部
の
運
営
に
は
人
文・社
会
科
学
系
学
部
に
比
べて
多

く
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、本
支
援
事
業
を
通
じ
て
理
工
農
系
学
部

等
を
設
置
し
た
場
合
、各
大
学
で
は
支
援
終
了
後
に
自
走
化
す
る
た

め
の
費
用
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。令
和
５
年
度
か
ら
、

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
に
お
い
て
理
工
農
系
学
部
を
対
象
と
し

た
新
た
な
単
価
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
が
、こ
の
単
価
設
定
を
も
って
、

理
工
農
系
学
部
等
が
自
走
化
で
き
る
支
援
に
足
る
と
は
到
底
言
え
ま

せ
ん
。ま
た
、仮
に
こ
れ
ら
の
学
部
等
の
運
営
費
用
を
授
業
料
に
転
嫁

し
た
場
合
、理
工
農
系
学
部
等
の
増
加
に
伴
い
大
学
授
業
料
の
平
均

額
が
漸
増
す
る
こ
と
と
な
り
、国
家
戦
略
で
あ
る
成
長
分
野
の
人
材

育
成
が
家
計
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

　
本
支
援
事
業
に
よ
り
私
立
大
学
に
新
設
さ
れ
た
理
工
農
系
学
部

等
が
将
来
に
わ
た
っ
て
定
着
し
、我
が
国
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め

に
も
、例
え
ば
国
立
大
学
の
理
工
農
系
学
部
の
運
営
費
を
算
定
し
、

そ
れ
に
準
じ
た
額
を
私
立
大
学
に
支
援
す
る
な
ど
、経
常
費
補
助

等
で
の
確
実
な
支
援
の
確
保
を
要
望
し
ま
す
。

2
． 本
支
援
事
業
を
通
じ
た
私
立
大
学
の
改
革
を

後
押
し
す
る
た
め
の
支
援

⑴
メ
ニ
ュ
ー
１「
学
部
再
編
等
に
よ
る
特
定
成
長
分
野
へ
の
転
換

等
支
援
」

【
要
望
４
】外
部
資
金
獲
得
額
水
準
の
算
定
要
件
の
緩
和

　「
メ
ニュ
ー
１
」への
申
請
要
件
の
１
つ
と
し
て
、フェ
ー
ズ
３
の
支
援

期
間
終
了
時
ま
で
に
、大
学
全
体
の
外
部
資
金
獲
得
額
が
申
請
時

点
の
平
均（
過
去
５
年
間
の
中
央
値
３
年
分
の
平
均
）に
支
援
額
を

2.5
％
上
乗
せ
し
た
水
準
以
上
と
な
る
計
画
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。支
援
終
了
後
の
各
大
学
に
よ
る
自
走
化
を
促
す
点
で
必

要
な
要
件
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
一
方
で
、す
べて
の
寄
附
金
が

算
定
基
礎
に
含
ま
れ
た
場
合
、周
年
事
業
や
新
館
建
設
と
いっ
た
目

的
の
た
め
に
特
定
の
期
間
受
け
付
け
る
寄
附
金
収
入
が
含
ま
れ
る
こ

と
が
あ
り
、本
支
援
事
業
に
よ
る
支
援
の
終
了
後
に
実
現
す
べ
き
外

部
資
金
獲
得
の
水
準
が
過
大
な
水
準
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
大
学
の
実
際（
通
常
期
）の
状
況
で
算
定
で
き
る
よ
う
、算
定
基
礎
と

す
る
外
部
資
金
獲
得
額
か
ら
期
間
や
使
途
を
限
定
し
て
受
け
付
け
る

寄
附
金
収
入
額
を
除
外
で
き
る
よ
う
要
件
の
緩
和
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
５
】実
態
に
即
し
た
助
成
対
象
経
費
の
算
定
・
交
付

　「
メ
ニュ
ー
１
」の
う
ち
、助
成
金
額
が
最
も
大
き
い
フェ
ー
ズ
２
に
お

け
る
助
成
金
の
使
途
と
し
て「
施
設
の
新
築
、増
築
、改
築
又
は
改
修

工
事
若
し
く
は
建
物
取
得
に
要
す
る
経
費
及
び
附
帯
工
事
費
や
必
要

な
設
備
備
品
の
購
入
、製
造
、据
付
等
」が
公
募
要
領
に
示
さ
れ
て
い
ま

す
。一
方
で
、「
独
立
行
政
法
人
大
学
改
革
支
援・学
位
授
与
機
構
大

学・高
専
成
長
分
野
転
換
支
援
基
金
助
成
金
交
付
規
則
」（
以
下
、「
交

付
規
則
」と
い
う
。）に
定
め
る
フェー
ズ
２
の
助
成
対
象
経
費
は「
施
設

設
備
整
備
費
、建
物
取
得
費
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。加
え
て
、費
目
の
区

別
は
助
成
事
業
者
の
会
計
規
程
等
に
基
づ
き
行
う
こ
と
が
公
募
要
領

に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、機
器
等
の
購
入
経
費
を「
施
設
設
備
整

備
費
、建
物
取
得
費
」と
は
異
な
る
費
目
と
し
て
規
程
に
定
め
て
い
る

選
定
大
学
に
お
い
て
は
、こ
の
購
入
経
費
が
助
成
金
額
の
算
定
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。理
工
農
系
分
野
への
転
換
を
推
進
す
る
と
い
う
同
じ
目

的
の
下
、同
様
の
設
備
を
購
入
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、助
成
対
象
と

な
る
大
学
と
な
ら
な
い
大
学
が
生
じ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
交
付
規
則
を
改
正
す
る
な
ど
に
よ
り
、公
募
要
領
に
も
記
載

の
あ
る「
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
直
接
必
要
」な
設
備
等
の
購
入
に
つ

い
て
は
、そ
の
費
目
に
か
か
わ
ら
な
い
確
実
な
支
援
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
６
】教
員
確
保
と
教
育
体
制
強
化
に
向
け
た
設
置
計
画
履

行
期
間
の
柔
軟
な
設
定

　
本
支
援
事
業
で
は
、「
メ
ニュ
ー
１
」に
お
い
て
２
５
０
も
の
取
組
が
、

ま
た「
メ
ニュ
ー
２
」に
お
い
て
も
60
の
取
組
が
約
10
年
の
間
に
実
施
さ

れ
る
予
定
と
なって
い
ま
す
。そ
の
た
め
選
定
大
学
に
は
、成
長
分
野
に

携
わ
る
教
員
を
他
の
大
学
と
同
時
期
に
確
保
す
る
必
要
が
生
じ
ま

す
。特
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
で
は
、各
大
学
に
よ
る
教
員
の
獲
得

競
争
が
激
し
く
、質
の
高
い
教
員
の
充
足
が
課
題
と
なって
い
ま
す
。

　
教
員
採
用
が
数
の「
間
に
合
わ
せ
」の
対
応
と
な
って
は
、理
工
農

系
分
野
の
学
部
数
が
増
え
た
と
し
て
も
、本
来
の
目
的
で
あ
る
成
長

分
野
で
活
躍
し
う
る
人
材
育
成
を
十
分
に
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。す
べて
の
選
定
大
学
が
質
の
高
い
教
育
の
提
供
が
可
能
な
教
育

体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、教
員
の
選
考
に
十
分
な
時
間
を
充

て
、優
れ
た
教
育
実
績
や
研
究
業
績
を
持
つ
教
員
、豊
か
な
実
務
経

験
を
持
つ
教
員
を
採
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、本
支

援
事
業
に
選
定
さ
れ
た
計
画
に
基
づ
く
設
置
認
可
申
請
に
つ
い
て

は
、設
置
か
ら
完
成
年
度
を
経
過
す
る
ま
で
の
設
置
計
画
履
行
期

間（
Ａ
Ｃ
期
間
）を
修
業
年
限
に
限
ら
ず
弾
力
的
に
設
定
で
き
る
仕

組
み
の
構
築
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
７
】学
部
設
置
等
初
年
度
か
ら
の
私
立
大
学
等
経
常
費
補

助
金
の
早
期
交
付

　
本
支
援
事
業
で
は
、学
部
転
換
以
外
に
学
部
新
設
や
既
設
学
部
の

学
生
定
員
増
の
取
組
も
支
援
の
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
な

が
ら
、現
行
の
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金（
以
下
、「
経
常
費
補
助

金
」と
い
う
。）の
算
定
ス
キ
ー
ム
で
は
、設
置
後
完
成
年
度
を
超
え
て

い
な
い
学
部
等
は
、既
設
学
部
の
定
員
減
を
伴
わ
な
い
限
り
経
常
費

補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
私
立
大
学
が
よ
り
積
極
的
に
改
革
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、本
支

援
事
業
と
経
常
費
補
助
金
が
有
機
的
か
つ
相
乗
的
に
組
み
合
わ
さ

れ
た
柔
軟
な
支
援
が
不
可
欠
で
す
。そ
の
た
め
、経
常
費
補
助
金
に
お

い
て
、本
支
援
事
業
に
選
定
さ
れ
た
取
組
に
つ
い
て
は
完
成
年
度
を

待
つ
こ
と
な
く
交
付
さ
れ
る
仕
組
み
の
構
築
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
８
】東
京
23
区
内
に
設
置
す
る
大
学
の
取
組
に
お
け
る
要

件
緩
和

　
当
連
盟
は
、東
京
23
区
内
に
設
置
す
る
大
学
が
有
す
る
学
部
等

の
学
生
定
員
規
制（
以
下
、「
定
員
規
制
」と
い
う
。）の
早
期
全
面

撤
廃
を
求
め
て
い
ま
す
。今
般
、本
支
援
事
業
の
創
設
を
受
け
、定

員
規
制
に
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
、こ
の
特
例
措
置
に
よ
り
定
員

を
増
や
す
場
合
は
、新
学
部
等
の
完
成
年
度
以
降
３
年
以
内
に
大

学
全
体
の
入
学
定
員
を
増
加
前
に
戻
す
こ
と
を
前
提
と
し
た
臨
時

的
な
定
員
増
加
で
あ
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。し
た
が
っ

て
、東
京
23
区
内
の
大
学
が
本
支
援
事
業「
メ
ニュ
ー
１
」に
申
請
す

る
場
合
、学
部
等
の
転
換
を
伴
わ
な
い
定
員
増（
純
増
）は
原
則
認

め
ら
れ
ず
、他
の
地
域
の
大
学
に
比
べ
て
新
た
な
挑
戦
が
制
約
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
本
支
援
事
業「
メ
ニュ
ー
１
」に
申
請
す
る
場
合
は
、東
京
23
区
内

に
設
置
す
る
大
学
に
お
い
て
も
、①
学
部
等
の
転
換
を
伴
わ
な
い
定

員
増（
純
増
）を
認
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
ま
す
。そ
れ
が
難
し

い
場
合
に
お
い
て
は
、少
な
く
と
も
事
業
費（
支
援
額
）算
定
時
に
②

引
き
下
げ
観
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る「
既
存
組
織
の
定
員
増
」

を
適
用
せ
ず
、減
額
し
な
い
よ
う
要
望
し
ま
す
。

⑵
メ
ニ
ュ
ー
２「
高
度
情
報
専
門
人
材
の
確
保
に
向
け
た
機
能
強

化
支
援
」

【
要
望
９
】選
定
件
数
の
拡
充
と
公
募
期
間
３
年
間
の
厳
守（
短
縮

し
な
い
）

　「
メ
ニュ
ー
２
」の
初
回
公
募
で
は
、選
定
予
定
校
数
60
校
に
対
し

57
校
が
申
請
し
、国
立
大
学
37
校
、公
立
大
学
４
校
、私
立
大
学
５

校
、国
立
高
専
５
校
の
計
51
校
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。「
メ
ニュ
ー

２
」が
支
援
す
る「
高
度
情
報
専
門
人
材
の
確
保
に
向
け
た
機
能
強

化
」に
つ
い
て
は
、急
速
な
Ｄ
Ｘ
の
進
展
や
Ａ
Ｉ
の
普
及
に
迅
速
に
対

応
す
る
必
要
が
あ
り
、多
く
の
大
学
が
で
き
る
だ
け
早
期
に
機
能
強

化
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
言
え
ま
す
。

　
一
方
で
、「
メ
ニュ
ー
２
」が
目
指
す
高
度
情
報
専
門
人
材
の
育
成
に

は
、特
定
の
大
学
等
の
み
な
ら
ず
、国
内
の
す
べて
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
系
学
部
及
び
研
究
科
が
機
能
強
化
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、「
メ
ニュ
ー
２
」の
公
募
期
間
は
３
年
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
メ
ニュ
ー
１
」と
異
な
り
選
定
の
時
期
が
支
援
金
額
に
影
響
し
な
い

こ
と
か
ら
、十
分
な
検
討
期
間
を
と
っ
た
上
で
申
請
を
予
定
し
て
い
る

大
学
も
あ
り
ま
す
。意
欲
的
に
改
革
の
準
備
を
進
め
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
申
請
で
き
な
い
事
態
に
陥
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、①
選
定
校
数
の
拡

充
と
②
公
募
期
間
３
年
間
の
厳
守（
短
縮
し
な
い
）を
要
望
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、懸
念
事
項
と
し
て
、「
メ
ニュ
ー
２
」に
申
請
し
た
国
立

大
学
は
全
校
選
定
さ
れ
て
お
り
、現
状
の
選
定
予
定
校
数（
60
校
）

の
62
％
を
占
め
て
い
ま
す
。機
能
強
化
さ
れ
る
大
学
の
設
置
形
態

が
こ
の
よ
う
に
偏
っ
て
は
、高
度
情
報
専
門
人
材
を
目
指
す
際
の
進

路
が
一
部
の
国
立
大
学
に
限
定
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。学
生
に
多
様

な
選
択
肢
を
提
供
で
き
る
よ
う
、③
選
定
さ
れ
る
大
学
の
設
置
形

態
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

⑶
メ
ニ
ュ
ー
１
及
び
メ
ニ
ュ
ー
２
共
通
事
項

【
要
望
10
】設
置
認
可
に
係
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し

　
本
支
援
事
業
に
申
請
す
る
計
画
は
、フ
ェ
ー
ズ
１
に
お
い
て
原
則

３
年
以
内
に
設
置
認
可
ま
た
は
届
出
を
提
出
し
フ
ェ
ー
ズ
２
へ
と
移

行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。検
討・準
備
期
間
に
対
し
て
も
支
援
が

設
け
ら
れ
た
こ
と
は
大
変
画
期
的
で
あ
り
、感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
。一
方
で
、フェ
ー
ズ
１
の
期
間
に
は
、学
内
に
お
け
る
検
討
体
制
の

構
築
か
ら
ニ
ー
ズ
調
査
、申
請
書
類
の
整
理
や
精
査
な
ど
、短
期
間

に
多
く
の
準
備
が
必
要
と
な
る
た
め
、①
準
備・検
討
期
間
で
あ
る

フ
ェ
ー
ズ
１
の
期
間（
３
年
間
）の
弾
力
化
を
要
望
し
ま
す
。

　
ま
た
、現
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、認
可
さ
れ
た
学
部
の
設
置
等
に

係
る
具
体
的
な
情
報
を
社
会
に
周
知
で
き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
前
年

度
の
６
月
ま
た
は
８
月
以
降
で
、そ
の
期
間
は
わ
ず
か
半
年
間
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。広
報
期
間
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
に
入
学
者
が
質

的
、あ
る
い
は
量
的
に
不
足
し
、教
育
機
能
を
初
年
度
か
ら
最
大
限

に
発
揮
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。定
員
管
理
の
厳
格
化
に
起

因
す
る
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
算
定
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、学
生
募
集
の
た
め
の
十
分
な
期
間
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
、本
支
援
事
業
に
選
定
さ
れ
た
取
組
に
は
②
設
置
認
可

申
請
か
ら
認
可
ま
で
の
期
間
を
短
縮
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
適
用
す

る
な
ど
の
見
直
し
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
11
】公
募
情
報
の
確
実
な
周
知
と
十
分
な
申
請
期
間
の
確
保

　
初
回
公
募
に
お
い
て
、文
部
科
学
省
及
び
大
学
改
革
支
援・学
位

授
与
機
構（
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｄ
）か
ら
各
大
学
宛
て
に
、概
ね
以
下
の
と
お
り

情
報
提
供
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

業
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
き
め
細
か
な
対
応
を
望
み
ま
す
。例
え
ば
、

相
談
窓
口
と
な
っ
て
い
る
大
学
改
革
支
援・学
位
授
与
機
構
に
お
い

て
、初
回
公
募
が
終
了
後
の
質
問
は
受
け
付
け
て
も
ら
え
な
い
な
ど
の

ケ
ー
ス
が
あ
り
、学
内
で
の
検
討
が
滞
って
い
る
と
い
う
声
も
聞
か
れ

ま
し
た
。そ
の
た
め
、相
談
体
制
の
速
や
か
な
充
実
を
要
望
し
ま
す
。

　
加
え
て
、新
た
に
理
工
農
系
学
部
を
設
置
す
る
に
あ
た
って
は
、そ

の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
識
を
備
え
た
人
材
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
重

要
と
な
り
ま
す
が
、特
に
人
文・社
会
科
学
系
分
野
の
み
有
す
る
大

学
で
は
そ
の
よ
う
な
人
材
に
乏
し
い
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。国

家
戦
略
の
一
環
と
し
て
本
支
援
事
業
に
よ
る
大
学
改
革
を
推
し
進

め
る
た
め
、各
大
学
の
改
革
に
向
け
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
機
能
を
整
備

す
る
な
ど
、相
談
窓
口
の
機
能
強
化
を
要
望
し
ま
す
。
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加
盟
大
学
か
ら
は
、「
情
報
提
供
の
方
法
や
公
募
要
領
の
掲
載
時

期
が
分
か
り
に
く
か
っ
た
」「
公
募
要
領
掲
載
後
に
も
未
定
事
項
が

あ
り
、学
内
で
の
検
討
に
支
障
が
あ
っ
た
」と
い
う
声
が
聞
か
れ
て
い

ま
す
。本
支
援
事
業
が
対
象
と
す
る
取
組
は
設
置
認
可
申
請
を
伴

う
大
掛
か
り
な
改
組
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、各
大
学
が
正
確
な

情
報
に
基
づ
き
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
に
な
り
ま
す
の

で
、次
回
公
募
に
つ
い
て
は
、①
正
確
か
つ
詳
細
な
情
報
の
早
期
公
表

と
②
十
分
な
受
付
期
間
の
確
保
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
12
】本
支
援
事
業
に
対
す
る
相
談
体
制
の
強
化

　
本
支
援
事
業
を
契
機
と
し
て
改
革
に
取
り
組
む
大
学
は
、新
た
な
教

育
組
織
の
構
築
に
向
け
た
検
討
と
学
内
で
の
合
意
形
成
、ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
への
丁
寧
な
説
明
な
ど
、十
分
な
準
備
期
間
を
経
て
申
請
に
至

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
私
立
大
学
の
場
合
、学
部
転
換
や
定

員
増
と
いっ
た
取
組
は
学
校
法
人
経
営
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
こ
と

か
ら
、国
公
立
大
学
に
比
べて
よ
り
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
各
大
学
が
改
革
に
向
け
て
円
滑
な
検
討
を
行
う
た
め
、本
支
援
事

提言・主張

日本私立大学連盟の 

　
10
月
10
日
、日
本
私
立
大
学
連
盟
に
令
和
５
年
度
か
ら
設
置
さ

れ
た「
理
工
系
分
野
の
充
実・推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
担
当
理
事
：

伊
藤
公
平
　
慶
應
義
塾
長
）が
中
心
と
な
っ
て
と
り
ま
と
め
た「
大

学・高
専
機
能
強
化
支
援
事
業
」へ
の
要
望
書
を
、文
部
科
学
省
へ

提
出
し
た
。

　
要
望
は
、「
大
学・高
専
機
能
強
化
支
援
事
業
」が
支
援
す
る
成

長
分
野
へ
の
転
換・強
化
や
高
度
情
報
専
門
人
材
育
成
に
向
け
た

機
能
強
化
に
意
欲
の
あ
る
加
盟
大
学
が
こ
の
支
援
事
業
を
最
大

限
活
用
で
き
る
よ
う
、加
盟
大
学
か
ら
の
ご
意
見
等
も
踏
ま
え
て

と
り
ま
と
め
た
も
の
で
、以
下
の
全
12
項
目
で
構
成
し
て
い
る
。

　「
大
学・高
専
機
能
強
化
支
援
事
業
」へ
の
要
望

令
和
５
年
１０
月

一
般
社
団
法
人
日
本
私
立
大
学
連
盟 

　

理
工
系
分
野
の
充
実・推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
令
和
４
年
度
第
２
次
補
正
予
算
に
お
い
て「
大
学・高
専
機
能

強
化
支
援
事
業
」（
以
下
、「
本
支
援
事
業
」と
い
う
。）が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。日
本
私
立
大
学
連
盟
で
は
、本
支
援
事
業
を
私
立
大

学
が
成
長
分
野
を
支
え
る
人
材
の
育
成
を
通
じ
て
日
本
の
国
際

競
争
力
強
化
の
一
翼
を
担
う
機
会
と
捉
え
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う

な
考
え
の
も
と
、令
和
５
年
度
に「
理
工
系
分
野
の
充
実・推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
、加
盟
大
学
が
本
支
援
事
業
を
活
用
し

大
学
改
革
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
先
般
、初
回
公
募
の
選
定
結
果
が
公
表
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

よ
り
多
く
の
私
立
大
学
が
本
支
援
事
業
に
参
加
し
、さ
ら
な
る
成
長

分
野
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、次
回
公
募
に
向
け
て
、制
度
設

計
及
び
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
に
関
す
る
下
記
12
項
目
の
改
善

を
要
望
し
ま
す
。

〈

　要

　望

　〉

１
． 私
立
大
学
に
お
け
る
理
工
農
系
学
部
の

確
実
な
定
着
に
向
け
た
支
援

【
要
望
１
】学
部
転
換（
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
）時
の

人
件
費
支
援

【
要
望
２
】「
メ
ニ
ュ
ー
１
」フ
ェ
ー
ズ
３
に
お
け
る
支
援
の
拡
充

【
要
望
３
】本
支
援
事
業
終
了
後
の
自
走
化
支
援

2
． 本
支
援
事
業
を
通
じ
た
私
立
大
学
の
改
革
を

後
押
し
す
る
た
め
の
支
援

⑴
メ
ニ
ュ
ー
１「
学
部
再
編
等
に
よ
る
特
定
成
長
分
野
へ
の
転
換

等
支
援
」

【
要
望
４
】外
部
資
金
獲
得
額
水
準
の
算
定
要
件
の
緩
和

【
要
望
５
】実
態
に
即
し
た
助
成
対
象
経
費
の
算
定
・
交
付

【
要
望
６
】教
員
確
保
と
教
育
体
制
強
化
に
向
け
た
設
置
計
画

履
行
期
間
の
柔
軟
な
設
定

【
要
望
７
】学
部
設
置
等
初
年
度
か
ら
の
私
立
大
学
等
経
常
費

補
助
金
の
早
期
交
付

【
要
望
８
】東
京
23
区
内
に
設
置
す
る
大
学
の
取
組
に
お
け
る

要
件
緩
和

⑵
メ
ニ
ュ
ー
２「
高
度
情
報
人
材
の
確
保
に
向
け
た
機
能
強
化
支
援
」

【
要
望
９
】選
定
件
数
の
拡
充
と
公
募
期
間
３
年
間
の
厳
守（
短

縮
し
な
い
）

⑶
メ
ニ
ュ
ー
１
及
び
メ
ニ
ュ
ー
２
共
通
事
項

【
要
望
10
】設
置
認
可
に
係
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し

【
要
望
11
】公
募
情
報
の
確
実
な
周
知
と
十
分
な
申
請
期
間
の

確
保

【
要
望
12
】本
支
援
事
業
に
対
す
る
相
談
体
制
の
強
化

１
． 私
立
大
学
に
お
け
る
理
工
農
系
学
部
の

確
実
な
定
着
に
向
け
た
支
援

【
要
望
１
】学
部
転
換（
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
）時
の
人
件

費
支
援

　
本
支
援
事
業
の
メ
ニュ
ー
１
で
は
、理
工
農
系
学
部
の
学
生
定
員

を
効
率
的
に
拡
大
す
る
た
め
、学
部
転
換
が
主
な
支
援
対
象
と
さ

れ
て
い
ま
す
。私
立
大
学
が
学
部
転
換
を
し
た
場
合
、新
設
学
部
で

は
、当
該
学
部
で
取
り
扱
う
学
問
分
野
を
専
門
と
す
る
教
員
を
新

た
に
雇
用
す
る
た
め
、完
成
年
度
を
ピ
ー
ク
と
し
て
人
件
費
が
漸
増

し
て
い
き
ま
す
。一
方
、廃
止
学
部
で
は
、若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で

幅
広
い
年
齢
層
の
教
員
を
有
し
て
い
る
の
が
通
常
で
、こ
れ
ら
の
教

員
が
退
職
す
る
ま
で
雇
用
は
継
続
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、人
件
費
の
増

減
が
相
殺
す
る
ま
で
に
は
一
定
程
度
の
年
月
が
か
か
り
ま
す
。こ
の

よ
う
な
人
件
費
の
増
加
に
よ
る
資
金
的
な
負
担
が
、改
革
意
欲
の

高
い
私
立
大
学
の
学
部
転
換
への
挑
戦
の
障
壁
と
な
って
い
ま
す
。

　
学
部
転
換
への
取
組
が
資
金
的
な
制
約
の
み
を
理
由
に
断
念
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、学
部
転
換
に
伴
う
人
件
費
増
分
を
補
填
す
る

仕
組
み
が
不
可
欠
で
す
。そ
の
た
め
、①
本
支
援
事
業
に
よ
る
メ
ニュ
ー

１
選
定
大
学
への
人
件
費
の
追
加
支
援
、②
本
支
援
事
業
メ
ニュ
ー
１

への
選
定
を
条
件
と
し
た
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
に
よ
る
人
件

費
支
援
の
う
ち
、少
な
く
と
も
い
ず
れ
か
の
実
現
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
２
】「
メ
ニ
ュ
ー
１
」フ
ェ
ー
ズ
３
に
お
け
る
支
援
の
拡
充

　
メ
ニュ
ー
１
で
は
支
援
が
３
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、

フェ
ー
ズ
２（
１
校
当
た
り
上
限
約
20
億
円
）と
比
較
し
て
フェ
ー
ズ
３

（
４
年
間
で
上
限
４
０
０
０
万
円
）の
支
援
金
額
は
か
な
り
安
価
に
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。フェー
ズ
３
は
、メ
ニュ
ー
１
に
選
定
さ
れ
た
大
学
が

成
長
分
野
で
活
躍
し
う
る
人
材
育
成
の
機
能
を
最
大
限
発
揮
す
る
た

め
、改
組
後
の
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
課
題
等
が
な
い
か
実
際
の
教
育
活

動
を
通
じ
て
検
証
し
、教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
期
間
で
す
。

　
こ
の
フェ
ー
ズへの
支
援
は
、人
材
育
成
機
能
の
強
化
や
教
育
の
質

向
上
に
直
接
的
に
働
き
か
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、現
行
の
支

援
額
を
下
限
額
と
し
た
上
で
、改
組
の
規
模
や
挑
戦
の
大
き
さ
に

応
じ
て
支
援
金
額
が
積
み
上
が
る
仕
組
み
の
構
築
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
３
】本
支
援
事
業
終
了
後
の
自
走
化
支
援

　
理
工
農
系
学
部
の
運
営
に
は
人
文・社
会
科
学
系
学
部
に
比
べて
多

く
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、本
支
援
事
業
を
通
じ
て
理
工
農
系
学
部

等
を
設
置
し
た
場
合
、各
大
学
で
は
支
援
終
了
後
に
自
走
化
す
る
た

め
の
費
用
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。令
和
５
年
度
か
ら
、

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
に
お
い
て
理
工
農
系
学
部
を
対
象
と
し

た
新
た
な
単
価
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
が
、こ
の
単
価
設
定
を
も
って
、

理
工
農
系
学
部
等
が
自
走
化
で
き
る
支
援
に
足
る
と
は
到
底
言
え
ま

せ
ん
。ま
た
、仮
に
こ
れ
ら
の
学
部
等
の
運
営
費
用
を
授
業
料
に
転
嫁

し
た
場
合
、理
工
農
系
学
部
等
の
増
加
に
伴
い
大
学
授
業
料
の
平
均

額
が
漸
増
す
る
こ
と
と
な
り
、国
家
戦
略
で
あ
る
成
長
分
野
の
人
材

育
成
が
家
計
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

　
本
支
援
事
業
に
よ
り
私
立
大
学
に
新
設
さ
れ
た
理
工
農
系
学
部

等
が
将
来
に
わ
た
っ
て
定
着
し
、我
が
国
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め

に
も
、例
え
ば
国
立
大
学
の
理
工
農
系
学
部
の
運
営
費
を
算
定
し
、

そ
れ
に
準
じ
た
額
を
私
立
大
学
に
支
援
す
る
な
ど
、経
常
費
補
助

等
で
の
確
実
な
支
援
の
確
保
を
要
望
し
ま
す
。

2
． 本
支
援
事
業
を
通
じ
た
私
立
大
学
の
改
革
を

後
押
し
す
る
た
め
の
支
援

⑴
メ
ニ
ュ
ー
１「
学
部
再
編
等
に
よ
る
特
定
成
長
分
野
へ
の
転
換

等
支
援
」

【
要
望
４
】外
部
資
金
獲
得
額
水
準
の
算
定
要
件
の
緩
和

　「
メ
ニュ
ー
１
」への
申
請
要
件
の
１
つ
と
し
て
、フェ
ー
ズ
３
の
支
援

期
間
終
了
時
ま
で
に
、大
学
全
体
の
外
部
資
金
獲
得
額
が
申
請
時

点
の
平
均（
過
去
５
年
間
の
中
央
値
３
年
分
の
平
均
）に
支
援
額
を

2.5
％
上
乗
せ
し
た
水
準
以
上
と
な
る
計
画
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。支
援
終
了
後
の
各
大
学
に
よ
る
自
走
化
を
促
す
点
で
必

要
な
要
件
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
一
方
で
、す
べて
の
寄
附
金
が

算
定
基
礎
に
含
ま
れ
た
場
合
、周
年
事
業
や
新
館
建
設
と
いっ
た
目

的
の
た
め
に
特
定
の
期
間
受
け
付
け
る
寄
附
金
収
入
が
含
ま
れ
る
こ

と
が
あ
り
、本
支
援
事
業
に
よ
る
支
援
の
終
了
後
に
実
現
す
べ
き
外

部
資
金
獲
得
の
水
準
が
過
大
な
水
準
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
大
学
の
実
際（
通
常
期
）の
状
況
で
算
定
で
き
る
よ
う
、算
定
基
礎
と

す
る
外
部
資
金
獲
得
額
か
ら
期
間
や
使
途
を
限
定
し
て
受
け
付
け
る

寄
附
金
収
入
額
を
除
外
で
き
る
よ
う
要
件
の
緩
和
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
５
】実
態
に
即
し
た
助
成
対
象
経
費
の
算
定
・
交
付

　「
メ
ニュ
ー
１
」の
う
ち
、助
成
金
額
が
最
も
大
き
い
フェ
ー
ズ
２
に
お

け
る
助
成
金
の
使
途
と
し
て「
施
設
の
新
築
、増
築
、改
築
又
は
改
修

工
事
若
し
く
は
建
物
取
得
に
要
す
る
経
費
及
び
附
帯
工
事
費
や
必
要

な
設
備
備
品
の
購
入
、製
造
、据
付
等
」が
公
募
要
領
に
示
さ
れ
て
い
ま

す
。一
方
で
、「
独
立
行
政
法
人
大
学
改
革
支
援・学
位
授
与
機
構
大

学・高
専
成
長
分
野
転
換
支
援
基
金
助
成
金
交
付
規
則
」（
以
下
、「
交

付
規
則
」と
い
う
。）に
定
め
る
フェー
ズ
２
の
助
成
対
象
経
費
は「
施
設

設
備
整
備
費
、建
物
取
得
費
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。加
え
て
、費
目
の
区

別
は
助
成
事
業
者
の
会
計
規
程
等
に
基
づ
き
行
う
こ
と
が
公
募
要
領

に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、機
器
等
の
購
入
経
費
を「
施
設
設
備
整

備
費
、建
物
取
得
費
」と
は
異
な
る
費
目
と
し
て
規
程
に
定
め
て
い
る

選
定
大
学
に
お
い
て
は
、こ
の
購
入
経
費
が
助
成
金
額
の
算
定
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。理
工
農
系
分
野
への
転
換
を
推
進
す
る
と
い
う
同
じ
目

的
の
下
、同
様
の
設
備
を
購
入
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、助
成
対
象
と

な
る
大
学
と
な
ら
な
い
大
学
が
生
じ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
交
付
規
則
を
改
正
す
る
な
ど
に
よ
り
、公
募
要
領
に
も
記
載

の
あ
る「
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
直
接
必
要
」な
設
備
等
の
購
入
に
つ

い
て
は
、そ
の
費
目
に
か
か
わ
ら
な
い
確
実
な
支
援
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
６
】教
員
確
保
と
教
育
体
制
強
化
に
向
け
た
設
置
計
画
履

行
期
間
の
柔
軟
な
設
定

　
本
支
援
事
業
で
は
、「
メ
ニュ
ー
１
」に
お
い
て
２
５
０
も
の
取
組
が
、

ま
た「
メ
ニュ
ー
２
」に
お
い
て
も
60
の
取
組
が
約
10
年
の
間
に
実
施
さ

れ
る
予
定
と
なって
い
ま
す
。そ
の
た
め
選
定
大
学
に
は
、成
長
分
野
に

携
わ
る
教
員
を
他
の
大
学
と
同
時
期
に
確
保
す
る
必
要
が
生
じ
ま

す
。特
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
で
は
、各
大
学
に
よ
る
教
員
の
獲
得

競
争
が
激
し
く
、質
の
高
い
教
員
の
充
足
が
課
題
と
なって
い
ま
す
。

　
教
員
採
用
が
数
の「
間
に
合
わ
せ
」の
対
応
と
な
って
は
、理
工
農

系
分
野
の
学
部
数
が
増
え
た
と
し
て
も
、本
来
の
目
的
で
あ
る
成
長

分
野
で
活
躍
し
う
る
人
材
育
成
を
十
分
に
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。す
べて
の
選
定
大
学
が
質
の
高
い
教
育
の
提
供
が
可
能
な
教
育

体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、教
員
の
選
考
に
十
分
な
時
間
を
充

て
、優
れ
た
教
育
実
績
や
研
究
業
績
を
持
つ
教
員
、豊
か
な
実
務
経

験
を
持
つ
教
員
を
採
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、本
支

援
事
業
に
選
定
さ
れ
た
計
画
に
基
づ
く
設
置
認
可
申
請
に
つ
い
て

は
、設
置
か
ら
完
成
年
度
を
経
過
す
る
ま
で
の
設
置
計
画
履
行
期

間（
Ａ
Ｃ
期
間
）を
修
業
年
限
に
限
ら
ず
弾
力
的
に
設
定
で
き
る
仕

組
み
の
構
築
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
７
】学
部
設
置
等
初
年
度
か
ら
の
私
立
大
学
等
経
常
費
補

助
金
の
早
期
交
付

　
本
支
援
事
業
で
は
、学
部
転
換
以
外
に
学
部
新
設
や
既
設
学
部
の

学
生
定
員
増
の
取
組
も
支
援
の
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
な

が
ら
、現
行
の
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金（
以
下
、「
経
常
費
補
助

金
」と
い
う
。）の
算
定
ス
キ
ー
ム
で
は
、設
置
後
完
成
年
度
を
超
え
て

い
な
い
学
部
等
は
、既
設
学
部
の
定
員
減
を
伴
わ
な
い
限
り
経
常
費

補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
私
立
大
学
が
よ
り
積
極
的
に
改
革
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、本
支

援
事
業
と
経
常
費
補
助
金
が
有
機
的
か
つ
相
乗
的
に
組
み
合
わ
さ

れ
た
柔
軟
な
支
援
が
不
可
欠
で
す
。そ
の
た
め
、経
常
費
補
助
金
に
お

い
て
、本
支
援
事
業
に
選
定
さ
れ
た
取
組
に
つ
い
て
は
完
成
年
度
を

待
つ
こ
と
な
く
交
付
さ
れ
る
仕
組
み
の
構
築
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
８
】東
京
23
区
内
に
設
置
す
る
大
学
の
取
組
に
お
け
る
要

件
緩
和

　
当
連
盟
は
、東
京
23
区
内
に
設
置
す
る
大
学
が
有
す
る
学
部
等

の
学
生
定
員
規
制（
以
下
、「
定
員
規
制
」と
い
う
。）の
早
期
全
面

撤
廃
を
求
め
て
い
ま
す
。今
般
、本
支
援
事
業
の
創
設
を
受
け
、定

員
規
制
に
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
、こ
の
特
例
措
置
に
よ
り
定
員

を
増
や
す
場
合
は
、新
学
部
等
の
完
成
年
度
以
降
３
年
以
内
に
大

学
全
体
の
入
学
定
員
を
増
加
前
に
戻
す
こ
と
を
前
提
と
し
た
臨
時

的
な
定
員
増
加
で
あ
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。し
た
が
っ

て
、東
京
23
区
内
の
大
学
が
本
支
援
事
業「
メ
ニュ
ー
１
」に
申
請
す

る
場
合
、学
部
等
の
転
換
を
伴
わ
な
い
定
員
増（
純
増
）は
原
則
認

め
ら
れ
ず
、他
の
地
域
の
大
学
に
比
べ
て
新
た
な
挑
戦
が
制
約
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
本
支
援
事
業「
メ
ニュ
ー
１
」に
申
請
す
る
場
合
は
、東
京
23
区
内

に
設
置
す
る
大
学
に
お
い
て
も
、①
学
部
等
の
転
換
を
伴
わ
な
い
定

員
増（
純
増
）を
認
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
ま
す
。そ
れ
が
難
し

い
場
合
に
お
い
て
は
、少
な
く
と
も
事
業
費（
支
援
額
）算
定
時
に
②

引
き
下
げ
観
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る「
既
存
組
織
の
定
員
増
」

を
適
用
せ
ず
、減
額
し
な
い
よ
う
要
望
し
ま
す
。

⑵
メ
ニ
ュ
ー
２「
高
度
情
報
専
門
人
材
の
確
保
に
向
け
た
機
能
強

化
支
援
」

【
要
望
９
】選
定
件
数
の
拡
充
と
公
募
期
間
３
年
間
の
厳
守（
短
縮

し
な
い
）

　「
メ
ニュ
ー
２
」の
初
回
公
募
で
は
、選
定
予
定
校
数
60
校
に
対
し

57
校
が
申
請
し
、国
立
大
学
37
校
、公
立
大
学
４
校
、私
立
大
学
５

校
、国
立
高
専
５
校
の
計
51
校
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。「
メ
ニュ
ー

２
」が
支
援
す
る「
高
度
情
報
専
門
人
材
の
確
保
に
向
け
た
機
能
強

化
」に
つ
い
て
は
、急
速
な
Ｄ
Ｘ
の
進
展
や
Ａ
Ｉ
の
普
及
に
迅
速
に
対

応
す
る
必
要
が
あ
り
、多
く
の
大
学
が
で
き
る
だ
け
早
期
に
機
能
強

化
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
言
え
ま
す
。

　
一
方
で
、「
メ
ニュ
ー
２
」が
目
指
す
高
度
情
報
専
門
人
材
の
育
成
に

は
、特
定
の
大
学
等
の
み
な
ら
ず
、国
内
の
す
べて
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
系
学
部
及
び
研
究
科
が
機
能
強
化
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、「
メ
ニュ
ー
２
」の
公
募
期
間
は
３
年
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
メ
ニュ
ー
１
」と
異
な
り
選
定
の
時
期
が
支
援
金
額
に
影
響
し
な
い

こ
と
か
ら
、十
分
な
検
討
期
間
を
と
っ
た
上
で
申
請
を
予
定
し
て
い
る

大
学
も
あ
り
ま
す
。意
欲
的
に
改
革
の
準
備
を
進
め
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
申
請
で
き
な
い
事
態
に
陥
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、①
選
定
校
数
の
拡

充
と
②
公
募
期
間
３
年
間
の
厳
守（
短
縮
し
な
い
）を
要
望
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、懸
念
事
項
と
し
て
、「
メ
ニュ
ー
２
」に
申
請
し
た
国
立

大
学
は
全
校
選
定
さ
れ
て
お
り
、現
状
の
選
定
予
定
校
数（
60
校
）

の
62
％
を
占
め
て
い
ま
す
。機
能
強
化
さ
れ
る
大
学
の
設
置
形
態

が
こ
の
よ
う
に
偏
っ
て
は
、高
度
情
報
専
門
人
材
を
目
指
す
際
の
進

路
が
一
部
の
国
立
大
学
に
限
定
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。学
生
に
多
様

な
選
択
肢
を
提
供
で
き
る
よ
う
、③
選
定
さ
れ
る
大
学
の
設
置
形

態
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

⑶
メ
ニ
ュ
ー
１
及
び
メ
ニ
ュ
ー
２
共
通
事
項

【
要
望
10
】設
置
認
可
に
係
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し

　
本
支
援
事
業
に
申
請
す
る
計
画
は
、フ
ェ
ー
ズ
１
に
お
い
て
原
則

３
年
以
内
に
設
置
認
可
ま
た
は
届
出
を
提
出
し
フ
ェ
ー
ズ
２
へ
と
移

行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。検
討・準
備
期
間
に
対
し
て
も
支
援
が

設
け
ら
れ
た
こ
と
は
大
変
画
期
的
で
あ
り
、感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
。一
方
で
、フェ
ー
ズ
１
の
期
間
に
は
、学
内
に
お
け
る
検
討
体
制
の

構
築
か
ら
ニ
ー
ズ
調
査
、申
請
書
類
の
整
理
や
精
査
な
ど
、短
期
間

に
多
く
の
準
備
が
必
要
と
な
る
た
め
、①
準
備・検
討
期
間
で
あ
る

フ
ェ
ー
ズ
１
の
期
間（
３
年
間
）の
弾
力
化
を
要
望
し
ま
す
。

　
ま
た
、現
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、認
可
さ
れ
た
学
部
の
設
置
等
に

係
る
具
体
的
な
情
報
を
社
会
に
周
知
で
き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
前
年

度
の
６
月
ま
た
は
８
月
以
降
で
、そ
の
期
間
は
わ
ず
か
半
年
間
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。広
報
期
間
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
に
入
学
者
が
質

的
、あ
る
い
は
量
的
に
不
足
し
、教
育
機
能
を
初
年
度
か
ら
最
大
限

に
発
揮
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。定
員
管
理
の
厳
格
化
に
起

因
す
る
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
算
定
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、学
生
募
集
の
た
め
の
十
分
な
期
間
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
、本
支
援
事
業
に
選
定
さ
れ
た
取
組
に
は
②
設
置
認
可

申
請
か
ら
認
可
ま
で
の
期
間
を
短
縮
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
適
用
す

る
な
ど
の
見
直
し
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
11
】公
募
情
報
の
確
実
な
周
知
と
十
分
な
申
請
期
間
の
確
保

　
初
回
公
募
に
お
い
て
、文
部
科
学
省
及
び
大
学
改
革
支
援・学
位

授
与
機
構（
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｄ
）か
ら
各
大
学
宛
て
に
、概
ね
以
下
の
と
お
り

情
報
提
供
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

業
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
き
め
細
か
な
対
応
を
望
み
ま
す
。例
え
ば
、

相
談
窓
口
と
な
っ
て
い
る
大
学
改
革
支
援・学
位
授
与
機
構
に
お
い

て
、初
回
公
募
が
終
了
後
の
質
問
は
受
け
付
け
て
も
ら
え
な
い
な
ど
の

ケ
ー
ス
が
あ
り
、学
内
で
の
検
討
が
滞
って
い
る
と
い
う
声
も
聞
か
れ

ま
し
た
。そ
の
た
め
、相
談
体
制
の
速
や
か
な
充
実
を
要
望
し
ま
す
。

　
加
え
て
、新
た
に
理
工
農
系
学
部
を
設
置
す
る
に
あ
た
って
は
、そ

の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
識
を
備
え
た
人
材
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
重

要
と
な
り
ま
す
が
、特
に
人
文・社
会
科
学
系
分
野
の
み
有
す
る
大

学
で
は
そ
の
よ
う
な
人
材
に
乏
し
い
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。国

家
戦
略
の
一
環
と
し
て
本
支
援
事
業
に
よ
る
大
学
改
革
を
推
し
進

め
る
た
め
、各
大
学
の
改
革
に
向
け
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
機
能
を
整
備

す
る
な
ど
、相
談
窓
口
の
機
能
強
化
を
要
望
し
ま
す
。
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加
盟
大
学
か
ら
は
、「
情
報
提
供
の
方
法
や
公
募
要
領
の
掲
載
時

期
が
分
か
り
に
く
か
っ
た
」「
公
募
要
領
掲
載
後
に
も
未
定
事
項
が

あ
り
、学
内
で
の
検
討
に
支
障
が
あ
っ
た
」と
い
う
声
が
聞
か
れ
て
い

ま
す
。本
支
援
事
業
が
対
象
と
す
る
取
組
は
設
置
認
可
申
請
を
伴

う
大
掛
か
り
な
改
組
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、各
大
学
が
正
確
な

情
報
に
基
づ
き
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
に
な
り
ま
す
の

で
、次
回
公
募
に
つ
い
て
は
、①
正
確
か
つ
詳
細
な
情
報
の
早
期
公
表

と
②
十
分
な
受
付
期
間
の
確
保
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
12
】本
支
援
事
業
に
対
す
る
相
談
体
制
の
強
化

　
本
支
援
事
業
を
契
機
と
し
て
改
革
に
取
り
組
む
大
学
は
、新
た
な
教

育
組
織
の
構
築
に
向
け
た
検
討
と
学
内
で
の
合
意
形
成
、ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
への
丁
寧
な
説
明
な
ど
、十
分
な
準
備
期
間
を
経
て
申
請
に
至

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
私
立
大
学
の
場
合
、学
部
転
換
や
定

員
増
と
いっ
た
取
組
は
学
校
法
人
経
営
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
こ
と

か
ら
、国
公
立
大
学
に
比
べて
よ
り
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
各
大
学
が
改
革
に
向
け
て
円
滑
な
検
討
を
行
う
た
め
、本
支
援
事

　
10
月
10
日
、日
本
私
立
大
学
連
盟
に
令
和
５
年
度
か
ら
設
置
さ

れ
た「
理
工
系
分
野
の
充
実・推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
担
当
理
事
：

伊
藤
公
平
　
慶
應
義
塾
長
）が
中
心
と
な
っ
て
と
り
ま
と
め
た「
大

学・高
専
機
能
強
化
支
援
事
業
」へ
の
要
望
書
を
、文
部
科
学
省
へ

提
出
し
た
。

　
要
望
は
、「
大
学・高
専
機
能
強
化
支
援
事
業
」が
支
援
す
る
成

長
分
野
へ
の
転
換・強
化
や
高
度
情
報
専
門
人
材
育
成
に
向
け
た

機
能
強
化
に
意
欲
の
あ
る
加
盟
大
学
が
こ
の
支
援
事
業
を
最
大

限
活
用
で
き
る
よ
う
、加
盟
大
学
か
ら
の
ご
意
見
等
も
踏
ま
え
て

と
り
ま
と
め
た
も
の
で
、以
下
の
全
12
項
目
で
構
成
し
て
い
る
。

　「
大
学・高
専
機
能
強
化
支
援
事
業
」へ
の
要
望

令
和
５
年
１０
月

一
般
社
団
法
人
日
本
私
立
大
学
連
盟 

　

理
工
系
分
野
の
充
実・推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
令
和
４
年
度
第
２
次
補
正
予
算
に
お
い
て「
大
学・高
専
機
能

強
化
支
援
事
業
」（
以
下
、「
本
支
援
事
業
」と
い
う
。）が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。日
本
私
立
大
学
連
盟
で
は
、本
支
援
事
業
を
私
立
大

学
が
成
長
分
野
を
支
え
る
人
材
の
育
成
を
通
じ
て
日
本
の
国
際

競
争
力
強
化
の
一
翼
を
担
う
機
会
と
捉
え
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う

な
考
え
の
も
と
、令
和
５
年
度
に「
理
工
系
分
野
の
充
実・推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
、加
盟
大
学
が
本
支
援
事
業
を
活
用
し

大
学
改
革
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
先
般
、初
回
公
募
の
選
定
結
果
が
公
表
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

よ
り
多
く
の
私
立
大
学
が
本
支
援
事
業
に
参
加
し
、さ
ら
な
る
成
長

分
野
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、次
回
公
募
に
向
け
て
、制
度
設

計
及
び
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
に
関
す
る
下
記
12
項
目
の
改
善

を
要
望
し
ま
す
。

〈

　要

　望

　〉

１
． 私
立
大
学
に
お
け
る
理
工
農
系
学
部
の

確
実
な
定
着
に
向
け
た
支
援

【
要
望
１
】学
部
転
換（
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
）時
の

人
件
費
支
援

【
要
望
２
】「
メ
ニ
ュ
ー
１
」フ
ェ
ー
ズ
３
に
お
け
る
支
援
の
拡
充

【
要
望
３
】本
支
援
事
業
終
了
後
の
自
走
化
支
援

2
． 本
支
援
事
業
を
通
じ
た
私
立
大
学
の
改
革
を

後
押
し
す
る
た
め
の
支
援

⑴
メ
ニ
ュ
ー
１「
学
部
再
編
等
に
よ
る
特
定
成
長
分
野
へ
の
転
換

等
支
援
」

【
要
望
４
】外
部
資
金
獲
得
額
水
準
の
算
定
要
件
の
緩
和

【
要
望
５
】実
態
に
即
し
た
助
成
対
象
経
費
の
算
定
・
交
付

【
要
望
６
】教
員
確
保
と
教
育
体
制
強
化
に
向
け
た
設
置
計
画

履
行
期
間
の
柔
軟
な
設
定

【
要
望
７
】学
部
設
置
等
初
年
度
か
ら
の
私
立
大
学
等
経
常
費

補
助
金
の
早
期
交
付

【
要
望
８
】東
京
23
区
内
に
設
置
す
る
大
学
の
取
組
に
お
け
る

要
件
緩
和

⑵
メ
ニ
ュ
ー
２「
高
度
情
報
人
材
の
確
保
に
向
け
た
機
能
強
化
支
援
」

【
要
望
９
】選
定
件
数
の
拡
充
と
公
募
期
間
３
年
間
の
厳
守（
短

縮
し
な
い
）

⑶
メ
ニ
ュ
ー
１
及
び
メ
ニ
ュ
ー
２
共
通
事
項

【
要
望
10
】設
置
認
可
に
係
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し

【
要
望
11
】公
募
情
報
の
確
実
な
周
知
と
十
分
な
申
請
期
間
の

確
保

【
要
望
12
】本
支
援
事
業
に
対
す
る
相
談
体
制
の
強
化

１
． 私
立
大
学
に
お
け
る
理
工
農
系
学
部
の

確
実
な
定
着
に
向
け
た
支
援

【
要
望
１
】学
部
転
換（
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
）時
の
人
件

費
支
援

　
本
支
援
事
業
の
メ
ニュ
ー
１
で
は
、理
工
農
系
学
部
の
学
生
定
員

を
効
率
的
に
拡
大
す
る
た
め
、学
部
転
換
が
主
な
支
援
対
象
と
さ

れ
て
い
ま
す
。私
立
大
学
が
学
部
転
換
を
し
た
場
合
、新
設
学
部
で

は
、当
該
学
部
で
取
り
扱
う
学
問
分
野
を
専
門
と
す
る
教
員
を
新

た
に
雇
用
す
る
た
め
、完
成
年
度
を
ピ
ー
ク
と
し
て
人
件
費
が
漸
増

し
て
い
き
ま
す
。一
方
、廃
止
学
部
で
は
、若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で

幅
広
い
年
齢
層
の
教
員
を
有
し
て
い
る
の
が
通
常
で
、こ
れ
ら
の
教

員
が
退
職
す
る
ま
で
雇
用
は
継
続
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、人
件
費
の
増

減
が
相
殺
す
る
ま
で
に
は
一
定
程
度
の
年
月
が
か
か
り
ま
す
。こ
の

よ
う
な
人
件
費
の
増
加
に
よ
る
資
金
的
な
負
担
が
、改
革
意
欲
の

高
い
私
立
大
学
の
学
部
転
換
への
挑
戦
の
障
壁
と
な
って
い
ま
す
。

　
学
部
転
換
への
取
組
が
資
金
的
な
制
約
の
み
を
理
由
に
断
念
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、学
部
転
換
に
伴
う
人
件
費
増
分
を
補
填
す
る

仕
組
み
が
不
可
欠
で
す
。そ
の
た
め
、①
本
支
援
事
業
に
よ
る
メ
ニュ
ー

１
選
定
大
学
への
人
件
費
の
追
加
支
援
、②
本
支
援
事
業
メ
ニュ
ー
１

への
選
定
を
条
件
と
し
た
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
に
よ
る
人
件

費
支
援
の
う
ち
、少
な
く
と
も
い
ず
れ
か
の
実
現
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
２
】「
メ
ニ
ュ
ー
１
」フ
ェ
ー
ズ
３
に
お
け
る
支
援
の
拡
充

　
メ
ニュ
ー
１
で
は
支
援
が
３
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、

フェ
ー
ズ
２（
１
校
当
た
り
上
限
約
20
億
円
）と
比
較
し
て
フェ
ー
ズ
３

（
４
年
間
で
上
限
４
０
０
０
万
円
）の
支
援
金
額
は
か
な
り
安
価
に
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。フェー
ズ
３
は
、メ
ニュ
ー
１
に
選
定
さ
れ
た
大
学
が

成
長
分
野
で
活
躍
し
う
る
人
材
育
成
の
機
能
を
最
大
限
発
揮
す
る
た

め
、改
組
後
の
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
課
題
等
が
な
い
か
実
際
の
教
育
活

動
を
通
じ
て
検
証
し
、教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
期
間
で
す
。

　
こ
の
フェ
ー
ズへの
支
援
は
、人
材
育
成
機
能
の
強
化
や
教
育
の
質

向
上
に
直
接
的
に
働
き
か
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、現
行
の
支

援
額
を
下
限
額
と
し
た
上
で
、改
組
の
規
模
や
挑
戦
の
大
き
さ
に

応
じ
て
支
援
金
額
が
積
み
上
が
る
仕
組
み
の
構
築
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
３
】本
支
援
事
業
終
了
後
の
自
走
化
支
援

　
理
工
農
系
学
部
の
運
営
に
は
人
文・社
会
科
学
系
学
部
に
比
べて
多

く
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、本
支
援
事
業
を
通
じ
て
理
工
農
系
学
部

等
を
設
置
し
た
場
合
、各
大
学
で
は
支
援
終
了
後
に
自
走
化
す
る
た

め
の
費
用
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。令
和
５
年
度
か
ら
、

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
に
お
い
て
理
工
農
系
学
部
を
対
象
と
し

た
新
た
な
単
価
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
が
、こ
の
単
価
設
定
を
も
って
、

理
工
農
系
学
部
等
が
自
走
化
で
き
る
支
援
に
足
る
と
は
到
底
言
え
ま

せ
ん
。ま
た
、仮
に
こ
れ
ら
の
学
部
等
の
運
営
費
用
を
授
業
料
に
転
嫁

し
た
場
合
、理
工
農
系
学
部
等
の
増
加
に
伴
い
大
学
授
業
料
の
平
均

額
が
漸
増
す
る
こ
と
と
な
り
、国
家
戦
略
で
あ
る
成
長
分
野
の
人
材

育
成
が
家
計
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

　
本
支
援
事
業
に
よ
り
私
立
大
学
に
新
設
さ
れ
た
理
工
農
系
学
部

等
が
将
来
に
わ
た
っ
て
定
着
し
、我
が
国
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め

に
も
、例
え
ば
国
立
大
学
の
理
工
農
系
学
部
の
運
営
費
を
算
定
し
、

そ
れ
に
準
じ
た
額
を
私
立
大
学
に
支
援
す
る
な
ど
、経
常
費
補
助

等
で
の
確
実
な
支
援
の
確
保
を
要
望
し
ま
す
。

2
． 本
支
援
事
業
を
通
じ
た
私
立
大
学
の
改
革
を

後
押
し
す
る
た
め
の
支
援

⑴
メ
ニ
ュ
ー
１「
学
部
再
編
等
に
よ
る
特
定
成
長
分
野
へ
の
転
換

等
支
援
」

【
要
望
４
】外
部
資
金
獲
得
額
水
準
の
算
定
要
件
の
緩
和

　「
メ
ニュ
ー
１
」への
申
請
要
件
の
１
つ
と
し
て
、フェ
ー
ズ
３
の
支
援

期
間
終
了
時
ま
で
に
、大
学
全
体
の
外
部
資
金
獲
得
額
が
申
請
時

点
の
平
均（
過
去
５
年
間
の
中
央
値
３
年
分
の
平
均
）に
支
援
額
を

2.5
％
上
乗
せ
し
た
水
準
以
上
と
な
る
計
画
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。支
援
終
了
後
の
各
大
学
に
よ
る
自
走
化
を
促
す
点
で
必

要
な
要
件
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
一
方
で
、す
べて
の
寄
附
金
が

算
定
基
礎
に
含
ま
れ
た
場
合
、周
年
事
業
や
新
館
建
設
と
いっ
た
目

的
の
た
め
に
特
定
の
期
間
受
け
付
け
る
寄
附
金
収
入
が
含
ま
れ
る
こ

と
が
あ
り
、本
支
援
事
業
に
よ
る
支
援
の
終
了
後
に
実
現
す
べ
き
外

部
資
金
獲
得
の
水
準
が
過
大
な
水
準
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
大
学
の
実
際（
通
常
期
）の
状
況
で
算
定
で
き
る
よ
う
、算
定
基
礎
と

す
る
外
部
資
金
獲
得
額
か
ら
期
間
や
使
途
を
限
定
し
て
受
け
付
け
る

寄
附
金
収
入
額
を
除
外
で
き
る
よ
う
要
件
の
緩
和
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
５
】実
態
に
即
し
た
助
成
対
象
経
費
の
算
定
・
交
付

　「
メ
ニュ
ー
１
」の
う
ち
、助
成
金
額
が
最
も
大
き
い
フェ
ー
ズ
２
に
お

け
る
助
成
金
の
使
途
と
し
て「
施
設
の
新
築
、増
築
、改
築
又
は
改
修

工
事
若
し
く
は
建
物
取
得
に
要
す
る
経
費
及
び
附
帯
工
事
費
や
必
要

な
設
備
備
品
の
購
入
、製
造
、据
付
等
」が
公
募
要
領
に
示
さ
れ
て
い
ま

す
。一
方
で
、「
独
立
行
政
法
人
大
学
改
革
支
援・学
位
授
与
機
構
大

学・高
専
成
長
分
野
転
換
支
援
基
金
助
成
金
交
付
規
則
」（
以
下
、「
交

付
規
則
」と
い
う
。）に
定
め
る
フェー
ズ
２
の
助
成
対
象
経
費
は「
施
設

設
備
整
備
費
、建
物
取
得
費
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。加
え
て
、費
目
の
区

別
は
助
成
事
業
者
の
会
計
規
程
等
に
基
づ
き
行
う
こ
と
が
公
募
要
領

に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、機
器
等
の
購
入
経
費
を「
施
設
設
備
整

備
費
、建
物
取
得
費
」と
は
異
な
る
費
目
と
し
て
規
程
に
定
め
て
い
る

選
定
大
学
に
お
い
て
は
、こ
の
購
入
経
費
が
助
成
金
額
の
算
定
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。理
工
農
系
分
野
への
転
換
を
推
進
す
る
と
い
う
同
じ
目

的
の
下
、同
様
の
設
備
を
購
入
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、助
成
対
象
と

な
る
大
学
と
な
ら
な
い
大
学
が
生
じ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
交
付
規
則
を
改
正
す
る
な
ど
に
よ
り
、公
募
要
領
に
も
記
載

の
あ
る「
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
直
接
必
要
」な
設
備
等
の
購
入
に
つ

い
て
は
、そ
の
費
目
に
か
か
わ
ら
な
い
確
実
な
支
援
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
６
】教
員
確
保
と
教
育
体
制
強
化
に
向
け
た
設
置
計
画
履

行
期
間
の
柔
軟
な
設
定

　
本
支
援
事
業
で
は
、「
メ
ニュ
ー
１
」に
お
い
て
２
５
０
も
の
取
組
が
、

ま
た「
メ
ニュ
ー
２
」に
お
い
て
も
60
の
取
組
が
約
10
年
の
間
に
実
施
さ

れ
る
予
定
と
なって
い
ま
す
。そ
の
た
め
選
定
大
学
に
は
、成
長
分
野
に

携
わ
る
教
員
を
他
の
大
学
と
同
時
期
に
確
保
す
る
必
要
が
生
じ
ま

す
。特
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
で
は
、各
大
学
に
よ
る
教
員
の
獲
得

競
争
が
激
し
く
、質
の
高
い
教
員
の
充
足
が
課
題
と
なって
い
ま
す
。

　
教
員
採
用
が
数
の「
間
に
合
わ
せ
」の
対
応
と
な
って
は
、理
工
農

系
分
野
の
学
部
数
が
増
え
た
と
し
て
も
、本
来
の
目
的
で
あ
る
成
長

分
野
で
活
躍
し
う
る
人
材
育
成
を
十
分
に
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。す
べて
の
選
定
大
学
が
質
の
高
い
教
育
の
提
供
が
可
能
な
教
育

体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、教
員
の
選
考
に
十
分
な
時
間
を
充

て
、優
れ
た
教
育
実
績
や
研
究
業
績
を
持
つ
教
員
、豊
か
な
実
務
経

験
を
持
つ
教
員
を
採
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、本
支

援
事
業
に
選
定
さ
れ
た
計
画
に
基
づ
く
設
置
認
可
申
請
に
つ
い
て

は
、設
置
か
ら
完
成
年
度
を
経
過
す
る
ま
で
の
設
置
計
画
履
行
期

間（
Ａ
Ｃ
期
間
）を
修
業
年
限
に
限
ら
ず
弾
力
的
に
設
定
で
き
る
仕

組
み
の
構
築
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
７
】学
部
設
置
等
初
年
度
か
ら
の
私
立
大
学
等
経
常
費
補

助
金
の
早
期
交
付

　
本
支
援
事
業
で
は
、学
部
転
換
以
外
に
学
部
新
設
や
既
設
学
部
の

学
生
定
員
増
の
取
組
も
支
援
の
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
な

が
ら
、現
行
の
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金（
以
下
、「
経
常
費
補
助

金
」と
い
う
。）の
算
定
ス
キ
ー
ム
で
は
、設
置
後
完
成
年
度
を
超
え
て

い
な
い
学
部
等
は
、既
設
学
部
の
定
員
減
を
伴
わ
な
い
限
り
経
常
費

補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
私
立
大
学
が
よ
り
積
極
的
に
改
革
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、本
支

援
事
業
と
経
常
費
補
助
金
が
有
機
的
か
つ
相
乗
的
に
組
み
合
わ
さ

れ
た
柔
軟
な
支
援
が
不
可
欠
で
す
。そ
の
た
め
、経
常
費
補
助
金
に
お

い
て
、本
支
援
事
業
に
選
定
さ
れ
た
取
組
に
つ
い
て
は
完
成
年
度
を

待
つ
こ
と
な
く
交
付
さ
れ
る
仕
組
み
の
構
築
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
８
】東
京
23
区
内
に
設
置
す
る
大
学
の
取
組
に
お
け
る
要

件
緩
和

　
当
連
盟
は
、東
京
23
区
内
に
設
置
す
る
大
学
が
有
す
る
学
部
等

の
学
生
定
員
規
制（
以
下
、「
定
員
規
制
」と
い
う
。）の
早
期
全
面

撤
廃
を
求
め
て
い
ま
す
。今
般
、本
支
援
事
業
の
創
設
を
受
け
、定

員
規
制
に
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
、こ
の
特
例
措
置
に
よ
り
定
員

を
増
や
す
場
合
は
、新
学
部
等
の
完
成
年
度
以
降
３
年
以
内
に
大

学
全
体
の
入
学
定
員
を
増
加
前
に
戻
す
こ
と
を
前
提
と
し
た
臨
時

的
な
定
員
増
加
で
あ
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。し
た
が
っ

て
、東
京
23
区
内
の
大
学
が
本
支
援
事
業「
メ
ニュ
ー
１
」に
申
請
す

る
場
合
、学
部
等
の
転
換
を
伴
わ
な
い
定
員
増（
純
増
）は
原
則
認

め
ら
れ
ず
、他
の
地
域
の
大
学
に
比
べ
て
新
た
な
挑
戦
が
制
約
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
本
支
援
事
業「
メ
ニュ
ー
１
」に
申
請
す
る
場
合
は
、東
京
23
区
内

に
設
置
す
る
大
学
に
お
い
て
も
、①
学
部
等
の
転
換
を
伴
わ
な
い
定

員
増（
純
増
）を
認
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
ま
す
。そ
れ
が
難
し

い
場
合
に
お
い
て
は
、少
な
く
と
も
事
業
費（
支
援
額
）算
定
時
に
②

引
き
下
げ
観
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る「
既
存
組
織
の
定
員
増
」

を
適
用
せ
ず
、減
額
し
な
い
よ
う
要
望
し
ま
す
。

⑵
メ
ニ
ュ
ー
２「
高
度
情
報
専
門
人
材
の
確
保
に
向
け
た
機
能
強

化
支
援
」

【
要
望
９
】選
定
件
数
の
拡
充
と
公
募
期
間
３
年
間
の
厳
守（
短
縮

し
な
い
）

　「
メ
ニュ
ー
２
」の
初
回
公
募
で
は
、選
定
予
定
校
数
60
校
に
対
し

57
校
が
申
請
し
、国
立
大
学
37
校
、公
立
大
学
４
校
、私
立
大
学
５

校
、国
立
高
専
５
校
の
計
51
校
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。「
メ
ニュ
ー

２
」が
支
援
す
る「
高
度
情
報
専
門
人
材
の
確
保
に
向
け
た
機
能
強

化
」に
つ
い
て
は
、急
速
な
Ｄ
Ｘ
の
進
展
や
Ａ
Ｉ
の
普
及
に
迅
速
に
対

応
す
る
必
要
が
あ
り
、多
く
の
大
学
が
で
き
る
だ
け
早
期
に
機
能
強

化
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
言
え
ま
す
。

　
一
方
で
、「
メ
ニュ
ー
２
」が
目
指
す
高
度
情
報
専
門
人
材
の
育
成
に

は
、特
定
の
大
学
等
の
み
な
ら
ず
、国
内
の
す
べて
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
系
学
部
及
び
研
究
科
が
機
能
強
化
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、「
メ
ニュ
ー
２
」の
公
募
期
間
は
３
年
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
メ
ニュ
ー
１
」と
異
な
り
選
定
の
時
期
が
支
援
金
額
に
影
響
し
な
い

こ
と
か
ら
、十
分
な
検
討
期
間
を
と
っ
た
上
で
申
請
を
予
定
し
て
い
る

大
学
も
あ
り
ま
す
。意
欲
的
に
改
革
の
準
備
を
進
め
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
申
請
で
き
な
い
事
態
に
陥
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、①
選
定
校
数
の
拡

充
と
②
公
募
期
間
３
年
間
の
厳
守（
短
縮
し
な
い
）を
要
望
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、懸
念
事
項
と
し
て
、「
メ
ニュ
ー
２
」に
申
請
し
た
国
立

大
学
は
全
校
選
定
さ
れ
て
お
り
、現
状
の
選
定
予
定
校
数（
60
校
）

の
62
％
を
占
め
て
い
ま
す
。機
能
強
化
さ
れ
る
大
学
の
設
置
形
態

が
こ
の
よ
う
に
偏
っ
て
は
、高
度
情
報
専
門
人
材
を
目
指
す
際
の
進

路
が
一
部
の
国
立
大
学
に
限
定
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。学
生
に
多
様

な
選
択
肢
を
提
供
で
き
る
よ
う
、③
選
定
さ
れ
る
大
学
の
設
置
形

態
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

⑶
メ
ニ
ュ
ー
１
及
び
メ
ニ
ュ
ー
２
共
通
事
項

【
要
望
10
】設
置
認
可
に
係
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し

　
本
支
援
事
業
に
申
請
す
る
計
画
は
、フ
ェ
ー
ズ
１
に
お
い
て
原
則

３
年
以
内
に
設
置
認
可
ま
た
は
届
出
を
提
出
し
フ
ェ
ー
ズ
２
へ
と
移

行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。検
討・準
備
期
間
に
対
し
て
も
支
援
が

設
け
ら
れ
た
こ
と
は
大
変
画
期
的
で
あ
り
、感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
。一
方
で
、フェ
ー
ズ
１
の
期
間
に
は
、学
内
に
お
け
る
検
討
体
制
の

構
築
か
ら
ニ
ー
ズ
調
査
、申
請
書
類
の
整
理
や
精
査
な
ど
、短
期
間

に
多
く
の
準
備
が
必
要
と
な
る
た
め
、①
準
備・検
討
期
間
で
あ
る

フ
ェ
ー
ズ
１
の
期
間（
３
年
間
）の
弾
力
化
を
要
望
し
ま
す
。

　
ま
た
、現
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、認
可
さ
れ
た
学
部
の
設
置
等
に

係
る
具
体
的
な
情
報
を
社
会
に
周
知
で
き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
前
年

度
の
６
月
ま
た
は
８
月
以
降
で
、そ
の
期
間
は
わ
ず
か
半
年
間
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。広
報
期
間
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
に
入
学
者
が
質

的
、あ
る
い
は
量
的
に
不
足
し
、教
育
機
能
を
初
年
度
か
ら
最
大
限

に
発
揮
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。定
員
管
理
の
厳
格
化
に
起

因
す
る
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
算
定
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、学
生
募
集
の
た
め
の
十
分
な
期
間
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
、本
支
援
事
業
に
選
定
さ
れ
た
取
組
に
は
②
設
置
認
可

申
請
か
ら
認
可
ま
で
の
期
間
を
短
縮
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
適
用
す

る
な
ど
の
見
直
し
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
11
】公
募
情
報
の
確
実
な
周
知
と
十
分
な
申
請
期
間
の
確
保

　
初
回
公
募
に
お
い
て
、文
部
科
学
省
及
び
大
学
改
革
支
援・学
位

授
与
機
構（
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｄ
）か
ら
各
大
学
宛
て
に
、概
ね
以
下
の
と
お
り

情
報
提
供
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

業
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
き
め
細
か
な
対
応
を
望
み
ま
す
。例
え
ば
、

相
談
窓
口
と
な
っ
て
い
る
大
学
改
革
支
援・学
位
授
与
機
構
に
お
い

て
、初
回
公
募
が
終
了
後
の
質
問
は
受
け
付
け
て
も
ら
え
な
い
な
ど
の

ケ
ー
ス
が
あ
り
、学
内
で
の
検
討
が
滞
って
い
る
と
い
う
声
も
聞
か
れ

ま
し
た
。そ
の
た
め
、相
談
体
制
の
速
や
か
な
充
実
を
要
望
し
ま
す
。

　
加
え
て
、新
た
に
理
工
農
系
学
部
を
設
置
す
る
に
あ
た
って
は
、そ

の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
識
を
備
え
た
人
材
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
重

要
と
な
り
ま
す
が
、特
に
人
文・社
会
科
学
系
分
野
の
み
有
す
る
大

学
で
は
そ
の
よ
う
な
人
材
に
乏
し
い
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。国

家
戦
略
の
一
環
と
し
て
本
支
援
事
業
に
よ
る
大
学
改
革
を
推
し
進

め
る
た
め
、各
大
学
の
改
革
に
向
け
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
機
能
を
整
備

す
る
な
ど
、相
談
窓
口
の
機
能
強
化
を
要
望
し
ま
す
。
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加
盟
大
学
か
ら
は
、「
情
報
提
供
の
方
法
や
公
募
要
領
の
掲
載
時

期
が
分
か
り
に
く
か
っ
た
」「
公
募
要
領
掲
載
後
に
も
未
定
事
項
が

あ
り
、学
内
で
の
検
討
に
支
障
が
あ
っ
た
」と
い
う
声
が
聞
か
れ
て
い

ま
す
。本
支
援
事
業
が
対
象
と
す
る
取
組
は
設
置
認
可
申
請
を
伴

う
大
掛
か
り
な
改
組
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、各
大
学
が
正
確
な

情
報
に
基
づ
き
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
に
な
り
ま
す
の

で
、次
回
公
募
に
つ
い
て
は
、①
正
確
か
つ
詳
細
な
情
報
の
早
期
公
表

と
②
十
分
な
受
付
期
間
の
確
保
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
12
】本
支
援
事
業
に
対
す
る
相
談
体
制
の
強
化

　
本
支
援
事
業
を
契
機
と
し
て
改
革
に
取
り
組
む
大
学
は
、新
た
な
教

育
組
織
の
構
築
に
向
け
た
検
討
と
学
内
で
の
合
意
形
成
、ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
への
丁
寧
な
説
明
な
ど
、十
分
な
準
備
期
間
を
経
て
申
請
に
至

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
私
立
大
学
の
場
合
、学
部
転
換
や
定

員
増
と
いっ
た
取
組
は
学
校
法
人
経
営
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
こ
と

か
ら
、国
公
立
大
学
に
比
べて
よ
り
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
各
大
学
が
改
革
に
向
け
て
円
滑
な
検
討
を
行
う
た
め
、本
支
援
事

　
10
月
10
日
、日
本
私
立
大
学
連
盟
に
令
和
５
年
度
か
ら
設
置
さ

れ
た「
理
工
系
分
野
の
充
実・推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
担
当
理
事
：

伊
藤
公
平
　
慶
應
義
塾
長
）が
中
心
と
な
っ
て
と
り
ま
と
め
た「
大

学・高
専
機
能
強
化
支
援
事
業
」へ
の
要
望
書
を
、文
部
科
学
省
へ

提
出
し
た
。

　
要
望
は
、「
大
学・高
専
機
能
強
化
支
援
事
業
」が
支
援
す
る
成

長
分
野
へ
の
転
換・強
化
や
高
度
情
報
専
門
人
材
育
成
に
向
け
た

機
能
強
化
に
意
欲
の
あ
る
加
盟
大
学
が
こ
の
支
援
事
業
を
最
大

限
活
用
で
き
る
よ
う
、加
盟
大
学
か
ら
の
ご
意
見
等
も
踏
ま
え
て

と
り
ま
と
め
た
も
の
で
、以
下
の
全
12
項
目
で
構
成
し
て
い
る
。

　「
大
学・高
専
機
能
強
化
支
援
事
業
」へ
の
要
望

令
和
５
年
１０
月

一
般
社
団
法
人
日
本
私
立
大
学
連
盟 

　

理
工
系
分
野
の
充
実・推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
令
和
４
年
度
第
２
次
補
正
予
算
に
お
い
て「
大
学・高
専
機
能

強
化
支
援
事
業
」（
以
下
、「
本
支
援
事
業
」と
い
う
。）が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。日
本
私
立
大
学
連
盟
で
は
、本
支
援
事
業
を
私
立
大

学
が
成
長
分
野
を
支
え
る
人
材
の
育
成
を
通
じ
て
日
本
の
国
際

競
争
力
強
化
の
一
翼
を
担
う
機
会
と
捉
え
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う

な
考
え
の
も
と
、令
和
５
年
度
に「
理
工
系
分
野
の
充
実・推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
、加
盟
大
学
が
本
支
援
事
業
を
活
用
し

大
学
改
革
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
先
般
、初
回
公
募
の
選
定
結
果
が
公
表
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

よ
り
多
く
の
私
立
大
学
が
本
支
援
事
業
に
参
加
し
、さ
ら
な
る
成
長

分
野
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、次
回
公
募
に
向
け
て
、制
度
設

計
及
び
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
に
関
す
る
下
記
12
項
目
の
改
善

を
要
望
し
ま
す
。

〈

　要

　望

　〉

１
． 私
立
大
学
に
お
け
る
理
工
農
系
学
部
の

確
実
な
定
着
に
向
け
た
支
援

【
要
望
１
】学
部
転
換（
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
）時
の

人
件
費
支
援

【
要
望
２
】「
メ
ニ
ュ
ー
１
」フ
ェ
ー
ズ
３
に
お
け
る
支
援
の
拡
充

【
要
望
３
】本
支
援
事
業
終
了
後
の
自
走
化
支
援

2
． 本
支
援
事
業
を
通
じ
た
私
立
大
学
の
改
革
を

後
押
し
す
る
た
め
の
支
援

⑴
メ
ニ
ュ
ー
１「
学
部
再
編
等
に
よ
る
特
定
成
長
分
野
へ
の
転
換

等
支
援
」

【
要
望
４
】外
部
資
金
獲
得
額
水
準
の
算
定
要
件
の
緩
和

【
要
望
５
】実
態
に
即
し
た
助
成
対
象
経
費
の
算
定
・
交
付

【
要
望
６
】教
員
確
保
と
教
育
体
制
強
化
に
向
け
た
設
置
計
画

履
行
期
間
の
柔
軟
な
設
定

【
要
望
７
】学
部
設
置
等
初
年
度
か
ら
の
私
立
大
学
等
経
常
費

補
助
金
の
早
期
交
付

【
要
望
８
】東
京
23
区
内
に
設
置
す
る
大
学
の
取
組
に
お
け
る

要
件
緩
和

⑵
メ
ニ
ュ
ー
２「
高
度
情
報
人
材
の
確
保
に
向
け
た
機
能
強
化
支
援
」

【
要
望
９
】選
定
件
数
の
拡
充
と
公
募
期
間
３
年
間
の
厳
守（
短

縮
し
な
い
）

⑶
メ
ニ
ュ
ー
１
及
び
メ
ニ
ュ
ー
２
共
通
事
項

【
要
望
10
】設
置
認
可
に
係
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し

【
要
望
11
】公
募
情
報
の
確
実
な
周
知
と
十
分
な
申
請
期
間
の

確
保

【
要
望
12
】本
支
援
事
業
に
対
す
る
相
談
体
制
の
強
化

提言・主張

日本私立大学連盟の 

１
． 私
立
大
学
に
お
け
る
理
工
農
系
学
部
の

確
実
な
定
着
に
向
け
た
支
援

【
要
望
１
】学
部
転
換（
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
）時
の
人
件

費
支
援

　
本
支
援
事
業
の
メ
ニュ
ー
１
で
は
、理
工
農
系
学
部
の
学
生
定
員

を
効
率
的
に
拡
大
す
る
た
め
、学
部
転
換
が
主
な
支
援
対
象
と
さ

れ
て
い
ま
す
。私
立
大
学
が
学
部
転
換
を
し
た
場
合
、新
設
学
部
で

は
、当
該
学
部
で
取
り
扱
う
学
問
分
野
を
専
門
と
す
る
教
員
を
新

た
に
雇
用
す
る
た
め
、完
成
年
度
を
ピ
ー
ク
と
し
て
人
件
費
が
漸
増

し
て
い
き
ま
す
。一
方
、廃
止
学
部
で
は
、若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で

幅
広
い
年
齢
層
の
教
員
を
有
し
て
い
る
の
が
通
常
で
、こ
れ
ら
の
教

員
が
退
職
す
る
ま
で
雇
用
は
継
続
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、人
件
費
の
増

減
が
相
殺
す
る
ま
で
に
は
一
定
程
度
の
年
月
が
か
か
り
ま
す
。こ
の

よ
う
な
人
件
費
の
増
加
に
よ
る
資
金
的
な
負
担
が
、改
革
意
欲
の

高
い
私
立
大
学
の
学
部
転
換
への
挑
戦
の
障
壁
と
な
って
い
ま
す
。

　
学
部
転
換
への
取
組
が
資
金
的
な
制
約
の
み
を
理
由
に
断
念
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、学
部
転
換
に
伴
う
人
件
費
増
分
を
補
填
す
る

仕
組
み
が
不
可
欠
で
す
。そ
の
た
め
、①
本
支
援
事
業
に
よ
る
メ
ニュ
ー

１
選
定
大
学
への
人
件
費
の
追
加
支
援
、②
本
支
援
事
業
メ
ニュ
ー
１

への
選
定
を
条
件
と
し
た
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
に
よ
る
人
件

費
支
援
の
う
ち
、少
な
く
と
も
い
ず
れ
か
の
実
現
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
２
】「
メ
ニ
ュ
ー
１
」フ
ェ
ー
ズ
３
に
お
け
る
支
援
の
拡
充

　
メ
ニュ
ー
１
で
は
支
援
が
３
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、

フェ
ー
ズ
２（
１
校
当
た
り
上
限
約
20
億
円
）と
比
較
し
て
フェ
ー
ズ
３

（
４
年
間
で
上
限
４
０
０
０
万
円
）の
支
援
金
額
は
か
な
り
安
価
に
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。フェー
ズ
３
は
、メ
ニュ
ー
１
に
選
定
さ
れ
た
大
学
が

成
長
分
野
で
活
躍
し
う
る
人
材
育
成
の
機
能
を
最
大
限
発
揮
す
る
た

め
、改
組
後
の
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
課
題
等
が
な
い
か
実
際
の
教
育
活

動
を
通
じ
て
検
証
し
、教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
期
間
で
す
。

　
こ
の
フェ
ー
ズへの
支
援
は
、人
材
育
成
機
能
の
強
化
や
教
育
の
質

向
上
に
直
接
的
に
働
き
か
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、現
行
の
支

援
額
を
下
限
額
と
し
た
上
で
、改
組
の
規
模
や
挑
戦
の
大
き
さ
に

応
じ
て
支
援
金
額
が
積
み
上
が
る
仕
組
み
の
構
築
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
３
】本
支
援
事
業
終
了
後
の
自
走
化
支
援

　
理
工
農
系
学
部
の
運
営
に
は
人
文・社
会
科
学
系
学
部
に
比
べて
多

く
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、本
支
援
事
業
を
通
じ
て
理
工
農
系
学
部

等
を
設
置
し
た
場
合
、各
大
学
で
は
支
援
終
了
後
に
自
走
化
す
る
た

め
の
費
用
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。令
和
５
年
度
か
ら
、

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
に
お
い
て
理
工
農
系
学
部
を
対
象
と
し

た
新
た
な
単
価
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
が
、こ
の
単
価
設
定
を
も
って
、

理
工
農
系
学
部
等
が
自
走
化
で
き
る
支
援
に
足
る
と
は
到
底
言
え
ま

せ
ん
。ま
た
、仮
に
こ
れ
ら
の
学
部
等
の
運
営
費
用
を
授
業
料
に
転
嫁

し
た
場
合
、理
工
農
系
学
部
等
の
増
加
に
伴
い
大
学
授
業
料
の
平
均

額
が
漸
増
す
る
こ
と
と
な
り
、国
家
戦
略
で
あ
る
成
長
分
野
の
人
材

育
成
が
家
計
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

　
本
支
援
事
業
に
よ
り
私
立
大
学
に
新
設
さ
れ
た
理
工
農
系
学
部

等
が
将
来
に
わ
た
っ
て
定
着
し
、我
が
国
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め

に
も
、例
え
ば
国
立
大
学
の
理
工
農
系
学
部
の
運
営
費
を
算
定
し
、

そ
れ
に
準
じ
た
額
を
私
立
大
学
に
支
援
す
る
な
ど
、経
常
費
補
助

等
で
の
確
実
な
支
援
の
確
保
を
要
望
し
ま
す
。

2
． 本
支
援
事
業
を
通
じ
た
私
立
大
学
の
改
革
を

後
押
し
す
る
た
め
の
支
援

⑴
メ
ニ
ュ
ー
１「
学
部
再
編
等
に
よ
る
特
定
成
長
分
野
へ
の
転
換

等
支
援
」

【
要
望
４
】外
部
資
金
獲
得
額
水
準
の
算
定
要
件
の
緩
和

　「
メ
ニュ
ー
１
」への
申
請
要
件
の
１
つ
と
し
て
、フェ
ー
ズ
３
の
支
援

期
間
終
了
時
ま
で
に
、大
学
全
体
の
外
部
資
金
獲
得
額
が
申
請
時

点
の
平
均（
過
去
５
年
間
の
中
央
値
３
年
分
の
平
均
）に
支
援
額
を

2.5
％
上
乗
せ
し
た
水
準
以
上
と
な
る
計
画
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。支
援
終
了
後
の
各
大
学
に
よ
る
自
走
化
を
促
す
点
で
必

要
な
要
件
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
一
方
で
、す
べて
の
寄
附
金
が

算
定
基
礎
に
含
ま
れ
た
場
合
、周
年
事
業
や
新
館
建
設
と
いっ
た
目

的
の
た
め
に
特
定
の
期
間
受
け
付
け
る
寄
附
金
収
入
が
含
ま
れ
る
こ

と
が
あ
り
、本
支
援
事
業
に
よ
る
支
援
の
終
了
後
に
実
現
す
べ
き
外

部
資
金
獲
得
の
水
準
が
過
大
な
水
準
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
大
学
の
実
際（
通
常
期
）の
状
況
で
算
定
で
き
る
よ
う
、算
定
基
礎
と

す
る
外
部
資
金
獲
得
額
か
ら
期
間
や
使
途
を
限
定
し
て
受
け
付
け
る

寄
附
金
収
入
額
を
除
外
で
き
る
よ
う
要
件
の
緩
和
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
５
】実
態
に
即
し
た
助
成
対
象
経
費
の
算
定
・
交
付

　「
メ
ニュ
ー
１
」の
う
ち
、助
成
金
額
が
最
も
大
き
い
フェ
ー
ズ
２
に
お

け
る
助
成
金
の
使
途
と
し
て「
施
設
の
新
築
、増
築
、改
築
又
は
改
修

工
事
若
し
く
は
建
物
取
得
に
要
す
る
経
費
及
び
附
帯
工
事
費
や
必
要

な
設
備
備
品
の
購
入
、製
造
、据
付
等
」が
公
募
要
領
に
示
さ
れ
て
い
ま

す
。一
方
で
、「
独
立
行
政
法
人
大
学
改
革
支
援・学
位
授
与
機
構
大

学・高
専
成
長
分
野
転
換
支
援
基
金
助
成
金
交
付
規
則
」（
以
下
、「
交

付
規
則
」と
い
う
。）に
定
め
る
フェー
ズ
２
の
助
成
対
象
経
費
は「
施
設

設
備
整
備
費
、建
物
取
得
費
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。加
え
て
、費
目
の
区

別
は
助
成
事
業
者
の
会
計
規
程
等
に
基
づ
き
行
う
こ
と
が
公
募
要
領

に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、機
器
等
の
購
入
経
費
を「
施
設
設
備
整

備
費
、建
物
取
得
費
」と
は
異
な
る
費
目
と
し
て
規
程
に
定
め
て
い
る

選
定
大
学
に
お
い
て
は
、こ
の
購
入
経
費
が
助
成
金
額
の
算
定
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。理
工
農
系
分
野
への
転
換
を
推
進
す
る
と
い
う
同
じ
目

的
の
下
、同
様
の
設
備
を
購
入
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、助
成
対
象
と

な
る
大
学
と
な
ら
な
い
大
学
が
生
じ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
交
付
規
則
を
改
正
す
る
な
ど
に
よ
り
、公
募
要
領
に
も
記
載

の
あ
る「
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
直
接
必
要
」な
設
備
等
の
購
入
に
つ

い
て
は
、そ
の
費
目
に
か
か
わ
ら
な
い
確
実
な
支
援
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
６
】教
員
確
保
と
教
育
体
制
強
化
に
向
け
た
設
置
計
画
履

行
期
間
の
柔
軟
な
設
定

　
本
支
援
事
業
で
は
、「
メ
ニュ
ー
１
」に
お
い
て
２
５
０
も
の
取
組
が
、

ま
た「
メ
ニュ
ー
２
」に
お
い
て
も
60
の
取
組
が
約
10
年
の
間
に
実
施
さ

れ
る
予
定
と
なって
い
ま
す
。そ
の
た
め
選
定
大
学
に
は
、成
長
分
野
に

携
わ
る
教
員
を
他
の
大
学
と
同
時
期
に
確
保
す
る
必
要
が
生
じ
ま

す
。特
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
で
は
、各
大
学
に
よ
る
教
員
の
獲
得

競
争
が
激
し
く
、質
の
高
い
教
員
の
充
足
が
課
題
と
なって
い
ま
す
。

　
教
員
採
用
が
数
の「
間
に
合
わ
せ
」の
対
応
と
な
って
は
、理
工
農

系
分
野
の
学
部
数
が
増
え
た
と
し
て
も
、本
来
の
目
的
で
あ
る
成
長

分
野
で
活
躍
し
う
る
人
材
育
成
を
十
分
に
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。す
べて
の
選
定
大
学
が
質
の
高
い
教
育
の
提
供
が
可
能
な
教
育

体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、教
員
の
選
考
に
十
分
な
時
間
を
充

て
、優
れ
た
教
育
実
績
や
研
究
業
績
を
持
つ
教
員
、豊
か
な
実
務
経

験
を
持
つ
教
員
を
採
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、本
支

援
事
業
に
選
定
さ
れ
た
計
画
に
基
づ
く
設
置
認
可
申
請
に
つ
い
て

は
、設
置
か
ら
完
成
年
度
を
経
過
す
る
ま
で
の
設
置
計
画
履
行
期

間（
Ａ
Ｃ
期
間
）を
修
業
年
限
に
限
ら
ず
弾
力
的
に
設
定
で
き
る
仕

組
み
の
構
築
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
７
】学
部
設
置
等
初
年
度
か
ら
の
私
立
大
学
等
経
常
費
補

助
金
の
早
期
交
付

　
本
支
援
事
業
で
は
、学
部
転
換
以
外
に
学
部
新
設
や
既
設
学
部
の

学
生
定
員
増
の
取
組
も
支
援
の
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
な

が
ら
、現
行
の
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金（
以
下
、「
経
常
費
補
助

金
」と
い
う
。）の
算
定
ス
キ
ー
ム
で
は
、設
置
後
完
成
年
度
を
超
え
て

い
な
い
学
部
等
は
、既
設
学
部
の
定
員
減
を
伴
わ
な
い
限
り
経
常
費

補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
私
立
大
学
が
よ
り
積
極
的
に
改
革
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、本
支

援
事
業
と
経
常
費
補
助
金
が
有
機
的
か
つ
相
乗
的
に
組
み
合
わ
さ

れ
た
柔
軟
な
支
援
が
不
可
欠
で
す
。そ
の
た
め
、経
常
費
補
助
金
に
お

い
て
、本
支
援
事
業
に
選
定
さ
れ
た
取
組
に
つ
い
て
は
完
成
年
度
を

待
つ
こ
と
な
く
交
付
さ
れ
る
仕
組
み
の
構
築
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
８
】東
京
23
区
内
に
設
置
す
る
大
学
の
取
組
に
お
け
る
要

件
緩
和

　
当
連
盟
は
、東
京
23
区
内
に
設
置
す
る
大
学
が
有
す
る
学
部
等

の
学
生
定
員
規
制（
以
下
、「
定
員
規
制
」と
い
う
。）の
早
期
全
面

撤
廃
を
求
め
て
い
ま
す
。今
般
、本
支
援
事
業
の
創
設
を
受
け
、定

員
規
制
に
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
、こ
の
特
例
措
置
に
よ
り
定
員

を
増
や
す
場
合
は
、新
学
部
等
の
完
成
年
度
以
降
３
年
以
内
に
大

学
全
体
の
入
学
定
員
を
増
加
前
に
戻
す
こ
と
を
前
提
と
し
た
臨
時

的
な
定
員
増
加
で
あ
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。し
た
が
っ

て
、東
京
23
区
内
の
大
学
が
本
支
援
事
業「
メ
ニュ
ー
１
」に
申
請
す

る
場
合
、学
部
等
の
転
換
を
伴
わ
な
い
定
員
増（
純
増
）は
原
則
認

め
ら
れ
ず
、他
の
地
域
の
大
学
に
比
べ
て
新
た
な
挑
戦
が
制
約
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
本
支
援
事
業「
メ
ニュ
ー
１
」に
申
請
す
る
場
合
は
、東
京
23
区
内

に
設
置
す
る
大
学
に
お
い
て
も
、①
学
部
等
の
転
換
を
伴
わ
な
い
定

員
増（
純
増
）を
認
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
ま
す
。そ
れ
が
難
し

い
場
合
に
お
い
て
は
、少
な
く
と
も
事
業
費（
支
援
額
）算
定
時
に
②

引
き
下
げ
観
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る「
既
存
組
織
の
定
員
増
」

を
適
用
せ
ず
、減
額
し
な
い
よ
う
要
望
し
ま
す
。

⑵
メ
ニ
ュ
ー
２「
高
度
情
報
専
門
人
材
の
確
保
に
向
け
た
機
能
強

化
支
援
」

【
要
望
９
】選
定
件
数
の
拡
充
と
公
募
期
間
３
年
間
の
厳
守（
短
縮

し
な
い
）

　「
メ
ニュ
ー
２
」の
初
回
公
募
で
は
、選
定
予
定
校
数
60
校
に
対
し

57
校
が
申
請
し
、国
立
大
学
37
校
、公
立
大
学
４
校
、私
立
大
学
５

校
、国
立
高
専
５
校
の
計
51
校
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。「
メ
ニュ
ー

２
」が
支
援
す
る「
高
度
情
報
専
門
人
材
の
確
保
に
向
け
た
機
能
強

化
」に
つ
い
て
は
、急
速
な
Ｄ
Ｘ
の
進
展
や
Ａ
Ｉ
の
普
及
に
迅
速
に
対

応
す
る
必
要
が
あ
り
、多
く
の
大
学
が
で
き
る
だ
け
早
期
に
機
能
強

化
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
言
え
ま
す
。

　
一
方
で
、「
メ
ニュ
ー
２
」が
目
指
す
高
度
情
報
専
門
人
材
の
育
成
に

は
、特
定
の
大
学
等
の
み
な
ら
ず
、国
内
の
す
べて
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
系
学
部
及
び
研
究
科
が
機
能
強
化
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、「
メ
ニュ
ー
２
」の
公
募
期
間
は
３
年
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
メ
ニュ
ー
１
」と
異
な
り
選
定
の
時
期
が
支
援
金
額
に
影
響
し
な
い

こ
と
か
ら
、十
分
な
検
討
期
間
を
と
っ
た
上
で
申
請
を
予
定
し
て
い
る

大
学
も
あ
り
ま
す
。意
欲
的
に
改
革
の
準
備
を
進
め
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
申
請
で
き
な
い
事
態
に
陥
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、①
選
定
校
数
の
拡

充
と
②
公
募
期
間
３
年
間
の
厳
守（
短
縮
し
な
い
）を
要
望
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、懸
念
事
項
と
し
て
、「
メ
ニュ
ー
２
」に
申
請
し
た
国
立

大
学
は
全
校
選
定
さ
れ
て
お
り
、現
状
の
選
定
予
定
校
数（
60
校
）

の
62
％
を
占
め
て
い
ま
す
。機
能
強
化
さ
れ
る
大
学
の
設
置
形
態

が
こ
の
よ
う
に
偏
っ
て
は
、高
度
情
報
専
門
人
材
を
目
指
す
際
の
進

路
が
一
部
の
国
立
大
学
に
限
定
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。学
生
に
多
様

な
選
択
肢
を
提
供
で
き
る
よ
う
、③
選
定
さ
れ
る
大
学
の
設
置
形

態
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

⑶
メ
ニ
ュ
ー
１
及
び
メ
ニ
ュ
ー
２
共
通
事
項

【
要
望
10
】設
置
認
可
に
係
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し

　
本
支
援
事
業
に
申
請
す
る
計
画
は
、フ
ェ
ー
ズ
１
に
お
い
て
原
則

３
年
以
内
に
設
置
認
可
ま
た
は
届
出
を
提
出
し
フ
ェ
ー
ズ
２
へ
と
移

行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。検
討・準
備
期
間
に
対
し
て
も
支
援
が

設
け
ら
れ
た
こ
と
は
大
変
画
期
的
で
あ
り
、感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
。一
方
で
、フェ
ー
ズ
１
の
期
間
に
は
、学
内
に
お
け
る
検
討
体
制
の

構
築
か
ら
ニ
ー
ズ
調
査
、申
請
書
類
の
整
理
や
精
査
な
ど
、短
期
間

に
多
く
の
準
備
が
必
要
と
な
る
た
め
、①
準
備・検
討
期
間
で
あ
る

フ
ェ
ー
ズ
１
の
期
間（
３
年
間
）の
弾
力
化
を
要
望
し
ま
す
。

　
ま
た
、現
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、認
可
さ
れ
た
学
部
の
設
置
等
に

係
る
具
体
的
な
情
報
を
社
会
に
周
知
で
き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
前
年

度
の
６
月
ま
た
は
８
月
以
降
で
、そ
の
期
間
は
わ
ず
か
半
年
間
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。広
報
期
間
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
に
入
学
者
が
質

的
、あ
る
い
は
量
的
に
不
足
し
、教
育
機
能
を
初
年
度
か
ら
最
大
限

に
発
揮
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。定
員
管
理
の
厳
格
化
に
起

因
す
る
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
算
定
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、学
生
募
集
の
た
め
の
十
分
な
期
間
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
、本
支
援
事
業
に
選
定
さ
れ
た
取
組
に
は
②
設
置
認
可

申
請
か
ら
認
可
ま
で
の
期
間
を
短
縮
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
適
用
す

る
な
ど
の
見
直
し
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
11
】公
募
情
報
の
確
実
な
周
知
と
十
分
な
申
請
期
間
の
確
保

　
初
回
公
募
に
お
い
て
、文
部
科
学
省
及
び
大
学
改
革
支
援・学
位

授
与
機
構（
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｄ
）か
ら
各
大
学
宛
て
に
、概
ね
以
下
の
と
お
り

情
報
提
供
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

業
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
き
め
細
か
な
対
応
を
望
み
ま
す
。例
え
ば
、

相
談
窓
口
と
な
っ
て
い
る
大
学
改
革
支
援・学
位
授
与
機
構
に
お
い

て
、初
回
公
募
が
終
了
後
の
質
問
は
受
け
付
け
て
も
ら
え
な
い
な
ど
の

ケ
ー
ス
が
あ
り
、学
内
で
の
検
討
が
滞
って
い
る
と
い
う
声
も
聞
か
れ

ま
し
た
。そ
の
た
め
、相
談
体
制
の
速
や
か
な
充
実
を
要
望
し
ま
す
。

　
加
え
て
、新
た
に
理
工
農
系
学
部
を
設
置
す
る
に
あ
た
って
は
、そ

の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
識
を
備
え
た
人
材
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
重

要
と
な
り
ま
す
が
、特
に
人
文・社
会
科
学
系
分
野
の
み
有
す
る
大

学
で
は
そ
の
よ
う
な
人
材
に
乏
し
い
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。国

家
戦
略
の
一
環
と
し
て
本
支
援
事
業
に
よ
る
大
学
改
革
を
推
し
進

め
る
た
め
、各
大
学
の
改
革
に
向
け
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
機
能
を
整
備

す
る
な
ど
、相
談
窓
口
の
機
能
強
化
を
要
望
し
ま
す
。
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加
盟
大
学
か
ら
は
、「
情
報
提
供
の
方
法
や
公
募
要
領
の
掲
載
時

期
が
分
か
り
に
く
か
っ
た
」「
公
募
要
領
掲
載
後
に
も
未
定
事
項
が

あ
り
、学
内
で
の
検
討
に
支
障
が
あ
っ
た
」と
い
う
声
が
聞
か
れ
て
い

ま
す
。本
支
援
事
業
が
対
象
と
す
る
取
組
は
設
置
認
可
申
請
を
伴

う
大
掛
か
り
な
改
組
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、各
大
学
が
正
確
な

情
報
に
基
づ
き
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
に
な
り
ま
す
の

で
、次
回
公
募
に
つ
い
て
は
、①
正
確
か
つ
詳
細
な
情
報
の
早
期
公
表

と
②
十
分
な
受
付
期
間
の
確
保
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
12
】本
支
援
事
業
に
対
す
る
相
談
体
制
の
強
化

　
本
支
援
事
業
を
契
機
と
し
て
改
革
に
取
り
組
む
大
学
は
、新
た
な
教

育
組
織
の
構
築
に
向
け
た
検
討
と
学
内
で
の
合
意
形
成
、ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
への
丁
寧
な
説
明
な
ど
、十
分
な
準
備
期
間
を
経
て
申
請
に
至

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
私
立
大
学
の
場
合
、学
部
転
換
や
定

員
増
と
いっ
た
取
組
は
学
校
法
人
経
営
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
こ
と

か
ら
、国
公
立
大
学
に
比
べて
よ
り
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
各
大
学
が
改
革
に
向
け
て
円
滑
な
検
討
を
行
う
た
め
、本
支
援
事

　
10
月
10
日
、日
本
私
立
大
学
連
盟
に
令
和
５
年
度
か
ら
設
置
さ

れ
た「
理
工
系
分
野
の
充
実・推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
担
当
理
事
：

伊
藤
公
平
　
慶
應
義
塾
長
）が
中
心
と
な
っ
て
と
り
ま
と
め
た「
大

学・高
専
機
能
強
化
支
援
事
業
」へ
の
要
望
書
を
、文
部
科
学
省
へ

提
出
し
た
。

　
要
望
は
、「
大
学・高
専
機
能
強
化
支
援
事
業
」が
支
援
す
る
成

長
分
野
へ
の
転
換・強
化
や
高
度
情
報
専
門
人
材
育
成
に
向
け
た

機
能
強
化
に
意
欲
の
あ
る
加
盟
大
学
が
こ
の
支
援
事
業
を
最
大

限
活
用
で
き
る
よ
う
、加
盟
大
学
か
ら
の
ご
意
見
等
も
踏
ま
え
て

と
り
ま
と
め
た
も
の
で
、以
下
の
全
12
項
目
で
構
成
し
て
い
る
。

　「
大
学・高
専
機
能
強
化
支
援
事
業
」へ
の
要
望

令
和
５
年
１０
月

一
般
社
団
法
人
日
本
私
立
大
学
連
盟 

　

理
工
系
分
野
の
充
実・推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
令
和
４
年
度
第
２
次
補
正
予
算
に
お
い
て「
大
学・高
専
機
能

強
化
支
援
事
業
」（
以
下
、「
本
支
援
事
業
」と
い
う
。）が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。日
本
私
立
大
学
連
盟
で
は
、本
支
援
事
業
を
私
立
大

学
が
成
長
分
野
を
支
え
る
人
材
の
育
成
を
通
じ
て
日
本
の
国
際

競
争
力
強
化
の
一
翼
を
担
う
機
会
と
捉
え
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う

な
考
え
の
も
と
、令
和
５
年
度
に「
理
工
系
分
野
の
充
実・推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
、加
盟
大
学
が
本
支
援
事
業
を
活
用
し

大
学
改
革
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
先
般
、初
回
公
募
の
選
定
結
果
が
公
表
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

よ
り
多
く
の
私
立
大
学
が
本
支
援
事
業
に
参
加
し
、さ
ら
な
る
成
長

分
野
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、次
回
公
募
に
向
け
て
、制
度
設

計
及
び
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
に
関
す
る
下
記
12
項
目
の
改
善

を
要
望
し
ま
す
。

〈

　要

　望

　〉

１
． 私
立
大
学
に
お
け
る
理
工
農
系
学
部
の

確
実
な
定
着
に
向
け
た
支
援

【
要
望
１
】学
部
転
換（
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
）時
の

人
件
費
支
援

【
要
望
２
】「
メ
ニ
ュ
ー
１
」フ
ェ
ー
ズ
３
に
お
け
る
支
援
の
拡
充

【
要
望
３
】本
支
援
事
業
終
了
後
の
自
走
化
支
援

2
． 本
支
援
事
業
を
通
じ
た
私
立
大
学
の
改
革
を

後
押
し
す
る
た
め
の
支
援

⑴
メ
ニ
ュ
ー
１「
学
部
再
編
等
に
よ
る
特
定
成
長
分
野
へ
の
転
換

等
支
援
」

【
要
望
４
】外
部
資
金
獲
得
額
水
準
の
算
定
要
件
の
緩
和

【
要
望
５
】実
態
に
即
し
た
助
成
対
象
経
費
の
算
定
・
交
付

【
要
望
６
】教
員
確
保
と
教
育
体
制
強
化
に
向
け
た
設
置
計
画

履
行
期
間
の
柔
軟
な
設
定

【
要
望
７
】学
部
設
置
等
初
年
度
か
ら
の
私
立
大
学
等
経
常
費

補
助
金
の
早
期
交
付

【
要
望
８
】東
京
23
区
内
に
設
置
す
る
大
学
の
取
組
に
お
け
る

要
件
緩
和

⑵
メ
ニ
ュ
ー
２「
高
度
情
報
人
材
の
確
保
に
向
け
た
機
能
強
化
支
援
」

【
要
望
９
】選
定
件
数
の
拡
充
と
公
募
期
間
３
年
間
の
厳
守（
短

縮
し
な
い
）

⑶
メ
ニ
ュ
ー
１
及
び
メ
ニ
ュ
ー
２
共
通
事
項

【
要
望
10
】設
置
認
可
に
係
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し

【
要
望
11
】公
募
情
報
の
確
実
な
周
知
と
十
分
な
申
請
期
間
の

確
保

【
要
望
12
】本
支
援
事
業
に
対
す
る
相
談
体
制
の
強
化

１
． 私
立
大
学
に
お
け
る
理
工
農
系
学
部
の

確
実
な
定
着
に
向
け
た
支
援

【
要
望
１
】学
部
転
換（
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
）時
の
人
件

費
支
援

　
本
支
援
事
業
の
メ
ニュ
ー
１
で
は
、理
工
農
系
学
部
の
学
生
定
員

を
効
率
的
に
拡
大
す
る
た
め
、学
部
転
換
が
主
な
支
援
対
象
と
さ

れ
て
い
ま
す
。私
立
大
学
が
学
部
転
換
を
し
た
場
合
、新
設
学
部
で

は
、当
該
学
部
で
取
り
扱
う
学
問
分
野
を
専
門
と
す
る
教
員
を
新

た
に
雇
用
す
る
た
め
、完
成
年
度
を
ピ
ー
ク
と
し
て
人
件
費
が
漸
増

し
て
い
き
ま
す
。一
方
、廃
止
学
部
で
は
、若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で

幅
広
い
年
齢
層
の
教
員
を
有
し
て
い
る
の
が
通
常
で
、こ
れ
ら
の
教

員
が
退
職
す
る
ま
で
雇
用
は
継
続
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、人
件
費
の
増

減
が
相
殺
す
る
ま
で
に
は
一
定
程
度
の
年
月
が
か
か
り
ま
す
。こ
の

よ
う
な
人
件
費
の
増
加
に
よ
る
資
金
的
な
負
担
が
、改
革
意
欲
の

高
い
私
立
大
学
の
学
部
転
換
への
挑
戦
の
障
壁
と
な
って
い
ま
す
。

　
学
部
転
換
への
取
組
が
資
金
的
な
制
約
の
み
を
理
由
に
断
念
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、学
部
転
換
に
伴
う
人
件
費
増
分
を
補
填
す
る

仕
組
み
が
不
可
欠
で
す
。そ
の
た
め
、①
本
支
援
事
業
に
よ
る
メ
ニュ
ー

１
選
定
大
学
への
人
件
費
の
追
加
支
援
、②
本
支
援
事
業
メ
ニュ
ー
１

への
選
定
を
条
件
と
し
た
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
に
よ
る
人
件

費
支
援
の
う
ち
、少
な
く
と
も
い
ず
れ
か
の
実
現
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
２
】「
メ
ニ
ュ
ー
１
」フ
ェ
ー
ズ
３
に
お
け
る
支
援
の
拡
充

　
メ
ニュ
ー
１
で
は
支
援
が
３
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、

フェ
ー
ズ
２（
１
校
当
た
り
上
限
約
20
億
円
）と
比
較
し
て
フェ
ー
ズ
３

（
４
年
間
で
上
限
４
０
０
０
万
円
）の
支
援
金
額
は
か
な
り
安
価
に
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。フェー
ズ
３
は
、メ
ニュ
ー
１
に
選
定
さ
れ
た
大
学
が

成
長
分
野
で
活
躍
し
う
る
人
材
育
成
の
機
能
を
最
大
限
発
揮
す
る
た

め
、改
組
後
の
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
課
題
等
が
な
い
か
実
際
の
教
育
活

動
を
通
じ
て
検
証
し
、教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
期
間
で
す
。

　
こ
の
フェ
ー
ズへの
支
援
は
、人
材
育
成
機
能
の
強
化
や
教
育
の
質

向
上
に
直
接
的
に
働
き
か
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、現
行
の
支

援
額
を
下
限
額
と
し
た
上
で
、改
組
の
規
模
や
挑
戦
の
大
き
さ
に

応
じ
て
支
援
金
額
が
積
み
上
が
る
仕
組
み
の
構
築
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
３
】本
支
援
事
業
終
了
後
の
自
走
化
支
援

　
理
工
農
系
学
部
の
運
営
に
は
人
文・社
会
科
学
系
学
部
に
比
べて
多

く
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、本
支
援
事
業
を
通
じ
て
理
工
農
系
学
部

等
を
設
置
し
た
場
合
、各
大
学
で
は
支
援
終
了
後
に
自
走
化
す
る
た

め
の
費
用
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。令
和
５
年
度
か
ら
、

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
に
お
い
て
理
工
農
系
学
部
を
対
象
と
し

た
新
た
な
単
価
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
が
、こ
の
単
価
設
定
を
も
って
、

理
工
農
系
学
部
等
が
自
走
化
で
き
る
支
援
に
足
る
と
は
到
底
言
え
ま

せ
ん
。ま
た
、仮
に
こ
れ
ら
の
学
部
等
の
運
営
費
用
を
授
業
料
に
転
嫁

し
た
場
合
、理
工
農
系
学
部
等
の
増
加
に
伴
い
大
学
授
業
料
の
平
均

額
が
漸
増
す
る
こ
と
と
な
り
、国
家
戦
略
で
あ
る
成
長
分
野
の
人
材

育
成
が
家
計
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

　
本
支
援
事
業
に
よ
り
私
立
大
学
に
新
設
さ
れ
た
理
工
農
系
学
部

等
が
将
来
に
わ
た
っ
て
定
着
し
、我
が
国
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め

に
も
、例
え
ば
国
立
大
学
の
理
工
農
系
学
部
の
運
営
費
を
算
定
し
、

そ
れ
に
準
じ
た
額
を
私
立
大
学
に
支
援
す
る
な
ど
、経
常
費
補
助

等
で
の
確
実
な
支
援
の
確
保
を
要
望
し
ま
す
。

2
． 本
支
援
事
業
を
通
じ
た
私
立
大
学
の
改
革
を

後
押
し
す
る
た
め
の
支
援

⑴
メ
ニ
ュ
ー
１「
学
部
再
編
等
に
よ
る
特
定
成
長
分
野
へ
の
転
換

等
支
援
」

【
要
望
４
】外
部
資
金
獲
得
額
水
準
の
算
定
要
件
の
緩
和

　「
メ
ニュ
ー
１
」への
申
請
要
件
の
１
つ
と
し
て
、フェ
ー
ズ
３
の
支
援

期
間
終
了
時
ま
で
に
、大
学
全
体
の
外
部
資
金
獲
得
額
が
申
請
時

点
の
平
均（
過
去
５
年
間
の
中
央
値
３
年
分
の
平
均
）に
支
援
額
を

2.5
％
上
乗
せ
し
た
水
準
以
上
と
な
る
計
画
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。支
援
終
了
後
の
各
大
学
に
よ
る
自
走
化
を
促
す
点
で
必

要
な
要
件
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
一
方
で
、す
べて
の
寄
附
金
が

算
定
基
礎
に
含
ま
れ
た
場
合
、周
年
事
業
や
新
館
建
設
と
いっ
た
目

的
の
た
め
に
特
定
の
期
間
受
け
付
け
る
寄
附
金
収
入
が
含
ま
れ
る
こ

と
が
あ
り
、本
支
援
事
業
に
よ
る
支
援
の
終
了
後
に
実
現
す
べ
き
外

部
資
金
獲
得
の
水
準
が
過
大
な
水
準
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
大
学
の
実
際（
通
常
期
）の
状
況
で
算
定
で
き
る
よ
う
、算
定
基
礎
と

す
る
外
部
資
金
獲
得
額
か
ら
期
間
や
使
途
を
限
定
し
て
受
け
付
け
る

寄
附
金
収
入
額
を
除
外
で
き
る
よ
う
要
件
の
緩
和
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
５
】実
態
に
即
し
た
助
成
対
象
経
費
の
算
定
・
交
付

　「
メ
ニュ
ー
１
」の
う
ち
、助
成
金
額
が
最
も
大
き
い
フェ
ー
ズ
２
に
お

け
る
助
成
金
の
使
途
と
し
て「
施
設
の
新
築
、増
築
、改
築
又
は
改
修

工
事
若
し
く
は
建
物
取
得
に
要
す
る
経
費
及
び
附
帯
工
事
費
や
必
要

な
設
備
備
品
の
購
入
、製
造
、据
付
等
」が
公
募
要
領
に
示
さ
れ
て
い
ま

す
。一
方
で
、「
独
立
行
政
法
人
大
学
改
革
支
援・学
位
授
与
機
構
大

学・高
専
成
長
分
野
転
換
支
援
基
金
助
成
金
交
付
規
則
」（
以
下
、「
交

付
規
則
」と
い
う
。）に
定
め
る
フェー
ズ
２
の
助
成
対
象
経
費
は「
施
設

設
備
整
備
費
、建
物
取
得
費
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。加
え
て
、費
目
の
区

別
は
助
成
事
業
者
の
会
計
規
程
等
に
基
づ
き
行
う
こ
と
が
公
募
要
領

に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、機
器
等
の
購
入
経
費
を「
施
設
設
備
整

備
費
、建
物
取
得
費
」と
は
異
な
る
費
目
と
し
て
規
程
に
定
め
て
い
る

選
定
大
学
に
お
い
て
は
、こ
の
購
入
経
費
が
助
成
金
額
の
算
定
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。理
工
農
系
分
野
への
転
換
を
推
進
す
る
と
い
う
同
じ
目

的
の
下
、同
様
の
設
備
を
購
入
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、助
成
対
象
と

な
る
大
学
と
な
ら
な
い
大
学
が
生
じ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
交
付
規
則
を
改
正
す
る
な
ど
に
よ
り
、公
募
要
領
に
も
記
載

の
あ
る「
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
直
接
必
要
」な
設
備
等
の
購
入
に
つ

い
て
は
、そ
の
費
目
に
か
か
わ
ら
な
い
確
実
な
支
援
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
６
】教
員
確
保
と
教
育
体
制
強
化
に
向
け
た
設
置
計
画
履

行
期
間
の
柔
軟
な
設
定

　
本
支
援
事
業
で
は
、「
メ
ニュ
ー
１
」に
お
い
て
２
５
０
も
の
取
組
が
、

ま
た「
メ
ニュ
ー
２
」に
お
い
て
も
60
の
取
組
が
約
10
年
の
間
に
実
施
さ

れ
る
予
定
と
なって
い
ま
す
。そ
の
た
め
選
定
大
学
に
は
、成
長
分
野
に

携
わ
る
教
員
を
他
の
大
学
と
同
時
期
に
確
保
す
る
必
要
が
生
じ
ま

す
。特
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
で
は
、各
大
学
に
よ
る
教
員
の
獲
得

競
争
が
激
し
く
、質
の
高
い
教
員
の
充
足
が
課
題
と
なって
い
ま
す
。

　
教
員
採
用
が
数
の「
間
に
合
わ
せ
」の
対
応
と
な
って
は
、理
工
農

系
分
野
の
学
部
数
が
増
え
た
と
し
て
も
、本
来
の
目
的
で
あ
る
成
長

分
野
で
活
躍
し
う
る
人
材
育
成
を
十
分
に
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。す
べて
の
選
定
大
学
が
質
の
高
い
教
育
の
提
供
が
可
能
な
教
育

体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、教
員
の
選
考
に
十
分
な
時
間
を
充

て
、優
れ
た
教
育
実
績
や
研
究
業
績
を
持
つ
教
員
、豊
か
な
実
務
経

験
を
持
つ
教
員
を
採
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、本
支

援
事
業
に
選
定
さ
れ
た
計
画
に
基
づ
く
設
置
認
可
申
請
に
つ
い
て

は
、設
置
か
ら
完
成
年
度
を
経
過
す
る
ま
で
の
設
置
計
画
履
行
期

間（
Ａ
Ｃ
期
間
）を
修
業
年
限
に
限
ら
ず
弾
力
的
に
設
定
で
き
る
仕

組
み
の
構
築
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
７
】学
部
設
置
等
初
年
度
か
ら
の
私
立
大
学
等
経
常
費
補

助
金
の
早
期
交
付

　
本
支
援
事
業
で
は
、学
部
転
換
以
外
に
学
部
新
設
や
既
設
学
部
の

学
生
定
員
増
の
取
組
も
支
援
の
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
な

が
ら
、現
行
の
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金（
以
下
、「
経
常
費
補
助

金
」と
い
う
。）の
算
定
ス
キ
ー
ム
で
は
、設
置
後
完
成
年
度
を
超
え
て

い
な
い
学
部
等
は
、既
設
学
部
の
定
員
減
を
伴
わ
な
い
限
り
経
常
費

補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
私
立
大
学
が
よ
り
積
極
的
に
改
革
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、本
支

援
事
業
と
経
常
費
補
助
金
が
有
機
的
か
つ
相
乗
的
に
組
み
合
わ
さ

れ
た
柔
軟
な
支
援
が
不
可
欠
で
す
。そ
の
た
め
、経
常
費
補
助
金
に
お

い
て
、本
支
援
事
業
に
選
定
さ
れ
た
取
組
に
つ
い
て
は
完
成
年
度
を

待
つ
こ
と
な
く
交
付
さ
れ
る
仕
組
み
の
構
築
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
８
】東
京
23
区
内
に
設
置
す
る
大
学
の
取
組
に
お
け
る
要

件
緩
和

　
当
連
盟
は
、東
京
23
区
内
に
設
置
す
る
大
学
が
有
す
る
学
部
等

の
学
生
定
員
規
制（
以
下
、「
定
員
規
制
」と
い
う
。）の
早
期
全
面

撤
廃
を
求
め
て
い
ま
す
。今
般
、本
支
援
事
業
の
創
設
を
受
け
、定

員
規
制
に
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
、こ
の
特
例
措
置
に
よ
り
定
員

を
増
や
す
場
合
は
、新
学
部
等
の
完
成
年
度
以
降
３
年
以
内
に
大

学
全
体
の
入
学
定
員
を
増
加
前
に
戻
す
こ
と
を
前
提
と
し
た
臨
時

的
な
定
員
増
加
で
あ
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。し
た
が
っ

て
、東
京
23
区
内
の
大
学
が
本
支
援
事
業「
メ
ニュ
ー
１
」に
申
請
す

る
場
合
、学
部
等
の
転
換
を
伴
わ
な
い
定
員
増（
純
増
）は
原
則
認

め
ら
れ
ず
、他
の
地
域
の
大
学
に
比
べ
て
新
た
な
挑
戦
が
制
約
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
本
支
援
事
業「
メ
ニュ
ー
１
」に
申
請
す
る
場
合
は
、東
京
23
区
内

に
設
置
す
る
大
学
に
お
い
て
も
、①
学
部
等
の
転
換
を
伴
わ
な
い
定

員
増（
純
増
）を
認
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
ま
す
。そ
れ
が
難
し

い
場
合
に
お
い
て
は
、少
な
く
と
も
事
業
費（
支
援
額
）算
定
時
に
②

引
き
下
げ
観
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る「
既
存
組
織
の
定
員
増
」

を
適
用
せ
ず
、減
額
し
な
い
よ
う
要
望
し
ま
す
。

⑵
メ
ニ
ュ
ー
２「
高
度
情
報
専
門
人
材
の
確
保
に
向
け
た
機
能
強

化
支
援
」

【
要
望
９
】選
定
件
数
の
拡
充
と
公
募
期
間
３
年
間
の
厳
守（
短
縮

し
な
い
）

　「
メ
ニュ
ー
２
」の
初
回
公
募
で
は
、選
定
予
定
校
数
60
校
に
対
し

57
校
が
申
請
し
、国
立
大
学
37
校
、公
立
大
学
４
校
、私
立
大
学
５

校
、国
立
高
専
５
校
の
計
51
校
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。「
メ
ニュ
ー

２
」が
支
援
す
る「
高
度
情
報
専
門
人
材
の
確
保
に
向
け
た
機
能
強

化
」に
つ
い
て
は
、急
速
な
Ｄ
Ｘ
の
進
展
や
Ａ
Ｉ
の
普
及
に
迅
速
に
対

応
す
る
必
要
が
あ
り
、多
く
の
大
学
が
で
き
る
だ
け
早
期
に
機
能
強

化
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
言
え
ま
す
。

　
一
方
で
、「
メ
ニュ
ー
２
」が
目
指
す
高
度
情
報
専
門
人
材
の
育
成
に

は
、特
定
の
大
学
等
の
み
な
ら
ず
、国
内
の
す
べて
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
系
学
部
及
び
研
究
科
が
機
能
強
化
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、「
メ
ニュ
ー
２
」の
公
募
期
間
は
３
年
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
メ
ニュ
ー
１
」と
異
な
り
選
定
の
時
期
が
支
援
金
額
に
影
響
し
な
い

こ
と
か
ら
、十
分
な
検
討
期
間
を
と
っ
た
上
で
申
請
を
予
定
し
て
い
る

大
学
も
あ
り
ま
す
。意
欲
的
に
改
革
の
準
備
を
進
め
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
申
請
で
き
な
い
事
態
に
陥
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、①
選
定
校
数
の
拡

充
と
②
公
募
期
間
３
年
間
の
厳
守（
短
縮
し
な
い
）を
要
望
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、懸
念
事
項
と
し
て
、「
メ
ニュ
ー
２
」に
申
請
し
た
国
立

大
学
は
全
校
選
定
さ
れ
て
お
り
、現
状
の
選
定
予
定
校
数（
60
校
）

の
62
％
を
占
め
て
い
ま
す
。機
能
強
化
さ
れ
る
大
学
の
設
置
形
態

が
こ
の
よ
う
に
偏
っ
て
は
、高
度
情
報
専
門
人
材
を
目
指
す
際
の
進

路
が
一
部
の
国
立
大
学
に
限
定
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。学
生
に
多
様

な
選
択
肢
を
提
供
で
き
る
よ
う
、③
選
定
さ
れ
る
大
学
の
設
置
形

態
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

⑶
メ
ニ
ュ
ー
１
及
び
メ
ニ
ュ
ー
２
共
通
事
項

【
要
望
10
】設
置
認
可
に
係
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し

　
本
支
援
事
業
に
申
請
す
る
計
画
は
、フ
ェ
ー
ズ
１
に
お
い
て
原
則

３
年
以
内
に
設
置
認
可
ま
た
は
届
出
を
提
出
し
フ
ェ
ー
ズ
２
へ
と
移

行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。検
討・準
備
期
間
に
対
し
て
も
支
援
が

設
け
ら
れ
た
こ
と
は
大
変
画
期
的
で
あ
り
、感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
。一
方
で
、フェ
ー
ズ
１
の
期
間
に
は
、学
内
に
お
け
る
検
討
体
制
の

構
築
か
ら
ニ
ー
ズ
調
査
、申
請
書
類
の
整
理
や
精
査
な
ど
、短
期
間

に
多
く
の
準
備
が
必
要
と
な
る
た
め
、①
準
備・検
討
期
間
で
あ
る

フ
ェ
ー
ズ
１
の
期
間（
３
年
間
）の
弾
力
化
を
要
望
し
ま
す
。

　
ま
た
、現
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、認
可
さ
れ
た
学
部
の
設
置
等
に

係
る
具
体
的
な
情
報
を
社
会
に
周
知
で
き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
前
年

度
の
６
月
ま
た
は
８
月
以
降
で
、そ
の
期
間
は
わ
ず
か
半
年
間
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。広
報
期
間
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
に
入
学
者
が
質

的
、あ
る
い
は
量
的
に
不
足
し
、教
育
機
能
を
初
年
度
か
ら
最
大
限

に
発
揮
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。定
員
管
理
の
厳
格
化
に
起

因
す
る
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
算
定
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、学
生
募
集
の
た
め
の
十
分
な
期
間
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
、本
支
援
事
業
に
選
定
さ
れ
た
取
組
に
は
②
設
置
認
可

申
請
か
ら
認
可
ま
で
の
期
間
を
短
縮
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
適
用
す

る
な
ど
の
見
直
し
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
11
】公
募
情
報
の
確
実
な
周
知
と
十
分
な
申
請
期
間
の
確
保

　
初
回
公
募
に
お
い
て
、文
部
科
学
省
及
び
大
学
改
革
支
援・学
位

授
与
機
構（
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｄ
）か
ら
各
大
学
宛
て
に
、概
ね
以
下
の
と
お
り

情
報
提
供
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

業
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
き
め
細
か
な
対
応
を
望
み
ま
す
。例
え
ば
、

相
談
窓
口
と
な
っ
て
い
る
大
学
改
革
支
援・学
位
授
与
機
構
に
お
い

て
、初
回
公
募
が
終
了
後
の
質
問
は
受
け
付
け
て
も
ら
え
な
い
な
ど
の

ケ
ー
ス
が
あ
り
、学
内
で
の
検
討
が
滞
って
い
る
と
い
う
声
も
聞
か
れ

ま
し
た
。そ
の
た
め
、相
談
体
制
の
速
や
か
な
充
実
を
要
望
し
ま
す
。

　
加
え
て
、新
た
に
理
工
農
系
学
部
を
設
置
す
る
に
あ
た
って
は
、そ

の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
識
を
備
え
た
人
材
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
重

要
と
な
り
ま
す
が
、特
に
人
文・社
会
科
学
系
分
野
の
み
有
す
る
大

学
で
は
そ
の
よ
う
な
人
材
に
乏
し
い
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。国

家
戦
略
の
一
環
と
し
て
本
支
援
事
業
に
よ
る
大
学
改
革
を
推
し
進

め
る
た
め
、各
大
学
の
改
革
に
向
け
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
機
能
を
整
備

す
る
な
ど
、相
談
窓
口
の
機
能
強
化
を
要
望
し
ま
す
。
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加
盟
大
学
か
ら
は
、「
情
報
提
供
の
方
法
や
公
募
要
領
の
掲
載
時

期
が
分
か
り
に
く
か
っ
た
」「
公
募
要
領
掲
載
後
に
も
未
定
事
項
が

あ
り
、学
内
で
の
検
討
に
支
障
が
あ
っ
た
」と
い
う
声
が
聞
か
れ
て
い

ま
す
。本
支
援
事
業
が
対
象
と
す
る
取
組
は
設
置
認
可
申
請
を
伴

う
大
掛
か
り
な
改
組
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、各
大
学
が
正
確
な

情
報
に
基
づ
き
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
に
な
り
ま
す
の

で
、次
回
公
募
に
つ
い
て
は
、①
正
確
か
つ
詳
細
な
情
報
の
早
期
公
表

と
②
十
分
な
受
付
期
間
の
確
保
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
12
】本
支
援
事
業
に
対
す
る
相
談
体
制
の
強
化

　
本
支
援
事
業
を
契
機
と
し
て
改
革
に
取
り
組
む
大
学
は
、新
た
な
教

育
組
織
の
構
築
に
向
け
た
検
討
と
学
内
で
の
合
意
形
成
、ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
への
丁
寧
な
説
明
な
ど
、十
分
な
準
備
期
間
を
経
て
申
請
に
至

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
私
立
大
学
の
場
合
、学
部
転
換
や
定

員
増
と
いっ
た
取
組
は
学
校
法
人
経
営
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
こ
と

か
ら
、国
公
立
大
学
に
比
べて
よ
り
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
各
大
学
が
改
革
に
向
け
て
円
滑
な
検
討
を
行
う
た
め
、本
支
援
事

　
10
月
10
日
、日
本
私
立
大
学
連
盟
に
令
和
５
年
度
か
ら
設
置
さ

れ
た「
理
工
系
分
野
の
充
実・推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
担
当
理
事
：

伊
藤
公
平
　
慶
應
義
塾
長
）が
中
心
と
な
っ
て
と
り
ま
と
め
た「
大

学・高
専
機
能
強
化
支
援
事
業
」へ
の
要
望
書
を
、文
部
科
学
省
へ

提
出
し
た
。

　
要
望
は
、「
大
学・高
専
機
能
強
化
支
援
事
業
」が
支
援
す
る
成

長
分
野
へ
の
転
換・強
化
や
高
度
情
報
専
門
人
材
育
成
に
向
け
た

機
能
強
化
に
意
欲
の
あ
る
加
盟
大
学
が
こ
の
支
援
事
業
を
最
大

限
活
用
で
き
る
よ
う
、加
盟
大
学
か
ら
の
ご
意
見
等
も
踏
ま
え
て

と
り
ま
と
め
た
も
の
で
、以
下
の
全
12
項
目
で
構
成
し
て
い
る
。

　「
大
学・高
専
機
能
強
化
支
援
事
業
」へ
の
要
望

令
和
５
年
１０
月

一
般
社
団
法
人
日
本
私
立
大
学
連
盟 

　

理
工
系
分
野
の
充
実・推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
令
和
４
年
度
第
２
次
補
正
予
算
に
お
い
て「
大
学・高
専
機
能

強
化
支
援
事
業
」（
以
下
、「
本
支
援
事
業
」と
い
う
。）が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。日
本
私
立
大
学
連
盟
で
は
、本
支
援
事
業
を
私
立
大

学
が
成
長
分
野
を
支
え
る
人
材
の
育
成
を
通
じ
て
日
本
の
国
際

競
争
力
強
化
の
一
翼
を
担
う
機
会
と
捉
え
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う

な
考
え
の
も
と
、令
和
５
年
度
に「
理
工
系
分
野
の
充
実・推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
、加
盟
大
学
が
本
支
援
事
業
を
活
用
し

大
学
改
革
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
先
般
、初
回
公
募
の
選
定
結
果
が
公
表
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

よ
り
多
く
の
私
立
大
学
が
本
支
援
事
業
に
参
加
し
、さ
ら
な
る
成
長

分
野
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、次
回
公
募
に
向
け
て
、制
度
設

計
及
び
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
に
関
す
る
下
記
12
項
目
の
改
善

を
要
望
し
ま
す
。

〈

　要

　望

　〉

１
． 私
立
大
学
に
お
け
る
理
工
農
系
学
部
の

確
実
な
定
着
に
向
け
た
支
援

【
要
望
１
】学
部
転
換（
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
）時
の

人
件
費
支
援

【
要
望
２
】「
メ
ニ
ュ
ー
１
」フ
ェ
ー
ズ
３
に
お
け
る
支
援
の
拡
充

【
要
望
３
】本
支
援
事
業
終
了
後
の
自
走
化
支
援

2
． 本
支
援
事
業
を
通
じ
た
私
立
大
学
の
改
革
を

後
押
し
す
る
た
め
の
支
援

⑴
メ
ニ
ュ
ー
１「
学
部
再
編
等
に
よ
る
特
定
成
長
分
野
へ
の
転
換

等
支
援
」

【
要
望
４
】外
部
資
金
獲
得
額
水
準
の
算
定
要
件
の
緩
和

【
要
望
５
】実
態
に
即
し
た
助
成
対
象
経
費
の
算
定
・
交
付

【
要
望
６
】教
員
確
保
と
教
育
体
制
強
化
に
向
け
た
設
置
計
画

履
行
期
間
の
柔
軟
な
設
定

【
要
望
７
】学
部
設
置
等
初
年
度
か
ら
の
私
立
大
学
等
経
常
費

補
助
金
の
早
期
交
付

【
要
望
８
】東
京
23
区
内
に
設
置
す
る
大
学
の
取
組
に
お
け
る

要
件
緩
和

⑵
メ
ニ
ュ
ー
２「
高
度
情
報
人
材
の
確
保
に
向
け
た
機
能
強
化
支
援
」

【
要
望
９
】選
定
件
数
の
拡
充
と
公
募
期
間
３
年
間
の
厳
守（
短

縮
し
な
い
）

⑶
メ
ニ
ュ
ー
１
及
び
メ
ニ
ュ
ー
２
共
通
事
項

【
要
望
10
】設
置
認
可
に
係
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し

【
要
望
11
】公
募
情
報
の
確
実
な
周
知
と
十
分
な
申
請
期
間
の

確
保

【
要
望
12
】本
支
援
事
業
に
対
す
る
相
談
体
制
の
強
化

１
． 私
立
大
学
に
お
け
る
理
工
農
系
学
部
の

確
実
な
定
着
に
向
け
た
支
援

【
要
望
１
】学
部
転
換（
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
）時
の
人
件

費
支
援

　
本
支
援
事
業
の
メ
ニュ
ー
１
で
は
、理
工
農
系
学
部
の
学
生
定
員

を
効
率
的
に
拡
大
す
る
た
め
、学
部
転
換
が
主
な
支
援
対
象
と
さ

れ
て
い
ま
す
。私
立
大
学
が
学
部
転
換
を
し
た
場
合
、新
設
学
部
で

は
、当
該
学
部
で
取
り
扱
う
学
問
分
野
を
専
門
と
す
る
教
員
を
新

た
に
雇
用
す
る
た
め
、完
成
年
度
を
ピ
ー
ク
と
し
て
人
件
費
が
漸
増

し
て
い
き
ま
す
。一
方
、廃
止
学
部
で
は
、若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で

幅
広
い
年
齢
層
の
教
員
を
有
し
て
い
る
の
が
通
常
で
、こ
れ
ら
の
教

員
が
退
職
す
る
ま
で
雇
用
は
継
続
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、人
件
費
の
増

減
が
相
殺
す
る
ま
で
に
は
一
定
程
度
の
年
月
が
か
か
り
ま
す
。こ
の

よ
う
な
人
件
費
の
増
加
に
よ
る
資
金
的
な
負
担
が
、改
革
意
欲
の

高
い
私
立
大
学
の
学
部
転
換
への
挑
戦
の
障
壁
と
な
って
い
ま
す
。

　
学
部
転
換
への
取
組
が
資
金
的
な
制
約
の
み
を
理
由
に
断
念
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、学
部
転
換
に
伴
う
人
件
費
増
分
を
補
填
す
る

仕
組
み
が
不
可
欠
で
す
。そ
の
た
め
、①
本
支
援
事
業
に
よ
る
メ
ニュ
ー

１
選
定
大
学
への
人
件
費
の
追
加
支
援
、②
本
支
援
事
業
メ
ニュ
ー
１

への
選
定
を
条
件
と
し
た
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
に
よ
る
人
件

費
支
援
の
う
ち
、少
な
く
と
も
い
ず
れ
か
の
実
現
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
２
】「
メ
ニ
ュ
ー
１
」フ
ェ
ー
ズ
３
に
お
け
る
支
援
の
拡
充

　
メ
ニュ
ー
１
で
は
支
援
が
３
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、

フェ
ー
ズ
２（
１
校
当
た
り
上
限
約
20
億
円
）と
比
較
し
て
フェ
ー
ズ
３

（
４
年
間
で
上
限
４
０
０
０
万
円
）の
支
援
金
額
は
か
な
り
安
価
に
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。フェー
ズ
３
は
、メ
ニュ
ー
１
に
選
定
さ
れ
た
大
学
が

成
長
分
野
で
活
躍
し
う
る
人
材
育
成
の
機
能
を
最
大
限
発
揮
す
る
た

め
、改
組
後
の
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
課
題
等
が
な
い
か
実
際
の
教
育
活

動
を
通
じ
て
検
証
し
、教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
期
間
で
す
。

　
こ
の
フェ
ー
ズへの
支
援
は
、人
材
育
成
機
能
の
強
化
や
教
育
の
質

向
上
に
直
接
的
に
働
き
か
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、現
行
の
支

援
額
を
下
限
額
と
し
た
上
で
、改
組
の
規
模
や
挑
戦
の
大
き
さ
に

応
じ
て
支
援
金
額
が
積
み
上
が
る
仕
組
み
の
構
築
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
３
】本
支
援
事
業
終
了
後
の
自
走
化
支
援

　
理
工
農
系
学
部
の
運
営
に
は
人
文・社
会
科
学
系
学
部
に
比
べて
多

く
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、本
支
援
事
業
を
通
じ
て
理
工
農
系
学
部

等
を
設
置
し
た
場
合
、各
大
学
で
は
支
援
終
了
後
に
自
走
化
す
る
た

め
の
費
用
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。令
和
５
年
度
か
ら
、

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
に
お
い
て
理
工
農
系
学
部
を
対
象
と
し

た
新
た
な
単
価
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
が
、こ
の
単
価
設
定
を
も
って
、

理
工
農
系
学
部
等
が
自
走
化
で
き
る
支
援
に
足
る
と
は
到
底
言
え
ま

せ
ん
。ま
た
、仮
に
こ
れ
ら
の
学
部
等
の
運
営
費
用
を
授
業
料
に
転
嫁

し
た
場
合
、理
工
農
系
学
部
等
の
増
加
に
伴
い
大
学
授
業
料
の
平
均

額
が
漸
増
す
る
こ
と
と
な
り
、国
家
戦
略
で
あ
る
成
長
分
野
の
人
材

育
成
が
家
計
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

　
本
支
援
事
業
に
よ
り
私
立
大
学
に
新
設
さ
れ
た
理
工
農
系
学
部

等
が
将
来
に
わ
た
っ
て
定
着
し
、我
が
国
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め

に
も
、例
え
ば
国
立
大
学
の
理
工
農
系
学
部
の
運
営
費
を
算
定
し
、

そ
れ
に
準
じ
た
額
を
私
立
大
学
に
支
援
す
る
な
ど
、経
常
費
補
助

等
で
の
確
実
な
支
援
の
確
保
を
要
望
し
ま
す
。

2
． 本
支
援
事
業
を
通
じ
た
私
立
大
学
の
改
革
を

後
押
し
す
る
た
め
の
支
援

⑴
メ
ニ
ュ
ー
１「
学
部
再
編
等
に
よ
る
特
定
成
長
分
野
へ
の
転
換

等
支
援
」

【
要
望
４
】外
部
資
金
獲
得
額
水
準
の
算
定
要
件
の
緩
和

　「
メ
ニュ
ー
１
」への
申
請
要
件
の
１
つ
と
し
て
、フェ
ー
ズ
３
の
支
援

期
間
終
了
時
ま
で
に
、大
学
全
体
の
外
部
資
金
獲
得
額
が
申
請
時

点
の
平
均（
過
去
５
年
間
の
中
央
値
３
年
分
の
平
均
）に
支
援
額
を

2.5
％
上
乗
せ
し
た
水
準
以
上
と
な
る
計
画
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。支
援
終
了
後
の
各
大
学
に
よ
る
自
走
化
を
促
す
点
で
必

要
な
要
件
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
一
方
で
、す
べて
の
寄
附
金
が

算
定
基
礎
に
含
ま
れ
た
場
合
、周
年
事
業
や
新
館
建
設
と
いっ
た
目

的
の
た
め
に
特
定
の
期
間
受
け
付
け
る
寄
附
金
収
入
が
含
ま
れ
る
こ

と
が
あ
り
、本
支
援
事
業
に
よ
る
支
援
の
終
了
後
に
実
現
す
べ
き
外

部
資
金
獲
得
の
水
準
が
過
大
な
水
準
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
大
学
の
実
際（
通
常
期
）の
状
況
で
算
定
で
き
る
よ
う
、算
定
基
礎
と

す
る
外
部
資
金
獲
得
額
か
ら
期
間
や
使
途
を
限
定
し
て
受
け
付
け
る

寄
附
金
収
入
額
を
除
外
で
き
る
よ
う
要
件
の
緩
和
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
５
】実
態
に
即
し
た
助
成
対
象
経
費
の
算
定
・
交
付

　「
メ
ニュ
ー
１
」の
う
ち
、助
成
金
額
が
最
も
大
き
い
フェ
ー
ズ
２
に
お

け
る
助
成
金
の
使
途
と
し
て「
施
設
の
新
築
、増
築
、改
築
又
は
改
修

工
事
若
し
く
は
建
物
取
得
に
要
す
る
経
費
及
び
附
帯
工
事
費
や
必
要

な
設
備
備
品
の
購
入
、製
造
、据
付
等
」が
公
募
要
領
に
示
さ
れ
て
い
ま

す
。一
方
で
、「
独
立
行
政
法
人
大
学
改
革
支
援・学
位
授
与
機
構
大

学・高
専
成
長
分
野
転
換
支
援
基
金
助
成
金
交
付
規
則
」（
以
下
、「
交

付
規
則
」と
い
う
。）に
定
め
る
フェー
ズ
２
の
助
成
対
象
経
費
は「
施
設

設
備
整
備
費
、建
物
取
得
費
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。加
え
て
、費
目
の
区

別
は
助
成
事
業
者
の
会
計
規
程
等
に
基
づ
き
行
う
こ
と
が
公
募
要
領

提言・主張

日本私立大学連盟の 

に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、機
器
等
の
購
入
経
費
を「
施
設
設
備
整

備
費
、建
物
取
得
費
」と
は
異
な
る
費
目
と
し
て
規
程
に
定
め
て
い
る

選
定
大
学
に
お
い
て
は
、こ
の
購
入
経
費
が
助
成
金
額
の
算
定
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。理
工
農
系
分
野
への
転
換
を
推
進
す
る
と
い
う
同
じ
目

的
の
下
、同
様
の
設
備
を
購
入
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、助
成
対
象
と

な
る
大
学
と
な
ら
な
い
大
学
が
生
じ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
交
付
規
則
を
改
正
す
る
な
ど
に
よ
り
、公
募
要
領
に
も
記
載

の
あ
る「
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
直
接
必
要
」な
設
備
等
の
購
入
に
つ

い
て
は
、そ
の
費
目
に
か
か
わ
ら
な
い
確
実
な
支
援
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
６
】教
員
確
保
と
教
育
体
制
強
化
に
向
け
た
設
置
計
画
履

行
期
間
の
柔
軟
な
設
定

　
本
支
援
事
業
で
は
、「
メ
ニュ
ー
１
」に
お
い
て
２
５
０
も
の
取
組
が
、

ま
た「
メ
ニュ
ー
２
」に
お
い
て
も
60
の
取
組
が
約
10
年
の
間
に
実
施
さ

れ
る
予
定
と
なって
い
ま
す
。そ
の
た
め
選
定
大
学
に
は
、成
長
分
野
に

携
わ
る
教
員
を
他
の
大
学
と
同
時
期
に
確
保
す
る
必
要
が
生
じ
ま

す
。特
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
で
は
、各
大
学
に
よ
る
教
員
の
獲
得

競
争
が
激
し
く
、質
の
高
い
教
員
の
充
足
が
課
題
と
なって
い
ま
す
。

　
教
員
採
用
が
数
の「
間
に
合
わ
せ
」の
対
応
と
な
って
は
、理
工
農

系
分
野
の
学
部
数
が
増
え
た
と
し
て
も
、本
来
の
目
的
で
あ
る
成
長

分
野
で
活
躍
し
う
る
人
材
育
成
を
十
分
に
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。す
べて
の
選
定
大
学
が
質
の
高
い
教
育
の
提
供
が
可
能
な
教
育

体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、教
員
の
選
考
に
十
分
な
時
間
を
充

て
、優
れ
た
教
育
実
績
や
研
究
業
績
を
持
つ
教
員
、豊
か
な
実
務
経

験
を
持
つ
教
員
を
採
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、本
支

援
事
業
に
選
定
さ
れ
た
計
画
に
基
づ
く
設
置
認
可
申
請
に
つ
い
て

は
、設
置
か
ら
完
成
年
度
を
経
過
す
る
ま
で
の
設
置
計
画
履
行
期

間（
Ａ
Ｃ
期
間
）を
修
業
年
限
に
限
ら
ず
弾
力
的
に
設
定
で
き
る
仕

組
み
の
構
築
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
７
】学
部
設
置
等
初
年
度
か
ら
の
私
立
大
学
等
経
常
費
補

助
金
の
早
期
交
付

　
本
支
援
事
業
で
は
、学
部
転
換
以
外
に
学
部
新
設
や
既
設
学
部
の

学
生
定
員
増
の
取
組
も
支
援
の
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
な

が
ら
、現
行
の
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金（
以
下
、「
経
常
費
補
助

金
」と
い
う
。）の
算
定
ス
キ
ー
ム
で
は
、設
置
後
完
成
年
度
を
超
え
て

い
な
い
学
部
等
は
、既
設
学
部
の
定
員
減
を
伴
わ
な
い
限
り
経
常
費

補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
私
立
大
学
が
よ
り
積
極
的
に
改
革
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、本
支

援
事
業
と
経
常
費
補
助
金
が
有
機
的
か
つ
相
乗
的
に
組
み
合
わ
さ

れ
た
柔
軟
な
支
援
が
不
可
欠
で
す
。そ
の
た
め
、経
常
費
補
助
金
に
お

い
て
、本
支
援
事
業
に
選
定
さ
れ
た
取
組
に
つ
い
て
は
完
成
年
度
を

待
つ
こ
と
な
く
交
付
さ
れ
る
仕
組
み
の
構
築
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
８
】東
京
23
区
内
に
設
置
す
る
大
学
の
取
組
に
お
け
る
要

件
緩
和

　
当
連
盟
は
、東
京
23
区
内
に
設
置
す
る
大
学
が
有
す
る
学
部
等

の
学
生
定
員
規
制（
以
下
、「
定
員
規
制
」と
い
う
。）の
早
期
全
面

撤
廃
を
求
め
て
い
ま
す
。今
般
、本
支
援
事
業
の
創
設
を
受
け
、定

員
規
制
に
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
、こ
の
特
例
措
置
に
よ
り
定
員

を
増
や
す
場
合
は
、新
学
部
等
の
完
成
年
度
以
降
３
年
以
内
に
大

学
全
体
の
入
学
定
員
を
増
加
前
に
戻
す
こ
と
を
前
提
と
し
た
臨
時

的
な
定
員
増
加
で
あ
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。し
た
が
っ

て
、東
京
23
区
内
の
大
学
が
本
支
援
事
業「
メ
ニュ
ー
１
」に
申
請
す

る
場
合
、学
部
等
の
転
換
を
伴
わ
な
い
定
員
増（
純
増
）は
原
則
認

め
ら
れ
ず
、他
の
地
域
の
大
学
に
比
べ
て
新
た
な
挑
戦
が
制
約
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
本
支
援
事
業「
メ
ニュ
ー
１
」に
申
請
す
る
場
合
は
、東
京
23
区
内

に
設
置
す
る
大
学
に
お
い
て
も
、①
学
部
等
の
転
換
を
伴
わ
な
い
定

員
増（
純
増
）を
認
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
ま
す
。そ
れ
が
難
し

い
場
合
に
お
い
て
は
、少
な
く
と
も
事
業
費（
支
援
額
）算
定
時
に
②

引
き
下
げ
観
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る「
既
存
組
織
の
定
員
増
」

を
適
用
せ
ず
、減
額
し
な
い
よ
う
要
望
し
ま
す
。

⑵
メ
ニ
ュ
ー
２「
高
度
情
報
専
門
人
材
の
確
保
に
向
け
た
機
能
強

化
支
援
」

【
要
望
９
】選
定
件
数
の
拡
充
と
公
募
期
間
３
年
間
の
厳
守（
短
縮

し
な
い
）

　「
メ
ニュ
ー
２
」の
初
回
公
募
で
は
、選
定
予
定
校
数
60
校
に
対
し

57
校
が
申
請
し
、国
立
大
学
37
校
、公
立
大
学
４
校
、私
立
大
学
５

校
、国
立
高
専
５
校
の
計
51
校
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。「
メ
ニュ
ー

２
」が
支
援
す
る「
高
度
情
報
専
門
人
材
の
確
保
に
向
け
た
機
能
強

化
」に
つ
い
て
は
、急
速
な
Ｄ
Ｘ
の
進
展
や
Ａ
Ｉ
の
普
及
に
迅
速
に
対

応
す
る
必
要
が
あ
り
、多
く
の
大
学
が
で
き
る
だ
け
早
期
に
機
能
強

化
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
言
え
ま
す
。

　
一
方
で
、「
メ
ニュ
ー
２
」が
目
指
す
高
度
情
報
専
門
人
材
の
育
成
に

は
、特
定
の
大
学
等
の
み
な
ら
ず
、国
内
の
す
べて
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
系
学
部
及
び
研
究
科
が
機
能
強
化
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、「
メ
ニュ
ー
２
」の
公
募
期
間
は
３
年
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
メ
ニュ
ー
１
」と
異
な
り
選
定
の
時
期
が
支
援
金
額
に
影
響
し
な
い

こ
と
か
ら
、十
分
な
検
討
期
間
を
と
っ
た
上
で
申
請
を
予
定
し
て
い
る

大
学
も
あ
り
ま
す
。意
欲
的
に
改
革
の
準
備
を
進
め
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
申
請
で
き
な
い
事
態
に
陥
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、①
選
定
校
数
の
拡

充
と
②
公
募
期
間
３
年
間
の
厳
守（
短
縮
し
な
い
）を
要
望
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、懸
念
事
項
と
し
て
、「
メ
ニュ
ー
２
」に
申
請
し
た
国
立

大
学
は
全
校
選
定
さ
れ
て
お
り
、現
状
の
選
定
予
定
校
数（
60
校
）

の
62
％
を
占
め
て
い
ま
す
。機
能
強
化
さ
れ
る
大
学
の
設
置
形
態

が
こ
の
よ
う
に
偏
っ
て
は
、高
度
情
報
専
門
人
材
を
目
指
す
際
の
進

路
が
一
部
の
国
立
大
学
に
限
定
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。学
生
に
多
様

な
選
択
肢
を
提
供
で
き
る
よ
う
、③
選
定
さ
れ
る
大
学
の
設
置
形

態
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

⑶
メ
ニ
ュ
ー
１
及
び
メ
ニ
ュ
ー
２
共
通
事
項

【
要
望
10
】設
置
認
可
に
係
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し

　
本
支
援
事
業
に
申
請
す
る
計
画
は
、フ
ェ
ー
ズ
１
に
お
い
て
原
則

３
年
以
内
に
設
置
認
可
ま
た
は
届
出
を
提
出
し
フ
ェ
ー
ズ
２
へ
と
移

行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。検
討・準
備
期
間
に
対
し
て
も
支
援
が

設
け
ら
れ
た
こ
と
は
大
変
画
期
的
で
あ
り
、感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
。一
方
で
、フェ
ー
ズ
１
の
期
間
に
は
、学
内
に
お
け
る
検
討
体
制
の

構
築
か
ら
ニ
ー
ズ
調
査
、申
請
書
類
の
整
理
や
精
査
な
ど
、短
期
間

に
多
く
の
準
備
が
必
要
と
な
る
た
め
、①
準
備・検
討
期
間
で
あ
る

フ
ェ
ー
ズ
１
の
期
間（
３
年
間
）の
弾
力
化
を
要
望
し
ま
す
。

　
ま
た
、現
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、認
可
さ
れ
た
学
部
の
設
置
等
に

係
る
具
体
的
な
情
報
を
社
会
に
周
知
で
き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
前
年

度
の
６
月
ま
た
は
８
月
以
降
で
、そ
の
期
間
は
わ
ず
か
半
年
間
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。広
報
期
間
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
に
入
学
者
が
質

的
、あ
る
い
は
量
的
に
不
足
し
、教
育
機
能
を
初
年
度
か
ら
最
大
限

に
発
揮
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。定
員
管
理
の
厳
格
化
に
起

因
す
る
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
算
定
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、学
生
募
集
の
た
め
の
十
分
な
期
間
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
、本
支
援
事
業
に
選
定
さ
れ
た
取
組
に
は
②
設
置
認
可

申
請
か
ら
認
可
ま
で
の
期
間
を
短
縮
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
適
用
す

る
な
ど
の
見
直
し
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
11
】公
募
情
報
の
確
実
な
周
知
と
十
分
な
申
請
期
間
の
確
保

　
初
回
公
募
に
お
い
て
、文
部
科
学
省
及
び
大
学
改
革
支
援・学
位

授
与
機
構（
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｄ
）か
ら
各
大
学
宛
て
に
、概
ね
以
下
の
と
お
り

情
報
提
供
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

業
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
き
め
細
か
な
対
応
を
望
み
ま
す
。例
え
ば
、

相
談
窓
口
と
な
っ
て
い
る
大
学
改
革
支
援・学
位
授
与
機
構
に
お
い

て
、初
回
公
募
が
終
了
後
の
質
問
は
受
け
付
け
て
も
ら
え
な
い
な
ど
の

ケ
ー
ス
が
あ
り
、学
内
で
の
検
討
が
滞
って
い
る
と
い
う
声
も
聞
か
れ

ま
し
た
。そ
の
た
め
、相
談
体
制
の
速
や
か
な
充
実
を
要
望
し
ま
す
。

　
加
え
て
、新
た
に
理
工
農
系
学
部
を
設
置
す
る
に
あ
た
って
は
、そ

の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
識
を
備
え
た
人
材
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
重

要
と
な
り
ま
す
が
、特
に
人
文・社
会
科
学
系
分
野
の
み
有
す
る
大

学
で
は
そ
の
よ
う
な
人
材
に
乏
し
い
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。国

家
戦
略
の
一
環
と
し
て
本
支
援
事
業
に
よ
る
大
学
改
革
を
推
し
進

め
る
た
め
、各
大
学
の
改
革
に
向
け
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
機
能
を
整
備

す
る
な
ど
、相
談
窓
口
の
機
能
強
化
を
要
望
し
ま
す
。
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加
盟
大
学
か
ら
は
、「
情
報
提
供
の
方
法
や
公
募
要
領
の
掲
載
時

期
が
分
か
り
に
く
か
っ
た
」「
公
募
要
領
掲
載
後
に
も
未
定
事
項
が

あ
り
、学
内
で
の
検
討
に
支
障
が
あ
っ
た
」と
い
う
声
が
聞
か
れ
て
い

ま
す
。本
支
援
事
業
が
対
象
と
す
る
取
組
は
設
置
認
可
申
請
を
伴

う
大
掛
か
り
な
改
組
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、各
大
学
が
正
確
な

情
報
に
基
づ
き
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
に
な
り
ま
す
の

で
、次
回
公
募
に
つ
い
て
は
、①
正
確
か
つ
詳
細
な
情
報
の
早
期
公
表

と
②
十
分
な
受
付
期
間
の
確
保
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
12
】本
支
援
事
業
に
対
す
る
相
談
体
制
の
強
化

　
本
支
援
事
業
を
契
機
と
し
て
改
革
に
取
り
組
む
大
学
は
、新
た
な
教

育
組
織
の
構
築
に
向
け
た
検
討
と
学
内
で
の
合
意
形
成
、ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
への
丁
寧
な
説
明
な
ど
、十
分
な
準
備
期
間
を
経
て
申
請
に
至

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
私
立
大
学
の
場
合
、学
部
転
換
や
定

員
増
と
いっ
た
取
組
は
学
校
法
人
経
営
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
こ
と

か
ら
、国
公
立
大
学
に
比
べて
よ
り
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
各
大
学
が
改
革
に
向
け
て
円
滑
な
検
討
を
行
う
た
め
、本
支
援
事

　
10
月
10
日
、日
本
私
立
大
学
連
盟
に
令
和
５
年
度
か
ら
設
置
さ

れ
た「
理
工
系
分
野
の
充
実・推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
担
当
理
事
：

伊
藤
公
平
　
慶
應
義
塾
長
）が
中
心
と
な
っ
て
と
り
ま
と
め
た「
大

学・高
専
機
能
強
化
支
援
事
業
」へ
の
要
望
書
を
、文
部
科
学
省
へ

提
出
し
た
。

　
要
望
は
、「
大
学・高
専
機
能
強
化
支
援
事
業
」が
支
援
す
る
成

長
分
野
へ
の
転
換・強
化
や
高
度
情
報
専
門
人
材
育
成
に
向
け
た

機
能
強
化
に
意
欲
の
あ
る
加
盟
大
学
が
こ
の
支
援
事
業
を
最
大

限
活
用
で
き
る
よ
う
、加
盟
大
学
か
ら
の
ご
意
見
等
も
踏
ま
え
て

と
り
ま
と
め
た
も
の
で
、以
下
の
全
12
項
目
で
構
成
し
て
い
る
。

　「
大
学・高
専
機
能
強
化
支
援
事
業
」へ
の
要
望

令
和
５
年
１０
月

一
般
社
団
法
人
日
本
私
立
大
学
連
盟 

　

理
工
系
分
野
の
充
実・推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
令
和
４
年
度
第
２
次
補
正
予
算
に
お
い
て「
大
学・高
専
機
能

強
化
支
援
事
業
」（
以
下
、「
本
支
援
事
業
」と
い
う
。）が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。日
本
私
立
大
学
連
盟
で
は
、本
支
援
事
業
を
私
立
大

学
が
成
長
分
野
を
支
え
る
人
材
の
育
成
を
通
じ
て
日
本
の
国
際

競
争
力
強
化
の
一
翼
を
担
う
機
会
と
捉
え
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う

な
考
え
の
も
と
、令
和
５
年
度
に「
理
工
系
分
野
の
充
実・推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
、加
盟
大
学
が
本
支
援
事
業
を
活
用
し

大
学
改
革
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
先
般
、初
回
公
募
の
選
定
結
果
が
公
表
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

よ
り
多
く
の
私
立
大
学
が
本
支
援
事
業
に
参
加
し
、さ
ら
な
る
成
長

分
野
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、次
回
公
募
に
向
け
て
、制
度
設

計
及
び
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
に
関
す
る
下
記
12
項
目
の
改
善

を
要
望
し
ま
す
。

〈

　要

　望

　〉

１
． 私
立
大
学
に
お
け
る
理
工
農
系
学
部
の

確
実
な
定
着
に
向
け
た
支
援

【
要
望
１
】学
部
転
換（
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
）時
の

人
件
費
支
援

【
要
望
２
】「
メ
ニ
ュ
ー
１
」フ
ェ
ー
ズ
３
に
お
け
る
支
援
の
拡
充

【
要
望
３
】本
支
援
事
業
終
了
後
の
自
走
化
支
援

2
． 本
支
援
事
業
を
通
じ
た
私
立
大
学
の
改
革
を

後
押
し
す
る
た
め
の
支
援

⑴
メ
ニ
ュ
ー
１「
学
部
再
編
等
に
よ
る
特
定
成
長
分
野
へ
の
転
換

等
支
援
」

【
要
望
４
】外
部
資
金
獲
得
額
水
準
の
算
定
要
件
の
緩
和

【
要
望
５
】実
態
に
即
し
た
助
成
対
象
経
費
の
算
定
・
交
付

【
要
望
６
】教
員
確
保
と
教
育
体
制
強
化
に
向
け
た
設
置
計
画

履
行
期
間
の
柔
軟
な
設
定

【
要
望
７
】学
部
設
置
等
初
年
度
か
ら
の
私
立
大
学
等
経
常
費

補
助
金
の
早
期
交
付

【
要
望
８
】東
京
23
区
内
に
設
置
す
る
大
学
の
取
組
に
お
け
る

要
件
緩
和

⑵
メ
ニ
ュ
ー
２「
高
度
情
報
人
材
の
確
保
に
向
け
た
機
能
強
化
支
援
」

【
要
望
９
】選
定
件
数
の
拡
充
と
公
募
期
間
３
年
間
の
厳
守（
短

縮
し
な
い
）

⑶
メ
ニ
ュ
ー
１
及
び
メ
ニ
ュ
ー
２
共
通
事
項

【
要
望
10
】設
置
認
可
に
係
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し

【
要
望
11
】公
募
情
報
の
確
実
な
周
知
と
十
分
な
申
請
期
間
の

確
保

【
要
望
12
】本
支
援
事
業
に
対
す
る
相
談
体
制
の
強
化

１
． 私
立
大
学
に
お
け
る
理
工
農
系
学
部
の

確
実
な
定
着
に
向
け
た
支
援

【
要
望
１
】学
部
転
換（
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
）時
の
人
件

費
支
援

　
本
支
援
事
業
の
メ
ニュ
ー
１
で
は
、理
工
農
系
学
部
の
学
生
定
員

を
効
率
的
に
拡
大
す
る
た
め
、学
部
転
換
が
主
な
支
援
対
象
と
さ

れ
て
い
ま
す
。私
立
大
学
が
学
部
転
換
を
し
た
場
合
、新
設
学
部
で

は
、当
該
学
部
で
取
り
扱
う
学
問
分
野
を
専
門
と
す
る
教
員
を
新

た
に
雇
用
す
る
た
め
、完
成
年
度
を
ピ
ー
ク
と
し
て
人
件
費
が
漸
増

し
て
い
き
ま
す
。一
方
、廃
止
学
部
で
は
、若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で

幅
広
い
年
齢
層
の
教
員
を
有
し
て
い
る
の
が
通
常
で
、こ
れ
ら
の
教

員
が
退
職
す
る
ま
で
雇
用
は
継
続
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、人
件
費
の
増

減
が
相
殺
す
る
ま
で
に
は
一
定
程
度
の
年
月
が
か
か
り
ま
す
。こ
の

よ
う
な
人
件
費
の
増
加
に
よ
る
資
金
的
な
負
担
が
、改
革
意
欲
の

高
い
私
立
大
学
の
学
部
転
換
への
挑
戦
の
障
壁
と
な
って
い
ま
す
。

　
学
部
転
換
への
取
組
が
資
金
的
な
制
約
の
み
を
理
由
に
断
念
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、学
部
転
換
に
伴
う
人
件
費
増
分
を
補
填
す
る

仕
組
み
が
不
可
欠
で
す
。そ
の
た
め
、①
本
支
援
事
業
に
よ
る
メ
ニュ
ー

１
選
定
大
学
への
人
件
費
の
追
加
支
援
、②
本
支
援
事
業
メ
ニュ
ー
１

への
選
定
を
条
件
と
し
た
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
に
よ
る
人
件

費
支
援
の
う
ち
、少
な
く
と
も
い
ず
れ
か
の
実
現
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
２
】「
メ
ニ
ュ
ー
１
」フ
ェ
ー
ズ
３
に
お
け
る
支
援
の
拡
充

　
メ
ニュ
ー
１
で
は
支
援
が
３
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、

フェ
ー
ズ
２（
１
校
当
た
り
上
限
約
20
億
円
）と
比
較
し
て
フェ
ー
ズ
３

（
４
年
間
で
上
限
４
０
０
０
万
円
）の
支
援
金
額
は
か
な
り
安
価
に
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。フェー
ズ
３
は
、メ
ニュ
ー
１
に
選
定
さ
れ
た
大
学
が

成
長
分
野
で
活
躍
し
う
る
人
材
育
成
の
機
能
を
最
大
限
発
揮
す
る
た

め
、改
組
後
の
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
課
題
等
が
な
い
か
実
際
の
教
育
活

動
を
通
じ
て
検
証
し
、教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
期
間
で
す
。

　
こ
の
フェ
ー
ズへの
支
援
は
、人
材
育
成
機
能
の
強
化
や
教
育
の
質

向
上
に
直
接
的
に
働
き
か
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、現
行
の
支

援
額
を
下
限
額
と
し
た
上
で
、改
組
の
規
模
や
挑
戦
の
大
き
さ
に

応
じ
て
支
援
金
額
が
積
み
上
が
る
仕
組
み
の
構
築
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
３
】本
支
援
事
業
終
了
後
の
自
走
化
支
援

　
理
工
農
系
学
部
の
運
営
に
は
人
文・社
会
科
学
系
学
部
に
比
べて
多

く
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、本
支
援
事
業
を
通
じ
て
理
工
農
系
学
部

等
を
設
置
し
た
場
合
、各
大
学
で
は
支
援
終
了
後
に
自
走
化
す
る
た

め
の
費
用
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。令
和
５
年
度
か
ら
、

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
に
お
い
て
理
工
農
系
学
部
を
対
象
と
し

た
新
た
な
単
価
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
が
、こ
の
単
価
設
定
を
も
って
、

理
工
農
系
学
部
等
が
自
走
化
で
き
る
支
援
に
足
る
と
は
到
底
言
え
ま

せ
ん
。ま
た
、仮
に
こ
れ
ら
の
学
部
等
の
運
営
費
用
を
授
業
料
に
転
嫁

し
た
場
合
、理
工
農
系
学
部
等
の
増
加
に
伴
い
大
学
授
業
料
の
平
均

額
が
漸
増
す
る
こ
と
と
な
り
、国
家
戦
略
で
あ
る
成
長
分
野
の
人
材

育
成
が
家
計
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

　
本
支
援
事
業
に
よ
り
私
立
大
学
に
新
設
さ
れ
た
理
工
農
系
学
部

等
が
将
来
に
わ
た
っ
て
定
着
し
、我
が
国
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め

に
も
、例
え
ば
国
立
大
学
の
理
工
農
系
学
部
の
運
営
費
を
算
定
し
、

そ
れ
に
準
じ
た
額
を
私
立
大
学
に
支
援
す
る
な
ど
、経
常
費
補
助

等
で
の
確
実
な
支
援
の
確
保
を
要
望
し
ま
す
。

2
． 本
支
援
事
業
を
通
じ
た
私
立
大
学
の
改
革
を

後
押
し
す
る
た
め
の
支
援

⑴
メ
ニ
ュ
ー
１「
学
部
再
編
等
に
よ
る
特
定
成
長
分
野
へ
の
転
換

等
支
援
」

【
要
望
４
】外
部
資
金
獲
得
額
水
準
の
算
定
要
件
の
緩
和

　「
メ
ニュ
ー
１
」への
申
請
要
件
の
１
つ
と
し
て
、フェ
ー
ズ
３
の
支
援

期
間
終
了
時
ま
で
に
、大
学
全
体
の
外
部
資
金
獲
得
額
が
申
請
時

点
の
平
均（
過
去
５
年
間
の
中
央
値
３
年
分
の
平
均
）に
支
援
額
を

2.5
％
上
乗
せ
し
た
水
準
以
上
と
な
る
計
画
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。支
援
終
了
後
の
各
大
学
に
よ
る
自
走
化
を
促
す
点
で
必

要
な
要
件
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
一
方
で
、す
べて
の
寄
附
金
が

算
定
基
礎
に
含
ま
れ
た
場
合
、周
年
事
業
や
新
館
建
設
と
いっ
た
目

的
の
た
め
に
特
定
の
期
間
受
け
付
け
る
寄
附
金
収
入
が
含
ま
れ
る
こ

と
が
あ
り
、本
支
援
事
業
に
よ
る
支
援
の
終
了
後
に
実
現
す
べ
き
外

部
資
金
獲
得
の
水
準
が
過
大
な
水
準
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
大
学
の
実
際（
通
常
期
）の
状
況
で
算
定
で
き
る
よ
う
、算
定
基
礎
と

す
る
外
部
資
金
獲
得
額
か
ら
期
間
や
使
途
を
限
定
し
て
受
け
付
け
る

寄
附
金
収
入
額
を
除
外
で
き
る
よ
う
要
件
の
緩
和
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
５
】実
態
に
即
し
た
助
成
対
象
経
費
の
算
定
・
交
付

　「
メ
ニュ
ー
１
」の
う
ち
、助
成
金
額
が
最
も
大
き
い
フェ
ー
ズ
２
に
お

け
る
助
成
金
の
使
途
と
し
て「
施
設
の
新
築
、増
築
、改
築
又
は
改
修

工
事
若
し
く
は
建
物
取
得
に
要
す
る
経
費
及
び
附
帯
工
事
費
や
必
要

な
設
備
備
品
の
購
入
、製
造
、据
付
等
」が
公
募
要
領
に
示
さ
れ
て
い
ま

す
。一
方
で
、「
独
立
行
政
法
人
大
学
改
革
支
援・学
位
授
与
機
構
大

学・高
専
成
長
分
野
転
換
支
援
基
金
助
成
金
交
付
規
則
」（
以
下
、「
交

付
規
則
」と
い
う
。）に
定
め
る
フェー
ズ
２
の
助
成
対
象
経
費
は「
施
設

設
備
整
備
費
、建
物
取
得
費
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。加
え
て
、費
目
の
区

別
は
助
成
事
業
者
の
会
計
規
程
等
に
基
づ
き
行
う
こ
と
が
公
募
要
領

に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、機
器
等
の
購
入
経
費
を「
施
設
設
備
整

備
費
、建
物
取
得
費
」と
は
異
な
る
費
目
と
し
て
規
程
に
定
め
て
い
る

選
定
大
学
に
お
い
て
は
、こ
の
購
入
経
費
が
助
成
金
額
の
算
定
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。理
工
農
系
分
野
への
転
換
を
推
進
す
る
と
い
う
同
じ
目

的
の
下
、同
様
の
設
備
を
購
入
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、助
成
対
象
と

な
る
大
学
と
な
ら
な
い
大
学
が
生
じ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
交
付
規
則
を
改
正
す
る
な
ど
に
よ
り
、公
募
要
領
に
も
記
載

の
あ
る「
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
直
接
必
要
」な
設
備
等
の
購
入
に
つ

い
て
は
、そ
の
費
目
に
か
か
わ
ら
な
い
確
実
な
支
援
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
６
】教
員
確
保
と
教
育
体
制
強
化
に
向
け
た
設
置
計
画
履

行
期
間
の
柔
軟
な
設
定

　
本
支
援
事
業
で
は
、「
メ
ニュ
ー
１
」に
お
い
て
２
５
０
も
の
取
組
が
、

ま
た「
メ
ニュ
ー
２
」に
お
い
て
も
60
の
取
組
が
約
10
年
の
間
に
実
施
さ

れ
る
予
定
と
なって
い
ま
す
。そ
の
た
め
選
定
大
学
に
は
、成
長
分
野
に

携
わ
る
教
員
を
他
の
大
学
と
同
時
期
に
確
保
す
る
必
要
が
生
じ
ま

す
。特
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
で
は
、各
大
学
に
よ
る
教
員
の
獲
得

競
争
が
激
し
く
、質
の
高
い
教
員
の
充
足
が
課
題
と
なって
い
ま
す
。

　
教
員
採
用
が
数
の「
間
に
合
わ
せ
」の
対
応
と
な
って
は
、理
工
農

系
分
野
の
学
部
数
が
増
え
た
と
し
て
も
、本
来
の
目
的
で
あ
る
成
長

分
野
で
活
躍
し
う
る
人
材
育
成
を
十
分
に
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。す
べて
の
選
定
大
学
が
質
の
高
い
教
育
の
提
供
が
可
能
な
教
育

体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、教
員
の
選
考
に
十
分
な
時
間
を
充

て
、優
れ
た
教
育
実
績
や
研
究
業
績
を
持
つ
教
員
、豊
か
な
実
務
経

験
を
持
つ
教
員
を
採
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、本
支

援
事
業
に
選
定
さ
れ
た
計
画
に
基
づ
く
設
置
認
可
申
請
に
つ
い
て

は
、設
置
か
ら
完
成
年
度
を
経
過
す
る
ま
で
の
設
置
計
画
履
行
期

間（
Ａ
Ｃ
期
間
）を
修
業
年
限
に
限
ら
ず
弾
力
的
に
設
定
で
き
る
仕

組
み
の
構
築
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
７
】学
部
設
置
等
初
年
度
か
ら
の
私
立
大
学
等
経
常
費
補

助
金
の
早
期
交
付

　
本
支
援
事
業
で
は
、学
部
転
換
以
外
に
学
部
新
設
や
既
設
学
部
の

学
生
定
員
増
の
取
組
も
支
援
の
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
な

が
ら
、現
行
の
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金（
以
下
、「
経
常
費
補
助

金
」と
い
う
。）の
算
定
ス
キ
ー
ム
で
は
、設
置
後
完
成
年
度
を
超
え
て

い
な
い
学
部
等
は
、既
設
学
部
の
定
員
減
を
伴
わ
な
い
限
り
経
常
費

補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
私
立
大
学
が
よ
り
積
極
的
に
改
革
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、本
支

援
事
業
と
経
常
費
補
助
金
が
有
機
的
か
つ
相
乗
的
に
組
み
合
わ
さ

れ
た
柔
軟
な
支
援
が
不
可
欠
で
す
。そ
の
た
め
、経
常
費
補
助
金
に
お

い
て
、本
支
援
事
業
に
選
定
さ
れ
た
取
組
に
つ
い
て
は
完
成
年
度
を

待
つ
こ
と
な
く
交
付
さ
れ
る
仕
組
み
の
構
築
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
８
】東
京
23
区
内
に
設
置
す
る
大
学
の
取
組
に
お
け
る
要

件
緩
和

　
当
連
盟
は
、東
京
23
区
内
に
設
置
す
る
大
学
が
有
す
る
学
部
等

の
学
生
定
員
規
制（
以
下
、「
定
員
規
制
」と
い
う
。）の
早
期
全
面

撤
廃
を
求
め
て
い
ま
す
。今
般
、本
支
援
事
業
の
創
設
を
受
け
、定

員
規
制
に
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
、こ
の
特
例
措
置
に
よ
り
定
員

を
増
や
す
場
合
は
、新
学
部
等
の
完
成
年
度
以
降
３
年
以
内
に
大

学
全
体
の
入
学
定
員
を
増
加
前
に
戻
す
こ
と
を
前
提
と
し
た
臨
時

的
な
定
員
増
加
で
あ
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。し
た
が
っ

て
、東
京
23
区
内
の
大
学
が
本
支
援
事
業「
メ
ニュ
ー
１
」に
申
請
す

る
場
合
、学
部
等
の
転
換
を
伴
わ
な
い
定
員
増（
純
増
）は
原
則
認

め
ら
れ
ず
、他
の
地
域
の
大
学
に
比
べ
て
新
た
な
挑
戦
が
制
約
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
本
支
援
事
業「
メ
ニュ
ー
１
」に
申
請
す
る
場
合
は
、東
京
23
区
内

に
設
置
す
る
大
学
に
お
い
て
も
、①
学
部
等
の
転
換
を
伴
わ
な
い
定

員
増（
純
増
）を
認
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
ま
す
。そ
れ
が
難
し

い
場
合
に
お
い
て
は
、少
な
く
と
も
事
業
費（
支
援
額
）算
定
時
に
②

引
き
下
げ
観
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る「
既
存
組
織
の
定
員
増
」

を
適
用
せ
ず
、減
額
し
な
い
よ
う
要
望
し
ま
す
。

⑵
メ
ニ
ュ
ー
２「
高
度
情
報
専
門
人
材
の
確
保
に
向
け
た
機
能
強

化
支
援
」

【
要
望
９
】選
定
件
数
の
拡
充
と
公
募
期
間
３
年
間
の
厳
守（
短
縮

し
な
い
）

　「
メ
ニュ
ー
２
」の
初
回
公
募
で
は
、選
定
予
定
校
数
60
校
に
対
し

57
校
が
申
請
し
、国
立
大
学
37
校
、公
立
大
学
４
校
、私
立
大
学
５

校
、国
立
高
専
５
校
の
計
51
校
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。「
メ
ニュ
ー

２
」が
支
援
す
る「
高
度
情
報
専
門
人
材
の
確
保
に
向
け
た
機
能
強

化
」に
つ
い
て
は
、急
速
な
Ｄ
Ｘ
の
進
展
や
Ａ
Ｉ
の
普
及
に
迅
速
に
対

応
す
る
必
要
が
あ
り
、多
く
の
大
学
が
で
き
る
だ
け
早
期
に
機
能
強

化
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
言
え
ま
す
。

　
一
方
で
、「
メ
ニュ
ー
２
」が
目
指
す
高
度
情
報
専
門
人
材
の
育
成
に

は
、特
定
の
大
学
等
の
み
な
ら
ず
、国
内
の
す
べて
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
系
学
部
及
び
研
究
科
が
機
能
強
化
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、「
メ
ニュ
ー
２
」の
公
募
期
間
は
３
年
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
メ
ニュ
ー
１
」と
異
な
り
選
定
の
時
期
が
支
援
金
額
に
影
響
し
な
い

こ
と
か
ら
、十
分
な
検
討
期
間
を
と
っ
た
上
で
申
請
を
予
定
し
て
い
る

大
学
も
あ
り
ま
す
。意
欲
的
に
改
革
の
準
備
を
進
め
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
申
請
で
き
な
い
事
態
に
陥
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、①
選
定
校
数
の
拡

充
と
②
公
募
期
間
３
年
間
の
厳
守（
短
縮
し
な
い
）を
要
望
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、懸
念
事
項
と
し
て
、「
メ
ニュ
ー
２
」に
申
請
し
た
国
立

大
学
は
全
校
選
定
さ
れ
て
お
り
、現
状
の
選
定
予
定
校
数（
60
校
）

の
62
％
を
占
め
て
い
ま
す
。機
能
強
化
さ
れ
る
大
学
の
設
置
形
態

が
こ
の
よ
う
に
偏
っ
て
は
、高
度
情
報
専
門
人
材
を
目
指
す
際
の
進

路
が
一
部
の
国
立
大
学
に
限
定
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。学
生
に
多
様

な
選
択
肢
を
提
供
で
き
る
よ
う
、③
選
定
さ
れ
る
大
学
の
設
置
形

態
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

⑶
メ
ニ
ュ
ー
１
及
び
メ
ニ
ュ
ー
２
共
通
事
項

【
要
望
10
】設
置
認
可
に
係
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し

　
本
支
援
事
業
に
申
請
す
る
計
画
は
、フ
ェ
ー
ズ
１
に
お
い
て
原
則

３
年
以
内
に
設
置
認
可
ま
た
は
届
出
を
提
出
し
フ
ェ
ー
ズ
２
へ
と
移

行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。検
討・準
備
期
間
に
対
し
て
も
支
援
が

設
け
ら
れ
た
こ
と
は
大
変
画
期
的
で
あ
り
、感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
。一
方
で
、フェ
ー
ズ
１
の
期
間
に
は
、学
内
に
お
け
る
検
討
体
制
の

構
築
か
ら
ニ
ー
ズ
調
査
、申
請
書
類
の
整
理
や
精
査
な
ど
、短
期
間

に
多
く
の
準
備
が
必
要
と
な
る
た
め
、①
準
備・検
討
期
間
で
あ
る

フ
ェ
ー
ズ
１
の
期
間（
３
年
間
）の
弾
力
化
を
要
望
し
ま
す
。

　
ま
た
、現
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、認
可
さ
れ
た
学
部
の
設
置
等
に

係
る
具
体
的
な
情
報
を
社
会
に
周
知
で
き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
前
年

度
の
６
月
ま
た
は
８
月
以
降
で
、そ
の
期
間
は
わ
ず
か
半
年
間
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。広
報
期
間
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
に
入
学
者
が
質

的
、あ
る
い
は
量
的
に
不
足
し
、教
育
機
能
を
初
年
度
か
ら
最
大
限

に
発
揮
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。定
員
管
理
の
厳
格
化
に
起

因
す
る
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
算
定
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、学
生
募
集
の
た
め
の
十
分
な
期
間
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
、本
支
援
事
業
に
選
定
さ
れ
た
取
組
に
は
②
設
置
認
可

申
請
か
ら
認
可
ま
で
の
期
間
を
短
縮
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
適
用
す

る
な
ど
の
見
直
し
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
11
】公
募
情
報
の
確
実
な
周
知
と
十
分
な
申
請
期
間
の
確
保

　
初
回
公
募
に
お
い
て
、文
部
科
学
省
及
び
大
学
改
革
支
援・学
位

授
与
機
構（
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｄ
）か
ら
各
大
学
宛
て
に
、概
ね
以
下
の
と
お
り

情
報
提
供
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

業
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
き
め
細
か
な
対
応
を
望
み
ま
す
。例
え
ば
、

相
談
窓
口
と
な
っ
て
い
る
大
学
改
革
支
援・学
位
授
与
機
構
に
お
い

て
、初
回
公
募
が
終
了
後
の
質
問
は
受
け
付
け
て
も
ら
え
な
い
な
ど
の

ケ
ー
ス
が
あ
り
、学
内
で
の
検
討
が
滞
って
い
る
と
い
う
声
も
聞
か
れ

ま
し
た
。そ
の
た
め
、相
談
体
制
の
速
や
か
な
充
実
を
要
望
し
ま
す
。

　
加
え
て
、新
た
に
理
工
農
系
学
部
を
設
置
す
る
に
あ
た
って
は
、そ

の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
識
を
備
え
た
人
材
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
重

要
と
な
り
ま
す
が
、特
に
人
文・社
会
科
学
系
分
野
の
み
有
す
る
大

学
で
は
そ
の
よ
う
な
人
材
に
乏
し
い
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。国

家
戦
略
の
一
環
と
し
て
本
支
援
事
業
に
よ
る
大
学
改
革
を
推
し
進

め
る
た
め
、各
大
学
の
改
革
に
向
け
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
機
能
を
整
備

す
る
な
ど
、相
談
窓
口
の
機
能
強
化
を
要
望
し
ま
す
。

（
文
部
科
学
省
か
ら
の
案
内
等
）

令
和
４
年
12
月
２
日
　
令
和
４
年
度
第
２
次
補
正
予
算
公
表

令
和
５
年
２
月
28
日
　
助
成
業
務
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
指
針
の
各
大
学

へ
の
通
知

Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｄ
か
ら
の
情
報
提
供
希
望
の
登
録
案
内（
３
／
10

締
切
）

（
大
学
改
革
支
援
・
学
位
授
与
機
構
か
ら
の
案
内
等
）

令
和
５
年
４
月
14
日
　
助
成
業
務
の
実
施
に
関
す
る
方
針
の
各
登
録
大
学
へ
の
通
知

申
請
予
定
の
事
前
連
絡
に
係
る
案
内（
５
／
９
〆
切
）

４
月
18
日
　
公
募
要
領
掲
載
、公
募
受
付
開
始

４
月
27
日
　
公
募
に
係
る
説
明
動
画
ウ
ェ
ブ
掲
載
の
各
登
録

大
学
へ
の
通
知

５
月
12
日
　
Ｑ
＆
Ａ
更
新
の
各
登
録
大
学
へ
の
通
知

５
月
24
日
　
公
募
受
付
締
切

22
日

16
日

８
日
締切まで営業日で

（
文
部
科
学
省
か
ら
の
案
内
等
）

令
和
４
年
12
月
２
日
　
令
和
４
年
度
第
２
次
補
正
予
算
公
表

令
和
５
年
２
月
28
日
　
助
成
業
務
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
指
針
の
各
大
学

へ
の
通
知

Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｄ
か
ら
の
情
報
提
供
希
望
の
登
録
案
内（
３
／
10

締
切
）

（
大
学
改
革
支
援
・
学
位
授
与
機
構
か
ら
の
案
内
等
）

令
和
５
年
４
月
14
日
　
助
成
業
務
の
実
施
に
関
す
る
方
針
の
各
登
録
大
学
へ
の
通
知

申
請
予
定
の
事
前
連
絡
に
係
る
案
内（
５
／
９
〆
切
）

４
月
18
日
　
公
募
要
領
掲
載
、公
募
受
付
開
始

４
月
27
日
　
公
募
に
係
る
説
明
動
画
ウ
ェ
ブ
掲
載
の
各
登
録

大
学
へ
の
通
知

５
月
12
日
　
Ｑ
＆
Ａ
更
新
の
各
登
録
大
学
へ
の
通
知

５
月
24
日
　
公
募
受
付
締
切
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加
盟
大
学
か
ら
は
、「
情
報
提
供
の
方
法
や
公
募
要
領
の
掲
載
時

期
が
分
か
り
に
く
か
っ
た
」「
公
募
要
領
掲
載
後
に
も
未
定
事
項
が

あ
り
、学
内
で
の
検
討
に
支
障
が
あ
っ
た
」と
い
う
声
が
聞
か
れ
て
い

ま
す
。本
支
援
事
業
が
対
象
と
す
る
取
組
は
設
置
認
可
申
請
を
伴

う
大
掛
か
り
な
改
組
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、各
大
学
が
正
確
な

情
報
に
基
づ
き
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
に
な
り
ま
す
の

で
、次
回
公
募
に
つ
い
て
は
、①
正
確
か
つ
詳
細
な
情
報
の
早
期
公
表

と
②
十
分
な
受
付
期
間
の
確
保
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
12
】本
支
援
事
業
に
対
す
る
相
談
体
制
の
強
化

　
本
支
援
事
業
を
契
機
と
し
て
改
革
に
取
り
組
む
大
学
は
、新
た
な
教

育
組
織
の
構
築
に
向
け
た
検
討
と
学
内
で
の
合
意
形
成
、ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
への
丁
寧
な
説
明
な
ど
、十
分
な
準
備
期
間
を
経
て
申
請
に
至

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
私
立
大
学
の
場
合
、学
部
転
換
や
定

員
増
と
いっ
た
取
組
は
学
校
法
人
経
営
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
こ
と

か
ら
、国
公
立
大
学
に
比
べて
よ
り
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
各
大
学
が
改
革
に
向
け
て
円
滑
な
検
討
を
行
う
た
め
、本
支
援
事

提言・主張

日本私立大学連盟の 

　
10
月
10
日
、日
本
私
立
大
学
連
盟
に
令
和
５
年
度
か
ら
設
置
さ

れ
た「
理
工
系
分
野
の
充
実・推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
担
当
理
事
：

伊
藤
公
平
　
慶
應
義
塾
長
）が
中
心
と
な
っ
て
と
り
ま
と
め
た「
大

学・高
専
機
能
強
化
支
援
事
業
」へ
の
要
望
書
を
、文
部
科
学
省
へ

提
出
し
た
。

　
要
望
は
、「
大
学・高
専
機
能
強
化
支
援
事
業
」が
支
援
す
る
成

長
分
野
へ
の
転
換・強
化
や
高
度
情
報
専
門
人
材
育
成
に
向
け
た

機
能
強
化
に
意
欲
の
あ
る
加
盟
大
学
が
こ
の
支
援
事
業
を
最
大

限
活
用
で
き
る
よ
う
、加
盟
大
学
か
ら
の
ご
意
見
等
も
踏
ま
え
て

と
り
ま
と
め
た
も
の
で
、以
下
の
全
12
項
目
で
構
成
し
て
い
る
。

　「
大
学・高
専
機
能
強
化
支
援
事
業
」へ
の
要
望

令
和
５
年
１０
月

一
般
社
団
法
人
日
本
私
立
大
学
連
盟 

　

理
工
系
分
野
の
充
実・推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
令
和
４
年
度
第
２
次
補
正
予
算
に
お
い
て「
大
学・高
専
機
能

強
化
支
援
事
業
」（
以
下
、「
本
支
援
事
業
」と
い
う
。）が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。日
本
私
立
大
学
連
盟
で
は
、本
支
援
事
業
を
私
立
大

学
が
成
長
分
野
を
支
え
る
人
材
の
育
成
を
通
じ
て
日
本
の
国
際

競
争
力
強
化
の
一
翼
を
担
う
機
会
と
捉
え
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う

な
考
え
の
も
と
、令
和
５
年
度
に「
理
工
系
分
野
の
充
実・推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
、加
盟
大
学
が
本
支
援
事
業
を
活
用
し

大
学
改
革
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
先
般
、初
回
公
募
の
選
定
結
果
が
公
表
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

よ
り
多
く
の
私
立
大
学
が
本
支
援
事
業
に
参
加
し
、さ
ら
な
る
成
長

分
野
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、次
回
公
募
に
向
け
て
、制
度
設

計
及
び
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
に
関
す
る
下
記
12
項
目
の
改
善

を
要
望
し
ま
す
。

〈

　要

　望

　〉

１
． 私
立
大
学
に
お
け
る
理
工
農
系
学
部
の

確
実
な
定
着
に
向
け
た
支
援

【
要
望
１
】学
部
転
換（
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
）時
の

人
件
費
支
援

【
要
望
２
】「
メ
ニ
ュ
ー
１
」フ
ェ
ー
ズ
３
に
お
け
る
支
援
の
拡
充

【
要
望
３
】本
支
援
事
業
終
了
後
の
自
走
化
支
援

2
． 本
支
援
事
業
を
通
じ
た
私
立
大
学
の
改
革
を

後
押
し
す
る
た
め
の
支
援

⑴
メ
ニ
ュ
ー
１「
学
部
再
編
等
に
よ
る
特
定
成
長
分
野
へ
の
転
換

等
支
援
」

【
要
望
４
】外
部
資
金
獲
得
額
水
準
の
算
定
要
件
の
緩
和

【
要
望
５
】実
態
に
即
し
た
助
成
対
象
経
費
の
算
定
・
交
付

【
要
望
６
】教
員
確
保
と
教
育
体
制
強
化
に
向
け
た
設
置
計
画

履
行
期
間
の
柔
軟
な
設
定

【
要
望
７
】学
部
設
置
等
初
年
度
か
ら
の
私
立
大
学
等
経
常
費

補
助
金
の
早
期
交
付

【
要
望
８
】東
京
23
区
内
に
設
置
す
る
大
学
の
取
組
に
お
け
る

要
件
緩
和

⑵
メ
ニ
ュ
ー
２「
高
度
情
報
人
材
の
確
保
に
向
け
た
機
能
強
化
支
援
」

【
要
望
９
】選
定
件
数
の
拡
充
と
公
募
期
間
３
年
間
の
厳
守（
短

縮
し
な
い
）

⑶
メ
ニ
ュ
ー
１
及
び
メ
ニ
ュ
ー
２
共
通
事
項

【
要
望
10
】設
置
認
可
に
係
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し

【
要
望
11
】公
募
情
報
の
確
実
な
周
知
と
十
分
な
申
請
期
間
の

確
保

【
要
望
12
】本
支
援
事
業
に
対
す
る
相
談
体
制
の
強
化

１
． 私
立
大
学
に
お
け
る
理
工
農
系
学
部
の

確
実
な
定
着
に
向
け
た
支
援

【
要
望
１
】学
部
転
換（
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
）時
の
人
件

費
支
援

　
本
支
援
事
業
の
メ
ニュ
ー
１
で
は
、理
工
農
系
学
部
の
学
生
定
員

を
効
率
的
に
拡
大
す
る
た
め
、学
部
転
換
が
主
な
支
援
対
象
と
さ

れ
て
い
ま
す
。私
立
大
学
が
学
部
転
換
を
し
た
場
合
、新
設
学
部
で

は
、当
該
学
部
で
取
り
扱
う
学
問
分
野
を
専
門
と
す
る
教
員
を
新

た
に
雇
用
す
る
た
め
、完
成
年
度
を
ピ
ー
ク
と
し
て
人
件
費
が
漸
増

し
て
い
き
ま
す
。一
方
、廃
止
学
部
で
は
、若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で

幅
広
い
年
齢
層
の
教
員
を
有
し
て
い
る
の
が
通
常
で
、こ
れ
ら
の
教

員
が
退
職
す
る
ま
で
雇
用
は
継
続
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、人
件
費
の
増

減
が
相
殺
す
る
ま
で
に
は
一
定
程
度
の
年
月
が
か
か
り
ま
す
。こ
の

よ
う
な
人
件
費
の
増
加
に
よ
る
資
金
的
な
負
担
が
、改
革
意
欲
の

高
い
私
立
大
学
の
学
部
転
換
への
挑
戦
の
障
壁
と
な
って
い
ま
す
。

　
学
部
転
換
への
取
組
が
資
金
的
な
制
約
の
み
を
理
由
に
断
念
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、学
部
転
換
に
伴
う
人
件
費
増
分
を
補
填
す
る

仕
組
み
が
不
可
欠
で
す
。そ
の
た
め
、①
本
支
援
事
業
に
よ
る
メ
ニュ
ー

１
選
定
大
学
への
人
件
費
の
追
加
支
援
、②
本
支
援
事
業
メ
ニュ
ー
１

への
選
定
を
条
件
と
し
た
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
に
よ
る
人
件

費
支
援
の
う
ち
、少
な
く
と
も
い
ず
れ
か
の
実
現
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
２
】「
メ
ニ
ュ
ー
１
」フ
ェ
ー
ズ
３
に
お
け
る
支
援
の
拡
充

　
メ
ニュ
ー
１
で
は
支
援
が
３
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、

フェ
ー
ズ
２（
１
校
当
た
り
上
限
約
20
億
円
）と
比
較
し
て
フェ
ー
ズ
３

（
４
年
間
で
上
限
４
０
０
０
万
円
）の
支
援
金
額
は
か
な
り
安
価
に
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。フェー
ズ
３
は
、メ
ニュ
ー
１
に
選
定
さ
れ
た
大
学
が

成
長
分
野
で
活
躍
し
う
る
人
材
育
成
の
機
能
を
最
大
限
発
揮
す
る
た

め
、改
組
後
の
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
課
題
等
が
な
い
か
実
際
の
教
育
活

動
を
通
じ
て
検
証
し
、教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
期
間
で
す
。

　
こ
の
フェ
ー
ズへの
支
援
は
、人
材
育
成
機
能
の
強
化
や
教
育
の
質

向
上
に
直
接
的
に
働
き
か
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、現
行
の
支

援
額
を
下
限
額
と
し
た
上
で
、改
組
の
規
模
や
挑
戦
の
大
き
さ
に

応
じ
て
支
援
金
額
が
積
み
上
が
る
仕
組
み
の
構
築
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
３
】本
支
援
事
業
終
了
後
の
自
走
化
支
援

　
理
工
農
系
学
部
の
運
営
に
は
人
文・社
会
科
学
系
学
部
に
比
べて
多

く
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、本
支
援
事
業
を
通
じ
て
理
工
農
系
学
部

等
を
設
置
し
た
場
合
、各
大
学
で
は
支
援
終
了
後
に
自
走
化
す
る
た

め
の
費
用
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。令
和
５
年
度
か
ら
、

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
に
お
い
て
理
工
農
系
学
部
を
対
象
と
し

た
新
た
な
単
価
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
が
、こ
の
単
価
設
定
を
も
って
、

理
工
農
系
学
部
等
が
自
走
化
で
き
る
支
援
に
足
る
と
は
到
底
言
え
ま

せ
ん
。ま
た
、仮
に
こ
れ
ら
の
学
部
等
の
運
営
費
用
を
授
業
料
に
転
嫁

し
た
場
合
、理
工
農
系
学
部
等
の
増
加
に
伴
い
大
学
授
業
料
の
平
均

額
が
漸
増
す
る
こ
と
と
な
り
、国
家
戦
略
で
あ
る
成
長
分
野
の
人
材

育
成
が
家
計
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

　
本
支
援
事
業
に
よ
り
私
立
大
学
に
新
設
さ
れ
た
理
工
農
系
学
部

等
が
将
来
に
わ
た
っ
て
定
着
し
、我
が
国
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め

に
も
、例
え
ば
国
立
大
学
の
理
工
農
系
学
部
の
運
営
費
を
算
定
し
、

そ
れ
に
準
じ
た
額
を
私
立
大
学
に
支
援
す
る
な
ど
、経
常
費
補
助

等
で
の
確
実
な
支
援
の
確
保
を
要
望
し
ま
す
。

2
． 本
支
援
事
業
を
通
じ
た
私
立
大
学
の
改
革
を

後
押
し
す
る
た
め
の
支
援

⑴
メ
ニ
ュ
ー
１「
学
部
再
編
等
に
よ
る
特
定
成
長
分
野
へ
の
転
換

等
支
援
」

【
要
望
４
】外
部
資
金
獲
得
額
水
準
の
算
定
要
件
の
緩
和

　「
メ
ニュ
ー
１
」への
申
請
要
件
の
１
つ
と
し
て
、フェ
ー
ズ
３
の
支
援

期
間
終
了
時
ま
で
に
、大
学
全
体
の
外
部
資
金
獲
得
額
が
申
請
時

点
の
平
均（
過
去
５
年
間
の
中
央
値
３
年
分
の
平
均
）に
支
援
額
を

2.5
％
上
乗
せ
し
た
水
準
以
上
と
な
る
計
画
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。支
援
終
了
後
の
各
大
学
に
よ
る
自
走
化
を
促
す
点
で
必

要
な
要
件
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
一
方
で
、す
べて
の
寄
附
金
が

算
定
基
礎
に
含
ま
れ
た
場
合
、周
年
事
業
や
新
館
建
設
と
いっ
た
目

的
の
た
め
に
特
定
の
期
間
受
け
付
け
る
寄
附
金
収
入
が
含
ま
れ
る
こ

と
が
あ
り
、本
支
援
事
業
に
よ
る
支
援
の
終
了
後
に
実
現
す
べ
き
外

部
資
金
獲
得
の
水
準
が
過
大
な
水
準
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
大
学
の
実
際（
通
常
期
）の
状
況
で
算
定
で
き
る
よ
う
、算
定
基
礎
と

す
る
外
部
資
金
獲
得
額
か
ら
期
間
や
使
途
を
限
定
し
て
受
け
付
け
る

寄
附
金
収
入
額
を
除
外
で
き
る
よ
う
要
件
の
緩
和
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
５
】実
態
に
即
し
た
助
成
対
象
経
費
の
算
定
・
交
付

　「
メ
ニュ
ー
１
」の
う
ち
、助
成
金
額
が
最
も
大
き
い
フェ
ー
ズ
２
に
お

け
る
助
成
金
の
使
途
と
し
て「
施
設
の
新
築
、増
築
、改
築
又
は
改
修

工
事
若
し
く
は
建
物
取
得
に
要
す
る
経
費
及
び
附
帯
工
事
費
や
必
要

な
設
備
備
品
の
購
入
、製
造
、据
付
等
」が
公
募
要
領
に
示
さ
れ
て
い
ま

す
。一
方
で
、「
独
立
行
政
法
人
大
学
改
革
支
援・学
位
授
与
機
構
大

学・高
専
成
長
分
野
転
換
支
援
基
金
助
成
金
交
付
規
則
」（
以
下
、「
交

付
規
則
」と
い
う
。）に
定
め
る
フェー
ズ
２
の
助
成
対
象
経
費
は「
施
設

設
備
整
備
費
、建
物
取
得
費
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。加
え
て
、費
目
の
区

別
は
助
成
事
業
者
の
会
計
規
程
等
に
基
づ
き
行
う
こ
と
が
公
募
要
領

に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、機
器
等
の
購
入
経
費
を「
施
設
設
備
整

備
費
、建
物
取
得
費
」と
は
異
な
る
費
目
と
し
て
規
程
に
定
め
て
い
る

選
定
大
学
に
お
い
て
は
、こ
の
購
入
経
費
が
助
成
金
額
の
算
定
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。理
工
農
系
分
野
への
転
換
を
推
進
す
る
と
い
う
同
じ
目

的
の
下
、同
様
の
設
備
を
購
入
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、助
成
対
象
と

な
る
大
学
と
な
ら
な
い
大
学
が
生
じ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
交
付
規
則
を
改
正
す
る
な
ど
に
よ
り
、公
募
要
領
に
も
記
載

の
あ
る「
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
直
接
必
要
」な
設
備
等
の
購
入
に
つ

い
て
は
、そ
の
費
目
に
か
か
わ
ら
な
い
確
実
な
支
援
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
６
】教
員
確
保
と
教
育
体
制
強
化
に
向
け
た
設
置
計
画
履

行
期
間
の
柔
軟
な
設
定

　
本
支
援
事
業
で
は
、「
メ
ニュ
ー
１
」に
お
い
て
２
５
０
も
の
取
組
が
、

ま
た「
メ
ニュ
ー
２
」に
お
い
て
も
60
の
取
組
が
約
10
年
の
間
に
実
施
さ

れ
る
予
定
と
なって
い
ま
す
。そ
の
た
め
選
定
大
学
に
は
、成
長
分
野
に

携
わ
る
教
員
を
他
の
大
学
と
同
時
期
に
確
保
す
る
必
要
が
生
じ
ま

す
。特
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
で
は
、各
大
学
に
よ
る
教
員
の
獲
得

競
争
が
激
し
く
、質
の
高
い
教
員
の
充
足
が
課
題
と
なって
い
ま
す
。

　
教
員
採
用
が
数
の「
間
に
合
わ
せ
」の
対
応
と
な
って
は
、理
工
農

系
分
野
の
学
部
数
が
増
え
た
と
し
て
も
、本
来
の
目
的
で
あ
る
成
長

分
野
で
活
躍
し
う
る
人
材
育
成
を
十
分
に
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。す
べて
の
選
定
大
学
が
質
の
高
い
教
育
の
提
供
が
可
能
な
教
育

体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、教
員
の
選
考
に
十
分
な
時
間
を
充

て
、優
れ
た
教
育
実
績
や
研
究
業
績
を
持
つ
教
員
、豊
か
な
実
務
経

験
を
持
つ
教
員
を
採
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、本
支

援
事
業
に
選
定
さ
れ
た
計
画
に
基
づ
く
設
置
認
可
申
請
に
つ
い
て

は
、設
置
か
ら
完
成
年
度
を
経
過
す
る
ま
で
の
設
置
計
画
履
行
期

間（
Ａ
Ｃ
期
間
）を
修
業
年
限
に
限
ら
ず
弾
力
的
に
設
定
で
き
る
仕

組
み
の
構
築
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
７
】学
部
設
置
等
初
年
度
か
ら
の
私
立
大
学
等
経
常
費
補

助
金
の
早
期
交
付

　
本
支
援
事
業
で
は
、学
部
転
換
以
外
に
学
部
新
設
や
既
設
学
部
の

学
生
定
員
増
の
取
組
も
支
援
の
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
な

が
ら
、現
行
の
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金（
以
下
、「
経
常
費
補
助

金
」と
い
う
。）の
算
定
ス
キ
ー
ム
で
は
、設
置
後
完
成
年
度
を
超
え
て

い
な
い
学
部
等
は
、既
設
学
部
の
定
員
減
を
伴
わ
な
い
限
り
経
常
費

補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
私
立
大
学
が
よ
り
積
極
的
に
改
革
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、本
支

援
事
業
と
経
常
費
補
助
金
が
有
機
的
か
つ
相
乗
的
に
組
み
合
わ
さ

れ
た
柔
軟
な
支
援
が
不
可
欠
で
す
。そ
の
た
め
、経
常
費
補
助
金
に
お

い
て
、本
支
援
事
業
に
選
定
さ
れ
た
取
組
に
つ
い
て
は
完
成
年
度
を

待
つ
こ
と
な
く
交
付
さ
れ
る
仕
組
み
の
構
築
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
８
】東
京
23
区
内
に
設
置
す
る
大
学
の
取
組
に
お
け
る
要

件
緩
和

　
当
連
盟
は
、東
京
23
区
内
に
設
置
す
る
大
学
が
有
す
る
学
部
等

の
学
生
定
員
規
制（
以
下
、「
定
員
規
制
」と
い
う
。）の
早
期
全
面

撤
廃
を
求
め
て
い
ま
す
。今
般
、本
支
援
事
業
の
創
設
を
受
け
、定

員
規
制
に
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
、こ
の
特
例
措
置
に
よ
り
定
員

を
増
や
す
場
合
は
、新
学
部
等
の
完
成
年
度
以
降
３
年
以
内
に
大

学
全
体
の
入
学
定
員
を
増
加
前
に
戻
す
こ
と
を
前
提
と
し
た
臨
時

的
な
定
員
増
加
で
あ
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。し
た
が
っ

て
、東
京
23
区
内
の
大
学
が
本
支
援
事
業「
メ
ニュ
ー
１
」に
申
請
す

る
場
合
、学
部
等
の
転
換
を
伴
わ
な
い
定
員
増（
純
増
）は
原
則
認

め
ら
れ
ず
、他
の
地
域
の
大
学
に
比
べ
て
新
た
な
挑
戦
が
制
約
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
本
支
援
事
業「
メ
ニュ
ー
１
」に
申
請
す
る
場
合
は
、東
京
23
区
内

に
設
置
す
る
大
学
に
お
い
て
も
、①
学
部
等
の
転
換
を
伴
わ
な
い
定

員
増（
純
増
）を
認
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
ま
す
。そ
れ
が
難
し

い
場
合
に
お
い
て
は
、少
な
く
と
も
事
業
費（
支
援
額
）算
定
時
に
②

引
き
下
げ
観
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る「
既
存
組
織
の
定
員
増
」

を
適
用
せ
ず
、減
額
し
な
い
よ
う
要
望
し
ま
す
。

⑵
メ
ニ
ュ
ー
２「
高
度
情
報
専
門
人
材
の
確
保
に
向
け
た
機
能
強

化
支
援
」

【
要
望
９
】選
定
件
数
の
拡
充
と
公
募
期
間
３
年
間
の
厳
守（
短
縮

し
な
い
）

　「
メ
ニュ
ー
２
」の
初
回
公
募
で
は
、選
定
予
定
校
数
60
校
に
対
し

57
校
が
申
請
し
、国
立
大
学
37
校
、公
立
大
学
４
校
、私
立
大
学
５

校
、国
立
高
専
５
校
の
計
51
校
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。「
メ
ニュ
ー

２
」が
支
援
す
る「
高
度
情
報
専
門
人
材
の
確
保
に
向
け
た
機
能
強

化
」に
つ
い
て
は
、急
速
な
Ｄ
Ｘ
の
進
展
や
Ａ
Ｉ
の
普
及
に
迅
速
に
対

応
す
る
必
要
が
あ
り
、多
く
の
大
学
が
で
き
る
だ
け
早
期
に
機
能
強

化
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
言
え
ま
す
。

　
一
方
で
、「
メ
ニュ
ー
２
」が
目
指
す
高
度
情
報
専
門
人
材
の
育
成
に

は
、特
定
の
大
学
等
の
み
な
ら
ず
、国
内
の
す
べて
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
系
学
部
及
び
研
究
科
が
機
能
強
化
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、「
メ
ニュ
ー
２
」の
公
募
期
間
は
３
年
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
メ
ニュ
ー
１
」と
異
な
り
選
定
の
時
期
が
支
援
金
額
に
影
響
し
な
い

こ
と
か
ら
、十
分
な
検
討
期
間
を
と
っ
た
上
で
申
請
を
予
定
し
て
い
る

大
学
も
あ
り
ま
す
。意
欲
的
に
改
革
の
準
備
を
進
め
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
申
請
で
き
な
い
事
態
に
陥
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、①
選
定
校
数
の
拡

充
と
②
公
募
期
間
３
年
間
の
厳
守（
短
縮
し
な
い
）を
要
望
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、懸
念
事
項
と
し
て
、「
メ
ニュ
ー
２
」に
申
請
し
た
国
立

大
学
は
全
校
選
定
さ
れ
て
お
り
、現
状
の
選
定
予
定
校
数（
60
校
）

の
62
％
を
占
め
て
い
ま
す
。機
能
強
化
さ
れ
る
大
学
の
設
置
形
態

が
こ
の
よ
う
に
偏
っ
て
は
、高
度
情
報
専
門
人
材
を
目
指
す
際
の
進

路
が
一
部
の
国
立
大
学
に
限
定
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。学
生
に
多
様

な
選
択
肢
を
提
供
で
き
る
よ
う
、③
選
定
さ
れ
る
大
学
の
設
置
形

態
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

⑶
メ
ニ
ュ
ー
１
及
び
メ
ニ
ュ
ー
２
共
通
事
項

【
要
望
10
】設
置
認
可
に
係
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し

　
本
支
援
事
業
に
申
請
す
る
計
画
は
、フ
ェ
ー
ズ
１
に
お
い
て
原
則

３
年
以
内
に
設
置
認
可
ま
た
は
届
出
を
提
出
し
フ
ェ
ー
ズ
２
へ
と
移

行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。検
討・準
備
期
間
に
対
し
て
も
支
援
が

設
け
ら
れ
た
こ
と
は
大
変
画
期
的
で
あ
り
、感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
。一
方
で
、フェ
ー
ズ
１
の
期
間
に
は
、学
内
に
お
け
る
検
討
体
制
の

構
築
か
ら
ニ
ー
ズ
調
査
、申
請
書
類
の
整
理
や
精
査
な
ど
、短
期
間

に
多
く
の
準
備
が
必
要
と
な
る
た
め
、①
準
備・検
討
期
間
で
あ
る

フ
ェ
ー
ズ
１
の
期
間（
３
年
間
）の
弾
力
化
を
要
望
し
ま
す
。

　
ま
た
、現
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、認
可
さ
れ
た
学
部
の
設
置
等
に

係
る
具
体
的
な
情
報
を
社
会
に
周
知
で
き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
前
年

度
の
６
月
ま
た
は
８
月
以
降
で
、そ
の
期
間
は
わ
ず
か
半
年
間
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。広
報
期
間
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
に
入
学
者
が
質

的
、あ
る
い
は
量
的
に
不
足
し
、教
育
機
能
を
初
年
度
か
ら
最
大
限

に
発
揮
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。定
員
管
理
の
厳
格
化
に
起

因
す
る
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
算
定
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、学
生
募
集
の
た
め
の
十
分
な
期
間
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
、本
支
援
事
業
に
選
定
さ
れ
た
取
組
に
は
②
設
置
認
可

申
請
か
ら
認
可
ま
で
の
期
間
を
短
縮
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
適
用
す

る
な
ど
の
見
直
し
を
要
望
し
ま
す
。

【
要
望
11
】公
募
情
報
の
確
実
な
周
知
と
十
分
な
申
請
期
間
の
確
保

　
初
回
公
募
に
お
い
て
、文
部
科
学
省
及
び
大
学
改
革
支
援・学
位

授
与
機
構（
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｄ
）か
ら
各
大
学
宛
て
に
、概
ね
以
下
の
と
お
り

情
報
提
供
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

業
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
き
め
細
か
な
対
応
を
望
み
ま
す
。例
え
ば
、

相
談
窓
口
と
な
っ
て
い
る
大
学
改
革
支
援・学
位
授
与
機
構
に
お
い

て
、初
回
公
募
が
終
了
後
の
質
問
は
受
け
付
け
て
も
ら
え
な
い
な
ど
の

ケ
ー
ス
が
あ
り
、学
内
で
の
検
討
が
滞
って
い
る
と
い
う
声
も
聞
か
れ

ま
し
た
。そ
の
た
め
、相
談
体
制
の
速
や
か
な
充
実
を
要
望
し
ま
す
。

　
加
え
て
、新
た
に
理
工
農
系
学
部
を
設
置
す
る
に
あ
た
って
は
、そ

の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
識
を
備
え
た
人
材
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
重

要
と
な
り
ま
す
が
、特
に
人
文・社
会
科
学
系
分
野
の
み
有
す
る
大

学
で
は
そ
の
よ
う
な
人
材
に
乏
し
い
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。国

家
戦
略
の
一
環
と
し
て
本
支
援
事
業
に
よ
る
大
学
改
革
を
推
し
進

め
る
た
め
、各
大
学
の
改
革
に
向
け
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
機
能
を
整
備

す
る
な
ど
、相
談
窓
口
の
機
能
強
化
を
要
望
し
ま
す
。

理
工
系
分
野
の
充
実
・
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
委
員
名
簿

担
当
理
事
　伊
藤
　公
平
　
　慶
應
義
塾
　塾
長

委
　
　員
　澁
谷
　智
治
　
　上
智
学
院
　理
工
学
部
長

　
　
　
　
　
　田
　
　裕
　
　関
西
大
学
　大
学
長

　
　
　
　
　巳
波
　弘
佳
　
　関
西
学
院
　副
学
長
、工
学
部
教
授

　
　
　
　
　新
井
　英
夫
　
　松
山
大
学
　理
事
長
・
大
学
長

　
　
　
　
　宮
崎
あ
か
ね
　
　日
本
女
子
大
学
　副
学
長
、理
学
部
教
授

　
　
　
　
　山
田
　
　純
　
　芝
浦
工
業
大
学
　大
学
長

　
　
　
　
　上
原
万
里
子
　
　東
京
農
業
大
学
　副
学
長
、応
用
生
物
科
学
部
教
授

（
文
部
科
学
省
か
ら
の
案
内
等
）

令
和
４
年
12
月
２
日
　
令
和
４
年
度
第
２
次
補
正
予
算
公
表

令
和
５
年
２
月
28
日
　
助
成
業
務
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
指
針
の
各
大
学

へ
の
通
知

Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｄ
か
ら
の
情
報
提
供
希
望
の
登
録
案
内（
３
／
10

締
切
）

（
大
学
改
革
支
援
・
学
位
授
与
機
構
か
ら
の
案
内
等
）

令
和
５
年
４
月
14
日
　
助
成
業
務
の
実
施
に
関
す
る
方
針
の
各
登
録
大
学
へ
の
通
知

申
請
予
定
の
事
前
連
絡
に
係
る
案
内（
５
／
９
〆
切
）

４
月
18
日
　
公
募
要
領
掲
載
、公
募
受
付
開
始

４
月
27
日
　
公
募
に
係
る
説
明
動
画
ウ
ェ
ブ
掲
載
の
各
登
録

大
学
へ
の
通
知

５
月
12
日
　
Ｑ
＆
Ａ
更
新
の
各
登
録
大
学
へ
の
通
知

５
月
24
日
　
公
募
受
付
締
切

（
文
部
科
学
省
か
ら
の
案
内
等
）

令
和
４
年
12
月
２
日
　
令
和
４
年
度
第
２
次
補
正
予
算
公
表

令
和
５
年
２
月
28
日
　
助
成
業
務
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
指
針
の
各
大
学

へ
の
通
知

Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｄ
か
ら
の
情
報
提
供
希
望
の
登
録
案
内（
３
／
10

締
切
）

（
大
学
改
革
支
援
・
学
位
授
与
機
構
か
ら
の
案
内
等
）

令
和
５
年
４
月
14
日
　
助
成
業
務
の
実
施
に
関
す
る
方
針
の
各
登
録
大
学
へ
の
通
知

申
請
予
定
の
事
前
連
絡
に
係
る
案
内（
５
／
９
〆
切
）

４
月
18
日
　
公
募
要
領
掲
載
、公
募
受
付
開
始

４
月
27
日
　
公
募
に
係
る
説
明
動
画
ウ
ェ
ブ
掲
載
の
各
登
録

大
学
へ
の
通
知

５
月
12
日
　
Ｑ
＆
Ａ
更
新
の
各
登
録
大
学
へ
の
通
知

５
月
24
日
　
公
募
受
付
締
切

22
日

16
日

８
日
締切まで営業日で
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新会員代表者紹介

　
中
川
正
法
前
学
長
の
任
期
満

了
に
伴
い
、２
０
２
３
年
６
月
20
日

付
で
南
博
文
学
長
が
就
任
し
た
。

　
南
学
長
は
１
９
５
７
年
生
ま

れ
。１
９
７
９
年
広
島
大
学
教
育

学
部
心
理
学
科
卒
業
。同
大
学

院
を
経
て
、１
９
８
５
年
米
国
ク

ラ
ー
ク
大
学
大
学
院
博
士
過
程

を
修
了（Ph.D

）。

　
１
９
８
６
年
に
広
島
大
学
教
育

学
部
助
手
、同
講
師
、助
教
授
を

経
て
、１
９
９
４
年
よ
り
九
州
大

学
教
育
学
部
助
教
授
、１
９
９
８

年
よ
り
大
学
院
人
間
環
境
学
研

究
科
教
授
。教
育
学
部
長
お
よ
び

統
合
新
領
域
学
府
長
を
歴
任
。国

際
活
動
と
し
て
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
市

立
大
学
客
員
教
授
お
よ
び
フ
ル
ブ

ラ
イ
ト
研
究
員
に
従
事
。

　
専
門
は
、環
境
心
理
学
。人
間・

環
境
学
会
長（
２
０
０
４
年
〜

２
０
０
６
年
）な
ど
を
務
め
る
。著

書
に『
子
ど
も
た
ち
の「
居
場
所
」

と
対
人
的
世
界
の
現
在
』（
九
州

大
学
出
版
会
）（
共
編
著
）、『
環
境

心
理
学
の
新
し
い
か
た
ち
』（
誠
信

書
房
）な
ど
が
あ
る
。

　
本
学
は
、仏
教（
浄
土
真
宗
）に

基
盤
を
置
き
、女
性
の
自
律
支
援

を
建
学
の
精
神
に
持
つ
地
域
密
着

型
の
教
育
機
関
と
し
て
定
評
を
得

て
き
た
。そ
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ

つ
つ
新
し
い
時
代
に「
生
き
延
び

る
」教
育
の
進
化
形
の
実
現
に
着

手
し
て
い
る
。

南 

博
文

み
な
み

ひ
ろ 

ふ
み

筑
紫
女
学
園
大
学

筑
紫
女
学
園
大
学 

学
長

　
清
水
正
之
理
事
長・学
長
の
任

期
満
了
に
伴
い
、２
０
２
３
年
４

月
１
日
付
で
、小
池
茂
子
副
学
長

が
新
理
事
長・学
長
に
就
任
し
た
。

　
小
池
学
長
は
１
９
６
２
年
生
ま

れ
。１
９
８
７
年
３
月
青
山
学
院

大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
育

学
専
攻
博
士
前
期
課
程
修
了
、１

９
９
３
年
３
月
青
山
学
院
大
学

文
学
研
究
科
教
育
学
専
攻
博
士

後
期
課
程
単
位
取
得
済
退
学
。

　
２
０
０
６
年
４
月
聖
学
院
大

学
基
礎
総
合
教
育
部
講
師
と
し

て
着
任
後
、２
０
０
８
年
４
月
人

間
福
祉
学
部
に
異
動
し
、２
０
１

８
年
４
月
よ
り
人
文
学
部
教
授
。

　
２
０
１
８
〜
２
０
１
９
年
度
学

長
補
佐
、２
０
２
０
年
度
副
学

長
、人
文
学
部
長（
秋
学
期
）、２

０
２
１
年
度
副
学
長
。２
０
２
２

年
度
副
学
長
、人
文
学
部
長
兼

文
化
総
合
学
研
究
科
長
。

　
専
門
は
、社
会
教
育
学
、生
涯

学
習
論
、成
人
教
育
学
。

　
聖
学
院
大
学
は
、学
校
法
人

聖
学
院
１
２
０
年
の
伝
統
の
下
、

今
年
度
創
立
35
周
年
を
迎
え

る
。埼
玉
県
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
教

主
義
大
学
と
し
て
、建
学
の
精
神

の
下
に「
一
人
を
愛
し
、一
人
を

育
む
。」と
い
う
タ
グ
ラ
イ
ン
を
全

教
職
員
が
共
有
し
、共
感
力・対

話
力・実
践
力
を
有
し
、専
門
性

と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
も
っ

て
社
会
に
貢
献
す
る
人
間
の
育

成
を
目
指
し
て
い
く
。

小
池 

茂
子

こ

　い
け

し
げ

　こ

聖
学
院
大
学

学
校
法
人
聖
学
院 

理
事
長

聖
学
院
大
学 

学
長
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新
井 

一（
あ
ら
い 

は
じ
め
）

順
天
堂
大
学
学
長
。’79
順
天
堂
大
学
医
学
部
卒

業
、博
士（
医
学
）、’02
よ
り
同
大
学
医
学
部
脳
神

経
外
科
教
授
、医
学
部
附
属
順
天
堂
医
院
院
長
、

医
学
部
長
を
経
て
、’16
よ
り
現
職
。

伊
藤 

公
平（
い
と
う 

こ
う
へ
い
）

慶
應
義
塾
長
。’89
慶
應
義
塾
大
学
理
工
学
部
卒

業
。’94
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校

Ph.D
.

。’21
よ
り
現
職
。専
門
は
固
体
物
理
、量
子

コ
ン
ピュ
ー
タ
。

小
林 

光
広（
こ
ば
や
し 

み
つ
ひ
ろ
）

学
校
法
人
法
政
大
学
総
務
部
庶
務
課
課
長
。

城
山 

大
樹（
じ
ょ
う
や
ま 

だ
い
き
）

学
校
法
人
関
西
学
院
総
務
部
総
務
課
課
長
。関

西
学
院
大
学
法
学
部
卒
業
。’05
学
校
法
人
関
西

学
院
入
職
。社
会
学
部
事
務
室
、高
大
接
続
セ
ン

タ
ー
を
経
て
’23
よ
り
現
職
。

井
上 

博
司（
い
の
う
え 

ひ
ろ
し
）

熊
本
学
園
大
学
総
務
部
長
。熊
本
商
科
大
学

（
現・熊
本
学
園
大
学
）経
済
学
部
卒
業
。’91
熊
本

商
科
大
学
入
職
、’21
よ
り
現
職
。

飯
田 

昌
美（
い
い
だ 

ま
さ
み
）

三
重
大
学
安
全・防
災・危
機
管
理
室
災
害
対
策

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
。防
衛
大
学
校
を
卒
業
後
、陸

上
自
衛
隊
に
勤
務
。定
年
後
、三
重
大
学
防
災
室

長
を
経
て
、’22
よ
り
現
職
。

大
谷 

奈
緒
子（
お
お
た
に 

な
お
こ
）

東
洋
大
学
社
会
学
部
教
授
。’97
東
洋
大
学
大
学

院
社
会
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退

学
。修
士（
社
会
学
）。’16
よ
り
現
職
。共
著『
新
放

送
論
』な
ど
。

早
川 

和
宏（
は
や
か
わ 

か
ず
ひ
ろ
）

東
洋
大
学
副
学
長
、学
生
部
長
、法
学
部
教
授
、

弁
護
士
。’00
成
城
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博

士
課
程
後
期
単
位
取
得
退
学
。

國
見 

憲
吾（
く
に
み 

け
ん
ご
）

学
校
法
人
近
畿
大
学
法
人
本
部
総
務
部
主
任
。

’11
近
畿
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
前
期

課
程
修
了
。修
士（
経
済
学
）。’12
学
校
法
人
近
畿

大
学
入
職
、’20
か
ら
現
職
。

村
川 

千
鶴（
む
ら
か
わ 

ち
づ
る
）

学
校
法
人
神
奈
川
大
学
み
な
と
み
ら
い
統
括
部

長
。学
長
室
長
、附
属
中・高
等
学
校
事
務
長
、平

塚
事
務
部
長
を
経
て
’23 

４
月
よ
り
現
職
。

村
松 

航
平（
む
ら
ま
つ 

こ
う
へ
い
）

東
海
大
学
学
長
室
総
務
担
当
。’18
東
海
大
学
国

際
文
化
学
部
地
域
創
造
学
科
卒
業
。民
間
企
業

で
の
勤
務
を
経
て
、’21
よ
り
現
職
。

末
木 

由
紀（
す
え
き 

ゆ
き
）

成
城
大
学
学
長
室
主
任
。

高
橋 

悠（
た
か
は
し 

ゆ
う
）

松
山
大
学
生
活
協
同
組
合
専
務
理
事
。愛
媛
大

学
工
学
部
環
境
建
設
工
学
科
卒
業
。’04
松
山
大

学
生
活
協
同
組
合
入
協
。’23
よ
り
現
職
。

石
川 

順
之（
い
し
か
わ 

じ
ゅ
ん
し
）

学
校
法
人
駒
澤
大
学
理
事
長
。同
法
人
監
事
を
経

て
、’22
よ
り
現
職
。駒
澤
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研

究
科
仏
教
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
。京
都
市
詩
仙

堂
丈
山
寺
住
職
。

茂
木 

え
り（
も
て
き 

え
り
）

中
央
大
学
学
事・社
会
連
携
課
副
課
長（
父
母
連

絡
会
担
当
）。’05
中
央
大
学
文
学
部
卒
業
。’05
学

校
法
人
中
央
大
学
入
職
。’21
よ
り
現
職
。

井
上 

拓
也（
い
の
う
え 

た
く
や
）

立
命
館
大
学
校
友・父
母
課
課
長
。

長
谷
川 

紹
子（
は
せ
が
わ 

し
ょ
う
こ
）

神
戸
女
学
院
大
学
大
学
事
務
長
。’22
よ
り
現
職
。

阿
川 

修
三（
あ
が
わ 

し
ゅ
う
ぞ
う
）

文
教
大
学
父
母
と
教
職
員
の
会
事
務
局
長
。文
教

大
学
文
学
部
教
授
。東
京
教
育
大
学
文
学
部
卒
業
。

東
京
都
立
大
学
人
文
科
学
研
究
科
修
士
課
程
修

了
。文
学
修
士
。専
門
は
近
代
日
中
文
化
交
流
史
。

島
薗 

進（
し
ま
ぞ
の 

す
す
む
）

大
正
大
学
客
員
教
授
、上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究

所
客
員
所
員
、東
京
大
学
名
誉
教
授
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
京
自

由
大
学
学
長
。東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程
単
位
取

得
退
学
。専
門
は
近
代
日
本
宗
教
史
、宗
教
理
論
な
ど
。

竹
内 

光
子（
た
け
う
ち 

み
つ
こ
）

日
本
女
子
大
学
学
術
研
究
員（
’12
〜
’20
、’23
〜
）。

設
計
事
務
所
主
宰（
’19
〜
）。同
大
学
大
学
院
修
士

課
程
修
了
後
、設
計
事
務
所
勤
務
。’23
同
大
学
院

人
間
生
活
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。

山
本 

直
子（
や
ま
も
と 

な
お
こ
）

東
洋
英
和
女
学
院
大
学
国
際
社
会
学
部
専
任

講
師
。’16
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究

科
後
期
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
、博
士（
社

会
学
）。’22
よ
り
現
職
。

李 

燕（
リ 

エ
ン
）

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

観
光
学
部
学
部
長
。京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
博
士
課
程
修
了
。立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
ア

ジ
ア
太
平
洋
学
部
学
部
長
、副
学
長
を
経
て
現
職
。

赤
江 

達
也（
あ
か
え 

た
つ
や
）

関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
教
授
、学
院
史
編
纂

室
長
。筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
社
会
科
学

研
究
科
修
了
。博
士（
社
会
学
）。主
著『「
紙
上
の

教
会
」と
日
本
近
代
』（
岩
波
書
店
）。

尾
崎 

寛
直（
お
ざ
き 

ひ
ろ
な
お
）

東
京
経
済
大
学
経
済
学
部
教
授
。’04
東
京
大
学

大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
国
際
社
会
科
学
専
攻

博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。専
門
は
環
境

政
策
、環
境
福
祉
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
福
祉
他
。

外
池 

大
亮（
と
の
い
け 

だ
い
す
け
）

’97
早
稲
田
大
学
社
会
学
部
卒
業
後
、Ｊ
リ
ー
グ
の
ベ

ル
マ
ー
レ
平
塚
に
加
入
。’07
引
退
後
、電
通
、ス
カ

パ
ー
！
に
勤
務
。’18
早
稲
田
大
学
ア
式
蹴
球
部
監
督

に
就
任
。’23
よ
り
横
浜
マ
リ
ノ
ス
㈱
経
営
企
画
部
。

外
川 

智
恵（
と
が
わ 

ち
え
）

大
正
大
学
表
現
学
部
教
授
。同
大
学
卒
業
。カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
臨
床
心
理
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。山
梨
放

送
を
経
て
フ
リ
ー
。Ｎ
Ｔ
Ｔ
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
巻
頭
イ

ン
タ
ビュー
、新
語・流
行
語
大
賞
の
総
合
司
会
な
ど
。

執筆者・出席者のご紹介（掲載順）
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新
井 

一（
あ
ら
い 

は
じ
め
）

順
天
堂
大
学
学
長
。’79
順
天
堂
大
学
医
学
部
卒

業
、博
士（
医
学
）、’02
よ
り
同
大
学
医
学
部
脳
神

経
外
科
教
授
、医
学
部
附
属
順
天
堂
医
院
院
長
、

医
学
部
長
を
経
て
、’16
よ
り
現
職
。

伊
藤 

公
平（
い
と
う 

こ
う
へ
い
）

慶
應
義
塾
長
。’89
慶
應
義
塾
大
学
理
工
学
部
卒

業
。’94
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校

Ph.D
.

。’21
よ
り
現
職
。専
門
は
固
体
物
理
、量
子

コ
ン
ピュ
ー
タ
。

小
林 

光
広（
こ
ば
や
し 

み
つ
ひ
ろ
）

学
校
法
人
法
政
大
学
総
務
部
庶
務
課
課
長
。

城
山 

大
樹（
じ
ょ
う
や
ま 

だ
い
き
）

学
校
法
人
関
西
学
院
総
務
部
総
務
課
課
長
。関

西
学
院
大
学
法
学
部
卒
業
。’05
学
校
法
人
関
西

学
院
入
職
。社
会
学
部
事
務
室
、高
大
接
続
セ
ン

タ
ー
を
経
て
’23
よ
り
現
職
。

井
上 

博
司（
い
の
う
え 

ひ
ろ
し
）

熊
本
学
園
大
学
総
務
部
長
。熊
本
商
科
大
学

（
現・熊
本
学
園
大
学
）経
済
学
部
卒
業
。’91
熊
本

商
科
大
学
入
職
、’21
よ
り
現
職
。

飯
田 

昌
美（
い
い
だ 

ま
さ
み
）

三
重
大
学
安
全・防
災・危
機
管
理
室
災
害
対
策

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
。防
衛
大
学
校
を
卒
業
後
、陸

上
自
衛
隊
に
勤
務
。定
年
後
、三
重
大
学
防
災
室

長
を
経
て
、’22
よ
り
現
職
。

大
谷 

奈
緒
子（
お
お
た
に 

な
お
こ
）

東
洋
大
学
社
会
学
部
教
授
。’97
東
洋
大
学
大
学

院
社
会
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退

学
。修
士（
社
会
学
）。’16
よ
り
現
職
。共
著『
新
放

送
論
』な
ど
。

早
川 

和
宏（
は
や
か
わ 

か
ず
ひ
ろ
）

東
洋
大
学
副
学
長
、学
生
部
長
、法
学
部
教
授
、

弁
護
士
。’00
成
城
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博

士
課
程
後
期
単
位
取
得
退
学
。

國
見 

憲
吾（
く
に
み 

け
ん
ご
）

学
校
法
人
近
畿
大
学
法
人
本
部
総
務
部
主
任
。

’11
近
畿
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
前
期

課
程
修
了
。修
士（
経
済
学
）。’12
学
校
法
人
近
畿

大
学
入
職
、’20
か
ら
現
職
。

村
川 

千
鶴（
む
ら
か
わ 

ち
づ
る
）

学
校
法
人
神
奈
川
大
学
み
な
と
み
ら
い
統
括
部

長
。学
長
室
長
、附
属
中・高
等
学
校
事
務
長
、平

塚
事
務
部
長
を
経
て
’23 

４
月
よ
り
現
職
。

村
松 

航
平（
む
ら
ま
つ 

こ
う
へ
い
）

東
海
大
学
学
長
室
総
務
担
当
。’18
東
海
大
学
国

際
文
化
学
部
地
域
創
造
学
科
卒
業
。民
間
企
業

で
の
勤
務
を
経
て
、’21
よ
り
現
職
。

末
木 

由
紀（
す
え
き 

ゆ
き
）

成
城
大
学
学
長
室
主
任
。

高
橋 

悠（
た
か
は
し 

ゆ
う
）

松
山
大
学
生
活
協
同
組
合
専
務
理
事
。愛
媛
大

学
工
学
部
環
境
建
設
工
学
科
卒
業
。’04
松
山
大

学
生
活
協
同
組
合
入
協
。’23
よ
り
現
職
。

石
川 

順
之（
い
し
か
わ 

じ
ゅ
ん
し
）

学
校
法
人
駒
澤
大
学
理
事
長
。同
法
人
監
事
を
経

て
、’22
よ
り
現
職
。駒
澤
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研

究
科
仏
教
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
。京
都
市
詩
仙

堂
丈
山
寺
住
職
。

茂
木 

え
り（
も
て
き 

え
り
）

中
央
大
学
学
事・社
会
連
携
課
副
課
長（
父
母
連

絡
会
担
当
）。’05
中
央
大
学
文
学
部
卒
業
。’05
学

校
法
人
中
央
大
学
入
職
。’21
よ
り
現
職
。

井
上 

拓
也（
い
の
う
え 

た
く
や
）

立
命
館
大
学
校
友・父
母
課
課
長
。

長
谷
川 

紹
子（
は
せ
が
わ 

し
ょ
う
こ
）

神
戸
女
学
院
大
学
大
学
事
務
長
。’22
よ
り
現
職
。

阿
川 

修
三（
あ
が
わ 

し
ゅ
う
ぞ
う
）

文
教
大
学
父
母
と
教
職
員
の
会
事
務
局
長
。文
教

大
学
文
学
部
教
授
。東
京
教
育
大
学
文
学
部
卒
業
。

東
京
都
立
大
学
人
文
科
学
研
究
科
修
士
課
程
修

了
。文
学
修
士
。専
門
は
近
代
日
中
文
化
交
流
史
。

島
薗 

進（
し
ま
ぞ
の 

す
す
む
）

大
正
大
学
客
員
教
授
、上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究

所
客
員
所
員
、東
京
大
学
名
誉
教
授
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
京
自

由
大
学
学
長
。東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程
単
位
取

得
退
学
。専
門
は
近
代
日
本
宗
教
史
、宗
教
理
論
な
ど
。

竹
内 

光
子（
た
け
う
ち 

み
つ
こ
）

日
本
女
子
大
学
学
術
研
究
員（
’12
〜
’20
、’23
〜
）。

設
計
事
務
所
主
宰（
’19
〜
）。同
大
学
大
学
院
修
士

課
程
修
了
後
、設
計
事
務
所
勤
務
。’23
同
大
学
院

人
間
生
活
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。

山
本 

直
子（
や
ま
も
と 

な
お
こ
）

東
洋
英
和
女
学
院
大
学
国
際
社
会
学
部
専
任

講
師
。’16
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究

科
後
期
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
、博
士（
社

会
学
）。’22
よ
り
現
職
。

李 

燕（
リ 

エ
ン
）

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

観
光
学
部
学
部
長
。京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
博
士
課
程
修
了
。立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
ア

ジ
ア
太
平
洋
学
部
学
部
長
、副
学
長
を
経
て
現
職
。

赤
江 

達
也（
あ
か
え 

た
つ
や
）

関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
教
授
、学
院
史
編
纂

室
長
。筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
社
会
科
学

研
究
科
修
了
。博
士（
社
会
学
）。主
著『「
紙
上
の

教
会
」と
日
本
近
代
』（
岩
波
書
店
）。

尾
崎 

寛
直（
お
ざ
き 

ひ
ろ
な
お
）

東
京
経
済
大
学
経
済
学
部
教
授
。’04
東
京
大
学

大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
国
際
社
会
科
学
専
攻

博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。専
門
は
環
境

政
策
、環
境
福
祉
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
福
祉
他
。

外
池 

大
亮（
と
の
い
け 

だ
い
す
け
）

’97
早
稲
田
大
学
社
会
学
部
卒
業
後
、Ｊ
リ
ー
グ
の
ベ

ル
マ
ー
レ
平
塚
に
加
入
。’07
引
退
後
、電
通
、ス
カ

パ
ー
！
に
勤
務
。’18
早
稲
田
大
学
ア
式
蹴
球
部
監
督

に
就
任
。’23
よ
り
横
浜
マ
リ
ノ
ス
㈱
経
営
企
画
部
。

外
川 

智
恵（
と
が
わ 

ち
え
）

大
正
大
学
表
現
学
部
教
授
。同
大
学
卒
業
。カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
臨
床
心
理
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。山
梨
放

送
を
経
て
フ
リ
ー
。Ｎ
Ｔ
Ｔ
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
巻
頭
イ

ン
タ
ビュー
、新
語・流
行
語
大
賞
の
総
合
司
会
な
ど
。

〈
お
断
り
〉本
稿
は
、お
書
き
い
た
だ
い
た
資
料
か
ら
、

　
　
　
　で
き
る
限
り
統
一
し
て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
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● 

９
月
12
日
㈫

第
５
回
常
務
理
事
会
、第
５
回
理
事
会
に
出
席

● 
10
月
３
日
㈫

第
６
回
常
務
理
事
会
に
出
席

盛
山
正
仁
文
部
科
学
大
臣

及
び
青
山
周
平
文
部
科
学

副
大
臣
と
安
江
伸
夫
政
務

官
を
訪
問

● 

10
月
18
日
㈬
・
23
日
㈪

文
教
関
係
国
会
議
員
に
令

和
６
年
度
予
算・税
制
改

正
を
要
望

● 

10
月
24
日
㈫

第
７
回
常
務
理
事
会
、第
６
回
理
事
会
に
出
席

私
大
連
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
て

各
種
活
動
に
関
す
る
情
報
を
公
開

https://w
w

w
.shidairen.or.jp/

私 大 連 ニ ュ ー ス 　2 0 2 3 . 0 9 - 1 0

会
長
の
動
き

● 

８
月
31
日
㈭
〜
９
月
１
日
㈮

令
和
５
年
度
教
学
担
当
理
事
者
会
議（
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
開
催
）

● 

９
月
４
日
㈪

令
和
５
年
度
理
事
長
会
議（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

● 

９
月
７
日
㈭
〜
９
月
８
日
㈮

令
和
５
年
度
学
生
支
援
研
究
会
議（
対
面
開
催
）

開
催
報
告

● 

９
月
15
日
㈮
〜
10
月
31
日
㈫

令
和
５
年
度
第
１
回
国
の
補
助
金
等
に
関
す

る
説
明
会（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
）

● 

10
月
25
日
㈬

令
和
５
年
度
国
際
連
携
委
員
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

● 

10
月
27
日
㈮

私
学
法
改
正 

法
解
釈
お
よ
び
制
度
設
計
に
関

す
る
質
問
会（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

● 

10
月
30
日
㈪

「
大
学・高
専
機
能
強
化
支
援
事
業
」第
２
回
公

募
に
向
け
た
説
明
会（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

● 

10
月
31
日
㈫

私
大
連
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
３「
未
来
の
学
び
へ

の
羅
針
盤
　
生
成
系
Ａ
Ｉ
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
が

切
り
拓
く
大
学
教
育
の
新
時
代
」（
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
開
催
）

▼
各
資
料
は
、下
記
の
私
大
連
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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※内容は変更になる場合があります。次号予告 2024.1
NO.414

座談会「大学学生寮の現在と未来」

特　集「フェアトレード活動を通じた持続可能な未来への取り組み」

小特集「デジタル社会における学生証の今」
だいがくのたから

九州産業大学
大学点描

跡見学園女子大学
クローズアップ・インタビュー

澤田 瞳子さん（小説家）

◆
大
学
の
学
生
食
堂
と
い
え
ば「
安
く
て

お
腹
いっ
ぱ
い
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
」と
い

う
印
象
を
持
つ
人
が
多
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。し
か
し
、年
間
営
業
日
数
や
提
供

時
間
の
集
中
な
ど
経
営・運
営
面
の
課
題

は
多
い
。更
に
未
曾
有
の
コ
ロ
ナ
禍
や
急
激

な
物
価
高
、人
材
確
保
の
困
難
さ
な
ど
外

部
環
境
の
変
化
に
対
す
る
創
意
工
夫
や
ア

イ
デ
ア
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な

状
況
と
対
照
的
に
、健
康
志
向
で
多
様
か

つ
豊
富
な
メ
ニュ
ー
や
お
洒
落
な
空
間
、便

利
で
早
く
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
学

生
の
学
生
食
堂
に
対
す
る
期
待
度
は
高

ま
って
い
る
。

　
本
特
集
で
は
学
内
外
の
資
源
を
有
効
活

用
し
、学
生
や
地
域
な
ど
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

を
巻
き
込
み
、従
来
の
学
生
食
堂
の
枠
を

超
え
て
魅
力
度
向
上
を
実
践
す
る
事
例
を

取
り
上
げ
た
。大
学
運
営
上
、福
利
厚
生

的
要
素
が
強
い
学
生
食
堂
が
、起
業
や
ア

イ
デ
ア
の
実
践
な
ど「
学
生
の
学
び
の
場
」

や「
産
学・地
域
連
携
の
場
」に
発
展
し
て

い
る
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。今
後
、学
生

食
堂
が
更
に
学
生
の
支
え
と
な
り
、充
実

し
た
大
学
生
活
の
提
供
の
場
に
な
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。〈
広
報
・
情
報
委

員
会
大
学
時
報
分
科
会
委
員
・
関
西
学
院

広
報
室
企
画
広
報
課
課
長 

中
谷
良
規
〉

◆
春
学
期
、「
父
母
懇
談
会
」出
張
を
担
当

し
、２
コ
ー
ス
５
都
市
に
お
邪
魔
し
た
。大

学
の
近
況
や
学
生
生
活
に
関
す
る
講
演
を

行
い
、直
接
、父
母
か
ら
質
問
を
受
け
、懇

親
会
で
交
流
す
る
機
会
を
得
た
の
で
あ
る

が
、ど
の
会
場
で
も
、学
業
や
日
常
生
活
は

も
ち
ろ
ん
、サ
ー
ク
ル
や
部
活
、留
学
や
就

活
な
ど
、関
心
が
寄
せ
ら
れ
る
ト
ピ
ッ
ク
ス

の
多
様
性
に
驚
か
さ
れ
た
。

　
印
象
に
残
っ
た
の
は
、懇
親
会
や
地
域
支

部
の
活
動
に
楽
し
そ
う
に
参
加
さ
れ
て
い

る
様
子
で
あ
る
。父
母
等
組
織
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
活
発
な
活
動
の
背
景
に
は
、子
ど
も
の

た
め
だ
け
で
な
く
、父
母
自
身
が
楽
し
ん
で

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
た
。

　
学
期
期
間
中
の
週
末
に
各
都
市
を
め
ぐ

る
出
張
は
、正
直
、身
体
的
に
は
厳
し
い
。し

か
し
、直
接
各
地
で
受
け
取
っ
た「
声
」や
雰

囲
気
は
、教
員
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、大
学

生
の
子
ど
も
を
持
つ
父
母
の
一
人
と
し
て

も
、大
い
に
共
感
、納
得
で
き
る
も
の
で
あ
っ

た
。そ
ん
な「
声
」を
意
識
し
つ
つ
、目
の
前

の
学
生
に
ど
の
よ
う
に
向
か
い
合
う
か
、こ

ち
ら
も
楽
し
み
な
が
ら
考
え
た
い
。〈
広
報
・

情
報
委
員
会
大
学
時
報
分
科
会
委
員
・
中

央
大
学
文
学
部
教
授 
松
田
美
佐
〉

◆
関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年―

近
年
、

日
本
は
歴
史
に
残
る
よ
う
な
大
災
害
に

見
舞
わ
れ
て
来
た
こ
と
を
痛
感
す
る
。本

号
の
座
談
会
で
は
、各
大
学
が
経
験
し
、

そ
の
経
験
を
生
か
し
た
今
後
へ
の
対
策
に

つ
い
て
、実
務
担
当
者
の
皆
様
か
ら
、多
く

の
ご
示
唆
を
い
た
だ
い
た
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、様
々
な
形
で
サ
ッ

カ
ー
と
向
き
合
っ
て
こ
ら
れ
た
外
池
大
亮

さ
ん
の
お
話
を
伺
っ
た
。学
生
時
代
か
ら

俯
瞰
的
な
目
で
サ
ッ
カ
ー
と
向
き
合
い
、ポ

ジ
シ
ョニ
ン
グ
を
意
識
し
て
こ
ら
れ
た
姿
勢

が
印
象
に
残
る
。そ
し
て
こ
の
こ
と
が
、現

在
の
職
場
に
お
い
て
目
指
し
て
い
る
一
つ
の

役
割
、フ
リ
ー
マ
ン
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
た
。

　
ど
の
組
織
、仕
事
に
お
い
て
も
、果
た
す

べ
き
役
割
の
範
囲
や
予
想
を
超
え
た
こ
と

へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
場
面
に
遭
遇
す

る
時
が
あ
る
。災
害
と
ス
ポ
ー
ツ
は
異
な
る

分
野
で
は
あ
る
が
、思
い
が
け
な
い
局
面
に

向
き
合
う
瞬
間
が
あ
る
こ
と
は
違
い
な
い
。

そ
の
時
ど
の
よ
う
に
考
え
、判
断
し
、動
く

こ
と
が
で
き
る
の
か―

本
号
が
そ
の
こ
と

を
考
え
る
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
日
本
私
立
大
学
連
盟
事
務
局 

加
賀
崎

奈
美
）

編集後記

132



一般社団法人 日本私立大学連盟 加盟大学一覧
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愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡見学園女子大学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
中 央 大 学
大 東 文 化 大 学
獨 協 大 学
獨 協 医 科 大 学
姫 路 獨 協 大 学
同 志 社 大 学
同 志 社 女 子 大 学
フェリス女学院大学
福 岡 大 学
福岡女学院大学
福岡女学院看護大学
学 習 院 大 学
学習院女子大学
白 鷗 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学
実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
城 西 大 学
城 西 国 際 大 学
順 天 堂 大 学
金 沢 星 稜 大 学

⎫
｜
⎬
｜
⎭
⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭
⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
恵 泉 女 学 園 大 学
敬 和 学 園 大 学
神 戸 女 学 院 大 学
神戸海星女子学院大学
皇 學 館 大 学
國 學 院 大 学
国 際 武 道 大 学
国 際 基 督 教 大 学
駒 澤 大 学
甲 南 大 学
久 留 米 大 学
共 立 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 橘 大 学
九 州 産 業 大 学
松 山 大 学
松山東雲女子大学
明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
宮城学院女子大学
桃 山 学 院 大 学
桃山学院教育大学
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学
武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学

⎫
⎬
⎭

南 山 大 学
日 本 大 学
日 本 女 子 大 学
ノートルダム清心女子大学
大 阪 学 院 大 学
大阪医科薬科大学
大 阪 女 学 院 大 学
大 谷 大 学
追 手 門 学 院 大 学
立 教 大 学
立 正 大 学
立 命 館 大 学
立命館アジア太平洋大学
龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学
流 通 経 済 大 学
西 武 文 理 大 学
聖 学 院 大 学
成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学
聖 路 加 国 際 大 学
清 泉 女 子 大 学
聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学
石 巻 専 修 大 学
芝 浦 工 業 大 学
白百合 女 子 大 学
仙台白百合女子大学
昭 和 女 子 大 学
創 価 大 学

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

園田学園女子大学
大 正 大 学
拓 殖 大 学
天 理 大 学
東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学
東北公益文科大学
東 海 大 学
常 磐 大 学
東京医療保健大学
東 京 女 子 大 学
東京女子医科大学
東 京 経 済 大 学
東 京 国 際 大 学
東 京 農 業 大 学
東 京 情 報 大 学
東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学
東洋英和女学院大学
東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学
山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学
四日市看護医療大学

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭
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